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はじめに

このマニュアルは，JP1/Performance Management - Analysis（以降，PFM - Analysisと省略
します）の機能および操作方法について説明したものです。

■対象読者
PFM - Analysisを使ってシステムの稼働性能を監視，分析したい方を対象としています。

■マニュアルの構成
このマニュアルは，次に示す章のほか，付録から構成されています。

第 1章　概要
PFM - Analysisの概要や PFM - Analysisを導入したシステムの構成例について説明しています。

第 2章　稼働性能管理の仕組み
PFM - Analysisの稼働性能管理・分析機能について説明しています。

第 3章　インストールとセットアップ
PFM - Analysisを起動するまでに必要なインストールとセットアップの作業について説明してい
ます。

第 4章　起動と終了
PFM - Analysisを起動および終了する方法について説明しています。

第 5章　監視システム構成の定義
PFM - Analysisの GUIを使って監視システムを定義する方法について説明しています。

第 6章　稼働性能の分析と予測
PFM - Analysisで稼働性能を分析する方法について説明しています。

第 7章　Webトランザクションの監視
採取ツールとして JP1/ESPを使用しているユーザーがWebトランザクションを監視する場合の
定義方法などについて説明しています。

第 8章　ユーザー拡張
PFM - Analysisが標準でサポートしていない監視項目を追加する方法について説明しています。

第 9章　画面
PFM - Analysisが提供する GUIについて説明しています。

第 10章　コマンド
PFM - Analysisが提供するコマンドについて説明しています。

第 11章　定義ファイル
PFM - Analysisで使用する定義ファイルで，ユーザーが編集できるファイルについて説明してい
I



はじめに
ます。

第 12章　JP1/IMを使った監視
JP1/IMと連携して PFM - Analysisを運用する場合のシステム構成やセットアップ手順について
説明しています。

第 13章　クラスタシステムでの運用
PFM - Analysisのクラスタシステムでの運用方法について説明しています。

第 14章　メッセージ
PFM - Analysisが発行するメッセージの形式や対処方法について説明しています。

第 15章　トラブルシューティング
PFM - Analysisでトラブルが発生した場合の対処方法について説明しています。

■関連マニュアル
このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。

データインポートに関するマニュアル
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド（3020-3-K61）
• JP1 Version 7i　JP1/AppManager　ユーザーズガイド（3020-3-F82）
• JP1 Version 8　JP1/Cm2/Network Node Manager ネットワーク管理ガイド（3020-3-L01）
• JP1 Version 8　JP1/Cm2/Network Node Manager 拡張／分散化ガイド（3020-3-L02）

JP1/IM連携に関するマニュアル
• JP1 Version 8　JP1/Integrated Management Manager システム構築・運用ガイド
（3020-3-K01）
• JP1 Version 8　JP1/Base 運用ガイド（3020-3-K06）

リモートインストールに関するマニュアル
• JP1 Version 8　JP1/NETM/DM　導入・設計ガイド (Windows(R)用 )（3020-3-L36）
• JP1 Version 8　JP1/NETM/DM　運用ガイド 1(Windows(R)用 )（3020-3-L38）
• JP1 Version 8　JP1/NETM/DM　運用ガイド 2(Windows(R)用 )（3020-3-L39）
• JP1 Version 6　JP1/NETM/DM Manager（3000-3-841）
• JP1 Version 8　JP1/NETM/DM SubManager(UNIX(R)用 )（3020-3-L42）
• JP1 Version 8　JP1/NETM/DM Client(UNIX(R)用 )（3020-3-L43）

採取ツールに関するマニュアル
• JP1 Version 7i　JP1/Extensible Service Probe（3020-3-F52）
• JP1 Version 8　JP1/Cm2/SNMP System Observer（3020-3-L22）
• JP1 Version 7i　JP1/Performance Management/SNMP System Observer（3020-3-F69）
• JP1 Version 6　JP1/VantagePoint Internet Services（3020-3-B91）
• JP1 Version 7i　JP1/Performance Analysis（3020-3-F51）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド（3020-3-K61）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management リファレンス（3020-3-K62）
II



はじめに
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Service Response
（3020-3-K63）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Platform（Windows(R)
用）（3020-3-K64）

• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Platform（UNIX(R)用）
（3020-3-K65）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Enterprise Applications
（3020-3-K66）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Oracle（3020-3-K67）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for IBM(R) DB2(R) Universal 

Database(TM)（3020-3-K68）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Microsoft(R) SQL Server
（3020-3-K69）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for HiRDB（3020-3-K70）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for Domino（3020-3-K71）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for OpenTP1（3020-3-K74）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for JP1/AJS2（3020-3-K75）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for uCosminexus Application 

Server（3020-3-K76）
• JP1 Version 8　JP1/Performance Management - Agent Option for BEA WebLogic Server
（3020-3-K78）

■このマニュアルでの表記
このマニュアルでは，製品名称を，略称を使って表記しています。正式名称と，このマニュア
ルでの表記を次の表に示します。

このマニュアルでの表記 正式名称

PFM - Analysis PFM - Analysis Manager JP1/Performance Management - Analysis Manager

PFM - Analysis View JP1/Performance Management - Analysis View

PFM - Analysis Adaptor JP1/Performance Management - Analysis Adaptor

JP1/PAM JP1/PA - Manager JP1/Performance Analysis - Manager※

JP1/PA - View JP1/Performance Analysis - View※

JP1/PA - Adaptor JP1/Performance Analysis - Adaptor※

JP1/DSSO JP1/Distributed Server System Observer

JP1/Performance Management/Distributed SNMP 
System Observer

JP1/ESP JP1/Extensible Service Probe - Export Edition

JP1/Extensible Service Probe - Standard Edition

JP1/IM JP1/IM - Manager JP1/Integrated Management - Manager
III



はじめに
JP1/IM - View JP1/Integrated Management - View

JP1/SSO JP1/Server System Observer

JP1/Performance Management/SNMP System 
Observer

JP1/Cm2/SNMP System Observer

NNM JP1/Cm2/Network Node Manager

hp OpenView network node manager

PFM PFM - Manager JP1/Performance Management - Manager

PFM - Base JP1/Performance Management - Base

PFM - Web Console JP1/Performance Management - Web Console

PFM - 
Agent

PFM - Agent for 
SR

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Service Response

PFM - Agent for 
Platform

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Platform(Windows用 )

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Platform(UNIX用 )

PFM - Agent for 
Oracle

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Oracle

PFM - Agent for 
HiRDB

JP1/Performance Management - Agent Option for 
HiRDB

PFM - Agent for 
Cosminexus

JP1/Performance Management - Agent Option for 
uCosminexus Application Server

PFM - Agent for 
WebLogic

JP1/Performance Management - Agent Option for 
BEA WebLogic Server

PFM - Agent for 
SQL Server

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Microsoft(R) SQL Server

PFM - Agent for 
DB2

JP1/Performance Management - Agent Option for 
IBM(R) DB2(R) Universal Database(TM)

PFM - Agent for 
EAP

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Enterprise Applications

PFM - Agent for 
OpenTP1

JP1/Performance Management - Agent Option for 
OpenTP1

PFM - Agent for 
JP1/AJS2

JP1/Performance Management - Agent Option for 
JP1/AJS2

PFM - Agent for 
Domino

JP1/Performance Management - Agent Option for 
Domino

VPISまたは IS JP1/VantagePoint Internet Services

hp OpenView Internet Services

hp OpenView VantagePoint Internet Services

IE Internet Explorer Microsoft(R) Internet Explorer(R)

このマニュアルでの表記 正式名称
IV



はじめに
注※　PFM - Analysisの先代製品（Version 7製品）です。

■このマニュアルで使用する英略語
このマニュアルで使用する英略語を次に示します。

IIS Microsoft(R) Internet Information Services

Solaris Solaris 9

Solaris 10

Tru64 UNIX hp Tru64 UNIX

Windows Windows Server 2003また
はWindows 2003

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Standard 
x64 Edition

Microsoft(R) Windows Server(R) 2003, Enterprise 
x64 Edition

Windows Server 2008また
はWindows 2008

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 Enterprise

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 Standard

Microsoft(R) Windows Server(R) 2008 R2 
Enterprise

Windows XP Microsoft(R) Windows(R) XP Professional 
Operating System

英略語 正式名称

CSV Comma Separated Value

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol

DNS Domain Name System

FTP File Transfer Protocol

GUI Graphical User Interface

HTTP Hypertext Transfer Protocol

HTTPS Hypertext Transfer Protocol Security

IMAP4 Internet Messaging Access Protocol 4

IPF Itanium(R) Processor Family

JPEG Joint Photographic Experts Group

NTP Network Time Protocol

このマニュアルでの表記 正式名称
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はじめに
■このマニュアルで使用する記号
このマニュアルで使用する記号を，次のように定義します。

■コマンドの文法で使用する記号
コマンドの説明で使用する記号を，次のように定義します。

POP3 Post Office Protocol 3

SMTP Simple Mail Transfer Protocol

SNMP Simple Network Management Protocol

SNTP Simple Network Time Protocol

TCP Transmission Control Protocol

TSV Tab Separated Value

URL Uniform Resource Locator

記号 意味

［　］ この記号で囲まれている項目は，画面内のメニュー，ボタン，またはキー
ボードのキーであることを示す。

［　］－［　］ メニューやボタンなどを連続して選択することを示す。
（例）　［ファイル］－［新規作成］
上記の例では，［ファイル］メニューを選択して，プルダウンメニューから
［新規作成］を選択することを示す。

記号 意味

　｜ 横に並べられた複数の項目に対する項目間の区切りを示し，「または」を意
味する。
（例）　Ａ｜Ｂ
　ＡまたはＢを指定することを示す。

｛　｝ この記号で囲まれている複数の項目のうちから一つを選択することを示す。
項目が横に並べられ，記号｜で区切られている場合は，そのうちの一つを選
択する。
（例）　｛Ａ｜Ｂ｜Ｃ｝
　Ａ，ＢまたはＣのどれかを指定することを示す。

［　］ この記号で囲まれている項目は省略してもよいことを示す。複数の項目が横
に並べて記述されている場合には，すべてを省略するか，記号｛　｝と同じ
く，どれか一つを選択する。
（例１）　［Ａ］
　「何も指定しない」か「Ａを指定する」ことを示す。
（例２）　［Ｂ｜Ｃ］
　「何も指定しない」か「ＢまたはＣを指定する」ことを示す。

斜体 斜体で示している項目は，任意に指定する項目を示す。

《　》 デフォルト値を示す。

 ((　)) 指定できる値の範囲を示す。

英略語 正式名称
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はじめに
■図中で使用する記号
このマニュアルの図中で使用する記号を，次のように定義します。

■常用漢字以外の漢字の使用について
このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語について
は，常用漢字以外の漢字を使用しています。
• 宛先（あて先）
• 鍵（かぎ）
• 個所（かしょ）
• 貼り付け（はりつけ）
• 汎用（はんよう）
• 必須（ひっす）

■ KB（キロバイト）などの単位表記について
1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞれ
1,024バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。
VII
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1　 概要
PFM - Analysisは，Webシステムを含めたシステム全体の稼
働性能状況を把握し，分析するためのプログラムです。この章
では，PFM - Analysisの特長，プログラム構成，およびシス
テム構成について説明します。

1.1　PFM - Analysisの特長

1.2　PFM - Analysisを構成するプログラム

1.3　PFM - Analysisのシステム構成

1.4　運用の流れ
1



1.　概要
1.1　PFM - Analysisの特長

電子商取引の普及やインターネット・イントラネットの利用拡大などによって，企業は
安定したサービスの提供を強く求められています。そのためには，システム全体の稼働
性能状況の把握，および問題点の早期発見・解決が欠かせません。また，問題発生を防
ぐための予防管理も重要です。

PFM - Analysisは，システムのサービス，アプリケーション，OS，ネットワーク機器な
どの稼働性能情報を分析するプログラムです。性能低下の原因を分析して，問題の早期
解決を支援します。また，将来の稼働性能を予測することで，障害を予防できます。
PFM - Analysisを使用して，分析と予測の観点からシステムを監視することで，システ
ムの信頼性を向上させます。

PFM - Analysisを使用したシステムの特長を次に示します。

（1） システムの稼働性能情報の収集・管理

PFM - Analysisでは，システムの稼働性能を次の二つの視点から監視できます。

• 利用者の使用感を想定したインターネットサービスの応答時間など
• システムの管理者から見たWebサーバ，APサーバ，DBサーバ，ネットワーク機器，
アプリケーションなどの稼働性能

これらの稼働性能情報は，採取ツールと呼ばれる監視プログラム（PFM - Analysisが標
準サポートするプログラム）を使って収集します。収集した情報は PFM - Analysis専用
のデータベースである PAMDBで一元管理し，稼働性能の将来値や危険な状態になる時
期を予測したり，障害発生時などに情報を分析して原因調査に役立てたりできます。ま
た，PFM - Analysisがサポートしていないプログラムが収集した稼働性能情報について
も，データをインポートすることによって PAMDBで管理できます。

（2） ボトルネックの分析

収集した稼働性能情報から，システムの稼働性能を分析します。PFM - Analysisで稼働
性能を分析すると，次のようなことができます。

システム全体の稼働状況の把握
システムの稼働状況を把握するには，システム構成，およびシステムを構成する機
器の情報を統合的に監視する必要があります。PFM - Analysisでは，監視対象の稼
働性能をしきい値で判定し，その結果を危険度として表示します。危険度は，アイ
コンで表示されるため，システムのどの部分に問題があるのかをすぐに把握できま
す。また，時刻を指定すると過去のシステム構成や危険度などの情報も表示できる
ため，時間の経過によって稼働状況がどのように変化したかを確認することもでき
ます。

問題点の切り分け支援
システムで障害が発生した場合に，システム構成や稼働性能情報の相関性などから，
2



1.　概要
障害の原因になっている可能性が高い個所を絞り込み，問題点の一次切り分けに有
効な情報を提供します。

（3） プロアクティブ管理の実現

収集した稼働性能情報から将来の値や稼働性能が危機的状況になる時期を予測できます。
予測によって問題発生の可能性が高い個所が把握でき，また，複数の監視対象の稼働性
能を比較できるため，ボトルネックとなる可能性が高い個所を相対的に把握できます。
これによって，性能の低下や問題発生が予測される個所から重点的にチューニングした
り，システムを補強したりなど，プロアクティブなシステム管理が実現できます。

（4） レポートの作成

システムの運用では，利用者の問題を把握し，最適な状態でシステムを稼働できるよう
な対策・改善を続ける必要があります。

PFM - Analysisでは，収集した稼働性能情報や分析結果をレポートとして保存できます。
これらの情報は，システム改善に向けた設備投資を検討する際に役立ちます。

（5） JP1/IM連携

PFM - Analysisは，JP1/IMと連携して運用できます。JP1イベントや，オブジェクト，
メトリックの状態を表すアイコンを使って，PFM - Analysisとほかの JP1製品を，同じ
画面で監視できるようになります。
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1.　概要
1.2　PFM - Analysisを構成するプログラム

PFM - Analysisは，次の三つの製品から構成されます。

● PFM - Analysis Manager
PFM - Analysisのマネージャープログラムです。収集した稼働性能情報を PAMDBに
取り込んで一元管理します。また，監視システム構成の定義や，収集した稼働性能情
報の分析や予測，データのインポートとエクスポートなどを実行します。

● PFM - Analysis View
PFM - Analysisの GUIを提供するプログラムです。GUIの表示項目や設定項目につ
いては，「9.　画面」を参照してください。PFM - Analysisの GUIには次の三つがあ
ります。
• Definer
監視システム構成を定義するための画面です。
Definerを使った監視システム構成の定義方法については，「5.　監視システム構成
の定義」を参照してください。

• Bottleneck Analyzer
稼働性能を分析するための画面です。稼働性能情報や分析結果のレポート出力も実
行します。
Bottleneck Analyzerを使った分析や予測の方法については，「6.　稼働性能の分析
と予測」を参照してください。

• Web Recorder
採取ツールとして JP1/ESPを使用する場合で，かつインターネットサービスをトラ
ンザクションとして監視する場合に，Webトランザクション情報を定義するための
画面です。
Web Recorderを使ったWebトランザクションの監視方法については，「7.　Webト
ランザクションの監視」を参照してください。

● PFM - Analysis Adaptor
監視対象から情報を収集する監視プログラム（採取ツール）と連携するためのプログ
ラムです。採取ツールとして JP1/SSOまたは PFMを使用する場合に必要です。

PFM - Analysisを使用したシステムの基本構成を次の図に示します。
4



1.　概要
図 1-1　PFM - Analysisを使用したシステムの基本構成

マネージャーサーバ
PFM - Analysis Managerをインストールしたサーバです。マネージャーサーバに
は，PAMDBを構築します。

PAMDB
採取ツールサーバから収集した稼働性能情報を格納するデータベースです。監視対
象のシステム構成定義情報なども格納されます。

監視端末
PFM - Analysis Viewをインストールしたマシンです。PFM - Analysis Managerに
接続し，GUIで監視システムを定義したり，予測や分析を実行したりできます。

採取ツールサーバ
採取ツールをインストールしたサーバです。収集した稼働性能情報をマネージャー
サーバに渡します。
PFM - Analysisが標準でサポートしている採取ツールを次に示します。
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1.　概要
表 1-1　PFM - Analysisが採取ツールとして標準サポートしている監視プログラム

監視対象
PFM - Analysisで監視するシステムの構成機器です。PFM - Analysisがサポートし
ている監視対象機器については，「付録 C　PFM - Analysisがサポートする監視対
象」を参照してください。

採取ツール 連携方法

JP1/ESP PFM - Analysis Managerと直接接続できるため，JP1/ESPだけで連携
できる。

VPIS PFM - Analysis Managerとのアダプター機能として，VPISと同一ホス
トに JP1/Performance Analysis - Adaptor（JP1 Version 7i製品）が必
要。
JP1/Performance Analysis - Adaptorについては，マニュアル「JP1/
Performance Analysis」を参照のこと。

JP1/SSO PFM - Analysis Managerとのアダプター機能として，JP1/SSOと同一
ホストに PFM - Analysis Adaptorが必要。

PFM PFM - Analysis Managerとのアダプター機能として，PFM - Manager
または PFM - Baseと同一ホストに PFM - Analysis Adaptorが必要。
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1.　概要
1.3　PFM - Analysisのシステム構成

PFM - Analysisのシステム構成について説明します。

1.3.1　一般的な構成例
PFM - Analysisを使用したシステムの一般的な構成例を次の図に示します。PFM - 
Analysis Manager，PFM - Analysis View，PFM - Analysis Adaptorを一つのマシンで
動作させることも，それぞれ別のマシンで動作させることもできます。

図 1-2　システム構成例

各プログラムとの接続について
• 1台の PFM - Analysis Managerには，複数の PFM - Analysis Adaptor，PFM - 

Analysis View，または JP1/ESPを接続できます。
• 1台の PFM - Analysis Adaptorまたは JP1/ESPが接続できる PFM - Analysis 

Managerは 1台だけです。
• 1台の PFM - Analysis Viewは，複数の PFM - Analysis Managerに接続できま
す。接続先は，PFM - Analysis Viewの GUI起動時に指定します。
7



1.　概要
GUIの起動について
• 1台の PFM - Analysis Viewで，Definerおよび Bottleneck Analyzerを複数起動
できます。

• 1台の PFM - Analysis Managerに 1台の Definerだけ接続できます。
• 1台の PFM - Analysis Managerに複数の Bottleneck Analyzerが同時に接続でき
ます。複数の監視端末から同時に接続できます。

図 1-3　GUIの接続

1.3.2　採取ツールのシステム構成
採取ツールサーバのシステム構成で注意する点を次に示します。なお，各採取ツールを
一つのマシンで動作させることも，それぞれ別のマシンで動作させることもできます。

（1） 採取ツールが JP1/ESPの場合

採取ツールが JP1/ESPの場合に，システム構成で注意する点を次に示します。

• JP1/ESPは，PFM - Analysis Managerと接続できるため，PFM - Analysis Adaptor
は不要です。

• JP1/ESPと PFM - Analysis Managerを同じマシンで動作させることができます。
• 監視対象サーバには，管理対象となるサーバプログラム以外の特別なプログラムは不
要です。

• サービスの応答時間を監視する場合は，次の図のようにサービス利用者の端末に近い
位置に JP1/ESPを配置すると，サービス利用者が体感している応答時間により近い
データを取得できます。
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1.　概要
図 1-4　採取ツールが JP1/ESPの場合のシステム構成例

（2） 採取ツールが JP1/SSOの場合

採取ツールが JP1/SSOの場合に，システム構成で注意する点を次に示します。

• 採取ツールが JP1/SSOの場合は，監視対象側に次の SNMPエージェントが必要で
す。

監視対象がWindowsまたは UNIXの場合
JP1/Cm2/Extensible SNMP Agentが必要です。

監視対象がアプリケーションの場合
アプリケーションに付属している SNMPエージェント，または追加モジュール
の SNMPエージェントが必要です。

監視対象がハードウェアの場合
ハードウェアが持つ SNMPエージェントを使用します。

• 複数の JP1/SSOを採取ツールサーバで運用する場合は，JP1/SSOごとに PFM - 
Analysis Adaptorが必要です。

• 次の図に示すように，JP1/DSSOが収集したデータを PFM - Analysisで管理できま
す。
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1.　概要
図 1-5　採取ツールが JP1/SSOの場合のシステム構成例

JP1/SSOは，JP1/DSSOが収集したデータを集約するため，PFM - Analysis Adaptor
は JP1/SSOのサーバだけにインストールします。この構成の場合は，監視システム
構成の定義時に，JP1/SSOに作成されるユーザーリソース設定ファイル（PAMリ
ソース設定ファイル）を，JP1/DSSOに配布しておく必要があります。

（3） 採取ツールが PFMの場合

採取ツールが PFMの場合に，システム構成で注意する点を次に示します。

• 採取ツールが PFMの場合は，監視対象側に各監視対象に対応した PFM - Agentが必
要です。

• 採取ツールが PFMの場合は，PFM - Managerまたは PFM - Baseと同じホストに
PFM - Analysis Adaptorが必要です。

• 複数の PFMのシステムで運用する場合は，PFMのシステムごとに PFM - Analysis 
Adaptorが必要です。

一般的な構成例を次の図に示します。
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1.　概要
図 1-6　採取ツールが PFMの場合の一般的な構成例

PFM - Managerと PFM - Analysis Adaptorの対応 OSが一致する場合は，PFM - 
Managerと同じホストに PFM - Analysis Adaptorをインストールしてください。PFM - 
Manager管理下の PFM - Agentが監視対象になります。

PFM - Managerと PFM - Analysis Adaptorの対応 OSが一致しない場合は，PFM - 
Manager配下の PFM - Baseと同じホストに PFM - Analysis Adaptorをインストールし
ます。

図 1-7　採取ツールが PFMで，PFM - Managerと PFM - Analysis Adaptorの対応 OSが
一致しない場合のシステム構成例

PFM - Baseを利用することで，PFM - Manager管理下の PFM - Agentを監視対象とす
11



1.　概要
ることができます。

1.3.3　クラスタシステム環境で運用する場合のシステム構成
PFM - Analysisでは，通常，業務を実行している（アクティブ）実行系ホストと，障害
発生時に実行系ホストから業務を引き継ぐよう待機している（スタンバイ）待機系ホス
トから成るアクティブ・スタンバイ構成に対応しています。PFM - Analysisをクラスタ
システム環境で運用する場合のシステム構成を，次の図に示します。

図 1-8　クラスタ運用する場合のシステム構成
12



1.　概要
1.4　運用の流れ
PFM - Analysisの主な運用の流れを，次の図に示します。

図 1-9　PFM - Analysisの運用の流れ

インターネットサービスや，ネットワーク機器，ホスト，アプリケーションなどの稼働
性能を PFM - Analysisで監視するためには，まず，監視対象を監視オブジェクトとして
定義します。オブジェクトとして定義した監視対象の稼働性能情報は，採取ツールに
よって収集され，PAMDBで管理されます。

この稼働性能情報を基に，定期的に将来値の予測を実行し，性能が低下する可能性があ
る監視対象を調査します。また，障害などが発生した場合は，稼働性能情報を分析して
問題の原因を調査します。PFM - Analysisは，オブジェクトの状態が変化したり，オブ
13



1.　概要
ジェクトが停止したりしたときに警告メッセージを発行するため，この警告メッセージ
の発行を契機にして分析したり，任意の日時を指定して分析することもできます。予測
や分析の結果は，必要に応じてレポート出力もできます。予測や分析の結果を基に，性
能低下や問題の発生が考えられる個所，または障害発生の原因となっている個所を
チューニングするなどの対策を実行します。
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2　 稼働性能管理の仕組み
この章では，PFM - Analysisが稼働性能を管理・分析する仕
組みについて，さらに詳しく説明します。

2.1　PFM - Analysisの監視対象

2.2　稼働性能情報の収集

2.3　稼働性能情報の管理

2.4　稼働性能の分析

2.5　稼働性能の予測

2.6　レポート出力

2.7　データのインポートとエクスポート
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.1　PFM - Analysisの監視対象

PFM - Analysisでは，インターネットサービスやネットワーク機器などの監視の対象を
オブジェクトとして登録し，監視システムを構築します。オブジェクトは，業務上や機
能上で関連のあるものをまとめ，階層的に管理します。監視システムは，PFM - 
Analysis Viewの Definerで定義します。

2.1.1　オブジェクトとメトリック
PFM - Analysisでは，監視対象をオブジェクトとして登録し，オブジェクトごとに稼働
性能情報を収集します。オブジェクトごとの稼働性能情報をメトリックといいます。こ
こでは，オブジェクトとメトリックについて説明します。

（1） オブジェクト

PFM - Analysisで監視する対象をオブジェクトといいます。PFM - Analysisでは，イン
ターネットサービスやサーバ，ネットワーク機器，アプリケーションなど監視する対象
をオブジェクトとして監視システムに登録します。

PFM - Analysisで監視できるオブジェクトには，次のようなものがあります。

表 2-1　オブジェクトの分類

オブジェクトレイヤー オブジェクトカテゴリー オブジェクトタイプ

サービス インターネットサービス HTTP，HTTPS，SMTP，DNSな
ど

ホスト 一般サーバ Windows，HP-UX，AIX，Linux
など

ファイアウォール Firewall-1，NetScreenなど

ロードバランサー Server Iron，CSSなど

キャッシュサーバ CacheFlow，WebMaxなど

SSLアクセラレーター NetStructure

ルーター Router

アプリケーション Webサーバ Hitachi Web Server，IISなど

APサーバ WebLogic，Cosminexusなど

DBサーバ Oracle，SQL Server，HiRDBな
ど

ERP SAP_R/3

OLTP OpenTP1

ジョブ管理サーバ JP1/AJS2

グループウェア Domino
16



2.　稼働性能管理の仕組み
表にあるように，オブジェクトは次の三つに大きく分けられます。

●サービスオブジェクト
HTTP(S)や SMTPなどインターネットベースのプロトコルで実現されるサービスが
分類されます。

●ホストオブジェクト
システムを構成するサーバやネットワーク機器などが分類されます。

●アプリケーションオブジェクト
システムを構成するアプリケーションプログラムが分類されます。

サービス，ホスト，アプリケーションの三つに分けたオブジェクトの分類をオブジェク
トレイヤーといい，PFM - Analysisの監視システムには，このレイヤー単位でオブジェ
クトを登録します。

各レイヤーをさらに機能別に分けた分類をオブジェクトカテゴリー，サービスの種類別
やシステム機器の種類別，アプリケーションの製品別に分けた分類をオブジェクトタイ
プといい，監視システムへの登録時に各オブジェクトに設定します。

PFM - Analysisが標準でサポートするオブジェクトの詳細については，「付録 C　PFM - 
Analysisがサポートする監視対象」を参照してください。

（2） メトリック

各オブジェクトの監視項目，または収集したデータをメトリックといいます。PFM - 
Analysisでシステムの稼働性能を評価するための指標となります。PFM - Analysisで収
集するメトリックの詳細については，「付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック」
を参照してください。なお，メトリックには，収集する時間の間隔によって詳細メト
リックとサマライズメトリックの 2種類があります。詳細については，「2.3.1　詳細メト
リックとサマライズメトリック」を参照してください。

2.1.2　システム構成ツリー
PFM - Analysisの監視システムは，オブジェクトを階層的に管理することからシステム
構成ツリーともいいます。また，オブジェクトを含め，監視システムを構成する要素を
システム構成要素またはツリー構成要素といいます。

PFM - Analysisのシステム構成ツリーおよびツリー構成要素を次の図に示します。
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2.　稼働性能管理の仕組み
図 2-1　PFM - Analysisのシステム構成ツリー

ツリー構成要素について説明します。

ルート
システム構成ツリーの最上位の要素です。複数のビューをまとめます。

ビュー
複数のシステムをまとめるための要素です。ルートの下に作成できます。
Bottleneck Analyzerでは，ビュー単位に表示，非表示を切り替えます。

システム
複数のオブジェクトをまとめるための要素です。Webシステムやメールシステムな
ど，業務上関連があるオブジェクトをまとめます。ビューの下に作成できます。な
お，システムは相関分析の基本単位となります。

グループ
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2.　稼働性能管理の仕組み
複数のオブジェクトをまとめるための要素です。Webサーバグループや，DBサー
バグループなどのように，必要に応じて関連性のあるオブジェクトをまとめます。
システムの下，またはグループの下に作成できます。

オブジェクト
PFM - Analysisの監視対象です。オブジェクトには，サービスオブジェクト，ホス
トオブジェクト，アプリケーションオブジェクトの三つがあります。サービスオブ
ジェクトおよびホストオブジェクトは，システムまたはグループの下に作成できま
す。アプリケーションオブジェクトは，システム，グループまたはホストオブジェ
クトの下に作成できます。

監視システム構成の定義例を次に示します。

図 2-2　監視システム構成の定義例
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.2　稼働性能情報の収集
システムを構成するホストやネットワーク機器，インターネットサービスなどの稼働性
能情報は，採取ツールを使って収集します。また，採取ツールが収集した稼働性能情報
は，PFM - Analysis Managerがメトリックとして回収し，PAMDBに格納します。

PFM - Analysisでは，採取ツールとして JP1/ESP，VPIS，JP1/SSO，および PFMを
標準サポートしています。なお，PFM - Analysisがサポートしていない監視プログラム
で収集した稼働性能情報を使用する場合は，データのインポート機能を使って PAMDB
にデータをインポートします。詳細については，「2.7.1　データのインポート」および
「6.5　データのインポート」を参照してください。

採取ツールとして PFM - Analysisが標準でサポートしているプログラムについて，それ
ぞれの特長を次に示します。

2.2.1　JP1/ESPによる稼働性能情報の収集

（1） 採取する稼働性能情報

JP1/ESPでは，HTTP(S)，SMTP，POP3，IMAP4，DNS，DHCP，FTP，TCPといっ
たプロトコルによって実現されているサービスの応答時間などを計測します。また，
JP1/ESPのユーザー定義サービス機能やWebトランザクション監視機能を使用すること
によって，ユーザー固有のサービスやトランザクションについても計測できます。PFM 
- Analysisでは，これらをサービスオブジェクトとして監視します。なお，JP1/ESPが
収集するメトリックの詳細については，「付録 D.2　JP1/ESPで収集するメトリックの詳
細」を参照してください。

（2） メトリックの回収契機

JP1/ESPは，PFM - Analysisで定義した詳細メトリックの時間粒度を計測間隔としてメ
トリックを収集します。PFM - Analysisは，JP1/ESPが収集したメトリックを逐次的に
回収します。

（3） 監視条件の設定方法

Definerで監視システムの構成を定義すると，JP1/ESP側にも監視条件が自動的に設定
されるため，JP1/ESPでの設定は不要です。ただし，JP1/ESPのユーザー定義サービス
やWebトランザクションをオブジェクトとして登録する場合は，次の操作が必要になり
ます。

ユーザー定義サービスを監視する場合
JP1/ESPのユーザー定義サービスを PFM - Analysisの監視対象としてオブジェク
ト登録する場合は，Definerでのオブジェクト作成時に，JP1/ESP側で設定した
ユーザー定義サービス IDを設定する必要があります。なお，JP1/ESPのコマンド
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2.　稼働性能管理の仕組み
登録ファイルを PFM - Analysisに転送しておくと，Definerにファイルの内容が読
み込まれるため，手入力に比べて設定する際の負担や入力ミスが軽減されます。操
作方法については，「5.4.1　JP1/ESP（ユーザー定義サービス）の監視条件設定」を
参照してください。また，JP1/ESPのユーザー定義サービスやコマンド登録ファイ
ルについては，マニュアル「JP1/Extensible Service Probe」を参照してください。

Webトランザクションを監視する場合
Webトランザクションを PFM - Analysis側で定義した場合は，次のディレクトリに
格納されたWebトランザクションファイルを JP1/ESP側の所定のディレクトリに
コピーする必要があります。
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

JP1/ESP側のWebトランザクションファイルを格納するディレクトリについては，
マニュアル「JP1/Extensible Service Probe」を参照してください。
なお，Webトランザクション監視の詳細については，「7.　Webトランザクションの
監視」を参照してください。

2.2.2　VPISによる稼働性能情報の収集

（1） 採取する稼働性能情報

VPISでは，HTTP(S)，SMTP，POP3，IMAP4，DNS，DHCP，FTP，TCPといった
プロトコルによって実現されているサービスの応答時間などを計測します。PFM - 
Analysisでは，これらをサービスオブジェクトとして監視できます。なお，VPISが収
集するメトリックの詳細については，「付録 D.3　ISアダプターで収集するメトリックの
詳細」を参照してください。

（2） メトリックの回収契機

PFM - Analysisは，JP1/Performance Analysis - Adaptorの JP1/PA - Adaptor動作条件
定義ファイル（paa.conf）で ISアダプターに設定されたメトリック値の回収間隔ごと
に，VPISが収集したメトリックを収集します。JP1/PA - Adaptor動作条件定義ファイ
ルについては，マニュアル「JP1/Performance Analysis」を参照してください。

（3） 監視条件の設定方法

監視条件の設定は，VPIS側で行います。なお，VPISで設定した監視条件を抽出した
ファイルを PFM - Analysisに転送しておくと，Definerにファイルの内容が読み込まれ
るため，手入力に比べて設定する際の負担や入力ミスが軽減されます。操作方法につい
ては，「5.4.2　VPISの監視条件設定」を参照してください。また，VPISでの監視条件
の設定については，マニュアル「JP1/VantagePoint Internet Services」を参照してくだ
さい。
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.2.3　JP1/SSOによる稼働性能情報の収集

（1） 採取する稼働性能情報

JP1/SSOは，SNMPプロトコルを使用してシステムを構成するホストやネットワーク機
器などのMIBをメトリックとして収集します。また，MIBで提供される情報であれば，
PFM - Analysisがサポートしていない監視項目でもユーザー拡張機能を使用して情報を
収集できます。PFM - Analysisでは，これらをホストオブジェクトまたはアプリケー
ションオブジェクトとして監視できます。

なお，JP1/SSOで収集するリソースは，PFM - Analysis Adaptorが登録する PFM - 
Analysis専用のリソースです。JP1/SSOの標準リソースや他製品が JP1/SSOに登録し
た拡張リソースは使用しません。また，JP1/SSOのユーザーリソースで収集できない
MIBは，メトリックとして収集できません。

JP1/SSOが収集するメトリックの詳細については，「付録 D.4　SSOアダプターで収集
するメトリックの詳細」を参照してください。

（2） メトリックの回収契機

PFM - Analysisは，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）で SSO
アダプターに設定されたメトリック値の回収間隔ごとに，JP1/SSOが収集したメトリッ
クを収集します。

（3） 監視条件の設定方法

Definerで監視システムの構成を定義すると，JP1/SSO側にも監視条件が自動的に設定
されます。また，PFM - Analysis側で JP1/SSOのコマンドを自動的に実行して監視条
件を設定したり，稼働性能情報を収集したりするため，JP1/SSOでの設定は不要です。
なお，JP1/SSOの管理下にある JP1/DSSOを採取ツールとして使用する場合は，PFM - 
Analysisが作成した PAMリソース設定ファイルを，JP1/DSSOに配布しておく必要が
あります。

2.2.4　PFMによる稼働性能情報の収集

（1） 採取する稼働性能情報

PFMは，パフォーマンスデータと呼ばれる稼働状況データを監視システムから収集しま
す。PFM - Analysisでは，PFM - Agentの Storeデータベースに記録されたパフォーマ
ンスデータをメトリックとして回収し，サービスオブジェクト，ホストオブジェクト，
またはアプリケーションオブジェクトとして監視できます。

また，パフォーマンスデータとして提供されている情報であれば，PFM - Analysisの
ユーザー拡張の機能を使って任意の情報を採取することもできます。ユーザー拡張の詳
細については「8.　ユーザー拡張」を参照してください。また，PFM - Analysisで収集
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2.　稼働性能管理の仕組み
するメトリックの詳細については「付録 D.5　PFMアダプターで収集するメトリックの
詳細」を参照してください。

（2） メトリックの回収契機

PFM - Analysisは，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）で
PFMアダプターに設定されたメトリック値の回収間隔ごとに，PFMが収集したメト
リックを収集します。

（3） 監視条件の設定方法

Definerで監視システムの構成を定義しても，PFM側での監視条件の設定，および
Storeデータベースへのパフォーマンスデータの記録は，自動で行われません。あらかじ
め PFMをインストールしているマシン上で，ユーザー自身が直接設定をする必要があり
ます。

詳細については「5.4.3　PFMの監視条件設定」を参照してください。
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.3　稼働性能情報の管理
ここでは，採取ツールから収集したメトリックを，PFM - Analysisでどのように管理す
るかについて説明します。

2.3.1　詳細メトリックとサマライズメトリック
収集した稼働性能情報は，メトリックとして PAMDBに格納されます。PAMDBでは，
時間粒度が異なる 2種類のメトリック（詳細メトリック，サマライズメトリック）を管
理します。

詳細メトリック
時間粒度の細かいメトリックです。詳細メトリックの時間粒度は，1分，3分，5
分，6分，10分，12分，15分，20分，30分，60分から選択できます。デフォル
トは 3分です。
採取ツールで稼働性能情報を収集する場合，採取ツールと詳細メトリックの時間粒
度は同じ値です。そのため，採取ツールで採取したデータが，ほぼそのまま詳細メ
トリックになります。なお，採取ツールと PFM - Analysisの時間粒度にずれが生じ
た場合は，PFM - Analysisの時間粒度に補正されます。また，取得時刻も PFM - 
Analysisの時刻に補正されます。

サマライズメトリック
時間粒度の粗いメトリックです。サマライズメトリックの時間粒度は，1時間，3時
間，6時間，12時間，24時間から選択できます。デフォルトは 1時間です。
サマライズメトリックの時間粒度内の詳細メトリックを平均化した値が，サマライ
ズメトリックになります。

詳細メトリックとサマライズメトリックの関係を，次の図に示します。
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2.　稼働性能管理の仕組み
図 2-3　詳細メトリックとサマライズメトリック

（1） メトリック値の補正

採取ツールが収集した値が，論理的に有り得ない値である場合，正しい範囲の値に補正
できます。補正方法には，次の 2とおりがあります。

非マイナス補正
値がマイナスにならないように補正します。値が 0以下の場合は 0にします。

％補正
値が 0～ 100内になるように補正します。値が 0以下の場合は 0に，100以上の場
合は 100にします。なお，100以上の値が論理的に有り得るメトリックについては，
％補正は使用しないでください。

（2） メトリックの削除

PAMDB内のメトリックは，指定した期間が経過すると自動的に削除されます。削除実
行間隔が経過すると，PAMDB内のメトリックに保持期間を過ぎたものがないかチェッ
クし，保持期間を過ぎたメトリックを削除します。自動削除の仕組みを，次の図に示し
ます。
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2.　稼働性能管理の仕組み
図 2-4　メトリックの自動削除

削除実行間隔，メトリックの保持期間は，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイ
ル（pam.conf）で変更できます。詳細については，「11.2.1　PFM - Analysis Manager
動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してください。

2.3.2　メトリックの危険度

（1） 危険度の種類

メトリックは，状態を表す情報を持ちます。これを危険度といい，正常域，警戒域，危
険域，不明，対象外の 5種類で Bottleneck Analyzerに表示されます。危険度が変化し
た場合は警告メッセージを発行します。

危険度の種類を次の表に示します。

表 2-2　危険度の種類

危険度（英語名） 内容

正常域（Normal） 警戒しきい値を超えていない正常な状態。しきい値を設定していない場
合は，値を取得できれば正常域と判定される。

警戒域（Warning） 警戒しきい値を超えた状態。

危険域（Critical） 危険しきい値を超えた状態。

不明（Unknown） メトリックの値を取得できなかった場合に表示される。

対象外（Unmanage） Definerで監視対象外にしたオブジェクトの場合に表示される。
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2.　稼働性能管理の仕組み
（2） 詳細メトリックの危険度の判定

詳細メトリックには，危険度を判定するためのしきい値が設定されています。しきい値
には危険しきい値と警戒しきい値があり，詳細メトリックの危険度は，メトリックの値
としきい値とを比較した結果で決定されます。また，しきい値連続超過回数を設定して
いる場合は，警戒域または危険域を連続して超過した回数で決定されます。

（a）メトリック値としきい値の比較結果による判定

危険度を判定するための基準を，次の図に示します。

図 2-5　危険度の判定基準

メトリックのしきい値は，デフォルトで設定されていますが，運用に合わせて変更する
こともできます。しきい値のデフォルトについては，「付録 D　PFM - Analysisで収集
するメトリック」を参照してください。

（b）しきい値連続超過回数による判定

メトリックごとに警戒連続超過回数，および危険連続超過回数を設定し，しきい値が警
戒域または危険域を連続して超過した回数で危険度を判定できます。メトリックには，
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2.　稼働性能管理の仕組み
メトリックタイプごとに特有の動きがあり，一時的にしきい値を超える状態になっても
問題視しなくてよいものもあります。このようなメトリックに対しては，しきい値連続
超過回数を設定することによって，より的確に危険度を判定できます。

しきい値連続超過回数による危険度判定の例を次の図に示します。なお，危険連続超過
回数，警戒連続超過回数とも 3回と設定している場合を例とします。

図 2-6　しきい値連続超過回数による危険度判定の例

危険域は警戒域を包含しているため，例のように「危険域－警戒域－警戒域」や「警戒
域－警戒域－危険域」と遷移した場合も，警戒しきい値が 3回連続して発生したとみな
されます。また，正常については連続回数に関係なく，一度正常となった時点で危険度
は正常とみなされます。

なお，しきい値連続超過回数による危険度判定のための設定項目については，「9.2.2 (4)
　［しきい値連続超過］タブ」を参照してください。

（3） サマライズメトリックの危険度の判定

サマライズメトリックの危険度は，詳細メトリックの危険度を集計し，アルゴリズムに
従って判定されます。

（4） 上位の構成要素への危険度の伝達

メトリックの危険度は，上位のオブジェクトの危険度に伝えられます。オブジェクトの
危険度は，さらに上位のシステム構成要素に伝えられます。そのため，システム構成ツ
リー上で警戒域，危険域などになっているシステム構成要素を展開していくことで，ど
のメトリックに問題が発生したのかを確認できます。上位のシステム構成要素に対する
危険度は，次の表に従って反映されます。
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2.　稼働性能管理の仕組み
表 2-3　危険度の伝達

注意事項
ステータスメトリックの危険度は，上位のオブジェクトには伝達されません。

2.3.3　オブジェクトのステータス
オブジェクトは，動作状態を表す情報を持ちます。これをオブジェクトのステータスと
いい，Bottleneck Analyzerで確認できます。オブジェクトのステータスを次の表に示し
ます。ステータスが変化した場合は，警告メッセージが発行されます。

表 2-4　オブジェクトのステータス

オブジェクトのステータスは，ステータスメトリックで判定されます。採取ツールを経
由して稼働性能情報を回収できた場合，ステータスメトリックの値は 100になり，オブ
ジェクトは動作中と判定されます。稼働性能情報を回収できなかった場合は，ステータ
スメトリックの値は 0になり，オブジェクトは停止中と判定されます。オブジェクトが
監視対象外の場合は，ステータスは対象外になります。また，オブジェクトがステータ
スメトリックを持たない場合も，ステータスは対象外になります。

サマライズメトリックのステータスは，ステータスメトリックを平均化したサマライズ
ステータスメトリックの値で判定されます。平均化された値が 50以上の場合は動作中，
50未満の場合は停止中と判定されます。

下位の構成要素の危険度 上位の構成要素の
危険度

一つ以上のメトリックまたはオブジェクトが危険域。 危険域

危険域のメトリックまたはオブジェクトが一つもない。かつ，一つ以上
のメトリックまたはオブジェクトが警戒域。

警戒域

危険域，警戒域のメトリックまたはオブジェクトが一つもない。かつ，
一つ以上のメトリックが正常域。

正常域

危険域，警戒域，正常域のメトリックまたはオブジェクトが一つもない。
かつ，一つ以上のメトリックが不明。

不明

すべてのメトリックまたはオブジェクトが対象外。 対象外

ステータス 内容

動作中 PFM - Analysisが，監視対象のオブジェクトが動作していると判定
した状態。

停止中 PFM - Analysisが，監視対象のオブジェクトが停止していると判定
した状態。

対象外 オブジェクトがステータスメトリックを持たない場合，またはオブ
ジェクトが監視対象外の場合。
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.3.4　監視定義情報の一覧出力
pamdumpdefコマンドを実行することで，PAMDBの監視定義情報をファイルまたはコ
ンソールに一覧出力できます。例えば PAMDBのデータを削除する（pamdbdeldataコ
マンド）場合などに，この方法で事前に項目名を確認できます。ファイルの出力形式は，
CSV形式（コンマ区切り形式）または TSV形式（タブ区切り形式）から選択できます。

pamdumpdefコマンドの出力内容は，次のどちらかを選択できます。

• オブジェクト名，メトリック名，インスタンスインデックス
• オブジェクト数，メトリック数，インスタンス数

出力対象は，オブジェクトだけ，またはオブジェクト＋メトリックだけに限定すること
もできます。また，出力範囲は次の 3種類から選択できます。

• PAMDBに監視定義情報が格納されているすべてのオブジェクト
• Definerに存在するオブジェクト
• Definerからは監視定義情報が削除されていて，PAMDBには監視定義情報が残って
いるオブジェクト

pamdumpdefコマンドの指定方法および出力例については，「10.　コマンド」を参照し
てください。
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.4　稼働性能の分析
監視システムの稼働性能に障害が発生した場合は，三つのボトルネック分析によって障
害の要因となっているオブジェクトを切り分けられます。稼働性能の分析は，PFM - 
Analysis Viewの Bottleneck Analyzerで行います。なお，稼働性能のボトルネック分析
を実行する方法については，「6.1　分析の実行」を参照してください。

2.4.1　稼働性能情報の参照
Bottleneck Analyzerでは，PAMDBに格納されているメトリック値やメトリックの危険
度，オブジェクトのステータスなどを参照できます。危険度やステータスの変化がアイ
コンで表示されるため，この画面でシステムの稼働状況を把握できます。Bottleneck 
Analyzerの画面を次に示します。

図 2-7　Bottleneck Analyzerの画面例

Bottleneck Analyzerの画面は，次の三つの要素で構成されます。

システム構成
監視システムのシステム構成ツリーを表示します。
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2.　稼働性能管理の仕組み
メトリックリスト
システム構成ツリーで選択したオブジェクトのメトリック情報を表示します。

時刻コントローラー
システム構成ツリーやメトリックリストに表示させる情報の取得時間を表示します。
また，時刻ポインターなどを操作して時刻を指定すると，その時刻のシステム構成，
オブジェクトのステータス，メトリックの危険度などを表示します。

Bottleneck Analyzerの画面項目の詳細については，「9.3.3　［Bottleneck Analyzer］（メ
イン）画面」を参照してください。

2.4.2　警告メッセージ
PFM - Analysisは，メトリックの危険度やオブジェクトのステータスが変化すると警告
メッセージを発行します。警告メッセージは，詳細メトリックに基づいて決定した危険
度とステータスについて発行されます。警告メッセージの表示例を次に示します。

図 2-8　警告メッセージの表示例

警告メッセージを選択して Bottleneck Analyzerを起動できます。起動した Bottleneck 
Analyzerには，メッセージが発行された時刻のシステム構成ツリーが表示され，メッ
セージに関するオブジェクトやメトリックが選択された状態になります。そのため，こ
のまま分析を実行できます。

警告メッセージの表示は，指定した期間に発行されたものだけを表示したり，表示フィ
ルターでフィルタリングしたりできます。

なお，PFM - Analysisが発行する警告メッセージについては，「9.3.12　［警告メッセー
ジ］画面」を参照してください。

（1） 警告メッセージの削除

警告メッセージには保持期間を設定でき，設定した期間より前に発行された警告メッ
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2.　稼働性能管理の仕組み
セージは自動的に削除されます。警告メッセージの削除は，メトリックの削除処理と同
じ契機で実行されます。メトリックの自動削除の実行間隔が経過すると，警告メッセー
ジについても保持期間を過ぎたものがないかチェックされ，保持期間を過ぎた警告メッ
セージが削除されます。メトリックの自動削除の実行間隔，警告メッセージの保持期間
は，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）で変更できます。

詳細については「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」
を参照してください。

2.4.3　PFM - Analysisの分析手法
サービス低下などの問題が発生した時間で分析を実行すると，問題発生の原因になって
いるオブジェクトを切り分けることができます。次に，PFM - Analysisが用意する分析
手法について説明します。

（1） ステータス分析

指定したステータスを持つオブジェクトを一覧表示します。時刻を指定して，その時刻
に停止していたオブジェクトを表示させたり，システム，グループなど指定した範囲内
で停止中のオブジェクトを表示させたりできます。

（2） 危険度分析

指定した危険度に達しているオブジェクトやメトリックを一覧表示します。時刻や期間
を指定したり，システムやグループを指定したりして，分析範囲を絞り込むこともでき
ます。

（3） 相関分析

指定したメトリックと相関関係があるメトリックを表示します。一方の値が増加したと
き，もう一方の値が増加または減少することを，相関が高いといいます。相関が高い場
合は，二つのメトリックの間に関連性があることが考えられるため，調査の対象になり
ます。基になるメトリックを現象メトリック，現象メトリックとの相関関係を調べるメ
トリックを原因候補メトリックといいます。現象メトリックには，性能低下など，稼働
性能上の問題が発生しているメトリックを指定します。

PFM - Analysisでは，正の相関と負の相関のどちらも分析できます。正の相関とは，現
象メトリックの値が増加したり減少したりしたときに，同じような推移で原因候補メト
リックの値が増加したり減少したりすることをいいます。負の相関とは，現象メトリッ
クの値が増加したときに原因候補メトリックの値が減少したり，現象メトリックの値が
減少したときに原因候補メトリックの値が増加したりするように，逆の推移で値が変化
することをいいます。正の相関と負の相関について，次の図に示します。
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図 2-9　正の相関と負の相関
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.5　稼働性能の予測
稼働性能の将来値を予測したり，性能が低下する時期やボトルネックになる可能性の高
い個所を把握したりすることで，問題の発生を未然に防ぐプロアクティブなシステム管
理を実現できます。

PFM - Analysisでは，収集したメトリック値を基に将来のメトリック値を計算し，将来
値を予測します。予測には次の四つの方法があります。どの予測方法を採用するかは，
システム構成やシステムの運用状況によって異なりますが，次の説明を参考にしてくだ
さい。なお，予測を実行する方法については，「6.2　予測の実行」を参照してください。

特定のメトリックを対象にして値の推移を調べたい場合
• 収集したデータの傾向を知りたい：トレンド表示（(1)参照）
• 将来の値を知りたい：メトリック値の予測（(2)参照）

複数のオブジェクトの中から，性能低下が予想されるメトリックを抽出したい場合
• 危険域に達する時刻を予測したい：危険域到達時刻予測（(3)参照）
• 特定のメトリック値を相対的に比較して性能低下が発生しそうなオブジェクトを
調査したい：メトリック値ランキング（(4)参照）

（1） トレンド表示

メトリック値が増加傾向にあるのか，減少傾向にあるのかを示すトレンド線を表示しま
す。トレンド線は，メトリック値を基に，直線近似法，指数平滑法，移動平均法などを
用いて生成されます。その後のメトリック値の推移を予測するための材料として利用で
きます。

（2） メトリック値の予測

ある時点のメトリック値の将来値を予測し，予測線を表示します。

予測線は，メトリック値を基に，線形近似法を用いて算出されます。これによって，稼
働性能が低下するオブジェクトを割り出せます。

（3） 危険域到達時刻の予測

メトリックの危険度が危険域に到達する時刻を予測し，到達予測時刻が早いメトリック
から順番に表示します。到達予測時刻は，指定した期間のメトリック値を基に，線形近
似法を用いて算出されます。対処が必要なオブジェクトの優先順位を判断する材料とし
て利用できます。

（4） メトリック値ランキング

複数のオブジェクトで，メトリック値の大きい順または小さい順に表示します。これに
よって，相対的にボトルネックになる可能性が高い部分を把握できます。
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.6　レポート出力
PFM - Analysisが収集した稼働性能情報や，稼働性能の分析結果を，HTML形式のレ
ポートとして出力できます。それぞれのレポート形式について説明します。

2.6.1　稼働性能情報のレポート
PAMDB内の稼働性能情報をレポートに出力します。グラフ出力したり，最大値，最小
値，平均値などを出力したりできます。稼働性能情報のレポートを出力するには，PFM 
- Analysis Viewの pavreportコマンドを実行します。

図 2-10　稼働性能情報のレポート例
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2.　稼働性能管理の仕組み
2.6.2　分析結果のレポート
Bottleneck Analyzerの画面に表示される分析結果をレポートに出力します。複数の分析
結果を一つのレポートにまとめて出力することもできます。画面の表示内容と出力され
るレポートの対応を，次の表に示します。

表 2-5　画面の表示内容と出力されるレポートの対応

分析結果のレポート例を，次の図に示します。

表示されている画面 出力されるレポート

Bottleneck Analyzer（メイン画面） 監視システム構成が出力される。

警告メッセージ画面 警告メッセージが出力される。

分析画面 ステータス分析，危険度分析，相関分析，危険域到達
時刻予測，およびメトリック値ランキングの結果が出
力される。複数の分析結果を一つのレポートにまとめ
て出力できる。Bottleneck Analyzerの起動後に実行し
た分析結果から任意の画面を選択してレポート出力す
る。

グラフ画面 表示されたグラフが出力される。複数のメトリックを
一つのグラフに表示させた形式も出力できる。また，
複数のグラフを一つのレポートにまとめて出力できる。
Bottleneck Analyzerの起動後に実行したグラフ画面か
ら任意の画面を選択してレポート出力する。
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図 2-11　分析結果のレポート例（ステータス分析，危険域到達時刻予測の分析結果）
38



2.　稼働性能管理の仕組み
2.7　データのインポートとエクスポート
任意の監視プログラムを使用して稼働性能情報を収集する場合は，収集データを
PAMDBにインポートします。また，PAMDBに格納した稼働性能情報を，ほかのプロ
グラムで使用できるようにエクスポートすることもできます。

データのインポートとエクスポートについて説明します。

2.7.1　データのインポート
任意のプログラムで収集した稼働性能情報を，PAMDBにインポートして，PFM - 
Analysisで分析できます。メトリック値の補正や危険度の判定など，採取ツールで収集
したメトリックと同じように扱えます。

ここでは，PFM - Analysisでインポートできるファイル形式について説明します。イン
ポート手順については，「6.5　データのインポート」を参照してください。

（1） インポートできるファイル形式

PFM - Analysisは，デフォルトでは「，（コンマ）」で区切られた CSV形式のテキスト
データをインポートします。インポートできるファイルの条件を，次に示します。

インポートできるファイルの条件
• 少なくとも，日時を示す列および一つ以上の稼働性能情報を示す列があること。
• ヘッダーがある場合は，ファイルの先頭にあること（ヘッダーはなくてもよい）。
• ファイルのヘッダー以下には，区切り文字で区切られたデータがあること。なお，
区切り文字は，「，（コンマ）」，「；（セミコロン）」，「スペース」，「タブ」，「｜（ス
トローク）」の中から指定できる。

• 日時形式が，PFM - Analysisで読み込める形式であること。
PFM - Analysisで読み込める日時の形式については，「11.2.10　インポート定義
ファイル」を参照のこと。

（a）インスタンスが複数あるメトリックのインポート

インスタンスが複数あるメトリックの場合は，同時刻に取得したインスタンスの値を同
じ行に出力している形式と，異なる行に出力している形式のどちらでもインポートでき
ます。それぞれの出力例を次に示します。
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2.　稼働性能管理の仕組み
図 2-12　インスタンスが複数あるメトリックをインポートする場合のファイル出力例

複数のインスタンスの情報を同じ行に出力する場合は，同じインスタンスの値が同じ列
に出力されていることが必要です。また，複数のインスタンスの情報を異なる行に出力
する場合は，インスタンス識別子の列が必要です。

インスタンスが複数ある場合のメトリックについては，「5.5.6　複数のインスタンスがあ
るメトリックの運用方法」を参照してください。

（2） インポートデータの時間粒度

時間粒度とは，稼働性能情報を収集する間隔のことです。インポートするデータの時間
粒度は，PFM - Analysisの時間粒度と同じ値にすることをお勧めします。インポートす
るデータの時間粒度が異なる場合は，インポート時に自動的に PFM - Analysisの時間粒
度に補正されます。

なお，インポートデータの時間粒度が PFM - Analysisの粒度よりも大きい場合，PFM - 
Analysisの時間粒度に変換したときにメトリックの値が不足します。この不足分を一つ
前の時刻の値で補うこともできます。

2.7.2　データのエクスポート
PAMDBに格納されている稼働性能情報をエクスポートできます。オブジェクト，メト
リック，およびエクスポートするデータの期間などを指定できます。ここでは，PFM - 
Analysisでエクスポートした場合のファイル形式について説明します。エクスポート手
順については，「6.6　データのエクスポート」を参照してください。

（1） エクスポートしたファイルの形式

PFM - Analysisは，「，（コンマ）」で区切られた CSV形式のテキストデータをエクス
ポートします。エクスポートしたファイルの出力例を，次に示します。
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図 2-13　エクスポートしたファイルの出力例
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3　 インストールとセットアッ
プ
この章では，PFM - Analysisの各プログラムのインストール
とセットアップの手順を説明します。

3.1　インストールとセットアップの流れ

3.2　インストールとアンインストール

3.3　セットアップ

3.4　バックアップとリカバリー
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3.1　インストールとセットアップの流れ
インストールからセットアップまでの流れを説明します。

3.1.1　各プログラムのインストールとセットアップの流れ
インストールからセットアップまでの流れをプログラムごとに説明します。

（1） PFM - Analysis Managerのインストールとセットアップの流れ

PFM - Analysis Managerのインストールとセットアップの流れを次に示します。

図 3-1　PFM - Analysis Managerのインストールとセットアップの流れ
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（2） PFM - Analysis Viewのインストールとセットアップの流れ

PFM - Analysis Viewのインストールとセットアップの流れを次に示します。

図 3-2　PFM - Analysis Viewのインストールとセットアップの流れ

（3） PFM - Analysis Adaptorのインストールとセットアップの流れ

PFM - Analysis Adaptorのインストールとセットアップの流れを次に示します。
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3.　インストールとセットアップ
図 3-3　PFM - Analysis Adaptorのインストールとセットアップの流れ（採取ツールが
JP1/SSOの場合）
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3.　インストールとセットアップ
図 3-4　PFM - Analysis Adaptorのインストールとセットアップの流れ（採取ツールが
PFMの場合）

3.1.2　インストール・セットアップ例
インストールとセットアップの例として，JP1/ESPを採取ツールとして使用する場合と，
JP1/SSOおよび JP1/DSSOを使用する場合，PFMを使用する場合のインストールと
セットアップの流れを次に示します。
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（1） JP1/ESPを使用する場合

図 3-5　JP1/ESPを使用する場合のインストール・セットアップ例

注意事項
JP1/ESPを使用する場合のインストールとセットアップでは，次の点に注意してく
ださい。
• JP1/ESPの初期設定で設定する JP1/ESP識別名と採取ツール定義ファイル
（pamcoltool.conf）に設定するアダプター識別名には同じ名称を設定してくださ
い。

• ツール IDは，すべての採取ツール間で一意の値を設定してください。
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（2） JP1/SSOを使用する場合

採取ツールとして JP1/SSOを使用する場合のインストールとセットアップの流れを次の
図に示します。

図 3-6　JP1/SSOを使用する場合のインストール・セットアップ例

注意事項
JP1/SSOを使用する場合のインストールとセットアップでは，次の点に注意してく
ださい。
• ツール IDは，すべての採取ツール間で一意の値を設定してください。
• アダプター識別名は，JP1/DSSOを使用する場合と使用しない場合とで決定方法
が異なります。JP1/DSSOを使用する場合は，互いに接続する JP1/SSOと JP1/
DSSO間で同じアダプター識別名である必要があります。JP1/DSSOを使用しな
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い場合は，アダプター識別名はすべての採取ツール間で一意の名称である必要が
あります。

• 採取ツールとして JP1/SSOを使用する場合，JP1/SSOがインストールされてい
ない状態でも PFM - Analysis Adaptorをインストールできます。ただし，セット
アップについては，PFM - Analysis Adaptorのセットアップ前に JP1/SSOのセッ
トアップを済ませておく必要があります。通常は，JP1/SSOをインストールして
から PFM - Analysis Adaptorをインストールすることをお勧めします。

（3） PFMを使用する場合

採取ツールとして PFMを使用する場合のインストールとセットアップの流れを次の図に
示します。
50



3.　インストールとセットアップ
図 3-7　PFMを使用する場合のインストール・セットアップ例

注意事項
PFMを使用する場合のインストールとセットアップでは，次の点に注意してくださ
い。
• ツール IDは，すべての採取ツール間で一意の値を設定してください。
• 採取ツールとして PFMを使用する場合，PFM - Managerまたは PFM - Baseが
インストールされていない状態でも PFM - Analysis Adaptorをインストールでき
ます。ただし，セットアップについては，PFM - Analysis Adaptorのセットアッ
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3.　インストールとセットアップ
プ前に PFMのセットアップを済ませておく必要があります。通常は，PFM - 
Managerまたは PFM - Baseをインストールしてから PFM - Analysis Adaptorを
インストールすることをお勧めします。

• PFM - Baseを前提プログラムとした場合は，接続先の PFM - Managerホストを
指定する必要があります。指定する方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management リファレンス」を参照してください。
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3.2　インストールとアンインストール
インストール手順は，PFM - Analysis（PFM - Analysis Manager，PFM - Analysis 
Adaptor，PFM - Analysis View）の各プログラムで共通です。この節では，インストー
ルおよびアンインストールの手順を示します。なお，PFM - Analysisの各プログラムを
インストールすると，統合トレース機能（HNTRLib2）もインストールされます。

Windows Server 2008の環境で，インストール／アンインストールする場合の注意事項
OSのユーザアカウント制御機能（UAC）を有効にしている場合は，インストール
／アンインストール中にユーザアカウント制御のダイアログボックスが表示される
場合があります。ダイアログボックスが表示された場合は，［続行］ボタンをクリッ
クしてインストール／アンインストールを続行してください。［キャンセル］ボタン
をクリックした場合は，インストール／アンインストールが中止されます。

3.2.1　インストール
Windowsの場合および UNIXの場合のインストール手順を説明します。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合は，提供媒体を使用してインストールするか，または JP1/NETM/DM
を使用してリモートインストールしてください。なお，リモートインストールに失敗し
た場合は，提供媒体を使用してインストールし直してください。

提供媒体を使用してインストールする手順を次に示します。

1. インストールするマシンに，Administrators権限のユーザーでログオンする。

2. すべてのプログラムを終了する。

3. 提供媒体を CD-ROMドライブに入れる。
起動したインストーラーの指示に従ってインストールを進めてください。

4. 再起動を要求された場合は，再起動する。

（2） UNIXの場合

1. インストールするマシンに，スーパーユーザー権限でログインする。
または，suコマンドを実行して，ユーザーをスーパーユーザーに変更してください。

2. すべてのプログラムを終了する。 

3. Hitachi PP Installerを実行する。
Hitachi PP Installerの使用方法については，「3.2.3　Hitachi PP Installerの使用方
法」を参照してください。
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3.2.2　アンインストール
Windowsの場合および UNIXの場合のアンインストール手順を説明します。

（1） Windowsの場合

PFM - Analysisの各プログラムをアンインストールする手順を次に示します。

1. アンインストールするマシンに，Administrators権限のユーザーでログオンする。

2. 採取ツールに JP1/DSSOを使用していた PFM - Analysis Adaptorをアンインストール
する場合は，JP1/DSSOに登録されている監視条件および収集データを JP1/SSOの
GUIまたはコマンドで削除する。
PFM - Analysisが登録する監視条件については，「付録 D.4　SSOアダプターで収集
するメトリックの詳細」を参照してください。また，JP1/DSSOを停止させたあと，
セットアップ時に JP1/DSSOに配布した PAMリソース設定ファイルを削除してくだ
さい。

3. PFM - Analysis Managerをアンインストールする場合，pamdbunsetupコマンドを実
行する。採取ツールとして JP1/SSO，JP1/DSSOを使用していた PFM - Analysis 
Adaptorをアンインストールする場合は，paassosetupコマンドを実行する。
詳細については，「10.　コマンド」の「pamdbunsetup（PAMDBをアンセットアッ
プする）」または「paassosetup（JP1/SSOに PFM - Analysis標準のリソースを登録
する）」を参照してください。

4. アンインストールするプログラムのサービスを，すべて停止する。

5. Windowsの［コントロールパネル］－［プログラムの追加と削除］を選択する。

6. アンインストールするプログラムを選択し，［変更と削除］をクリックする。
プログラムがアンインストールされます。
なお，ログファイル，トレースファイルなど，削除されないファイルがあります。イ
ンストール先ディレクトリ配下に残ったファイルは，必要に応じて手動で削除してく
ださい。

（2） UNIXの場合

1. アンインストールするマシンに，スーパーユーザー権限でログインする。
または，suコマンドを実行して，ユーザーをスーパーユーザーに変更してください。

2. 採取ツールに JP1/DSSOを使用していた PFM - Analysis Adaptorをアンインストール
する場合は，JP1/DSSOに登録されている監視条件および収集データを JP1/SSOの
GUIまたはコマンドで削除する。
PFM - Analysisが登録する監視条件については，「付録 D.4　SSOアダプターで収集
するメトリックの詳細」を参照してください。また，JP1/DSSOを停止させたあと，
セットアップ時に JP1/DSSOに配布した PAMリソース設定ファイルを削除してくだ
さい。
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3. 採取ツールに JP1/SSOを使用していた PFM - Analysis Adaptorをアンインストール
する場合は，paassosetupコマンドを実行する。
詳細については，「10.　コマンド」の「paassosetup（JP1/SSOに PFM - Analysis
標準のリソースを登録する）」を参照してください。

4. すべてのプログラムを終了する。

5. Hitachi PP Installerを実行する。
Hitachi PP Installerの使用方法については，「3.2.3　Hitachi PP Installerの使用方
法」を参照してください。

注意事項 
アンインストールでは，PFM - Analysis Adaptorのインストール先ディレクトリ以
下のユーザーファイルも削除されます。したがって，必要なファイルはバックアッ
プをとってからアンインストールしてください。 

3.2.3　Hitachi PP Installerの使用方法
Hitachi PP Installerは，PFM - Analysisの提供媒体に格納されています。ここでは，
次の操作について説明します。

• Hitachi PP Installerの起動方法 
• Hitachi PP Installerを使ってプログラムをインストールする方法 
• Hitachi PP Installerを使ってプログラムをアンインストールする方法 
• Hitachi PP Installerを使って現在インストールされている日立製品のバージョンを確
認する方法 

注意事項 
Hitachi PP Installerを使用するときは，スーパーユーザー権限が必要です。スー
パーユーザーでログインするか，または suコマンドでユーザーをスーパーユーザー
に変更してください。

（1） Hitachi PP Installerの起動

1. ドライブに PFM - Analysisの提供媒体をセットする。 

2. CD-ROM装置をマウントする。
HP-UXの場合は，次のコマンドを実行します。Solarisではこの手順は不要です。
/usr/sbin/mount -F cdfs -rデバイススペシャルファイル名 /cdrom※

注※　太字の部分は，ご使用の環境によって異なります。 

3. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerをインストールおよび起動する。
/cdrom/XXXX/setup /cdrom

XXXXの部分は，ご使用の OSによって異なります。
なお，「setup」は，HP-UXシステムでは大文字の「SETUP」になります。
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（2） プログラムのインストール

Hitachi PP Installerを使って PFM - Analysis Adaptorをインストールする方法を説明
します。

Hitachi PP Installerを起動すると，初期画面が表示されます。表示される初期画面の例
を次の図に示します。

図 3-8　Hitachi PP Installerの初期画面例

初期画面で「I」を入力すると，インストールできるプログラムの一覧が表示されます。
インストールしたいプログラムにカーソルを移動し，スペースバーで選択します。さら
に「I」を入力すると，PFM - Analysis Adaptorがインストールされます。インストール
完了後，「Q」を入力すると初期画面に戻ります。

（3） プログラムのアンインストール

Hitachi PP Installerを使って PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする方法を
説明します。

次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動します。

/etc/hitachi_setup

Hitachi PP Installerの初期画面が表示されます（「(2)　プログラムのインストール」の
図 3-8参照）。

初期画面で「D」を入力すると，アンインストールできるプログラムの一覧が表示されま
す。アンインストールしたいプログラムにカーソルを移動し，スペースバーで選択しま
す。さらに「D」を入力すると，プログラムがアンインストールされます。アンインス
トール完了後，「Q」を入力すると初期画面に戻ります。

（4） バージョン情報の表示

次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerを起動します。
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/etc/hitachi_setup

Hitachi PP Installerの初期画面が表示されます（「(2)　プログラムのインストール」の
図 3-8参照）。

初期画面で「L」を入力すると，インストール済みの日立製品の一覧が表示されます。
57



3.　インストールとセットアップ
3.3　セットアップ
各プログラムで必要なセットアップについて説明します。

3.3.1　PFM - Analysis Managerのセットアップ

（1） 新規インストールの場合

新規インストール時の PFM - Analysis Managerのセットアップについて説明します。

（a）PAMDBのセットアップ

PAMDBをセットアップするには，pamdbsetupコマンドを実行します。pamdbsetup
コマンドについては，「10.　コマンド」の「pamdbsetup（PAMDBをセットアップす
る）」を参照してください。

なお，PAMDBのセットアップを開始する前に，「4.2.4　PAMDBの運用に関する注意事
項」を参照してください。

（b）PFM - Analysis Managerの動作条件定義

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）に，PFM - Analysis 
Managerのポート番号や時間粒度などを設定します。PFM - Analysis Manager動作条
件定義ファイルについては，「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）」を参照してください。

（c）採取ツールの設定

採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）に，採取ツールとして使用するプログラム
を定義しておきます。採取ツール定義ファイルには，インストールとセットアップ前の
準備として決定したツール IDおよびアダプター識別名を設定してください。また，採取
ツールとして JP1/SSOおよび JP1/DSSOを使用している場合は，ツールサーバ名につ
いても指定してください。採取ツール定義ファイルについては，「11.2.2　採取ツール定
義ファイル（pamcoltool.conf）」を参照してください。

（d）テンプレート定義，採取ツール定義の PAMDB登録

PFM - Analysisがサポートしている監視対象の種類，メトリック種別，および採取ツー
ルを PAMDBに登録します。監視対象やメトリック種別は，テンプレート定義ファイル
に定義されています。pamloadtmplコマンドを実行すると，テンプレート定義ファイル
と (c)で作成した採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）を読み込み，PAMDBへ登
録します。

PFM - Analysisが標準でサポートしている監視対象を監視する場合は，PFM - Analysis
が提供しているテンプレート定義ファイルをそのまま使用します。ユーザーが任意に監
視対象や監視項目を追加したい場合は，ユーザー拡張用のテンプレート定義ファイルに
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定義を追加します。この場合，PFM - Analysisが提供しているテンプレート定義ファイ
ル，およびユーザー拡張用のテンプレート定義ファイルが読み込まれます。

任意の監視対象や監視項目を追加する方法については，「8.　ユーザー拡張」を参照して
ください。pamloadtmplコマンドについては，「10.　コマンド」の「pamloadtmpl（テ
ンプレート定義，採取ツール定義を登録する）」を参照してください。

（2） バージョンアップの場合

バージョンアップ時の PFM - Analysis Managerのセットアップについては，「付録 J　
移行手順と移行時の注意事項」を参照してください。

3.3.2　PFM - Analysis Viewのセットアップ

（1） 新規インストールの場合

新規インストール時の PFM - Analysis Viewのセットアップについて説明します。

（a）PFM - Analysis Viewの動作条件定義

監視端末で起動する GUIを制限するなどの場合には，PFM - Analysis View動作条件定
義ファイル（pav.conf）に動作条件を設定します。PFM - Analysis View動作条件定義
ファイルについては，「11.2.6　PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）」
を参照してください。

（b）PFM - Analysis Viewの接続先の定義

接続先の PFM - Analysis Managerの IPアドレスなどを定義しておくことができます。
定義しておくと，Definerや Bottleneck Analyzerの起動時に表示される［マネージャー
接続］画面で，接続先のマネージャーをプルダウンメニューから選択できるようになり
ます。接続先は PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）に定義しま
す。PFM - Analysis View接続先定義ファイルについては，「11.2.7　PFM - Analysis 
View接続先定義ファイル（pavdest.conf）」を参照してください。

（2） バージョンアップの場合

バージョンアップ時は，PFM - Analysis Viewのセットアップは不要です。

3.3.3　PFM - Analysis Adaptorのセットアップ

（1） 新規インストールの場合

新規インストール時の PFM - Analysis Adaptorのセットアップについて説明します。採
取ツールが JP1/SSOなどの場合に必要です。
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（a）PFM - Analysis Adaptorの動作条件定義

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）に，接続先になる PFM - 
Analysis Managerや，採取ツールを設定します。PFM - Analysis Adaptor動作条件定
義ファイルには，インストールとセットアップ前の準備として決定した PFM - Analysis 
Managerの IPアドレス，およびアダプターのアダプター識別名を設定してください。
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルについては，「11.2.13　PFM - Analysis 
Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）」を参照してください。

（b）paassosetupコマンドの実行（採取ツールが JP1/SSOの場合）

採取ツールに JP1/SSOを使用する場合は，paassosetupコマンドを実行して PFM - 
Analysis Adaptorが提供する PAMリソース設定ファイルを JP1/SSOに登録します。
paassosetupコマンドについては，「10.　コマンド」の「paassosetup（JP1/SSOに
PFM - Analysis標準のリソースを登録する）」を参照してください。

（c）PAMリソース設定ファイルの配布（採取ツールが JP1/DSSOの場合）

採取ツールに JP1/DSSOを使用する場合は，JP1/SSOに登録した PAMリソース設定
ファイルを JP1/DSSOに配布します。PAMリソース設定ファイルは，JP1/SSOのユー
ザーリソース設定ファイルを格納するディレクトリ内に，「pam」で始まるファイル名で
格納されています。格納ディレクトリについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management/SNMP System Observer」を参照してください。

（d）JP1/SSOおよび JP1/DSSOの再起動

採取ツールが JP1/SSOまたは JP1/DSSOの場合は，それぞれの ssocollectdおよび
ssocolmngを再起動してください。再起動の方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management/SNMP System Observer」を参照してください。

（e）接続先 PFM - Managerホストの指定（採取ツールが PFMの場合）

採取ツールとして PFMを使用し，かつ前提プログラムに PFM - Baseを使用する場合，
jpcnshostnameコマンドを実行して接続先 PFM - Managerホストを指定する必要があ
ります。jpcnshostnameコマンドについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management リファレンス」を参照してください。

（2） バージョンアップの場合

バージョンアップ時の PFM - Analysis Adaptorのセットアップについては，「付録 J　
移行手順と移行時の注意事項」を参照してください。採取ツールが JP1/SSOなどの場合
に必要です。

3.3.4　統合トレース機能のセットアップ
PFM - Analysisの各プログラムは，統合トレース機能（HNTRLib2）を使用してログ
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ファイルを出力しています。このログファイルのサイズや出力先のデフォルト値は次の
表のとおりです。

表 3-1　ログファイルのデフォルト値

このデフォルト値から変更したい場合は，hntr2utilコマンドを実行してください。コマ
ンドの詳細については，「10.　コマンド」の「hntr2util（統合トレースログの設定を変
更する・Windows版）」または「hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・
UNIX版）」を参照してください。

3.3.5　ログ情報の採取設定
PFM - Analysisの各プログラムを使用中にトラブルが発生した場合，ログ情報が必要に
なることがあります。ここでは，ログを採取するための設定について説明します。

（1） 資料採取バッチファイルの設定（Windowsの場合）

PFM - Analysisの各プログラムは，ログファイルの情報を採取するために，資料採取
バッチファイルのサンプルを提供しています。資料採取バッチファイルを実行すると，
統合トレースログ，hostsファイル，servicesファイル，ワトソン博士のログファイルな
どをまとめて採取でき，トラブルの原因調査に活用できます。資料採取バッチファイル
を使用するための設定手順を次に示します。

1. 資料採取バッチファイルのサンプルを，任意のディレクトリにコピーする。
サンプルファイルは，次のディレクトリに格納されています。
• PFM - Analysis Manager
インストール先ディレクトリ ¥manager¥usertools¥pamlog.bat

• PFM - Analysis View
インストール先ディレクトリ ¥view¥usertools¥pavlog.bat

• PFM - Analysis Adaptor
インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥usertools¥paalog.bat

2. エディターなどを使用して，コピーしたバッチファイルを編集し，任意のファイル名

項目 デフォルト値

ログファイルのサ
イズ

256キロバイト

ログファイルの数 4

ログファイルの出
力先

Windows(x86)の場合
システムドライブ ¥Program Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool下
Windows(x64)の場合
システムドライブ ¥Program Files (x86)¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool

下
UNIXの場合
/var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool下
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に変更する。
バッチファイルには，デフォルトとして次の値が設定されています。ご使用の環境が
異なる場合は変更してください。

表 3-2　バッチファイルのデフォルト値

注※ 1
デフォルトはWindows(x86)環境での値です。Windows(x64)環境を使用している場合は，次の
値に変更してください。
@set INST_DIR_HNTRLIB2=%SystemDrive%¥Program Files 

(x86)¥Hitachi¥HNTRLib2

注※ 2
Windows 2003の場合のデフォルトです。Windows XPを使用している場合は，次の値に変更
してください。
Windows XPの場合：
@set LOG_DIR_DRWTSN=%ALLUSERSPROFILE%¥Application Data¥Microsoft¥Dr 

Watson

Windows 2008では，ワトソンログは取得できないので，LOG_DIR_DRWTSNの値を変更する
必要はありません。

3. hostsファイルまたは servicesファイルを採取しない場合は，次の行の行頭に
「REM」を記述し，コメント行にする。
xcopy /C "%ETC_DIR%Hosts"    "%sys_dir%" >> "%log_dir%¥NULL" 2>&1
xcopy /C "%ETC_DIR%Services" "%sys_dir%" >> "%log_dir%¥NULL" 2>&1

なお，ネットワークに関する障害の場合は，障害解析時に hostsファイルまたは
servicesファイルが必要になることがあります。

（2） 資料採取シェルスクリプトの設定（UNIXの場合）

PFM - Analysis Adaptorでは，ログファイルの情報を採取するために，資料採取シェル
スクリプトのサンプルを提供しています。資料採取シェルスクリプトを実行すると，統
合トレースログ，syslog，hostsファイル，servicesファイルなどをまとめて採取でき，

採取するログ デフォルト値

PFM - Analysis 
Manager

@set INST_DIR_PA_M=%SystemDrive%¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥manager

PFM - Analysis 
Adaptor

@set INST_DIR_PA_A=%SystemDrive%¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥adaptor

PFM - Analysis 
View

@set INST_DIR_PA_V=%SystemDrive%¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥view

HNTRLib2 @set INST_DIR_HNTRLIB2=%SystemDrive%¥Program 

Files¥Hitachi¥HNTRLib2※ 1

ワトソン博士のロ
グ

Windows 2003の場合
@set LOG_DIR_DRWTSN=%USERPROFILE%¥Local 

Settings¥Application Data¥Microsoft¥Dr Watson※ 2
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トラブルの原因調査に活用できます。資料採取シェルスクリプトを使用するための設定
手順を次に示します。

1. 資料採取シェルスクリプトのサンプルを，任意のディレクトリにコピーする。
サンプルファイルは，次のディレクトリに格納されています。
/opt/jp1pam/adaptor/usertools

2. エディターなどを使用して，コピーしたシェルスクリプトを編集し，任意のファイル
名に変更する。
シェルスクリプトには，syslogや hostsファイルの取得先ディレクトリをデフォルト
の値として設定しています。ご使用の環境と異なる場合は変更してください。

paalog.shスクリプトを利用して，ユーザー作成ファイルなど，ほかの資料を採取し
たい場合，paalog.shスクリプトから次に示す行を探してカスタマイズしてください。
# User Additional files. (full path name)

ADDFILE=""

}

なお，変数 ADDFILEに，採取する資料を追加する場合は，必ずフルパスの前に「.
（ピリオド）」を付けて指定してください。また，複数指定する場合はスペースで区
切って指定してください。
（例）ADDFILE="./var/tmp/user_log ./etc/opt/sample/conf"

（3） Windowsイベントログまたは syslogの設定

PFM - Analysisの運用中にトラブルが発生した場合は，Windowsイベントログや syslog
ファイルを採取して調査する必要があります。PAMDBが出力するメッセージを除いて
デフォルトでは，これらのファイルにログは出力されません。ログを出力するには，各
プログラムの動作条件定義ファイルの「printlog_flag」に「Y」を指定します。なお，
PAMDBが出力するメッセージに関しては，「printlog_flag」の指定によらず出力されま
す。定義ファイルについては，「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイ
ル（pam.conf）」，「11.2.6　PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）」，
「11.2.13　PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）」を参照してくだ
さい。Windowsイベントログまたは syslogに出力される情報については，「15.3　ログ
情報の種類」を参照してください。

（4） メモリーダンプおよびクラッシュダンプの設定

メモリーダンプおよびクラッシュダンプを出力するための設定を次に示します。

（a）メモリーダンプの出力設定（Windows 2003，Windows 2008）

1. Windowsの［コントロールパネル］で，［システム］をダブルクリックする。
Windows 2008の場合は，表示された［システム］画面の［タスク］から［システム
の詳細設定］をクリックする。
［システムのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。
63



3.　インストールとセットアップ
2.［詳細設定］タブの［起動と回復］－「設定」ボタンをクリックする。
［起動／回復］ダイアログボックスが表示されます。

3.［デバッグ情報の書き込み］でプルダウンメニューから［完全メモリダンプ］を選択
し，［ダンプファイル］に出力先のファイル名を指定する。

注意事項
メモリーダンプのサイズは，搭載しているメモリーサイズによって異なります。搭
載している物理メモリーが大きい場合は，メモリーダンプのサイズも大きくなるた
め，十分なディスク領域を確保しておいてください。

（b）クラッシュダンプの出力設定（Windows 2003）

1. Windowsの［スタート］メニューから，［ファイル名を指定して実行］を選択する。
［ファイル名を指定して実行］ダイアログボックスが表示されます。

2.［名前］に「drwtsn32.exe」を入力して，［OK］ボタンをクリックする。
［ワトソン博士］ダイアログボックスが表示されます。

3.［クラッシュダンプファイルの作成］をチェックし，［クラッシュダンプ］に出力先
ファイルを指定する。

4.［OK］ボタンをクリックする。

注意事項
クラッシュダンプファイルには，PFM - Analysis以外のアプリケーションのトラブ
ル情報も出力されます。また，クラッシュダンプが出力されると，ディスク容量が
少なくなるため，十分なディスク領域を確保しておいてください。
Windows 2008では，クラッシュダンプの出力設定を行う必要はありません。
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3.4　バックアップとリカバリー
ここでは，PFM - Analysisシステムのバックアップおよびリカバリーについて説明しま
す。

万一システムが壊れた場合，同じ環境のシステムを構築して運用再開できるように，
PFM - Analysisの設定情報および PAMDBをバックアップしてください。

3.4.1　バックアップ
PFM - Analysisの設定情報および PAMDBをバックアップします。

（1） PFM - Analysisの設定情報のバックアップ

PFM - Analysisの設定を変更した場合，バックアップを取得することをお勧めします。
バックアップは，ファイルをコピーするなど，任意の方法で取得してください。バック
アップの取得は，できるだけ PFM - Analysisのサービスやアプリケーションを停止した
状態で行ってください。どうしても実行中にバックアップしなければならない場合は，
次の点に注意してください。

• バックアップ実行中に定義ファイルが書き換えられることがあります。ファイルの書
き換え中にバックアップをすると，ファイルが壊れた状態でバックアップされます。
バックアップ実行直後に，取得したバックアップとバックアップ元のファイルを比較
して，内容が一致していることを確認してください。

• バックアップ時には対象ファイルに排他などのロックをしないでください。ロックす
る場合は，接続しているクライアントをすべてログアウトした状態で対象ファイルを
別ファイルにコピーしてください。コピーしたあと，コピーしたファイルとコピー元
ファイルを比較して，内容が一致していることを確認してから，コピーしたファイル
をバックアップしてください。 

PFM - Analysisのバックアップ対象ファイルを，プログラム別に示します。

PFM - Analysis Managerのバックアップ対象ファイル
• インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf下のすべてのファイル

• インストール先ディレクトリ ¥manager¥template下のすべてのファイル

• インストール先ディレクトリ ¥manager¥assist下のすべてのファイル

PFM - Analysis Adaptorのバックアップ対象ファイル
Windowsの場合
• インストール先ディレクトリ ¥Adaptor¥conf下のすべてのファイル

UNIXの場合
• /etc/opt/jp1pam/adaptor/conf下のすべてのファイル

PFM - Analysis Viewのバックアップ対象ファイル
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• インストール先ディレクトリ ¥view¥conf下のすべてのファイル

（2） PAMDBのバックアップ

PAMDBは定期的にバックアップすることをお勧めします。PAMDBのバックアップは，
backup.batコマンドを実行して取得します。なお，PAMDBをバックアップする場合
は，必ず PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止してくださ
い。PAM - PAMDBサービスは動作していることが必要です。バックアップデータの格
納先には，ローカルディスク上のディレクトリ名を指定してください。ネットワークド
ライブ上のディレクトリ名は指定できません。PAMDBのバックアップ手順を次に示し
ます。

1. PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する。
PAM - PAMDBは動作していることが必要です。

2. backup.batコマンドを実行する。

3. 必要に応じて，手順１で停止したサービスを起動する。

コマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「backup.bat（PAMDBをバックアッ
プする）」を参照してください。

3.4.2　リカバリー
PFM - Analysisの設定情報および PAMDBをリカバリーします。

（1） PFM - Analysisの設定情報のリカバリー

PFM - Analysisの設定情報をリカバリーする場合は，下記の前提条件を確認した上で，
バックアップファイルを，元の位置にリカバリーしてください。

前提条件
• PFM - Analysisがインストール済みであること。
• PFM - Analysisのサービスおよびアプリケーションが停止していること。

（2） PAMDBのリカバリー

PAMDBのリカバリーは，recovery.batコマンドを実行します。このとき，リカバリーす
るサーバとバックアップを取得したサーバは，次の条件を満たしている必要があります。

• OSが一致している
• ホスト名が一致している
• IPアドレスが一致している
• PFM - Analysis Managerのバージョンが一致している
• PFM - Analysis Managerのインストールパスが一致している
• PAMDBのサイズ（pamdbsetup.confファイルの database_scaleキーの値）が

一致している
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• PAMDBのセットアップが完了している

なお，PAMDBをリカバリーする場合は，必ず PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis 
Managerのサービスを停止してください。PAM - PAMDBサービスは動作していること
が必要です。次に PAMDBのリカバリー手順を示します。

1. PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する。
PAM - PAMDBは動作していることが必要です。

2. recovery.batコマンドを実行する。

3. 必要に応じて，手順１で停止したサービスを起動する。

コマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「recovery.bat（PAMDBをリカバリー
する）」を参照してください。
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4　 起動と終了
この章では，PFM - Analysisの起動と終了の方法について説
明します。また，PFM - Analysisの運用を開始する前に知っ
ておきたい注意事項についても説明します。

4.1　PFM - Analysisの起動と終了

4.2　運用上の注意事項
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4.1　PFM - Analysisの起動と終了

PFM - Analysisの起動と終了の方法は，PFM - Analysisを使用する環境（OS）によっ
て異なります。ここでは，Windowsの場合と UNIXの場合に分けて説明します。

4.1.1　Windowsでの PFM - Analysisの起動と終了
Windowsでの PFM - Analysisの起動および停止は，サービスから行います。

（1） PFM - Analysisのサービス一覧

PFM - Analysisのサービスを，プログラムごとに表に示します。PFM - Analysisのサー
ビスは，デフォルトでは，アカウントは「システム」になっています。起動方法は，
PAM - PAMDBと Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2は「自動」，それ以外
のサービスは「手動」になっています。なお，上書きインストールの場合は，それまで
の設定が継続されます。Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2がほかのプログ
ラムによってインストールされている場合にも，それまでの設定が継続されます。

表 4-1　PFM - Analysis Managerのサービス一覧

表 4-2　PFM - Analysis Adaptorのサービス一覧

サービス名 機能

PAM - Analyze 分析デーモンです。メトリックを分析するサービスです。
Bottleneck Analyzerでメトリックを参照したり，分析したりする
場合に起動している必要があります。

PAM - Collect 収集デーモンです。メトリックを収集するサービスです。メトリッ
クを収集する場合に起動している必要があります。

PAM - Define 設定デーモンです。PFM - Analysisの設定をするサービスです。
Definerで監視システム構成を定義する場合に起動している必要が
あります。

PAM - PAMDB PAMDBを利用するためのサービスです。PFM - Analysis 
Managerを使用する場合に起動している必要があります。

PAM - PAMDB Cluster 
Service

クラスタ環境で運用するためのサービスです。クラスタ環境で運用
する場合に起動している必要があります。

Hitachi Network 
Objectplaza Trace 
Monitor 2

統合トレース機能を利用するためのサービスです。PFM - Analysis 
Managerを使用する場合に起動している必要があります。

サービス名 機能

PAM - SSO Adaptor SSOアダプター。JP1/SSOでメトリックを収集するためのサービス
です。JP1/SSOを採取ツールにしている場合に起動している必要が
あります。
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表 4-3　PFM - Analysis Viewのサービス一覧

各サービスを手動で起動する場合，PAM - Analyze，PAM - Collect，PAM - Defineを起
動する前に，Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2および PAM - PAMDBを起
動しておく必要があります。クラスタ環境では，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービ
スも起動しておく必要があります。また，PAM - SSO Adaptorまたは PAM - PFM 
Adaptorを起動する前に，Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2を起動してお
く必要があります。

各サービスをマシン起動時に自動的に起動させたい場合は，次の「(2)　サービスの自動
起動の設定」でサービスのスタートアップの種類を「自動」と設定してください。

（2） サービスの自動起動の設定

PFM - Analysisの各サービスをシステムの起動と同時に自動起動させる場合，次の手順
で設定をしてください。

1. Windowsのコントロールパネルから［管理ツール］－［サービス］を選択する。

2. PFM - Analysisのサービスを右クリックし，ポップアップメニューから［プロパティ］
を選択する。

3. プロパティダイアログボックスの［スタートアップの種類］で［自動］を選択する。

（3） Windowsのコマンドや JP1/Baseからの起動

Windowsの net startまたは net stopコマンドを使用して，サービスを起動または停止
できます。また，JP1/Baseの起動管理機能を使用して，サービスを起動させることもで
きます。このような起動 /停止方法を設定する場合には，サービスの制御名を指定しま
す。サービスと制御名の対応を，次の表に示します。

PAM - PFM Adaptor PFMアダプター。PFMでメトリックを収集するためのサービスで
す。PFMを採取ツールにしている場合に起動している必要がありま
す。

Hitachi Network 
Objectplaza Trace 
Monitor 2

統合トレース機能を利用するためのサービスです。PFM - Analysis 
Adaptorを使用する場合に起動している必要があります。

サービス名 機能

Hitachi Network 
Objectplaza Trace 
Monitor 2

統合トレース機能を利用するためのサービスです。PFM - Analysis 
Viewを使用する場合に起動している必要があります。

サービス名 機能
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表 4-4　サービスの制御名

JP1/Baseの起動管理機能については，マニュアル「JP1/Base　運用ガイド」を参照して
ください。

Windows 2008でコマンドラインから起動する場合の注意事項
ユーザアカウント制御（UAC）機能が有効な場合，Administrators権限を持つユー
ザでも Administrator以外のユーザでは，net start, net stopコマンドの実行が失敗
することがあります。この場合，次のどちらかの手順でコマンドを実行してくださ
い。
• AdministratorでWindows 2008にログインしてから，コマンドを実行する。
•［コマンドプロンプト］を右クリックし，「管理者として実行」を選択してから，
コマンドを実行する。

4.1.2　UNIXでの PFM - Analysisの起動と終了
UNIXでの PFM - Analysisの起動および停止は，コマンドで実行します。

（1） PFM - Analysisのサービス一覧

UNIXに対応している PFM - Analysisは，PFM - Analysis Adaptorです。PFM - 
Analysis Adaptorのサービスを次に示します。

表 4-5　PFM - Analysis Adaptorのサービス

注※　サービス名はマニュアルで使用するもので，このサービス名などがシステムに登録されるこ

サービス名 指定する制御名

PAM - Analyze JP1PAM_Analyze

PAM - Collect JP1PAM_Collect

PAM - Define JP1PAM_Define

PAM - SSO Adaptor JP1PAM_SSO_Adaptor

PAM - PFM Adaptor JP1PAM_PFM_Adaptor

PAM - PAMDB HiRDBEmbeddedEdition_JP0

PAM - PAMDB Cluster Service HiRDBClusterService_JP0

サービス名※ 機能 対応するプロセス

PAM - SSO Adaptor SSOアダプター。JP1/SSOでメトリックを収
集するためのサービスです。JP1/SSOを採取
ツールにしている場合に起動している必要があ
ります。

paassoadptd

PAM - PFM Adaptor PFMアダプター。PFMでメトリックを収集す
るためのサービスです。PFMを採取ツールに
している場合に起動している必要があります。

paapfmadptd
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とはありません。対応するプロセスがバックグラウンドプロセスとして動作します。

UNIXの場合，PFM - Analysis Adaptorの起動および停止は，コマンドで行います。コ
マンドの詳細については，「10.　コマンド」の「paastart（PFM - Analysis Adaptorを
起動する・UNIX版）」または「paastop（PFM - Analysis Adaptorを停止する・UNIX
版）」を参照してください。

（2） サービスの自動起動の設定

システムの起動および停止にあわせて，PFM - Analysis Adaptorを自動起動，自動停止
する場合は，次の手順を実行して，スクリプトを有効にしてください。なお，次の手順
は，スーパーユーザー権限で実行してください。

# cd PFM - Analysis Adaptorのインストール先ディレクトリ
# cp -p paastartauto.model paastartauto
# cp -p paastopauto.model paastopauto

自動起動，自動停止用のスクリプトを無効にする場合は，上記の手順で作成したファイ
ルを削除してください。

なお，上記自動起動・終了用のスクリプトでは PFM - Analysis Adaptorに含まれるすべ
てのサービスが起動するよう設定されています。自動起動・終了するサービスを指定し
たい場合は，スクリプト内の次の 2行から不要なサービスをコメントアウトしてくださ
い。次は PAM - PFM Adaptorサービスを起動しない場合の例です。
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4.2　運用上の注意事項
PFM - Analysisの運用を開始する前に知っておきたい注意事項を説明します。なお，
データインポートの注意事項については，「6.5.6　インポートの注意事項」，ユーザー拡
張の注意事項については，「8.3　ユーザー拡張の注意事項」を参照してください。

4.2.1　システムの運用に関する注意事項

（1） システム時刻の統一について

PFM - Analysisを運用する場合は，システム内で時刻を統一してください。少なくとも，
次のホストの時刻は統一するようにしてください。

• PFM - Analysis Managerが動作するホスト
• PFM - Analysis Viewが動作するホスト
• PFM - Analysis Adaptor（採取ツールの JP1/SSOなど）が動作するホスト
• 採取ツールの JP1/ESPが動作するホスト
• 採取ツールの VPISと連携するプローブが動作するホスト
• 採取ツールの JP1/SSOと連携する JP1/DSSOが動作するホスト
• 採取ツールの PFMと連携する PFM - Agentが動作するホスト

これらのホストの時刻が異なっていると，相関分析などの精度が低下し，正しい分析結
果が得られないことがあります。また，分析結果の時刻と監視対象ホストの時刻を合わ
せるためには，監視対象ホストの時刻も統一してください。

時刻を統一する方法を次に示します。

（a）手動で設定する

1. PFM - Analysisのプロセスをすべて停止する。
時刻を戻す場合は，この時点のシステムの時刻を控えておきます。

2. システムの時刻を変更する。

3. 時刻を戻す場合，変更後のシステムの時刻が，手順 1で控えた時刻を過ぎるまで待
つ。

4. PFM - Analysisのプロセスを起動する。

手順 3で，変更前のシステム時刻を過ぎるまで待つことが難しい場合は，PAMDBの
データを削除することをお勧めします。

（b）自動で設定する

時刻調整方法が，アプリケーションの動作に影響を与えないことを保証している場合は，
PFM - Analysisのプロセスを停止させる必要はありません。アプリケーションへの影響
が保証されていない場合は，PFM - Analysisのプロセスを停止させることをお勧めしま
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す。

なお，SNTPは，システムの時刻を一度に調整しようとするため，PFM - Analysisの動
作中に実行しないでください。「(a)　手動で設定する」を参照して，PFM - Analysisの
プロセスを停止してから実行してください。

（2） PFM - Analysisが動作するホストのホスト名または IPアドレスの変
更について

PFM - Analysisが動作するホストのホスト名または IPアドレスを変更する場合は，
PFM - Analysisのプログラムはすべて停止させてから変更してください。

なお，ホスト名または IPアドレスを変更した場合は，次に示す定義ファイルや設定も変
更してください。

PFM - Analysis Managerが動作するホストを変更した場合
• JP1イベント発行定義ファイル（pamjp1evt.conf）の「mgr_ownhost」
• 接続先 PFM - Analysis Viewの PFM - Analysis View接続先定義ファイル
（pavdest.conf）
• 接続先 PFM - Analysis Viewのレポート定義ファイルの [Dest Manager]セクショ
ン

• 接続先 PFM - Analysis Adaptorの PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイ
ル（paa.conf）の［Adaptor Connection］セクション

• 接続先 JP1/ESPの PFM - Analysis Managerの設定

PFM - Analysis Viewが動作するホストを変更した場合
特になし

採取ツールが動作するホストを変更した場合

採取ツールが JP1/SSO，または JP1/DSSOの場合
PFM - Analysis Managerの採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）の
「tool_servname」

採取ツールが PFMで，PFM - Analysis Adaptorと同ホスト上の PFMが PFM - 
Managerの場合

特になし

採取ツールが PFMで，PFM - Analysis Adaptorと同ホスト上の PFMが PFM - 
Baseの場合

接続先 PFM - Managerのホストが変更になったとき：jpcnshostnameコマン
ドで指定した接続先 PFM - Managerホストの変更
PFM - Baseのホスト（自ホスト）が変更になったとき：特になし

（3） 監視対象ホストのホスト名または IPアドレスの変更について

監視対象ホストのホスト名または IPアドレスを変更する場合は，Definerを使用して，
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監視システム構成定義で属性や監視条件として設定されているホスト名または IPアドレ
スを変更してください。また，変更になったホストそのもののオブジェクトのほか，そ
のホストで動作するアプリケーションやサービスのオブジェクトなどの設定も見直して
ください。

なお，採取ツールが PFMの場合，変更になったホストに関連するオブジェクトのホスト
名や IPアドレスに加えて，監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービス ID
も見直す必要があります。

（4） オブジェクトのホスト名について

オブジェクトの属性として設定するホスト名は，外部プログラムの呼び出し，自動コマ
ンド実行時の変数の値，JP1イベントの属性などに使用されます。そのため，ホスト名
または IPアドレスは，PFM - Analysis，採取ツール，PFM - Analysis Viewで共通の値
として使用できる値を設定してください。

（5） ポート番号の重複について

PAMDBのポート番号がほかのアプリケーションと重複して障害が発生した場合の回復
手順を次に示します。

PAMDBのセットアップ中に障害が発生した場合
PAMDBセットアップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）の [Port Number]セク
ション，port_numberキーで重複しない番号に変更し，再セットアップしてくださ
い。PAMDBセットアップ定義ファイルについては「11.2.5　PAMDBセットアップ
定義ファイル（pamdbsetup.conf）」を参照してください。なお，再セットアップす
る場合は，pamdbunsetupコマンドを実行して，セットアップ処理を取り消す必要
があります。

PAMDBのセットアップ後に障害が発生した場合
セットアップ後に PAMDBのポート番号を変更する場合は，次に示す二つのファイ
ルを編集してください。
 

ファイル名：インストール先ディレクトリ ¥manager¥db¥pamdb¥conf¥pdsys

編集個所：「pd_name_port」の内容を，ほかのアプリケーションと重複しないポー
ト番号に変更してください。
 

ファイル名：インストール先ディレクトリ
¥manager¥db¥pamdb¥CONF¥emb¥Hirdb.ini

編集個所：「PDNAMEPORT」に，ほかのアプリケーションと重複しないポート番
号を指定してください。
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（6） JP1/IMと連携する場合

PFM - Analysisを日本語環境で運用している場合は，PFM - Analysisが発行する JP1
イベントに日本語が含まれます。このような JP1イベントを，英語環境で運用している
JP1/IMで表示すると正しく表示されないことがあるため，PFM - Analysisと JP1/IM
の運用環境を合わせることをお勧めします。

4.2.2　PFM - Analysisの機能に関する注意事項

（1） オブジェクトのステータスについて

PFM - Analysisが判定するオブジェクトのステータスは，オブジェクトから稼働性能情
報を収集できるかどうかを判断したものです。そのため，ほかの監視プログラムのス
テータスと一致しないことがあります。ステータスを正確に把握したい場合は，NNMな
どの監視プログラムをあわせてご使用ください。

（2） メトリック値の補正について

JP1/SSOで取得するメトリックには，複数のMIB値を計算して値を出しているものが
あります。このような場合，まれに誤差が生じて，論理的に有り得ない数値になること
があります。PFM - Analysisでは，誤差が生じたメトリック値を補正できます。

（3） メトリックの予測値やトレンド値の補正について

メトリックの予測値やトレンド値は，マイナスの値や，100%を超える値になることがあ
ります。例えば，リソースの空き容量を表すメトリックの場合，マイナスの予測値は，
空き容量がどの程度不足しているのかを表す目安として有効です。また，リソースの使
用率を表すメトリックの場合，100%を超える予測値は，リソースがどの程度不足するの
かを表す目安として有効です。そのため，これらの値に対して，非マイナス補正や%補
正は行われません。

（4） アプリケーションオブジェクトの危険度について

Bottleneck Analyzerのシステム構成ツリーに表示されるオブジェクトの危険度は，通
常，グループ，システム，ビューなど，上位のシステム構成要素に伝わりますが，ホス
トオブジェクトの下に作成したアプリケーションオブジェクトの危険度は，その上のホ
ストオブジェクトには伝わらず，グループ，システム，またはビューなどに伝わります。
ホストオブジェクトの危険度は，ホストオブジェクトのメトリックの危険度だけで決定
され，下位のアプリケーションオブジェクトの危険度は伝わりません。

（5） メトリック値の予測について

PFM - Analysisが予測するメトリック値は，メトリックの取得データに統計学的手法を
適用して得られた値であり，メトリック値を保証するものではありません。
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（6） 危険域到達時刻予測とグラフ画面の予測について

Bottleneck Analyzerの危険域到達時刻予測とグラフ画面での予測は，使用している予測
手法が異なるため，結果に違いが生じることがあります。

（7） 危険域到達時刻予測の予測時刻について

危険域到達時刻予測では，対象期間のメトリック値に対する近似直線を求めて，この直
線が危険域に到達する時刻を予測時刻とします。このため，予測時刻として得られる時
刻が，必ずしも対象期間より未来の時刻となるわけではありません。近似直線が対象期
間内に危険域に到達したら，対象期間内のデータに危険域のデータがなくても，予測時
刻は対象期間内の時刻になります。反対に，分析の対象期間内に危険域になっている
データがある場合でも，予測時刻が対象期間よりも未来の時刻になることもあります。

これらの現象は，危険域到達時刻予測の予測時刻が近似直線で求められる理論値である
ために発生するもので，問題ではありません。このような結果は，危険度が頻繁に変化
するようなメトリックの場合に多く見られます。変化が緩やかなメトリックの場合は，
対象期間のメトリック値がまだ危険域に到達していなければ，多くの場合，予測時刻は
対象期間よりも未来の時刻になります。どの場合も，危険域到達時刻予測による予測時
刻は，システムのどの部分に問題が発生する可能性が高いのかを知るために有効な情報
となります。

（8） 警告メッセージの保持期間の設定値について

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）の警告メッセージの保持
期間（msg_holddate）には，サマライズメトリックの保持期間（smryz_holddate）の上
限である 1460日まで指定できます。しかし，警告メッセージは，詳細メトリックの時間
粒度にあわせて発行される（詳細メトリックで決定した危険度とステータスに基づき発
行される）ため，警告メッセージの保持期間をサマライズメトリックの保持期間にあわ
せると，DBに保存される警告メッセージは膨大な量となります。性能面を考慮し，警告
メッセージの保持期間には詳細メトリックの保持期間（mtr_holddate）と同じ値を指定
することをお勧めします。

詳細メトリックの保持期間のデフォルト値は 30日です。詳細メトリックの保持期間の指
定を省略する場合，警告メッセージの保持期間には 30日を指定することをお勧めしま
す。

（9） 採取ツールの切り替えについて

Definerで，メトリックの採取ツールをインポート以外の採取ツールからインポートへ切
り替える際，収集デーモンが停止していると，正しく切り替えられません。切り替え直
前の危険度が，切り替えたあとでも継続しているように見えてしまいます。そのため，
採取ツールをインポート以外からインポートへ切り替える場合は，収集デーモンが動作
していることを確認してから PAMDBに登録してください。
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（10） Definerでのオブジェクトの削除について

PAMDBに登録しているオブジェクトを Definerで削除したあとで削除したオブジェク
トの名称を再利用した場合は，pamchgobjnameコマンドを使用して削除したオブジェク
トの名称を変更してください。PAMDBでは，過去の分析に必要なため，削除されたオ
ブジェクトの情報の管理しています。したがって，過去に存在したオブジェクトも含め
て名称が重複しないように設定する必要があります。なお，pamchgobjnameコマンドを
使用する場合は，Definerを停止しておく必要があるので注意してください。
pamchgobjnameコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の「pamchgobjname
（過去に登録したオブジェクト名を変更する）」を参照してください。

なお，Definerで新規追加したオブジェクトを PAMDBに登録する前に削除する場合は，
名称変更は不要です。そのまま削除してください。

（11） Bottleneck Analyzerに表示されるメトリック値について

Bottleneck Analyzerで表示されるメトリック値は，表示できる位の一つ下位の位を四捨
五入して表示します。例えば，小数点第 3位まで表示する個所では，小数点第 4位を四
捨五入します。

危険度を決定するしきい値の判定では，PAMDB内の倍精度実数のメトリック値を，し
きい値と比較して判定します。このため，Bottleneck Analyzerに表示されるメトリック
値では，しきい値条件に該当していないように見える場合でも，しきい値条件に該当し
たと判定されて危険度が変化したり，警告メッセージが発行されたりすることがありま
す。例えば，しきい値判定条件が「L」（より小さい）で危険しきい値が 20の場合で，
PAMDBに格納されているメトリック値が 19.999999のとき，Bottleneck Analyzerでは
四捨五入した 20が表示されますが，しきい値の判定では 19.999999の値を使用するため
危険域と判定されます。これは問題ではありません。

通常は，PFM - Analysisが標準でサポートしているメトリック値が上記のようになるこ
とはほとんどありません。ユーザー拡張で定義したメトリックや JP1/ESPのユーザー定
義サービスを使用したメトリックが，上記のようになることがわかっている場合には注
意してください。

（12） Bottleneck Analyzerで表示するプロパティ画面について

［オブジェクトのプロパティ］画面および［メトリックのプロパティ］画面には，最新の
監視システム構成定義に基づいた情報が表示されます。削除したオブジェクトまたはメ
トリックについては，削除した時点の情報がプロパティとして表示されます。

［ビューのプロパティ］画面，［システムのプロパティ］画面，および［グループのプロ
パティ］画面には，時刻ポインターで指定した時刻の監視システム構成定義に基づいた
情報が表示されます。
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（13） Bottleneck Analyzerでのインスタンスの扱いについて

Bottleneck Analyzerでは，複数のインスタンスがあるメトリックについて，個々のイン
スタンスを参照したり，分析対象にしたりできます。

個々のインスタンスを参照，分析できるのは，最新の監視システム構成定義で，個々の
インスタンスを保存する設定にしているメトリックだけです。過去に個々のインスタン
スを保存する設定にしていた場合でも，最新の監視システム構成定義で，その設定を解
除した場合は，Bottleneck Analyzerで個々のインスタンスを扱うことはできません。な
お，削除したメトリックについては，削除された時点の設定に従います。

このため，個々のインスタンスを保存するかどうかは，メトリックごとに運用方法を統
一しておくことをお勧めします。インスタンスが複数ある場合の運用については，「5.5.6
　複数のインスタンスがあるメトリックの運用方法」を参照してください。

（14） Bottleneck Analyzerで表示される取得可能期間について

Bottleneck Analyzerの［データ取得設定］画面には，現在時刻と，詳細メトリックまた
はサマライズメトリック保持期間の設定値から計算した理論値が表示されます。運用開
始直後などは，データが存在しない期間が取得可能期間に含まれていることがあります。

また，メトリックを自動削除しない運用の場合は，古いデータが存在する期間が取得可
能期間に含まれないことがあります。取得可能期間に表示されない古いデータも取得で
きます。［データ取得設定］画面で取得可能期間外の期間を指定すると警告が表示されま
すが，続行してください。

（15） JP1/SSOで監視する監視対象の重複について

JP1/SSOで監視するメトリックでは，同じ採取ツールサーバから，同一監視対象の同一
監視項目を監視しないようにしてください。同一監視項目とは，JP1/SSOでのリソース
IDが同じ項目を示します。注意する点を次に説明します。

• 監視システム構成定義で，実体が同じ監視対象に対して，同じオブジェクトタイプの
オブジェクトを二重登録しないでください。特に，オブジェクトのホスト名として，
一方ではホスト名を，もう一方では IPアドレスを使って登録した場合などは，
Definerでエラーをチェックできません。
オブジェクトタイプが異なる場合は，同じホスト名のオブジェクトを複数登録できま
す。PFM - Analysisが標準で提供しているオブジェクトタイプは，異なるオブジェク
トタイプ間でリソース IDが重複しないように設定されているためです。

• ユーザー拡張で，オブジェクトタイプを拡張している場合，オブジェクト・メトリッ
ク関連定義で使用したリソース IDによっては，異なるオブジェクトタイプ間でも，
リソース IDが重複する可能性があります。同じリソース IDを使用しているオブジェ
クトタイプでは，同じ監視対象のオブジェクトを重複して登録しないように注意して
ください。
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（16） Webトランザクションファイルの直接編集について

Webトランザクションファイルをテキストエディターなどによって直接編集する際の注
意事項を次に示します。

• 直接編集したWebトランザクションファイルをWeb Recorderで修正した場合，ユー
ザーが記述したコメント行（<!--コメント -->など）は，削除されます。

• Webトランザクションファイルを直接編集する場合は，インストール先ディレクトリ
¥view¥webtransの配下以外のディレクトリにWebトランザクションファイルをコ
ピーまたは移動してから編集することをお勧めします。

（17） 外部プログラム定義ファイル（pavprog.conf）に指定するプログラ
ムについて

外部プログラム定義ファイルには，GUIを表示するプログラムを指定することを前提と
しています。コマンドプロンプトから実行して，結果を標準出力に出力するようなコマ
ンドやバッチファイルを実行したい場合には，cmdコマンドを使用し，cmdコマンドの
引数に目的のコマンドやバッチファイルを指定してください。

例えば，新しいコマンドプロンプトを表示してコマンドを実行するには，cmd /c 

start コマンド名 のように指定します。また，コマンド実行後にコマンドプロンプトを
閉じないで残すようにする場合は，cmd /c start cmd /k コマンド名のように指定し
ます。ご使用の環境や実行するコマンドまたはバッチファイルの仕様などにあわせて，
適切なオプションを指定してください。cmdコマンドの詳細については，OSのヘルプな
どを参照してください。

（18） 自動コマンド実行定義ファイル（pamaction.conf）に指定するプロ
グラムについて

自動コマンド実行定義ファイルには，GUIを表示しない，および標準出力に何も出力し
ないコマンドを指定することを前提としています。GUIを表示するコマンドは指定でき
ません。

標準出力にメッセージなどを出力するコマンドを実行したい場合は，そのコマンドを呼
び出すバッチファイルを作成して，バッチファイルでコマンドの出力を抑止するような
処理をしてください。また，バッチファイルを自動コマンド実行定義ファイルに指定す
る場合には，cmdコマンドを使用し，cmdコマンドの引数に目的のバッチファイルを指
定してください。

例えば，エコーをオフにしてバッチファイルを実行するには，cmd /q /c バッチファイ
ル名のように指定します。ご使用の環境や実行するバッチファイルの仕様などにあわせ
て，適切なオプションを指定してください。なお，コマンドプロンプトのウィンドウを
新たに開くための startは使用しないでください。cmdコマンドの詳細については，OS
のヘルプなどを参照してください。
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（19） Bottleneck Analyzerで表示される未来の部分の危険度について

Bottleneck Analyzerの［データ取得設定］画面で，取得期間の終了時刻に未来の時刻を
指定した場合，Bottleneck Analyzerのメイン画面には未来の部分についてもオブジェク
トやメトリックの危険度が表示されます。その場合は，Bottleneck Analyzerが PFM - 
Analysis Managerからデータを取得した最新の危険度が，そのあともそのまま継続する
ものと仮定して表示します。

分析上意味がないため，Bottleneck Analyzerの［データ取得設定］画面に未来の時刻は
指定しないことをお勧めします。取得期間の終了時刻を設定するための目安には，［デー
タ取得設定］画面に表示される取得可能期間の終了時刻を使用してください。

（20） 分析期間内の値がすべて同じメトリックの相関分析について

分析期間内のメトリック値がすべて同じ値である（グラフで表示すると水平直線になる）
メトリックは，相関分析の対象になりません。相関分析を実行しても，有効な分析結果
は得られません。

（21） メトリックの収集が行われていない場合の危険度やステータスにつ
いて

採取ツールや PFM - Analysisの停止などが原因でメトリックの収集が正常に行われてい
ない場合，収集デーモンがすぐにメトリック値，危険度，ステータスなどを判定するこ
とはありません。あとで回収処理が正しく実行できたときに，過去にさかのぼってメト
リック値，危険度，ステータスなどを PAMDBに格納するようになっています。これは，
詳細メトリックの粒度よりメトリック回収間隔を長く設定しているような場合に，アダ
プターがメトリックの回収処理を実行した時点で採取ツールが止まっていただけで，そ
れまでに採取ツールが収集，保持していたデータをすべて無視してしまうことがないよ
うにするためです。このため，採取ツール起動時に，危険度やステータスがさかのぼっ
て確定すると，自動コマンド実行や JP1イベントの発行も実行されます。過去に発行さ
れたコマンドやイベントが遅延して処理されたように見えますが，問題ありません。

なお，採取ツールが VPISの場合は，VPISのサービス停止時も VPISの DBにはアクセ
スできるため，回収は正しく実行されます。VPISの DBへのアクセスも失敗するような
場合には，採取ツール停止の場合の動作が適用されます。

また，採取ツールが正常に動作していて監視対象のオブジェクトだけが停止しているよ
うな場合は，上記のような動作にはなりません。適切なタイミングでオブジェクトの停
止が検知されて，危険度が「不明」に，ステータスが「停止中」に，それぞれ変化しま
す。

（22） 標準のメトリック名を変更した運用

標準のメトリック名を任意の名称に変更したい場合（例えば，Webトランザクションの
メトリックである「総応答時間（スコープ１）」を「Webシステムログイン時間」に変更
する場合など）は，ユーザー拡張でメトリックタイプ・オブジェクトタイプを再定義し
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てください。なお，ユーザー拡張については，「8.　ユーザー拡張」を参照してください。

（23） コマンドの同時実行について

PFM - Analysis Managerのサービスが正しく動作している状態では，次に示すコマンド
を同時に実行できる数は最大 5つです。同時に 5つを超える数のコマンドを実行した場
合は，エラー終了する場合があります。

• pamdbdeldata
• pamdbls.bat
• pamdbreclaim.bat
• pamdumpdef
• pamexport
• pamimport

4.2.3　採取ツールに関する注意事項

（1） パスワードの送受信について

採取ツールに JP1/ESPを使用する場合，監視するサービスによってはパスワードの設定
が必要になることがありますが，パスワードを監視条件として Definerから設定するこ
ともできます。Definerで設定したパスワードは JP1/ESPに送信されますが，その際，
PFM - Analysis Viewと PFM - Analysis Manager間は平文で，PFM - Analysis 
Managerと JP1/ESP間は文字列変換をしてそれぞれ送信されます。PFM - Analysis 
Viewと PFM - Analysis Manager間の送信については，パスワードが盗聴される危険が
伴います。また，PFM - Analysis Managerと JP1/ESP間の送信についても，送受信さ
れている変換後の文字列からパスワードを推測されるおそれがあります。したがって，
セキュリティ上の観点から Definerからはパスワードを登録しないで，JP1/ESPのパス
ワードユーティリティを使用してパスワードを登録することをお勧めします。

（2） 採取ツールによる収集を停止したい場合について

採取ツールからのリソース情報収集や応答時間計測などを一時的に停止したい場合の対
処方法を，採取ツールごとに説明します。

（a）採取ツールが JP1/ESPの場合

Definerで，オブジェクトを監視対象から外す設定に変更して PAMDBに登録してくだ
さい。登録した内容が JP1/ESPに通知され，計測対象からオブジェクトが削除されま
す。収集を再開する場合は，Definerでオブジェクトを監視対象から外す設定を解除して
PAMDBに登録してください。登録した内容が JP1/ESPに通知され，JP1/ESPの計測
対象にオブジェクトが再度追加され，計測が開始されます。
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（b）採取ツールが VPISの場合

VPISでは，監視対象ごとに一時的に計測を停止する設定ができないため，一時的に計測
を停止することはお勧めしません。どうしても停止しなければならない場合は，VPISで
監視しているすべての対象の計測を停止してください。

計測を停止する手順を次に示します。

1. 計測を停止したい VPISで監視しているすべてのオブジェクトについて，Definerでオ
ブジェクトを監視対象から外す設定に変更して PAMDBに登録する。

2. VPISで，すべての計測を一時的に停止するように手動で設定する。

計測を再開する手順を示します。

1. VPISですべての計測を一時的に停止する設定を解除する。

2. Definerでオブジェクトを監視対象から外す設定を解除して PAMDBに登録する。

（c）採取ツールが JP1/SSOの場合

Definerでオブジェクトを監視対象から外す設定に変更して PAMDBに登録してくださ
い。登録した内容が SSOアダプターに通知され，JP1/SSOの収集対象からオブジェク
トが削除されます。なお，オブジェクトを監視対象から外すと，その時点までに JP1/
SSOで収集され，まだ PAMDBに取り込まれていないデータについては破棄されます。

収集を再開する場合は，Definerでオブジェクトを監視対象から外す設定を解除して，
PAMDBに登録してください。登録した内容が SSOアダプターに通知され，JP1/SSO
の収集対象にオブジェクトが再度追加されます。なお，JP1/SSOの GUIで，PFM - 
Analysisが登録したリソースの収集を停止したり再開したりすることはしないでくださ

い。JP1/SSOの GUIでは，PFM - Analysisのリソースは， のアイコンで表示され

ます。

（d）採取ツールが PFMの場合

Definerでオブジェクトを監視対象から外す設定に変更して PAMDBに登録してくださ
い。なお，監視対象から外す設定に変更しても PFM側の設定は，自動的には変更されま
せん。このため，PFM側で Storeデータベースへのパフォーマンスデータの記録を停止
する必要があります。

また，収集を再開するには，PFM側で Storeデータベースへの記録を停止した項目を，
再び記録を開始するように設定し直した後，Definerでオブジェクトを監視対象から外す
設定を解除し，PAMDBに登録する必要があります。

（3） JP1/SSOへの監視条件設定について

PFM - Analysis Adaptorは，次の場合に JP1/SSOに監視条件を設定します。
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• PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターが起動したとき
• Definerで監視システム構成定義を登録したとき
• PFM - Analysis Managerの収集デーモンが起動して SSOアダプターと接続したとき

このときに，JP1/SSO側で次のコマンドが実行されると，監視条件の設定が失敗するこ
とがあります。

• リソース収集条件設定ウィンドウの起動
• ssocolset
• ssocolstart
• ssocolstop
• ssocolshow（JP1/SSOが 07-00または 07-10の場合）

PFM - Analysis Adaptorが監視条件を設定するときには，これらのコマンドを実行しな
いようにしてください。実行する場合は，SSOアダプターを一時停止してから実行する
ことをお勧めします。

なお，監視条件の設定に失敗した場合は，SSOアダプターの回収間隔ごとにリトライし
ます。そのため，監視条件が設定されるまでは，JP1/SSOを監視条件が設定できる状態
にしておくことをお勧めします。

（4） PFM - Analysisで設定した JP1/SSOの収集条件および収集データ
について

PFM - Analysisが追加した JP1/SSOのリソースに関する収集条件および収集データは，
JP1/SSO側の GUIまたはコマンドで変更，削除などの操作をしないでください。JP1/

SSOの GUIでは，PFM - Analysisのリソースは， のアイコンで表示されます。な

お，アンインストール時やメッセージの対処などで指示があった場合は，その指示に
従ってください。

（5） JP1/SSOでのリソース収集の延期中について

JP1/SSOでは，メトリック値の基になるMIB値が取得できなかった場合，収集状態が
「延期中」になり，収集間隔が 30分に変更されます。この場合，PFM - Analysisで必要
な一定間隔のデータを収集できなくなるため，JP1/SSOの ssocollectd動作定義ファイル
内の「延期中になった場合の収集間隔」を，PFM - Analysisの詳細メトリックの時間粒
度と合わせる必要があります。なお，ssocollectd動作定義ファイルの収集間隔は，JP1/
SSOのすべての収集条件に適用されるため，注意して設定してください。ssocollectd動
作定義ファイルについては，マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP 
System Observer」を参照してください。

（6） JP1/SSOでサーバを監視する場合

監視対象のホストにインストールされている SNMPエージェント（JP1/Cm2/ESA，
85



4.　起動と終了
JP1/Cm2/EA，または JP1/Cm2/SubManager）のバージョンが，PFM - Analysisで推
奨するバージョンよりも古い場合，一部のメトリックが採取できないことがあります。
監視するメトリックで必要なMIBが SNMPエージェントで実装されているか確認して
ください。メトリックで必要なMIB値については，「付録 D　PFM - Analysisで収集す
るメトリック」を参照してください。

（7） JP1/SSOまたは JP1/DSSOの停止について

JP1/SSOまたは JP1/DSSOからデータを収集しているときに，これらのプログラムを再
起動すると，PFM - Analysisに格納されるデータが欠けてしまいます。そのため，JP1/
SSOまたは JP1/DSSOを再起動する場合は，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプ
ターを停止させておくことをお勧めします。

なお，マシンの停止など，JP1/SSO または JP1/DSSOと PFM - Analysis Adaptor の
SSO アダプターを停止させる場合は，停止する順番は意識する必要はありません。

（8） JP1/SSOの代行監視について

代行監視中に JP1/SSOで収集したデータは，PFM - Analysisに回収されません。

（9） JP1/SSOでの SNMPの設定について

JP1/SSOおよび JP1/DSSOを採取ツールとして使用する場合，JP1/SSOおよび JP1/
DSSOの SNMP定義ファイルで，監視対象からMIB値を取得できるように，コミュニ
ティ名やポート番号などを定義してください。PFM - Analysisが提供する JP1/SSOの
リソースは，監視対象のオブジェクトタイプによってリソースカテゴリーが異なるため，
リソースカテゴリーごとに定義してください。リソースカテゴリーについては，「付録
D.4　SSOアダプターで収集するメトリックの詳細」を参照してください。SNMP定義
ファイルについては，マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP System 
Observer」を参照してください。

また，1台のマシンに複数の監視対象がある場合，監視対象ごとに SNMP受信ポートを
分けてから，SNMP定義ファイルを設定することをお勧めします。SNMP受信ポートの
定義については，各監視対象のマニュアルを参照してください。

（10） JP1/SSOのコマンド実行時間の監視について

SSOアダプターが JP1/SSOのコマンドを実行する場合，PFM - Analysis Adaptor動作
条件定義ファイル（paa.conf）の指定に従って，実行時間を監視します。指定した時間
内にコマンド実行が終了しない場合，SSOアダプターはコマンド実行をエラー（タイム
アウト）と判断します。

SSOアダプターを停止させたりして，PFM - Analysis Managerに送信していないデー
タが JP1/SSOおよび JP1/DSSOに蓄積されていくと，JP1/SSOのコマンド実行に時間
が掛かり，タイムアウトになることがあります。この場合は，一時的に PFM - Analysis 
86



4.　起動と終了
Adaptor動作条件定義ファイルでコマンド実行の監視時間を長くするか，コマンド実行
を監視しない設定にして，コマンド実行が正常に終了するようにしてください。

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルについては，「11.2.13　PFM - Analysis 
Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）」を参照してください。

（11） JP1/SSOおよび JP1/DSSOの ssocolmngの最大同時接続数につい
て

SSOアダプターは，メトリックの回収に JP1/SSOの ssoextractlogコマンドを使用しま
す。このため，JP1/SSOおよび JP1/DSSOの ssocolmng動作定義ファイルで指定する
最大同時接続数を，SSOアダプターが正しく動作できるように設定してください。SSO
アダプターが必要とする同時接続数は，一つです。

JP1/SSOおよび JP1/DSSOの ssocolmng動作定義ファイルについては，マニュアル
「JP1/Performance Management/SNMP System Observer」を参照してください。

（12） JP1/SSOおよび JP1/DSSOの収集データ容量について

JP1/SSOおよび JP1/DSSOの収集データベースのサイズを見積もる計算式については，
マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP System Observer」を参照してくだ
さい。SSOアダプターが，JP1/SSOおよび JP1/DSSOで収集させるデータのサブリ
ソースは一つです。

インスタンス名長およびインスタンス個数は，監視するメトリックの値を求めるために
取得するMIBを取得してみる，または JP1/SSOのリソースブラウザーを使用して，監
視するメトリックに対応したリソースを取得してみることで，求めることができます。

メトリックに対応したMIBおよびリソースについては，「付録 D.4　SSOアダプターで
収集するメトリックの詳細」を参照してください。

（13） 一般サーバのディスク使用率を監視する場合

監視対象のサーバに CD-ROMなどがマウントされていると，使用率 100％のディスクと
して計測される場合があります。このような場合は，不要インスタンスに CD-ROMなど
のマウント名称を定義し，監視対象から外すことをお勧めします。

（14） PFM - Agent for Platformからのデータ回収について

PFM - Agent for Platformから収集する CPU使用率，ディスク使用率やディスクビジー
率などのメトリックは，_Totalという集計値を示すインスタンスを含んでいます。

メトリックの平滑化方法によっては，_Totalを含めて計算すると意図しない値になるた
め，このような場合，不要インスタンスに _Totalを定義し，監視対象から外すことをお
勧めします。
87



4.　起動と終了
（15） PFM - Agent for HiRDBからのデータ回収について

PFM - Agent for HiRDBから収集するトランザクション数，ディスクアクセス数，ロー
ルバック率の収集契機は，HiRDBでの統計ログの出力間隔に依存します。このため，
PFMのパフォーマンスデータは定期的には収集されず，次回以降の収集時に遅れて収集
される場合があります。

（16） PFM - Agent for SRからのデータ回収について

PFM - Agent for SRで計測した HTTPや SMTPなどの稼働性能情報を，PFM - 
Analysisで取得する場合，次の点に注意してください。

• PFM - Analysisでは，PFM - Agent for SRでの計測対象がオブジェクトではなく，イ
ンスタンスとして扱われます。このため，計測対象が複数ある場合，一つのオブジェ
クトに対し，複数のインスタンスが設定されることになります。一つのオブジェクト
に対し，計測対象を一つ（インスタンスを一つ）にしたい場合は，インスタンスフィ
ルターを利用して，該当する計測対象を必要インスタンスとして登録するようにして
ください。

• PFM - Agent for SRで計測に失敗した場合，PFM - Analysis側ではオブジェクトのス
テータスは変わらず，メトリックのリザルトコードの値が 1以上になります。なお，
正常に計測できた場合，リザルトコードは 0となります。

• PFM - Agent for SRで収集するメトリックに対してユーザー拡張をする場合，ユー
ザー拡張用のテンプレート定義ファイルのほか，PFMアダプターリソース定義ファイ
ルにも定義を追加する必要があります。

（17） PFMを採取ツールとした場合のステータスメトリックの収集につ
いて

採取ツールが PFMの場合，稼働性能情報としてステータスメトリックは収集できませ
ん。

（18） PFMのパフォーマンスデータの収集間隔について

PFMのパフォーマンスデータの収集間隔は，PFM - Analysisの詳細メトリックの時間
粒度（デフォルトは 3分）と同じ値に設定することを推奨します。パフォーマンスデー
タの収集間隔が PFM - Analysisの時間粒度より小さかった場合，PFM - Analysisの時
間粒度に補正されて一部のデータは切り捨てられます。逆に，パフォーマンスデータの
収集間隔が PFM - Analysisの時間粒度より大きかった場合，PFM - Analysisの時間粒
度に補正されたときにメトリック値に欠損が生じます。

（19） PFMから収集するメトリック値の危険度判定について

PFMから収集するメトリック値については，危険度を「不明」に変化させる判定は行い
ません。このため，PFMのパフォーマンスデータの収集間隔が PFM - Analysisの時間
粒度より大きかった場合など，メトリック値の欠損が生じた際にもメトリックの危険度
88



4.　起動と終了
はそれ以前の危険度が継続されます。

（20） PFMから収集するメトリック値の回収期間について

PFM - Agentは，Storeデータベースに記録されるパフォーマンスデータを，ある一定の
時間で自動的に要約したり，格納できるレコード数の上限を設定したりするなど，デー
タ量の増加を防止しています。これと同様に PFMアダプターでも，回収期間の上限を決
めて Storeデータベースからパフォーマンスデータを回収しています。回収期間より以
前のデータは回収しません。

メトリック値の回収期間の設定は，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の [PFM Adaptor]セクションの pfmadpt_targetperiodキーで行います。詳
細については「11.2.13　PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）」
を参照してください。

（21） PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）
について

サービス IDとは，監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービス IDのことで
す。監視対象からパフォーマンスデータを回収するには監視システムの構成定義時に
Definerで該当するサービス IDを指定する必要があります。サービス IDは PFMの
jpcctrl listコマンドで確認できます。2バイト目が「S」となっているサービス IDが該
当します。なお，サービス IDの 1バイト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，
PFM - Agent製品ごとに異なるため，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを指定
する必要があります。オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDとの対応を次の
表に示します。

表 4-6　オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応

オブジェクトタイプ プロダクト ID Agent Storeのサービス ID

HTTP V VSxxxx

HTTPS

SMTP

POP3

IMAP4

DNS

DHCP

FTP

TCP

WEBTRANS

USERSERV

Windows T TSxxxx
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「xxxx」の部分は，インスタンス番号やホスト名などを示しており，使用環境で異なります。詳細に
ついては，マニュアル「JP1/Performance Management システム構築・運用ガイド」を参照してく
ださい。

4.2.4　PAMDBの運用に関する注意事項

（1） PAMDBのセットアップについて

PAMDBのセットアップ時には，稼働性能情報を格納する領域が確保されるため，十分
なディスク容量が必要です。

また，稼働性能情報を収集していくと，PAMDBにデータが蓄積されていきます。
PAMDBに格納されるデータの量は，ご使用の環境によって異なりますが，PAMDBの
空き容量が不足する可能性もあります。このような場合には，PAMDBを再編成してく
ださい。詳細については，「(3)　 PAMDBの再編成」を参照してください。

（a）PAMDBの初期セットアップ時の容量見積もり

デフォルトでは，セットアップ時に 25ギガバイトの領域を確保しますが，この領域を変
更できます。領域を変更する場合は，pamdbsetupコマンドを実行する前に，
pamdbsetup.confファイルを変更してください。

ファイル名
インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥pamdbsetup.conf

変更個所

Solaris U USxxxx

Linux

HP-UX

AIX

Cosminexus C CSxxxx

WebLogic S SSxxxx

Oracle O OSxxxx

SQL_Server Q QSxxxx

HiRDB B BSxxxx

JP1/AJS2 J JSxxxx

SAP_R/3 M MSxxxx

DB2_UDB R RSxxxx

Domino L LSxxxx

OpenTP1 H HSxxxx

オブジェクトタイプ プロダクト ID Agent Storeのサービス ID
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[Database Scale]
database_scale=M

database_scaleには，S，M，L，LLのうちのどれかを指定できます。デフォル
トはMです。S，M，L，LLで監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目
安と，必要なディスク容量を次の表に示します。なお，「監視できるオブジェクト数
およびメトリック数の目安」の数値は，詳細メトリックの時間粒度，サマライズメ
トリックの時間粒度，詳細メトリックの保持期間，およびサマライズメトリックの
保持期間をデフォルトの設定で運用する場合を想定しています。

表 4-7　監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目安と必要なディスク容量

表 4-8　最大構成を監視する際の時間粒度と保持期間の推奨値

注※　デフォルト値のままで問題ない項目です。

database_scaleの値 監視できるオブジェクト数
およびメトリック数の目安

必要なディスク
容量

S 監視オブジェクト数：50（個）以内
監視メトリック数：500（個）以内

5ギガバイト

M（デフォルト） 監視オブジェクト数：250（個）以内
監視メトリック数：2,500（個）以内

25ギガバイト

L 監視オブジェクト数：500（個）以内
監視メトリック数：5,000（個）以内

50ギガバイト

LL 監視オブジェクト数：1,000（個）以内
監視メトリック数：10,000（個）以内

80ギガバイト

database_sc
aleの値

監視するオブジェクト数およ
びメトリック数

詳細メトリック サマライズメトリッ
ク

時間粒度 保持期間 時間粒度 保持期間

S 監視オブジェクト数：100
（個）以内
監視メトリック数：1,000
（個）以内

6分以上 30日以
下※

1時間以
上※

182日以
下

M（デフォル
ト）

監視オブジェクト数：500
（個）以内
監視メトリック数：5,000
（個）以内

6分以上 30日以
下※

1時間以
上※

182日以
下

L 監視オブジェクト数：1,000
（個）以内
監視メトリック数：10,000
（個）以内

6分以上 30日以
下※

1時間以
上※

182日以
下

LL 監視オブジェクト数：2,000
（個）以内
監視メトリック数：20,000
（個）以内

12分以
上

60日以
下

1時間以
上※

182日以
下
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注意事項
• 表 4-7に示す数値は，使用環境によって異なる場合があります。あくまで目安と
して参考にしてください。

• 個々のインスタンス値を保存するように設定した場合は，インスタンス数をメト
リック数に計上して見積もってください。

• 監視できるオブジェクト数およびメトリック数の上限は，S，M，L，LLそれぞ
れ，表 4-7に示す「監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目安」の 2
倍の数値になります。上限を超える環境には，対応できません。監視できる数の
上限となる数のオブジェクトおよびメトリックを監視する場合の時間粒度と保持
期間の推奨値を表 4-8に示します。なお，時間粒度と保持期間の設定については，
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照し
てください。

• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの時間粒度を，デフォルト（詳細メ
トリック：3分，サマライズメトリック：1時間）より短い値に変更した場合，監
視できるオブジェクト数およびメトリック数は，表 4-7に示す数値よりも小さく
なります。一方，詳細メトリックおよびサマライズメトリックの時間粒度をデ
フォルトより長い値に変更した場合，監視できるオブジェクト数およびメトリッ
ク数は，表 4-7に示す数値より大きくなります。

• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの保持期間を，デフォルト（詳細メ
トリック：30日，サマライズメトリック：365日）より短い値に変更した場合，
監視できるオブジェクト数およびメトリック数は，表 4-7に示す数値よりも大き
くなります。一方，詳細メトリックおよびサマライズメトリックの保持期間をデ
フォルトより長い値に変更した場合，監視できるオブジェクト数およびメトリッ
ク数は，表 4-7に示す数値より小さくなります。

• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの時間粒度または保持期間を変更し
た場合に，システムが対応できる監視オブジェクト数および監視メトリック数は，
次の式で見積もることができます。
監視できるオブジェクト数＝
　表 4-7の監視オブジェクト数×（デフォルトの保持期間÷変更後の保持期間）
　　　　　　　　　　　　　　×（変更後の時間粒度÷デフォルトの時間粒度）
監視できるメトリック数＝
　表 4-7の監視メトリック数×（デフォルトの保持期間÷変更後の保持期間）
　　　　　　　　　　　　　×（変更後の時間粒度÷デフォルトの時間粒度）
ただし，表 4-7に示す数値の 2倍（上限）を超える環境には，対応できません。
なお，上記の見積もり式は，詳細メトリックとサマライズメトリックの両方で計
算し，その結果算出された監視できるオブジェクト数，監視できるメトリック数
が小さくなる方を基準に見積もってください。

• PAMDBをセットアップしたあとで，PAMDBのデータを保持したまま
database_scaleの値を変更してセットアップし直すことはできません。あとから
database_scaleの値を変更する場合は，PAMDBをアンセットアップし，運用を
始めからやり直す必要があります。オブジェクトを随時追加していくような運用
の場合には，database_scaleの値は想定される最終的なオブジェクトの最大数を
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4.　起動と終了
基準にして見積もってください。
なお，database_scaleに LLを指定して，想定される運用環境よりもさらに大規
模なシステムを監視する場合は，複数台の PFM - Analysis Managerを使用して
システムを監視することをお勧めします。 

• database_scale = Sは，PFM - Analysis導入時などに評価用として使用してくだ
さい。基本的にはデフォルトのM以上を使用することをお勧めします。

• オブジェクト数とメトリック数が PAMDBで監視できる範囲を超えていないかを
確認する方法については，「(7)　監視しているオブジェクト数とメトリック数の把
握」を参照してください。

なお，クラスタシステムで運用する場合は，共有ディスク上とローカルディスク上にそ
れぞれ次の表に示す容量が必要になります。

表 4-9　クラスタ運用で必要なディスク容量

（2） PAMDBの再セットアップについて

次に示す場合は，PAMDBのセットアップを再度実行します。

• pamdbsetupコマンドでエラーが発生した場合
• PAMDBを初期化する場合

再セットアップの手順を次に示します。

1. PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する。
PAM - PAMDBは起動している状態にしておいてください。

2. pamdbunsetupコマンドを実行する。
コマンドの実行に失敗した場合は，エラーに対処したあと，再度実行してください。

3. pamdbsetupコマンドを実行する。
コマンドの実行に失敗した場合は，エラーに対処したあと，再度実行してください。

PAMDBは初期化されているため，「3.3.1　PFM - Analysis Managerのセットアップ」
を参照して，動作条件，採取ツールの設定，および PAMDBへの登録をしてください。

（3） PAMDBの再編成

データの追加や削除を繰り返すと，PAMDBの格納効率が悪くなり，検索性能が低下す

database_scaleの値 必要なディスク
容量の合計

共有ディスクに
必要な容量

ローカルディスクに
必要な容量

S 5ギガバイト 4.3ギガバイト 0.7ギガバイト

M（デフォルト） 25ギガバイト 21.0ギガバイト 4.0ギガバイト

L 50ギガバイト 42.0ギガバイト 8.0ギガバイト

LL 80ギガバイト 72.0ギガバイト 8.0ギガバイト
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ることがあります。このような場合には，reorganization.batコマンドを使用して，
PAMDBを再編成してください。ソースが PA-Manager(PAMDB)で，メッセージ IDが
KFPH00212-Iのメッセージがイベントログに出力されている場合は，PAMDBを再編成
することをお勧めします。

reorganization.batコマンドについては，「10.　コマンド」の「reorganization.bat
（PAMDBを再編成する）」を参照してください。

PAMDBの再編成手順を次に示します。

1. PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する。
PAM - PAMDBは動作していることが必要です。

2. reorganization.batコマンドを実行する。

3. 必要に応じて手順１で停止したサービスを起動する。

（4） PAMDBの空きページ解放

PAMDBでは，収集されたデータを「ページ」と呼ばれる領域に格納しています。格納
されたデータは，データの削除を行うとすべてのデータがなくなりますが，この状態で
は「空きページ」になるだけで，解放しないと再利用されません。空きページが増加す
ると，格納効率の低下や性能劣化の原因となることがあります。そのため，空きページ
の解放を，2週間に 1回を目安に実施することをお勧めします。

空きページの領域を解放するには，pamdbreclaim.batコマンドを実行します。
reorganization.batコマンドを使った PAMDBの再編成では，そのつど PFM - Analysis 
Managerの運用を停止する（PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービ
スを停止する）必要がありますが，pamdbreclaim.batコマンドを使用すると，PFM - 
Analysis Managerの運用を停止することなく，reorganization.batコマンドによる再編
成の一部の機能でもある空きページの解放も行うことができます。定期的に
pamdbreclaim.batコマンドを実行することで，reorganization.batコマンドによる再編
成の実施間隔（運用サイクル）を延長させることができます。

pamdbreclaim.batコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「pamdbreclaim.bat（PAMDBの空きページを解放する）」を参照してください。

（5） PAMDBの空き容量の確認について

pamdbls.batコマンドを実行すると，結果が次のように表示されます。

STATE OF RDAREA
RDAREA               ID       STATUS                       TYPE
                              OPNMODE
RDDATA10             4        OPEN                         USER
                              INITIAL
     SEGMENT 2487 / 2500
RDINDX10             5        OPEN                         USER
                              INITIAL
     SEGMENT 2716 / 2760
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セグメントとは，PAMDBの容量を表す単位を示します。RDDATA10および
RDINDX10は，PAMDBのデータを格納する領域を示します。

SEGMENTに，未使用セグメント数 /全セグメント数が表示されます。この例の場合，
RDDATA10は未使用セグメント数が 2,478で全セグメント数が 2,500です。
RDINDX10は未使用セグメント数が 2,716で全セグメント数が 2,760です。

RDDATA10，RDINDX10のどちらかの未使用セグメント数が少なくなったら，PAMDB
を再編成することをお勧めします。

（6） PAMDBのデータの移行

あるサーバ（移行元サーバ）から別サーバ（移行先サーバ）に PAMDBのデータを移行
できます。移行の手順は，移行元サーバで pamdbunld.batコマンドを実行してアンロー
ドデータを取得し，移行先サーバで pamdbload.batコマンドを実行してデータをロード
します。移行の対象となるデータは，Definerで登録したシステム構成定義情報や採取
ツールから収集した稼働性能情報など，PAMDBに格納されているデータすべてです。

pamdbunld.batコマンドおよび pamdbload.batコマンドを使用すると，移行元と移行先
のサーバ間でホスト名（IPアドレス）や PFM - Analysis Managerのインストール先
ディレクトリが異なる場合でも，データを移行できます。ただし，移行元サーバと移行
先サーバ間では，PFM - Analysis Managerのバージョンが一致している必要がありま
す。また，移行先サーバでデータロードを行う前に PAMDBのセットアップを完了させ
ておく必要があります。

なお，backup.batコマンドおよび recovery.batコマンドによるバックアップ，リカバ
リーは，万一のシステム障害に備え，同じ環境を復元する目的のコマンドです。そのた
め，別サーバへの移行に使用することはできません。

pamdbunld.batコマンド，pamdbload.batコマンドの詳細については「10.　コマンド」
を参照してください。

PAMDBのデータ移行手順を次に示します。

1. 移行元サーバで，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止す
る。
PAM - PAMDBは起動している状態にしておいてください。

2. 移行元サーバで，pamdbunld.batコマンドを実行する。

3. 移行先サーバで，移行元バージョンと同一バージョンの PFM - Analysis Managerをイ
ンストールする。

4. 移行元サーバから移行先サーバにファイルをコピーする。
移行元サーバで取得したアンロードデータファイル，およびセットアップで編集した
定義ファイルのすべてを移行先サーバにコピーしてください。

5. 移行先サーバで，pamdbsetupコマンドを実行する。
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バージョンアップ時と同様に，pamunld.batコマンド，pamdbload.batコマンドによ
るデータ移行時には，移行先サーバの PAMDBの領域サイズは移行元の PAMDBの
領域サイズと同じ，もしくはより大きなサイズでセットアップされた環境に対して行
うことができます。詳細は，「付録 J.4(4)　バージョンアップ時の PAMDBの領域サ
イズの変更について」を参照してください。

6. 移行先サーバで，pamdbload.batを実行する。

（7） 監視しているオブジェクト数とメトリック数の把握

運用中に監視オブジェクト数と監視メトリック数を把握したい場合は，pamdumpdefコ
マンドを実行します。pamdumpdefコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「pamdumpdef（PAMDBの監視定義情報一覧をファイル出力する）」を参照してくださ
い。

pamdumpdefコマンドを次のように指定することで，PAMDBに格納されている監視オ
ブジェクト数と監視メトリック数を把握できます。

pamdumpdef  -c  count  -t  inst  -s  all

コマンド実行結果のオブジェクト数とインスタンス数は，表 4-7の監視オブジェクト数
および監視メトリック数の目安と照らし合わせることで，運用中の監視定義情報が
PAMDBで監視できる範囲に収まっているかを確認できます。

（8） 対処が必要な PAMDBのメッセージ

ソースが PA-Manager(PAMDB)でイベントログに出力されるメッセージは，PAMDBが
出力するメッセージです。次の表に示すメッセージ IDのメッセージが出力された場合
は，それぞれの対処方法に従って運用してください。

表 4-10　対処が必要な PAMDBのメッセージ一覧

メッセージ ID 対処方法

KFPH00211-I PAMDBの容量不足を示すメッセージです。このメッセージが出力された場
合は，次の手順に従って対処してください。
1. 監視対象メトリック数を見直す。
監視対象メトリック数が database_scaleの指定に応じて，表 4-7に示し
た範囲以内に収まっているか，見直してください。それ以上の監視対象
メトリックを PAMDBに登録している場合は，範囲内に収まるように監
視システム構成を変更してください。

2. PAMDBの再編成を実行する。
reorganization.batコマンドを使用して PAMDBの再編成を実行します。
reorganization.batコマンドについては，「10.　コマンド」の
「reorganization.bat（PAMDBを再編成する）」を参照してください。
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KFPH00212-I PAMDBの再編成が必要になったことを示すメッセージです。このメッセー
ジが出力された場合は，reorganization.batコマンドを使用して，PAMDB
を再編成してください。reorganization.batコマンドについては，「10.　コ
マンド」の「reorganization.bat（PAMDBを再編成する）」を参照してくだ
さい。

KFPH22031-W PAMDBの特定のテーブルに格納されているデータが予想より大きくなり過
ぎたことを示すメッセージです。監視対象メトリック数が database_scaleの
指定に応じて，表 4-7に示した範囲以内に収まっているか，見直してくださ
い。それ以上の監視対象メトリックを PAMDBに登録している場合は，範囲
内に収まるように監視システム構成を変更してください。

KFPS00443-I PAMDBの排他資源管理テーブルが不足したことを示すメッセージです。メ
トリック値の自動削除処理の対象となるデータ量によっては，削除に失敗し
このメッセージが出力される場合があります。この場合は pamdbcleanupコ
マンドを実行して，保持期間を超過したデータを削除してください。
pamdbcleanupコマンドについては，「10.　コマンド」の「pamdbcleanup
（保持期間を超過したデータを一括して削除する）」を参照してください。

KFPS05210-I PAMDBの起動が完了したことを示すメッセージです。エラーではないため，
対処の必要はありません。
PAM - PAMDBサービスを開始した直後は，PAMDBの起動処理が完了して
いていないため，起動が完了したかどうかを正確に判断したいときは，この
メッセージが出力されているかどうかで判断してください。

KFPS01850-I PAMDBの停止を示すメッセージです。
バージョンアップ前には，必ずこのメッセージを参照して，PAMDBの正常
終了を確認してください。バージョンアップの詳細については，「付録 J.1　
PFM - Analysis Managerのバージョンアップ」を参照してください。

メッセージ ID 対処方法
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5　 監視システム構成の定義
この章では，Definerを使った監視システム構成の定義方法に
ついて説明します。Definerの画面項目の詳細については，
「9.2　Definerの画面」を参照してください。

5.1　監視システム構成定義の流れ

5.2　Definerの起動と終了

5.3　監視システム構成の定義

5.4　採取ツールでの監視条件設定

5.5　システムの応用的な運用方法
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5.1　監視システム構成定義の流れ
監視システム構成定義の流れを，次の図に示します。

図 5-1　監視システム構成定義の流れ

監視システム構成は，PFM - Analysis Viewの設定 GUIである Definerでビューやシス
テム，グループを作成し，オブジェクトを登録します。オブジェクトの登録は，ウィ
ザードに従って簡単に作成できます。また，定義した内容を PAMDBへ登録すると，採
取ツール側の監視条件も自動的に設定され，稼働性能情報の収集が開始されます。ただ
し，使用する採取ツールによっては，採取ツール側での監視条件の設定が必要な場合が
あります。

採取ツールが JP1/ESPおよび JP1/SSOの場合
Definerで監視システム構成を定義すると，採取ツールに定義が反映されるため，採
取ツールでの監視条件の設定は不要です。

採取ツールが VPISの場合
VPISでの監視条件の設定が必要です。JP1/Performance - Analysisは，VPISで設
定した監視条件を使って，JP1/Performance - Analysisでの入力を支援する機能を
提供します。詳細については，マニュアル「JP1/Performance Analysis」を参照し
てください。

採取ツールが PFMの場合
PFMでの監視条件の設定が必要です。PFM - Analysisは，PFMで取得・蓄積して
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いる稼働性能情報を利用して，PFM - Analysisによる稼働性能の分析・予測を実現
します。
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5.2　Definerの起動と終了

PFM - Analysisの監視システム構成を定義する PFM - Analysis Viewの Definerの起動
と終了方法について説明します。

5.2.1　Definerの起動
Definerの起動手順を次に示します。

1. Windowsの［スタート］メニューから，［プログラム］－［JP1_PFM - Analysis 
View］－［Definer］を選択する。
［マネージャー接続］画面が表示されます。

2. 項目を設定し，［OK］ボタンをクリックする。
［Definer］（システム構成）画面が表示されます。
なお，接続ホスト名と設定用ポート番号を PFM - Analysis View接続先定義ファイル
（pavdest.conf）に定義しておくと，プルダウンメニューに表示されます。詳細につい
ては，「11.2.7　PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）」を参照し
てください。

図 5-2　［Definer］（システム構成）画面
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Definer起動後に，接続先のホストを変更する場合は，［ファイル］－［接続先変更］
を選択してください。［マネージャー接続］画面が起動します。なお，接続先を変更
する場合，編集中の監視システム構成定義は破棄されるため，必要な場合は監視条件
を保存しておいてください。

5.2.2　Definerの終了
Definerの終了は，［Definer］（システム構成）画面で［ファイル］－［終了］を選択し
ます。
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5.3　監視システム構成の定義
監視システム構成定義の大筋は，まずビューを作成し，ビューの配下にシステムを作成
します。システムの下位には，必要に応じてグループや実際の監視対象であるオブジェ
クトを作成します。監視システム構成のそれぞれの要素を定義する手順について説明し
ます。

5.3.1　ビューの作成
ビューを作成する手順を次に示します。ビューは，ルートの配下に作成します。

1. システム構成ツリーで，ルートを選択する。

2.［編集］－［新規作成］－［ビュー］を選択する。
ビューが作成されます。

3. 必要に応じて，［属性］タブでビュー名や備考を設定する。

注意事項
ビュー名には，監視システムの中で重複しない名称を指定してください。

5.3.2　システムの作成
システムを作成する手順を次に示します。システムは，ビューの配下に作成します。
ビューには，少なくとも一つ以上のシステムが必要です。

1. システム構成ツリーで，システムを作成したいビューを選択する。

2.［編集］－［新規作成］－［システム］を選択する。
［システム追加］画面が表示されます。

3. 項目を設定し，［OK］ボタンをクリックする。
選択したビューにシステムが作成されます。

注意事項
システム名には，同一ビュー内で重複しない名称を指定してください。

5.3.3　グループの作成
グループを作成する手順を次に示します。グループは，システムの下位に 10階層まで作
成できます。

1. システム構成ツリーで，グループを作成するシステムまたはグループを選択する。

2.［編集］－［新規作成］－［グループ］を選択する。
選択したシステムまたはグループにグループが作成されます。

3. 必要に応じて，［属性］タブでグループ名や備考を設定する。
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注意事項
グループ名は，同一階層内で重複しない名称を指定してください。

5.3.4　オブジェクトの作成
オブジェクトには，サービスオブジェクト，ホストオブジェクト，およびアプリケー
ションオブジェクトの 3種類があります。それぞれの手順を次に示します。

（1） サービスオブジェクトの作成手順

サービスオブジェクトを作成する手順を次に示します。サービスオブジェクトは，シス
テムまたはグループの下位に作成できます。

1. システム構成ツリーで，オブジェクトを作成するシステムまたはグループを選択す
る。

2.［編集］－［新規作成］－［サービス］を選択する。
［サービス追加］ウィザードが表示されます。

3. ウィザードに従って項目を設定します。
ウィザードの詳細については，「9.2.4　［サービス追加］ウィザード」を参照してくだ
さい。
選択していたシステムまたはグループに，サービスオブジェクトが作成されます。

注意事項
オブジェクト名は，オブジェクト間で重複しない名称を指定してください。

（2） ホストオブジェクトの作成手順

ホストオブジェクトを作成する手順を次に示します。ホストオブジェクトは，システム
またはグループの下位に作成できます。

1. システム構成ツリーで，オブジェクトを作成するシステムまたはグループを選択す
る。

2.［編集］－［新規作成］－［ホスト］を選択する。
［ホスト追加］ウィザードが表示されます。

3. ウィザードに従って項目を設定します。
ウィザードの詳細については，「9.2.5　［ホスト追加］ウィザード」を参照してくださ
い。
選択していたシステムまたはグループに，ホストオブジェクトが作成されます。

注意事項
オブジェクト名は，オブジェクト間で重複しない名称を指定してください。

（3） アプリケーションオブジェクトの作成手順

アプリケーションオブジェクトを作成する手順を次に示します。アプリケーションオブ
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ジェクトは，ホストオブジェクト，システムまたはグループの下位に作成できます。

1. システム構成ツリーで，アプリケーションオブジェクトを作成するホストオブジェク
ト，システムまたはグループを選択する。

2.［編集］－［新規作成］－［アプリケーション］を選択する。
［アプリケーション追加］ウィザードが表示されます。

3. ウィザードに従って項目を設定します。
ウィザードの詳細については，「9.2.6　［アプリケーション追加］ウィザード」を参照
してください。
選択していたホストオブジェクト，システムまたはグループにアプリケーションオブ
ジェクトが作成されます。

注意事項
• オブジェクト名は，オブジェクト間で重複しない名称を指定してください。
• ホストオブジェクトの下位に作成した場合，ホスト名は上位ホストオブジェクト
の情報が引き継がれます。変更できません。

• システムまたはグループの下位に作成した場合，ウィザードでの設定でホスト名
を新規に入力してください。

5.3.5　オブジェクトの詳細設定
作成したオブジェクトは，必要に応じて詳細を設定できます。システム構成ツリーでオ
ブジェクトを選択し，設定したい項目のタブを選択してください。それぞれのタブで設
定できる内容は次のとおりです。

•［属性］タブ
ツリー構成要素の基本情報を変更できます。

•［メトリック採取］タブ
メトリックごとに採取条件を設定できます。

•［メトリックしきい値］タブ
メトリックごとにしきい値を設定できます。

•［しきい値連続超過］タブ
メトリックごとに，しきい値の連続超過回数を設定できます。

•［インスタンスフィルター］タブ
インスタンスが複数ある場合に，監視対象とする，または監視対象外とするインスタ
ンスを個別に設定できます。

詳細は，「9.2.2　［Definer］（システム構成）画面」を参照してください。

5.3.6　監視システム構成定義の PAMDB登録
監視システム構成の定義が完了したら，PAMDBに登録します。監視システム構成定義
を登録するには，［Definer］（システム構成）画面で，［ファイル］－［PAMDBへの登
録］を選択します。なお，登録の際に監視システム構成の設定内容に誤りがあった場合
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は，［エラー項目一覧］画面が表示されます。

採取ツールが JP1/ESPまたは JP1/SSOの場合は，PAMDBに登録すると，採取ツール
の監視条件も設定されます。

補足事項
［Definer］（システム構成）画面の［オプション］－［設定項目チェック］で，監視
システム構成定義の設定内容に誤りがないかどうかをチェックできます。チェック
の結果，誤りがあった場合は［エラー項目一覧］画面が表示されます。なお，この
メニューを選択する，しないに関係なく，監視システム構成定義を PAMDBに登録
する際には，自動的に設定内容がチェックされます。

監視システム構成定義の一時保存
監視システム構成の定義内容を一時保存する場合は，［ファイル］－［一時保存］を
選択してください。ファイルは，次のディレクトリに保存されます。
インストール先ディレクトリ ¥view¥data

このファイルは一時保存用のファイルです。定義が完了したら PAMDBに登録して
ください。なお，このファイルを取り出して監視システム構成定義を復元できるの
は，一時保存してから PAMDBへ登録するまでの間に限ります。PAMDBに監視シ
ステム構成定義を登録すると，それまでに作成した一時保存ファイルは使用できな
くなります。

注意事項
編集中のシステム構成ツリーを破棄して，最初から設定し直す場合は，ツリー構成
要素をすべて削除してください。なお，ツリー構成要素を削除しても，PAMDBに
登録されたシステム構成ツリーは，過去の履歴として保存されています。削除する
オブジェクトの名称を再度利用したい場合は，「4.2.2(10)　Definerでのオブジェク
トの削除について」を参照してください。また，PAMDB内のデータもすべて削除
したい場合は，pamdbunsetupコマンドを実行して PAMDBを初期化することが必
要です。
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5.4　採取ツールでの監視条件設定
次に示す採取ツールを使用する場合は，採取ツール側で監視条件を設定する必要があり
ます。

• JP1/ESP（ユーザー定義サービスを監視）
• VPIS
• PFM

それぞれの設定手順を説明します。

5.4.1　JP1/ESP（ユーザー定義サービス）の監視条件設定
JP1/ESPのユーザー定義サービスを，PFM - Analysisの監視対象のサービスオブジェク
トに設定する場合，コマンド登録ファイルを PFM - Analysisに転送すると，［サービス
追加］ウィザードのプルダウンメニューに表示されるようになります。手順を次に示し
ます。

1. JP1/ESPでユーザー定義コマンドを作成し，作成したコマンドをコマンド登録ファイ
ルに登録する。
手順は，マニュアル「JP1/Extensible Service Probe」を参照してください。

2. JP1/ESPのコマンド登録ファイルを，ftpなどで PFM - Analysis Managerに転送する。
ファイルは，次のディレクトリの下に格納してください。
インストール先ディレクトリ ¥manager¥assist¥esp

3. Definerを起動して，監視システム構成を定義する。
Definerの起動中に，コマンド登録ファイルを格納した場合は，Definerを再起動し
てください。また，コマンド登録ファイルには，ほかのファイルと重複しない名称を
設定してください。

5.4.2　VPISの監視条件設定
VPISおよび Definerで，それぞれ監視条件を定義します。VPISで設定するサービスの
監視間隔は，JP1/PA - Adaptor動作条件定義ファイル（pam.conf）で設定している詳細
メトリックの時間粒度（デフォルトは 3分）と同じ値にしてください。VPISでの監視間
隔は，次のどちらかの方法で変更します。JP1/PA - Adaptor動作条件定義ファイルにつ
いては，マニュアル「JP1/Performance Analysis」を参照してください。

• VPISで変更する
Configuration Manager－ Probe Location Info－Measurement Intervalの値を，
PFM - Analysisの時間粒度に変更します。詳細については，マニュアル「JP1/
VantagePoint Internet Services」を参照してください。

• paaisconfコマンドを使用する
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詳細については，マニュアル「JP1/Performance Analysis」を参照してください。

なお，VPISで設定した監視対象サービスの情報を Definerで設定するときにプルダウン
メニューに表示させ，入力の負担を軽減できます。手順を次に示します。

1. VPISで監視対象サービスを設定する
設定方法は，マニュアル「JP1/VantagePoint Internet Services」を参照してくださ
い。

2. paaisconfコマンドを実行する。
VPISの設定内容が，ファイルに出力されます。コマンドの詳細については，マニュ
アル「JP1/Performance Analysis」を参照してください。

3. 手順 2で出力されたファイルを，ftpなどで PFM - Analysis Managerに転送する。
ファイルは，次のディレクトリの下に格納してください。
インストール先ディレクトリ ¥manager¥assist¥is

4. Definerを起動して，監視システム構成を定義する。
Definerの起動中にファイルを転送した場合は，Definerを再起動してください。

注意事項
VPISに監視条件を設定する場合，設定する値の長さに制限があります。制限を超え
る監視条件を設定すると VPISの監視は実行されますが，監視結果を PFM - 
Analysisに取り込むことはできません。設定値の制限を，サービスごとに次の表に
示します。

 

表 5-1　VPISで監視条件を設定する場合の値の制限

サービスの種
類

制限 英語表示の VPISでの該当個所

全サービス共
通

顧客名：32バイト以内 Customer Informationウィンドウの
Customer Name

サービスグループ名：50バイト以
内

Service Group Informationウィンドウの
Service Group Name

HTTP 測定対象のアドレス（URL）の長
さ，およびポート番号の長さの合
計：254バイト以内

HTTP-Web Pages Informationウィンド
ウの Address(URL)枠内およびWeb 
Server Port

HTTPS 測定対象のアドレス（URL），およ
びポート番号の合計：254バイト
以内

HTTPS-Secure Web Pages Information
ウィンドウの Address(URL)枠内および
Web Server Port

SMTP メール（SMTP）サーバとメール
宛先の合計：254バイト以内

SMTP-Mail Service Informationウィン
ドウの Email(SMTP) Serverおよび
Email Information枠内の Email 
Recipient
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（凡例）
－：制限なし

5.4.3　PFMの監視条件設定
PFMからデータを回収するには，PFM側で，PFM - Analysisのメトリックに対応する
パフォーマンスデータを PFM - Agentの Storeデータベースに記録するよう設定する必
要があります。設定は，パフォーマンスデータを格納するレコード単位で行います。
PFM - Analysisで標準提供するメトリック値を収集する場合に，Storeデータベースに
記録する設定が必要なレコードの一覧を次の表に示します。

表 5-2　Storeデータベースに記録する設定が必要なレコード一覧

POP3 メール（POP3）サーバとユーザー
の合計：254バイト以内

POP3-Mail Server Informationウィンド
ウの Email(POP3) Serverおよび Email 
User Information枠内の User

IMAP4 IMAPサーバとユーザーの合計：
254バイト以内

IMAP4-Email Service Informationウィ
ンドウの IMAP Serverおよび User 
Information枠内の User

DNS DNSサーバおよび検索するホスト
名の合計：254バイト以内

DNS-Domain Name Server Information
ウィンドウの DNS Server Information
枠内の DNS Serverおよび DNS Lookup 
Information枠内の Hostname to lookup

DHCP － －

FTP FTPサーバおよびユーザーの合
計：254バイト以内

FTP-File Server Informationウィンドウ
の FTP ServerInformation枠内の FTP 
Server および User Information枠内の
User

TCP － －

PFM - Agent製品名 レコード名（レコード ID）

PFM - Agent for SR HTTP（PI_HTP）

HTTPS（PI_HTPS）

SMTP（PI_SMTP）

POP3（PI_POP3）

IMAP4（PI_IMP4）

DNS（PI_DNS）

DHCP（PI_DHCP）

FTP（PI_FTP）

TCP（PI_TCP）

サービスの種
類

制限 英語表示の VPISでの該当個所
110



5.　監視システム構成の定義
Web Transaction Overview（PI_WTO）

User Defined Service（PI_UDEF）

PFM - Agent for Platform (Windows) System Overview（PI）

Processor Overview（PI_PCSR）

Logical Disk Overview（PI_LOGD）

Network Interface Overview（PI_NETI）

PFM - Agent for Platform (UNIX) System Summary Overview（PI）

CPU - Per Processor Detail（PI_CPUP）

File System Detail - Local（PD_FSL）

Device Detail（PI_DEVD）

Network Interface Detail（PI_NIND）

PFM - Agent for Cosminexus Java VM（PI_JVM）

Web Application（PI_WEBM）

Web Container（PI_WEBC）

URL Group（PI_WEBU）

JCA Resource（PI_JCAR）

Stateless Session Bean（PI_SLSB）

Stateful Session Bean（PI_SFSB）

Message-driven Bean（PI_MDB）

PFM - Agent for WebLogic Java VM（PI_JVM）

Web Applications（PI_WEBA）

Thread Pool（PI_THRP）

Stateless EJBs（PI_SLE）

Stateful EJBs（PI_SFE）

Entity EJBs（PI_ENTE）

JDBC Data Sources（PI_JDBC）

Servlets（PI_SVLT）

PFM - Agent for Oracle System Stat Summary Interval（PI）

Tablespace（PI_PDTS）

Data File Interval（PI_PIDF）

PFM - Agent for SQL Server Global Server Summary（PI）

Server Overview（PI_SERV）

Transaction Log Overview（PI_TLOG）

PFM - Agent製品名 レコード名（レコード ID）
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！！！！ 注意事項
 

• PFM - Agent for SRについては，PFM - Agent for SR側で計測しているサービスで，
PFM - Analysis側でも収集したいサービスに対応したレコードを，Storeデータベースに
記録する設定にしてください。

• レコードによっては，パフォーマンスデータを収集するために，Storeデータベースに記
録する設定のほか，別途エージェント側での作業が必要な場合があります。詳細について
は各 PFM - Agentのマニュアルを参照してください。

また，設定の際には，各パフォーマンスデータの収集間隔を，PFM - Analysis Manager
動作条件定義ファイル（pam.conf）で設定している詳細メトリックの時間粒度（デフォ
ルトは 3分）と同じ値に設定することをお勧めします。

Server Detail（PD）

Database Space Detail（PD_DS）

PFM - Agent for HiRDB HiRDB Statistical Information SYS（PI_SSYS）

RDAREA HiRDB File System Area（PI_RDFS）

DB Global Buffer Status for version 06-00，or later
（PI_GBUF）

RDAREA Status（PI_RDST）

Server Lock Control Status（PI_LKST）

System Summary Record（PI）

PFM - Agent for DB2 Cache on Database Interval（PI_DCAI）

Basic Information on Database Manager（PD）

Sort Status on Database（PD_DSOD）

SQL Statement on Database（PD_DSQD）

PFM - Agent for EAP WorkLoad Summary Interval（PI）

PFM - Agent for OpenTP1 System Summary（PI）

PFM - Agent for AJS2 AJS2 System Overview（PI）

PFM - Agent for Domino System Overview（PI）

PFM - Agent製品名 レコード名（レコード ID）
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5.5　システムの応用的な運用方法
ここでは，今まで説明した監視システム構成よりも応用的な構成について，運用方法と
設定手順を説明します。

5.5.1　Bottleneck Analyzerに表示されるビューを制限する
PFM - Analysis Viewマシンごとに，Bottleneck Analyzerで参照できるビューを制限で
きます。PFM - Analysis Viewごとに，稼働性能情報の参照や分析をする範囲を限定し
たい場合に利用できます。2台の PFM - Analysis Viewで，管理するビューを分けるシ
ステムの概要を，次の図に示します。

図 5-3　Bottleneck Analyzerで参照できるビューを制限したシステム

設定手順を次に示します。

1. PFM - Analysis Viewのビュー制限定義ファイル（pavlimit.conf）に，参照を許可する
ビュー名を指定する。
詳細については，「11.2.8　ビュー制限定義ファイル（pavlimit.conf）」を参照してく
ださい。

2. Bottleneck Analyzerを起動する。
参照を許可したビュー以外は，Bottleneck Analyzerに表示されないようになります。
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5.5.2　PFM - Analysis Viewごとに GUIの起動を制限する
PFM - Analysis Viewのマシンごとに，Definerや Bottleneck Analyzerを起動できない
ようにする設定ができます。設定専用マシンや分析専用マシンなど，役割ごとにマシン
を分ける場合に利用できます。2台の PFM - Analysis Viewで，起動する GUIを分ける
システムの概要を，次の図に示します。

図 5-4　起動する GUIを分けたシステムの概要

GUIの起動を制限する場合は，PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）
の［View Start］セクションで設定します。設定例を次に示します。

Definerの起動だけ許可する場合
[View Start]
start_definer= Y
start_ba= N

Bottleneck Analyzerの起動だけ許可する場合
[View Start]
start_definer= N
start_ba= Y

詳細については，「11.2.6　PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）」を
参照してください。
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5.5.3　メトリックを自動削除しないように設定する
PFM - Analysis Managerが取得したデータは一定期間が過ぎると PAMDBから自動的
に削除されます。自動削除しない設定手順を次に示します。

メトリックを自動削除しない設定
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）の
「mtr_autodel_flag」に「N」を設定して，PFM - Analysis Managerのサービス
を再起動してください。

注意事項
自動削除しない場合は，PAMDBの容量が大きくなっていくため，定期的にバック
アップを取得してから手動で削除するようにしてください。メトリックを手動で削
除する手順を次に示します。

メトリックを手動で削除する
1. PAMDBをバックアップする。
2. PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する。

PAM - PAMDBサービスは動作している必要があります。
3. pamdbcleanupコマンドまたは pamdbdeldataコマンドを実行する。
4. 手順 2で停止させた PFM - Analysis Managerのサービスを再起動する。

5.5.4　稼働性能情報を個別に削除する
PAMDBの稼働性能情報から，特定のオブジェクト，メトリックまたはインスタンスを
削除するには，pamdbdeldataコマンドを実行します。なお，pamdbdeldataコマンドの
実行時には，削除対象となる項目名またはインデックスを引数として指定する必要があ
ります。このような場合には，事前に pamdumpdefコマンドで一覧情報を出力すると便
利です。また，pamdumpdefコマンドでは，Definer上で削除済みの監視定義情報だけ
を一覧出力することもできます。

稼働性能情報をより確実に削除するためには，コマンドを次に示す順に実行すると効果
的です。各コマンドの詳細については，「10.　コマンド」を参照してください。

1. pamdumpdefコマンドを実行（PAMDB内の監視定義情報一覧の出力）
2. pamdbdeldataコマンドを実行（稼働性能情報の削除）
3. pamexportコマンドを実行（削除結果の確認）

次に，PAMDBから特定のメトリックを削除する例を示します。

1. pamdumpdefコマンドを実行し，PAMDB内の監視定義情報一覧をファイル出力する。
コマンドは次のように指定します。次の例では，一覧情報の出力ファイル名として
「result_dumpdef.csv」を指定しています。
pamdumpdef -c detail -t inst -s all -o result_dumpdef.csv

コマンド実行後，出力ファイルの一覧情報を基に，削除対象とするメトリックの情報
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を確認します。

2. pamdbdeldataコマンドを実行し，対象となる稼働性能情報を削除する。
コマンドは次のように指定します。
pamdbdeldata -f -o DBサーバ -m トランザクション数

コマンドが正常に実行された場合，コンソールに次に示すメッセージが出力されま
す。
KAVG22006-I データの削除が完了しました。

3. pamexportコマンドを実行し，正しく削除されたか確認する。
コマンドは次のように指定します。次の例では，エクスポート定義ファイルとして
「def_export.txt」，出力ファイルとして「result_export.csv」を指定しています。
pamexport -d def_export.txt -o result_export.csv

なお，エクスポート定義ファイル「def_export.txt」には，次の内容が定義されてい
ることとします。

コマンドが正常に実行された場合，コンソールに次に示すメッセージが出力されま
す。
KAVG19016-W 指定された期間において，DBサーバのトランザクション数の値が存在
しません。

5.5.5　コマンドを自動的に実行する
PFM - Analysisの警告メッセージが発行されたときに，電子メールを送信して管理者に
知らせるなど，自動的にコマンドを実行できます。実行するコマンドは，自動コマンド
実行定義ファイル（pamaction.conf）に指定します。詳細については，「11.2.3　自動コ
マンド実行定義ファイル（pamaction.conf）」を参照してください。

5.5.6　複数のインスタンスがあるメトリックの運用方法
インスタンスとは，一つのオブジェクトで，あるメトリックを複数取得できるような場
合のそれぞれのメトリックを指します。例えば，複数のドライブがあるマシンでは，
ディスク使用率の値を複数取得できます。このとき，それぞれのドライブがインスタン
スになります。

（1） インスタンスのメトリック値の平滑化

複数のインスタンスがある場合，それらの値を平滑化して，一つのメトリック値にしま
す。平滑化とは，平均値，最大値，最小値，合計値などで，複数のメトリック値を一つ
のメトリック値に変換することです。PFM - Analysisでは，平滑化された値をメトリッ
クとして扱い，危険度の判定などに使用します。デフォルトでは，個々のインスタンス

[Metric]
metric=DBサーバ,トランザクション数
[Data Class]
data_class=1
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の値は PAMDBに保存しません。

個々のインスタンスの値を PAMDBに保存して，分析に使用することもできます。例え
ば，インスタンスごとに相関分析を実行すると，どのインスタンスと相関が高いのかを
調査できるため，精度の高い分析を実行できます。個々のインスタンスの値も PAMDB
に保存する場合は，［Definer］（システム構成）画面の［メトリック採取］タブで設定し
ます。詳細については，「9.2.2(2)　［メトリック採取］タブ」を参照してください。

（2） 不要インスタンスの設定

個々のインスタンスの値を保存すると，PAMDBの容量が大きくなります。［Definer］
（システム構成）画面の［インスタンスフィルター］タブで，PAMDBに保存しないイン
スタンスを設定できます。不要インスタンスは PAMDBに保存されないため，分析には
使用できません。また，平滑化の対象にもなりません。未使用のポートの回線使用率な
どは，不要インスタンスに設定しておくことをお勧めします。不要インスタンスの設定
は，「9.2.2(5)　［インスタンスフィルター］タブ」を参照してください。

なお，データインポートの場合は，不要インスタンスの設定は適用されません。データ
インポート時のインスタンスのフィルタリングは，インポート定義ファイルにインポー
ト対象となるインスタンスを定義することで対応してください。

（3） 必要インスタンスの設定

複数のインスタンスを持つメトリックについて，実際には分析する上でほとんどのイン
スタンスが不要な場合があります。このような場合，必要インスタンスの設定をするこ
とで，特定のインスタンスだけを PAMDBに格納できます。この設定をすることで必要
なインスタンスだけが分析に使用されます。また，必要インスタンスに設定したインス
タンスだけが平滑化の計算対象となります。

設定手順は次のとおりです。GUIの詳細は「9.　画面」を参照してください。

1. インスタンスを保存する設定にする。
Definerの［メトリック採取］タブの［インスタンス保存］をチェックし，個別のイ
ンスタンスを保存する設定にします。オブジェクトごとに個別のインスタンスを保存
したいメトリックを設定します。

2. インスタンスの値を参照する。
Bottleneck Analyzerの［メイン］画面，または［インスタンスリスト］画面でイン
スタンスを表示し，さらに［グラフ］ボタンでインスタンスごとのグラフを表示しま
す。必要と思われるインスタンスがあれば，そのインスタンスインデックスを確認し
ておきます。

3. 必要インスタンスを設定する。
Definerの［インスタンスフィルター］タブで必要なインスタンスを設定します。設
定は，［インスタンスフィルター追加］画面で行います。［インデックス］フィールド
には，手順 2で確認したインスタンスインデックスのうち，「"（ダブルクォーテー
ション）」で囲まれた文字列を入力します。文字列は「:（コロン）」で区切られた順番
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どおりに［インデックス］フィールドの番号の若い順に入力します。

なお，必要インスタンスの設定は，PFM - Analysisでの平滑化の計算と PAMDBへの保
存をするときに適用されるフィルターとなります。必要インスタンスの設定をしても，
採取ツールで必要インスタンス以外のインスタンスが取得されなくなるわけではありま
せん。例えば，採取ツールが JP1/SSOの場合，必要インスタンスに指定した以外のイン
スタンスについても，JP1/SSO側で取得されます。

また，データインポートでインポートするメトリックについては，必要インスタンスの
設定は適用されません。データインポート時のインスタンスのフィルタリングは，イン
ポート定義ファイルにインポート対象となるインスタンスを定義することで対応してく
ださい。

（4） インスタンスインデックス

複数のインスタンスを区別するために，インスタンスインデックスという識別子が自動
的に付与されます。採取ツールごとのインスタンスインデックスを，次の表に示します。

表 5-3　インスタンスインデックス

5.5.7　インポートした過去のデータを Bottleneck Analyzerで
表示する

監視システム構成定義を作成した日時より以前のデータをインポートし，Bottleneck 
Analyzerで表示させる場合は，次の手順を実施してください。

ただし，最新の監視システム構成定義（Definerで表示されているもの）にインポート対
象となるオブジェクトが存在している必要があります。

採取ツール インスタンスインデックス

JP1/
ESP

複数のインスタンスを持つメトリックはない

VPIS 複数のインスタンスを持つメトリックはない

JP1/
SSO

メトリックがディスク使
用率の場合

監視対象がWindowsの場合
ディスクのドライブ名（C:¥など）

監視対象が UNIXの場合
ディスクのマウントポイント名（/optなど）

メトリックがディスク使
用率以外の場合

MIBのインスタンス識別子

PFM メトリックの元となっているパフォーマンスデータの
キー値がそのままインスタンスインデックスになる。
キーフィールドが複数ある場合は，キーフィールドご
とに「"（ダブルクォーテーション）」で囲み，「:（コロ
ン）」で区切って表す（例："index1":" index2"）

データのインポート 監視プログラムに依存
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＜手順＞
1. PAM - Analyzeサービスを停止する。
2. PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）の Analysisセク
ションに system_config_tree_unify=Yを定義する。

3. PAM - Analyzeサービスを起動する。
4. Bottleneck Analyzerを起動し，インポートしたデータが存在する期間の情報を
表示する。

これにより，過去の期間の情報を表示する場合でも，最新のシステム構成定義に従って
表示されるため，インポートしたデータを参照することができます。

ただし，最新の監視システム構成定義に存在しない（削除済み）オブジェクトは，
Bottleneck Analyzerでどの期間を表示しても表示されません。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルについては，「11.2.1　PFM - Analysis 
Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してください。
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6　 稼働性能の分析と予測
この章では，収集した稼働性能情報を基に，Bottleneck 
Analyzerで分析および予測を実行する手順を説明します。
Bottleneck Analyzerの画面項目の詳細については，「9.3　
Bottleneck Analyzerの画面」を参照してください。

6.1　分析の実行

6.2　予測の実行

6.3　外部プログラムの起動

6.4　レポートの作成

6.5　データのインポート

6.6　データのエクスポート
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6.1　分析の実行
稼働性能のボトルネック分析は，PFM - Analysis Viewの Bottleneck Analyzerで実行し
ます。Bottleneck Analyzerでは，PAMDBに格納されているメトリック値やメトリック
の危険度，オブジェクトのステータスなどを参照できます。危険度やステータスの変化
がアイコンで表示され，システムの稼働状況を把握できます。

Bottleneck Analyzerを使用して，収集した稼働性能情報からボトルネック分析を実行す
る手順を説明します。

6.1.1　Bottleneck Analyzerの起動
Bottleneck Analyzerの起動手順を次に示します。

1. Windowsの［スタート］メニューから，［プログラム］－［JP1_PFM - Analysis 
View］－［Bottleneck Analyzer］を選択する。
［マネージャー接続］画面が表示されます。

2. 項目を設定して，［OK］ボタンをクリックする。
［データ取得設定］画面が表示されます。
なお，接続ホスト名や分析用ポート番号を PFM - Analysis View接続先定義ファイル
（pavdest.conf）に記述しておくと，［マネージャー接続］画面のプルダウンメニュー
に表示されます。詳細については，「11.2.7　PFM - Analysis View接続先定義ファイ
ル（pavdest.conf）」を参照してください。

3. 項目を設定して，［取得］ボタンをクリックする。
［データ取得設定］画面で設定した期間のデータを読み込んだ［Bottleneck Analyzer］
（メイン）画面が表示されます。
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図 6-1　［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面

Bottleneck Analyzerの画面の詳細については，「9.3.3 ［Bottleneck Analyzer］（メイ
ン）画面」を参照してください。

6.1.2　警告メッセージの選択
PFM - Analysisでは，メトリックの危険度やオブジェクトのステータスが変化すると警
告メッセージを発行します。警告メッセージは，詳細メトリックに基づいて決定した危
険度とステータスについて発行されます。

警告メッセージを選択すると，その警告メッセージが発行された時点のオブジェクトや
メトリック値が Bottleneck Analyzerに再現され，分析を実行できるようになります。
手順を次に示します。

1.［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面で，［表示］－［警告メッセージ］を選択する。
［警告メッセージ］画面が表示されます。［警告メッセージ］画面には，Bottleneck 
Analyzer起動時にデータを取得した期間の警告メッセージが表示されます。

2. 分析したい事象の警告メッセージを選択する。

3.［表示］－［ジャンプ］を選択する。
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターが，選択した警告メッセージ
の発生時刻に設定され，関連するオブジェクトやメトリックが選択された状態になり
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ます。

なお，PFM - Analysisが発行する警告メッセージの詳細については，「9.3.12 ［警告
メッセージ］画面」を参照してください。

6.1.3　時刻コントローラーの操作
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻コントローラーで任意の日時を指定する
と，その時点のオブジェクトやメトリック値が再現され，分析を実行できるようになり
ます。時刻コントローラーの操作手順を次に示します。

1. 分析したい日時が，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の取得期間に含まれている
か確認する。
含まれていない場合は，［ファイル］－［データ取得］を実行して，分析したい時刻
を含むデータを PAMDBから取得してください。

2. 分析期間移動ボタンで，分析したい日時が分析期間表示バーに表示されるように設定
する。または［分析期間設定］ボタンをクリックして［分析期間設定］画面を表示さ
せ，分析したい期間を設定する。

3. 時刻ポインターを，分析したい時刻に合わせる。または［分析時刻指定］ボタンをク
リックして［分析時刻設定］画面を表示させ，分析したい時刻を設定する。
設定した日時のデータに基づいて，分析を実行できるようになります。

6.1.4　ステータス分析
ステータス分析では，停止中など，特定のステータスになっているオブジェクトを一覧
表示できます。時刻や期間を指定して，その範囲で停止していたオブジェクトを表示す
ることもできます。手順を次に示します。

1.［警告メッセージ］画面で，警告メッセージを選択する，または［Bottleneck 
Analyzer］（メイン）画面の時刻コントローラーを操作して，時刻ポインターおよび
［分析期間］を設定する。

2.［分析］－［ステータス分析］を選択する。
［ステータス分析 - 条件設定］画面が表示されます。

3. 分析条件を設定して，［分析］ボタンをクリックする。
［ステータス分析 - 分析結果］画面に分析結果が表示されます。

6.1.5　危険度分析
危険度分析では，指定した危険度に達しているオブジェクトやメトリックを一覧表示で
きます。時刻や期間を指定して，その範囲内で指定した危険度に達していたオブジェク
トやメトリックを表示することもできます。手順を次に示します。

1.［警告メッセージ］画面で，警告メッセージを選択する，または［Bottleneck 
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Analyzer］（メイン）画面の時刻コントローラーを操作して，時刻ポインターおよび
［分析期間］を設定する。

2.［分析］－［危険度分析］を選択する。
［危険度分析 - 条件設定］画面が起動します。

3. 分析の条件を設定し，［分析］ボタンをクリックする。
［危険度分析 - 分析結果］画面に分析結果が表示されます。

6.1.6　相関分析
相関分析では，指定したメトリックと相関が高いメトリックを抽出して表示できます。
手順を次に示します。

1.［警告メッセージ］画面で，警告メッセージを選択する，または［Bottleneck 
Analyzer］（メイン）画面の時刻コントローラーを操作して，時刻ポインターおよび
［分析期間］を設定する。

2. 分析対象とする現象メトリックを一つ選択する。
システム構成ツリーからオブジェクトを選択し，メトリックリストからメトリックを
選択してください。

3.［分析］－［相関分析］を選択する。
［相関分析 - 条件設定］画面が起動します。

4. 分析の条件を設定し，［分析］ボタンをクリックする。
［相関分析 - 分析結果］画面に分析結果が表示されます。

6.1.7　分析対象の絞り込み
ステータス分析，危険度分析，および相関分析では，オブジェクトタイプやメトリック
タイプで分析対象を絞り込んでから分析を実行できます。詳細については，「9.3　
Bottleneck Analyzerの画面」を参照してください。

6.1.8　メトリック値の表示
メトリック値は，グラフやリスト形式で表示できます。それぞれの表示手順を次に示し
ます。

（1） メトリック値のグラフ表示

メトリック値をグラフ表示して，推移を確認できます。複数のメトリック値を表示して，
比較することもできます。

（a）一つのメトリックだけをグラフに表示する

1.［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でグラフに表示したいメトリックを一つ選択す
る。
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2.［表示］－［単一メトリックグラフ］を選択する。
［単一メトリックグラフ］画面が表示されます。この画面から，トレンドやメトリッ
ク値の予測を表示できます。この画面から実行するメトリックのトレンドや予測につ
いては，「6.2　予測の実行」を参照してください。

（b）複数のメトリックをグラフに表示する

1.［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でグラフに表示したいメトリックを選択する。
メトリックは，PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）で指定した
グラフ線の色の定義数だけ選択できます。

2.［表示］－［複数メトリックグラフ］を選択する。
［複数メトリックグラフ］画面が表示されます。

補足事項
複数メトリックグラフでは，一度に複数のメトリックを表示できます。表示できる
グラフ線の本数はデフォルトでは最大 8本ですが，PFM - Analysis View動作条件定
義ファイルを書き換えることで最大 50本に拡張できます。

（2） メトリック値のリスト表示

メトリック値をリスト表示できます。メトリック値のリストは，メトリック値のグラフ
表示画面から表示します。［単一メトリックグラフ］画面または［複数メトリックグラ
フ］画面で，［表示］－［メトリック値リスト］を選択してください。
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6.2　予測の実行
Bottleneck Analyzerを使用して，将来の稼働性能を予測する手順を説明します。

6.2.1　メトリック値のトレンド表示
メトリック値が増加傾向にあるのか，減少傾向にあるのかのトレンドを表示できます。
トレンド表示は，［単一メトリックグラフ］画面から実行します。

1.［単一メトリックグラフ］画面で，［表示］－［トレンド］をチェックする。または，
［トレンド表示］チェックボックスをチェックする。
［単一メトリックグラフ］画面に，トレンド線が表示されます。トレンド分析条件を
設定していない場合は，デフォルトの条件が適用されたトレンド線が表示されます。

2.［単一メトリックグラフ］画面で，［分析］－［トレンド分析条件］を選択する。
［トレンド分析条件設定］画面が表示されます。

3. 分析条件を設定し，［OK］ボタンをクリックする。
設定した条件が適用されたトレンド線が表示されます。
トレンド線を表示しないようにするには，［単一メトリックグラフ］で［表示］－
［トレンド］を選択してチェックを外す，または［トレンド表示］チェックボックス
のチェックを外してください。

6.2.2　メトリック値の予測
指定した時間のメトリック値から，将来のメトリック値を予測できます。メトリック値
の予測は，［単一メトリックグラフ］画面から実行します。

1.［単一メトリックグラフ］画面で，［表示］－［予測］をチェックする。または，［予
測表示］チェックボックスをチェックする。
［単一メトリックグラフ］画面に，メトリック値の予測のグラフが表示されます。予
測条件を設定していない場合は，デフォルトの条件が適用されたグラフが表示されま
す。

2.［単一メトリックグラフ］画面で，［分析］－［予測条件］を選択する。
［予測条件設定］画面が表示されます。

3. 分析条件を設定し，［OK］ボタンをクリックする。
設定した条件が適用されたメトリック値の予測のグラフが表示されます。
メトリック値の予測のグラフを表示しないようにするには，［単一メトリックグラフ］
画面で［表示］－［予測］を選択してチェックを外す，または［予測表示］チェック
ボックスのチェックを外してください。

6.2.3　危険域到達時刻の予測
メトリックの値が，危険域に達する時刻を予測できます。手順を次に示します。
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1.［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面で，時刻コントローラーを操作して，［分析期
間］を設定する。
ここで指定した期間のデータを基に，危険域到達時刻を予測します。

2.［分析］－［危険域到達時刻予測］を選択する。
［危険域到達時刻予測 - 条件設定］画面が起動します。

3. 分析の条件を設定し，［分析］ボタンをクリックする。
［危険域到達時刻予測 - 分析結果］画面に分析結果が表示されます。なお，最終予測時
刻までに危険域に到達しないメトリックは，分析結果には表示されません。

6.2.4　メトリック値ランキング
メトリックの値の降順，または昇順に一覧表示できます。手順を次に示します。

1.［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面で，時刻コントローラーを操作して，時刻ポイ
ンターおよび［分析期間］を設定する。

2.［分析］－［メトリック値ランキング］を選択する。
［メトリック値ランキング－条件設定］画面が起動します。

3. 分析の条件を設定し，［分析］ボタンをクリックする。
［ソート方向］には，メトリック値が大きい順に表示する場合は［降順］，小さい順に
表示する場合は［昇順］を選択してください。
［メトリック値ランキング－分析結果］画面に分析結果が表示されます。

6.2.5　メトリックのしきい値の表示
グラフ画面上にメトリックのしきい値を表示し，メトリック値が正常域，警戒域，危険
域のうち，どの域にあるのかを確認できます。メトリックのしきい値は，［単一メトリッ
クグラフ］画面で表示できます。［単一メトリックグラフ］画面でメトリックのしきい値
を表示する手順を次に示します。

1.［単一メトリックグラフ］画面で，［表示］－［しきい値］をチェックする。または，
［しきい値表示］チェックボックスをチェックする。
［単一メトリックグラフ］画面にメトリックのしきい値が表示されます。

2.［単一メトリックグラフ］画面で，［表示］－［しきい値の表示方法］を選択し，サブ
メニューから［しきい値線］または［背景色変更］を選択する。
［しきい値線］を選択した場合は，危険しきい値と警戒しきい値を示す線が表示され
ます。［背景色変更］を選択した場合は，正常域，警戒域，危険域が，それぞれを示
す背景色で表示されます。

補足事項
表示されるしきい値は，そのメトリックに設定している最新の値が使用されます。
過去に異なるしきい値を設定して収集していた期間のメトリック値を表示した場合
も，最新のしきい値が表示されます。
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6.3　外部プログラムの起動
PFM - Analysisから，登録してある外部プログラムを起動できます。telnetなどのコマ
ンドや，ほかの監視プログラムなどを登録しておくことができます。外部プログラムの
登録については，「11.2.9　外部プログラム定義ファイル（pavprog.conf）」を参照してく
ださい。ここでは，外部プログラムの起動手順を説明します。

1. Bottleneck Analyzerで，コマンドを実行するオブジェクトを選択する。

2.［表示］－［外部プログラム実行］から，実行するプログラムを選択する。
登録してあるプログラムが実行されます。
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6.4　レポートの作成
収集した稼働性能情報や，Bottleneck Analyzerでの分析結果を，HTML形式のレポー
トとして出力できます。

6.4.1　稼働性能情報のレポート
PAMDBに格納されている稼働性能情報のレポートを作成できます。レポート定義ファ
イルを作成し，pavreportコマンドを実行してください。詳細については，「10.　コマン
ド」の「pavreport（レポートを出力する）」，および「11.2.12　レポート定義ファイル」
を参照してください。

6.4.2　分析結果のレポート
Bottleneck Analyzerの分析結果のレポートを作成できます。手順を次に示します。

1. Bottleneck Analyzerで［ファイル］－［レポート出力］を選択する。
［レポート出力設定］画面が表示されます。

2. レポート出力の条件を設定し，［レポート出力］ボタンをクリックする。
レポートが出力されます。

注意事項
レポート出力ファイル名には，日本語などの多バイト文字は指定できません。

補足事項
•［レポート出力設定］画面で指定した出力先ファイルがある場合は，上書きの確認
メッセージを表示します。また，レポートに画像が含まれる場合は，指定した
ファイル名に「00」から始まる通し番号を付与し，JPEG形式で保存します。

• 分析結果とグラフについては，過去に実行したものの中から出力したい画面を選
択して出力できます。また，その場で画面を再表示して出力内容を確認できます。

6.4.3　レポート用テンプレートファイル
レポート用テンプレートファイルは，Bottleneck Analyzerまたは pavreportコマンドか
らレポートを出力する場合の出力形式のテンプレートとして使用されるファイルです。
テンプレートファイルは，XSL形式で記述され，必要に応じてユーザーが XSL形式の範
囲内で背景色やタイトルの表示形式などをカスタマイズできます。ただし，カスタマイ
ズ方法ついては，XSL関連のドキュメントを参照してください。また，カスタマイズに
よってレポートが正しく出力されない場合は，デフォルトのテンプレートファイルをそ
のまま使用してください。

レポート用テンプレートファイルは，Bottleneck Analyzerで出力する場合と pavreport
コマンドで出力する場合とでファイルが異なります。
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表 6-1　レポート用テンプレートファイル

注意事項
レポート用テンプレートファイルは，XSL形式の範囲内で変更してください。レ
ポート出力する上でテキストや画像の置き換えに必要な記述があるため，それらを
不用意に変更するとレポートが正しく出力されないおそれがあります。

（1） テンプレートルール定義で使用される識別要素

<xsl:apply-templates select="XXX"/>または <xsl: template 

match="XXX">で，テンプレートルール定義として使用されます。テンプレートルール
定義は，移動はできますが，削除はできません。削除したい場合は，テンプレートルー
ル定義内の記述を削除してください。また，移動する場合は，テンプレートルール定義
ごと移動してください。テンプレートルール定義で使用する識別要素を次の表に示しま
す。

表 6-2　テンプレートルール定義で使用される識別要素

出力元 ファイル名 パス

Bottleneck Analyzer pavbarpttmpl.xsl インストール先ディレクトリ ¥view¥conf

pavreportコマンド pavrpttmpl.xsl

識別要素 説明

Report レポート全体のテンプレートルール定義のパターン。

DangerAnalysis 「危険度分析」出力用テンプレートルール定義で使用する要素
名。

DangerEstimate 「危険域到達時刻予測」出力用テンプレートルール定義で使用
する要素名。

MetricAnalysis 「メトリック値ランキング」出力用テンプレートルール定義で
使用する要素名。

PluralMetricGraph 「複数メトリックグラフ」出力用テンプレートルール定義で使
用する要素名。

WarningMessage 「警告メッセージ」出力用テンプレートルール定義で使用する
要素名。

SystemComposition 「システム構成」出力用テンプレートルール定義で使用する要
素名。

StatusAnalysis 「ステータス分析」出力用テンプレートルール定義で使用する
要素名。

SingleMetricGraph 「単数メトリックグラフ」出力用テンプレートルール定義で使
用する要素名。

CorrelationAnalysis 「相関分析」出力用テンプレートルール定義で使用する要素
名。
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（2） テキスト置換で使用される識別要素

次の表に示す識別要素は，<xsl: value-of select="XXX"/>で，テキスト置換に使

用されます。これらの識別要素は，タグ単位で移動，削除などができます。タグが削除
された項目は，レポート出力時に表示されなくなります。

表 6-3　テキスト置換で使用される識別要素

（3） 表示を制御するための識別要素

次の表に示す識別要素は，<xsl: if test="XXX">や <xsl: for-each 

select="XXX">などで，表示を制御するために使用されます。これらの識別要素は，

識別要素 説明

Title タイトル

AnalysisRange 分析範囲，対象期間

Value メトリック値

MetricName メトリック名

ObjectName オブジェクト名

Subject 現象メトリック，対象メトリック，対象，対象オブジェクト

Correlation 相関

AnalysisTime 分析時刻，対象時刻

ID 警告メッセージのメッセージ ID

Time • Bottleneck Analyzer出力時：警告メッセージ発生時刻
• pavreportコマンド出力時：作成日時

Message 警告メッセージのメッセージ

StartTime 開始時刻

EndTime 終了時刻

SelectTime 対象時刻

SearchRange 原因候補メトリック

Unit 単位

DispRange 表示範囲

Importance 重要度

SubjectMetric 対象メトリック

SubjectObject 対象オブジェクト

EstimateTime 予測危険到達時刻

CollectionMethod 集計方法

CollectedValue 集計メトリック値

Status ステータス

CollectRange 取得範囲
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タグ単位で移動，削除などができます。タグが削除された項目は，レポート出力時に表
示されなくなります。

表 6-4　表示を制御するための識別要素

（4） 分析結果やメトリック値リストを表示するための識別要素

次の表に示す識別要素は，分析結果やメトリック値リストを表示するために使用されま
す。これらの識別要素は，タグ単位で移動，削除などができます。タグが削除された項
目は，レポート出力時に表示されなくなります。

表 6-5　分析結果やメトリック値リストを表示するための識別要素

（5） そのほかの識別要素

次の表に示す識別要素は，テキスト置換，表示の制御，および分析結果やメトリック値
リストの表示以外で使用されます。これらの識別要素は，タグ単位で移動，削除などが
できます。タグが削除された項目は，レポート出力時に表示されなくなります。

表 6-6　そのほかの識別要素

識別要素 説明

RangeUnity レンジ統一（レンジ統一した場合）

Trend トレンド表示

Forecast 予測表示

Result/CorrelationInstance 相関分析の結果表示

Result/DangerInstance 危険度分析の結果表示

Result/EstimateInstance 危険域到達時刻予測の結果表示

Result/StatusInstance ステータス分析の結果表示

Result/MetricInstance メトリック値ランキングの結果表示

識別要素 説明

MetricList メトリック値リスト

MetricInfo

MetricInfoInstance

Danger 分析結果の危険度

MessageInstance 警告メッセージリスト

識別要素 説明

Supplement pavreportコマンドでの出力情報

Graph pavreportコマンド出力時のグラフルール

Image pavreportコマンド出力時のイメージルール
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NoImage pavreportコマンド出力時のイメージルール
（イメージが生成できなかった場合）

NoImage/NoMetricData イメージ生成失敗の理由
（メトリック値が存在しない）

NoImage/InvalidGraphVscale イメージ生成失敗の理由
（縦軸指定エラー）

NoImage/
InvalidGraphVscaleValue

イメージ生成失敗の理由
（縦軸目盛りの間隔指定エラー）

NoImage/
InvalidGraphHscaleValue

イメージ生成失敗の理由
（横軸目盛りの間隔指定エラー）

Literal 危険度を表す文字列

Color 危険度の色

識別要素 説明
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6.5　データのインポート
任意の監視プログラムで収集した稼働性能情報を PAMDBにインポートして，PFM - 
Analysisで分析を実行できるようになります。インポートの流れを，次の図に示します。

図 6-2　データインポートの流れ

それぞれの手順を説明します。

1. 監視システム構成の定義
Definerを使用して，インポートするオブジェクトを定義します。メトリックの採取
ツールタイプには，「インポート」を設定してください。

2. インポート定義ファイルの作成
インポートする稼働性能情報ごとにインポート定義ファイルを作成します。インポー
ト定義ファイルの記述形式は，「11.2.10　インポート定義ファイル」を参照してくだ
さい。

3. pamimportコマンドの実行
PFM - Analysis Managerで pamimportコマンドを実行して，稼働性能情報を
PAMDBに格納します。

PFM，JP1/AppManager，NNM，JP1/SSOなどで出力したデータをインポートできま
す。そのほかの監視プログラムでも，PFM - Analysisでインポートできるファイル形式
でデータを出力できる場合はインポートできます。PFM - Analysisがインポートできる
ファイル形式については，「2.7.1　データのインポート」を参照してください。それ以外
のデータをインポートしたい場合は，PFM - Analysisでインポートできる形式に変換し
てください。

次に，PFM，JP1/AppManager，NNM，JP1/SSOのデータをインポートする場合の運
用例を説明します。また，複数のインスタンスがある稼働性能情報をインポートする例
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も説明します。

なお，以降では監視プログラムでのエクスポート，PFM - Analysisのインポート定義
ファイルの作成，インポートコマンドの実行について説明します。PFM - Analysisで監
視システム構成を定義する手順については，「5.　監視システム構成の定義」を参照して
ください。

6.5.1　PFMのデータをインポートする例
PFM - Agentが収集したパフォーマンスデータをインポートできます。ここでは，CPU
使用率のデータを，PFM - Analysisにインポートする例を説明します。

（1） PFMからのエクスポート

次のどちらかの手順で，PFMのデータをエクスポートしてください。

• レポートウィンドウから，テキストファイルに出力する。
• jpcreportコマンドを実行して，テキストファイルに出力する。

この例では，次の条件でエクスポートします。

• エクスポートするデータ：System Overview（PI）レコードの「Date and Time」お
よび「CPU%」フィールド

• レポート表示期間：過去 1時間以内
• レポート間隔：分
• エクスポートファイル名：pfm.out

エクスポートしたファイルの例を次に示します。

 
CPU
Date and Time,CPU %
2006/04/04 09:00:00,7.469313
2006/04/04 09:01:00,18.824753
2006/04/04 09:02:00,7.9874706
2006/04/04 09:03:00,4.754441
2006/04/04 09:04:00,4.422477
2006/04/04 09:05:00,2.7175333
－中略－
2006/04/04 09:55:00,47.763912
2006/04/04 09:56:00,56.81818
2006/04/04 09:57:00,16.719078
2006/04/04 09:58:00,22.75916
2006/04/04 09:59:00,21.302084
2006/04/04 10:00:00,9.154929

（2） インポート定義ファイルの作成

インポート定義ファイルの例を次に示します。インポート定義ファイルは，
「pfm_to_pam.conf」という名称で保存します。

 
[Target]
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object_name=host1
metric_name=CPU使用率
[File Format]
delimiter=COMMA
start_row=4
time_format=1
date_column=1
time_column=1
[Instance]
instance_flag=0
# instance_type=
instance_column=2
# instance_identifier_column=
# instance_identifier=
instance_index=CPU1
[Option]
# fill_deficit=
# particle_size_correction=
# add_terminal_data=

（3） インポートコマンドの実行

PFM - Analysis Managerで，pamimportコマンドを実行します。実行例を次に示しま
す。

pamimport -d C:¥importdata¥pfm_to_pam.conf -t C:¥importdata¥pfm.out

6.5.2　JP1/AppManagerのデータをインポートする例
JP1/AppManagerエージェントが収集したパフォーマンスデータをインポートできます。
ここでは，CPULoadedのデータを，PFM - Analysisにインポートする例を説明します。

（1） JP1/AppManagerからのエクスポート

JP1/AppManagerチャートコンソールで，グラフをテキストファイルに出力してくださ
い。なお，データ区切りにはタブを指定してください。この例では，「appmanager.out」
というファイルにエクスポートします。エクスポートしたファイルの例を次に示します。

 
NetIQ 3D Chart
Copyright NetIQ Corporation, 1997 - 2001.
All Rights Reserved.
------------------------------------------
Date  Time  host1: PROCESSOR Utilization - CPU# 0^^%
04/13/2006  17:58:00  
04/13/2006  18:01:00  37.67
04/13/2006  18:04:00  36.20
04/13/2006  18:07:00  35.90
04/13/2006  18:10:00  35.02
04/13/2006  18:13:00  39.38
－中略－
04/14/2006  09:49:00  38.43
04/14/2006  09:52:00  50.04
04/14/2006  09:55:00  51.52
04/14/2006  09:58:00  45.26
04/14/2006  10:01:00  45.06
04/14/2006  10:04:00
------------------------------------------
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End of file.

（2） インポート定義ファイルの作成

インポート定義ファイルの例を次に示します。インポート定義ファイルは，
「appmanager_to_pam.conf」という名称で保存します。

 
[Target]
object_name=host1
metric_name=CPU使用率
[File Format]
delimiter=TAB
start_row=7
time_format=6
date_column=1
time_column=2
[Instance]
instance_flag=0
# instance_type=
instance_column=3
# instance_identifier_column=
# instance_identifier=
instance_index=CPU1
[Option]
# fill_deficit=
# particle_size_correction=
# add_terminal_data=

（3） インポートコマンドの実行

PFM - Analysis Managerで，pamimportコマンドを実行します。実行例を次に示しま
す。

pamimport -d C:¥importdata¥appmanager_to_pam.conf -t 
C:¥importdata¥appmanager.out

コマンドを実行すると，二つの行を日時フォーマット不正とみなして無視したことを表
す警告が出力されます。この警告は，JP1/AppManagerからエクスポートしたファイル
の最後についている 2行のフッター部分を無視したことを表すもので，インポートの実
行には問題ありません。この警告を出さないようにするためには，フッター部分を削除
してからインポートするようにしてください。

6.5.3　NNMのデータをインポートする例
SNMPエージェントから収集したMIB値をインポートできます。

（1） NNMからのエクスポート

NNMで，snmpColDumpコマンドを実行して，データをエクスポートしてください。
この例では，「nnm.out」というファイルにエクスポートします。エクスポートしたファ
イルの例を次に示します。

 
2006/04/02 13:03:37    host1.soft.hitachi.co.jp      7.00439
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2006/04/02 13:09:37    host1.soft.hitachi.co.jp      5.57222
2006/04/02 13:12:37    host1.soft.hitachi.co.jp      5.91045
2006/04/02 13:15:37    host1.soft.hitachi.co.jp      5.2883
－中略－
2006/04/02 13:20:37    host1.soft.hitachi.co.jp      7.87222
2006/04/02 13:23:37    host1.soft.hitachi.co.jp      2.98333
2006/04/02 13:26:37    host1.soft.hitachi.co.jp      7.55556
2006/04/02 13:29:37    host1.soft.hitachi.co.jp      3.76667
2006/04/02 13:32:37    host1.soft.hitachi.co.jp      2.96667

（2） インポート定義ファイルの作成

インポート定義ファイルの例を次に示します。インポート定義ファイルは，
「nnm_to_pam.conf」という名称で保存します。

 
[Target]
object_name=host1
metric_name=CPU使用率
[File Format]
delimiter=TAB
start_row=1
time_format=1
date_column=1
time_column=1
[Instance]
instance_flag=0
# instance_type=
instance_column=3
# instance_identifier_column=
# instance_identifier=
instance_index=CPU1
[Option]
# fill_deficit=
# particle_size_correction=
# add_terminal_data=

（3） インポートコマンドの実行

PFM - Analysis Managerで，pamimportコマンドを実行します。実行例を次に示しま
す。

pamimport -d C:¥importdata¥nnm_to_pam.conf -t C:¥importdata¥nnm.out

注意事項
複数のホストのMIB値がエクスポートされる場合は，インポート対象のホストの
データだけがエクスポートされるようにしてください。

6.5.4　JP1/SSOのデータをインポートする例
SNMPエージェントから収集したリソース情報をインポートできます。ここでは，「トー
タル CPU」のデータを，PFM - Analysisにインポートする例を説明します。

（1） JP1/SSOからのエクスポート

次のどちらかの手順で，JP1/SSOのデータをエクスポートしてください。
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• ssoextractlogコマンドを実行して，テキストファイルに出力する。
•［リソース収集データ参照］ウィンドウから，テキストファイルに出力する。

この例では，ssoextractlogコマンドを実行して，「sso.out」というファイルにエクス
ポートします。エクスポートしたファイルの例を次に示します。

 
コンピュータ:CPU利用率,host1,0,%
収集日,収集時刻,トータルCPU,ユーザCPU,システムCPU,ウエイトCPU
2006/04/05,20:32:46,10.66,2.68,7.98,-
2006/04/05,20:35:46,13.24,2.95,10.30,-
2006/04/05,20:38:46,4.77,0.91,3.85,-
2006/04/05,20:41:46,7.01,1.58,5.43,-
2006/04/05,20:44:46,4.89,0.82,4.07,-
－中略－
2006/04/05,21:15:46,15.16,6.63,8.53,-
2006/04/05,21:18:46,11.24,3.03,8.21,-
2006/04/05,21:21:46,4.85,0.84,4.00,-
2006/04/05,21:24:46,6.79,2.00,4.80,-
2006/04/05,21:27:46,10.01,3.10,6.91,-
最大,,15.16,6.63,10.30,-
最小,,4.77,0.82,3.85,-
平均,,8.80,2.75,6.05,-

（2） インポート定義ファイルの作成

インポート定義ファイルの例を次に示します。インポート定義ファイルは，
「sso_to_pam.conf」という名称で保存します。

 
[Target]
object_name=host1
metric_name=CPU使用率
[File Format]
delimiter=COMMA
start_row=3
time_format=5
date_column=1
time_column=2
[Instance]
instance_flag=0
# instance_type=
instance_column=3
# instance_identifier_column=
# instance_identifier=
instance_index=CPU1
[Option]
# fill_deficit=
# particle_size_correction=
# add_terminal_data=

（3） インポートコマンドの実行

PFM - Analysis Managerで，pamimportコマンドを実行します。実行例を次に示しま
す。

pamimport -d C:¥importdata¥sso_to_pam.conf -t C:¥importdata¥sso.out

コマンドを実行すると，三つの行を日時フォーマット不正とみなして無視したことを表
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す警告が出力されます。この警告は，JP1/SSOからエクスポートしたファイルの最後に
ついている 3行のフッター部分を無視したことを表すもので，インポートの実行には問
題ありません。この警告を出さないようにするためには，フッター部分を削除してから
インポートするようにしてください。

6.5.5　複数のインスタンスを持つ稼働性能情報をインポート
する例

複数のインスタンスを持つ稼働性能情報をインポートする場合，複数のインスタンス値
が同じ行に出力されているか，異なる行に出力されているかで，インポート定義ファイ
ルの記述が異なります。

（1） 複数のインスタンス値が同じ行に出力されている場合のインポート
定義ファイル

複数のインスタンス値が同じ行に出力されている場合の形式を次に示します。

図 6-3　複数のインスタンスを同じ行に出力した例

このような形式のファイルをインポートする場合の，インポート定義ファイルの例を次
に示します。

 
－略－
[File Format]
delimiter=COMMA
start_row=2
time_format=1
date_column=1
time_column=1
 
[Instance]
instance_flag=1
instance_type=0
instance_column=2,3
# instance_identifier_column=
# instance_identifier=
instance_index=1,2
－略－
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（2） 複数のインスタンス値が異なる行に出力されている場合のインポー
ト定義ファイル

複数のインスタンス値が異なる行に出力されている場合の形式を次に示します。

図 6-4　複数のインスタンスを異なる行に出力した例

このような形式のファイルをインポートする場合の，インポート定義ファイルの例を次
に示します。

 
－略－
[File Format]
delimiter=COMMA
start_row=2
time_format=1
date_column=1
time_column=1
 
[Instance]
instance_flag=1
instance_type=1
instance_column=3
instance_identifier_column=2
instance_identifier=1,2
instance_index=1,2
－略－
 

なお，複数のインスタンス値が異なる時刻で出力されている場合は，収集のタイミング
が異なる別々のデータとして扱います。図 6-5のような場合は，2006/04/18 10:00:00に
は，インスタンスが 1と 2だけ，2006/04/18 10:00:01にはインスタンスが 3だけが収集
できたものとして扱います。
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図 6-5　複数のインスタンスが異なる時刻で出力されている例

6.5.6　インポートの注意事項
データをインポートする場合の注意事項を説明します。

（1） 重複するデータが PAMDBにある場合

前回インポートしたデータと今回インポートするデータで重複するデータ取得時間帯が
ある場合，重複しない時刻のデータだけをインポートし，重複する時刻のデータはイン
ポート済みのデータを使用します。

（2） 複数のメトリックが一つのファイルに出力されている場合

複数のメトリック値が一つのファイルに出力されている場合でも，インポート定義ファ
イルは，インポートしたいメトリックの数だけ定義してください。

（3） ステータスメトリックについて

ステータスメトリックはインポートできません。

（4） 危険度変化の警告メッセージについて

データをインポートした場合，危険度変化の警告メッセージは発行されません。危険度
変化の警告メッセージについては，「2.3.2　メトリックの危険度」を参照してください。

（5） 監視システム構成定義の登録より前のデータについて

監視システム構成定義にインポート対象となるオブジェクトを登録した日時より前の
データをインポートする場合，通常の運用では，Bottleneck Analyzerでデータを表示す
ることができません。このような場合は，「5.5.7　インポートした過去のデータを
Bottleneck Analyzerで表示する」を参照してください。

（6） 複数のインスタンスをインポートしたい場合

複数のインスタンスをインポートしたい場合は，複数のインスタンス値を一つのファイ
ルに出力し，1回のインポートでまとめてインポートするようにしてください。
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（7） インポートしたメトリック値の削除について

インポートしたメトリック値を削除したい場合は，pamdbdeldataコマンドを実行しま
す。なお，メトリック値を削除している間は，分析および設定はしないでください。メ
トリック値を削除する手順を次に示します。

1. PAMDBをバックアップする。
バックアップ手順は，「3.4.1　バックアップ」を参照してください。

2. Definerおよび Bottleneck Analyzerを停止する。

3. pamdbdeldataコマンドを実行する。
詳細については，「10.　コマンド」の「pamdbdeldata（PAMDBのデータを削除す
る）」を参照してください。

（8） メトリックの時間粒度を変更した場合

詳細メトリックの時間粒度，サマライズメトリックの時間粒度を変更した直後にイン
ポートする場合は，必ず PAM - Collectサービスを再起動してからインポートを実施して
ください。

詳細メトリックの時間粒度，サマライズメトリックの時間粒度の設定については，
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してくだ
さい。

（9） インポート定義ファイルでインポートするインスタンス数を増やし
た場合

インポート対象となるメトリックをインスタンス保存する設定にしており，かつ，イン
ポート定義ファイルに指定するインスタンス数を，前回のインポート時に指定したイン
スタンス数より増やした場合，インポート実施後に必ず PAM - Collectサービスを再起動
してください。

（10） インポート対象となるメトリックにデータが存在する場合

インポート対象となるメトリックにデータが存在する場合，存在するデータの最新日時
以前のデータはインポートできません。

（11） インポートするデータの時間間隔が詳細メトリックの時間粒度と異
なる場合

インポートするデータの時間間隔が，詳細メトリックの時間粒度と異なる場合は，イン
ポート定義ファイルで時間粒度の補正方法を指定してください。時間粒度の補正方法に
は，「サンプリング粒度補正」と「平均粒度補正」があり，インポート定義ファイルの
Optionセクションの particle_size_correctionキーで指定できます。指定しない場合は，
「サンプリング粒度補正」が仮定されます。各補正方法について以下に説明します。

なお，以下の説明で使用している「メトリック時刻」とは，詳細メトリックの時間粒度
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で補正された時刻のことです。

詳細メトリックの時間粒度の設定については，「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作
条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してください。

• サンプリング粒度補正について

(a)有効となるインポートデータの時刻範囲
メトリック時刻を中心に前後「詳細メトリックの時間粒度× 0.8」の間に含まれ
るもの

(b)メトリック値の選定方法
(a)の範囲に含まれる一番過去の（古い）時刻のデータ

　

• 平均粒度補正について

(a)有効となるインポートデータの時刻範囲
メトリック時刻から「メトリック時刻＋詳細メトリックの時間粒度－１秒」の間
に含まれるもの

(b)メトリック値の選定方法
(a)の範囲に含まれるデータの時刻ごとに平滑化された値の平均値
なお，個々のインスタンスの値は，(a)の範囲に含まれる当該インスタンスのデー
タの平均値になる。
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6.6　データのエクスポート
PFM - Analysisで収集した稼働性能情報を，ファイルにエクスポートできます。エクス
ポートしたファイルの形式については，「2.7.2　データのエクスポート」を参照してくだ
さい。エクスポートの手順を次に示します。

1. エクスポート定義ファイルの作成
エクスポートするメトリックやデータの種類を指定します。エクスポート定義ファイ
ルの記述形式については，「11.2.11　エクスポート定義ファイル」を参照してくださ
い。

2. pamexportコマンドの実行
PFM - Analysis Managerで pamexportコマンドを実行すると，稼働性能情報がファ
イルに出力されます。詳細については，「10.　コマンド」の「pamexport（データを
エクスポートする）」を参照してください。
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7　 Webトランザクションの監
視
採取ツールとして JP1/ESPを使用している場合は，複数の
HTTP(S)のリクエスト・レスポンスから成る一連の作業を
Webトランザクションとして監視できます。この章では，Web
トランザクション監視の概要，定義方法，および監視方法につ
いて説明します。なお，Webトランザクションを定義する
Web Recorderの画面については，「9.4　Web Recorderの画
面」を参照してください。

7.1　Webトランザクション監視の概要

7.2　Webトランザクション定義の流れ

7.3　Webトランザクションの定義

7.4　Webトランザクションの監視条件の設定

7.5　監視システム構成への追加

7.6　Webトランザクションサービスの監視
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7.1　Webトランザクション監視の概要

JP1/ESPを採取ツールとして使用している場合，複数の HTTP(S)のリクエスト・レス
ポンスから成る一連の作業を一つのWebトランザクションとして計測できます。これに
よって，Webサーバの監視だけでなく，ログインを必要とするWebアプリケーションの
監視もできます。Webトランザクションの監視では，Webトランザクションの応答時間
を計測します。また，その計測結果が PFM - Analysisのメトリックとなります。なお，
計測時のエラー，タイムアウト，またはレスポンス判定エラーが発生した場合は，オブ
ジェクトのステータスが停止になり警告メッセージが出力されます。

また，Webトランザクション全体の監視のほか，次について監視できます。
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図 7-1　Webトランザクション監視の概要

（1） 任意のページ遷移の応答性能計測

任意のページ遷移の応答性能を計測できます。任意のページ遷移の応答性能を計測する
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場合は，ページの遷移範囲をスコープとして定義します。スコープは 8個まで定義でき
ます。スコープとして定義するページ遷移の範囲は，ほかのスコープで定義した範囲と
重複してもかまいません。スコープの定義例を次の図に示します。

Webトランザクションの監視では，Webトランザクション全体の応答時間だけでなく任
意のページ遷移についての応答時間についても監視できます。任意のページ遷移を監視
する場合は，ページ遷移の範囲をスコープとして定義します。

図 7-2　スコープの定義例

上記の例の場合，各スコープの監視項目は次のようになります。

• トランザクション全体
ログイン画面取得からログイン，送信メール一覧取得，受信メール一覧取得に要した
時間

• スコープ 1
ログイン画面取得からログインまでに要した時間など

• スコープ 2
ログイン画面取得から送信メール一覧取得までに要した時間など

• スコープ 3
送信メール一覧の取得に要した時間など

• スコープ 4
受信メールの取得に要した時間など

このように，一つのWebトランザクションについて，スコープを定義することによって
各処理の性能を計測できます。

（2） レスポンス判定

レスポンス判定情報を定義することによって，トランザクション監視中の応答内容を
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チェックし，監視対象の異常を検知できます。

ログインに失敗しても再度ログイン画面が表示されるなど，HTTPプロトコルレベルで
は成功していても，Webトランザクションの監視は失敗と扱いたい場合は，レスポンス
判定情報を定義して，応答内容をチェックしてください。

（3） 埋め込みリソースの取得

埋め込みリソースを取得するよう定義することによって，監視時に自動的に埋め込みリ
ソースを取得できます。監視時に取得したHTMLを解析し，次の表に示すタグおよび属
性名の値に指定されているリソースを取得します。

表 7-1　埋め込みリソースの取得対象

注
タグ名および属性名は，大文字・小文字を区別しません。

タグ名 属性名

applet code

body background

embed src

img src

object data

script src
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7.2　Webトランザクション定義の流れ

Webトランザクションの定義は，PFM - Analysis ViewのWeb Recorderで行います。
Web Recorderには，次の二つのモードがあります。

• IEモード
Web Recorderから IEの画面をウィンドウに呼び出し，そのウィンドウ上で実行する
ブラウザー操作を記録することによってWebトランザクションを定義するモードで
す。最初にアクセスする URLを入力することで IE画面を表示できます。

• 直接入力モード
IEの画面を使用しないで，直接URLを入力することでWebトランザクションを定義
するモードです。

それぞれのモードでの，Webトランザクション定義の流れを次に示します。
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図 7-3　Webトランザクション定義の流れ
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7.3　Webトランザクションの定義

Web Recorderを使ってWebトランザクションを定義する手順を説明します。

事前準備
Webトランザクションの定義を開始する前に，Webトランザクションとして定義す
る一連の処理を決定しておいてください。また，IEモードで定義する場合は最初に
アクセスする URLを，直接入力モードで定義する場合はアクセスするすべての
URLを控えておいてください。

注意事項
Web Recorderでは，動的セッション管理対応の可変文字列や代替文字列，文字セッ
トの指定および，ステップ IDの指定は定義できません。定義する場合は，作成した
Webトランザクションファイルをテキストエディターなどで編集し，定義してくだ
さい。

7.3.1　ステップ情報の定義
Webトランザクションでアクセスするページの情報をステップ情報として定義します。
Web Recorderには，IEモードと直接入力モードの二つの定義モードがあり，それぞれ
のモードによってステップ情報の定義方法は異なります。

• IEモードの場合
［Web Recorder］（メイン）画面の［IEウィンドウ］でブラウザー操作を行うことに
よってステップ情報を自動記録します。

• 直接入力モードの場合
アクセスするページのステップ情報の一つ一つを手入力で定義していきます。

ステップ情報の項目一覧と，IEモードの場合に自動記録される項目および直接入力モー
ドの場合に設定が必要な項目を次の表に示します。

表 7-2　ステップ情報の項目一覧と必須項目

項目 IEモード 直接入力モード

URL 自動記録 設定必須

タイトル 自動記録 －

フレーム名 自動記録 －

メソッド 自動記録 設定必須

Content-Type 自動記録 －※ 6

メッセージボディ 自動記録 －※ 6

Cookie － －

Web認証 Web認証を行う － －
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（凡例）
－：自動記録されない，または設定が必須でない項目。

注※ 1
Web認証をする場合は直接入力が必要。

注※ 2
Web認証をする場合で，かつ JP1/ESPパスワードユーティリティを使用しない場合は直接入
力が必要。

注※ 3
プロキシの設定で［このプロパティの値を使用］を選択した場合は直接入力が必要。

注※ 4
プロキシ認証をする場合は直接入力が必要。

注※ 5
プロキシ認証をする場合で，かつ JP1/ESPパスワードユーティリティを使用しない場合は直接
入力が必要。

注※ 6
POSTメソッドを使用する場合は必須項目。

注※ 7
Web認証をする場合は必須項目。

注※ 8
Web認証をする場合で，かつ JP1/ESPパスワードユーティリティを使用しない場合は必須項
目。

注※ 9
プロキシの設定で［このプロパティの値を使用］を選択した場合は必須項目。

注※ 10

Web認証ユーザー名 －※ 1 －※ 7

ESPパスワードユーティ
リティを使用

－ －

Web認証パスワード －※ 2 －※ 8

プロキシ プロキシ設定 － －

プロキシホスト名 －※ 3 －※ 9

プロキシポート番号 －※ 3 －※ 9

プロキシ認証を行う － －

プロキシユーザー名 －※ 4 －※ 10

ESPパスワードユーティ
リティを使用

－ －

プロキシパスワード －※ 5 －※ 11

レスポンス判定条件 － －

項目 IEモード 直接入力モード
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プロキシ認証をする場合は必須項目。

注※ 11
プロキシ認証をする場合で，かつ JP1/ESPパスワードユーティリティを使用しない場合は必須
項目。

各モードの定義方法について説明します。

（1） IEモードの場合

IEモードでステップ情報を記録する手順を次に示します。

1. Windowsの［スタート］メニューから［プログラム］－［JP1_PFM - Analysis View］
－［Web Recorder］を選択する。
［Web Recorder］（メイン）画面が表示されます。

2.［トランザクション］－［新規作成］を選択する。
［Webトランザクションの作成］画面が表示されます。

3.［Webトランザクションファイル名］に保存先のWebトランザクションファイル名
を，［Webトランザクション名］に定義するWebトランザクションの名前を指定し，
［OK］ボタンをクリックする。

注意事項
Webトランザクション名は，同じWebトランザクションファイルの中で一意の
名称を指定してください。また，半角の「|（ストローク）」は使用しないでくだ

さい。

4.［Web Recorder］（メイン）画面の［アドレス］に，最初にアクセスするページの
URLを入力し，［移動］ボタンをクリックする。
［IEウィンドウ］に入力した URLのページが表示されます。

5.［IEウィンドウ］でブラウザー操作を行う。
アクセスした URLに関するステップ情報が自動記録され，［URLリスト］にアクセ
ス先 URLが追加されます。

6. 必要に応じてステップ情報のカスタマイズ，スコープの設定を行う。
ステップ情報のカスタマイズは「7.3.2　ステップ情報のカスタマイズ」を，スコープ
の設定は「7.3.3　スコープの設定」を参照してください。

7. 必要に応じて監視条件を設定する。
監視条件の設定については，「7.4　Webトランザクションの監視条件の設定」を参照
してください。

8.［トランザクション］－［上書き保存］を選択する。
Webトランザクションファイルは，次のディレクトリに格納されます。
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

注意事項
156



7.　Webトランザクションの監視
IEモードでの定義の際は，次の点に注意してください。
•［IEウィンドウ］の動作は，PFM - Analysis Viewがインストールされているマシ
ンの IEの設定などに依存します。したがって，Webトランザクションを定義す
る際，IEの動作に影響を与えるようなアプリケーションが動作している環境下で
は，Web Recorderは IEが受ける影響と同じ影響を受けることになります。

•［IEウィンドウ］内に表示されるページで，ウィンドウのリサイズなど，ウィン
ドウ自体を制御するスクリプトを実行した場合，正常に動作しないことがありま
す。なお，新規にウィンドウを起動してページを表示するようなスクリプトは実
行できます。ただし，この場合のウィンドウは［IEウィンドウ］と同じ形式で表
示され，通常 IEにあるようなメニューなどは表示されません。［IEウィンドウ］
から起動した新規のウィンドウでも，そのウィンドウを使用してステップ情報の
記録を続けることはできます。

（2） 直接入力モードの場合

直接入力モードでステップ情報を定義する場合の手順を次に示します。

1. Windowsの［スタート］メニューから［プログラム］－［JP1_PFM - Analysis View］
－［Web Recorder］を選択する。
［Web Recorder］（メイン）画面が表示されます。

2.［トランザクション］－［新規作成］を選択する。
［Webトランザクションの作成］画面が表示されます。

3.［Webトランザクションファイル名］に保存先のWebトランザクションファイル名
を，［Webトランザクション名］に定義するWebトランザクションの名前を指定し，
［OK］ボタンをクリックする。

注意事項
Webトランザクション名は，同じWebトランザクションファイルの中で一意の
名称を指定してください。また，半角の「|（ストローク）」は使用しないでくだ

さい。

4.［Web Recorder］（メイン）画面で［編集］－［最後に追加］を選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

5.［URL］にアクセスするページの URLを入力し，必要に応じて各項目を設定する。
［プロパティ］画面では，ステップごとの監視条件を設定します。設定項目の詳細に
ついては，「9.4.7　［プロパティ］画面」を参照してください。

6.［OK］ボタンをクリックする。
設定したステップ情報の URLが［URLリスト］の最後に追加されます。

7. ステップの数だけ，手順 4～ 6を繰り返し，Webトランザクションでアクセスする
すべてのページの情報を設定する。

8. 必要に応じてステップ情報のカスタマイズ，スコープの設定を行う。
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ステップ情報のカスタマイズは「7.3.2　ステップ情報のカスタマイズ」を，スコープ
の設定は「7.3.3　スコープの設定」を参照してください。

9. 必要に応じて監視条件を設定する。
監視条件の設定については，「7.4　Webトランザクションの監視条件の設定」を参照
してください。

10.［トランザクション］－［上書き保存］を選択する。
Webトランザクションファイルは，次のディレクトリに格納されます。
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

7.3.2　ステップ情報のカスタマイズ
IEモードで記録したステップ情報や直接入力モードで定義したステップ情報をカスタマ
イズ（ステップ情報の挿入，追加，変更，削除）する手順を次に示します。

（1） ステップ情報の挿入

ステップ情報を挿入する手順を次に示します。

1.［Web Recorder］（メイン）画面の［URLリスト］でステップ情報を挿入したい行を
選択し，［編集］－［挿入］を選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

2.［URL］にアクセスするページの URLを入力し，必要に応じて各項目を設定する。
［プロパティ］画面では，ステップごとの監視条件を設定します。設定項目の詳細に
ついては，「9.4.7　［プロパティ］画面」を参照してください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
［URLリスト］で指定した場所に，設定したステップ情報の URLが挿入されます。

（2） ステップ情報の追加

ステップ情報を追加する手順を次に示します。

1.［Web Recorder］（メイン）画面で［編集］－［最後に追加］を選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

2.［URL］にアクセスするページの URLを入力し，必要に応じて各項目を設定する。
［プロパティ］画面では，ステップごとの監視条件を設定します。設定項目の詳細に
ついては，「9.4.7　［プロパティ］画面」を参照してください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
設定したステップ情報の URLが［URLリスト］の最後に追加されます。

（3） ステップ情報の変更

ステップ情報の設定内容を変更する手順を次に示します。
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1.［Web Recorder］（メイン）画面の［URLリスト］で編集したいステップの URLを選
択し，［編集］－［プロパティ］を選択する。
［プロパティ］画面が表示されます。

2. 設定を変更する。
［プロパティ］画面の設定項目については，「9.4.7　［プロパティ］画面」を参照して
ください。

3.［OK］ボタンをクリックする。
URLを変更した場合は，［URLリスト］に表示されていた URLが変更されます。

（4） ステップ情報の削除

ステップ情報を削除する手順を次に示します。

1.［Web Recorder］（メイン）画面の［URLリスト］で削除したステップの URLを選択
し，［編集］－［削除］を選択する。
［URLリスト］で選択していたステップ情報の URLが削除されます。

7.3.3　スコープの設定
任意のページ遷移について監視する場合は，ページ遷移の範囲にスコープの起点と終点
を設定します。スコープの起点と終点を設定，または削除する手順を次に示します。

（1） スコープの起点の設定

1.［Web Recorder］（メイン）画面の［URLリスト］で，スコープの起点にしたい URL
を選択する。

2.［スコープ起点］ボタンをクリックする。
［スコープの選択］画面が表示されます。［スコープの選択］画面の［スコープ一覧］
には，起点が設定されていないスコープ名（スコープ 1～スコープ 8）が表示されま
す。

3.［スコープ一覧］から起点を設定したいスコープ名を選択する。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［URLリスト］で選択した URLの前に，「START スコープ名」が表示されます。

（2） スコープの終点の設定

1.［Web Recorder］（メイン）画面の［URLリスト］で，スコープの終点にしたい URL
を選択する。

2.［スコープ終点］ボタンをクリックする。
［スコープの選択］画面が表示されます。［スコープの選択］画面の［スコープ一覧］
には，起点が設定されていて，かつ終点が設定されていないスコープ名（スコープ 1
～スコープ 8）が表示されます。
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3.［スコープ一覧］から終点を設定したいスコープ名を選択する。

4.［OK］ボタンをクリックする。
［URLリスト］で選択した URLの前に，「END スコープ名」が表示されます。

（3） スコープの削除

1.［Web Recorder］（メイン）画面の［URLリスト］で，削除したいスコープの起点
（START スコープ名）または終点（END スコープ名）を選択する。

2.［スコープ］－［スコープ削除］を選択する。
起点を選択している場合は対応する終点を，終点を選択している場合は対応する起点
を削除するかどうか選択するダイアログボックスが表示されます。

3. 選択している起点または終点に対応する終点または起点も削除する場合は［はい］ボ
タンを，選択している起点または終点だけを削除する場合は［いいえ］ボタンをク
リックする。
［はい］ボタンをクリックした場合は，選択したスコープの起点または終点と，それ
に対応する終点または起点の両方が削除されます。［いいえ］ボタンをクリックした
場合は，選択したスコープの起点または終点だけが削除されます。

7.3.4　既存のWebトランザクション定義を表示・編集する
既存のWebトランザクション定義を表示・編集する場合は，次の手順で既存のWebト
ランザクション情報を読み込みます。

1. Windowsの［スタート］メニューから［プログラム］－［JP1_PFM - Analysis View］
－［Web Recorder］を選択する。
［Web Recorder］（メイン）画面が表示されます。

2.［トランザクション］－［開く］を選択する。
［Webトランザクションの選択］画面が表示されます。

3.［Webトランザクションファイル一覧］および［Webトランザクション一覧］で表
示・編集したいWebトランザクションファイル名およびWebトランザクション名を
選択し，［OK］ボタンをクリックする。
［Web Recorder］（メイン）画面の各項目に，定義済みのステップ情報が表示されま
す。表示されたステップ情報を編集する場合は，「7.3.2　ステップ情報のカスタマイ
ズ」の各手順を参照してください。

4. 編集したWebトランザクション定義を上書き保存する場合は［トランザクション］
－［上書き保存］を，別のWebトランザクション定義として保存する，または別
ファイルに保存する場合は［トランザクション］－［名前を付けて保存］を選択す
る。
［名前を付けて保存］を選択した場合は，［Webトランザクションファイル名］および
［Webトランザクション名］を指定します。
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Webトランザクションファイルは，次のディレクトリに格納されます。
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

注意事項
Webトランザクション名は，同じWebトランザクションファイルの中で一意の
名称を指定してください。また，半角の「|（ストローク）」は使用しないでくだ

さい。

7.3.5　JP1/ESPへのWebトランザクションファイルのコ
ピー

Web Recorderで定義したWebトランザクションファイルは，次のディレクトリに格納
されます。

インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

Webトランザクションを監視するためには，このファイルを JP1/ESP側の所定のディレ
クトリにコピーする必要があります。

なお，WebトランザクションファイルにはWebアプリケーションにアクセスするための
ユーザー ID，パスワード，プロキシの情報，プロキシパスワードなどの重要な情報が含
まれているため，このような情報を自動でコピーするのはセキュリティ上問題がありま
す。そのため，手動でコピーしてください。また，Webトランザクションファイルをコ
ピーする際は，ファイルの取り扱いに注意してください。

JP1/ESP側のWebトランザクションファイルを格納するディレクトリについては，マ
ニュアル「JP1/Extensible Service Probe」を参照してください。
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7.4　Webトランザクションの監視条件の設定

Webトランザクション全体に対する監視条件を設定します。Webトランザクションの監
視条件を設定する手順を次に示します。

1.［Web Recorder］（メイン）画面で，［トランザクション］－［監視条件の設定］を選
択する。
［監視条件の設定］画面が表示されます。

2. 必要な項目について設定する。
［監視条件の設定］画面には，次の四つのタブがあります。
•［トランザクション］タブ
•［リクエスト情報］タブ
•［デフォルトプロキシ］タブ
•［SSL認証］タブ

［監視条件の設定］画面の詳細については，「9.4.6　［監視条件の設定］画面」を参照
してください。

3.［OK］ボタンをクリックする。

補足事項
［デフォルトプロキシ］タブの設定は，［プロパティ］画面の［プロキシ］タブで設
定する各ステップ情報のプロキシ設定のデフォルトになります。各ステップのス
テップ情報の定義でプロキシに関する設定を省略した場合は，［監視条件の設定］画
面の［デフォルトプロキシ］タブで設定した値が使われます。また，各ステップで
設定した場合は，ステップごとの設定が優先されます。
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7.5　監視システム構成への追加
作成したWebトランザクションを，Definerで監視システム構成にサービスオブジェク
トとして追加します。監視システム構成に追加する手順を次に示します。

1.［Definer］（システム構成）画面のシステム構成ツリーで，Webトランザクション
サービスを追加したいシステムまたはグループを選択し，［編集］－［新規作成］－
［サービス］を選択する。
［サービス追加（ステップ 1）］ウィザードが表示されます。

2.［カテゴリー］で［インターネットサービス］を，［タイプ］で［WEBTRANS］を選
択し，［次へ >］ボタンをクリックする。
［サービス追加（ステップ 2）］ウィザードが表示されます。

3.［オブジェクト名］と，必要に応じて［備考］を設定し，［次へ >］ボタンをクリック
する。
［サービス追加（ステップ 3）］ウィザードが表示されます。

4.［選択対象］から，監視する JP1/ESPを選択して［使用採取ツール］に追加し，［次
へ >］ボタンをクリックする。
［サービス追加（ESP 4/7）］ウィザードが表示されます。

5.［設定方法］で［定義済みのWebトランザクションを使用する］を選択し，［次へ >］
ボタンをクリックする。
［サービス追加（ESP 5/7）］ウィザードが表示されます。

6.［Webトランザクションファイル名］および［Webトランザクション名］に，Web 
Recorderで定義したWebトランザクションのファイル名とWebトランザクション
名を指定し，［次へ >］ボタンをクリックする。
［サービス追加（ESP 6/7）］ウィザードが表示されます。

7.［ホスト名］にWebトランザクションのアクセス先となるホスト名または IPアドレ
スを，［タイムアウト］に 1回の計測を打ち切る時間を指定し，［次へ >］ボタンをク
リックする。
［サービス追加（ESP 7/7）］ウィザードが表示され，設定内容を確認します。

8.［OK］ボタンをクリックする。
システム構成ツリーにWebトランザクションサービスが追加されます。

［サービス追加］ウィザードの詳細については，「9.2.4　［サービス追加］ウィザード」の
サービスタイプにWebトランザクションを選択した場合の説明を参照してください。

補足事項
［サービス追加］ウィザードからWeb Recorderを起動して，監視システム構成の定
義の中でWebトランザクションを定義することもできます。手順は次のとおりで
す。
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1.［サービス追加（ESP 4/7）］ウィザードで，次のどちらかを選択する。
・［新規にWebトランザクションを定義する］
・［定義済みのWebトランザクションを使用する］

2.［サービス追加（ESP 5/7）］ウィザードで，［Webトランザクションファイル名］
および［Webトランザクション名］を指定する。

3.［Web Recorderを起動］ボタンをクリックする。

この操作によって，［Web Recorder］（メイン）画面が表示されます。
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7.6　Webトランザクションサービスの監視

Webトランザクションサービスの監視については，ほかのオブジェクトの監視方法と同
じです。詳細については，「6.　稼働性能の分析と予測」を参照してください。
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8　 ユーザー拡張
ユーザー拡張とは，PFM - Analysisにユーザー任意の監視対
象や監視項目を追加することです。PFM - Analysisが提供し
ているユーザー拡張用のテンプレート定義ファイルを設定する
ことで，監視対象や監視項目を追加できます。この章では，
ユーザー拡張の検討から，拡張の手順までを説明しています。

8.1　ユーザー拡張の手順

8.2　テンプレートの定義方法

8.3　ユーザー拡張の注意事項
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8.　ユーザー拡張
8.1　ユーザー拡張の手順
PFM - Analysisでは，標準でサポートしている監視項目のほかに，ユーザー任意の監視
対象や監視項目を追加できます。これをユーザー拡張といいます。ここでは，ユーザー
拡張の検討から，定義の流れを説明します。

PFM - Analysisが標準でサポートしている監視対象や監視項目以外に，ユーザーが任意
に項目を追加したい場合は，PFM - Analysisが提供しているユーザー拡張用のテンプ
レート定義ファイルに定義します。

ユーザー拡張の検討から定義までの流れを説明します。

8.1.1　ユーザー拡張の検討
まず，ユーザー拡張が必要かどうかを検討します。ユーザー拡張しなくても PFM - 
Analysisで監視できる例について説明します。

（1） サービスを監視する場合

サービスの監視は，Webサーバの種類やバージョンには依存しません。そのため，使用
しているWebサーバが PFM - Analysisのサポート対象に含まれていない場合でも，
HTTPの応答時間などはサービスとして監視できます。このような場合は，ユーザー拡
張は不要です。

（2） サポート対象の後継バージョンまたは古いバージョンを監視する場
合

監視したい機器やアプリケーションが，PFM - Analysisが標準でサポートしているバー
ジョンと異なる場合，PFM - Analysisのサポートバージョンと互換性が保証されている
か確認してください。互換性が保証されている場合は，ユーザー拡張しなくても監視で
きることがあります。

採取ツールが JP1/SSOの場合は，同じMIBオブジェクトをサポートしていて，かつ互
換性が保証されていれば，監視できます。

（3） PFM - Analysisがサポートしていないサービスを監視する場合

PFM - Analysisは，JP1/ESPの計測項目の一部をサポートしています。PFM - Analysis
がサポートしていない項目は詳細な計測項目です。PFM - Analysisがサポートしている
総応答時間などには，サポートしていない詳細な項目も内数として含まれています。詳
細な計測項目を PFM - Analysisで分析する必要がある場合だけ，ユーザー拡張してくだ
さい。

なお，VPISの場合は，JP1/Performance Analysis - Adaptorの ISアダプターで対応し
ている測定項目はすべて PFM - Analysisでサポートしています。
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8.　ユーザー拡張
（4） JP1/ESPのユーザー定義サービスを使ってサービスを監視する場合

JP1/ESPのユーザー定義サービス機能を使用する場合は，ユーザー拡張は不要です。
Definerで，オブジェクトタイプとして「USERSERV」を選択してオブジェクトを追加
すると，ユーザー定義サービスで定義したサービスを監視できます。

（5） データインポートする場合のユーザー拡張

データをインポートする場合は，インポート先のメトリックが，インポート対応メト
リックとして定義されている必要があります。PFM - Analysisは，ホストオブジェクト
の一般サーバで収集するメトリックの一部をインポート対応メトリックとして定義して
います。インポート対応メトリックとして定義しているメトリックについては，「付録
D.6　標準でインポートできるメトリック」を参照してください。

インポート対応メトリックをインポート先に指定する場合は，ユーザー拡張は不要です。
インポート先に適したメトリックがサポートされていない場合は，ユーザー拡張が必要
です。

8.1.2　ユーザー拡張時の採取ツール
ユーザー拡張する場合は，追加するオブジェクトタイプやメトリックタイプをどのよう
に監視するか，検討しておく必要があります。監視手段には，次のようなものがありま
す。

• JP1/SSOを採取ツールにする
監視対象が SNMPプロトコルをサポートしていること，および監視対象の稼働性能情
報がMIBオブジェクトとしてサポートされていることが必要です。

• PFMを採取ツールにする
監視対象に対応する PFM - Agentがサポートされていること，および監視対象の稼働
性能情報がパフォーマンスデータとしてサポートされていることが必要です。

• JP1/ESPの監視機能を使用する
• JP1/ESPのユーザー定義機能を使用する
• 任意の監視プログラムで収集した稼働性能情報をインポートする
監視プログラムでデータをテキスト形式でエクスポートできること，およびエクス
ポートされたデータを PFM - Analysisで読み取れることが必要です。

8.1.3　テンプレート定義
任意の監視対象や監視項目を追加する手順を説明します。定義項目の詳細や定義方法に
ついては，「8.2　テンプレートの定義方法」を参照してください。

1. オブジェクトタイプ定義ファイルに，オブジェクトタイプを追加する。
次の項目を定義します。あらかじめ検討しておいてください。
• オブジェクトタイプ ID
• オブジェクトタイプ名
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8.　ユーザー拡張
• オブジェクトカテゴリー ID
• サービスタイプ ID（サービスオブジェクトの場合）
• オブジェクトタイプの説明

2. メトリックタイプ定義ファイルに，メトリックタイプを追加する。
次の項目を定義します。あらかじめ検討しておいてください。
• メトリックタイプ ID
• メトリックタイプ名
• メトリックの属性（重要度，単位，しきい値など）
• メトリック値の補正の有無
• ステータスメトリック，または通常メトリックの種別
• インスタンスごとのメトリック値の保存有無
• インスタンス値の平滑化方法
• メトリックの表示順

3. SSOアダプターリソース定義ファイルに，JP1/SSOのリソース定義を追加する。
この手順は，採取ツールに JP1/SSOを使用している場合に必要な手順です。
次の項目を定義します。あらかじめ検討しておいてください。
• リソースカテゴリー名
• リソース ID
• MIBオブジェクト

4. PFMアダプターリソース定義ファイルに，リソースを追加する。
この手順は，採取ツールに PFMを使用している場合に必要な手順です。
次の項目を定義します。あらかじめ検討しておいてください。
• リソース ID
• フィールド名

5. オブジェクト・メトリック関連定義ファイルに，オブジェクトタイプとメトリックタ
イプの関連づけを定義する。
次の項目を定義します。あらかじめ検討しておいてください。
• 関連づけるオブジェクトタイプ IDおよびメトリックタイプ ID
• 採取ツール
• ツールリソース ID

8.1.4　テンプレート定義の反映
ユーザー拡張の定義を，PFM - Analysis Managerに反映させます。SSOアダプターリ
ソース定義ファイルまたは PFMアダプターリソース定義ファイルを作成した場合は，
PFM - Analysis Adaptorにも反映させます。

（1） 定義を PFM - Analysis Managerに反映する

PFM - Analysis Managerには，オブジェクトタイプ，メトリックタイプ，およびオブ
ジェクトとメトリックの関連づけを反映します。手順を次に示します。
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1. バックアップを取得する。
PAMDBおよびテンプレート定義のバックアップを取得してください。バックアップ
については，「3.4.1　バックアップ」を参照してください。

2. PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する。
停止方法は，「4.　起動と終了」を参照してください。PAM - PAMDBサービスは動作
している必要があります。

3. pamloadtmplコマンドを実行する。
詳細については，「10.　コマンド」の「pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツー
ル定義を登録する）」を参照してください。

4. PFM - Analysis Managerのサービスを起動する。
手順 2で停止させたサービスを起動します。起動方法は，「4.　起動と終了」を参照
してください。

（2） 定義を PFM - Analysis Adaptorに反映する

PFM - Analysis Adaptorには，SSOアダプターリソース定義ファイルおよび PFMアダ
プターリソース定義ファイルを反映します。手順を次に示します。

（a）SSOアダプターリソース定義ファイルの場合

1. paausrrscコマンドを実行する。
JP1/SSOに PAMリソース設定ファイルを作成します。ファイルは，ユーザーリソー
ス設定ファイル格納ディレクトリに「pam」で始まるファイル名で作成されます。コ
マンドの詳細については，「10.　コマンド」の「paausrrsc（ユーザーリソースを登
録する）」を参照してください。
採取ツールが JP1/DSSOの場合は，PAMリソース設定ファイルを，JP1/DSSOの
ユーザーリソース設定ファイル格納ディレクトリに配布してください。
格納ディレクトリについては，マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP 
System Observer」を参照してください。

2. PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターを停止する。
停止方法は，「4.　起動と終了」を参照してください。

3. JP1/SSOおよび JP1/DSSOを再起動する。
JP1/SSOの ssocolmng，ssocollectdプロセスを再起動してください。採取ツールが
JP1/DSSOの場合は，JP1/DSSOを再起動してください。JP1/SSOおよび JP1/
DSSOの再起動については，マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP 
System Observer」を参照してください。

4. PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターを起動する。
手順 2で停止した SSOアダプターを起動します。起動方法は，「4.　起動と終了」を
参照してください。
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（b）PFMアダプターリソース定義ファイルの場合

1. PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターを再起動する。
PFMアダプターリソース定義ファイルは，PFMアダプターが起動時に読み込むた
め，再起動することで定義が反映されます。PFMアダプターの再起動については，
「4.　起動と終了」を参照してください。
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8.2　テンプレートの定義方法
ユーザー拡張用のテンプレート定義ファイル

ユーザー拡張用のテンプレート定義ファイルを次の表に示します。なお，各ファイ
ルは，次のディレクトリに格納されています。
インストール先ディレクトリ ¥manager¥template

表 8-1　ユーザー拡張用のテンプレート定義ファイル

SSOアダプターリソース定義ファイル
SSOアダプターリソース定義ファイルを次の表に示します。

表 8-2　SSOアダプターリソース定義ファイル

PFMアダプターリソース定義ファイル
PFMアダプターリソース定義ファイルを次の表に示します。なお，次のディレクト
リに格納されています。
Windowsの場合：インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥conf¥pfmrsc

UNIXの場合：/etc/opt/jp1pam/adaptor/conf/pfmrsc

表 8-3　PFMアダプターリソース定義ファイル

ユーザー拡張する場合は，それぞれのファイルにユーザー任意のオブジェクトタイプや
メトリックタイプなどを定義し，PAMDBに登録します。

注意事項

定義ファイル 説明

オブジェクトタイプ定義ファイル
（pamtplobj_user.conf）

オブジェクトタイプの種別を定義するファイルで
す。

メトリックタイプ定義ファイル
（pamtplmtr_user.conf）

メトリックの種類を定義するファイルです。

オブジェクト・メトリック関連定義ファイ
ル（pamtplom_user.conf）

オブジェクトとメトリックを関連づけるファイル
です。

定義ファイル 説明

SSOアダプターリソース定義ファイル JP1/SSOのユーザーリソース定義ファイルの形
式で，メトリックの収集方法を定義するファイル
です。任意のファイル名を指定できます。

定義ファイル 説明

PFMアダプターリソース定義ファイル
（paapfmrsc_user.conf）

各メトリックに対応する PFMのパフォーマンス
データを収集するために必要な項目を定義する
ファイルです。
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ユーザー拡張用のテンプレート定義ファイルを編集する際は，次の点に注意してく
ださい。
• ユーザー拡張用の定義ファイル（SSOアダプターリソース定義ファイルを除く）
では，「#」を使用したコメント行は記述できません。

• ユーザー拡張用の定義ファイル（SSOアダプターリソース定義ファイルを除く）
では，1行目はコメントとみなして読み飛ばすため，2行目以降に記述してくださ
い。

8.2.1　テンプレート定義ファイル同士の関連
PFM - Analysisのテンプレート定義ファイルは，テンプレート定義ファイル同士で関連
を持っています。各テンプレート定義ファイルで定義するパラメーター値を相互に合わ
せてください。

テンプレート定義ファイル同士の関連を次の図に示します。
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図 8-1　テンプレート定義ファイル同士の関連

図中のテンプレート定義ファイル内に記載されているパラメーター値について，各テン
プレート定義ファイルで相互に合わせる必要があります。詳細については，次項以降を
参照してください。

8.2.2　オブジェクトタイプ定義ファイル
（pamtplobj_user.conf）

オブジェクトタイプ定義ファイルには，オブジェクトタイプを追加します。定義例を次
に示します。
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ObjectTypeID,ObjectTypeName,ObjectCategoryID,ServiceTypeID,ObjectT
ypeDescription
1001,HP-UX(A社用),201,,A社業務サーバ用共通監視項目を追加したHP-UX
1002,HP-UX(B社用),201,,B社業務サーバ用共通監視項目を追加したHP-UX
 

追加するオブジェクトタイプの数だけ定義します。なお，一つのオブジェクトタイプの
定義は 1行で記述してください。

オブジェクトタイプ定義ファイルは，コンマ区切りのテキストファイルで定義します。
オブジェクトタイプの定義項目を次の表に示します。

表 8-4　オブジェクトタイプの定義項目一覧

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注※ 1
ObjectTypeIDが同じ値の定義が複数あった場合，ファイル内で下にある記述が優先されます。

注※ 2

項目 必
須

指定する値

ObjectTypeID※ 1

((1～ 9999))
○ オブジェクトタイプ IDを，1～ 9999の範囲で指定しま

す。ほかのオブジェクトタイプ IDと重複しない値を指定
してください。なお，システムが標準提供しているオブ
ジェクトタイプ IDには 10000～ 39999を使用していま
す。

ObjectTypeName
((63バイト以内の文字列 ))

○ オブジェクトタイプの名称を指定します。ほかのオブジェ
クトタイプ名（PFM - Analysisが標準提供しているオブ
ジェクトタイプ名含む）と重複しない名称を指定してくだ
さい。PFM - Analysisを日本語環境で運用している場合
は，日本語も指定できます。なお，半角かたかなは使用で
きません。

ObjectCategoryID ○ オブジェクトカテゴリー IDを，「表 8-5　オブジェクトカ
テゴリー一覧」から選択してください。適切なカテゴリー
がない場合は，「そのほかのサービス」，「そのほかのホス
ト」，または「そのほかのアプリケーション」を選択して
ください。

ServiceTypeID ○※
2

追加するオブジェクトタイプがサービスの場合だけ指定し
ます。オブジェクトに対応するサービスの種類を，サービ
スタイプ IDで指定します。
サービスタイプ IDについては，「付録 E　サービスタイ
プ・計測項目一覧」を参照してください。

ObjectTypeDescription
((255バイト以内 ))

－ コメントを指定します。ここで指定した文字列は，オブ
ジェクトごとに登録する「備考」のデフォルト値になりま
す。PFM - Analysisを日本語環境で運用している場合は，
日本語も指定できます。なお，半角かたかなは使用できま
せん。
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採取ツールが JP1/ESP，VPISの場合に必須です。PFMを採取ツールにしている場合，値は省
略してください。

オブジェクトカテゴリー一覧を，次の表に示します。

表 8-5　オブジェクトカテゴリー一覧

PFM - Analysis標準提供のオブジェクトタイプ定義ファイル
ユーザー拡張用のオブジェクトタイプ定義ファイルを編集する場合は，PFM - 
Analysisが標準で提供しているオブジェクトタイプ定義ファイルを参考にできます。
PFM - Analysis標準提供のオブジェクトタイプ定義ファイルは，次のファイルです。

インストール先ディレクトリ ¥manager¥template¥pamtplobj_sys.conf

なお，標準提供のオブジェクトタイプ定義ファイルは，編集できません。

表 8-6　標準提供のオブジェクトタイプ一覧

オブジェクトレイヤー オブジェクトカテゴリー オブジェクトカテゴリー ID

サービス インターネットサービス 101

そのほかのサービス 199

ホスト 一般サーバ 201

ファイアウォール 202

ロードバランサー 203

キャッシュサーバ 204

SSLアクセラレーター 205

ルーター 206

そのほかのホスト 299

アプリケーション Webサーバ 301

APサーバ 302

DBサーバ 303

ERP 304

OLTP 305

ジョブ管理サーバ 306

グループウェア 307

そのほかのアプリケーション 399

オブジェクト
レイヤー

オブジェクト
カテゴリー

オブジェクト
タイプ

オブジェクト
タイプ ID

サービス インターネットサービス HTTP 10101

HTTPS 10102

SMTP 10103
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POP3 10104

IMAP4 10105

DNS 10106

DHCP 10107

FTP 10108

TCP 10109

WEBTRANS 10110

そのほかのサービス USERSERV 19901

ホスト 一般サーバ Windows 20101

Solaris 20102

Linux 20103

HP-UX 20104

AIX 20105

Tru64_UNIX 20106

ファイアウォール Firewall-1 20201

NetScreen 20202

ロードバランサー SeverIron 20301

CSS 20302

キャッシュサーバ CacheFlow 20401

WebMax 20402

SSLアクセラレーター NetStructure 20501

ルーター Router 20601

そのほかのホスト －※ －

アプリケーション Webサーバ Hitachi_WEB 30101

Apache 30102

Sun_ONE_WEB 30103

IIS 30104

APサーバ Cosminexus 30201

WebLogic 30202

DBサーバ Oracle 30301

SQL_Server 30302

HiRDB 30303

DB2_UDB 30304

ERP SAP_R/3 30401

オブジェクト
レイヤー

オブジェクト
カテゴリー

オブジェクト
タイプ

オブジェクト
タイプ ID
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（凡例）
－：該当なし

注※
ユーザー追加用に用意されているカテゴリーです。

8.2.3　メトリックタイプ定義ファイル
（pamtplmtr_user.conf）

メトリックタイプ定義ファイルには，メトリックタイプを追加します。定義例を次に示
します。

 
MetricTypeID,MetricTypeName,MetricPriority,MetricUnit,MetricThresh
oldFlag,MetricThresholdWarning,
MetricThresholdCritical,MetricAdjustFlag,MetricStatusFlag,MetricIn
stanceFlag,MetricFlatFlag,
MetricThreOverNumWarning,MetricThreOverNumCritical,MetricDisplayOr
der
2001,ログイン中のユーザーの数,2,,1,15,20,1,2,1,1,1,1,0
 
追加するメトリックタイプの数だけ定義します。なお，一つのメトリックタイプの定義
は1行で記述してください。
 

メトリックタイプ定義ファイルは，コンマ区切りのテキストファイルで定義します。メ
トリックタイプの定義項目を次の表に示します。

表 8-7　メトリックタイプの定義項目一覧

OLTP OpenTP1 30501

ジョブ管理サーバ JP1/AJS2 30601

グループウェア Domino 30701

そのほかのアプリケーション －※ －

項目 必
須

指定する値

MetricTypeID※
((1～ 9999))

○ メトリックタイプ IDを，1～ 9999の範囲で指定しま
す。ほかのメトリックタイプ IDと重複しない値を指定
してください。なお，システムが標準提供しているメト
リックタイプ IDには 10000～ 39999を使用していま
す。

オブジェクト
レイヤー

オブジェクト
カテゴリー

オブジェクト
タイプ

オブジェクト
タイプ ID
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MetricTypeName
((63バイト以内の文字列 ))

○ メトリックタイプの名称を指定します。ほかのメトリッ
クタイプ名（PFM - Analysisが標準提供しているメト
リックタイプ名含む）と重複しない名称を指定してくだ
さい。PFM - Analysisを日本語環境で運用している場
合は，日本語も指定できます。なお，半角かたかなは使
用できません。PFM - Analysisが標準提供しているメ
トリックタイプ名については，「付録 D.1　メトリック
一覧」を参照してください。標準提供しているメトリッ
クのメトリック名が，メトリックタイプ名になります。

MetricPriority
((1，2，3))《3》

－ インスタンスの重要度を次のように指定します。
「1」：最重要
「2」：重要
「3」：一般
ここで指定した値は，オブジェクト登録時のデフォルト
になります。重要度は，監視システム構成定義時に，オ
ブジェクトごとに変更できます。

MetricUnit
((31バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの単位を指定します。

MetricThresholdFlag
((-1，0，1))《0》

－ しきい値を超えたと判断するパターンを，次のように指
定します。
「-1」：しきい値より小さい
「0」：判定なし
「1」：しきい値より大きい
ここで指定した値は，オブジェクト登録時のデフォルト
になります。このパターンは，監視システム構成定義時
に，オブジェクトごとに変更できます。

MetricThresholdWarning
《0》

－ 警戒しきい値を指定します。ここで指定した値は，オブ
ジェクト登録時のデフォルトになります。しきい値は，
監視システム構成作成時に，オブジェクトごとに変更で
きます。

MetricThresholdCritical
《0》

－ 危険しきい値を指定します。ここで指定した値は，オブ
ジェクト登録時のデフォルトになります。しきい値は，
監視システム構成作成時に，オブジェクトごとに変更で
きます。

MetricAdjustFlag
((1，2，3))《1》

－ メトリック値を補正するかどうかを次のように指定しま
す。
「1」：補正しない
「2」：非マイナス補正をする
「3」：パーセント補正をする

MetricStatusFlag
((1，2))《2》

－ メトリックがステータスメトリックか，通常メトリック
かを指定します。
「1」：ステータスメトリック
「2」：通常のメトリック

項目 必
須

指定する値
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（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注※
MetricTypeIDが同じ値の定義が複数あった場合，ファイル内で下にある記述が優先されます。

PFM - Analysis標準提供のメトリックタイプ定義ファイル
ユーザー拡張用のメトリックタイプ定義ファイルを編集する場合は，PFM - 
Analysisが標準で提供しているメトリックタイプ定義ファイルを参考にできます。
なお，しきい値，警戒しきい値連続超過回数，および危険しきい値連続超過回数の
デフォルト値に限って変更できます。ただし，PFM - Analysis 標準提供のメトリッ
クタイプ定義ファイルは上書きインストール時に上書きされるため，新たに同様の
メトリックタイプ定義を作成することをお勧めします。
PFM - Analysis標準提供のメトリックタイプ定義ファイルは，次のファイルです。

インストール先ディレクトリ ¥manager¥template¥pamtplmtr_sys.conf

なお，MetricThreOverNumWarning，MetricThreOverNumCriticalおよび

MetricInstanceFlag
((1，2))《1》

－ インスタンスが複数あるメトリックの場合，各インスタ
ンスのメトリック値を保存するかどうか指定します。
「1」：保存しない
「2」：保存する
ここで指定した値は，オブジェクト登録時のデフォルト
になります。各インスタンスのメトリック値を保存する
かどうかは，監視システム構成定義時に，オブジェクト
ごとに変更できます。

MetricFlatFlag
((1，2，3，4))《1》

－ インスタンス値の平滑化方法を次のように指定します。
「1」：平均値
「2」：最大値
「3」：最小値
「4」：合計値
適切な平滑化方法がわからない場合や，インスタンスが
一つの場合は「平均値」を指定してください。ここで指
定した値は，オブジェクト登録時のデフォルトになりま
す。平滑化方法は，監視システム構成作成時に，オブ
ジェクトごとに変更できます。

MetricThreOverNumWarnin
g
((1～ 99))《1》

－ 警戒しきい値連続超過回数を指定します。項目自体を省
略した場合はデフォルト値が適用されます。

MetricThreOverNumCritical
((1～ 99))《1》

－ 危険しきい値連続超過回数を指定します。項目自体を省
略した場合はデフォルト値が適用されます。

MetricDisplayOrder
((0～ 2147483647))《0》

－ メトリックの表示順序を指定します。指定した値の昇順
で，メトリックが Bottleneck Analyzerや Definerに表
示されます。値が同じだった場合は，MetricTypeIDの
昇順で表示されます。項目自体を省略した場合はデフォ
ルト値が適用されます。

項目 必
須

指定する値
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MetricDisplayOrderを省略した場合は，デフォルトの値が仮定されます。PFM - 
Analysisが標準でサポートしているメトリックの詳細については，「付録 D.1　メト
リック一覧」を参照してください。

8.2.4　オブジェクト・メトリック関連定義ファイル
（pamtplom_user.conf）

オブジェクト・メトリック関連定義ファイルには，オブジェクトから採取するメトリッ
クを定義します。オブジェクト・メトリック関連定義の例を次に示します。

 
ObjectTypeID,MetricTypeID,ColToolTypeID,ToolResourceNumber
1001,2001,1,30001
 
関連づけの数だけ定義します。なお，一つの関連づけの定義は1行で記述してください。
 

オブジェクト・メトリック関連定義ファイルは，コンマ区切りのテキストファイルで定
義します。オブジェクトとメトリックの関連づけの定義項目を次の表に示します。

表 8-8　オブジェクト・メトリック関連定義の定義項目一覧

項目 必
須

指定する値

ObjectTypeID ○ オブジェクトタイプ IDを指定します。

MetricTypeID ○ 指定したオブジェクトで採取するメトリックタイプ IDを
指定します。

ColToolTypeID
((1，2，3，4，99))

○ 使用する採取ツール IDを次のように指定します。
「1」：JP1/SSO
「2」：JP1/ESP
「3」：VPIS
「4」：PFM
「99」：データインポート

ToolResourceNumber ○※ 採取ツールごとに，パラメーターを指定します。
• 採取ツールが JP1/ESPの場合
サービスタイプごとに決められている計測項目 IDを指
定します。計測項目 IDについては，「付録 E.1　採取
ツールが JP1/ESPの場合」を参照してください。

• 採取ツールが VPISの場合
サービスタイプごとに決められている計測項目 IDを指
定します。計測項目 IDについては，「付録 E.2　採取
ツールが VPISの場合」を参照してください。

• 採取ツールが JP1/SSOの場合
SSOアダプターリソース定義ファイルに指定した SSO
リソース IDを指定します。

• 採取ツールが PFMの場合
PFMアダプターリソース定義ファイルに指定した PFM
リソース IDを指定します。

• そのほかの採取ツールの場合
何も指定しないでください。指定しても無視されます。
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（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注※
採取ツールが JP1/SSO，JP1/ESP，VPIS，PFMの場合に必須です。それ以外の場合は値を省
略してください。

注意事項
ObjectTypeID，MetricTypeID，ColToolTypeIDがすべて同じ値の定義が複数ある
場合，ファイル内で下にある記述が優先されます。

8.2.5　SSOアダプターリソース定義ファイル
採取ツールが JP1/SSOの場合は，MIBをメトリックとして定義するために SSOアダプ
ターリソース定義ファイルを作成します。SSOアダプターリソース定義ファイルは，
JP1/SSOのユーザーリソース定義ファイルと同じ形式で記述してください。SSOアダプ
ターリソース定義ファイルで定義する項目を次に示します。

• リソース ID
31000～ 31999の範囲内で未使用の IDを使用します。

• MIBオブジェクト

ユーザーリソース定義ファイルについては，マニュアル「JP1/Performance 
Management/SNMP System Observer」を参照してください。

（1） SSOアダプターリソース定義ファイルの構文チェック

SSOアダプターリソース定義ファイルが正しく作成されているか，JP1/SSOの機能を使
用してチェックできます。構文チェックをする場合の，SSOアダプターリソース定義
ファイルの作成手順を次に示します。

1. JP1/SSOのユーザーリソース定義ファイルの書式に従って，SSOアダプターリソー
ス定義ファイルを作成する。
作成時には，次の点に注意してください。
• リソース IDには，JP1/SSOのユーザーリソース定義ファイルで定められた範囲内
の ID（10000～ 19999）を使用する。

• 一つのリソースには，サブリソースを一つだけ定義する。
• リソース名およびサブリソース名に日本語は指定しない。
• リソースカテゴリー名称（rsc_categoryキー）は指定しない。
• サブリソースMIBオブジェクトのタイプ（subrsc_mib_typeキー）に「String」
は指定しない。

2. 次のコマンドを実行し，指定したディレクトリの下に JP1/SSOのユーザーリソース
設定ファイルが作成されることを確認する。
ssocolconf -C -s 作成したSSOアダプターリソース定義ファイル -o 任意のディ
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レクトリ
 

JP1/SSOのユーザーリソース設定ファイルが作成されていれば，定義ファイルは正し
く作成されています。

3. 作成した SSOアダプターリソース定義ファイルのリソース IDを，31000～ 31999
の範囲内で未使用の IDに変更する。

4. 手順 2で任意のディレクトリに作成した JP1/SSOのユーザーリソース設定ファイル
を削除する。

8.2.6　PFMアダプターリソース定義ファイル
（paapfmrsc_user.conf）

採取ツールが PFMの場合は，PFMのパフォーマンスデータをメトリックとして定義す
るために，PFMアダプターリソース定義ファイルを作成します。PFMアダプターリ
ソース定義ファイルは，コンマ区切りのテキストファイルで記述してください。PFMア
ダプターリソース定義ファイルで定義する項目を次に示します。

表 8-9　PFMアダプターリソース定義ファイルの定義項目

項目 必
須

指定する値

ResourceID
((41000～ 41999))

○ リソース IDを，41000～ 41999の範囲で指定します。
ほかのリソース IDと重複しない値を指定してくださ
い。なお，システムが標準提供しているリソース ID
には，40000～ 40999を使用しています。メトリック
との対応については，指定したリソース IDをオブ
ジェクト・メトリック関連定義ファイルの
ToolResourceNumberに指定することで関連づけられ
ます。

RecordID
((PFMのレコード IDとして
使用できる文字列※ ))

○ 監視したいフィールドが格納されているレコードのレ
コード IDを指定します。入力されたレコード IDの妥
当性はチェックされないので注意してください。

FieldName
((PFMのフィールド名
（manager名）として使用で
きる文字列※ ))

○ メトリックに対応させるフィールド名を指定します。
RecordIDに指定したレコード内に存在するフィール
ド名（Manager名）を指定します。PAMDBに入力さ
れたフィールドの妥当性はチェックされないので注意
してください。また，指定するフィールドのデータ型
には，稼働性能情報として PAMDBに格納できるデー
タ型を指定する必要があります。
PFMのフィールドのデータ型は，double，float，
long，short，time_t，ulong，wordの 7個です。この
7個から選択してください。
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（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注※
「( )（小括弧）」「[ ]（大括弧）」「< >（不等号）」「=（等号）」「"（ダブルクォーテーション）」「;
（セミコロン）」は使用できません。

8.2.7　ユーザー拡張のテンプレート定義例
ユーザー拡張のテンプレート定義ファイルの作成例を示します。例として，採取ツール
に PFMを使用し，System Overview（PI）レコードの CPU％
（PCT_TOTAL_PROCESSOR_TIME）フィールドデータを収集する場合の，テンプレー
ト定義ファイルの作成手順を説明します。

1. 新しいオブジェクトファイルを追加する。
オブジェクトタイプ定義ファイル（pamtplobj_user.conf）に，オブジェクト
「windowsホスト」を ObjectTypeID「1001」として定義します。定義例を次に示し
ます。

2. 新しいメトリックタイプを追加する。
メトリックタイプ定義ファイル（pamtplmtr_user.conf）に，メトリック「CPU%」

KeyFieldName
((PFM固有の ODBCキー
フィールド名 (manager名 )と
して使用できる文字列※ ))

－ RecordIDに指定したレコードが複数のインスタンス
レコードだった場合に，固有の ODBCキーフィールド
となるフィールド名（Manager名）を指定します。指
定したフィールドに格納されている値が PFM - 
Analysisのインスタンスインデックスとなります。な
お，固有の ODBCキーフィールドを複数持つレコード
であった場合，「:（コロン）」で区切って指定してくだ
さい。最大 10個まで指定できます。この場合は，各
フィールドに格納されている値をつなげた文字列が，
一つのインスタンスインデックスとなります。レコー
ドが単数インスタンスレコードの場合，何も指定しな
いでください。
なお，入力された固有の ODBCキーフィールドの妥当
性はチェックされないので注意してください。

項目 必
須

指定する値
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をMetricTypeID「2001」として定義します。定義例を次に示します。

3. PFMアダプターリソース定義ファイルにリソースを追加する。
PFMアダプターリソース定義ファイル（paapfmrsc_user.conf）に，「PI」レコード
の「PCT_TOTAL_PROCESSOR_TIME」フィールドを，ResourceID「41000」とし
て定義します。定義例を次に示します。

4. オブジェクトタイプとメトリックタイプの関連づけを追加する。
オブジェクト・メトリック関連定義ファイル（pamtplom_user.conf）に，オブジェク
ト「windowsホスト」は，メトリック「CPU％」を持ち，採取ツール PFMで「PI」
レコードの「PCT_TOTAL_PROCESSOR_TIME」フィールドを収集する，という関
連づけを定義します。定義例を次に示します。
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8.3　ユーザー拡張の注意事項
ユーザー拡張時の注意事項を説明します。

（1） 追加したオブジェクトタイプやメトリックタイプの削除について

PFM - Analysisは分析用に過去のシステム構成やメトリック値を保存しているため，監
視システム構成定義で使用したあとで，ユーザー拡張で追加したオブジェクトタイプお
よびメトリックタイプを削除することはできません。監視システム構成定義で一度も使
われていないオブジェクトタイプおよびメトリックタイプは削除できます。

間違った定義を登録した場合などは，次のどちらかの方法で対処してください。

1. 定義前に取得したバックアップのリカバリー
リカバリーすると，収集したメトリック値もバックアップ時のデータに戻ります。

2. PAMDBの初期化
PAMDBを初期化する場合は，ユーザー定義のテンプレートをすべて初期状態に戻
し，PAMDBのセットアップからやり直す必要があります。

ユーザー拡張は，メトリック収集の運用前に実施することをお勧めします。運用後に
ユーザー拡張を行う場合は，監視用のマシンとユーザー拡張用のマシンを分けるなどの
工夫をしてください。

（2） SSOアダプターリソース定義ファイルで指定するリソース IDにつ
いて

SSOアダプターリソース定義ファイルで使用するリソース IDは，ほかのリソースカテ
ゴリーで登録したリソース IDと重複しないようにしてください。

（3） 監視システム構成定義で使用したオブジェクトタイプの拡張につい
て

監視システム構成定義で使用しているオブジェクトタイプには，メトリックタイプとの
関連づけを追加しないでください。

なお，最新の監視システム構成定義で使用していないオブジェクトタイプでも，過去に
使用したことがある場合は履歴として PAMDBに保存されています。そのため，過去に
使用したことがあるオブジェクトタイプにも，メトリックタイプとの関連づけは追加し
ないでください。

（4） 標準提供のオブジェクトタイプの拡張について

標準提供のオブジェクトタイプには，メトリックタイプとの関連づけを追加しないでく
ださい。PFM - Analysisが標準でサポートしている監視対象に，新しい監視項目を追加
したい場合は，次の手順を実行してください。

1. 監視対象をユーザー拡張のオブジェクトタイプとして定義する。
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8.　ユーザー拡張
標準提供の監視対象を，ユーザー拡張のオブジェクトタイプとして定義する場合は，
標準提供のオブジェクトタイプ定義を参考にできます。なお，オブジェクトタイプ
IDおよびオブジェクトタイプ名を標準提供のものと同じにした場合はエラーとなる
ため，オブジェクトタイプ IDとオブジェクトタイプ名には固有のものを設定してく
ださい。標準提供のオブジェクトタイプ定義については，「8.2.2　オブジェクトタイ
プ定義ファイル（pamtplobj_user.conf）」を参照してください。

2. メトリックタイプとの関連づけを追加する。

（5） PFM - Analysis標準提供のリソースカテゴリーに SSOアダプター
リソース定義ファイルを反映している場合

PFM - Analysis Adaptorをバージョンアップ（上書きインストール）すると，PFM - 
Analysisが標準で提供しているリソースカテゴリーは上書きされます。したがって，
PFM - Analysisが標準で提供しているリソースカテゴリーに SSOアダプターリソース
定義ファイルを反映していて，かつバージョンアップ（上書きインストール）をする場
合は，再度 SSOアダプターリソース定義ファイルを登録し直してください。

（6） PFMアダプターリソース定義ファイルに指定する KeyFieldNameに
ついて

PFMアダプターリソース定義ファイルの KeyFieldNameには，PFMのレコードの，固
有の ODBCキーフィールドとなるフィールド名（Manager名）を最大 10個まで指定で
きます。ODBCキーフィールドが 10個以上ある場合には対応できません。
188



9　 画面
この章では，PFM - Analysis Viewの表示項目および設定項目
について説明します。

9.1　画面の基本操作と画面遷移

9.2　Definerの画面

9.3　Bottleneck Analyzerの画面

9.4　Web Recorderの画面
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9.1　画面の基本操作と画面遷移
PFM - Analysis Viewの画面の基本操作，および画面遷移について説明します。

9.1.1　画面の基本操作
PFM - Analysis Viewの画面の基本操作について説明します。

［OK］ボタン
設定内容を反映して画面を閉じます。

［キャンセル］ボタン
設定内容を反映しないで画面を閉じます。

［適用］ボタン
画面を表示したまま，設定を反映します。

［ヘルプ］－［バージョン］
バージョン情報を表示します。

9.1.2　画面遷移
PFM - Analysis Viewには，次の三つの画面があります。

• Definer：監視システム構成を定義する画面
• Bottleneck Analyzer：稼働性能を分析する画面
• Web Recorder：Webトランザクションを定義する画面

（1） Definerの画面遷移

Definerの画面遷移を次の図に示します。
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9.　画面
図 9-1　Definerの画面遷移

（2） Bottleneck Analyzerの画面遷移

Bottleneck Analyzerの画面遷移を次の図に示します。
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図 9-2　Bottleneck Analyzerの画面遷移
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（3） Web Recorderの画面遷移

Web Recorderの画面遷移を次の図に示します。

図 9-3　Web Recorderの画面遷移
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9.2　Definerの画面

Definerは，稼働性能を監視するシステムを定義する画面です。Definerの各画面につい
て説明します。

9.2.1　［マネージャー接続］画面（Definer）
接続する PFM - Analysis Managerを指定する画面です。Definerを起動すると，最初に
［マネージャー接続］画面が表示されます。この画面で接続先の PFM - Analysis 
Managerを指定します。接続に成功すると，Definer（システム構成）画面が表示され
ます。

図 9-4　［マネージャー接続］画面（Definer）

表示項目について説明します。

［接続ホスト名］
接続先の PFM - Analysis Managerのホスト名，または IPアドレスを 255バイト以
内で入力します。PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）に接続
ホスト名を定義しておくと，ホスト名をプルダウンメニューから選択できるように
なります。

［設定用ポート番号］
•［接続ホスト名］でホスト名または IPアドレスを入力した場合
接続先ホストのポート番号を入力します。PFM - Analysis Manager動作条件定義
ファイル（pam.conf）で定義した設定用ポート番号を入力してください。デフォ
ルトは 20298です。

•［接続ホスト名］でプルダウンメニューからホスト名を選択した場合
PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）に接続ホスト名ととも
にポート番号を定義している場合は，選択したホストのポート番号が表示されま
す。PFM - Analysis View接続先定義ファイルで接続先ホストのポート番号を定義
していない場合は，デフォルトの 20298が表示されます。

［コメント］
PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）でコメントを定義してい
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る場合は，その内容が表示されます。［接続ホスト名］でホスト名または IPアドレ
スを入力した場合や，PFM - Analysis View接続先定義ファイルでコメントを定義し
ていない場合は，何も表示されません。なお，この項目は入力できません。

9.2.2　［Definer］（システム構成）画面
PFM - Analysisの監視システムを構成する要素（ビュー，システム，グループ，オブ
ジェクト）を追加または削除したり，それらの監視条件を設定したりする画面です。

図 9-5　［Definer］（システム構成）画面

表示項目について説明します。

システム構成ツリー
定義したビューや，システム，グループ，オブジェクトがツリー形式で表示されま
す。ここに表示されるビュー，システム，グループ，およびオブジェクトを，ツ
リー構成要素といいます。ここでツリー構成要素を選択すると，その詳細情報が五
つのタブに分かれた画面右側の部分に表示されます。なお，複数を同時に選択する
ことはできません。

リンクオブジェクトフィールド
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9.　画面
選択したオブジェクトのリンク数を表示します。選択したオブジェクトにリンクオ
ブジェクトがある場合は，［展開］ボタンをクリックすると，リンクオブジェクトが
選択された状態で表示されます。

［Definer］（システム構成）画面のメニュー項目を次の表に示します。

表 9-1　［Definer］（システム構成）画面のメニュー項目

メニュー
バー

メニューコマンド（アイコン） 機能

ファイル 保存データの取り出し

（ ）

一時保存したツリー構成情報を呼び出します。

一時保存（ ）
ツリー構成情報を一時保存します。保存しただけでは
システムは監視されません。定義が完了したら，
PAMDBへ登録してください。
なお，一時保存したツリー構成情報を呼び出して使用
できるのは，一時保存してから，PAMDBへ登録する
までの間だけです。

PAMDBへの登録 ツリー構成情報を PAMDBに登録します。設定項目が
誤っている場合は，PAMDBに登録しないで［エラー
項目一覧］画面を表示します。［エラー項目一覧］画面
については，「9.2.9　［エラー項目一覧］画面」を参照
してください。

接続先変更 ［マネージャー接続］画面を表示します。

終了 ［Definer］（システム構成）画面を終了します。

編集 新規作成 ビュー システム構成ツリーにビューを追加します。

システム ［システム追加］画面を表示します。［システム追加］
画面については，「9.2.3　［システム追加］画面」を参
照してください。

グループ 選択したシステムまたはグループに，グループを追加
します。

サービス ［サービス追加］ウィザードを表示します。［サービス
追加］ウィザードについては，「9.2.4　［サービス追
加］ウィザード」を参照してください。

ホスト ［ホスト追加］ウィザードを表示します。［ホスト追加］
ウィザードについては，「9.2.5　［ホスト追加］ウィ
ザード」を参照してください。

アプリケーショ
ン

［アプリケーション追加］ウィザードを表示します。
［アプリケーション追加］ウィザードについては，
「9.2.6　［アプリケーション追加］ウィザード」を参照
してください。

削除（ ）
選択したツリー構成要素と，その配下のオブジェクト
を削除します。

コピー（ ）
選択したオブジェクトと，その配下のオブジェクトを
コピーします。
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注※
ホストオブジェクトの下位にアプリケーションオブジェクトを定義している場合，ホストオブ
ジェクトをリンク貼り付けすると，その下のアプリケーションオブジェクトも貼り付けられま
す。

［Definer］（システム構成）画面には，次の五つのタブがあります。

•［属性］タブ
•［メトリック採取］タブ
•［メトリックしきい値］タブ
•［しきい値連続超過］タブ

貼り付け（ ）
コピーしたオブジェクトを貼り付けます。貼り付けた
オブジェクトは，元のオブジェクトとは別のオブジェ
クトになります。貼り付けたときは，オブジェクトの
設定内容は，コピー元のオブジェクトと同じになりま
す。オブジェクト名など，ほかのオブジェクトと重複
してはいけない項目は，必ず変更してください。

リンク貼り付け（ ）※
コピーしたオブジェクトのリンクオブジェクトを貼り
付けます。追加したオブジェクトは，元のオブジェク
トと同じオブジェクトとみなされます。複数のシステ
ムで使用する共用サーバなどを監視オブジェクトにす
る場合に使用します。

一括して監視対象から外す システム構成ツリーでビュー，システム，グループを
選択している場合だけ有効です。選択しているビュー，
システム，グループ配下のオブジェクトをすべて監視
対象から外します。

一括して監視対象にする システム構成ツリーでビュー，システム，グループを
選択している場合だけ有効です。選択しているビュー，
システム，グループ配下のオブジェクトをすべて監視
対象にします。

表示 配下を全展開 選択したツリー構成要素の下の構成要素をすべて展開
します。

リンクオブジェクトの展開 選択したオブジェクトにリンクオブジェクトがある場
合は，リンクオブジェクトが選択された状態で表示さ
れます。

オプショ
ン 設定項目チェック（ ）

設定項目に誤りがないか，次についてチェックします。
• オブジェクト名は重複していないか
• 過去に登録していたオブジェクトとして PAMDBに
保存されている名称と重複していないか

• 同一階層で構成要素名が重複していないか
• JP1/SSOで採取するオブジェクトは重複してないか
• 設定必須の項目がすべて設定されているか

誤りがあった場合は，［エラー項目一覧］画面が表示さ
れます。［エラー項目一覧］画面については，「9.2.9　
［エラー項目一覧］画面」を参照してください。

ヘルプ バージョン情報 PFM - Analysis Viewのバージョン情報を表示します。

メニュー
バー

メニューコマンド（アイコン） 機能
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•［インスタンスフィルター］タブ

それぞれのタブごとに，表示項目について説明します。

（1） ［属性］タブ

［Definer］（システム構成）画面が表示されたときに最初に選択されているタブで，
ビュー，システム，グループ，オブジェクトの追加時に，ダイアログボックスやウィ
ザードで設定した情報が表示されます。なお，［属性］タブの表示項目は，システム構成
ツリーで選択しているツリー構成要素によって異なります。

（a）ビュー，システム，またはグループを選択した場合

システム構成ツリーで，ビュー，システム，またはグループを選択した場合の［属性］
タブを次の図に示します。

図 9-6　［属性］タブ（システム選択時）

［システム名］（［ビュー名］または［グループ名］）
システム構成ツリーでビューを選択している場合の表示項目名は［ビュー名］，シス
テムを選択している場合は［システム名］，グループを選択している場合は［グルー
プ名］です。システム構成ツリーで選択している構成要素の名称が表示されます。
ビューまたはグループを新規に追加した場合は，ビュー名またはグループ名を 63バ
イト以内で設定します。設定する際は，システム構成ツリーの同一階層上で名称が
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重複しないように注意してください。名称が重複している場合は，システム構成ツ
リー上の該当の構成要素が赤く表示されます。

［備考］
システム構成ツリーで選択している構成要素に設定したコメントが表示されます。
ビューまたはグループを新規に追加した場合は，必要に応じてコメントを 255バイ
ト以内で設定します。この項目は省略できます。

（b）サービスオブジェクトを選択した場合

システム構成ツリーでサービスオブジェクトを選択した場合の［属性］タブを次の図に
示します。各項目には，［サービス追加］ウィザードで設定した基本情報が表示されま
す。

図 9-7　［属性］タブ（サービスオブジェクト選択時）

表示項目について説明します。

［オブジェクトを監視対象から外す］チェックボックス
選択しているサービスオブジェクトを監視対象から外したい場合は，このチェック
ボックスをチェックします。チェックすると，該当のサービスオブジェクトはシス
テム構成ツリー上で非活性になります。また，設定情報は表示されますが，変更で
きなくなります。
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［オブジェクト名］
ウィザードで設定したサービスオブジェクト名が表示されます。変更したい場合は，
63バイト以内で設定します。変更する際は，システム構成ツリー上で重複しない名
称を設定してください（ただし，リンクオブジェクトは除く）。名称が重複した場合
は，システム構成ツリー上の該当のオブジェクトが赤く表示されます。

［オブジェクトタイプ］
ウィザードで設定したサービスオブジェクトのタイプが表示されます。この項目は
変更できません。

［ホスト名］
監視対象のサービスが実行されているホスト名，IPアドレス，またはURLのホス
ト部分が表示されます。ウィザードまたは［監視条件変更］画面で設定した内容が
表示されます。

［サービス ID］
採取ツールが PFMの場合，監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービ
ス IDを 1,023バイト以内で設定します。サービス IDは PFMの jpcctrl listコマン
ドで確認できます。サービス IDは，2バイト目が「S」であることから判別できま
す。なお，サービス IDの 1バイト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，
PFM - Agent製品ごとに異なるため，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを
指定する必要があります。
オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応については，「4.2.3(21)　
PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について」を参
照してください。なお，サービス IDにはワイルドカード（*や ?）は指定できませ
ん。

［採取ツール］
ウィザードで設定したメトリックの採取ツールが表示されます。変更する場合は，
［変更］ボタンをクリックします。

［変更］ボタン
このボタンをクリックすると［採取ツール変更］画面が表示され，採取ツール
を変更できます。［採取ツール変更］画面については，「9.2.8　［採取ツール変
更］画面」を参照してください。

［備考］
ウィザードで設定したコメントが表示されます。追加，変更する場合は 255バイト
以内で設定します。この項目は省略できます。

［属性一覧］
採取ツールが JP1/ESPまたは VPISの場合，オブジェクトの属性が表示されます。
表示される内容は，サービスの種類や採取ツールによって異なります。属性一覧の
内容を変更する場合は，［変更］ボタンをクリックします。

［変更］ボタン
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このボタンをクリックすると［監視条件変更］画面が表示され，属性を変更で
きます。［監視条件変更］画面については，「9.2.7　［監視条件変更］画面」を参
照してください。

（c）ホストオブジェクトを選択した場合

システム構成ツリーでホストオブジェクトを選択した場合の［属性］タブを次の図に示
します。各項目には，［ホスト追加］ウィザードで設定した基本情報が表示されます。

図 9-8　［属性］タブ（ホストオブジェクト選択時）

表示項目について説明します。

［オブジェクトを監視対象から外す］チェックボックス
選択しているホストオブジェクトを監視対象から外したい場合は，このチェック
ボックスをチェックします。チェックすると，該当のホストオブジェクトはシステ
ム構成ツリー上で非活性になります。また，設定情報は表示されますが，変更でき
なくなります。

［オブジェクト名］
ウィザードで設定したホストオブジェクト名が表示されます。変更したい場合は，
63バイト以内で設定します。変更する際は，システム構成ツリー上で重複しない名
称を設定してください（ただし，リンクオブジェクトは除く）。名称が重複した場合
は，システム構成ツリー上の該当のオブジェクトが赤く表示されます。
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［オブジェクトタイプ］
ウィザードで設定したホストオブジェクトのタイプが表示されます。この項目は変
更できません。

［ホスト名］
ウィザードで設定したホストオブジェクトのホスト名，または IPアドレスが表示さ
れます。この値は採取ツールに渡されるため，同一採取ツールに対しては，ほかの
ホストオブジェクトと重複しない名称を設定してください。名称が重複した場合は，
入力した文字列およびシステム構成ツリー上の該当のオブジェクトが赤く表示され
ます。

［サービス ID］
採取ツールが PFMの場合，監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービ
ス IDを 1,023バイト以内で設定します。サービス IDは PFMの jpcctrl listコマン
ドで確認できます。サービス IDは，2バイト目が「S」であることから判別できま
す。なお，サービス IDの 1バイト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，
PFM - Agent製品ごとに異なるため，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを
指定する必要があります。
オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応については，「4.2.3(21)　
PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について」を参
照してください。なお，サービス IDにはワイルドカード（*や ?）は指定できませ
ん。

［採取ツール］
ウィザードで設定したメトリックの採取ツールが表示されます。変更する場合は，
［変更］ボタンをクリックします。

［変更］ボタン
このボタンをクリックすると［採取ツール変更］画面が表示され，採取ツール
を変更できます。

［備考］
ウィザードで設定したコメントが表示されます。追加，変更する場合は 255バイト
以内で設定します。この項目は省略できます。

（d）アプリケーションオブジェクトを選択した場合

システム構成ツリーでアプリケーションオブジェクトを選択した場合の［属性］タブを
次の図に示します。各項目には，［アプリケーション追加］ウィザードで設定した基本情
報が表示されます。
202



9.　画面
図 9-9　［属性］タブ（アプリケーションオブジェクト選択時）

表示項目について説明します。

［オブジェクトを監視対象から外す］チェックボックス
選択しているアプリケーションオブジェクトを監視対象から外したい場合は，この
チェックボックスをチェックします。チェックすると，該当のアプリケーションオ
ブジェクトはシステム構成ツリー上で非活性になります。また，設定情報は表示さ
れますが，変更できなくなります。

［オブジェクト名］
ウィザードで設定したアプリケーションオブジェクト名が表示されます。変更した
い場合は，63バイト以内で設定します。変更する際は，システム構成ツリー上で重
複しない名称を設定してください（ただし，リンクオブジェクトは除く）。名称が重
複した場合は，システム構成ツリー上の該当のオブジェクトが赤く表示されます。

［オブジェクトタイプ］
ウィザードで設定したアプリケーションオブジェクトのタイプが表示されます。こ
の項目は変更できません。

［ホスト名］
アプリケーションオブジェクトが実行されるホストのホスト名，または IPアドレス
が表示されます。
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ホストオブジェクトの下のアプリケーションオブジェクトを選択した場合，上位ホ
ストオブジェクトに設定されているホスト名，または IPアドレスが表示され，値は
変更できません。
システム，またはグループの下のアプリケーションオブジェクトを選択した場合，
ウィザードで設定したホスト名，または IPアドレスが表示されます。変更したい場
合は，255バイト以内で設定します。

［サービス ID］
採取ツールが PFMの場合，監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービ
ス IDを 1,023バイト以内で設定します。サービス IDは PFMの jpcctrl listコマン
ドで確認できます。サービス IDは，2バイト目が「S」であることから判別できま
す。なお，サービス IDの 1バイト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，
PFM - Agent製品ごとに異なるため，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを
指定する必要があります。
オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応については，「4.2.3(21)　
PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について」を参
照してください。なお，サービス IDにはワイルドカード（*や ?）は指定できませ
ん。

［採取ツール］
ウィザードで設定したメトリックの採取ツールが表示されます。変更する場合は，
［変更］ボタンをクリックします。

［変更］ボタン
このボタンをクリックすると［採取ツール変更］画面が表示され，採取ツール
を変更できます。

［備考］
ウィザードで設定したコメントが表示されます。追加，変更する場合は 255バイト
以内で設定します。この項目は省略できます。

（2） ［メトリック採取］タブ

システム構成ツリー上で選択したオブジェクトのメトリックの採取条件を設定できます。
なお，各設定項目には，テンプレート定義で設定した値がデフォルトで表示されます。
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図 9-10　［メトリック採取］タブ

表示項目について説明します。

［メトリック名］
採取できるメトリックの名称が表示されます。

［平滑化方法］
メトリックに複数のインスタンスがある場合，どの値をメトリック値にするかを，
最大値，平均値，最小値，合計値から選択します。インスタンスが一つの場合はど
れを選んでも同じ値になります。デフォルトはメトリックタイプによって異なりま
す。詳細については，「付録 D.1　メトリック一覧」を参照してください。

［インスタンス保存］チェックボックス
複数のインスタンスがある場合，個々のインスタンスの値をデータベースに保存す
るかどうかチェックします。デフォルトはチェックされていません（個々のインス
タンスの値を保存しません）。
なお，インスタンス保存の指定に関係なく，平滑化したメトリック値は PAMDBに
保存されます。採取ツールとして PFMを使用し，かつ，単数インスタンスレコード
のフィールドであるメトリックに対して，インスタンス保存をするよう設定しても，
PAMDBには平滑化したメトリック値しか登録されません。

［採取ツール］
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メトリックの採取ツールを，プルダウンメニューから選択します。メトリックを採
取しない場合は「－（ハイフン）」を選択します。

注意事項
メトリックがステータスメトリックの場合，採取ツール以外は変更できません。ま
た，ステータスメトリックの採取ツールにインポートを選択することはできません。

（3） ［メトリックしきい値］タブ

システム構成ツリー上で選択したオブジェクトのメトリックのしきい値条件を設定でき
ます。メトリックごとにしきい値を指定します。なお，各設定項目には，テンプレート
定義で設定した値がデフォルトで表示されます。

図 9-11　［メトリックしきい値］タブ

表示項目について説明します。

［メトリック名］
採取できるメトリックの名称が表示されます。

［判定種別］
Bottleneck Analyzerに警告メッセージを発行するタイミングを設定します。
•［U］：しきい値を上回った場合に警告メッセージを出す
206



9.　画面
•［L］：しきい値を下回った場合に警告メッセージを出す
•［－］：しきい値による判定はしない

［警戒しきい値］および［危険しきい値］
しきい値を指定します。［判定種別］に［U］または［L］を設定した場合は，必ず
指定してください。

しきい値は，± 1.79769× 10-308 ～ ± 1.79769× 10308 の倍精度実数の範囲内で指
定してください。
警戒しきい値と危険しきい値に同じ値を設定した場合は，警戒域がなくなります。
しきい値のデフォルトは，メトリックごとに異なります。詳細については，「付録
D.1　メトリック一覧」を参照してください。

［重要度］
メトリックの重要度を指定します。ここで設定した重要度を使って，Bottleneck 
Analyzerの［警告メッセージフィルター設定］画面で，警告メッセージをフィルタ
リングできます。
•［1］：最重要
•［2］：重要
•［3］：一般

重要度のデフォルトは，メトリックごとに異なります。詳細については，「付録 D　
PFM - Analysisで収集するメトリック」を参照してください。

注意事項
メトリックがステータスメトリックの場合，重要度以外は変更できません。

（4） ［しきい値連続超過］タブ

システム構成ツリーで選択しているオブジェクトのメトリックごとに，しきい値の連続
超過回数を設定できます。なお，各設定項目には，テンプレート定義で設定した値がデ
フォルトで表示されます。

しきい値連続超過回数を設定すると，しきい値の超過が連続して起こった回数で危険度
が判定されます。しきい値連続超過回数については，「2.3.2　メトリックの危険度」のし
きい値連続超過回数による判定の説明を参照してください。
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図 9-12　［しきい値連続超過］タブ

表示項目について説明します。

［メトリック名］
採取できるメトリックの名称が表示されます。

［警戒連続超過回数］
警戒しきい値の連続超過回数を 1～ 99の範囲で指定します。デフォルトは，メト
リックごとに定義されている警戒しきい値の連続超過回数です。なお，［メトリック
しきい値］タブの［判定種別］で［－］を設定しているメトリックに対しては，連
続超過回数を指定することはできません。

［危険連続超過回数］
危険しきい値の連続超過回数を 1～ 99の範囲で指定します。デフォルトは，メト
リックごとに定義されている危険しきい値の連続超過回数です。なお，［メトリック
しきい値］タブの［判定種別］で［－］を設定しているメトリックに対しては，連
続超過回数を指定することはできません。

（5） ［インスタンスフィルター］タブ

複数のインスタンスがある場合，特定のインスタンスを監視対象とするか，監視対象外
とするかを設定できます。監視対象外となったインスタンスは PAMDBに保存されない
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ため，分析には使用できません。また，平滑化の対象にもなりません。未使用のポート
の回線使用率などを監視対象外として設定しておくことをお勧めします。

図 9-13　［インスタンスフィルター］タブ

表示項目について説明します。

［メトリック］
インスタンスフィルターの設定をするメトリックをコンボボックスから選択します。
インスタンスフィルターの設定は，ここで選択したメトリックごとに設定されます。

［フィルタータイプ］
［メトリック］で選択したメトリックのフィルタータイプを次のどちらかから選択し
ます。
• 必要インスタンス
• 不要インスタンス

デフォルトは「不要インスタンス」となります。

［フィルターリスト］
現在のインスタンスフィルターの設定が，表形式で表示されます。表の 1行が一つ
のメトリックの設定を表します。表示項目を次に示します。

［メトリック］
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メトリックの名前が表示されます。

［フィルタータイプ］
［インデックス XX］（XXは 1～ 10の数字）に表示されるインスタンスイン
デックスのフィルタータイプが表示されます。

［インデックス XX］（XXは 1～ 10の数字）
フィルターの対象とするインスタンスインデックスがインデックス 1から順に
最大 10個表示されます。

［備考］
メトリックに設定されている備考が表示されます。

［追加］
［インスタンスフィルター追加］画面を起動し，設定内容を［フィルターリスト］に
追加します。詳細は「9.2.10　［インスタンスフィルター追加］画面」を参照してく
ださい。

［削除］
選択されたインスタンスインデックスを［フィルターリスト］から削除します。

9.2.3　［システム追加］画面
ビューにシステムを追加します。

図 9-14　［システム追加］画面

表示項目について説明します。

［システムタイプ］
システムのタイプを，次の四つから選択します。ここで選択したシステムタイプに
よって，システム追加後にデフォルトで設定されるグループの内容が異なります。
• Webシステム
• メールシステム
• ネットワークインフラ
• デフォルト

［システム名］
システム構成ツリーに表示されるシステムの名称を 63バイト以内で設定します。シ
ステム構成ツリーの同一階層上で重複しない名称を設定してください。
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［備考］
コメントを 255バイト以内で設定します。この項目は省略できます。

9.2.4　［サービス追加］ウィザード
システム構成ツリー上で選択したシステムまたはグループに，サービスオブジェクトを
追加します。

図 9-15　［サービス追加（ステップ 1）］ウィザード

表示項目について説明します。

［カテゴリー］
追加するサービスオブジェクトのカテゴリーとして，次のどちらかを選択します。
• インターネットサービス
• そのほかのサービス

［タイプ］
サービスオブジェクトのタイプを選択します。項目は，オブジェクトカテゴリーに
よって異なります。詳細については，「付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリッ
ク」を参照してください。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［サービス追加（ステップ 2）］ウィザードを表示します。
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図 9-16　［サービス追加（ステップ 2）］ウィザード

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
システム構成ツリーに表示されるサービスオブジェクトの名称を 63バイト以内で指
定します。システム構成ツリーおよび過去に PAMDBに登録した名称で，重複しな
い名称を指定してください。

［備考］
コメントを 255バイト以内で設定します。この項目は省略できます。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［サービス追加（ステップ 3）］ウィザードを表示します。

 

図 9-17　［サービス追加（ステップ 3）］ウィザード
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表示項目について説明します。

［使用採取ツール］
メトリック値を採取するツールが，「アダプター識別名：ツールサーバ名」の形式で
表示されます。

［選択対象］
サービスオブジェクトのメトリック値を採取できるツールが，「アダプター識別名：
ツールサーバ名」の形式で表示されます。採取ツールは，あらかじめ採取ツール定
義ファイル（pamcoltool.conf）に定義しておきます。採取ツール定義ファイルにつ
いては，「11.2.2　採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）」を参照してくださ
い。

［<<追加］ボタン
［使用採取ツール］に，［選択対象］で選択した採取ツールを追加します。追加でき
る採取ツールは一つだけです。
なお，インポートを追加する場合は，インポートと，インポート以外の採取ツール
を，それぞれ一つずつ追加できます。サービスオブジェクトでインポートを追加す
るには，ユーザー拡張が必要です。

［削除 >>］ボタン
［使用採取ツール］で選択した採取ツールを削除します。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［サービス追加（4/x）］ウィザードが表示されます。xには，本
ウィザードでの最大ステップ数が表示されます。最大ステップ数はステップ 3まで
の設定内容によって変わります。
［サービス追加（4/x）］ウィザードは，［サービス追加（ステップ 3）］ウィザードで
設定した採取ツールによって，表示内容が異なります。採取ツールの設定と表示さ
れる画面の内容を，次の表に示します。

表 9-2　採取ツールの設定と表示内容

（1） 採取ツールが JP1/ESPの場合

採取ツールに JP1/ESPが含まれている場合の監視条件の設定について説明します。

［サービス追加（ステップ 3）］ウィ
ザードで設定した採取ツール

参照先

ESP 「(1)　採取ツールが JP1/ESPの場合」

VPIS 「(2)　採取ツールが VPISの場合」

PFM 「(3)　採取ツールが PFMの場合」
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図 9-18　［サービス追加（ESP 4/8）］ウィザード（HTTP選択時の例）

図 9-19　［サービス追加（ESP 5/8）］ウィザード（HTTP選択時の例）
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図 9-20　［サービス追加（ESP 6/8）］ウィザード（HTTP選択時の例）

図 9-21　［サービス追加（ESP 7/8）］ウィザード（HTTP選択時の例）

表示項目は，追加したサービスタイプによって異なります。詳細については，「9.2.4 (4)
　サービス監視条件の設定項目」を参照してください。［次へ >］ボタンをクリックする
と，内容を確認するための［サービス追加（ESP 8/8）］ウィザードを表示します。
215



9.　画面
図 9-22　［サービス追加（ESP 8/8）］ウィザード（HTTP選択時の例）

［OK］ボタンをクリックすると，サービスが追加されます。内容を変更する場合は，［<
戻る］ボタンをクリックしてください。

（a）Webトランザクションを選択した場合

サービスタイプに，Webトランザクションを選択した場合，［サービス追加（ステップ
3）］ウィザードの次に表示される画面（［サービス追加（ESP 4/7）］ウィザード）以降
は，次の図の形式になります。

図 9-23　［サービス追加（ESP 4/7）］ウィザード（Webトランザクション選択時の例）

表示項目について説明します。

［設定方法］
Webトランザクションサービスを追加するにあたって，［新規にWebトランザク
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9.　画面
ションを定義する］または［定義済みのWebトランザクションを使用する］を選択
します。

図 9-24　［サービス追加（ESP 5/7）］ウィザード（Webトランザクション選択時（新規）
の例）

図 9-25　［サービス追加（ESP 5/7）］ウィザード（Webトランザクション選択時（定義
済み）の例）

表示項目について説明します。

［Webトランザクションファイル名］
• 新規にWebトランザクションを定義する場合
新規のWebトランザクション定義を保存するWebトランザクションファイル名
を 255バイト以内で設定します。既存のWebトランザクションファイルに保存す
る場合は，プルダウンメニューからファイルを選択できます。
217



9.　画面
• 定義済みのWebトランザクションを使用する場合
監視対象のWebトランザクションが定義されているWebトランザクションファ
イルを，プルダウンメニューから選択します。

［Webトランザクション名］
• 新規にWebトランザクションを定義する場合
新規のWebトランザクション名を 255バイト以内で設定します。

• 定義済みのWebトランザクションを使用する場合
監視対象のWebトランザクション名を，プルダウンメニューから選択します。な
お，プルダウンメニューには［Webトランザクションファイル名］で指定した
ファイルに定義されているWebトランザクション名は一覧で表示されます。

注意事項
Webトランザクション名は，同じWebトランザクションファイルの中で一意の
名称を指定してください。また，半角の「|（ストローク）」は使用しないでく

ださい。

［コメント］
定義済みのWebトランザクションを使用する場合だけ，監視対象のWebトランザ
クションに設定されているコメントが表示されます。なお，編集はできません。

［Web Recorderを起動］ボタン
• 新規にWebトランザクションを定義する場合

Web Recorderを起動し，指定したWebトランザクションファイルを保存先とし
て，指定したWebトランザクションの情報を定義する画面が表示されます。

• 定義済みのWebトランザクションを使用する場合
Web Recorderを起動し，指定したWebトランザクションファイルの，指定した
Webトランザクションの定義画面が表示されます。定義済みのWebトランザク
ション情報を表示，編集する場合に使用できます。
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図 9-26　［サービス追加（ESP 6/7）］ウィザード（Webトランザクション選択時の例）

表示項目について説明します。

［ホスト名］
監視対象のWebトランザクションのアクセス先となるホスト名または IPアドレス
を 255バイト以内で指定します。複数のホストにアクセスする場合は，主要なホス
トを一つだけ指定してください。

［タイムアウト］
1回の計測を打ち切る時間を，1～ 3600（秒）の範囲で指定します。単位は秒です。

図 9-27　［サービス追加（ESP 7/7）］ウィザード（Webトランザクション選択時の例）

表示項目の詳細については，「(4)　サービス監視条件の設定項目」を参照してください。
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（b）ユーザー定義サービスを選択した場合

サービスタイプに，ユーザー定義サービスを選択した場合，［サービス追加（ステップ
3）］ウィザードの次に表示される画面（［サービス追加（ESP 4/5）］ウィザード）は，次
の図の形式になります。

図 9-28　［サービス追加（ESP 4/5）］ウィザード（ユーザー定義サービス選択時の例）

表示項目の詳細については，「9.2.4 (4)　サービス監視条件の設定項目」を参照してくだ
さい。

（2） 採取ツールが VPISの場合

採取ツールに VPISが含まれている場合の監視条件の設定について説明します。

図 9-29　［サービス追加（IS 4/5）］ウィザード
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9.　画面
表示項目は，追加したサービスタイプによって異なります。詳細については，「(4)　サー
ビス監視条件の設定項目」を参照してください。［次へ >］ボタンをクリックすると，内
容を確認するための［サービス追加（VPIS 5/5）］ウィザードを表示します。

なお，VPISで設定した監視条件をファイル出力して，PFM - Analysis Managerに転送
すると，設定内容がプルダウンメニューに表示されるようになります。詳細については，
「5.4.2　VPISの監視条件設定」を参照してください。

図 9-30　［サービス追加（IS 5/5）］ウィザード

［OK］ボタンをクリックすると，サービスが追加されます。内容を変更する場合は，［<
戻る］ボタンをクリックしてください。

（3） 採取ツールが PFMの場合

採取ツールに PFMが含まれている場合の監視条件の設定について説明します。
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9.　画面
図 9-31　［サービス追加（PFM 4/5）］ウィザード

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
［サービス追加（ステップ 2）］ウィザードで設定したオブジェクト名が表示されま
す。このウィザードでの編集はできません。

［ホスト名］
監視対象のサービスが実行されているホストのホスト名または IPアドレスを 255バ
イト以内で入力します。

［サービス ID］
監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービス IDを 1,023バイト以内で
設定します。サービス IDは PFMの jpcctrl listコマンドで確認できます。サービス
IDは，2バイト目が「S」であることから判別できます。なお，サービス IDの 1バ
イト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，PFM - Agent製品ごとに異なるた
め，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを指定する必要があります。
オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応については，「4.2.3(21) 
PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について」を参
照してください。なお，サービス IDにはワイルドカード（*や ?）は指定できませ
ん。

［次へ >］ボタン
クリックすると，確認画面が表示されます。
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9.　画面
図 9-32　［サービス追加（PFM 5/5）］ウィザード

［OK］ボタンをクリックすると，サービスが追加されます。内容を変更する場合は，［<
戻る］ボタンをクリックしてください。

（4） サービス監視条件の設定項目

［サービス追加］ウィザードで設定する項目を採取ツールごとに説明します。

（a）採取ツールが JP1/ESPの場合

採取ツールが JP1/ESPの場合に，［サービス追加］ウィザードで設定する項目を，サー
ビスタイプ別に表 9-3から表 9-13に示します。

なお，監視条件として設定するホスト名，IPアドレス，URLには，JP1/ESPでも有効
な値を使用してください。

表 9-3　サービスタイプが HTTPの場合

項目名 説明

URL 監視対象の URLを「http://」を除いて 255バイト以内で入力します。

メソッド ［GET］または［POST］を選択します。デフォルトは［GET］です。

メッセージボディ ［POST］メッセージのボディとして送信される文字列を，1,023バイ
ト以内で指定します。［メソッド］で［POST］を選択した場合は必ず
指定してください。

深さ 埋め込みリソースやフレーム取得する階層を，1～ 100の範囲内で指
定します。デフォルトは「2」です。

Web認証 Web認証を行う場合にチェックします。デフォルトはチェックされて
いません。
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表 9-4　サービスタイプが HTTPSの場合

Web認証ユーザー名 Web認証を行うユーザー名を 64バイト以内で指定します。なお，半
角の「｜（ストローク）」は指定できません。
［Web認証］をチェックした場合は必ず指定してください。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［Web認証
パスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

Web認証パスワード PFM - Analysisで管理するWeb認証パスワードを，64バイト以内で
指定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックし
ない場合は，必ず指定してください。

プロキシ利用 プロキシを利用する場合に指定します。デフォルトはチェックされて
いません。

プロキシホスト名 ホスト名または IPアドレスを，255バイト以内で指定します。［プロ
キシ利用］をチェックした場合は，必ず指定してください。なお，半
角の「｜（ストローク）」は指定できません。

プロキシポート番号 プロキシのポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。［プロキシ
利用］をチェックした場合は，必ず指定してください。

プロキシ認証 プロキシ認証を行う場合に指定します。デフォルトはチェックされて
いません。

プロキシユーザー名 ユーザー名を 64バイト以内で指定します。［プロキシ認証］をチェッ
クした場合は，必ず指定してください。なお，半角の「｜（ストロー
ク）」は指定できません。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［プロキシ
パスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

プロキシパスワード PFM - Analysisで管理するプロキシパスワードを，64バイト以内で
指定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックし
ない場合は，必ず指定してください。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

URL 監視対象の URLを「https://」を除いて 255バイト以内で入力しま
す。

メソッド ［GET］または［POST］を選択します。デフォルトは［GET］です。

メッセージボディ ［POST］メッセージのボディとして送信される文字列を，1,023バイ
ト以内で指定します。［メソッド］で［POST］を選択した場合は必ず
指定してください。

項目名 説明
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深さ 埋め込みリソースやフレーム取得する階層を，1～ 100の範囲内で指
定します。デフォルトは「2」です。

Web認証 Web認証を行う場合にチェックします。デフォルトはチェックされて
いません。

Web認証ユーザー名 Web認証を行うユーザー名を 64バイト以内で指定します。なお，半
角の「｜（ストローク）」は指定できません。
［Web認証］をチェックした場合は必ず指定してください。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は，［Web認
証パスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定しま
す。

Web認証パスワード PFM - Analysisで管理するWeb認証パスワードを，64バイト以内で
指定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックし
ない場合は，必ず指定してください。

プロキシ利用 プロキシを利用する場合に指定します。デフォルトはチェックされて
いません。

プロキシホスト名 ホスト名または IPアドレスを，255バイト以内で指定します。［プロ
キシ利用］をチェックした場合は，必ず指定してください。なお，半
角の「｜（ストローク）」は指定できません。

プロキシポート番号 プロキシのポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。［プロキシ
利用］をチェックした場合は，必ず指定してください。

プロキシ認証 プロキシ認証を行う場合に指定します。デフォルトはチェックされて
いません。

プロキシユーザー名 ユーザー名を 64バイト以内で指定します。［プロキシ認証］をチェッ
クした場合は，必ず指定してください。なお，半角の「｜（ストロー
ク）」は指定できません。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［プロキシ
パスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

プロキシパスワード PFM - Analysisで管理するプロキシパスワードを，64バイト以内で
指定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックし
ない場合は，必ず指定してください。

SSL認証エラーを無視
する

SSL認証時に発生したエラーを無視するかどうかを選択します。デ
フォルトは「無視しない」です。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

クライアント認証 クライアント認証を行う場合に指定します。デフォルトはチェックさ
れていません。

項目名 説明
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表 9-5　サービスタイプが SMTPの場合

クライアント証明書
ファイル名

クライアントの証明書および秘密鍵が格納されているファイル名を
255バイト以内で指定します。ただし，パスは含めません。なお，半
角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［秘密鍵パ
スワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

秘密鍵パスワード PFM - Analysisで管理する秘密鍵パスワードを，1,023バイト以内で
指定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックし
ない場合は，必ず指定してください。

項目名 説明

ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。デフォルトは「25」で
す。

宛先メールアドレス 監視対象の宛先メールアドレスを，256バイト以内で指定します。

発信元メールアドレス 発信元のメールアドレスを，256バイト以内で指定します。この項目
は省略できます。

メッセージサイズ 送信する本文の長さを，0～ 10000の範囲で，バイト単位で指定しま
す。

POP3認証 POP Before SMTPを使用していて，POP3認証を行う場合にチェック
します。デフォルトはチェックされていません。

POP3ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。［POP3認証］を
チェックした場合は，必ず指定してください。

POP3ポート番号 POP3のポート番号を 1～ 65535の範囲で設定します。［POP3認証］
をチェックした場合は，必ず指定してください。デフォルトは 110で
す。

POP3ユーザー名 ユーザー名を 40バイト以内で指定します。［POP3認証］をチェック
した場合は，必ず指定してください。なお，半角の「｜（ストロー
ク）」は指定できません。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［POP3パ
スワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

POP3パスワード PFM - Analysisで管理する POP3パスワードを，40バイト以内で指
定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックしな
い場合は，必ず指定してください。

項目名 説明
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表 9-6　サービスタイプが POP3の場合

表 9-7　サービスタイプが IMAP4の場合

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。デフォルトは「110」
です。

ユーザー名 監視対象ホストの POP3のユーザー名を 40バイト以内で指定します。
なお，半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［パスワー
ド］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

パスワード PFM - Analysisで管理する POP3パスワードを，40バイト以内で指
定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックしな
い場合は，必ず指定してください。

削除実行フラグ すべてのメールを POP3サーバ上から削除するかどうか指定します。
デフォルトは「削除する」です。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。デフォルトは「143」
です。

ユーザー名 ユーザー名を 64バイト以内で指定します。なお，半角の「｜（スト
ローク）」は指定できません。

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［パスワー
ド］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

パスワード PFM - Analysisで管理する IMAP4パスワードを，64バイト以内で指
定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックしな
い場合は，必ず指定してください。

項目名 説明
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表 9-8　サービスタイプが DNSの場合

表 9-9　サービスタイプが DHCPの場合

表 9-10　サービスタイプが FTPの場合

削除実行フラグ INBOXにあるすべてのメールを IMAP4サーバ上から削除するかどう
か指定します。デフォルトは「削除しない」です。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

IPアドレス DNSサーバの IPアドレスを指定します。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。デフォルトは「53」で
す。

検索対象ホスト名 検索対象になるホスト名を 255バイト以内で指定します。なお，半角
の「｜（ストローク）」は指定できません。

リトライ回数 DNSの問い合わせのリトライ回数を，1～ 5の範囲で設定します。デ
フォルトは 1回です。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。デフォルトは「67」で
す。

プローブポート番号 プローブが計測で使用するポート番号を 1～ 65535の範囲で指定しま
す。デフォルトは「68」です。

OFFERアクセプト指
定

DHCPサーバから送信された IPアドレスを受理するかどうか指定し
ます。デフォルトは「受理する」です。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。デフォルトは「21」で
す。

ユーザー名 計測対象の FTPサーバ上に存在するユーザー名を 64バイト以内で指
定します。なお，半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

項目名 説明
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表 9-11　サービスタイプが TCPの場合

表 9-12　サービスタイプがWebトランザクションの場合

ESPパスワードユー
ティリティを使用

JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。
デフォルトはチェックされています。チェックする場合は，JP1/ESP
パスワードユーティリティでパスワードを登録してあることが必要で
す。
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合は［パスワー
ド］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

パスワード PFM - Analysisで管理する FTPユーザーのパスワードを，64バイト
以内で指定します。［ESPパスワードユーティリティを使用］を
チェックしない場合は，必ず指定してください。

転送ファイル名 計測に使用するファイル名を 32バイト以内で指定します。

転送方向 ファイル転送の方向を指定します。プローブから FTPサーバへファイ
ルを転送する場合は「UPLOAD」，FTPサーバからプローブにファイ
ルを転送する場合は「DOWNLOAD」を選択してください。

接続モード ファイル転送用のコネクションの確立方向を指定します。FTPサーバ
からコネクション確立要求を行う場合は「ACTIVE」，プローブからコ
ネクション確立要求を行う場合は「PASSIVE」を選択してください。
デフォルトは「ACTIVE」です。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

ホスト名 ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。なお，
半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ポート番号 ポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

項目名 説明

Webトランザクショ
ンファイル名

Webトランザクションを保存するファイル名を 255バイト以内で指定
します。なお，半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

Webトランザクショ
ン名

監視するWebトランザクション名を 255バイト以内で指定します。
なお，半角の「｜（ストローク）」は指定できません。

ホスト名 監視するWebトランザクションの接続先のホスト名または IPアドレ
スを 255バイト以内で指定します。複数のホストに接続する場合は，
主要なホストを一つだけ指定します。なお，半角の「｜（ストロー
ク）」は指定できません。

タイムアウト 1回の計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定しま
す。デフォルトは 30秒です。

項目名 説明
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表 9-13　サービスタイプがユーザー定義サービスの場合

（b）採取ツールが VPISの場合

［サービス追加（IS 4/5）］ウィザードには，VPISに設定した監視条件と同じ値を入力し
ます。VPISの設定内容をファイルに出力して PFM - Analysis Manager側に転送してい
る場合には，プルダウンメニューに設定値が表示されます。

ここでは，Definerでの設定項目と，英語表示の VPISでの設定項目との対応を表 9-14
から表 9-22に示します。

表 9-14　サービスタイプが HTTPの場合

注※
VPISに入力したアドレスとポート番号を URLとして組み立てた文字列を入力してください。
なお，先頭の「http://」は除いて入力してください。

表 9-15　サービスタイプが HTTPSの場合

注※
VPISに入力したアドレスとポート番号を URLとして組み立てた文字列を入力してください。

項目名 説明

ユーザー定義サービス
ID

ユーザー定義サービス IDを入力します。JP1/ESPで作成したコマン
ド登録ファイルを，PFM - Analysis Managerに転送すると，プルダウ
ンメニューに「ユーザー定義サービス ID（ユーザー定義コマンド）」
の形式で表示され，選択できるようになります。詳細については，
「5.4.1　JP1/ESP（ユーザー定義サービス）の監視条件設定」を参照
してください。

ホスト名 監視対象のサービスが実行されているホストのホスト名または IPアド
レスを，255バイト以内で指定します。

タイムアウト 計測を打ち切る時間を，1～ 3600の範囲で，秒単位で指定します。デ
フォルトは 30秒です。

Definerでの項目名 英語表示の VPISでの対応する設定項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

アドレス（URL）※ HTTP-Web Pages Informationウィンドウの Address(URL)枠内
およびWeb Server Port

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

アドレス（URL）※ HTTPS-Secure Web Pages Informationウィンドウの
Address(URL)枠内およびWeb Server Port
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なお，先頭の「https://」は除いて入力してください。

表 9-16　サービスタイプが SMTPの場合

表 9-17　サービスタイプが POP3の場合

表 9-18　サービスタイプが IMAP4の場合

表 9-19　サービスタイプが DNSの場合

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

メール（SMTP）サーバ SMTP-Mail Service Informationウィンドウの Email(SMTP) 
Server

メールの宛先 SMTP-Mail Service Informationウィンドウの Email 
Information 枠内の Email Recipient

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

メール（POP3）サーバ POP3-Mail Server Informationウィンドウの Email(POP3) 
Server

ユーザー POP3-Mail Server Informationウィンドウの Email User 
Information枠内の User

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

IMAPサーバ IMAP4-Email Service Informationウィンドウの IMAP Server

ユーザー IMAP4-Email Service Informationウィンドウの User 
Information枠内の User

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

DNSサーバ DNS-Domain Name Server Informationウィンドウの DNS 
Server Information枠内の DNS Server

検索するホスト名 DNS-Domain Name Server Informationウィンドウの DNS 
Lookup Information枠内の Hostname to lookup
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表 9-20　サービスタイプが DHCPの場合

表 9-21　サービスタイプが FTPの場合

表 9-22　サービスタイプが TCPの場合

9.2.5　［ホスト追加］ウィザード
システム構成ツリー上で選択したシステムまたはグループに，ホストオブジェクトを追
加します。

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group Name

DHCPサーバ DHCP- Dynamic Host Addresses Informationウィンドウの
DHCP Server and Client Info枠内の DHCP Server

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group 
Name

FTPサーバ FTP-File Server Informationウィンドウの FTP Server 
Information枠内の FTP Server

ユーザー FTP-File Server Informationウィンドウの User Information
枠内の User

Definerでの項目名 VPISで対応する項目

顧客名 Customer Informationウィンドウの Customer Name

サービスグループ名 Service Group Informationウィンドウの Service Group 
Name

サーバ TCP-TCP Port Service Informationウィンドウの Server

TCPポート TCP-TCP Port Service Informationウィンドウの TCP Port
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図 9-33　［ホスト追加（ステップ 1）］ウィザード

表示項目について説明します。

［カテゴリー］
追加するホストオブジェクトのカテゴリーを，次の中から選択します。
• 一般サーバ
• ファイアウォール
• ロードバランサー
• キャッシュサーバ
• SSLアクセラレーター
• ルーター
• そのほかのホスト

［タイプ］
ホストオブジェクトのタイプを選択します。項目は，オブジェクトカテゴリーに
よって異なります。詳細については，「付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリッ
ク」を参照してください。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［ホスト追加（ステップ 2）］ウィザードを表示します。
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図 9-34　［ホスト追加（ステップ 2）］ウィザード

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
システム構成ツリーに表示されるホストオブジェクトの名称を 63バイト以内で設定
します。システム構成ツリーでおよび過去に PAMDBに登録した名称で，重複しな
い名称を指定してください。

［ホスト名］
ホストオブジェクトのホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で設定します。
使用採取ツールが JP1/SSOの場合，この値は監視対象のホスト名として JP1/SSO
に渡されます。このため，一つの JP1/SSOに対しては，同じ名称を設定しないでく
ださい。また，JP1/SSO側でも有効な値を指定してください。
使用採取ツールが PFMの場合，この値は JP1イベント発行時に使用されるだけで，
PFMには渡されません。

［備考］
コメントを 255バイト以内で設定します。この項目は省略できます。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［ホスト追加（ステップ 3）］ウィザードを表示します。
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図 9-35　［ホスト追加（ステップ 3）］ウィザード

表示項目について説明します。

［使用採取ツール］
メトリック値を採取するツールが，「アダプター識別名：ツールサーバ名」の形式で
表示されます。

［選択対象］
ホストオブジェクトのメトリック値を採取できるツールが，「アダプター識別名：
ツールサーバ名」の形式で表示されます。インポート以外の採取ツールは，あらか
じめ採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）に定義しておきます。採取ツール
定義ファイルについては，「11.2.2　採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）」
を参照してください。

［<<追加］ボタン
［使用採取ツール］に，［選択対象］で選択した採取ツールを追加します。追加でき
る採取ツールは一つだけです。なお，インポートを追加する場合は，インポートと，
インポート以外の採取ツールを，それぞれ一つずつ追加できます。

［削除 >>］ボタン
［使用採取ツール］で選択した採取ツールを削除します。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［ホスト追加（4/x）］ウィザードが表示されます。xには，本ウィ
ザードでの最大ステップ数が表示されます。最大ステップ数はステップ 3までの設
定内容によって変わります。
［ホスト追加（4/x）］ウィザードは，［ホスト追加（ステップ 3）］ウィザードで設定
した採取ツールによって，表示内容が異なります。採取ツールの設定と表示される
画面の内容を，次の表に示します。
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表 9-23　採取ツールの設定と表示内容

（1） 採取ツールが JP1/SSOの場合

採取ツールに SSOが含まれている場合，内容を確認するためのウィザードが表示されま
す。

図 9-36　［ホスト追加（4/4）］ウィザード

［OK］ボタンをクリックすると，ホストが追加されます。内容を変更する場合は，［<戻
る］ボタンをクリックしてください。

（2） 採取ツールが PFMの場合

採取ツールに PFMが含まれている場合の監視条件の設定について説明します。

［サービス追加（ステップ 3）］ウィ
ザードで設定した採取ツール

参照先

SSO 「(1)　採取ツールが JP1/SSOの場合」

PFM 「(2)　採取ツールが PFMの場合」
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図 9-37　［ホスト追加（4/5）］ウィザード

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
［ホスト追加（ステップ 2）］ウィザードで設定したホストオブジェクト名が表示さ
れます。このウィザードでの編集はできません。

［ホスト名］
［ホスト追加（ステップ 2）］ウィザードで設定したホスト名または IPアドレスが表
示されます。このウィザードでの編集はできません。

［サービス ID］
監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービス IDを 1,023バイト以内で
設定します。サービス IDは PFMの jpcctrl listコマンドで確認できます。サービス
IDは，2バイト目が「S」であることから判別できます。なお，サービス IDの 1バ
イト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，PFM - Agent製品ごとに異なるた
め，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを指定する必要があります。
オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応については，「4.2.3(21) 
PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について」を参
照してください。なお，サービス IDにはワイルドカード（*や ?）は指定できませ
ん。

［次へ >］ボタン
クリックすると，確認画面が表示されます。
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図 9-38　［ホスト追加（5/5）］ウィザード

［OK］ボタンをクリックすると，ホストが追加されます。内容を変更する場合は，［<戻
る］ボタンをクリックしてください。

9.2.6　［アプリケーション追加］ウィザード
システム構成ツリー上で選択したシステム，グループ，またはホストオブジェクトに，
アプリケーションオブジェクトを追加します。

図 9-39　［アプリケーション追加（ステップ 1）］ウィザード

表示項目について説明します。

［カテゴリー］
追加するアプリケーションオブジェクトのカテゴリーを次の中から選択します。
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• Webサーバ
• APサーバ
• DBサーバ
• ERP
• OLTP
• ジョブ管理サーバ
• グループウェア
• そのほかのアプリケーション

［タイプ］
アプリケーションオブジェクトのタイプを選択します。選択項目は，オブジェクト
カテゴリーによって異なります。詳細については，「付録 D　PFM - Analysisで収集
するメトリック」を参照してください。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［アプリケーション追加（ステップ 2）］ウィザードを表示します。

 

図 9-40　［アプリケーション追加（ステップ 2）］ウィザード

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
システム構成ツリーに表示されるアプリケーションオブジェクトの名称を 63バイト
以内で設定します。システム構成ツリーでおよび過去に PAMDBに登録した名称で，
重複しない名称を指定してください。

［ホスト名］
追加先ホストオブジェクトの［ホスト名］が表示されます。ホストオブジェクトの
下にアプリケーションオブジェクトを追加する場合は，ホスト名は編集できません。
システム，グループの下にアプリケーションオブジェクトを追加する場合は，ホス
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ト名は空白表示となり，編集できます。

［備考］
コメントを 255バイト以内で設定します。この項目は省略できます。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［アプリケーション追加（ステップ 3）］ウィザードを表示します。

 

図 9-41　［アプリケーション追加（ステップ 3）］ウィザード

表示項目について説明します。

［使用採取ツール］
メトリック値を採取するツールが，「アダプター識別名：ツールサーバ名」の形式で
表示されます。

［選択対象］
アプリケーションオブジェクトのメトリック値を採取できるツールが，「アダプター
識別名：ツールサーバ名」の形式で表示されます。採取ツールは，あらかじめ採取
ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）に定義しておきます。採取ツール定義ファ
イルについては，「11.2.2　採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）」を参照し
てください。

［<<追加］ボタン
［使用採取ツール］に，［選択対象］で選択した採取ツールを追加します。追加でき
る採取ツールは一つだけです。
なお，インポートを追加する場合は，インポートと，インポート以外の採取ツール
を，それぞれ一つずつ追加できます。アプリケーションオブジェクトでインポート
を追加するには，ユーザー拡張が必要です。

［削除 >>］ボタン
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［使用採取ツール］で選択した採取ツールを削除します。

［次へ >］ボタン
クリックすると，［アプリケーション追加（4/x）］ウィザードが表示されます。xに
は，本ウィザードでの最大ステップ数が表示されます。最大ステップ数はステップ
3までの設定内容によって変わります。
［アプリケーション追加（4/x）］ウィザードは，［アプリケーション追加（ステップ
3）］ウィザードで設定した採取ツールによって，表示内容が異なります。採取ツー
ルの設定と表示される画面の内容を，次の表に示します。

表 9-24　採取ツールの設定と表示内容

（1） 採取ツールが JP1/SSOの場合

採取ツールに SSOが含まれている場合，内容を確認するためのウィザードが表示されま
す。

図 9-42　［アプリケーション追加（4/4）］ウィザード

［OK］ボタンをクリックすると，アプリケーションが追加されます。内容を変更する場
合は，［<戻る］ボタンをクリックしてください。

（2） 採取ツールが PFMの場合

採取ツールに PFMが含まれている場合の監視条件の設定について説明します。

［サービス追加（ステップ 3）］ウィ
ザードで設定した採取ツール

参照先

SSO 「(1)　採取ツールが JP1/SSOの場合」

PFM 「(2)　採取ツールが PFMの場合」
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図 9-43　［アプリケーション追加（4/5）］ウィザード

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
［アプリケーション追加（ステップ 2）］ウィザードで設定したオブジェクト名が表
示されます。このウィザードでの編集はできません。

［ホスト名］
追加先ホストオブジェクトの［ホスト名］が表示されます。このウィザードでの編
集はできません。

［サービス ID］
監視対象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービス IDを 1,023バイト以内で
設定します。サービス IDは PFMの jpcctrl listコマンドで確認できます。サービス
IDは，2バイト目が「S」であることから判別できます。なお，サービス IDの 1バ
イト目は，プロダクト IDと同じ値となっており，PFM - Agent製品ごとに異なるた
め，オブジェクトタイプに対応したサービス IDを指定する必要があります。
オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応については，「4.2.3(21) 
PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について」を参
照してください。なお，サービス IDにはワイルドカード（*や ?）は指定できませ
ん。

［次へ >］ボタン
クリックすると，確認画面が表示されます。
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図 9-44　［アプリケーション追加（5/5）］ウィザード

［OK］ボタンをクリックすると，アプリケーションが追加されます。内容を変更する場
合は，［<戻る］ボタンをクリックしてください。

9.2.7　［監視条件変更］画面
サービスオブジェクトの監視条件を変更します。
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図 9-45　［監視条件変更］画面（採取ツールが JP1/ESPの場合）

図 9-46　［監視条件変更］画面（採取ツールが VPISの場合）

表示項目は，サービスタイプや採取ツールによって異なります。詳細については，
「9.2.4(4)　サービス監視条件の設定項目」を参照してください。

9.2.8　［採取ツール変更］画面
採取ツールを変更します。なお，採取ツールを変更する場合は，同じ採取ツールタイプ
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の中でしか変更できません。

図 9-47　［採取ツール変更］画面

表示項目について説明します。

［使用採取ツール］
設定されている採取ツールを表示します。

［交換対象］
交換できる採取ツールを表示します。設定されている採取ツールと同じタイプの
ツールだけ表示されます。

［＜－交換－＞］ボタン
［使用採取ツール］で選択したツールと［交換対象］で選択した採取ツールを入れ替
えます。

9.2.9　［エラー項目一覧］画面
設定項目に誤りがある場合に表示されます。
245



9.　画面
図 9-48　［エラー項目一覧］画面

表示項目について説明します。

［ツリー構成要素名］
設定に誤りがあるツリー構成要素名がフルパスで表示されます。

［項目］
設定に誤りがある項目が表示されます。

［原因］
メッセージ IDおよび設定の誤りの原因が表示されます。メッセージについては，
「14.　メッセージ」を参照してください。

［ジャンプ］ボタン
エラー項目を選択してクリックすると，エラー項目のあるタブが表示されます。

9.2.10　［インスタンスフィルター追加］画面
［Definer］（システム構成）画面の［インスタンスフィルター］タブの［追加］ボタンを
クリックすることで表示されます。フィルタリングをするインスタンスの設定をします。
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図 9-49　［インスタンスフィルター追加］画面

表示項目について説明します。

［メトリック］
メトリック名が表示されます。この画面では編集できません。

［インデックス XX］（XXは 1～ 10の数字）
指定したメトリックに存在するインスタンスを識別するための，インスタンスイン
デックスの文字列を［インデックス XX］ごとに 1,023バイト以内で指定します。
採取ツールが JP1/SSOの場合，インデックス 1だけ指定できます。
採取ツールが PFMの場合，ODBCキーフィールドの値を最大 10個指定できます。
この画面で指定された値と ODBCキーフィールドの値を比較し，インスタンスの特
定をします。なお，値の妥当性はチェックされません。また，「( )（小括弧）」「[ ]
（大括弧）」「< >（不等号）」「=（等号）」「"（ダブルクォーテーション）」は使用でき
ません。
なお，複数の ODBCキーフィールドを指定する場合，PFMアダプターリソース定
義ファイルに定義されている順番で指定する必要があります。
PFM - Agent for Platformの PI_NINDレコードのフィールドを例に説明します。
この場合，PI_NIND_INTERFACE_NAME，PI_NIND_IP_ADDRESSが ODBC
キーフィールドになります。PFMアダプターリソース定義ファイルに定義されてい
る順番が PI_NIND_INTERFACE_NAME，PI_NIND_IP_ADDRESSで，それぞれ
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のフィールドに格納されている値が lan0，172.16.20.14だった場合，［インデック
ス 1］には lan0を，［インデックス 2］には 172.16.20.14を入力します。

［備考］
コメントを 255バイト以内で設定します。この項目は省略できます。
248



9.　画面
9.3　Bottleneck Analyzerの画面

Bottleneck Analyzerは，稼働性能情報を監視・分析する画面です。Bottleneck 
Analyzerの各画面について説明します。

9.3.1　［マネージャー接続］画面（Bottleneck Analyzer）
接続する PFM - Analysis Managerを指定する画面です。Bottleneck Analyzerを起動す
ると，最初に［マネージャー接続］画面が表示されます。この画面で接続先の PFM - 
Analysis Managerを指定します。接続に成功すると，［データ取得設定］画面が表示さ
れます。

図 9-50　［マネージャー接続］画面（Bottleneck Analyzer）

表示項目について説明します。

［接続ホスト名］
接続先の PFM - Analysis Managerのホスト名，または IPアドレスを 255バイト以
内で指定します。PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）に接続
ホスト名を定義しておくと，プルダウンメニューから選択できるようになります。

［分析用ポート番号］
•［接続ホスト名］でホスト名または IPアドレスを指定した場合
接続先マネージャーのポート番号を指定します。PFM - Analysis Manager動作条
件定義ファイル（pam.conf）で定義した分析用ポート番号を指定してください。
デフォルトは 20297です。

•［接続ホスト名］でプルダウンメニューから選択した場合
PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）に定義したポート番号
が表示されます。PFM - Analysis View接続先定義ファイルで定義していない場合
は，デフォルトの 20297が表示されます。

［コメント］
PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）で定義したコメントが表
示されます。［接続ホスト名］でホスト名または IPアドレスを入力した場合や，
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PFM - Analysis View接続先定義ファイルでコメントを定義していない場合は，何も
表示されません。

9.3.2　［データ取得設定］画面
PAMDBからデータを取得するメトリックの種別および期間を指定します。なお，この
画面でデータ取得を実行すると，それまで取得していたデータや分析結果はすべて破棄
されます。

図 9-51　［データ取得設定］画面

表示項目について説明します。

［分析粒度］
詳細メトリック，サマライズメトリックのどちらのデータを取得するか選択します。
デフォルトは，［データ取得設定］画面を起動した元の画面によって異なります。
「表 9-25　［データ取得設定］画面の項目のデフォルト値」を参照してください。

［取得可能期間］
データを取得できる期間が表示されます。［開始時刻］および［終了時刻］を指定す
る際の目安にしてください。

［開始時刻］
いつからのデータを取得するか指定します。デフォルトは，［データ取得設定］画面
を起動した元の画面によって異なります。「表 9-25　［データ取得設定］画面の項目
のデフォルト値」を参照してください。

［終了時刻］
いつまでのデータを取得するか指定します。デフォルトは，［データ取得設定］画面
を起動した元の画面によって異なります。「表 9-25　［データ取得設定］画面の項目
のデフォルト値」を参照してください。

［取得］ボタン
クリックすると，指定した範囲のデータを取得した［Bottleneck Analyzer］（メイ
ン）画面が表示されます。
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［分析粒度］，［開始時刻］，［終了時刻］のデフォルト値は，どの画面から［データ取得設
定］画面を起動したかによって異なります。各項目のデフォルト値を，次の表に示しま
す。

表 9-25　［データ取得設定］画面の項目のデフォルト値

9.3.3　［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面
稼働性能を参照できます。

起動元の画面 デフォルト値

分析粒度 開始時刻 終了時刻

［マネージャー接続］
画面
または
［Bottleneck 
Analyzer］（メイン）
画面

「11.2.6　PFM - 
Analysis View動作条
件定義ファイル
（pav.conf）」の
default_alyz_range
が，詳細メトリック粒
度の取得可能期間の長
さ以下である場合は
［詳細メトリック］，そ
れ以上である場合は
［サマライズメトリッ
ク］。

終了時刻から計算し
て，「11.2.6　PFM - 
Analysis View動作条
件定義ファイル
（pav.conf）」の
default_alyz_rangeで
設定した値になるよう
に設定される。

［取得可能期間］の
終了時刻と同じ。

JP1/IMの［イベン
トコンソール］画面

JP1イベントが，詳細
メトリック粒度の取得
可能期間内に発行され
た場合は［詳細メト
リック］，期間外に発
行された場合は［サマ
ライズメトリック］。

• JP1イベントが発行された時刻を，取得期
間に含むように設定される。

•「11.2.6PFM - Analysis View動作条件定義
ファイル（pav.conf）」の
default_alyz_rangeで設定した値になるよ
うに設定される。
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図 9-52　［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面

表示項目について説明します。

システム構成

［ビュー名］
分析するビューを選択します。

システム構成ツリー
［ビュー名］で選択したビューのシステム構成がツリー形式で表示されます。ツリー
内の各構成要素について，危険度がアイコンで表示されます。危険度のアイコンを，
次の表に示します。

表 9-26　危険度のアイコン

アイコン 危険度

（緑） 正常域

（黄） 警戒域

（赤） 危険域

（青） 不明
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また，オブジェクトの場合はステータスもアイコンで表示されます。オブジェクト
のステータスのアイコンを，次の表に示します。

表 9-27　オブジェクトのステータスのアイコン

なお，表示されるのは，時刻コントローラーの時刻ポインターで指定した時点の情
報です。

メトリックリスト

［表示フィルター］ボタン
［メトリック表示フィルター設定］画面が表示されます。詳細については，「9.3.4　
［メトリック表示フィルター設定］画面」を参照してください。

［表示フィルター］チェックボックス
チェックすると，［メトリック表示フィルター設定］画面で設定したフィルターを有
効にします。

注意事項
［表示フィルター］チェックボックスをチェックすると，Bottleneck Analyzer
全体で同じフィルターが適用されます。

メトリック一覧
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素下のオブジェクトのメトリック，各
メトリックの危険度および重要度が表示されます。表示されるのは，時刻コント
ローラーの時刻ポインターで指定した時点の情報です。
複数のインスタンスを持つメトリックの行を右クリックし，［展開］を選択すると，
そのメトリックが保持している個々のインスタンスを表示できます。また，複数の
メトリックをまとめて選択，展開し，それぞれのメトリックが保持している個々の
インスタンスを一括表示することもできます。
複数のインスタンスを持つメトリックの場合，メトリック名の欄に各インスタンス
のインスタンスインデックスが表示されます。採取ツールが PFMで，かつ，キー

（オフホワイト）
対象外

アイコン ステータス

（サービスオブジェクト，ホストオブジェクト，アプ

リケーションオブジェクト）

動作中または対象外

（サービスオブジェクト，ホストオブジェクト，アプ

リケーションオブジェクト）

停止中

アイコン 危険度
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フィールドが複数あるインスタンスの場合，インスタンスインデックスはキー
フィールドごとに「"（ダブルクォーテーション）」で囲まれ，「:（コロン）」で区
切った形で表示されます（例："index1":"index2"）。
また，個々のインスタンスが表示されているときに，メトリックの行を右クリック
し，［折りたたみ］を選択すると，表示されているインスタンスの行が消え，メト
リックの行だけになります。
オブジェクト名，重要度にはメトリックと同じ値が表示されます。メトリック名，
危険度には各インスタンスの情報が表示されます。デフォルトではインスタンスは
表示されません。

注意事項
ステータスメトリックについては，危険度のアイコンは表示されません。

時刻コントローラー

分析期間表示バー
分析期間が表示されます。バーの上部では，時刻ごとの危険度の推移を色で確認で
きます。表示される危険度は，システム構成ツリーで選択しているツリー構成要素
の危険度です。バーで表示されている期間に対して，または時刻ポインターで指定
した時刻に対して，分析を実行できます。

時刻ポインター
分析時刻を設定します。左右にスライドさせると，分析時刻を変更できます。

［分析時刻］
時刻ポインターが指している時刻がラベル表示されます。

［分析粒度］
分析に使用するメトリックの粒度がラベル表示されます。

［取得期間］
PAMDBからデータを取得した期間（開始時刻および終了時刻）が表示されます。

［分析期間］
分析期間表示バーで表示されている期間が表示されます。

分析期間移動ボタン
分析期間表示バーに表示される日時を，取得期間内で移動させます。

分析時間幅変更コントロール
プルダウンメニューまたはアイコンで，分析期間表示バーに表示する時間幅を変更
します。時間幅は，次の単位で変更できます。
• 20分
• 3時間
• 1日（デフォルト）
• 1週間
• 1か月
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• 6か月
• すべて（取得期間）
• 任意

なお，20分～ 6か月の単位のうち，［取得期間］に表示された期間よりも長いもの
はプルダウンメニューに表示されません。また，分析期間設定ボタンを使用した場
合，時間幅は任意になります。

［分析期間設定］ボタン
クリックすると，［分析期間設定］画面を開きます。分析期間の開始日時および終了
日時を指定します。任意の期間を指定できます。

図 9-53　［分析期間設定］画面

注意事項
分析期間表示バーでは，時刻ポインターの周りの危険度が表示されている部分をド
ラッグして，分析期間を左右に移動させることができます。この操作ができるとき
には，マウスポインターが左右に拡大 /縮小の操作をする場合のアイコンに変わりま
す。マウスを左右にドラッグすると，分析期間と時刻ポインターを同期して移動さ
せることができます。この場合，時刻ポインターの表示位置は変わりますが，時刻
ポインターが指す時刻は変わりません。分析期間は変わります。分析時刻を変えな
いで分析期間だけを変えるような微調整をしたい場合に利用できます。

［分析時刻指定］ボタン
クリックすると，［分析時刻指定］画面を開きます。分析期間内の任意の時刻を指定
できます。

図 9-54　［分析時刻指定］画面

［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面のメニュー項目を次の表に示します。
255



9.　画面
表 9-28　［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面のメニュー項目

メニューバー メニューコマンド 機能

ファイル データ取得 ［データ取得設定］画面を開きます。

レポート出力 ［レポート出力設定］画面を開きます。

接続先変更 ［マネージャー接続］画面を開きます。

オプション ［オプション］画面を開きます。

終了 マネージャーとの接続を切断し，［Bottleneck Analyzer］
（メイン）画面を終了します。

表示 メトリック表示フィル
ター設定

［メトリック表示フィルター設定］画面を開きます。

メトリック表示フィル
ター

表示フィルターの有効 /無効を切り替えます。

警告メッセージ ［警告メッセージ］画面の表示 /非表示を切り替えます。

プロパティ 選択したツリー構成要素またはメトリックの情報を表示
します。

インスタンスリスト ［インスタンスリスト］画面を開きます。メトリック一
覧で，複数のインスタンスを持つメトリックを選択した
場合に使用できます。

外部プログラム実行 外部プログラムを実行します。外部プログラム定義ファ
イルに定義したプログラム一覧が，サブメニューに表示
されます。システム構成ツリーでオブジェクトを選択し
ている場合は，そのオブジェクトの情報を引数として渡
して実行することもできます。

単一メトリックグラフ ［単一メトリックグラフ］画面を開き，分析期間のメト
リック値をグラフで表示します。メトリック一覧で，メ
トリックを一つ選択した場合に使用できます。

複数メトリックグラフ ［複数メトリックグラフ］画面を開き，分析期間のメト
リック値をグラフで表示します。メトリック一覧で複数
のメトリックを選択した場合，かつ選択したメトリック
数がグラフ線の最大表示本数以下の場合に使用できま
す。

展開 選択したツリー構成要素またはメトリックを展開しま
す。システム構成ツリーのツリー構成要素またはメト
リック一覧のメトリックを選択した場合に使用できま
す。

折りたたみ 選択したツリー構成要素またはメトリックを折りたたみ
ます。システム構成ツリーのツリー構成要素またはメト
リック一覧のメトリックを選択した場合に使用できま
す。

ツリー構成要素検索 ［ツリー構成要素検索］画面を開きます。

分析 ステータス分析 ［ステータス分析 - 条件設定］画面を開きます。

危険度分析 ［危険度分析 - 条件設定］画面を開きます。

相関分析 ［相関分析 - 条件設定］画面を開きます。

危険域到達時刻予測 ［危険域到達時刻予測 - 条件設定］画面を開きます。
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9.3.4　［メトリック表示フィルター設定］画面
メトリック一覧に表示するメトリックの条件を定義できます。

図 9-55　［メトリック表示フィルター設定］画面

表示項目について説明します。

［メトリックタイプ］
メトリックタイプでフィルタリングする場合に選択します。［メトリックタイプによ
るフィルター］をチェックして，［選択］ボタンをクリックすると，［メトリックタ
イプ選択］画面が表示されます。

［重要度］
重要度でフィルタリングする場合にチェックします。チェックした重要度のメト
リックを表示します。デフォルトは，すべてチェックされています。

［ステータスメトリック］

メトリック値ランキン
グ

［メトリック値ランキング - 条件設定］画面を開きます。

ウィンドウ 分析結果 サブメニューに，過去に実行した分析結果の画面名と分
析の実行時刻が表示され，選択すると画面を再表示でき
ます。表示中の画面にはチェックが付きます。
なお，サブメニューには，新しい画面から順に最大 15
件の分析結果が表示されます。

グラフ サブメニューに，過去に表示したグラフの画面名とグラ
フを表示した時刻が表示され，選択すると画面を再表示
できます。表示中の画面にはチェックが付きます。
なお，サブメニューには，新しい画面から順に最大 15
件のグラフが表示されます。

分析結果のクリア 表示中の分析結果の画面をすべて閉じます。分析結果の
サブメニューからも削除されます。また，分析結果の
データもすべて破棄されます。

グラフのクリア 表示中のグラフの画面をすべて閉じます。グラフのサブ
メニューからも削除されます。また，グラフのデータも
すべて破棄されます。

ヘルプ バージョン情報 PFM - Analysis Viewのバージョン情報を表示します。

メニューバー メニューコマンド 機能
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ステータスメトリックを表示するかどうかをチェックします。デフォルトはチェッ
クされていません。

［クリア］ボタン
各項目の設定がデフォルトの状態に戻ります。

9.3.5　［インスタンスリスト］画面
インスタンスが複数ある場合に，インスタンスごとの危険度やプロパティを表示します。

図 9-56　［インスタンスリスト］画面

表示項目について説明します。

［対象時刻］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターで指定した時刻が表示され
ます。この時刻のインスタンスの危険度を［インスタンス一覧］に表示します。

［対象期間］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［分析期間］に表示されている開始時刻お
よび終了時刻が表示されます。
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［メトリック］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面で指定したオブジェクト名およびメトリック
名が表示されます。

［インスタンス一覧］
指定したメトリックのインスタンスと，対象時刻の危険度が表示されます。採取
ツールが PFMで，かつ，キーフィールドが複数あるインスタンスの場合，インスタ
ンスインデックスはキーフィールドごとに「"（ダブルクォーテーション）」で囲ま
れ，「:（コロン）」で区切った形で表示されます（例："index1":"index2"）。

［プロパティ］ボタン
［インスタンス一覧］でインスタンスを選択してからクリックすると，［メトリック
のプロパティ］画面が表示されます。

［グラフ］ボタン
［インスタンス一覧］で選択したインスタンスのグラフが表示されます。インスタン
スを一つだけ選択している場合は［単一メトリックグラフ］画面が表示されます。
複数のインスタンスを選択し，かつ選択している数がグラフ線の最大表示本数以下
の場合は［複数メトリックグラフ］画面が表示されます。グラフの表示期間には，
［対象期間］の値が使用されます。

9.3.6　［ツリー構成要素検索］画面
システム構成ツリーから，指定した文字列のツリー構成要素を検索します。［ツリー構成
要素検索］画面起動時に選択していた一つのツリー構成要素配下に対して検索を実行し
ます。

図 9-57　［ツリー構成要素検索］画面

表示項目について説明します。

［検索文字列］
検索するツリー構成要素の名称を指定します。

［検索］ボタン
［検索文字列］と一致する名称のツリー構成要素を検索します。該当する構成要素の
中で，最初に検索できた構成要素がシステム構成ツリー上で選択状態になります。
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9.3.7　［ステータス分析］画面
（1） ［ステータス分析 - 条件設定］画面

オブジェクトのステータス分析を実行します。

図 9-58　［ステータス分析 - 条件設定］画面

表示項目について説明します。

［分析種別］
•［時刻に対して分析］
指定した時刻のステータスを分析します。

•［期間に対して分析］
指定した期間のステータスを分析します。

［対象時刻］または［対象期間］
［分析種別］で［時刻に対して分析］を選択した場合，［Bottleneck Analyzer］（メ
イン）画面の時刻ポインターで指定した時刻が表示されます。［期間に対して分析］
を選択した場合は，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［分析期間］が表示さ
れます。

［対象オブジェクト］
分析対象のオブジェクト範囲を指定します。デフォルトは［対象システム以下］で
す。なお，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でシステム以下のツリー構成要素
が選択されていない場合のデフォルトは，［ビュー全体］になります。
•［ビュー全体］
システム構成ツリーで表示しているビューのオブジェクトすべてを分析対象にし
ます。

•［対象システム以下（システム名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素を含むシステムのオブジェクトす
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べてを分析対象にします。
•［選択ツリー構成要素以下（ツリー構成要素名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素以下のオブジェクトを分析対象に
します。［選択］ボタンをクリックすると，［ツリー構成要素再選択］画面が表示
され，分析対象のオブジェクトを再選択できます。

［オブジェクトタイプ］
オブジェクトタイプを指定して，分析対象のオブジェクトを絞り込む場合にチェッ
クします。デフォルトは，チェックされていません。［選択］ボタンをクリックする
と，［オブジェクトタイプ選択］画面が表示され，分析対象にするオブジェクトタイ
プを指定できます。

［ステータス］
抽出するオブジェクトのステータスをチェックします。デフォルトは［停止中］だ
けチェックされています。

［クリア］ボタン
各項目の設定がデフォルトの状態に戻ります。

［分析］ボタン
分析を開始します。分析が終了すると，［ステータス分析 - 分析結果］画面が表示さ
れます。

（2） ［ステータス分析 - 分析結果］画面

ステータス分析の結果を表示します。
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図 9-59　［ステータス分析 - 分析結果］画面

表示項目について説明します。

［対象時刻］または［対象期間］
分析対象の時刻または期間が表示されます。

［対象オブジェクト］
分析対象オブジェクトの範囲が表示されます。

［分析結果一覧］
指定したステータスのオブジェクトが表示されます。期間で分析した場合は，指定
したステータスに変化した時刻も表示されます。なお，一つのオブジェクトで，指
定したステータスに複数回変化した場合は，別の行に表示されます。

［プロパティ］ボタン
［分析結果一覧］で選択したオブジェクトのプロパティを表示します。

［ジャンプ］ボタン
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターを，［分析結果一覧］で選
択したオブジェクトのステータスが変化した時間に設定します。また，そのオブ
ジェクトがシステム構成ツリー上で選択された状態に設定します。
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9.3.8　［危険度分析］画面
（1） ［危険度分析 - 条件設定］画面

オブジェクトまたはメトリックの危険度分析を実行します。

図 9-60　［危険度分析 - 条件設定］画面

表示項目について説明します。

［分析種別］
•［時刻に対して分析］
指定した時刻の危険度を分析します。

•［期間に対して分析］
指定した期間の危険度を分析します。

［対象時刻］または［対象期間］
［分析種別］で［時刻に対して分析］を選択した場合，［Bottleneck Analyzer］（メ
イン）画面の時刻ポインターで指定した時刻が表示されます。［期間に対して分析］
を選択した場合は，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［分析期間］が表示さ
れます。

［分析対象］
分析対象を，［オブジェクト］または［メトリック］から選択します。デフォルト
は，［オブジェクト］です。
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［分析対象］で［オブジェクト］を選択した場合に指定する項目

［対象オブジェクト］
ビュー内のどのオブジェクトを分析するか指定します。デフォルトは［対象シ
ステム以下］です。なお，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でシステム以
下のツリー構成要素が選択されていない場合のデフォルトは，［ビュー全体］に
なります。
•［ビュー全体］
システム構成ツリーで表示しているビューのオブジェクトすべてを分析対象
にします。

•［対象システム以下（システム名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素を含むシステムのオブジェク
トすべてを分析対象にします。

•［選択ツリー構成要素以下（ツリー構成要素名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素以下のオブジェクトを分析対
象にします。［選択］ボタンをクリックすると，［ツリー構成要素再選択］画
面が表示され，分析対象のオブジェクトを再選択できます。

［オブジェクトタイプ］
オブジェクトタイプを指定して，分析対象のオブジェクトを絞り込む場合に
チェックします。デフォルトは，チェックされていません。［選択］ボタンをク
リックすると，［オブジェクトタイプ選択］画面が表示され，分析対象にするオ
ブジェクトタイプを指定できます。

 

［分析対象］で［メトリック］を選択した場合に指定する項目

［対象メトリック］
ビュー内のどのメトリックを分析するか指定します。デフォルトは［対象シス
テム以下］です。なお，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でシステム以下
のツリー構成要素が選択されていない場合のデフォルトは，［ビュー全体］にな
ります。
•［ビュー全体］
システム構成ツリーで表示しているビューのオブジェクトのメトリックすべ
てを分析対象にします。

•［対象システム以下（システム名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素を含むシステムのオブジェク
トのメトリックすべてを分析対象にします。

•［選択ツリー構成要素以下（ツリー構成要素名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素以下のオブジェクトのメト
リックを分析対象にします。［選択］ボタンをクリックすると，［ツリー構成
要素再選択］画面が表示されます。

•［メトリックリスト］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［メトリック一覧］に表示されたメ
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トリックを分析対象にします。

［メトリックタイプ］
メトリックタイプを指定して，分析対象のメトリックを絞り込む場合にチェッ
クします。デフォルトは，チェックされていません。［選択］ボタンをクリック
すると，［メトリックタイプ選択］画面が表示され，分析対象にするメトリック
タイプを指定できます。

［重要度］
分析対象にするメトリックの重要度を指定します。デフォルトは，すべて
チェックされています。

［ステータスメトリック］
ステータスメトリックを分析対象にする場合に指定します。デフォルトは
チェックされていません。

［インスタンス］
メトリックのインスタンスを分析対象にするかどうか指定します。デフォルト
はチェックされていません。

［危険度］
抽出するオブジェクトまたはメトリックの危険度を指定します。デフォルトは，危
険域だけがチェックされています。

［クリア］ボタン
各項目の設定がデフォルトの状態に戻ります。

［分析］ボタン
分析を開始します。分析が終了すると，［危険度分析 - 分析結果］画面が表示されま
す。

（2） ［危険度分析 - 分析結果］画面

分析結果を表示します。
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図 9-61　［危険度分析 - 分析結果］画面

表示項目について説明します。

［対象時刻］または［対象期間］
分析を行った時刻または期間が表示されます。

［対象オブジェクト］または［対象メトリック］
分析対象オブジェクト，または分析対象メトリックの範囲が表示されます。

［分析結果一覧］
指定した危険度のオブジェクトまたはメトリックが表示されます。期間で分析した
場合は，指定した危険度に変化した時刻も表示されます。なお，一つのオブジェク
トまたはメトリックで，指定したステータスに複数回変化した場合は，別の行に表
示されます。

［プロパティ］ボタン
• 分析対象がオブジェクトの場合
［分析結果一覧］で選択したオブジェクトのプロパティを表示します。
• 分析対象がメトリックの場合
［分析結果一覧］で選択したメトリックのプロパティを表示します。

［グラフ］ボタン（分析対象がメトリックの場合）
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［分析結果一覧］で選択したメトリックのグラフが表示されます。メトリックを一つ
だけ選択している場合は［単一メトリックグラフ］画面が表示されます。複数のメ
トリックを選択し，かつ選択しているメトリック数がグラフ線の最大表示本数以下
の場合は［複数メトリックグラフ］画面が表示されます。
選択した複数の行が同じメトリックを示す場合は，一つのメトリックとして表示さ
れます。同じメトリックのグラフが重複して表示されることはありません。

［ジャンプ］ボタン
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターを，［分析結果一覧］で選
択したオブジェクトまたはメトリックの危険度が変化した時間に設定します。また，
そのオブジェクトがシステム構成ツリー上で選択された状態に設定します。

9.3.9　［相関分析］画面

（1） ［相関分析 - 条件設定］画面

相関分析を実行します。

図 9-62　［相関分析 - 条件設定］画面

表示項目について説明します。

［対象期間］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［分析期間］が表示されます。

［現象メトリック］
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［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面で選択したメトリックが，「オブジェクト名：
メトリック名」の形式で表示されます。なお，個々のインスタンスを選択していた
場合は，「オブジェクト名：メトリック名．インスタンスインデックス」の形式で表
示されます。

［原因候補メトリック］
現象メトリックで指定したメトリックとの相関関係を調べる範囲を指定します。
デフォルトは［対象システム以下］です。なお，［Bottleneck Analyzer］（メイン）
画面でシステム以下のツリー構成要素が選択されていない場合のデフォルトは，
［ビュー全体］になります。
•［ビュー全体］
システム構成ツリーで表示しているビューのオブジェクトのメトリックすべてを
分析対象にします。

•［対象システム以下（システム名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素を含むシステムのオブジェクトの
メトリックすべてを分析対象にします。

•［選択ツリー構成要素以下（ツリー構成要素名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素以下のオブジェクトのメトリック
を分析対象にします。［選択］ボタンをクリックすると，［ツリー構成要素再選択］
画面が表示され，分析対象のオブジェクトを再選択できます。

•［メトリックリスト］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［メトリック一覧］に表示されたメト
リックを分析対象にします。

［メトリックタイプ］
メトリックタイプを指定して，分析対象のメトリックを絞り込む場合にチェックし
ます。デフォルトは，チェックされていません。［選択］ボタンをクリックすると，
［メトリックタイプ選択］画面が表示され，分析対象にするメトリックタイプを指定
できます。

［重要度］
分析対象にするメトリックの重要度を指定します。デフォルトは，すべてチェック
されています。

［ステータスメトリック］
ステータスメトリックを分析対象にする場合に指定します。デフォルトはチェック
されていません。

［インスタンス］
メトリックのインスタンスを分析対象にするかどうか指定します。デフォルトは
チェックされていません。

［ソート方向］
分析結果の表示を［相関の高い順］または［相関の低い順］から選択します。デ
フォルトは［相関の高い順］です。［相関の低い順］を選択すると，相関の低いメト
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リックを取得できます。

［最大出力件数］
出力件数を，1～ 100件の範囲で指定します。デフォルトは 30件です。分析結果が
多い場合，ここで指定した件数のメトリックだけ取得します。

［クリア］ボタン
各項目の設定がデフォルトの状態に戻ります。

［分析］ボタン
分析を開始します。分析が終了すると，［相関分析 - 分析結果］画面が表示されます。

（2） ［相関分析 - 分析結果］画面

分析結果を表示します。

図 9-63　［相関分析 - 分析結果］画面

表示項目について説明します。

［対象期間］
分析対象の期間が表示されます。
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［現象メトリック］
現象メトリックが「オブジェクト名：メトリック名」の形式で表示されます。なお，
現象メトリックが個々のインスタンスの場合は，「オブジェクト名：メトリック名．
インスタンスインデックス」の形式で表示されます。

［原因候補メトリック］
メトリックを分析した範囲が表示されます。

［分析結果一覧］
結果が表示されます。［相関の強さ］は，0～ 1の範囲で表示され，1に近いほど相
関が高いことになります。

［プロパティ］ボタン
［分析結果一覧］で選択したメトリックのプロパティを表示します。

［グラフ］ボタン
現象メトリックと，［分析結果一覧］で選択したメトリックのグラフが表示されま
す。［分析結果一覧］で何も選択しない場合は［単一メトリックグラフ］画面が表示
されます。複数のメトリックを選択し，かつ選択しているメトリック数がグラフ線
の最大表示本数以下の場合は［複数メトリックグラフ］画面が表示されます。グラ
フの表示期間には，［対象期間］の値が使用されます。

［ジャンプ］ボタン
［分析結果一覧］でメトリックを選択してからクリックすると，［Bottleneck 
Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターを，分析結果に表示された相関の時間に
設定します。また，そのオブジェクトがシステム構成ツリー上で選択された状態に
設定します。

9.3.10　［危険域到達時刻予測］画面
（1） ［危険域到達時刻予測 - 条件設定］画面

メトリックの危険度が危険域に達する時刻を予測します。危険域到達時刻は，対象期間
のメトリック値に対する近似直線を求めて，この直線が危険域に到達する時刻を予測値
とします。
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図 9-64　［危険域到達時刻予測 - 条件設定］画面

表示項目について説明します。

［対象期間］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［分析期間］が表示されます。

［対象メトリック］
分析するメトリックの範囲を指定します。デフォルトは［対象システム以下］です。
なお，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でシステム以下のツリー構成要素が選
択されていない場合のデフォルトは，［ビュー全体］になります。
•［ビュー全体］
システム構成ツリーで表示しているビューのオブジェクトのメトリックすべてを
分析対象にします。

•［対象システム以下（システム名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素を含むシステムのオブジェクトの
メトリックすべてを分析対象にします。

•［選択ツリー構成要素以下（ツリー構成要素名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素以下のオブジェクトのメトリック
を分析対象にします。［選択］ボタンをクリックすると，［ツリー構成要素再選択］
画面が表示され，分析対象のオブジェクトを再選択できます。

•［メトリックリスト］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［メトリック一覧］に表示されたメト
リックを分析対象にします。

［メトリックタイプ］
メトリックタイプを指定して，分析対象のメトリックを絞り込む場合にチェックし
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ます。デフォルトは，チェックされていません。［選択］ボタンをクリックすると，
［メトリックタイプ選択］画面が表示され，分析対象にするメトリックタイプを指定
できます。

［重要度］
分析対象にするメトリックの重要度を指定します。デフォルトは，すべてチェック
されています。

［ステータスメトリック］
ステータスメトリックを分析対象にする場合はチェックします。デフォルトは
チェックされていません。

［インスタンス］
メトリックのインスタンスを分析対象にするかどうか指定します。デフォルトは
チェックされていません。

［最終予測時刻］
いつまでの予測を出すか，時刻を指定します。指定できる値は，「分析期間の終了時
刻」～「分析期間の終了時刻に分析期間の時間幅を足した時刻」です。デフォルト
は，次の式で求められる値になります。
分析期間の終了時刻 +（分析期間の時間幅× 0.3）

［最大出力件数］
出力件数を，1～ 100件の範囲で指定します。デフォルトは 30件です。分析結果が
多い場合，ここで指定した件数のメトリックだけ取得します。

［クリア］ボタン
各項目の設定がデフォルトの状態に戻ります。

［分析］ボタン
分析を開始します。分析が終了すると，［危険域到達時刻予測 - 分析結果］画面が表
示されます。

（2） ［危険域到達時刻予測 - 分析結果］画面

分析結果を表示します。
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図 9-65　［危険域到達時刻予測 - 分析結果］画面

表示項目について説明します。

［対象期間］
分析対象の期間が表示されます。

［対象メトリック］
分析対象のメトリック範囲が表示されます。

［分析結果一覧］
結果が表示されます。［予測時刻］は，メトリックが危険域に到達する時刻として予
測された値です。なお，最終予測時刻までに危険域に到達しないメトリックは，分
析結果には表示されません。

［プロパティ］ボタン
［分析結果一覧］で選択したメトリックのプロパティを表示します。

［グラフ］ボタン
［分析結果一覧］で選択したメトリックのグラフが表示されます。メトリックを一つ
だけ選択している場合は［単一メトリックグラフ］画面が表示されます。複数のメ
トリックを選択し，かつ選択しているメトリック数がグラフ線の最大表示本数以下
の場合は［複数メトリックグラフ］画面が表示されます。グラフの表示期間には，
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［対象期間］の値が使用されます。

［ジャンプ］ボタン
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターを，［対象期間］に設定し
ます。また，［分析結果一覧］で選択したオブジェクトがシステム構成ツリー上で選
択された状態に設定します。

9.3.11　［メトリック値ランキング］画面

（1） ［メトリック値ランキング - 条件設定］画面

メトリックの値の順番に表示します。

図 9-66　［メトリック値ランキング - 条件設定］画面

表示項目について説明します。

［分析種別］
•［時刻］
指定した時刻のメトリック値を分析します。デフォルトは，［時刻］です。

•［期間で集計］
指定した期間の値を計算し，その値を分析します。計算は［集計方法］で指定し
た方法で行われます。

［対象時刻］または［対象期間］
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［分析種別］で［時刻］を選択した場合，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の
時刻ポインターで指定した時刻が表示されます。［期間で集計］を選択した場合は，
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［分析期間］が表示されます。

［集計方法］
［分析種別］で［期間で集計］を選択した場合，集計方法を［平均値］，［最大値］，
または［最小値］から選択します。

［対象メトリック］
分析するメトリックの範囲を指定します。デフォルトは［対象システム以下］です。
なお，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面でシステム以下のツリー構成要素が選
択されていない場合のデフォルトは，［ビュー全体］になります。
•［ビュー全体］
システム構成ツリーで表示しているビューのメトリックすべてを分析対象にしま
す。

•［対象システム以下（システム名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素を含むシステムのオブジェクトの
メトリックすべてを分析対象にします。

•［選択ツリー構成要素以下（ツリー構成要素名）］
システム構成ツリーで選択したツリー構成要素以下のオブジェクトのメトリック
を分析対象にします。［選択］ボタンをクリックすると，［ツリー構成要素再選択］
画面が表示され，分析対象のオブジェクトを再選択できます。

•［メトリックリスト］
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の［メトリック一覧］に表示されたメト
リックを分析対象にします。

［メトリックタイプ］
メトリックタイプを指定して，分析対象のメトリックを絞り込む場合にチェックし
ます。デフォルトは，チェックされていません。［選択］ボタンをクリックすると，
［メトリックタイプ選択］画面が表示され，分析対象にするメトリックタイプを指定
できます。

［重要度］
分析対象にするメトリックの重要度を指定します。デフォルトでは，すべてチェッ
クされています。

［ステータスメトリック］
ステータスメトリックを分析対象にする場合に指定します。デフォルトはチェック
されていません。

［インスタンス］
メトリックのインスタンスを分析対象にするかどうか指定します。デフォルトは
チェックされていません。

［ソート方向］
メトリック値の表示順を，［降順］または［昇順］から選択します。デフォルトは
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［降順］です。

［最大出力件数］
出力件数を，1～ 100件の範囲で指定します。デフォルトは 30件です。分析結果が
多い場合，ここで指定した件数のメトリックだけ取得します。

［クリア］ボタン
各項目の設定がデフォルトの状態に戻ります。

［分析］ボタン
分析を開始します。分析が終了すると，［メトリック値ランキング - 分析結果］画面
が表示されます。

（2） ［メトリック値ランキング - 分析結果］画面

分析結果を表示します。

図 9-67　［メトリック値ランキング - 分析結果］画面

表示項目について説明します。

［対象時刻］または［対象期間］
分析を行った時刻または期間（開始時刻および終了時刻）が表示されます。
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［集計方法］
期間で集計した値を分析した場合，メトリック値の集計方法が表示されます。

［対象メトリック］
分析したメトリックの範囲が表示されます。

［分析結果一覧］
結果が表示されます。対象時刻で分析した場合は，メトリック名，オブジェクト名，
メトリック値，危険度，重要度が表示されます。期間で分析した場合は，メトリッ
ク名，オブジェクト名，集計メトリック値，重要度が表示されます。集計メトリッ
ク値とは，［メトリック値ランキング - 条件設定］画面の［集計方法］で指定した計
算方法に基づいて集計した値です。

［プロパティ］ボタン
［分析結果一覧］で選択したメトリックのプロパティを表示します。

［グラフ］ボタン（期間に対して分析した場合）
［分析結果一覧］で選択したメトリックのグラフが表示されます。メトリックを一つ
だけ選択している場合は［単一メトリックグラフ］画面が表示されます。複数のメ
トリックを選択し，かつ選択しているメトリック数がグラフ線の最大表示本数以下
の場合は［複数メトリックグラフ］画面が表示されます。

［ジャンプ］ボタン
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインターを，分析結果に表示された
メトリック値の時間に設定します。また，メトリックのオブジェクトがシステム構
成ツリー上で選択された状態に設定します。

9.3.12　［警告メッセージ］画面
PFM - Analysis Managerが発行した警告メッセージを表示します。

図 9-68　［警告メッセージ］画面

表示項目について説明します。

［表示フィルター設定］ボタン
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表示する警告メッセージをフィルタリングするための，［警告メッセージ表示フィル
ター設定］画面が表示されます。

［表示フィルター］チェックボックス
［警告メッセージ表示フィルター設定］画面で設定した内容を有効にする場合に
チェックします。

警告メッセージ一覧
［データ取得設定］画面で指定した範囲のメッセージが表示されます。メッセージを
ダブルクリックすると，［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面の時刻ポインター
を，選択した警告メッセージが発行された時刻に設定します。また，警告メッセー
ジに関連するオブジェクトやメトリックを選択状態に設定します。

［ID］
警告メッセージの IDが表示されます。

［時刻］
警告メッセージが発行された時刻を表示します。

［対象］
警告メッセージの発生元であるオブジェクトまたはメトリックが表示されます。

［メッセージ］
［ID］に対応したメッセージが表示されます。

［ビュー］
警告メッセージが発行されたビュー名が表示されます。

［警告メッセージ］画面のメニュー項目を次の表に示します。

表 9-29　［警告メッセージ］画面のメニュー項目

PFM - Analysisが発行する警告メッセージを，次の表に示します。

メニューバー メニューコマンド 機能

ファイル 閉じる ［警告メッセージ］画面を終了します。

表示 警告メッセージ表示フィルター
設定

［警告メッセージ表示フィルター設定］画
面を表示します。

警告メッセージ表示フィルター
の適用

［警告メッセージ表示フィルター設定］画
面で設定した内容の有効 /無効を切り替え
ます。

ジャンプ 選択した警告メッセージが発行された時刻
や，オブジェクト，メトリックの状態を，
［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面上
に再現します。

プロパティ 選択した警告メッセージのプロパティを表
示します。
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表 9-30　PFM - Analysisが発行する警告メッセージ

注
警告メッセージに関連するオブジェクトが複数のビューに属している場合，属しているビュー
の数だけ警告メッセージが発行されます。

警告メッ
セージ ID

分類 メッセージ内容 発行契機

10001 危険度変化メッ
セージ

危険度が正常域から警戒域
に変化しました

メトリックの危険度が正常域から警
戒域に変化したとき

10002 危険度が警戒域から正常域
に変化しました

メトリックの危険度が警戒域から正
常域に変化したとき

10003 危険度が警戒域から危険域
に変化しました

メトリックの危険度が警戒域から危
険域に変化したとき

10004 危険度が危険域から警戒域
に変化しました

メトリックの危険度が危険域から警
戒域に変化したとき

10005 危険度が正常域から危険域
に変化しました

メトリックの危険度が正常域から危
険域に変化したとき

10006 危険度が危険域から正常域
に変化しました

メトリックの危険度が危険域から正
常域に変化したとき

10007 危険度が正常域から不明に
変化しました

メトリックの危険度が正常域から不
明に変化したとき

10008 危険度が不明から正常域に
変化しました

メトリックの危険度が不明から正常
域に変化したとき

10009 危険度が警戒域から不明に
変化しました

メトリックの危険度が警戒域から不
明に変化したとき

10010 危険度が不明から警戒域に
変化しました

メトリックの危険度が不明から警戒
域に変化したとき

10011 危険度が危険域から不明に
変化しました

メトリックの危険度が危険域から不
明に変化したとき

10012 危険度が不明から危険域に
変化しました

メトリックの危険度が不明から危険
域に変化したとき

20001 ステータス変化
メッセージ

ステータスが動作中から停
止中に変化しました

オブジェクトのステータスが動作中
から停止中に変化したとき

20002 ステータスが停止中から動
作中に変化しました

オブジェクトのステータスが停止中
から動作中に変化したとき

20003 ステータスが動作中から対
象外に変化しました

オブジェクトのステータスが動作中
から対象外に変化したとき

20004 ステータスが対象外から動
作中に変化しました

オブジェクトのステータスが対象外
から動作中に変化したとき

20005 ステータスが停止中から対
象外に変化しました

オブジェクトのステータスが停止中
から対象外に変化したとき

20006 ステータスが対象外から停
止中に変化しました

オブジェクトのステータスが対象外
から停止中に変化したとき
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9.3.13　［警告メッセージ表示フィルター設定］画面
［警告メッセージ］画面に表示する警告メッセージをフィルタリングする条件を設定しま
す。

（1） ［危険度変化］タブ

図 9-69　［警告メッセージ表示フィルター設定］画面（［危険度変化］タブ）

表示項目について説明します。

［危険度変化］
危険度の変化による警告メッセージのフィルタリングを行う場合にチェックします。
デフォルトではチェックされています。チェックを外すと，［重要度］，［インスタン
ス］，［警告メッセージ一覧］はすべて非活性になります。

［重要度］
表示するメトリックの重要度を指定します。デフォルトでは，［最重要］だけチェッ
クされています。

［インスタンス］
メトリックに複数のインスタンスがある場合，インスタンス単位で危険度が変化し
た場合のメッセージを表示するかどうか設定します。チェックすると，インスタン
スごとの危険度変化メッセージ，および平滑化されたメトリック値での危険度変化
メッセージが両方表示されます。チェックしないと，平滑化されたメトリック値で
の危険度変化メッセージだけが表示されます。デフォルトではチェックされていま
せん。
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［警告メッセージ一覧］
［警告メッセージ］画面に表示したいメッセージの［表示］チェックボックスを
チェックします。デフォルトでは，次のメッセージがチェックされています。
• 危険度が正常域から危険域に変化しました。
• 危険度が警戒域から危険域に変化しました。
• 危険度が不明から危険域に変化しました。

［クリア］ボタン
［警告メッセージ一覧］で設定したチェックがデフォルトの状態に戻ります。

（2） ［ステータス変化］タブ

図 9-70　［警告メッセージ表示フィルター設定］画面（［ステータス変化］タブ）

［ステータス変化］
ステータスの変化による警告メッセージのフィルタリングを行う場合にチェックし
ます。デフォルトではチェックされています。チェックを外すと，［オブジェクトレ
イヤー］，［警告メッセージ一覧］はすべて非活性になります。

［オブジェクトレイヤー］
［警告メッセージ］画面に表示したいオブジェクトレイヤーをチェックします。デ
フォルトでは，［サービス］だけチェックされています。

［警告メッセージ一覧］
［警告メッセージ］画面に表示したいメッセージの［表示］チェックボックスを
チェックします。デフォルトでは，次のメッセージがチェックされています。
• ステータスが動作中から停止中に変化しました。
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• ステータスが対象外から停止中に変化しました。

［クリア］ボタン
［警告メッセージ一覧］で設定したチェックがデフォルトの状態に戻ります。

9.3.14　［単一メトリックグラフ］画面
一つのメトリック値のグラフを表示します。この画面では，メトリック値のトレンドや
予測結果を表示できます。また，表示中のメトリック値を CSV形式ファイルに出力でき
ます。

図 9-71　［単一メトリックグラフ］画面

表示項目について説明します。

グラフエリア
メトリックのグラフが表示されます。グラフ上でマウスをクリックすると，その位
置の時刻が［対象時刻］に表示されます。

［トレンド表示］チェックボックス
グラフエリアにトレンド線を描画する場合にチェックします。

［予測表示］チェックボックス
グラフエリアに予測の線を描画する場合にチェックします。
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［しきい値表示］チェックボックス
グラフ表示されているメトリックの警戒しきい値，危険しきい値を，しきい値線ま
たは背景色を変更して表示する場合にチェックします。しきい値表示の方法は，［表
示］－［しきい値の表示方法］で設定できます。また，［単一メトリックグラフ］画
面を起動したときの，しきい値表示方法のデフォルトは，［オプション］画面で設定
できます。詳細については，「9.3.29 ［オプション］画面」を参照してください。な
お，しきい値が設定されていないメトリックの場合，この項目は不活性になります。

図 9-72　しきい値表示（しきい値線）
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図 9-73　しきい値表示（背景色変更）

メトリック情報
グラフ表示されているメトリックに関する情報が表示されます。

［対象時刻］
グラフエリアで選択した時刻が表示されます。

［表示期間］
グラフに表示されている時刻の範囲が表示されます。

 

［単一メトリックグラフ］画面のメニュー項目を次の表に示します。

表 9-31　［単一メトリックグラフ］画面のメニュー項目

メニューバー メニューコマンド 機能

ファイル CSV出力 グラフに表示されているメトリックの値を CSV形
式のファイルに出力します。［ファイル保存］ダイ
アログボックスが表示されるので，ファイル名を
指定して保存します。
ただし，予測とトレンドについては出力されませ
ん。CSV出力の出力例については「9.3.16　［メト
リック値リスト］画面」を参照してください。

閉じる ［単一メトリックグラフ］画面を終了します。
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9.3.15　［複数メトリックグラフ］画面
複数のメトリックのグラフを表示します。また，表示中のメトリック値を CSV形式ファ
イルに出力できます。なお，表示できるメトリックの数は，PFM - Analysis View動作
条件定義ファイル（pav.conf）で指定したグラフ線の色の定義数になります。

表示 メトリック値リスト グラフの内容をリスト形式で表示するための［メ
トリック値リスト］画面を表示します。

プロパティ メトリックの詳細情報を表示する［メトリックの
プロパティ］画面を表示します。

トレンド トレンド線を描画する場合にチェックします。

予測 予測の線を描画する場合にチェックします。

しきい値 グラフエリアのしきい値表示，非表示を切り替え
ます。

しきい値の表示方法 グラフエリアにしきい値を表示する場合，その表
示方法として［しきい値線］または［背景色変更］
のどちらかを選択します。

分析 トレンド分析条件 トレンド線の条件を定義する［トレンド分析条件
設定］画面を表示します。

予測条件 予測値の条件を定義する［予測条件設定］画面を
表示します。

メニューバー メニューコマンド 機能
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図 9-74　［複数メトリックグラフ］画面

表示項目について説明します。

グラフエリア
メトリックのグラフが表示されます。グラフ上でマウスをクリックすると，その位
置の時刻が［対象時刻］に表示されます。

［レンジ統一］チェックボックス
グラフの縦軸を統一する場合にチェックします。チェックすると，縦軸が統一され
るため，各メトリック値を絶対値で比較しやすくなります。チェックを外すと，縦
軸は各メトリックで異なるため，相対値で比較しやすくなります。

メトリック情報
グラフに表示しているメトリックの情報が表示されます。

［対象時刻］
グラフエリアで選択した時刻が表示されます。

［表示期間］
グラフに表示されている時刻の範囲が表示されます。

グラフエリアの上部には，メトリック情報のリストで選択しているメトリックのオブ
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ジェクト名とメトリック名が表示されます。

グラフエリアの左の部分には，グラフの縦軸の目盛りが表示されます。［レンジ統一］を
チェックしている場合としていない場合で表示される目盛りが異なります。

•［レンジ統一］をチェックしている場合
統一された縦軸の目盛りが表示されます。

•［レンジ統一］をチェックしていない場合
メトリック情報のリストで選択しているメトリックに対応する縦軸の目盛りが表示さ
れます。

 

［複数メトリックグラフ］画面のメニュー項目を次の表に示します。

表 9-32　［複数メトリックグラフ］画面のメニュー項目

9.3.16　［メトリック値リスト］画面
メトリックの値を表形式で表示します。

メニューバー メニューコマンド 機能

ファイル CSV出力 グラフに表示されているメトリックの値を CSV形
式のファイルに出力します。［ファイル保存］ダイ
アログボックスが表示されるので，ファイル名を
指定して保存します。
CSV出力の出力例については「9.3.16　［メトリッ
ク値リスト］画面」を参照してください。

閉じる ［複数メトリックグラフ］画面を終了します。

表示 単一メトリックグラフ 選択したメトリックの［単一メトリックグラフ］
画面を表示します。

メトリック値リスト グラフの内容をリスト形式で表示するための［メ
トリック値リスト］画面を表示します。

プロパティ メトリックの詳細情報を表示する［メトリックの
プロパティ］画面を表示します。

レンジ統一 グラフの縦軸を統一する場合にチェックします。
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図 9-75　［メトリック値リスト］画面

表示項目について説明します。

メトリック値一覧
メトリック値を表示します。

［CSV出力］ボタン
メトリック値一覧の内容を CSV形式のファイルに出力します。このボタンをクリッ
クすると［ファイル保存］ダイアログボックスが表示されるので，ファイル名を指
定して保存します。
出力例を次に示します。
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図 9-76　CSV出力の出力例

9.3.17　［トレンド分析条件設定］画面
メトリックのトレンドを分析する条件を設定します。

図 9-77　［トレンド分析条件設定］画面

表示項目について説明します。

［対象期間］
［単一メトリックグラフ］画面の［表示期間］（予測の線を表示していない状態での
表示期間）が表示されます。

［メトリック］
トレンド分析を行うメトリックが，「オブジェクト名：メトリック名」の形式で表示
されます。

［アルゴリズム］
トレンドを計算するアルゴリズムを，［直線近似］，［指数平滑法］，［移動平均法］か
ら選択します。選択したアルゴリズムによって，設定項目が異なります。デフォル
トは［直線近似］です。通常は，［直線近似］を選択することをお勧めします。
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設定項目
［アルゴリズム］で選択した項目によって，設定内容が異なります。なお，［直線近
似］を選択した場合は，設定項目はありません。

［平滑化係数］
［指数平滑法］を選択した場合に設定します。0.0～ 1.0の範囲で入力してくだ
さい。デフォルトは 0.3です。

［区間］
［移動平均法］を選択した場合に指定します。1～ 9までの整数と，単位
（［日］，［時］，［分］）を組み合わせて指定してください。デフォルトは 1日で
す。

9.3.18　［予測条件設定］画面
メトリックの予測値を分析する条件を設定します。

図 9-78　［予測条件設定］画面

表示項目について説明します。

［対象期間］
［単一メトリックグラフ］画面の［表示期間］（予測の線を表示していない状態での
表示期間）が表示されます。

［メトリック］
予測値を分析するメトリックが，「オブジェクト名：メトリック名」の形式で表示さ
れます。

［最終予測時刻］
いつまでの予測を出すか，日時を指定します。指定できる値は，「分析期間の終了時
刻」～「分析期間の終了時刻に分析期間の時間幅を足した時刻」です。デフォルト
は，次の式で求められる値になります。
分析期間の終了時刻 +（分析期間の時間幅× 0.3）
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9.3.19　［ツリー構成要素再選択］画面
ツリー構成要素を再選択できます。

図 9-79　［ツリー構成要素再選択］画面

表示項目について説明します。

ツリー構成要素再選択ツリー
ツリー構成要素を選択します。構成要素は複数選択できません。

9.3.20　［メトリックタイプ選択］画面
分析するメトリックを，メトリックタイプで絞り込むことができます。複数のメトリッ
クタイプを一度に選択できます。
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図 9-80　［メトリックタイプ選択］画面

表示項目について説明します。

メトリックタイプ選択ツリー
オブジェクト，オブジェクトレイヤー，オブジェクトカテゴリー，メトリックタイ
プの 4階層で構成されています。選択するメトリックをチェックします。
メトリックタイプの選択は，ツリー内で共通です。例えば，［一般サーバ］カテゴ
リーの下で［ホスト稼働率］のメトリックタイプを選択すると，［ファイアウォー
ル］カテゴリーの下の［ホスト稼働率］も選択された状態になります。

9.3.21　［オブジェクトタイプ選択］画面
分析するオブジェクトを，オブジェクトタイプで絞り込むことができます。
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図 9-81　［オブジェクトタイプ選択］画面

表示項目について説明します。

オブジェクトタイプ選択ツリー
オブジェクト，オブジェクトレイヤー，オブジェクトカテゴリー，オブジェクトタ
イプの 4階層で構成されています。選択するオブジェクトをチェックします。

9.3.22　［ビューのプロパティ］画面
ビューの詳細情報を表示します。

図 9-82　［ビューのプロパティ］画面

表示項目について説明します。

［ビュー名］
ビュー名が表示されます。
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［備考］
ビューのコメントが表示されます。

9.3.23　［システムのプロパティ］画面
システムの詳細情報を表示します。

図 9-83　［システムのプロパティ］画面

表示項目について説明します。

［システム名］
システム名が表示されます。

［ツリー構成のパス］
システム構成ツリー上でのシステムのフルパスが表示されます。

［備考］
システムのコメントが表示されます。

9.3.24　［グループのプロパティ］画面
グループの詳細情報を表示します。

図 9-84　［グループのプロパティ］画面

表示項目について説明します。
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［グループ名］
グループ名が表示されます。

［ツリー構成のパス］
システム構成ツリー上でのグループのフルパスが表示されます。

［備考］
グループのコメントが表示されます。

9.3.25　［オブジェクトのプロパティ］画面
オブジェクトの詳細情報を表示します。

図 9-85　［オブジェクトのプロパティ］画面

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
オブジェクト名が表示されます。

［ツリー構成のパス］
システム構成ツリー上での，オブジェクトのフルパスが表示されます。同じオブ
ジェクトが複数のパスにある場合は，すべてのパスが表示されます。

［オブジェクトレイヤー］
オブジェクトレイヤーが表示されます。
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［オブジェクトカテゴリー］
オブジェクトカテゴリーが表示されます。

［オブジェクトタイプ］
オブジェクトタイプが表示されます。

［ホスト名］
• サービスオブジェクトの場合
監視対象のサービスが実行されているホスト名，または IPアドレスが表示されま
す。

• ホストオブジェクトの場合
監視対象のホスト名，または採取ツールのネットワーク上で認識されている IPア
ドレスが表示されます。

• アプリケーションオブジェクトの場合
監視対象のアプリケーションが実行されているホスト名，または採取ツールの
ネットワーク上で認識されている IPアドレスが表示されます。

［サービス ID］
オブジェクトのメトリックを採取するツールが PFMの場合に表示されます。監視対
象となる PFM - Agentの Agent Storeのサービス IDが表示されます。
オブジェクトのメトリックを採取するツールが PFM以外の場合は，項目そのものが
表示されません。

［採取ツール］
オブジェクトのメトリックを採取するツールが表示されます。複数ある場合は，す
べてのツールが表示されます。

［備考］
オブジェクトのコメントが表示されます。

［プロパティ一覧］
オブジェクトタイプ固有のプロパティが，表形式で表示されます。この項目は，固
有のプロパティがない場合は表示されません。

9.3.26　［メトリックのプロパティ］画面
メトリックの詳細情報を表示します。
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図 9-86　［メトリックのプロパティ］画面

表示項目について説明します。

［オブジェクト名］
メトリックが所属するオブジェクト名が表示されます。

［メトリック名］
メトリック名が表示されます。

［インスタンスインデックス］
画面起動時に，メトリックのインスタンスを選択した場合は，インスタンスイン
デックスが表示されます。採取ツールが PFMで，かつ，キーフィールドが複数ある
インスタンスの場合，インスタンスインデックスはキーフィールドごとに「"（ダブ
ルクォーテーション）」で囲まれ，「:（コロン）」で区切った形で表示されます（例：
"index1":"index2"）。通常のメトリックを選択した場合は，「－」が表示されます。

［重要度］
メトリックの重要度が表示されます。

［しきい値判定種別］
メトリック値としきい値の関係で，危険度が変化したと判定する基準が表示されま
す。
•［U］：しきい値を上回った場合に危険度が変化したとみなす
•［L］：しきい値を下回った場合に危険度が変化したとみなす
•［－］：しきい値による判定はしない

［警戒しきい値］
メトリックの警戒しきい値が表示されます。
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［危険しきい値］
メトリックの危険しきい値が表示されます。

［平滑化方法］
メトリックに複数のインスタンスがある場合，複数インスタンスの最大値，平均値，
最小値，合計値のどの値がメトリック値に使用されるかが表示されます。メトリッ
クが個別のインスタンスの場合は「－」が表示されます。

［インスタンス取得］
メトリックに複数のインスタンスがある場合，収集したインスタンスの値を
PAMDBに残すかどうかが表示されます。特定のインスタンスを選択している場合
は「－」が表示されます。

［採取ツール］
メトリックを採取するツールが表示されます。

9.3.27　［警告メッセージのプロパティ］画面
警告メッセージの詳細情報を表示します。

図 9-87　［警告メッセージのプロパティ］画面

表示項目について説明します。

［ID］
発生した警告メッセージの IDが表示されます。
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［発生時刻］
警告メッセージの発生時刻が表示されます。

［オブジェクト名］
• 危険度変化の警告メッセージの場合
危険度が変化したメトリックのオブジェクト名が表示されます。

• ステータス変化の警告メッセージの場合
ステータスが変化したオブジェクト名が表示されます。

［メトリック名］
危険度が変化したメトリック名が表示されます。なお，この項目は危険度変化の警
告メッセージの場合だけ表示されます。

［インスタンスインデックス］
選択した警告メッセージが，インスタンスの危険度変化を表している場合は，イン
スタンスインデックスが表示されます。採取ツールが PFMで，かつ，キーフィール
ドが複数あるインスタンスの場合，インスタンスインデックスはキーフィールドご
とに「"（ダブルクォーテーション）」で囲まれ，「:（コロン）」で区切った形で表示
されます（例："index1":"index2"）。通常のメトリックの場合は，「－（ハイフン）」
が表示されます。なお，この項目は危険度変化の警告メッセージの場合だけ表示さ
れます。

［メトリック値］
警告メッセージが発生したときのメトリック値が表示されます。なお，この項目は
危険度変化の警告メッセージの場合だけ表示されます。

［しきい値判定種別］
メトリック値としきい値の関係で，危険度が変化したと判定する基準が表示されま
す。
•［U］：しきい値を上回った場合に危険度が変化したとみなす
•［L］：しきい値を下回った場合に危険度が変化したとみなす
•［－］：しきい値による判定はしない

なお，この項目は危険度変化の警告メッセージの場合だけ表示されます。

［警戒しきい値］
警告メッセージが発生したときの警戒しきい値が表示されます。なお，この項目は
危険度変化の警告メッセージの場合だけ表示されます。

［危険しきい値］
警告メッセージが発生したときの危険しきい値が表示されます。なお，この項目は
危険度変化の警告メッセージの場合だけ表示されます。

［メッセージ］
警告メッセージの内容が表示されます。
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9.3.28　［レポート出力設定］画面
分析結果のレポートを出力します。Bottleneck Analyzerで表示した画面と出力されるレ
ポートの対応については，「2.6.2　分析結果のレポート」を参照してください。

図 9-88　［レポート出力設定］画面

表示項目について説明します。

［出力ファイル名］
レポート出力ファイル名を指定します。255バイト以内のフルパスで指定してくだ
さい。なお，日本語などの多バイト文字は指定できません。
指定したファイルがある場合，上書きの確認メッセージを表示します。また，レ
ポートに画像が含まれる場合は，ここで指定したファイル名に「00」から始まる通
し番号を付与して，JPEG形式で保存します。 

［レポート題名］
レポートのタイトルを指定します。

［システム構成］
監視システム構成のレポートを出力する場合にチェックします。デフォルトでは
チェックされています。

［警告メッセージ］
警告メッセージのレポートを出力する場合にチェックします。デフォルトでは
チェックされています。［最大表示件数］には，レポート対象画面が複数ある場合
に，レポートに出力する件数を 1～ 100の範囲で指定できます。デフォルトは 10
です。
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［分析］
分析結果をレポート出力する場合は，出力対象を［選択可能対象］から［<-］ボタ
ンで［出力対象］へ移動します。また，出力対象から外したい分析結果の画面は，
［->］ボタンで［選択可能対象］へ移動します。なお，表示中の分析結果の画面はデ
フォルトで［出力対象］に設定されます。また，［選択可能対象］にはすでに閉じた
分析結果の画面が表示されます。分析結果は，最新のものから最大 50件保持されま
す。

［表示］ボタン
［出力対象］または［選択可能対象］で選択している分析結果の画面を表示しま
す。

［上へ］［下へ］ボタン
［出力対象］に表示されている出力対象の順番を入れ替えます。

［メトリックグラフ］
グラフをレポート出力する場合は，出力対象を［選択可能対象］から［<-］ボタン
で［出力対象］へ移動します。また，出力対象から外したいグラフ画面は，［->］ボ
タンで［選択可能対象］へ移動します。なお，表示中のグラフ画面はデフォルトで
［出力対象］に設定されます。また，［選択可能対象］にはすでに閉じたグラフ画面
が表示されます。グラフは，最新のものから最大 50件保持されます。

［表示］ボタン
［出力対象］または［選択可能対象］で選択しているグラフ画面を表示します。

［上へ］［下へ］ボタン
［出力対象］に表示されている出力対象の順番を入れ替えます。

［レポート出力］ボタン
クリックすると，レポートを出力します。

9.3.29　［オプション］画面
Bottleneck Analyzerの表示オプションを設定する画面です。デフォルトは，PFM - 
Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）の［BA］セクションに定義されてい
る内容です。この画面で変更した内容は，PFM - Analysis View動作条件定義ファイル
に反映されます。
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図 9-89　［オプション］画面

表示項目について説明します。

［データ取得期間］
データの取得期間を 1～ 10000の範囲で，時間単位で指定します。デフォルトは，
PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの［BA］セクションの
default_alyz_rangeキーに指定した値です。

［分析期間］
Bottleneck Analyzer起動時の分析期間を 1～ 10000の範囲で，時間単位で指定し
ます。デフォルトは，PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの［BA］セク
ションの default_alyz_periodキーに指定した値です。

［レンジ統一］
［複数メトリックグラフ］画面の起動時に，グラフの横軸のレンジを統一するかどう
か指定します。デフォルトは，PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの［BA］
セクションの range_unityキーに指定した値です。

［しきい値の表示］
［単一メトリックグラフ］画面の起動時に，しきい値表示する場合はチェックしま
す。デフォルトは，PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの［BA］セクショ
ンの threshold_lineキーに指定した値です。

［しきい値の表示方法］
［単一メトリックグラフ］画面でしきい値表示の指定時に，しきい値を線で表示する
か，背景色で表示するかを指定します。デフォルトは，PFM - Analysis View動作条
件定義ファイルの［BA］セクションの threshold_linetypeキーに指定した値です。
•［しきい値線］
警戒しきい値，危険しきい値を示す線が表示されます。
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•［背景色変更］
正常域，警戒域，危険域が，それぞれを示す背景色で表示されます。

［横軸目盛りの表示方法］
グラフの横軸目盛りの表示方法を指定します。指定できる表示方法は，次のとおり
です。デフォルトは，PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの［BA］セク
ションの graph_hscaletypeキーに指定した値です。
•［自動設定］
グラフ全体の横軸の長さに基づいて最適な目盛り幅を自動設定します。

•［固定幅指定］
任意に指定した間隔で目盛りを表示します。
［間隔］：指定できる範囲は 1～ 999です。
［単位］：［分］，［時］，［日］，［月］のどれかを選択できます。
•［4分割］
横軸を 4分割した目盛りを表示します。
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9.4　Web Recorderの画面

採取ツールとして JP1/ESPをお使いの場合は，HTTP(S)について一連のリクエスト・
レスポンスをまとめてWebトランザクションとして監視できます。Web Recorderは，
Webトランザクションとして監視する一連のWebアクセス操作と，それに伴う情報を定
義する画面です。この節では，Web Recorderの各画面について説明します。

9.4.1　［Web Recorder］（メイン）画面
Webトランザクションを定義する画面です。［Web Recorder］（メイン）画面には，IE
のウィンドウを表示し，画面上で行ったブラウザー操作を記録し，Webトランザクショ
ンとして定義する IEモードと，Webトランザクションの構成要素であるステップ情報
を編集する直接入力モードの二つのモードがあります。

図 9-90　［Web Recorder］（メイン）画面

表示項目について説明します。

［Webトランザクションファイル名］
編集中のWebトランザクションが保存されているWebトランザクションファイル
名が表示されます。

［Webトランザクション名］
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編集中のWebトランザクション名が表示されます。

［アドレス］
URLを入力します。URLを入力して［移動］ボタンをクリックまたは［Enter］
キーを押すと，IEウィンドウの部分に URLのページが表示されます。

［移動］ボタン
［アドレス］に入力されたURLのページを IEウィンドウの部分に表示させま
す。

IEウィンドウ
［アドレス］に入力した URLのページが表示されます。IEウィンドウでは，通常の
ブラウザーと同様の操作ができます。

注意事項
IEモードでの定義の際は，次の点に注意してください。
•［IEウィンドウ］の動作は，PFM - Analysis Viewがインストールされている
マシンの IEの設定などに依存します。したがって，Webトランザクション
を定義する際，IEの動作に影響を与えるようなアプリケーションが動作して
いる環境下では，Web Recorderは IEが受ける影響と同じ影響を受けること
になります。

•［IEウィンドウ］内に表示されるページで，ウィンドウのリサイズなど，
ウィンドウ自体を制御するスクリプトを実行した場合，正常に動作しないこ
とがあります。なお，新規にウィンドウを起動してページを表示するような
スクリプトは実行できます。ただし，この場合のウィンドウは［IEウィンド
ウ］と同じ形式で表示され，通常 IEにあるようなメニューなどは表示されま
せん。［IEウィンドウ］から起動した新規のウィンドウでも，そのウィンド
ウを使用してステップ情報の記録を続けることはできます。

［タイトル］
IEウィンドウに表示されているページのタイトルが表示されます。

［URLリスト］
記録したステップ情報のURLや，スコープの起点および終点を一覧表示します。ス
テップ情報を挿入・編集・削除したり，スコープの起点および終点を追加・削除し
たりする場合は，この一覧から対象を選択します。

［スコープ起点］ボタンおよび［スコープ終点］ボタン
スコープに起点または終点を追加したい場合に使用します。［スコープ起点］ボタン
または［スコープ終点］ボタンをクリックすると，［スコープ選択］画面が表示され
ます。［スコープ選択］画面については，「9.4.5　［スコープ選択］画面」を参照して
ください。

［Web Recorder］（メイン）画面のメニュー項目を次の表に示します。
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表 9-33　［Web Recorder］（メイン）画面のメニュー項目

注※
［トランザクション］－［トランザクションの削除］を実行してWebトランザクションをすべ

メニューバー メニューコマンド 機能

ファイル 終了 ［Web Recorder］（メイン）画面を終了します。

トランザク
ション

新規作成 ［Webトランザクションの作成］画面を表示し，新規に
Webトランザクション情報の記録を開始します。Webトラ
ンザクション名，保存先ファイル名を指定します。

開く ［Webトランザクションの選択］画面を表示し，表示，編
集したいWebトランザクションを選択できます。

上書き保存 記録，編集したWebトランザクション情報を上書き保存し
ます。

名前を付けて保存 ［名前を付けて保存］画面を表示し，記録，編集したWeb
トランザクション情報を，Webトランザクション名と保存
先ファイル名を指定して保存します。

トランザクションの削
除※

Webトランザクション情報を保存先ファイルから削除しま
す。

監視条件の設定 ［監視条件の設定］画面を表示し，Webトランザクション
ごとの設定項目を表示，編集できます。

編集 挿入 ［プロパティ］画面を表示し，URLリストで選択されてい
る URLに関するステップ情報の前に新たなステップ情報
を挿入します。

最後に追加 ［プロパティ］画面を表示し，URLリストの最後に新たな
ステップ情報を追加します。

削除 URLリストで選択している URLに関するステップ情報を
削除します。

プロパティ ［プロパティ］画面を表示し，URLリストで選択している
URLに関するステップ情報を表示，編集できます。

スコープ スコープ起点 ［スコープ選択］画面を表示し，起点を設定したいスコープ
情報を選択します。起点として選択したスコープ情報は，
URLリストで選択している URLの前に追加されます。

スコープ終点 ［スコープ選択］画面を表示し，終点を設定したいスコープ
情報を選択します。終点として選択したスコープ情報は，
URLリストで選択している URLのあとに追加されます。

スコープ削除 URLリストで選択しているスコープの起点または終点を削
除します。削除する起点に対応する終点，または削除する
終点に対応する起点を削除するかどうか選択します。

スコープチェック スコープの起点と終点が対応しているかどうかチェックし
ます。

表示 移動 ［アドレス］に表示された URLのページを IEウィンドウ
に表示します。

ヘルプ バージョン情報 PFM - Analysis Viewのバージョン情報を表示します。
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て削除しても，Webトランザクションファイル自体は削除されません。Webトランザクション
ファイルを削除したい場合は，ファイル自体を直接削除してください。

9.4.2　［Webトランザクションの作成］画面
Webトランザクションを新規作成する際に，保存先のWebトランザクションファイル
と，Webトランザクションの名称を設定する画面です。［Web Recorder］（メイン）画面
で［トランザクション］－［新規作成］を選択すると表示されます。

図 9-91　［Webトランザクションの作成］画面

表示項目について説明します。

［Webトランザクションファイル名］
保存先のWebトランザクションファイル名を 255バイト以内で指定します。既存の
Webトランザクションファイルに保存する場合は，プルダウンメニューから選択す
ることもできます。入力した文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，
削除されます。なお，一つの JP1/ESPで監視するWebトランザクションは，一つ
のWebトランザクションファイルに保存することをお勧めします。異なる JP1/
ESPで監視するWebトランザクションは，必ず異なるWebトランザクションファ
イルに保存してください。
Webトランザクションファイルは，次のディレクトリに格納されます。
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

［新規Webトランザクション名］
新たに作成するWebトランザクション名を 255バイト以内で指定します。入力した
文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。また，Web
トランザクション名には，半角の「|（ストローク）」は使用できません。なお，

Webトランザクション名は，同じWebトランザクションファイルの中で一意の名称
になるように指定してください。

［コメント］
コメントを 255バイト以内で設定します。入力した文字列の前後に空白，タブ，お
よび改行がある場合は，削除されます。この項目は省略できます。
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9.4.3　［名前を付けて保存］画面
定義，編集したWebトランザクション情報を，名前を付けて保存する画面です。［Web 
Recorder］（メイン）画面で［トランザクション］－［名前を付けて保存］を選択すると
表示されます。

図 9-92　［名前を付けて保存］画面

表示項目について説明します。

［Webトランザクションファイル名］
保存先のWebトランザクションファイル名を 255バイト以内で指定します。既存の
Webトランザクションファイルに保存する場合は，プルダウンメニューから選択す
ることもできます。入力した文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，
削除されます。なお，一つの JP1/ESPで監視するWebトランザクションは，一つ
のWebトランザクションファイルに保存することをお勧めします。異なる JP1/
ESPで監視するWebトランザクションは，必ず異なるWebトランザクションファ
イルに保存してください。
Webトランザクションファイルは，次のディレクトリに格納されます。
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下

［Webトランザクション名］
Webトランザクション名を 255バイト以内で指定します。入力した文字列の前後に
空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。また，Webトランザクショ
ン名には，半角の「|（ストローク）」は使用できません。なお，Webトランザク
ション名は，同じWebトランザクションファイルの中で一意の名称になるように指
定してください。

［コメント］
コメントを 255バイト以内で設定します。入力した文字列の前後に空白，タブ，お
よび改行がある場合は，削除されます。この項目は省略できます。
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9.4.4　［Webトランザクションの選択］画面
［Web Recorder］（メイン）画面で表示または編集したいWebトランザクションを選択す
る画面です。［Web Recorder］（メイン）画面で［トランザクション］－［開く］を選択
すると表示されます。

図 9-93　［Webトランザクションの選択］画面

表示項目について説明します。

［Webトランザクションファイル一覧］
インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans配下に格納されているWebトラン
ザクションファイル名が一覧表示されます。［Web Recorder］（メイン）画面で表示
または編集したいWebトランザクション情報が保存されているWebトランザク
ションファイル名を選択します。

［Webトランザクション一覧］
Webトランザクションファイル一覧で選択されているWebトランザクションファイ
ルに保存されているWebトランザクション名およびコメントが一覧表示されます。
［Web Recorder］（メイン）画面で表示または編集したいWebトランザクションを選
択します。

9.4.5　［スコープ選択］画面
任意のページ遷移の範囲にスコープを設定する際，起点および終点として設定するス
コープを選択する画面です。［Web Recorder］（メイン）画面で［スコープ］－［スコー
プ起点］または［スコープ終点］を選択すると表示されます。［スコープ選択］画面を次
の図に示します。
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図 9-94　［スコープ選択］画面

［スコープ起点一覧］または［スコープ終点一覧］
•［スコープ］－［スコープ起点］を選択した場合
起点が設定されていないスコープ名を一覧表示します。

•［スコープ］－［スコープ終点］を選択した場合
起点が設定されていて，終点が設定されていないスコープ名を一覧表示します。

9.4.6　［監視条件の設定］画面
Webトランザクションごとに，トランザクションを識別するための情報やプロキシ設定，
SSL認証，Webトランザクションのリクエスト全体に関する情報などを設定する画面で
す。［Web Recorder］（メイン）画面で［トランザクション］－［監視条件の設定］を選
択すると表示されます。なお，この画面には次の四つのタブがあります。

•［トランザクション］タブ
•［リクエスト情報］タブ
•［デフォルトプロキシ］タブ
•［SSL認証］タブ

それぞれのタブごとに，表示項目について説明します。

（1） ［トランザクション］タブ

Webトランザクションの識別情報が表示されます。この画面の各項目には，Webトラン
ザクション作成時に指定した内容が表示されます。
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図 9-95　［監視条件の設定］画面（［トランザクション］タブ）

表示項目について説明します。

［Webトランザクション名］
選択または編集しているWebトランザクションの名称が表示されます。変更はでき
ません。

［保存先ファイル名］
選択または編集しているWebトランザクション情報の保存先Webトランザクショ
ンファイル名が表示されます。変更はできません。

［コメント］
選択または編集しているWebトランザクションに設定されているコメントが表示さ
れます。また，255バイト以内で編集できます。なお，入力した文字列の前後に空
白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

（2） ［リクエスト情報］タブ

Webトランザクションのリクエスト全体に関する情報を設定する画面です。
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図 9-96　［監視条件の設定］画面（［リクエスト情報］タブ）

表示項目について説明します。

［埋め込みリソースの取得］
ページに埋め込まれている画像などのリソースを取得するかどうかを指定します。
デフォルトは「行う」です。

［キャッシュ参照の許可］
キャッシュの参照を許可するかどうかを指定します。デフォルトは「行う」です。

［持続的接続］
持続的接続を行うかどうかを指定します。デフォルトは「行わない」です。

［ユーザーエージェント］
Webトランザクション監視の際に使用するUser-Agentヘッダの値を 255バイト以
内で指定します。デフォルトは「JP1ESP(Windows)」です。特に指定がなければ，
デフォルト値を使用します。なお，入力した文字列の前後に空白，タブ，および改
行がある場合は，削除されます。

（3） ［デフォルトプロキシ］タブ

プロキシの利用に関する情報を設定する画面です。この画面で設定する情報は，その
Webトランザクションのすべてのステップで共通に使用されるプロキシ設定のデフォル
トになります。
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図 9-97　［監視条件の設定］画面（［デフォルトプロキシ］タブ）

表示項目について説明します。

［プロキシを利用］チェックボックス
プロキシを利用する場合にチェックします。デフォルトはチェックされていません。

［プロキシホスト名］
ホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定します。［プロキシを利用］
をチェックした場合は，必ず指定してください。なお，入力した文字列の前後
に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

［プロキシポート番号］
プロキシサーバのポート番号を 1～ 65535の範囲で指定します。［プロキシを
利用］をチェックした場合は，必ず指定してください。

［プロキシ認証を行う］チェックボックス
プロキシ認証をする場合にチェックします。デフォルトはチェックされていません。

［プロキシユーザー名］
ユーザー名を 64バイト以内で指定します。［プロキシ認証を行う］をチェック
した場合は，必ず指定してください。なお，入力した文字列の前後に空白，タ
ブ，および改行がある場合は，削除されます。

［ESPパスワードユーティリティを使用］チェックボックス
プロキシパスワードを，JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用して登録する
場合にチェックします。デフォルトはチェックされています。なお，この項目を
チェックする場合は，JP1/ESPのパスワードユーティリティでパスワードが登録さ
れている必要があります。JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合
は［プロキシパスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

［プロキシパスワード］
［JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用］をチェックしない場合は，プ
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ロキシ認証に使用するパスワードを 64バイト以内で指定します。なお，入力し
た文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

注意事項
［プロキシパスワード］は平文でWebトランザクションファイルに出力される
ため，JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用することをお勧めします。

（4） ［SSL認証］タブ

SSL認証に関する情報を設定する画面です。

図 9-98　［監視条件の設定］画面（［SSL認証］タブ）

表示項目について説明します。

［サーバ認証エラー］
サーバ認証時に発生したエラーを無視するかどうかを指定します。デフォルトは
「無視しない」です。

［クライアント認証を行う］チェックボックス
クライアント認証をする場合にチェックします。デフォルトはチェックされていま
せん。

［クライアント認証書ファイル名］
クライアント証明書のファイル名を 255バイト以内で指定します。［クライアン
ト認証を行う］をチェックした場合は，必ず指定してください。なお，入力し
た文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

［ESPパスワードユーティリティを使用］
JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用する場合に指定します。デフォルトは
チェックされています。この項目をチェックする場合は，JP1/ESPパスワードユー
ティリティでパスワードが登録されている必要があります。JP1/ESPのパスワード
ユーティリティを使用しない場合は［秘密鍵パスワード］を設定し，PFM - 
314



9.　画面
Analysisでパスワードを設定します。

［秘密鍵パスワード］
［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックしない場合は，秘密鍵パ
スワードを 1,023バイト以内で指定します。なお，入力した文字列の前後に空
白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

注意事項
［秘密鍵パスワード］は平文でWebトランザクションファイルに出力されるた
め，JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用することをお勧めします。

9.4.7　［プロパティ］画面
Webトランザクションの各ステップ情報を表示，追加，編集する画面です。［Web 
Recorder］（メイン）画面で［トランザクション］－［新規作成］，または［編集］－
［プロパティ］を選択すると表示されます。［プロパティ］画面には，次の五つのタブが
あります。

•［ページ情報］タブ
•［リクエスト情報］タブ
•［Web認証］タブ
•［プロキシ］タブ
•［レスポンス判定］タブ

それぞれのタブごとに，表示項目について説明します。なお，［プロパティ］画面の各項
目で，IEモードでの新規作成の場合に自動記録される項目，および直接入力モードでの
新規作成，ステップ情報の挿入，追加の場合に設定が必須である項目については，「7.3.1
　ステップ情報の定義」の「表 7-2　ステップ情報の項目一覧と必須項目」を参照してく
ださい。

（1） ［ページ情報］タブ

アクセス先の URL，ページタイトル，フレーム名などのページ情報を設定する画面で
す。IEモードで定義している場合，この画面の項目は自動記録されます。
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図 9-99　［プロパティ］画面（［ページ情報］タブ）

表示項目について説明します。

［URL］
アクセス先の URLを 2,083バイト以内で指定します。入力した文字列の前後に空
白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。この項目は，必ず指定してく
ださい。なお，IEモードで記録した場合は，自動的にアクセス先の URLが設定さ
れます。

［タイトル］
アクセス先の URLのページタイトルを 1,023バイト以内で入力します。入力した文
字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。この項目は省
略できます。IEモードで記録した場合は，自動的にアクセス先 URLのページタイ
トルが表示されます。

［フレーム名］
アクセス先の URLがフレームの場合，フレーム名を 1,023バイト以内で入力しま
す。入力した文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。
この項目は省略できます。IEモードで記録した場合は，自動的にアクセス先 URL
のフレーム名が表示されます。
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（2） ［リクエスト情報］タブ

ステップ情報のリクエストに関する情報を設定する画面です。IEモードで記録した場合
は，［Cookie］を除く情報が自動的に記録されています。

図 9-100　［プロパティ］画面（［リクエスト情報］タブ）

表示項目について説明します。

［URL］
アクセス先WebページのURLが表示されます。変更したい場合は，［ページ情報］
タブの［URL］の情報を変更します。

［メソッド］
リクエストメソッドを指定します。デフォルトは「GET」です。

［Content-Typeヘッダ］
メッセージボディのMIME形式を次の中から選択します。［メソッド］で
［POST］メソッドを選択した場合は，必ず指定してください。
•［フォームURLエンコード形式］
•［テキスト形式］
•［マルチパート形式］
•［その他］

［マルチパート形式］を選択した場合は，［セパレータ］にメッセージボディで
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使用する区切り文字を 255バイト以内で必ず指定してください。［その他］を選
択した場合は，メッセージボディのMIMEタイプを示す Content-Typeヘッダ
の値を 255バイト以内で必ず指定してください。
なお，入力した文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除さ
れます。

［メッセージボディ］
POSTメソッドのメッセージボディに入れる値を 512,000バイト以内で指定し
ます。［マルチパート形式］を選択した場合，［Content-Typeヘッダ］の［セパ
レータ］で指定した文字列でそれぞれのパートを区切ります。［フォームURL
エンコード形式］を選択してもフォーム URLエンコード形式で入力する必要は
なく，テキスト形式で入力します。［メソッド］で［POST］メソッドを選択し
た場合は，512,000バイト以内で必ず指定してください。なお，入力した文字
列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

注意事項
メッセージボディには，パスワードなどの重要な情報が含まれている場合があ
ります。ただし，画面上ではそのまま平文で表示されるため，編集の際には注
意が必要です。また，Webトランザクションファイルにも平文で出力されるた
め，Webトランザクションファイルの取り扱いについても十分注意してくださ
い。

［Cookie］
リクエストの Cookieヘッダの値を指定します。JP1/ESPでは，必要に応じて監視
時に取得した Cookieを使用するため，通常設定する必要はありません。特に指定し
たい場合だけ指定します。
なお，指定する場合は「変数名 =値」の形式で指定し，複数指定する場合は「;（セ
ミコロン）」で区切ります。「変数名 =値」は 8個まで指定できます。一つの「変更
名 =値」は，1,023バイト以内で指定します。入力した「変数名 =値」の前後に空
白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

（3） ［Web認証］タブ

Web認証に必要な情報を設定します。リクエストを送信する際にWeb認証が必要な場合
に指定します。この画面の項目は，IEモードで定義した場合も自動記録されないため，
設定が必要な場合はこの画面で直接入力します。
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図 9-101　［プロパティ］画面（［Web認証］タブ）

表示項目について説明します。

［Web認証を行う］チェックボックス
Web認証をする場合にチェックします。デフォルトはチェックされていません。

［Web認証ユーザー名］
Web認証に使用するユーザー名を 64バイト以内で指定します。［Web認証を行う］
をチェックした場合は，必ず指定してください。なお，入力した文字列の前後に空
白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

［ESPパスワードユーティリティを使用］チェックボックス
JP1/ESPパスワードユーティリティを使用する場合にチェックします。デフォルト
はチェックされています。JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合
は［Web認証パスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

［Web認証パスワード］
［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックしない場合，Web認証に
使用するパスワードを 64バイト以内で指定します。なお，入力した文字列の前
後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

注意事項
［Web認証パスワード］は平文でWebトランザクションファイルに出力される
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ため，JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用することをお勧めします。

（4） ［プロキシ］タブ

この画面の各項目には，［監視条件の設定］画面でWebトランザクションに設定したプ
ロキシ利用に関する情報がデフォルトとして設定されています。ステップごとに設定内
容を変更する場合は，手入力で必要項目を設定します。この画面の項目は，IEモードで
定義した場合も自動設定されないため，設定が必要な場合はこの画面で直接入力します。

図 9-102　［プロパティ］画面（［プロキシ］タブ）

表示項目について説明します。

［プロキシ設定］
次の三つから選択します。デフォルトは「監視条件のデフォルトプロキシの値を使
用」です。
•［監視条件のデフォルトプロキシの値を使用］
プロキシの設定には［監視条件の設定］画面で指定された値を使用します。

•［プロキシを利用しない］
プロキシ利用はしません。

•［このプロパティの値を使用］
［プロキシ］タブで設定する値を使用します。

［プロキシホスト名］
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接続先プロキシサーバのホスト名または IPアドレスを 255バイト以内で指定しま
す。［プロキシ設定］で［このプロパティの値を使用］を選択した場合は，必ず指定
してください。なお，入力した文字列の前後に空白，タブ，および改行がある場合
は，削除されます。

［プロキシポート番号］
接続先プロキシサーバのポート番号を指定します。［プロキシ設定］で［このプロパ
ティの値を使用］を選択した場合は，必ず指定してください。

［プロキシ認証を行う］チェックボックス
プロキシ認証をする場合にチェックします。デフォルトはチェックされていません。

［プロキシユーザー名］
プロキシ認証に使用するユーザー名を 64バイト以内で指定します。［プロキシ認証
を行う］をチェックしている場合は，必ず指定してください。なお，入力した文字
列の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

［ESPパスワードユーティリティを使用］チェックボックス
JP1/ESPパスワードユーティリティを使用する場合にチェックします。デフォルト
はチェックされています。JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用しない場合
は［プロキシパスワード］を設定し，PFM - Analysisでパスワードを設定します。

［プロキシパスワード］
［ESPパスワードユーティリティを使用］をチェックしない場合，プロキシ認
証に使用するパスワードを 64バイト以内で指定します。なお，入力した文字列
の前後に空白，タブ，および改行がある場合は，削除されます。

注意事項
［プロキシパスワード］は平文でWebトランザクションファイルに出力される
ため，JP1/ESPのパスワードユーティリティを使用することをお勧めします。

（5） ［レスポンス判定］タブ

Webトランザクション監視の際に，正当なレスポンスかどうかを判定するための条件を
指定します。この画面の項目は，IEモードで定義した場合も自動記録されないため，設
定が必要な場合はこの画面で直接入力します。なお，レスポンス判定の対象は，HTML
のソースに限ります。
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図 9-103　［プロパティ］画面（［レスポンス判定］タブ）

表示項目について説明します。

［条件］
レスポンス判定の条件を指定します。

［接続］
条件と条件の接続方式を設定します。［かつ］または［または］のうちのどちら
かを選択します。

［文字列］
条件設定の対象となる文字列を設定します。文字列内に「{ }（波括弧）」は使用
できません。

［判定］
［文字列］で指定した文字列を［含む］条件なのか，［含まない］条件なのかを
選択します。

［レスポンス判定条件一覧］
設定したレスポンス判定の条件一覧を階層表示します。なお，一覧の 1行目には
［判定条件］が常に表示されます。最上位に条件を追加したい場合は，［判定条件］
を選択して［追加］ボタンをクリックしてください。

［追加］ボタン
［条件］で指定されている条件を［レスポンス判定条件一覧］に追加します。
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［レスポンス判定条件一覧］で選択されている条件の，一つ下の階層の最後に追
加されます。

［修正］ボタン
［レスポンス判定条件一覧］で選択されている条件を，［条件］に指定されてい
る内容に修正します。

［削除］ボタン
［レスポンス判定条件一覧］で選択されている条件を削除します。

移動ボタン（上下左右ボタン）
［レスポンス判定条件一覧］に設定されている条件に階層を設定するためのボタ
ンです。
•［←］ボタン（左）
［レスポンス判定条件一覧］で選択している条件，およびその下位の条件をす
べて一つずつ左に移動し，階層を繰り上げます。

•［→］ボタン（右）
［レスポンス判定条件一覧］で選択している条件，およびその下位の条件をす
べて一つずつ右に移動し，階層を繰り下げます。

•［↑］ボタン（上）
［レスポンス判定条件一覧］で選択している条件，およびその下位の条件を，
選択している条件と同じ階層で，かつ選択している条件より上の行に設定さ
れている条件と入れ替えます。

•［↓］ボタン（下）
［レスポンス判定条件一覧］で選択している条件，およびその下位の条件を，
選択している条件と同じ階層で，かつ選択している条件より下の行に設定さ
れている条件と入れ替えます。
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10　コマンド
この章では，PFM - Analysisで使用できるコマンドの文法に
ついて説明します。

コマンド一覧

コマンドの詳細
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コマンド一覧
コマンド一覧

PFM - Analysisで使用できるコマンドを，プログラム別に説明します。

PFM - Analysis Managerで使用できるコマンド

PFM - Analysis Managerで使用できるコマンドを，機能別に表に示します。

表 10-1　起動，終了，およびセットアップに関するコマンド

表 10-2　データのインポート /エクスポートに関するコマンド

表 10-3　PAMDBに関するコマンド

機能 コマンド名

PFM - Analysis Managerの状態を確認する pamstatus

テンプレート定義および採取ツール定義を登録する pamloadtmpl

統合トレースの設定を変更する hntr2util（Windows版）

機能 コマンド名

任意のプログラムで収集したデータを PAMDBにインポートす
る

pamimport

PAMDBからデータをエクスポートする pamexport

機能 コマンド名

PAMDBの初期セットアップを行う pamdbsetup

PAMDBのアンセットアップを行う pamdbunsetup

PAMDBをバックアップする backup.bat

PAMDBをリカバリーする recovery.bat

PAMDBを再編成する reorganization.bat

PAMDBのデータを削除する pamdbdeldata

PAMDBの監視定義情報一覧をファイル出力する pamdumpdef

PAMDBの空き容量を確認する pamdbls.bat

PAMDBの空きページを解放する pamdbreclaim.bat

PAMDBに格納されているデータをアンロードする pamdbunld.bat

PAMDBにデータをロードする pamdbload.bat

PAMDBを正常停止する pamdbstop.bat

過去に登録したオブジェクト名を変更する pamchgobjname

保持期間を超過したデータを一括して削除する pamdbcleanup
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コマンド一覧
表 10-4　トラブルシューティングに関するコマンド

PFM - Analysis Viewで使用できるコマンド

PFM - Analysis Viewで使用できるコマンドを，機能別に表に示します。

表 10-5　セットアップに関するコマンド

表 10-6　レポートに関するコマンド

表 10-7　トラブルシューティングに関するコマンド

PFM - Analysis Adaptorで使用できるコマンド

PFM - Analysis Adaptorで使用できるコマンドを，機能別に表に示します。

表 10-8　起動，終了，およびセットアップに関するコマンド

表 10-9　トラブルシューティングに関するコマンド

機能 コマンド名

障害発生時に資料を採取する pamlog.bat

機能 コマンド名

統合トレースログの設定を変更する hntr2util（Windows版）

機能 コマンド名

稼働情報のレポートを出力する pavreport

機能 コマンド名

障害発生時に資料を採取する pavlog.bat

機能 コマンド名

PFM - Analysis Adaptorを起動する paastart（UNIX版）

PFM - Analysis Adaptorを停止する paastop（UNIX版）

PFM - Analysis Adaptorの状態を確認する paastatus

ユーザーリソースを登録する paausrrsc

JP1/SSOに PFM - Analysis標準のリソースを登録する paassosetup

統合トレースの設定を変更する hntr2util（Windows版）
hntr2util（UNIX版）

機能 コマンド名

障害発生時に資料を採取する paalog.bat（Windows版）
paalog.sh（UNIX版）
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10.　コマンド
コマンドの詳細
コマンドの詳細

ここでは，コマンド格納ディレクトリ，コマンドの説明順序について説明します。

コマンド格納ディレクトリ

コマンド格納ディレクトリは，次のとおりです。

PFM - Analysis Managerのコマンド格納ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin
インストール先ディレクトリ¥manager¥usertools
インストール先ディレクトリ¥manager¥db¥pamdb¥conf¥emb

PFM - Analysis Viewのコマンド格納ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥view¥bin
インストール先ディレクトリ¥view¥usertools

PFM - Analysis Adaptorのコマンド格納ディレクトリ

Windowsの場合
インストール先ディレクトリ¥adaptor¥bin
インストール先ディレクトリ¥adaptor¥usertools

UNIXの場合
/opt/jp1pam/adaptor/bin
/opt/jp1pam/adaptor/usertools

統合トレースログのコマンド格納ディレクトリ

Windows(x86)の場合
システムドライブ¥Program Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥bin

Windows(x64)の場合
システムドライブ¥Program Files (x86)¥Hitachi¥HNTRLib2¥bin

UNIXの場合
/var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool

コマンドが出力するメッセージ

コマンドが出力するメッセージについては，「14.　メッセージ」を参照してください。

コマンドの説明順序

各コマンドの文法詳細は，コマンドのアルファベット順で説明しています。

Windows Server 2008で，Administrators権限が必要なコマンドを実行す
る方法

ユーザーアカウント制御（UAC）機能が有効で，Administrator以外の Administrators
権限を持つユーザの場合，次の手順でコマンドを実行してください。
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10.　コマンド
コマンドの詳細
1.［コマンドプロンプト］を右クリックし［管理者として実行］を選択する。
管理者権限のコマンドプロンプトが起動します。

2. 1で起動したコマンドプロンプトでコマンドを実行する。
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10.　コマンド
backup.bat（PAMDBをバックアップする）
backup.bat（PAMDBをバックアップする）

形式

backup.bat

機能

PAMDBをバックアップします。なお，backup.batはバッチファイルのため，実行する
にはセットアップが必要です。「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアップし
ておいてください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥db¥pamdb¥conf¥emb

セットアップ方法

バッチファイル内の下記の下線部分を，ご使用の環境に合わせて変更します。

@rem バックアップファイル名称(フルパス)
@set BACKUP_FILE_NAME={C:¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥manager¥db¥tmp¥backup01}
 
@rem 結果情報出力ファイル名称(フルパス)
@set RESULT_FILE_NAME={C:¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥manager¥db¥tmp¥list01}

BACKUP_FILE_NAME
バックアップファイル名をフルパスで指定してください。バックアップファイルを
格納するディレクトリは，あらかじめ作成しておいてください。なお，backup.bat
の実行時は，{ }を削除しておいてください。

RESULT_FILE_NAME
バックアップの実行結果を格納するファイル名をフルパスで指定してください。実
行結果ファイルを格納するディレクトリは，あらかじめ作成しておいてください。
なお，backup.batの実行時は，{ }を削除しておいてください。

注意事項
• backup.batは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止し
た状態で実行してください。PAM - PAMDBサービスは動作している必要があります。
また，クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサー
ビスについても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については，
「13.8　クラスタ環境での運用」を参照してください。
• backup.batの実行前に，バックアップ先のディスクに十分な空き容量があることを確
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10.　コマンド
backup.bat（PAMDBをバックアップする）
認してください。
• backup.batは，PAMDBのセットアップ時に作成され，アンセットアップ時に削除さ
れます。PAMDBをご使用の環境に合わせて変更していた場合，PAMDBの再セット
アップを行ったときは，再度カスタマイズが必要です。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。
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10.　コマンド
hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・Windows版）
hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・
Windows版）

形式

hntr2util

機能

総合トレース（HNTRLib2）が出力する統合トレースログのサイズ，数，および出力先
を変更します。設定方法については，「設定方法」を参照してください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ

Windows(x86)の場合

システムドライブ¥Program Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥bin

Windows(x64)の場合

システムドライブ¥Program Files (x86)¥Hitachi¥HNTRLib2¥bin

設定方法

コマンドを実行すると，次に示すダイアログボックスが表示されます。

図 10-1　［Hitachi Network Objectplaza Trace Utility 2］ダイアログボックス

表示項目について説明します。

［Output（directory and Prefix）］
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10.　コマンド
hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・Windows版）
ログファイルの出力先およびログファイル名のプリフィックスを指定します。デ
フォルトの出力先を次に示します。
システムドライブ¥Program 
Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥hntr2[n].log

［Number of Files:］
ログファイル数を指定します。デフォルトは 4です。［Output］で指定した出力先
に，指定した数のログファイルを作成します。

［File Size（KB）:］
ログファイルのサイズを指定します。デフォルトは 256キロバイトです。

［Buffer（KB）:およびWatch Dog（sec）:］
変更しないでください。

［Kill］ボタン
実行中のモニタープロセスを終了します。総合トレースサービス（サービス名：
Hitachi Network Objectplaza Trace Monitor 2）を停止できます。なお，通常は
Windowsのコントロールパネルの［サービス］ダイアログボックスで操作してくだ
さい。
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10.　コマンド
hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・UNIX版）
hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・
UNIX版）

形式

hntr2util

機能

総合トレース（HNTRLib2）が出力する統合トレースログのサイズ，数，および出力先
を変更します。設定方法については，「設定方法」を参照してください。

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/opt/hitachi/HNTRLib2/bin

設定方法

コマンドを実行すると，次に示すメニューが表示されます。

設定する項目を次の表に示します。

メニュー上の項番 設定する内容

1 ログファイルのサイズを指定します。デフォルトは
256キロバイトです。

2 ログファイル数を指定します。デフォルトは 4です。

3および 4 変更しないでください。
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10.　コマンド
hntr2util（統合トレースログの設定を変更する・UNIX版）
5 ログファイルの出力先を指定します。デフォルトは次
のとおりです。
/var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool

メニュー上の項番 設定する内容
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10.　コマンド
paalog.bat（PFM - Analysis Adaptorで資料を採取する・Windows版）
paalog.bat（PFM - Analysis Adaptorで資料を採
取する・Windows版）

形式

paalog.bat［保存先ディレクトリ名］

機能

PFM - Analysis Adaptorで障害が発生した場合に，資料を採取・バックアップします。
採取できる資料については，「15.4　トラブル発生時に採取が必要な資料」を参照してく
ださい。なお，paalog.batはバッチファイルのため，実行するにはセットアップが必要
です。「3.3.5　ログ情報の採取設定」を参照し，実行前にセットアップしておいてくださ
い。

実行権限

なし

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥adaptor¥usertools

引数

保存先ディレクトリ名

採取した資料を出力するディレクトリ名をフルパスで指定します。この引数を省略する
と，環境変数 TEMPで指定されているディレクトリの下に「jp1log」ディレクトリを作
成し，保存します。

注意事項
• paalog.batは，障害が発生した直後に実行してください。
• 指定した保存先ディレクトリや「jp1log」ディレクトリがない場合，コマンドの実行
を一時停止して，ディレクトリを作成する確認メッセージを表示します。自動実行し
ている場合などでコマンドの実行を停止させたくないときは，保存先ディレクトリを
作成しておくか，pause行の行頭に「REM」を記述しコメント行にするか，pause行
を削除してください。

• コマンド実行および自動アクション実行の履歴ファイルは，ファイルサイズが大きい
場合があります。資料保存先のディスク容量が十分にあることを確認してください。
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10.　コマンド
paalog.sh（PFM - Analysis Adaptorで資料を採取する・UNIX版）
paalog.sh（PFM - Analysis Adaptorで資料を採
取する・UNIX版）

形式

paalog.sh［-f ファイル名またはデバイス名］［-s］［ディレクトリ名またはファイル

名 ...］

機能

PFM - Analysis Adaptorで障害が発生した場合に，資料を採取・バックアップします。
採取できる資料については，「15.4　トラブル発生時に採取が必要な資料」を参照してく
ださい。

なお，paalog.shはシェルスクリプトのため，実行するにはセットアップが必要です。
「3.3.5　ログ情報の採取設定」を参照し，実行前にセットアップしておいてください。

paalog.shは，ルートディレクトリの直下で，tarコマンドを使用して資料を採取する
ディレクトリまたはファイルをアーカイブしたあと，compressコマンドを使用して圧縮
します。paalog.shの仕様の詳細については，エディターで paalog.shを参照してくださ
い。

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/opt/jp1pam/adaptor/usertools

引数

-f ファイル名またはデバイス名

採取した資料を出力するファイル名またはデバイス名を指定します。ファイル名やデバ
イス名はフルパスで指定してください。

ファイル名を指定した場合，次のファイルが作成されます。

指定したファイル名 .tar.Z

-fオプションを省略した場合，次のファイルが作成されます。

/tmp/jp1pam/jp1paa.log.tar.Z

-s

/etc/hosts，/etc/services，/etc/passwdファイルを採取します。
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10.　コマンド
paalog.sh（PFM - Analysis Adaptorで資料を採取する・UNIX版）
ディレクトリ名またはファイル名

任意のファイルまたはディレクトリを採取します。ディレクトリ名やファイル名はフル
パスで指定してください。複数指定する場合は，スペースで区切ってください。

注意事項
• paalog.shは，障害が発生した直後に実行してください。 
• paalog.shは，ユーザーの編集を前提としています。編集して使用する場合は，十分
チェックしてから使用してください。 
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10.　コマンド
paassosetup（JP1/SSOに PFM - Analysis標準のリソースを登録する）
paassosetup（JP1/SSOに PFM - Analysis標準
のリソースを登録する）

形式

paassosetup ｛-s［-f］｜ -u｝

機能

JP1/SSOのセットアップ，またはアンセットアップを行います。

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合

インストール先ディレクトリ¥adaptor¥bin

UNIXの場合

/opt/jp1pam/adaptor/bin

引数

-s

JP1/SSOに，採取ツールとしてのセットアップ（PAMリソース設定ファイルおよびカ
テゴリーアイコンの登録）を行います。

-f

JP1/SSOに，PAMリソース設定ファイルがすでにある場合，自動的に上書きします。
上書きインストールをする場合は，このオプションを指定してください。

-u

JP1/SSOに，採取ツールとしてのアンセットアップ（PAMリソース設定ファイル，収
集 DB格納ディレクトリ，およびカテゴリーアイコンの削除）を行います。

注意事項

このコマンドは，JP1/SSOが停止している状態で実行してください。
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10.　コマンド
paassosetup（JP1/SSOに PFM - Analysis標準のリソースを登録する）
戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数指定エラー

2 実行時エラー
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10.　コマンド
paastart（PFM - Analysis Adaptorを起動する・UNIX版）
paastart（PFM - Analysis Adaptorを起動する・
UNIX版）

形式

paastart [-s ] [-p]

機能

PFM - Analysis Adaptorを起動します。引数を省略した場合は，PAM - SSO Adaptor
サービスを起動します。

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/opt/jp1pam/adaptor/bin

引数

-s

PAM - SSO Adaptorサービスを起動します。

-p

PAM - PFM Adaptorサービスを起動します。

注意事項

引数を省略した場合は，旧バージョンとの互換性を保つために，PAM - SSO Adaptor
サービスを起動します。通常は，オプションを指定して実行してください。

戻り値

0 正常終了

0以外 異常終了
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10.　コマンド
paastatus（PFM - Analysis Adaptorの状態を確認する）
paastatus（PFM - Analysis Adaptorの状態を確
認する）

形式

paastatus［-s］［-p］

機能

PFM - Analysis Adaptorのサービスの起動状態を表示します。引数を省略した場合，
PAM - SSO Adaptorサービスおよび PAM - PFM Adaptorサービスの状態を表示します。

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合

インストール先ディレクトリ¥adaptor¥bin

UNIXの場合

/opt/jp1pam/adaptor/bin

引数

-s

PAM - SSO Adaptorサービスの状態を表示します。

-p

PAM - PFM Adaptorサービスの状態を表示します。

注意事項
• 短時間に連続してこのコマンドを実行しないでください。短時間に連続して実行した
場合，サービスが動作していても，状態の確認に失敗することがあります。

戻り値

0 引数で指定したサービスがすべて起動している

1 サービスとの通信でエラーが発生した

4 引数で指定したサービスの一部が起動している

8 引数で指定したサービスがすべて停止している
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10.　コマンド
paastatus（PFM - Analysis Adaptorの状態を確認する）
12 要求処理中（リトライは可能）
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10.　コマンド
paastop（PFM - Analysis Adaptorを停止する・UNIX版）
paastop（PFM - Analysis Adaptorを停止する・
UNIX版）

形式

paastop [-s ] [-p]

機能

PFM - Analysis Adaptorを停止します。引数を省略した場合は，PAM - SSO Adaptor
サービスを停止します。

実行権限

スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ
/opt/jp1pam/adaptor/bin

引数

-s

PAM - SSO Adaptorサービスを停止します。

-p

PAM - PFM Adaptorサービスを停止します。

注意事項
• 引数を省略した場合は，旧バージョンとの互換性を保つために，PAM - SSO Adaptor
サービスを停止します。通常は，オプションを指定して実行してください。

戻り値

0 正常終了

0以外 異常終了
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10.　コマンド
paausrrsc（ユーザーリソースを登録する）
paausrrsc（ユーザーリソースを登録する）

形式

paausrrsc -c リソースカテゴリー名 {-f SSOアダプターリソース定義ファイル名｜
-d}

機能

ユーザー拡張リソースを登録します。

実行権限

Windowsの場合：Administrators権限

UNIXの場合：スーパーユーザー権限

格納先ディレクトリ

Windowsの場合

インストール先ディレクトリ¥adaptor¥bin

UNIXの場合

/opt/jp1pam/adaptor/bin

引数

-c リソースカテゴリー名

リソースカテゴリー名を指定します。PFM - Analysisが標準で提供しているリソースカ
テゴリー名，または「PAMUSER」で始まる 32バイト以内の英数字を指定してくださ
い。

リソースカテゴリー名の大文字小文字は正しく指定してください。なお，拡張済みのリ
ソースカテゴリー名と大文字小文字が異なるだけのリソースカテゴリー名（例えば，
PAMUSERTESTと PAMUSERtest）を指定すると，先に登録していたリソースカテゴ
リー名は上書きされます。

PFM - Analysisが標準で提供しているリソースカテゴリー名については，「付録 D.4　
SSOアダプターで収集するメトリックの詳細」を参照してください。

-f SSOアダプターリソース定義ファイル

作成した SSOアダプターリソース定義ファイル名を指定します。引数 -cで指定したカテ
ゴリー内の，ユーザー拡張で追加したリソースにファイルの内容を反映します。
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10.　コマンド
paausrrsc（ユーザーリソースを登録する）
-d

引数 -cで指定したカテゴリー内の，ユーザー拡張で追加したリソースを削除します。

注意事項

PFM - Analysisが標準で提供しているリソースカテゴリーは，上書きインストールをイ
ンストールするとリソースカテゴリーも上書きされ，ユーザー拡張リソースは削除され
てしまいます。このため，ユーザー拡張の際には，PAMUSERで始まるユーザー用のリ
ソースカテゴリーに追加することをお勧めします。

戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数指定エラー

2 リソースカテゴリー名不正

3 実行時エラー
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10.　コマンド
pamchgobjname（過去に登録したオブジェクト名を変更する）
pamchgobjname（過去に登録したオブジェクト
名を変更する）

形式

pamchgobjname -b 変更前オブジェクト名 -a 変更後オブジェクト名

機能

過去に登録したオブジェクト名を変更します。このコマンドを実行することで，一度登
録したオブジェクト名を再利用できます。Definerで新規オブジェクトを登録する際に，
使用したいオブジェクト名が過去に使用されていて登録できない場合，このコマンドを
使って過去に登録したオブジェクト名を変更することで，再登録できるようになります。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-b 変更前オブジェクト名

変更前のオブジェクト名を指定します。

-a 変更後オブジェクト名

変更後のオブジェクト名を指定します。

注意事項
• このコマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。
実行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入
力してください。

• このコマンドは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止
した状態で実行してください。PAM - PAMDBサービスは動作している必要がありま
す。また，クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Service
サービスについても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用につい
ては，「13.8　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドの実行時に PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービス
が動作していた場合でも，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の［Command］セクションの auto_service_stopキーの指定によって，
PFM - Analysis Managerのサービスを自動的に停止できます。詳細については，
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してく
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10.　コマンド
pamchgobjname（過去に登録したオブジェクト名を変更する）
ださい。
• 最新の監視システム構成定義にあるオブジェクト名を変更する場合は，このコマンド
ではなく，Definerを使用して変更することをお勧めします。

戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 引数のオブジェクト名に次の誤りがある場合
• 指定した変更前オブジェクト名がない
• 指定した変更後オブジェクト名がすでに PAMDB内で使用されて
いる

• 指定した変更前オブジェクトと変更後オブジェクト名が同じであ
る

3 ユーザーによる中断

4 異常終了
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10.　コマンド
pamdbcleanup（保持期間を超過したデータを一括して削除する）
pamdbcleanup（保持期間を超過したデータを
一括して削除する）

形式

pamdbcleanup ［-t 削除調節時間］

機能

保持期間を超過したデータを一括して削除します。PFM - Analysis Manager動作条件定
義ファイル（pam.conf）の［Metric］セクションのmtr_holddateキー，
smryz_holddateキーおよびmsg_holddateキーに指定された保持期間を超過したデータ
を一括して削除します。通常，メトリックは自動的に削除されるので，このコマンドを
実行する必要はありません。このコマンドは，収集デーモンを長期間停止していた場合
や，メトリックの保持期間を短くした場合など，削除するデータが大量に発生する場合
に使用します。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-t

保持期間を短く調節するための時間（削除調節時間）を時間単位で指定してください。
このコマンドの削除処理では，コマンド実行にかかる時間を考慮し，指定された削除調
節時間だけデータを余分に削除します。このコマンド実行後に保持されるデータは，
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）で指定された保持期間よ
り，削除調節時間だけ未来の時刻までのデータとなります。

削除調節時間は，1～ 720時間の範囲で指定してください。省略した場合はデフォルト
値（24時間）を使用します。通常指定する必要はありません。

注意事項
• コマンドの実行時間は，PAMDBのサイズと，格納されたデータの量に依存します。
• コマンドの実行を中断すると，PAMDBが破壊されます。コマンドの実行を中断しな
いでください。

• このコマンドの実行前に，必ず backup.batで PAMDBのバックアップを取得してく
ださい。なお，コマンドの実行に失敗した場合は，バックアップしたデータをリカバ
リーしてから再度コマンドを実行してください。

• このコマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。
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10.　コマンド
pamdbcleanup（保持期間を超過したデータを一括して削除する）
実行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入
力してください。

• このコマンドは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止
した状態で実行してください。PAM - PAMDBサービスは動作している必要がありま
す。

• このコマンドの実行時に PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービス
が動作していた場合でも，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の［Command］セクションの auto_service_stopキーの指定によって
PFM - Analysis Managerのサービスを自動的に停止できます。詳細については
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してく
ださい。

• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドの実行後には，reorganization.batコマンドによる PAMDBの再編成，
または pamdbreclaim.batコマンドによる PAMDBの空きページ解放を実行すること
をお勧めします。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 実行時エラー

3 ユーザーによる中断
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10.　コマンド
pamdbdeldata（PAMDBのデータを削除する）
pamdbdeldata（PAMDBのデータを削除する）

形式

pamdbdeldata ［-f］-o オブジェクト名 {-a｜ -m メトリック名［-i インスタンス
インデックス］}

機能

PAMDBに格納されているメトリック値を削除します。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-f

採取ツールで収集したメトリック値を削除します。この引数を省略すると，インポート
したメトリック値だけを削除します。

-o オブジェクト名

削除するメトリックのオブジェクト名を指定します。

-a

-oオプションに指定したオブジェクトの全メトリック値を削除します。

-m メトリック名

削除するメトリック名を指定します。

-i インスタンスインデックス

削除するインスタンスインデックスを指定します。

注意事項
• このコマンドは，Definerおよび Bottleneck Analyzerを停止した状態で実行してくだ
さい。

• 採取ツールで収集したメトリック値を削除する場合，このコマンドは PAM - PAMDB
以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止した状態で実行してください。
PAM - PAMDBサービスは動作している必要があります。また，クラスタシステムで
運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスについても動作してい
る必要があります。クラスタシステムでの運用については，「13.8　クラスタ環境での
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10.　コマンド
pamdbdeldata（PAMDBのデータを削除する）
運用」を参照してください。
• 採取ツールで収集したメトリック値を削除する際に PAM - PAMDB以外の PFM - 

Analysis Managerのサービスが動作していた場合は，実行するかどうかを確認する
メッセージが出力されます。実行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場
合は「N」または「n」を入力してください。

• 採取ツールで収集したメトリック値を削除する際に，PAM - PAMDB以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスが動作していた場合でも，PFM - Analysis Manager動
作条件定義ファイル（pam.conf）の［Command］セクションの auto_service_stop
キーの指定によって，PFM - Analysis Managerのサービスを自動的に停止できます。
詳細については，「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）」を参照してください。
• 引数 -iに複数の構成要素から成るインスタンスインデックス（例：

"index1":"index2"）を指定する場合は，各「"（ダブルクォーテーション）」の前に
「¥（円記号）」を指定してください（例：-i ¥"index1¥":¥"index2¥"）。
• このコマンドによって個別のインスタンスを削除した場合でも，平滑化されたメト
リックの値，およびメトリックの危険度は再計算されません。

• このコマンドを実行しても，採取ツールで保持されているデータは削除されません。

戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 実行時エラー

3 ユーザーによる中断
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10.　コマンド
pamdbload.bat（PAMDBにデータをロードする）
pamdbload.bat（PAMDBにデータをロードす
る）

形式

pamdbload.bat

機能

pamdbunld.batで取得したアンロードデータファイルを用いて PAMDBにデータロード
（格納）します。なお，pamdbload.batはバッチファイルのため，実行するにはセット
アップが必要です。「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアップをしておいて
ください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ

インストール先ディレクトリ ¥manager¥usertools

セットアップ方法

pamdbload.batは任意のディレクトリ（インストール先ディレクトリ ¥manager¥bin¥ 
など）にコピーしてから使用してください。コピー後，バッチファイル内の次の部分を，
ご使用の環境に合わせて変更します。

 
@rem INST_DIR_PA_M:PFM - Analysis Managerのインストールパス
@set INST_DIR_PA_M=%SystemDrive%¥Program Files¥Hitachi¥JP1PAM
@rem UNLD_DIR_PAMDB:アンロードデータ格納先ディレクトリ
@set UNLD_DIR_PAMDB=%INST_DIR_PA_M%¥manager¥db¥unld
@rem WORK_DIR_PAMDB:作業用ディレクトリ
@set WORK_DIR_PAMDB=%INST_DIR_PA_M%¥manager¥db¥tmp

INST_DIR_PA_M
PFM - Analysis Managerインストール先をデフォルト以外のディレクトリにした場
合，変更してください。

UNLD_DIR_PAMDB
PAMDBに格納されているデータをアンロードした先のディレクトリをフルパスで
指定します。

WORK_DIR_PAMDB
PAMDBにデータをロードするときの作業用ディレクトリをフルパスで指定します。

注
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10.　コマンド
pamdbload.bat（PAMDBにデータをロードする）
空白を含んだパスを指定する場合でも，ファイル名を「"（ダブルクォーテーショ
ン）」で囲む必要はありません。

注意事項
• コマンドの実行時間は，PAMDBのサイズとデータロードするデータの量に依存しま
す。

• 作業用ディレクトリを指定するWORK_DIR_PAMDBには，NTFS上のディレクトリ
名を指定してください。FAT，FAT32上のディレクトリ名を指定した場合，ご使用の
環境によってはファイルシステムの制限によってデータロードに失敗する場合があり
ます。

• コマンドの実行前に，WORK_DIR_PAMDBに指定した作業用ディレクトリのディス
クに十分な空き容量があることを確認してください。

• コマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。実
行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入力
してください。

• PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止した状態で実行し
てください。

• PAM - PAMDBサービスが動作している状態で実行してください。
• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。
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10.　コマンド
pamdbls.bat（PAMDBの空き容量を確認する）
pamdbls.bat（PAMDBの空き容量を確認する）

形式

pamdbls.bat

機能

PAMDBの空き容量を確認します。なお，pamdbls.batはバッチファイルのため，実行
するにはセットアップが必要です。「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアッ
プしておいてください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥usertools

セットアップ方法

pamdbls.batは，任意のディレクトリ（インストール先ディレクトリ ¥manager¥bin¥な

ど）にコピーしてから使用してください。コピー後，バッチファイル内の下記の部分を，
ご使用の環境に合わせて変更します。

 
@rem INST_DIR_PA_M:PFM - Analysis Managerのインストールパス
@set INST_DIR_PA_M=%SystemDrive%¥Program Files¥Hitachi¥JP1PAM

INST_DIR_PA_M
PFM - Analysis Managerインストール先をデフォルト以外のディレクトリにした場
合，変更してください。

注
空白を含んだパスを指定する場合でも，ファイル名を「"（ダブルクォーテーショ
ン）」で囲む必要はありません。

注意事項

pamdbls.batは，PAM - PAMDBサービスが動作している状態で実行してください。ま
た，クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービス
についても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については，「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。
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10.　コマンド
pamdbreclaim.bat（PAMDBの空きページを解放する）
pamdbreclaim.bat（PAMDBの空きページを解
放する）

形式

pamdbreclaim.bat

機能

PAMDBの空きページ（データの削除によってページ内にデータがなくなったページ）
を解放します。PFM - Analysis Managerの運用中に再編成処理の一部である空きページ
を解放できます。なお，pamdbreclaim.batはバッチファイルのため，実行するにはセッ
トアップが必要です。「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアップをしておい
てください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ

インストール先ディレクトリ ¥manager¥usertools

セットアップ方法

pamdbreclaim.batは任意のディレクトリ（インストール先ディレクトリ
¥manager¥bin¥ など）にコピーしてから使用してください。コピー後，バッチファイ
ル内の次の部分を，ご使用の環境に合わせて変更します。

 
@rem INST_DIR_PA_M:PFM - Analysis Managerのインストールパス
@set INST_DIR_PA_M=%SystemDrive%¥Program Files¥Hitachi¥JP1PAM

INST_DIR_PA_M
PFM - Analysis Managerインストール先をデフォルト以外のディレクトリにした場
合は，変更してください。

注
空白を含んだパスを指定する場合でも，ファイル名を「"（ダブルクォーテーショ
ン）」で囲む必要はありません。

注意事項
• コマンドの実行時間は，PAMDBのサイズと，使用中ページの量に依存します。
• PAM - PAMDBサービスが動作している状態で実行してください。
• コマンド実行中は CPUへの負荷が高くなりますので，ほかの運用業務に影響を及ぼ
さない時間（夜間等）に実行するようにしてください。
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10.　コマンド
pamdbreclaim.bat（PAMDBの空きページを解放する）
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。同時に複数実行すると，実行結
果がエラーとなる場合があります。

• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。
357



10.　コマンド
pamdbsetup（PAMDBをセットアップする）
pamdbsetup（PAMDBをセットアップする）

形式

pamdbsetup ［-p ポート番号］

機能

PAMDBをセットアップします。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-p ポート番号

PAMDBの起動ポートをデフォルトから変更する場合に，ポート番号を指定します。
ポート番号は，5001～ 65535の範囲で指定します。ただし，PFM - Analysisのバー
ジョンが 07-10以降の場合，PAMDBセットアップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）
［Port Number］セクションの port_numberキーで指定することをお勧めします。なお，
ポート番号はデフォルト値を使用するため，通常は指定の必要はありません。

注意事項
• このコマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。
実行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入
力してください。

• このコマンドは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止
した状態で実行してください。

• PAM - PAMDBサービスは動作している必要があります。
• このコマンドの実行時に PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービス
が動作していた場合でも，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の［Command］セクションの auto_service_stopキーの指定によって，
PFM - Analysis Managerのサービスを自動的に停止できます。詳細については，
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してく
ださい。

• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については，「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 
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10.　コマンド
pamdbsetup（PAMDBをセットアップする）
戻り値

0 セットアップ正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 ユーザーによるセットアップ中断

3 コマンドの内部異常終了
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10.　コマンド
pamdbstop.bat（PAMDBを正常停止する）
pamdbstop.bat（PAMDBを正常停止する）

形式

pamdbstop.bat

機能

PFM - Analysis Managerをクラスタシステムで運用している場合に PAMDBを正常終
了させます。なお，pamdbstop.batはバッチファイルのため，実行するにはセットアッ
プが必要です。「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアップしておいてくださ
い。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥usertools

引数

なし

セットアップ方法

pamdbstop.batは，任意のディレクトリ（インストール先ディレクトリ
¥manager¥bin¥など）にコピーしてから使用してください。コピー後，バッチファイル

内の下記の部分を，ご使用の環境に合わせて変更します。

 
@rem INST_DIR_PA_M:PFM - Analysis Managerのインストールパス
@set INST_DIR_PA_M=%SystemDrive%¥Program Files¥Hitachi¥JP1PAM
 

INST_DIR_PA_M
PFM - Analysis Managerインストール先をデフォルト以外のディレクトリにした場
合は，変更してください。

注
空白を含んだパスを指定する場合でも，ファイル名を「"（ダブルクォーテーショ
ン）」で囲む必要はありません。

注意事項
• pamdbstop.batは，クラスタシステムで PFM - Analysis Managerを運用している場
合だけ使用してください。

• pamdbstop.batは，PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースをオフラインにした状態で実行してください。クラスタシステム
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10.　コマンド
pamdbstop.bat（PAMDBを正常停止する）
に登録した PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソースは，オンラインの状態である必
要があります。クラスタシステムでの運用については，「13.8　クラスタ環境での運
用」を参照してください。
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10.　コマンド
pamdbunld.bat（PAMDBに格納されているデータをアンロードする）
pamdbunld.bat（PAMDBに格納されているデー
タをアンロードする）

形式

pamdbunld.bat

機能

PAMDBに格納されているデータをアンロード（退避）します。なお，pamdbunld.bat
はバッチファイルのため，実行するにはセットアップが必要です。「セットアップ方法」
を参照し，実行前にセットアップをしておいてください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ

インストール先ディレクトリ ¥manager¥usertools

セットアップ方法

pamdbunld.batは任意のディレクトリ（インストール先ディレクトリ ¥manager¥bin¥ 
など）にコピーしてから使用してください。コピー後，バッチファイル内の次の部分を，
ご使用の環境に合わせて変更します。

 
@rem INST_DIR_PA_M:PFM - Analysis Managerのインストールパス
@set INST_DIR_PA_M=%SystemDrive%¥Program Files¥Hitachi¥JP1PAM
@rem UNLD_DIR_PAMDB:アンロードデータ格納先ディレクトリ
@set UNLD_DIR_PAMDB=%INST_DIR_PA_M%¥manager¥db¥unld

INST_DIR_PA_M
PFM - Analysis Managerインストール先をデフォルト以外のディレクトリにした場
合，変更してください。

UNLD_DIR_PAMDB
PAMDBに格納されているデータをアンロードする先のディレクトリをフルパスで
指定します。なお，指定したディレクトリが存在しない場合は，コマンド実行時に
作成されます。

注
空白を含んだパスを指定する場合でも，ファイル名を「"（ダブルクォーテーショ
ン）」で囲む必要はありません。

注意事項
• コマンドの実行時間は，PAMDBのサイズと格納されているデータの量に依存します。
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10.　コマンド
pamdbunld.bat（PAMDBに格納されているデータをアンロードする）
• アンロードデータ格納先を指定するUNLD_DIR_PAMDBには，NTFS上のディレク
トリ名を指定してください。FAT，FAT32上のディレクトリ名を指定した場合，ご使
用の環境によってはファイルシステムの制限によってデータのアンロードに失敗する
場合があります。

• コマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。実
行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入力
してください。

• UNLD_DIR_PAMDBに指定したディレクトリに，すでにアンロードしたデータが存
在する場合，データは上書きされます。

• PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止した状態で実行し
てください。

• PAM - PAMDBサービスが動作している状態で実行してください。
• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。
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10.　コマンド
pamdbunsetup（PAMDBをアンセットアップする）
pamdbunsetup（PAMDBをアンセットアップす
る）

形式

pamdbunsetup

機能

PAMDBをアンセットアップします。PFM - Analysis Managerをアンインストールする
前に実行してください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

なし

注意事項
• このコマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。
実行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入
力してください。

• このコマンドは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止
した状態で実行してください。

• PAM - PAMDBサービスは動作している必要があります。
• このコマンドの実行時に PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービス
が動作していた場合でも，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の［Command］セクションの auto_service_stopキーの指定によって，
PFM - Analysis Managerのサービスを自動的に停止できます。詳細については，
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してく
ださい。

• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用については，「13.8
　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

戻り値

0 正常終了
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10.　コマンド
pamdbunsetup（PAMDBをアンセットアップする）
1 コマンドの引数エラー

2 ユーザーによるアンセットアップ中断

3 コマンド内部異常終了
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10.　コマンド
pamdumpdef（PAMDBの監視定義情報一覧をファイル出力する）
pamdumpdef（PAMDBの監視定義情報一覧を
ファイル出力する）

形式

pamdumpdef -c {detail｜ count} -t {obj｜ mtr｜ inst} -s {now｜ del｜

all} ［-d tab］ ［-o 出力ファイル名 ［-f］］

機能

PAMDBに格納されている監視定義情報の一覧，またはその個数の一覧をファイルに出
力します。出力対象とする監視定義情報は，オブジェクトだけを指定することも，メト
リックやインスタンスまでを含めることもできます。

ファイルの出力形式は，次のどちらかを選択できます。デフォルトは CSV形式です。

• CSV形式（コンマ区切り形式）
• TSV形式（Tab Separated Value：タブ区切り形式）

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

- c {detail｜ count}

一覧出力する対象を監視定義情報名とするか，監視定義情報の個数とするかを指定しま
す。指定は省略できません。

detail
オブジェクト名，メトリック名，インスタンスインデックスを一覧出力します。

count
オブジェクト数，メトリック数，インスタンス数を一覧出力します。

-t {obj｜ mtr｜ inst}

出力対象とする監視定義情報の対象を指定します。指定は省略できません。

obj
オブジェクトだけを出力対象とします。

mtr
オブジェクトおよびメトリックを出力対象とします。
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10.　コマンド
pamdumpdef（PAMDBの監視定義情報一覧をファイル出力する）
inst
オブジェクト，メトリックおよびインスタンスインデックスを出力対象とします。
次の規則に従って出力されます。
• インスタンスインデックスが複数の文字列から成る場合，それぞれが ""で囲まれ，
文字列が「:」で区切られます。

• インスタンスを保存していないメトリックの場合，インスタンスインデックス部
分は出力されません。

-s {now｜ del｜ all}

Definer上の出力範囲を指定します。指定は省略できません。

now
Definer上に存在する監視定義情報だけを出力範囲とします。

del
Definer上で削除済みの監視定義情報だけを出力範囲とします。

all
すべての監視定義情報を出力範囲とします。

-d tab

ファイル出力内容の区切り文字として，タブ記号を使用します。

指定を省略した場合，ファイル出力内容はコンマ区切りとなり，ファイル形式は CSV形
式となります。

-o 出力ファイル名

出力ファイル名を指定します。この引数を省略した場合は，監視定義情報一覧をコン
ソールに出力します。

ファイル名に拡張子を指定しなかった場合は，次のように処理されます。

● -dオプションを指定した場合（タブ区切り形式のファイルを出力する場合）
ファイル名の末尾に拡張子は付きません。

● -dオプションを指定しなかった場合（コンマ区切り形式のファイルを出力する場合）
ファイル名の末尾に「.csv」が付きます。「.csv」以外の拡張子を指定した場合も，同
様に「.csv」が付きます。

同じ名称のファイルが存在する場合は，ファイルの上書き確認メッセージが表示されま
す。ファイルを上書き保存する場合は「Y」または「y」，ファイルを保存しない場合は
「N」または「n」を入力してください。それ以外の値を入力すると，「Y」または「N」
の再入力が要求されます。

-f

-oオプションで指定した出力ファイル名がすでに存在する場合に，上書き確認メッセー
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10.　コマンド
pamdumpdef（PAMDBの監視定義情報一覧をファイル出力する）
ジを表示しないでファイルを上書きすることを示します。-oオプションとあわせて指定
してください。

-oオプションを指定しないで -fオプションだけを指定した場合は，引数エラーとなり，
コマンドを終了します。

注意事項
• PAM - PAMDBサービスが動作している状態で実行してください。
• クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスに
ついても動作している必要があります。クラスタシステムの運用については，「13.8　
クラスタ環境での運用」を参照してください。

• PAM - PAMDB以外の PA - Managerのサービスの起動状態確認およびサービスの強
制停止はしません。

• コマンド実行時に監視対象外（Definer上で［採取ツール］に「－」を指定したメト
リック，または［オブジェクトを監視対象から外す］にチェックしたオブジェクト）
は，-sオプションで nowまたは allを指定した場合に出力範囲とします。

• リンク貼り付けによって定義したリンクオブジェクトは出力対象としません。

戻り値

使用例
• オブジェクト名，メトリック名，インスタンスインデックスの一覧を出力する場合。

コマンドの指定内容
pamdumpdef -c detail -t inst -s all

出力結果
オブジェクト名,メトリック名,インスタンスインデックス
DBサーバ01,トランザクション数,
DBサーバ01,ディスクアクセス数,
DBサーバ01,グローバルバッファヒット率,
DBサーバ01,ロールバック率,
DBサーバ01,RDエリア使用率,
DBサーバ01,排他資源管理テーブル,
DBサーバ01,クライアントプロセス数,
UNIX01,CPU使用率,
UNIX01,メモリー使用率,
UNIX01,スワップ使用率,
UNIX01,ページイン数,
UNIX01,ページアウト数,
UNIX01,ディスク使用率,
UNIX01,ディスクビジー率,

0 正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 実行時エラー

3 ユーザーによる中断（上書き確認で Nを入力した場合）

4 出力対象となる監視定義情報なし
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10.　コマンド
pamdumpdef（PAMDBの監視定義情報一覧をファイル出力する）
UNIX01,ディスクビジー率,/dev/dsk
UNIX01,送信パケット数,
UNIX01,送信パケット数,"lan0":"172.16.20.14"
UNIX01,送信パケット数,"lo0":"127.0.0.1"
UNIX01,受信パケット数,
UNIX01,受信パケット数,"lan0":"172.16.20.14"
UNIX01,受信パケット数,"lo0":"127.0.0.1"
UNIX01,稼働プロセス数,

• オブジェクト，メトリック，インスタンスの個数を出力する場合。

コマンドの指定内容
pamdumpdef -c count -t inst -s all

出力結果
オブジェクト数,2
メトリック数,17
インスタンス数,22
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10.　コマンド
pamexport（データをエクスポートする）
pamexport（データをエクスポートする）

形式

pamexport -d エクスポート定義ファイル名 -o 出力ファイル名 ［-s 開始日時］ ［-e 
終了日時］ ［-f］

機能

PAMDBに格納されている稼働性能情報を，CSV形式のレポートとして出力します。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-d エクスポート定義ファイル名

エクスポート定義ファイルを指定します。定義ファイルについては，「11.2.11　エクス
ポート定義ファイル」を参照してください。指定したファイルがない場合は，メッセー
ジを表示して終了します。

-o 出力ファイル名

レポートを出力するファイル名を指定します。同じ名称のファイルがある場合は，上書
きの確認メッセージが表示されます。

-s 開始日時

いつからのデータを出力するか，日時を指定します。この引数を省略した場合は，DBの
古いデータから出力されます。日時の指定方法は，次の 3とおりです。

YYYYMMDD
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日の形式で指定します。指定した日の 0時 0分 0
秒からのデータを抽出します。

YYYYMMDDhhmm
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日，hh=時間，mm=分の形式で指定します。

Xd
コマンド実行時から，指定した日数さかのぼった日の 0時 0分 0秒からのデータを
出力します。さかのぼる日数 =Xの形式で指定します。dは，ほかの指定形式と区別
するための識別子です。Xに 0を指定すると，コマンドを実行した日の 0時 0分 0
秒からデータを抽出します。
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10.　コマンド
pamexport（データをエクスポートする）
なお，次の場合はエラーになります。

• 指定した日時が現在時刻よりもあとの場合
• 指定した日時が，引数 -eで指定した終了日時よりもあとの場合
• 指定した日時が，1980年 1月 1日～ 2029年 12月 31日の範囲外の場合
• 指定形式が誤っている場合

-e 終了日時

いつまでのデータを出力するか，日時を指定します。この引数を省略した場合は，DBの
新しいデータまで出力されます。日時の指定方法は，次の 3とおりです。

YYYYMMDD
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日の形式で指定します。指定した日の 23時 59分
59秒までのデータを抽出します。

YYYYMMDDhhmm
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日，hh=時間，mm=分の形式で指定します。

Xd
コマンド実行時から，指定した日数さかのぼった日の 23時 59分 59秒までのデー
タを出力します。さかのぼる日数 =Xの形式で指定します。dは，ほかの指定形式と
区別するための識別子です。Xに 0を指定すると，コマンドを実行した日の 23時
59分 59秒までのデータを抽出します。

なお，次の場合はエラーになります。

• 指定した日時が，引数 -sで指定した開始日時よりも前の場合
• 指定した日時が，1980年 1月 1日～ 2029年 12月 31日の範囲外の場合
• 指定形式が誤っている場合

-f

引数 -oで指定したファイル名がある場合，上書きを確認するメッセージを表示しないで，
自動的に上書きします。

戻り値

使用例
• 2003年 1月 1日の 0時 0分 0秒から 2003年 3月 31日のデータをエクスポートする
場合
pamexport -d file1 -o file2.csv -s 20030101 -e 20030331

0 正常終了

1 定義ファイルの書式エラー

2 コマンドの引数エラー

3 実行時エラー
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10.　コマンド
pamimport（データをインポートする）
pamimport（データをインポートする）

形式

pamimport -d インポート定義ファイル名 -t インポート対象ファイル名

機能

任意のプログラムで収集した稼働性能情報を，PAMDBにインポートします。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-d インポート定義ファイル名

インポート定義ファイル名を指定します。

-t インポート対象ファイル名

インポートする稼働性能情報が格納されたファイルを指定します。

戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 定義ファイルの書式エラー

3 実行時エラー
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10.　コマンド
pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツール定義を登録する）
pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツール
定義を登録する）

形式

pamloadtmpl {-a｜ -t｜ -c｜ -C}

機能

テンプレート定義ファイルおよび採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）を読み込
んで，PAMDBに登録します。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-a

テンプレート定義ファイル，および採取ツール定義ファイルを PAMDBに登録します。
このオプションは，-tオプションと -cオプションを同時に実行します。

-t

各テンプレート定義ファイルを PAMDBに登録します。

-c

採取ツール定義ファイルを PAMDBに登録します。

-C

PAMDBに登録されている採取ツール定義の内容を標準出力に出力します。

注意事項
• このコマンドを実行すると，実行するかどうかを確認するメッセージが出力されます。
実行する場合は「Y」または「y」を，実行を中止する場合は「N」または「n」を入
力してください。

• このコマンドを実行すると，Definerで一時保存したツリー構成情報は無効になりま
す。

• 初期セットアップのときは，採取ツール定義ファイルを登録する前に，テンプレート
定義ファイルを登録してください。-aオプションまたは -tオプションでテンプレート
定義ファイルを登録する前に，-cオプションで採取ツール定義ファイルを登録するこ
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10.　コマンド
pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツール定義を登録する）
とはできません。
• このコマンドは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止
した状態で実行してください。PAM - PAMDBサービスは動作している必要がありま
す。また，クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Service
サービスについても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用につい
ては，「13.8　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• このコマンドの実行時に PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービス
が動作していた場合でも，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の［Command］セクションの auto_service_stopキーの指定によって，
PFM - Analysis Managerのサービスを自動的に停止できます。詳細については，
「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してく
ださい。

• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

戻り値

0 正常終了

1 コマンドの引数エラー

2 ユーザーによるセットアップ中断

3 定義ファイルの不正

4 コマンドの内部異常終了
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10.　コマンド
pamlog.bat（PFM - Analysis Managerで資料を採取する）
pamlog.bat（PFM - Analysis Managerで資料を
採取する）

形式

pamlog.bat ［保存先ディレクトリ名］

機能

PFM - Analysis Managerで障害が発生した場合の資料を採取・バックアップします。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥usertools¥

引数

保存先ディレクトリ名

採取した資料を出力するディレクトリ名をフルパスで指定します。この引数を省略する
と，環境変数 TEMPで指定されているディレクトリの下に「jp1log」ディレクトリを作
成し，保存します。

注意事項
• pamlog.batは，障害が発生した直後に実行してください。
• 指定した保存先ディレクトリや「jp1log」ディレクトリがない場合，コマンドの実行
を一時停止して，ディレクトリを作成する確認メッセージを表示します。自動実行し
ている場合などでコマンドの実行を停止させたくないときは，保存先ディレクトリを
作成しておくか，pause行の行頭に「REM」を記述しコメント行にするか，または
pause行を削除してください。

• コマンド実行および自動アクション実行の履歴ファイルは，ファイルサイズが大きい
場合があります。資料保存先のディスク容量が十分にあることを確認してください。
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10.　コマンド
pamstatus（PFM - Analysis Managerの状態を確認する）
pamstatus（PFM - Analysis Managerの状態を
確認する）

形式

pamstatus［-a］［-c］［-d］

機能

PFM - Analysis Managerのサービスの状態を表示します。引数を省略した場合は，
PAM - Analyzeサービス，PAM - Collectサービス，PAM - Defineサービスの状態をす
べて表示します。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥bin

引数

-a

PAM - Analyzeサービスの状態を表示します。

-c

PAM - Collectサービスの状態を表示します。

-d

PAM - Defineサービスの状態を表示します。

注意事項

短時間に連続してこのコマンドを実行しないでください。短時間に連続して実行した場
合，サービスが動作していても，状態の確認に失敗することがあります。

戻り値

0 引数で指定したサービスがすべて起動している

1 サービスとの通信でエラーが発生した

4 引数で指定したサービスの一部が起動している

8 引数で指定したサービスがすべて停止している

12 要求処理中（リトライは可能）
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10.　コマンド
pavlog.bat（PFM - Analysis Viewで資料を採取する）
pavlog.bat（PFM - Analysis Viewで資料を採取
する）

形式

pavlog.bat ［保存先ディレクトリ名］

機能

PFM - Analysis Viewで障害が発生した場合の資料を採取・バックアップします。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥view¥usertools¥

引数

保存先ディレクトリ名

採取した資料を出力するディレクトリ名をフルパスで指定します。この引数を省略する
と，環境変数 TEMPで指定されているディレクトリの下に「jp1log」ディレクトリを作
成し，保存します。

注意事項
• pavlog.batは，障害が発生した直後に実行してください。
• 指定した保存先ディレクトリや「jp1log」ディレクトリがない場合，コマンドの実行
を一時停止して，ディレクトリを作成する確認メッセージを表示します。自動実行し
ている場合などでコマンドの実行を停止させたくないときは，保存先ディレクトリを
作成しておくか，pause行の行頭に「REM」を記述しコメント行にするか，または
pause行を削除してください。

• コマンド実行および自動アクション実行の履歴ファイルは，ファイルサイズが大きい
場合があります。資料保存先のディスク容量が十分にあることを確認してください。
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pavreport（レポートを出力する）
pavreport（レポートを出力する）

形式

pavreport -d レポート定義ファイル名 -o 出力ファイル名 ［-t テンプレートファイル
名］［-s 開始日時］［-e 終了日時］［-f］

機能

PAMDBに格納されている稼働性能情報を，HTML形式のレポートに出力します。

実行権限

なし

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥view¥bin

引数

-d レポート定義ファイル名

レポート定義ファイル名を指定します。レポート定義ファイルについては，「11.2.12　レ
ポート定義ファイル」を参照してください。

-o 出力ファイル名

出力ファイル名を指定します。日本語などの多バイト文字は指定できません。指定した
ファイル名が存在する場合は，上書きの確認メッセージを表示します。出力されるレ
ポートに画像が含まれる場合は，指定したファイル名に，「00」から始まる通し番号を付
与して，JPEG形式で保存されます。

-t テンプレートファイル名

レポート出力時に，テンプレートとして使用する XSLファイルの名前を指定します。省
略した場合は，デフォルトのテンプレートファイルが使用されます。

-s 開始日時

いつからのデータをレポートに出力するか，日時を指定します。この引数を省略した場
合は，DBの古いデータから出力されます。日時の指定方法は，次の 3とおりです。

YYYYMMDD
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日の形式で指定します。指定した日の 0時 0分 0
秒からのデータを抽出します。

YYYYMMDDhhmm
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日，hh=時間，mm=分の形式で指定します。
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10.　コマンド
pavreport（レポートを出力する）
Xd
コマンド実行時から，指定した日数さかのぼった日の 0時 0分 0秒からのデータを
出力します。さかのぼる日数 =Xの形式で指定します。dは，ほかの指定形式と区別
するための識別子です。Xに 0を指定すると，コマンドを実行した日の 0時 0分 0
秒からデータを抽出します。

なお，次の場合はエラーになります。

• 指定した日時が現在時刻よりもあとの場合
• 指定した日時が，引数 -eで指定した終了日時よりもあとの場合
• 指定した日時が，1980年 1月 1日～ 2029年 12月 31日の範囲外の場合
• 指定形式が誤っている場合

-e 終了日時

いつまでのデータをレポートに出力するか，日時を指定します。この引数を省略した場
合は，DBの新しいデータまで出力されます。日時の指定方法は，次の 3とおりです。

YYYYMMDD
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日の形式で指定します。指定した日の 23時 59分
59秒までのデータを抽出します。

YYYYMMDDhhmm
YYYY=西暦年，MM=月，DD=日，hh=時間，mm=分の形式で指定します。

Xd
コマンド実行時から，指定した日数さかのぼった日の 23時 59分 59秒までのデー
タを出力します。さかのぼる日数 =Xの形式で指定します。dは，ほかの指定形式と
区別するための識別子です。Xに 0を指定すると，コマンドを実行した日の 23時
59分 59秒までのデータを抽出します。

なお，次の場合はエラーになります。

• 指定した日時が，引数 -sで指定した開始日時よりも前の場合
• 指定した日時が，1980年 1月 1日～ 2029年 12月 31日の範囲外の場合
• 指定形式が誤っている場合

-f

引数 -oで指定したファイル名がある場合に，上書きを確認するメッセージを表示しない
で，自動的に上書きします。

戻り値

0 正常終了

1 定義ファイルの書式エラー

2 コマンドの引数エラー
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pavreport（レポートを出力する）
使用例

2003年 1月 1日 0時 0分 0秒から 2003年 3月 31日までのデータを，report.htmlに出
力する場合。レポート定義ファイル名は，defineとする。
pavreport -d define -o report.html -s 20030101 -e 20030331

3 実行時エラー
380



10.　コマンド
recovery.bat（PAMDBをリカバリーする）
recovery.bat（PAMDBをリカバリーする）

形式

recovery.bat

機能

backup.batで取得したバックアップファイルを用いて PAMDBをリカバリーします。な
お，recovery.batはバッチファイルのため，実行するにはセットアップが必要です。
「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアップしておいてください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥db¥pamdb¥conf¥emb

セットアップ方法

バッチファイル内の下記の下線部分を，ご使用の環境に合わせて変更します。

@rem バックアップファイル名称(フルパス)
@set BACKUP_FILE_NAME={C:¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥manager¥db¥tmp¥backup01}
 
@rem 結果情報出力ファイル名称(フルパス)
@set RESULT_FILE_NAME={C:¥Program 
Files¥Hitachi¥JP1PAM¥manager¥db¥tmp¥list02}

BACKUP_FILE_NAME
backup.batでバックアップしたバックアップファイル名をフルパスで指定してくだ
さい。なお，recovery.batの実行時は，{ }を削除しておいてください。

RESULT_FILE_NAME
リカバリーの実行結果を格納するファイル名をフルパスで指定してください。実行
結果ファイルを格納するディレクトリは，あらかじめ作成しておいてください。な
お，recovery.batの実行時は，{ }を削除しておいてください。

注意事項
• recovery.batは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止
した状態で実行してください。PAM - PAMDBサービスは動作している必要がありま
す。また，クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster Service
サービスについても動作している必要があります。クラスタシステムでの運用につい
ては，「13.8　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• recovery.batは，PAMDBのセットアップ時に作成され，アンセットアップ時に削除
されます。PAMDBをご使用の環境に合わせて変更していた場合，PAMDBの再セッ
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recovery.bat（PAMDBをリカバリーする）
トアップを行ったときは，再度カスタマイズが必要です。
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。
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reorganization.bat（PAMDBを再編成する）
reorganization.bat（PAMDBを再編成する）

形式

reorganization.bat

機能

PAMDBを再編成します。なお，reorganization.batはバッチファイルのため，実行する
にはセットアップが必要です。「セットアップ方法」を参照し，実行前にセットアップし
ておいてください。

実行権限

Administrators権限

格納先ディレクトリ
インストール先ディレクトリ¥manager¥db¥pamdb¥conf¥emb

セットアップ方法

バッチファイル内の下記の下線部分を，ご使用の環境に合わせて変更します。

@rem 作業ディレクトリ名称
@set WORK_DIR={C:¥Program Files¥Hitachi¥JP1PAM¥manager¥db¥tmp}

WORK_DIR
PAMDBの再編成時の作業用ディレクトリをフルパスで指定します。なお，
reorganization.batの実行時は，{ }を削除しておいてください。

注意事項
• reorganization.batは，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービス
を停止した状態で実行してください。PAM - PAMDBサービスは動作している必要が
あります。また，クラスタシステムで運用している場合は，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceサービスについても動作している必要があります。クラスタシステムでの運
用については，「13.8　クラスタ環境での運用」を参照してください。

• reorganization.batの実行前に，ディスクに十分な空き容量があることを確認してく
ださい。

• reorganization.batの実行中に障害が発生した場合などの場合に備えて，実行前およ
び実行後に PAMDBのバックアップを取得してください。

• 再編成時に作業用ディレクトリを指定するWORK_DIRには，NTFS上のディレクト
リ名を指定してください。FAT，FAT32上のディレクトリ名を指定した場合，ご使用
の環境によってはファイルシステムの制限によって，再編成に失敗する場合がありま
す。

• reorganization.batは PAMDBのセットアップ時に作成され，アンセットアップ時に
削除されます。PAMDBをご使用の環境に合わせて変更していた場合，PAMDBの再
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reorganization.bat（PAMDBを再編成する）
セットアップを行ったときは，再度カスタマイズが必要です。
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。
384



11　定義ファイル
この章では，PFM - Analysisで使用する定義ファイルについ
て説明します。なお，ユーザー拡張用のテンプレート定義ファ
イルについては，「8.2　テンプレートの定義方法」を参照して
ください。

11.1　定義ファイル一覧

11.2　定義ファイルの詳細
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11.　定義ファイル
11.1　定義ファイル一覧
ユーザーが作成，または編集できるファイルについて説明します。また，定義ファイル
の記述方法についても説明します。この章で説明する定義ファイルの記述方法を次に示
します。

• キー名と値は，「=（イコール）」で区切ってください。
• キー名と値は，1行で記述してください。
• 行頭は，１カラム目から記述してください。
•「#（シャープ）」で始まる行は，コメント行とみなします。

11.1.1　PFM - Analysis Managerの定義ファイル
PFM - Analysis Managerの定義ファイルで，ユーザーが編集できるファイルを次の表に
示します。

表 11-1　PFM - Analysis Managerの定義ファイル

11.1.2　PFM - Analysis Viewの定義ファイル
PFM - Analysis Viewの定義ファイルで，ユーザーが編集できるファイルを次の表に示
します。

表 11-2　PFM - Analysis Viewの定義ファイル

定義ファイル ファイル名

PFM - Analysis 
Manager動作条件定義
ファイル

インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥pam.conf

採取ツール定義ファイル インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥pamcoltool.conf

自動コマンド実行定義
ファイル

インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥pamaction.conf

JP1イベント発行定義
ファイル

インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥pamjp1evt.conf

PAMDBセットアップ定
義ファイル

インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥pamdbsetup.conf

定義ファイル ファイル名

PFM - Analysis View動作条件
定義ファイル

インストール先ディレクトリ ¥view¥conf¥pav.conf

PFM - Analysis View接続先定
義ファイル

インストール先ディレクトリ ¥view¥conf¥pavdest.conf

ビュー制限定義ファイル インストール先ディレクトリ ¥view¥conf¥pavlimit.conf
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11.1.3　PFM - Analysis Adaptorの定義ファイル
PFM - Analysis Adaptorの定義ファイルで，ユーザーが編集できるファイルを次の表に
示します。

表 11-3　PFM - Analysis Adaptorの定義ファイル

11.1.4　コマンドで使用する定義ファイル
コマンドで使用する定義ファイルを，次の表に示します。

表 11-4　コマンドで使用する定義ファイル

11.1.5　定義ファイル同士の関連
PFM - Analysisの定義ファイルの中には，定義ファイル同士で関連を持つものがありま
す。この場合，各定義ファイルで定義するパラメーター値を相互に合わせる必要があり
ます。

関連性を持つ定義ファイルを次の図に示します。

外部プログラム定義ファイル インストール先ディレクトリ ¥view¥conf¥pavprog.conf

定義ファイル ファイル名

PFM - Analysis Adaptor動
作条件定義ファイル

Windowsの場合
インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥conf¥paa.conf

UNIXの場合
/etc/opt/jp1pam/adaptor/conf/paa.conf

定義ファイル ファイル名

インポート定義ファイル 任意

エクスポート定義ファイル 任意

レポート定義ファイル 任意

定義ファイル ファイル名
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図 11-1　定義ファイル同士の関連

図中の定義ファイル内に記載されているパラメーター値について，各定義ファイルで相
互に合わせる必要があります。詳細については，次節以降を参照してください。
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11.　定義ファイル
11.1.6　定義ファイルを編集するときの注意事項（Windows 
Server 2008限定）

ユーザーアカウント制御（UAC）機能が有効で，Administrator以外の Administrators
権限を持つユーザーで定義ファイルを編集した場合，上書き保存に失敗することがあり
ます。

このような場合，次の手順で定義ファイルを編集，保存してください。

1.［メモ帳］を右クリックし，［管理者として実行］を選択する。
メモ帳が起動します。

2. 1で起動したメモ帳で，定義ファイルを開き，編集した後，保存する。
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11.2　定義ファイルの詳細
定義ファイルの記述方法について説明します。

11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）

PFM - Analysis Managerの動作に必要な条件を定義します。このファイルを変更した場
合は，PAM - Analyzeサービス，PAM - Collectサービス，PAM - Defineサービスを再
起動してください。ただし，［Command］セクションの値だけを変更した場合は，サー
ビスを再起動する必要はありません。

（1） 書式
 
[Server Port]
srvport_cold=収集用ポート番号
srvport_defd=設定用ポート番号
srvport_alsd=分析用ポート番号
 
[Metric]
mtr_interval={1｜3｜5｜6｜10｜12｜15｜20｜30｜60}
mtr_holddate=詳細メトリックの保持期間
smryz_interval={1｜3｜6｜12｜24}
smryz_holddate=サマライズメトリックの保持期間
mtr_autodel_flag={Y｜N}
mtr_autodel_interval=メトリック値の自動削除処理の実行間隔
msg_holddate=警告メッセージの保持期間
 
[System Log]
printlog_flag={Y｜N}
 
[Analysis]
number_of_BAs=Bottleneck Analyzerの同時接続数
system_config_tree_unify={Y｜N}
 
[Command]
auto_service_stop={Y|N}

（2） 定義内容

Server Portセクション
PFM - Analysis Managerが使用するポート番号を定義します。なお，ほかのデーモ
ンやプログラムと同じポート番号は設定できません。ホスト内でユニークな番号を
設定してください。
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表 11-5　Server Portセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

Metricセクション
メトリックの収集および管理に関する設定をします。

表 11-6　Metricセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

System Logセクション
ログの出力に関する設定をします。

キー名 必
須

指定する値

srvport_cold
((1～ 65535))《20296》

－ 収集用のポート番号を指定します。

srvport_defd
((1～ 65535))《20298》

－ 設定用のポート番号を指定します。

srvport_alsd
((1～ 65535))《20297》

－ 分析用のポート番号を指定します。

キー名 必
須

指定する値

mtr_interval
((1，3，5，6，10，12，
15，20，30，60))《3》

－ 詳細メトリックの時間粒度を，分単位で指定します。

mtr_holddate
((1～ 365))《30》

－ 詳細メトリックを保存する期間を，日単位で指定します。
ここで指定した期間を過ぎたメトリックは，自動的に削除
されます。

smryz_interval
((1，3，6，12，24))《1》

－ サマライズメトリックの時間粒度を，時間単位で指定しま
す。

smryz_holddate
((1～ 1460))《365》

－ サマライズメトリックを保存する期間を，日単位で指定し
ます。

mtr_autodel_flag
((Yまたは N))《Y》

－ メトリック値を，自動的に削除するかどうか設定します。
削除する場合は「Y」を，削除しない場合は「N」を指定し
ます。

mtr_autodel_interval
((1～ 1440))《30》

－ メトリック値の自動削除の実行間隔を，分単位で指定しま
す。通常は変更する必要はありません。

msg_holddate
((1～ 1460))
《mtr_holddateと
smryz_holddateのうち，
大きい方の値》

－ 警告メッセージを保存する期間を，日単位で指定します。
詳細メトリックの保存期間と同じ値（詳細メトリックの保
存期間はデフォルトで 30日）を指定することをお勧めしま
す。
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表 11-7　System Logセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

Analysisセクション
分析に関する設定をします。

表 11-8　Analysisセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

注
number_of_BAsは現在無効です。設定しないでください。

Commandセクション
PFM - Analysis Managerのコマンドに関する設定をします。

キー名 必
須

指定する値

printlog_flag
((Yまたは N))《N》

－ イベントログを出力するかどうか設定します。出力する場
合は「Y」を，出力しない場合は「N」を指定します。な
お，PAMDBが出力するメッセージは，この指定が適用さ
れず出力されます。

キー名 必
須

指定する値

number_of_BAs
((1～ 100))《10》

－ Bottleneck Analyzerの同時接続数を指定します。

system_config_tree_unif
y
((Yまたは N))《N》

－ Bottleneck Analyzerで表示するシステム構成ツリーの履歴
を統合するかどうかを指定します。どの日時を指定しても
最新のシステム構成ツリーが表示されるようにする場合は
「Y」を，指定された日時に対応した（登録されていた）シ
ステム構成ツリーを表示する場合は「N」を指定してくだ
さい。
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表 11-9　Commandセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例で
は，詳細メトリックの時間粒度を 5分，詳細メトリックの保存期間を 60日（2か月）に
変更しています。また，警告メッセージの保持期間も詳細メトリックの保存期間に合わ
せて 60日に変更しています。

[Server Port]
srvport_cold=20296
srvport_defd=20298
srvport_alsd=20297
 
[Metric]
mtr_interval=5
mtr_holddate=60
smryz_interval=1
smryz_holddate=365
mtr_autodel_flag=Y
mtr_autodel_interval=30
msg_holddate=60
 
[System Log]
printlog_flag=N
 
[Command]
auto_service_stop=Y

11.2.2　採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）
使用する採取ツールを定義します。このファイルを変更した場合は，pamloadtmplコマ
ンドを実行してください。

（1） 書式
 
[Collect Tool]
tool_id=ツールID

キー名 必
須

指定する値

auto_service_stop
((Yまたは N))《Y》

－ コマンド実行時に PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis 
Managerのサービスを停止しておく必要があるコマンドに
ついて，サービスを自動的に停止させるかどうかを指定し
ます。PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスがコマンド実行時に動作していたとき，自動的に
サービスを停止させる場合は「Y」を，コマンドの実行を中
止させる場合は「N」を指定します。なお，クラスタ環境
で運用する場合は，必ず「N」を指定してください。なお，
バッチファイルで提供されているコマンドには，この指定
が適用されません。
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tool_type=｛SSO｜IS｜ESP｜PFM｝
adpt_name=アダプター識別名
tool_servname=ツールサーバ名

採取ツールの数だけ，繰り返し定義します。

（2） 定義内容

Collect Toolセクション

表 11-10　Collect Toolセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

tool_id
((1～ 99999))

○ 採取ツールの IDを指定します。ほかの採取ツールと重複し
ない IDを指定してください。
採取ツールサーバに JP1/DSSOを使用する場合は，JP1/
DSSOと JP1/DSSOが接続する JP1/SSOに異なる IDを指
定し，別々の採取ツールサーバとして定義してください。

tool_type
((SSO，IS，ESP，
PFM))

○ 採取ツールの種類を指定します。
採取ツールサーバが JP1/DSSOの場合，採取ツールの種類
は JP1/SSOと同じように扱われるため，「SSO」を指定し
てください。

adpt_name
((31バイト以内の英数字
および半角の「(」「)」
（丸括弧），「-」（ハイフ
ン），「_」（アンダー
バー）))

○ 採取ツールに接続するアダプターの識別名称を指定します。
採取ツールが JP1/SSOの場合

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の ssoadpt_nameに指定した識別名称を指
定します。

採取ツールが VPISの場合
JP1/Performance - Analysisの JP1/PA - Adaptor動作
条件定義ファイル（paa.conf）の isadpt_nameに指定
した識別名称を指定します。マニュアル「JP1/
Performance Analysis」を参照。

採取ツールが ESPの場合
JP1/ESPの定義ファイルに指定した識別名称を指定し
ます。

採取ツールが PFMの場合
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の pfmadpt_nameに指定した識別名称を
指定します。

識別名称は，すべての採取ツールでユニークな値を設定し
てください。なお，採取ツールサーバが JP1/DSSOの場合
は，JP1/DSSOが接続する JP1/SSOと同じ識別名称を指定
してください。

tool_servname ○※ 採取ツールが JP1/SSOの場合，採取ツールのホスト名また
は IPアドレスを指定します。PFM - Analysis Adaptorで
認識できるホスト名または IPアドレスを指定してくださ
い。なお，ローカルループバックアドレス（127.0.0.1およ
び対応するホスト名）は使用しないでください。
採取ツールサーバが JP1/DSSOの場合，JP1/DSSOのホス
ト名または IPアドレスを指定してください。指定できるホ
スト名または IPアドレスの条件は，JP1/SSOの場合と同
じです。
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（凡例）
○：必須項目

注※
採取ツールが JP1/SSOの場合に必須です。JP1/ESPや VPIS，PFMを採取ツールにしている
場合，値は省略してください。なお，省略する場合でも，キー名と「=（イコール）」は必ず記
述してください。

（3） 定義例

採取ツール定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，採取ツールとして
JP1/SSO，JP1/ESP，VPISを各一つずつ，PFMを二つ使用することを定義していま
す。

[Collect Tool]
tool_id=1001
tool_type=SSO
adpt_name=SSO_01
tool_servname=ssohost
 
tool_id=1002
tool_type=ESP
adpt_name=ESP_01
tool_servname=
 
tool_id=1003
tool_type=IS
adpt_name=IS_01
tool_servname=
 
tool_id=1004
tool_type=PFM
adpt_name=PFM_01
tool_servname=
 
tool_id=1005
tool_type=PFM
adpt_name=PFM_02
tool_servname=

11.2.3　自動コマンド実行定義ファイル（pamaction.conf）
PFM - Analysisで警告メッセージが発行された場合に，PFM - Analysis Managerで自
動的に実行するコマンドを定義します。このファイルを変更した場合は，PAM - Collect
サービスを再起動してください。

（1） 書式
 
[Command]
metricNW=コマンド
metricWN=コマンド
metricWC=コマンド
metricCW=コマンド
metricNC=コマンド
metricCN=コマンド
metricNU=コマンド
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metricUN=コマンド
metricWU=コマンド
metricUW=コマンド
metricCU=コマンド
metricUC=コマンド
objectNC=コマンド
objectCN=コマンド
objectNU=コマンド
objectUN=コマンド
objectCU=コマンド
objectUC=コマンド
 
[Priority Filter]
priority1={Y｜N}
priority2={Y｜N}
priority3={Y｜N}

（2） 定義内容

Commandセクション
警告メッセージの種類ごとに，実行するコマンドを定義します。省略した場合は，
何も実行されません。なお，コマンドはフルパスで指定してください。

表 11-11　Commandセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

metricNW
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が正常域から警戒域に変化したとき
に実行するコマンドを指定します。

metricWN
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が警戒域から正常域に変化したとき
に実行するコマンドを指定します。

metricWC
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が警戒域から危険域に変化したとき
に実行するコマンドを指定します。

metricCW
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が危険域から警戒域に変化したとき
に実行するコマンドを指定します。

metricNC
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が正常域から危険域に変化したとき
に実行するコマンドを指定します。

metricCN
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が危険域から正常域に変化したとき
に実行するコマンドを指定します。

metricNU
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が正常域から不明に変化したときに
実行するコマンドを指定します。

metricUN
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が不明から正常域に変化したときに
実行するコマンドを指定します。

metricWU
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が警戒域から不明に変化したときに
実行するコマンドを指定します。

metricUW
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が不明から警戒域に変化したときに
実行するコマンドを指定します。

metricCU
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が危険域から不明に変化したときに
実行するコマンドを指定します。
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11.　定義ファイル
（凡例）
－：オプション項目

オブジェクト名やメトリック名によってコマンド実行を判断したい場合は，オブジェク
ト名やメトリック名などを，変数を使って渡すように設定します。自動コマンド実行定
義ファイルで指定できる変数を，次の表に示します。

表 11-12　自動コマンド実行定義ファイルで指定できる変数

注
オブジェクト名やメトリック名に含まれている記号によっては，コマンドが正しく実行されな
いことがあるため，変数を使用する場合は「"（ダブルクォーテーション）」で囲むことをお勧
めします。なお，「"（ダブルクォーテーション）」で囲む際は，変数を含むコマンド引数の部分
をそれぞれ囲むようにしてください。定義したコマンドライン全体を囲んでしまうと，コマン
ド引数の部分まで含めてコマンド名として解釈されてしまい，コマンドが正しく実行されませ
ん。

Priority Filterセクション
メトリックの重要度によって，コマンドを実行するかどうか定義します。メトリッ
クの危険度変化の警告メッセージに適用されます。

metricUC
((255バイト以内の文字列 ))

－ メトリックの危険度が不明から危険域に変化したときに
実行するコマンドを指定します。

objectNC
((255バイト以内の文字列 ))

－ オブジェクトのステータスが動作中から停止中に変化し
たときに実行するコマンドを指定します。

objectCN
((255バイト以内の文字列 ))

－ オブジェクトのステータスが停止中から動作中に変化し
たときに実行するコマンドを指定します。

objectNU
((255バイト以内の文字列 ))

－ オブジェクトのステータスが動作中から対象外に変化し
たときに実行するコマンドを指定します。

objectUN
((255バイト以内の文字列 ))

－ オブジェクトのステータスが対象外から動作中に変化し
たときに実行するコマンドを指定します。

objectCU
((255バイト以内の文字列 ))

－ オブジェクトのステータスが停止中から対象外に変化し
たときに実行するコマンドを指定します。

objectUC
((255バイト以内の文字列 ))

－ オブジェクトのステータスが対象外から停止中に変化し
たときに実行するコマンドを指定します。

変数 説明

$OBJECT 警告メッセージに関連するオブジェクト名。

$METRIC 警告メッセージに関連するメトリック名。
ステータス変化メッセージの場合は何も渡されません。

$HOST 警告メッセージに関連するホスト名。

キー名 必須 指定する値
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表 11-13　Priority Filterセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

自動コマンド実行定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，重要度 1の
メトリックの危険度が危険域に変化したときに，異常が発生したことを通知するコマン
ド sample.exeを実行するよう定義しています。また，異常発生ホストを特定するため，
メッセージ情報（-mオプションで定義）にホスト名が含まれるよう定義しています。

[Command]
metricWC=C:¥sample¥bin¥sample.exe -m $HOSTで異常が発生しています。
metricNC=C:¥sample¥bin¥sample.exe -m $HOSTで異常が発生しています。
metricUC=C:¥sample¥bin¥sample.exe -m $HOSTで異常が発生しています。
 
[Priority Filter]
priority1=Y

11.2.4　JP1イベント発行定義ファイル（pamjp1evt.conf）
JP1/IMと連携して，JP1イベントを発行する場合に定義します。このファイルを変更し
た場合は，PAM - Collectサービスを再起動してください。

（1） 書式
 
[JP1 Event]
jp1evt_flag={Y｜N}
mgr_ownhost=JP1イベントに付加する自ホスト名またはIPアドレス
 
[Event Filter]
metricNW={Y｜N}
metricWN={Y｜N}
metricWC={Y｜N}
metricCW={Y｜N}
metricNC={Y｜N}
metricCN={Y｜N}
metricNU={Y｜N}
metricUN={Y｜N}

キー名 必須 指定する値

priority1
((Yまたは N))《N》

－ 重要度 1のメトリックの危険度が変化した場合にコマン
ドを実行するかどうか指定します。コマンドを実行する
場合は「Y」を，実行しない場合は「N」を指定します。

priority2
((Yまたは N))《N》

－ 重要度 2のメトリックの危険度が変化した場合にコマン
ドを実行するかどうか指定します。コマンドを実行する
場合は「Y」を，実行しない場合は「N」を指定します。

priority3
((Yまたは N))《N》

－ 重要度 3のメトリックの危険度が変化した場合にコマン
ドを実行するかどうか指定します。コマンドを実行する
場合は「Y」を，実行しない場合は「N」を指定します。
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metricWU={Y｜N}
metricUW={Y｜N}
metricCU={Y｜N}
metricUC={Y｜N}
objectNC={Y｜N}
objectCN={Y｜N}
objectNU={Y｜N}
objectUN={Y｜N}
objectCU={Y｜N}
objectUC={Y｜N}
 
[Priority Filter]
priority1={Y｜N}
priority2={Y｜N}
priority3={Y｜N}

（2） 定義内容

JP1 Eventセクション
JP1イベントを発行するかどうかや，イベント発行元について設定します。

表 11-14　JP1 Eventセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

Event Filterセクション
イベントごとに，JP1イベントを発行するかどうか定義します。

表 11-15　Event Filterセクションの定義内容

キー名 必
須

指定する値

jp1evt_flag
((Yまたは N))《N》

－ JP1イベントを発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

mgr_ownhost
((255バイト以内 ))

○ JP1イベントの発行元になる，PFM - Analysis Managerの
ホスト名または IPアドレスを指定します。JP1/IMで JP1
イベントを選択して Bottleneck Analyzerを起動する場合
に，このホスト名または IPアドレスの PFM - Analysis 
Managerに接続します。jp1evt_flagに Yを指定した場合
は必ず指定してください。jp1evt_flagに Nを指定した場合
は省略できます。

キー名 必
須

指定する値

metricNW
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が正常域から警戒域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004600，重大度：
Warning）を発行するかどうか指定します。発行する場合
は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。
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metricWN
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が警戒域から正常域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004601，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricWC
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が警戒域から危険域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004602，重大度：Error）
を発行するかどうか指定します。発行する場合は「Y」を，
発行しない場合は「N」を指定します。

metricCW
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が危険域から警戒域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004603，重大度：
Warning）を発行するかどうか指定します。発行する場合
は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricNC
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が正常域から危険域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004604，重大度：Error）
を発行するかどうか指定します。発行する場合は「Y」を，
発行しない場合は「N」を指定します。

metricCN
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が危険域から正常域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004605，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricNU
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が正常域から不明に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004606，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricUN
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が不明から正常域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004607，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricWU
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が警戒域から不明に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004608，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricUW
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が不明から警戒域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：00004609，重大度：
Warning）を発行するかどうか指定します。発行する場合
は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricCU
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が危険域から不明に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：0000460A，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

metricUC
((Yまたは N))《N》

－ メトリックの危険度が不明から危険域に変化したときに
JP1イベント（イベント ID：0000460B，重大度：Error）
を発行するかどうか指定します。発行する場合は「Y」を，
発行しない場合は「N」を指定します。

キー名 必
須

指定する値
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11.　定義ファイル
（凡例）
－：オプション項目

Priority Filterセクション
メトリックの重要度ごとに，JP1イベントを発行するかどうか定義します。メト
リックの危険度変化の警告メッセージに適用されます。

表 11-16　Priority Filterセクションの定義内容

objectNC
((Yまたは N))《N》

－ オブジェクトのステータスが動作中から停止中に変化した
ときに JP1イベント（イベント ID：00004620，重大度：
Error）を発行するかどうか指定します。発行する場合は
「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

objectCN
((Yまたは N))《N》

－ オブジェクトのステータスが停止中から動作中に変化した
ときに JP1イベント（イベント ID：00004621，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

objectNU
((Yまたは N))《N》

－ オブジェクトのステータスが動作中から対象外に変化した
ときに JP1イベント（イベント ID：00004622，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

objectUN
((Yまたは N))《N》

－ オブジェクトのステータスが対象外から動作中に変化した
ときに JP1イベント（イベント ID：00004623，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

objectCU
((Yまたは N))《N》

－ オブジェクトのステータスが停止中から対象外に変化した
ときに JP1イベント（イベント ID：00004624，重大度：
Information）を発行するかどうか指定します。発行する場
合は「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

objectUC
((Yまたは N))《N》

－ オブジェクトのステータスが対象外から停止中に変化した
ときに JP1イベント（イベント ID：00004625，重大度：
Error）を発行するかどうか指定します。発行する場合は
「Y」を，発行しない場合は「N」を指定します。

キー名 必
須

指定する値

priority1
((Yまたは N))《N》

－ 重要度 1のメトリックの危険度が変化した場合に JP1イベ
ントを発行するかどうか指定します。発行する場合は「Y」
を，発行しない場合は「N」を指定します。

priority2
((Yまたは N))《N》

－ 重要度 2のメトリックの危険度が変化した場合に JP1イベ
ントを発行するかどうか指定します。発行する場合は「Y」
を，発行しない場合は「N」を指定します。

priority3
((Yまたは N))《N》

－ 重要度 3のメトリックの危険度が変化した場合に JP1イベ
ントを発行するかどうか指定します。発行する場合は「Y」
を，発行しない場合は「N」を指定します。

キー名 必
須

指定する値
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（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

JP1イベント発行定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，重要度 1の
メトリックの危険度が危険域に変化したときに，JP1イベントを発行するよう定義して
います。

[JP1 Event]
jp1evt_flag=Y
mgr_ownhost=MGRhost01
 
[Event Filter]
metricWC=Y
metricNC=Y
metricUC=Y
 
[Priority Filter]
priority1=Y

11.2.5　PAMDBセットアップ定義ファイル
（pamdbsetup.conf）

PAMDBのセットアップ時に必要な項目を定義します。pamdbsetupコマンドを実行す
る前に，このファイルをご使用の環境に合わせて設定してください。

（1） 書式
 
[Database Scale]
database_scale={S｜M｜L｜LL}
 
[Cluster]
cluster_flag={Y｜N}
cluster_mode={ONLINE｜STANDBY}
shared_directory=共有ディスク上のPAMDBの領域作成先ディレクトリ名
host_name_flag=
online_unit_std_host_name=
online_unit_host_name=
 
[Port Number]
port_number=ポート番号
 
[Rdarea Directory]
rdarea_directory=
systemA_directory=
systemB_directory=
 
[Raw Alias Name]
raw_alias_name=
 
[Input File Directory]
input_file_directory=
 
[Hirdb Directory]
hirdb_directory=
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（2） 定義内容

Database Scaleセクション
PAMDBの領域サイズを定義します。

表 11-17　Database Scaleセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

Clusterセクション
クラスタ構成で運用する場合の設定項目を定義します。

表 11-18　Clusterセクション

（凡例）
－：オプション項目

Port Numberセクション

キー名 必須 指定する値

database_scale
((S，M，L，LLのどれか
))《M》

－ PAMDBが使用する領域のサイズを指定します。S，M，
L，LLの，それぞれ必要なディスク容量と想定される運
用環境については，「4.2.4　PAMDBの運用に関する注
意事項」を参照してください。

キー名 必須 指定する値

cluster_flag
((Yまたは N))《N》

－ クラスタシステム用のセットアップをするかどうかを指
定します。クラスタシステム用のセットアップをする場
合は「Y」を，しない場合は「N」を指定してください。

cluster_mode
((ONLINEまたは
STANDBY))

－ 現用系のセットアップか，予備系のセットアップかを指
定します。cluster_flagに Yを指定した場合は，設定が
必要です。cluster_flagに Nを指定した場合，設定は無
視されます。

shared_directory
((50バイト以内の文字列 ))

－ 共有ディスク上の PAMDBの領域を作成するディレクト
リ名をフルパスで指定します。cluster_flagに Yを指定
した場合は，設定が必要です。指定したディレクトリが
ない場合は，pamdbsetupコマンド実行時に自動的に作
成されます。空白を含んだパスを指定する場合でも，「"
（ダブルクォーテーション）」で囲まないでください。な
お，cluster_flagに Nを指定した場合，設定は無視され
ます。

host_name_flag － この項目は編集できません。

online_unit_std_host_na
me

－ この項目は編集できません。

online_unit_host_name － この項目は編集できません。
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表 11-19　Port Numberセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

Rdarea Directoryセクション
このパラメーターは，編集できません。
 

Raw Alias Nameセクション
このパラメーターは，編集できません。
 

Input File Directoryセクション
このパラメーターは，編集できません。
 

Hirdb Directoryセクション
このパラメーターは，編集できません。

（3） 定義例

PAMDBセットアップ定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，PFM - 
Analysis Managerをクラスタシステムの現用系で運用するよう定義しています。

[Database Scale]
database_scale=M
 
[Cluster]
cluster_flag=Y
cluster_mode=ONLINE
shared_directory=K:¥jp1pam¥manager¥db¥
host_name_flag=
online_unit_std_host_name=
online_unit_host_name=
 
[Port Number]
port_number=20309
 
[Rdarea Directory]
rdarea_directory=
systemA_directory=
systemB_directory=
 
[Raw Alias Name]
raw_alias_name=
 
[Input File Directory]
input_file_directory=

キー名 必
須

指定する値

port_number
((5001～ 65535))
《20309》

－ PAMDB用のポート番号を指定します。
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[Hirdb Directory]
hirdb_directory=

11.2.6　PFM - Analysis View動作条件定義ファイル
（pav.conf）

PFM - Analysis Viewの動作に必要な条件を定義します。このファイルを変更した場合
は，Definer，Bottleneck Analyzer，およびWeb Recorderを再起動してください。

（1） 書式
 
[View Start]
start_definer={Y｜N}
start_ba={Y｜N}
 
[BA]
default_alyz_range=Bottleneck Analyzerでデータを取得する期間のデフォルト
default_alyz_period=分析期間のデフォルト
range_unity={Y｜N}
threshold_line={Y｜N}
threshold_linetype={LINE｜COLOR}
graph_hscaletype={AUTO｜FIX｜DIV4}
graph_hscaleval=グラフの横軸目盛りの間隔
graph_hscaleunit={MIN｜HOUR｜DAY｜MONTH}
 
[Web Recorder]
IE_flag={Y｜N}
 
[System Log]
printlog_flag={Y｜N}
 
[Graph Color]
bg_thre_critical=しきい値表示時の危険域のしきい値線または背景の色
bg_thre_warning=しきい値表示時の警戒域のしきい値線または背景の色
bg_thre_normal=しきい値表示時の正常域の背景の色
trend_color=トレンド線の色
forecast_color=予測の線の色
graph_line_color=グラフ線の色

（2） 定義内容

View Startセクション
PFM - Analysis Viewの GUIに関する項目を定義します。

表 11-20　View Startセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

start_definer
((Yまたは N))《Y》

－ Definerを起動するかどうかを指定します。通常は「Y
（起動する）」を指定してください。

start_ba
((Yまたは N))《Y》

－ Bottleneck Analyzerを起動するかどうかを指定します。
通常は「Y（起動する）」を指定してください。
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（凡例）
－：オプション項目

BAセクション
Bottleneck Analyzerの動作に関する項目を定義します。

表 11-21　BAセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

default_alyz_range
((1～ 10000))《168》

－ Bottleneck Analyzerがデータを取得する期間のデフォ
ルトを，時間単位で指定します。データ取得時間は，
［データ取得設定］画面で任意に指定できるため，通常は
この項目を変更する必要はありません。

default_alyz_period
((1～ 10000))《24》

－ Bottleneck Analyzerの分析期間のデフォルトを，時間
単位で指定します。分析期間は，［Bottleneck Analyzer］
（メイン）画面でも任意に指定できます。

range_unity
((Yまたは N))《Y》

－ グラフでの縦軸のレンジを統一するかどうか指定します。
レンジを統一する場合は「Y」を，統一しない場合は
「N」を指定します。

threshold_line
((Yまたは N))《N》

－ グラフでのしきい値表示をするかどうか指定します。し
きい値表示をする場合は「Y」を，しない場合は「N」を
指定します。この設定は，グラフ画面起動時のデフォル
トとなります。

threshold_linetype
((LINEまたは COLOR))
《LINE》

－ グラフでのしきい値表示の方法を指定します。グラフ上
にしきい値を示す線を表示させる場合は「LINE」を，
警戒域，危険域および正常域をそれぞれ背景色を変えて
表示させる場合は「COLOR」を指定します。この設定
は，グラフ画面起動時のデフォルトとなります。

graph_hscaletype
((AUTO，FIXまたは
DIV4))《AUTO》

－ グラフの横軸目盛りの表示方法を指定します。グラフ全
体の横軸の長さに基づいて最適な目盛り幅を自動設定す
る場合は「AUTO」を，指定した固定幅で目盛りを表示
する場合は「FIX」を，横軸を 4分割した目盛りを表示
する場合は「DIV4」を指定します。FIXを指定した場合
の目盛り幅は，graph_hscalevalで指定した値になりま
す。

graph_hscaleval
((1～ 999))

－ グラフの横軸目盛りの間隔を指定します。
このパラメーターは，graph_hscaletypeで FIXを指定
した場合に限り設定が必要になります。また，
graph_hscaletypeが FIX以外の場合，設定は無視され
ます。

graph_hscaleunit
((MIN，HOUR，DAY，ま
たはMONTH))

－ グラフの横軸目盛りの単位を指定します。分単位とする
場合は「MIN」を，時間単位とする場合は「HOUR」
を，日単位とする場合は「DAY」を，月単位とする場合
は「MONTH」を指定します。
このパラメーターは，graph_hscaletypeで FIXを指定
した場合に限り設定が必要になります。また，
graph_hscaletypeが FIX以外の場合，設定は無視され
ます。
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（凡例）
－：オプション項目

Web Recorderセクション
Web Recorderに関する項目を定義します。

表 11-22　Web Recorderセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

System Logセクション
現バージョンでは，特に EventLogに出力されるログメッセージはありません。

Graph Colorセクション
グラフで表示されるグラフ線の色を定義します。

表 11-23　Graph Colorセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

IE_flag
((Yまたは N))《Y》

－ IEを起動するかどうか指定します。起動する場合は
「Y」を，起動しない場合は「N」を指定します。

キー名 必須 指定する値

bg_thre_critical
((0,0,0～ 255,255,255))
《255,50,50》

－ しきい値表示時の危険域のしきい値線または背景の色を
指定します。RGBの値を R，G，Bの順にコンマで区切
り，10進数で指定します。

bg_thre_warning
((0,0,0～ 255,255,255))
《255,255,0》

－ しきい値表示時の警戒域のしきい値線または背景の色を
指定します。RGBの値を R，G，Bの順にコンマで区切
り，10進数で指定します。

bg_thre_normal
((0,0,0～ 255,255,255))
《64,64,64》

－ しきい値表示時の正常域の背景の色を指定します。RGB
の値を R，G，Bの順にコンマで区切り，10進数で指定
します。なお，この項目の設定は threshold_linetypeで
COLORを指定した場合に有効になります。

trend_color
((0,0,0～ 255,255,255))
《255,80,255》

－ トレンド線の色を指定します。RGBの値を R，G，Bの
順にコンマで区切り，10進数で指定します。

forecast_color
((0,0,0～ 255,255,255))
《0,255,255》

－ 予測の線の色を指定します。RGBの値を R，G，Bの順
にコンマで区切り，10進数で指定します。
407



11.　定義ファイル
（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，
グラフでのしきい値表示をする，グラフの横軸の目盛り間隔をユーザー固定値（単位：
時間，目盛り間隔：3）で表示するよう定義しています（ほかの値はデフォルト値のまま
です）。

 
[View Start]
start_definer=Y
start_ba=Y
 
[BA]
default_alyz_range=168
default_alyz_period=24
range_unity=Y
threshold_line=Y
threshold_linetype=LINE
graph_hscaletype=FIX
graph_hscaleval=3
graph_hscaleunit=HOUR
 
[Web Recorder]
IE_flag=Y
 
[System Log]
printlog_flag=N
 
[Graph Color]
bg_thre_critical=255,50,50
bg_thre_warning=255,255,0
bg_thre_normal=64,64,64
trend_color=255,80,255
forecast_color=0,255,255
graph_line_color=0,255,255
graph_line_color=255,50,50
graph_line_color=255,255,0

graph_line_color
((0,0,0～ 255,255,255))

－ メトリック値を表示するグラフ線の色を指定します。
RGBの値を R，G，Bの順にコンマで区切り，10進数で
指定します。
グラフ線の色は最大 50個定義でき，このパラメーター
に指定されている色を上から順に使用します。なお，イ
ンストール時には，デフォルトで次の八つの値が設定さ
れており，グラフ線は最大 8本表示できます。
graph_line_color=0,255,0
graph_line_color=255,50,50
graph_line_color=255,255,0
graph_line_color=255,80,255
graph_line_color=83,100,255
graph_line_color=0,255,255
graph_line_color=160,160,160
graph_line_color=255,128,64
この項目の設定をすべて省略した場合は，上記の設定が
適用されます。

キー名 必須 指定する値
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graph_line_color=255,80,255
graph_line_color=83,100,255
graph_line_color=0,255,255
graph_line_color=160,160,160
graph_line_color=255,128,64

11.2.7　PFM - Analysis View接続先定義ファイル
（pavdest.conf）

PFM - Analysis Viewの接続先になる PFM - Analysis Managerを定義します。このファ
イルを変更した場合は，Definerおよび Bottleneck Analyzerを再起動してください。

（1） 書式
 
[Dest Manager]
mgr_host=ホスト名またはIPアドレス
destport_defd=設定用ポート番号
destport_alsd=分析用ポート番号
mgr_desc=コメント

接続先の PFM - Analysis Managerの数だけ，繰り返し定義します。

（2） 定義内容

Dest Managerセクション
PFM - Analysis Viewの接続先の PFM - Analysis Managerに関する項目を定義しま
す。

表 11-24　Dest Managerセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注意事項

キー名 必須 指定する値

mgr_host
((255バイト以内 ))

○ 接続先の PFM - Analysis Managerのホスト名または
IPアドレスを指定します。

destport_defd
((1～ 65535))《20298》

－ 接続先の PFM - Analysis Managerの設定用ポート番号
を指定します。PFM - Analysis Manager動作条件定義
ファイル（pam.conf）の srvport_defdに定義した番号
を指定します。

destport_alsd
((1～ 65535))《20297》

－ 接続先の PFM - Analysis Managerの分析用ポート番号
を指定します。PFM - Analysis Manager動作条件定義
ファイル（pam.conf）の srvport_alsdに定義したポー
ト番号を指定します。

mgr_desc
((255バイト以内 ))

－ コメントを指定します。ここで指定した文字列は，［マ
ネージャー接続］画面に表示されます。
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• 項目を省略する場合は，値の記述だけを省略し，キー名と「=（イコール）」は必
ず記述してください。

• 接続先は最大 100件登録できます。101件以上登録した場合，101件目以降は無
視されます。Definerおよび Bottleneck Analyzerの［マネージャー接続］画面の
プルダウンメニューには，最大 100件の接続先が表示されます。

（3） 定義例

PFM - Analysis View接続先定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，
本番機「PAMMGR」にインストールされた PFM - Analysis Managerへの接続指定と，
テスト機「PAMTEST01」にインストールされた PFM - Analysis Managerへの接続指
定をしています。

[Dest Manager]
mgr_host=PAMMGR
destport_defd=20298
destport_alsd=20297
mgr_desc=PAMマネージャー
 
mgr_host=PAMTEST01
destport_defd=20298
destport_alsd=20297
mgr_desc=PAMマネージャー（テスト機）

11.2.8　ビュー制限定義ファイル（pavlimit.conf）
Bottleneck Analyzerで参照できるビューを制限したい場合に，参照を許可するビューを
定義します。このファイルを変更した場合は，Bottleneck Analyzerを再起動してくださ
い。

（1） 書式
 
[View Limit]
allow_view=ビュー名
allow_view=ビュー名

参照を許可するビューの数だけ，繰り返し定義します。

（2） 定義内容

View Limitセクション
参照を許可するビューを定義します。

表 11-25　View Limitセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

allow_view
((255バイト以内 ))《すべ
てのビューを参照可》

－ Bottleneck Analyzerで参照できるビュー名を指定します。
Definerで定義したビュー名を指定してください。指定を
省略した場合は，すべてのビューを参照できます。
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（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

ビュー制限定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，ビュー名「A社情
報システム」と「C社情報システム」が参照できるよう定義しています。

[View Limit]
allow_view=A社情報システム
allow_view=C社情報システム

11.2.9　外部プログラム定義ファイル（pavprog.conf）
Bottleneck Analyzerから起動したい外部プログラムを定義します。このファイルを変更
した場合は，Bottleneck Analyzerを再起動してください。

（1） 書式
 
[External Program]
prog_name=プログラム名
prog_cmd=実行するコマンド
 

外部プログラムの数だけ，繰り返し定義します。なお，外部プログラムは，最大 10個定
義できます。使用頻度が高いプログラムや，変数を使用するプログラムなどを優先させ
て登録してください。

（2） 定義内容

External Programセクション
外部プログラムを定義します。

表 11-26　External Programセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目

注※
指定できる変数を次に示します。
$HOST：外部プログラム実行時に選択したオブジェクトのホスト名

キー名 必須 指定する値

prog_name
((31バイト以内 ))

○ 外部プログラム名を指定します。ここで指定した名称は，
Bottleneck Analyzerのプルダウンメニューに表示されま
す。ほかの外部プログラム名と重複しない名称を定義して
ください。

prog_cmd ○ 実行するコマンドを，フルパスで指定します。引数や変数※

を指定することもできます。
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（3） 定義例

外部プログラム定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，PFM - Web 
Consoleのログイン画面を起動するよう定義しています。

[External Program]
prog_name=PFM Web Consoleにログイン
prog_cmd="C:¥Program Files¥Internet Explorer¥IEXPLORE.EXE" http://
PFMWebCon:20358/PFMWebConsole/login.do

11.2.10　インポート定義ファイル
pamimportコマンドでインポートするデータ形式を定義します。

（1） 書式
 
[Target]
object_name=オブジェクト名
metric_name=メトリック名
 
[File Format]
delimiter={COMMA｜SEMICOLON｜SPACE｜TAB｜PIPE}
start_row=メトリック値開始行番号
time_format={1｜2｜3｜4｜5｜6｜7｜8｜9}
date_column=日付の列番号
time_column=時間の列番号
line_separator=改行コード
 
[Instance]
instance_flag={0｜1}
instance_type={0｜1}
instance_column=インスタンス値が出力されている列番号
instance_identifier_column=インスタンスを識別する列番号
instance_identifier=インスタンスを識別する文字列
instance_index=インスタンス識別子
 
[Option]
fill_deficit={0｜1}
particle_size_correction={0｜1}
add_terminal_data={0｜1}

（2） 定義内容

Targetセクション
インポートするメトリックを指定します。

表 11-27　Targetセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

object_name
((63バイト以内 ))

○ インポートするメトリックのオブジェクト名を指定しま
す。

metric_name
((63バイト以内 ))

○ インポートするメトリック名を指定します。object_name
で指定したオブジェクトに含まれるメトリック名を指定し
てください。
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（凡例）
○：必須項目

File Formatセクション
インポートするファイル形式を指定します。

表 11-28　File Formatセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注※
日時の記述形式を次の表に示します。

表 11-29　日時の記述形式

キー名 必須 指定する値

delimiter
((COMMA，
SEMICOLON，SPACE，
TAB，PIPE))
《COMMA》

－ データの区切り文字を指定します。COMMA：コンマ，
SEMICOLON；セミコロン，SPACE：スペース，TAB：
タブ，PIPE：ストロークから選択します。

start_row
((1～ 65535))

○ メトリック値が記述されている最初の行番号を指定しま
す。

time_format
((1,2,3,4,5,6,7,8,9))《1》

－ 日時の記述形式を，日時フォーマット IDで指定します※。

date_column
((1～ 65535))《1》

－ 日付が記述されている列番号を指定します。

time_column
((1～ 65535))
《date_columnと同じ》

－ 時間が指定されている列番号を指定します。

line_separator
((0,1,2))《0》

－ インポート対象ファイルの改行コードを指定します。自動
設定（動作 OSに依存）とする場合は「0」を，Windows
の改行コード（¥r¥n）の場合は「1」を，UNIXの改行
コード（¥n）の場合は「2」を指定します。

ID 表示形式

1 月日と時刻が同じ列に表示されている。 YYYY/MM/DD hh:mm:ss

2 MM/DD/YYYY hh:mm:ss

3 YY/MM/DD hh:mm:ss※ 1

4 MM/DD/YY hh:mm:ss※ 1

5 月日と時刻が異なる列に表示されている。 YYYY/MM/DD，hh:mm:ss※ 2

6 MM/DD/YYYY，hh:mm:ss※ 2

7 YY/MM/DD，hh:mm:ss※ 1※ 2
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注
年月日の区切り文字は，「/（スラント）」または「－（ハイフン）」で指定してください。

注※ 1
年の表示が 2けたの場合は，次に示すように判定されます。
80～ 99：1900年代
00～ 29：2000年代
30～ 79：入力エラー

注※ 2
「，（コンマ）」は区切り文字です。

Instanceセクション
メトリックのインスタンスに関する項目について設定します。

表 11-30　Instanceセクションの定義内容

8 MM/DD/YY，hh:mm:ss※ 1※ 2

9 協定標準時（UTC）の 1970年 1月 1日から
の経過秒数。

ssssssssss

キー名 必須 指定する値

instance_flag
((0，1))《0》

－ インスタンスが複数あるかどうかを指定します。一つだけ
の場合は「0」を，複数ある場合は「1」を指定します。

instance_type※ 1

((0，1))《0》
－ 同時刻のインスタンスの値が，同じ行に出力されているか

どうかを指定します。同じ行に出力されている場合は「0」
を，異なる行に出力されている場合は「1」を指定します。

instance_column
((1～ 65535))

○ インスタンスの値が出力されている列を指定します。
instance_flagに 1を指定し，かつ instance_typeに 0を指
定した場合は，「，（コンマ）」で区切って複数の列番号を指
定します。それ以外の場合は，一つだけ指定します。

instance_identifier_col
umn
((1～ 65535))

○ インスタンスの識別子が出力されている列番号を指定しま
す。instance_flagに 1を指定し，かつ instance_typeに 1
を指定した場合に有効です。それ以外の場合は，指定は無
視されます。

instance_identifier
((各インスタンスで
1023バイト以内 ))

○ インポート対象ファイル中で，インスタンスを識別するた
めに使用されている文字列を指定します。instance_flagに
1を指定し，かつ instance_typeに 1を指定した場合に有効
です。それ以外の場合は，指定は無視されます。
instance_flagに 1を指定した場合は，「，（コンマ）」で区
切って複数指定します。

instance_index※ 2

((各インスタンスで
1023バイト以内 ))

○ PAMDBにインスタンスを保存する際に，インスタンスを
識別するための文字列を指定します。ここで指定した文字
列をインスタンスインデックスとして使用します。
instance_flagに 1を指定した場合は，「，（コンマ）」で区
切って複数指定します。

ID 表示形式
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（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

注※ 1
instance_flagで「0」を指定した場合は，指定が無視されます。

注※ 2
個々のインスタンスの値を PAMDBに保存するように設定している場合に，指定した内容で値
が保存されます。

Optionセクション
データインポート時のオプションに関する項目を指定します。

表 11-31　Optionセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

インポート定義ファイルの定義例については，「6.5　データのインポート」を参考にし
てください。

11.2.11　エクスポート定義ファイル
pamexportコマンドでエクスポートする内容を定義します。

（1） 書式
 
[Metric]
metric=オブジェクト名,メトリック名
metric=オブジェクト名,メトリック名
 
エクスポートするメトリックの数だけ指定します。
 

キー名 必須 指定する値

fill_deficit
((0，1))《0》

－ データが欠けている場合に，一つ前のメトリック値を使用
してデータを補うかどうか指定します。データを補わない
場合は「0」を，データを補う場合は「1」を指定します。

particle_size_correctio
n
((0，1))《0》

－ 時間粒度の補正方法を指定します。サンプリング粒度補正
を行う場合は「0」を，平均粒度補正を行う場合は「1」を
指定します。

add_terminal_data
((0，1))《1》

－ インポートしたデータに終端を表すデータを付加するかど
うか指定します。付加する場合は「1」を，付加しない場
合は「0」を指定します。ある程度まとまった期間のデー
タを手動でインポートして分析する運用の場合は「1」を，
定期的にインポートコマンドを繰り返し実行して常に最新
のデータをインポートしておく運用の場合は「0」を指定
してください。
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11.　定義ファイル
[Data Class]
data_class={1｜2}
 
[Option]
datetime_separator={SPACE｜COMMA}
output_second={Y｜N}
 

（2） 定義内容

Metricセクション
エクスポートするメトリックを指定します。

表 11-32　Metricセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目

Data Classセクション
エクスポートするメトリックの種別を指定します。

表 11-33　Data Classセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目

Optionセクション
エクスポートするメトリックの日付と時刻の区切り文字を指定します。

表 11-34　Optionセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

metric
((オブジェクト名，メト
リック名各 63バイト以内
))

○ エクスポートするメトリックを指定します。オブジェク
ト名とメトリック名を「，（コンマ）」で区切って，記述
してください。

キー名 必須 指定する値

data_class
((1，2))

○ エクスポートするメトリックが詳細メトリックの場合は
「1」を，サマライズメトリックの場合は「2」を指定し
ます。

キー名 必須 指定する値

datetime_separator
((SPACEまたは
COMMA))《SPACE》

－ エクスポートするメトリックの日付と時刻の区切り文字
を指定します。スペースで区切る場合は「SPACE」を，
コンマで区切る場合は「COMMA」を指定します。
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（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

次に示すデータをエクスポートする場合の定義例を説明します。

• 期間：2006年 9月 1日から 2006年 11月 30日
• エクスポートするメトリック：Webサーバの CPU使用率の詳細メトリック
• エクスポート定義ファイル名：expdef.conf
• エクスポート先のファイル名：expout.csv

エクスポート定義ファイルの定義例
[Metric]
metric=Webサーバ１,CPU使用率
metric=Webサーバ２,CPU使用率
metric=Webサーバ３,CPU使用率
[Data Class] 
# データ種別1:詳細メトリック  2:サマライズメトリック
data_class=1

定義ファイルを作成したあとで，次のようにコマンドを実行すると，データがエクス
ポートされます。

pamexport -d expdef.conf -o expout.csv -s 20060901 -e 20061130

11.2.12　レポート定義ファイル
pavreportコマンドで出力するレポートの内容を定義します。

（1） 書式
 
[Dest Manager]
mgr_host=ホスト名またはIPアドレス
destport_alsd=分析用ポート番号
 
[Contents]
title=レポートタイトル
 
[Metric]
metric=オブジェクト名,メトリック名
metric=オブジェクト名,メトリック名
 
レポートに出力するメトリックの数だけ指定します。
 
[Data Class]

output_second
((Yまたは N))《Y》

－ エクスポートした結果の時刻として，秒を出力するかど
うか指定します。出力する場合は「Y」を，出力しない
場合は「N」を指定します。
なお，エクスポートした結果をインポートする場合は，
秒を出力する必要があります。

キー名 必須 指定する値
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data_class={1｜2}
 
[Option]
range_unity={Y｜N}
threshold_line={Y｜N}
threshold_linetype={LINE｜COLOR}
graph_hscaletype={AUTO｜FIX｜DIV4}
graph_hscaleval=グラフの横軸目盛りの間隔
graph_hscaleunit={MIN｜HOUR｜DAY｜MONTH}
graph_vscaletype={AUTO｜FIX｜DIV4}
graph_vscaleval=グラフの縦軸目盛りの間隔
graph_vscalemax=グラフの縦軸目盛りの上限
graph_vscalemin=グラフの縦軸目盛りの下限
 
[Graph Color]
bg_thre_critical=しきい値表示時の危険域のしきい値線または背景の色
bg_thre_warning=しきい値表示時の警戒域のしきい値線または背景の色
bg_thre_normal=しきい値表示時の正常域の背景の色
graph_line_color=グラフ線の色
 
[Instance]
instance=オブジェクト名,メトリック名
instance=オブジェクト名,メトリック名
instance=オブジェクト名,メトリック名,インスタンス識別子
instance=オブジェクト名,メトリック名,インスタンス識別子
 
レポートに出力するインスタンスの数だけ指定します。

（2） 定義内容

Dest Managerセクション
接続先の PFM - Analysis Managerを定義します。PFM - Analysis Managerは一つ
だけ定義できます。

表 11-35　Dest Managerセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

Contentsセクション
レポートに埋め込む情報を指定します。

キー名 必須 指定する値

mgr_host
((255バイト以内 ))

○ 接続先の PFM - Analysis Managerのホスト名または IP
アドレスを指定します。

destport_alsd
((1～ 65535))《20297》

－ 接続先の PFM - Analysis Managerの分析用ポート番号を
指定します。PFM - Analysis Manager動作条件定義ファ
イル（pam.conf）の srvport_alsdに定義したポート番号
を指定します。
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表 11-36　Contentsセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

Metricセクション
レポートに出力するメトリックを指定します。

表 11-37　Metricセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目

Data Classセクション
レポートに出力するメトリックの種別を指定します。

表 11-38　Data Classセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目

Optionセクション
レポートに関するオプションを指定します。

キー名 必須 指定する値

title
((255バイト以内 ))《タイ
トルなし》

－ レポートのタイトルを指定します。PFM - Analysisを日
本語環境で運用している場合は，日本語も指定できます。

キー名 必須 指定する値

metric
((オブジェクト名，メト
リック名とも，各 63バイ
ト以内の文字列 ))

○ レポート出力するオブジェクト名およびメトリック名を指
定します。オブジェクト名とメトリック名は「,（コン
マ）」で区切ってください。
なお，複数のメトリックを指定できます（複数行に指定）。
ただし，出力するメトリックの数とインスタンスの数の合
計が，グラフ線の最大表示本数より多く指定した場合は，
先頭からグラフの表示本数分だけが出力されます。Metric
セクションの metricと Instanceセクションの instance
を同時に省略することはできません。

キー名 必須 指定する値

data_class
((1，2))

○ レポートに出力するメトリックが詳細メトリックの場合は
「1」を，サマライズメトリックの場合は「2」を指定しま
す。
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表 11-39　Optionセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

range_unity
((Yまたは N))《Y》

－ グラフでの縦軸のレンジを統一するかどうか指定します。
レンジを統一する場合は「Y」を，統一しない場合は「N」
を指定します。
出力するグラフが 1本の場合にこの項目で Yを指定して
もエラーにはなりません。

threshold_line
((Yまたは N))《N》

－ グラフでのしきい値表示をするかどうか指定します。しき
い値表示をする場合は「Y」を，しない場合は「N」を指
定します。この設定は，出力するメトリックを一つだけ指
定した場合に限り有効になります。複数のメトリックを指
定している場合，この設定は無視され常にしきい値は表示
されません。

threshold_linetype
((LINEまたは COLOR))
《LINE》

－ グラフでのしきい値表示の方法を指定します。グラフ上に
しきい値を示す線を表示させる場合は「LINE」を，警戒
域，危険域および正常域をそれぞれ背景色を変えて表示さ
せる場合は「COLOR」を指定します。この設定は，出力
するメトリックを一つだけ指定し，かつ threshold_lineを
Yと指定している場合に限り有効になります。それ以外を
指定している場合，この設定は無視されます。

graph_hscaletype
((AUTO，FIXまたは
DIV4))《AUTO》

－ グラフの横軸目盛りの表示方法を指定します。グラフ全体
の横軸の長さに基づいて最適な目盛り幅を自動設定する場
合は「AUTO」を，指定した固定幅で目盛りを表示する場
合は「FIX」を，横軸を 4分割した目盛りを表示する場合
は「DIV4」を指定します。FIXを指定した場合の目盛り
幅は，graph_hscalevalで指定した値になります。

graph_hscaleval
((1～ 999))

－ グラフの横軸目盛りの間隔を指定します。
このパラメーターは，graph_hscaletypeで FIXを指定し
た場合に限り設定が必要になります。また，
graph_hscaletypeが FIX以外の場合，設定は無視されま
す。

graph_hscaleunit
((MIN，HOUR，DAY，
またはMONTH))

－ グラフの横軸目盛りの単位を指定します。分単位とする場
合は「MIN」を，時間単位とする場合は「HOUR」を，
日単位とする場合は「DAY」を，月単位とする場合は
「MONTH」を指定します。
このパラメーターは，graph_hscaletypeで FIXを指定し
た場合に限り設定が必要になります。また，
graph_hscaletypeが FIX以外の場合，設定は無視されま
す。

graph_vscaletype
((AUTO，FIXまたは
DIV4))《AUTO》

－ グラフの縦軸目盛りの表示方法を指定します。グラフ全体
の縦軸の長さに基づいて最適な目盛り幅を自動設定する場
合は「AUTO」を，指定した固定幅で目盛りを表示する場
合は「FIX」を，縦軸を 4分割した目盛りを表示する場合
は「DIV4」を指定します。FIXを指定した場合の目盛り
幅は，graph_vscalevalで指定した値になります。
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（凡例）
－：オプション項目

Graph Colorセクション
グラフで表示されるグラフ線の色を定義します。

表 11-40　Graph Colorセクションの定義内容

graph_vscaleval
((0より大きい倍精度実数
の範囲 ))

－ グラフの縦軸目盛りの間隔を指定します。0より大きい正
の倍精度実数の値を指定します。
このパラメーターは，graph_vscaletypeで FIXを指定し
た場合に限り設定が必要になります。また，
graph_vscaletypeが FIX以外の場合，設定は無視されま
す。

graph_vscalemax
((倍精度実数の範囲 ))

－ グラフの縦軸目盛りの上限を指定します。倍精度実数の範
囲で指定します。省略時は，表示データの値によって自動
的に決定されるため，通常は指定する必要はありません。
なお，このパラメーターに値を設定した場合は，
range_unityに Yを指定したものとして扱われ，常にレン
ジ統一ありとして動作します。
このパラメーターを設定する場合，設定する値は，
graph_vscaleminの値より大きい値である必要がありま
す。

graph_vscalemin
((倍精度実数の範囲 ))

－ グラフの縦軸目盛りの下限を指定します。倍精度実数の範
囲で指定します。省略時は，表示データの値によって自動
的に決定されるため，通常は指定する必要はありません。
なお，このパラメーターに値を設定した場合は，
range_unityに Yを指定したものとして扱われ，常にレン
ジ統一ありとして動作します。
このパラメーターを設定する場合，設定する値は，
graph_vscalemaxの値より小さい値である必要がありま
す。

キー名 必須 指定する値

bg_thre_critical
((0,0,0～ 255,255,255))
《255,50,50》

－ しきい値表示時の危険域のしきい値線または背景色を指定
します。RGBの値を R，G，Bの順にコンマで区切り，
10進数で指定します。

bg_thre_warning
((0,0,0～ 255,255,255))
《255,255,0》

－ しきい値表示時の警戒域のしきい値線または背景色を指定
します。RGBの値を R，G，Bの順にコンマで区切り，
10進数で指定します。

bg_thre_normal
((0,0,0～ 255,255,255))
《64,64,64》

－ しきい値表示時の正常域の背景色を指定します。RGBの
値を R，G，Bの順にコンマで区切り，10進数で指定しま
す。なお，この項目の設定は threshold_linetypeで
COLORを指定した場合に有効になります。

キー名 必須 指定する値
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（凡例）
－：オプション項目

Instanceセクション
レポートに出力するインスタンスを指定します。指定したメトリックの全インスタ
ンス出力または個別インスタンスの出力を指定できます。

表 11-41　Instanceセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目

graph_line_color
((0,0,0～ 255,255,255))

－ メトリック値を表示するグラフ線の色を指定します。RGB
の値を R，G，Bの順にコンマで区切り，10進数で指定し
ます。
グラフ線の色は最大 50個定義でき，このパラメーターに
指定されている色を上から順に使用します。
なお，この項目の設定をすべて省略した場合は，次の設定
が適用されます。
graph_line_color=0,255,0
graph_line_color=255,50,50
graph_line_color=255,255,0
graph_line_color=255,80,255
graph_line_color=83,100,255
graph_line_color=0,255,255
graph_line_color=160,160,160
graph_line_color=255,128,64

キー名 必須 指定する値

instance
((オブジェクト名，メト
リック名とも各 63バイト
以内。インスタンス識別
子は 1023バイト以内 ))

○ メトリックの全インスタンスをレポート出力する場合はオ
ブジェクト名とメトリック名を「,（コンマ）」で区切って
指定します。この場合，インスタンスフィルターの定義と
関係なく，PAMDBに格納されている該当するメトリック
の全インスタンスインデックスを出力対象にします。
個別にインスタンスを出力する場合はオブジェクト名，メ
トリック名とインスタンス識別子を「,（コンマ）」で区
切って指定します。
なお，採取ツールが PFMで，かつ，キーフィールドが複
数あるメトリックに対してインスタンスを指定する場合，
各キーフィールドの値を「"（ダブルクォーテーション）」
で囲み，「:（コロン）」で区切って指定します（例：
"index1":"index2"）。
複数のインスタンスを指定できます。（複数行に指定）。た
だし，出力するメトリックの数とインスタンスの数の合計
が，グラフ線の最大表示本数より多く指定された場合は，
先頭からグラフの表示本数分だけが出力されます。Metric
セクションの metricと Instanceセクションの instance
を同時に省略することはできません。また，両方を同時に
指定した場合はMetricセクションの metricが優先的に出
力されます。

キー名 必須 指定する値
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（3） 定義例

レポート定義ファイルの定義例を次に示します。この定義例では，マネージャーサーバ
「pamhost」の PAMDBに格納された，Webへのアクセス状況に関する情報を，レポー
トとして出力するよう定義しています。

 
[Dest Manager]
mgr_host=pamhost
destport_alsd=20297
 
[Contents]
title=アクセス状況
 
[Metric]
metric=HTTP01,転送時間
metric=HTTP01,セットアップ時間
metric=HTTP01,総応答時間
 
[Data Class]
data_class=1
 
[Option]
range_unity=Y
threshold_line=Y
threshold_linetype=LINE
graph_hscaletype=FIX
graph_hscaleval=3
graph_hscaleunit=HOUR
graph_vscaletype=DIV4
 
[Graph Color]
bg_thre_critical=255,50,50
bg_thre_warning=255,255,0
bg_thre_normal=64,64,64
graph_line_color=255,0,0
graph_line_color=0,255,0
graph_line_color=0,0,255
 
[Instance]
instance=WebServer01,ディスク使用率
instance=WebServer02,ディスク使用率
instance=AppServer01,ディスク使用率,C:¥
instance=AppServer01,ディスク使用率,E:¥
 

11.2.13　PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）

PFM - Analysis Adaptorの動作に必要な条件を定義します。このファイルを変更した場
合は，PAM - SSO Adaptorサービス，PAM - PFM Adaptorサービスを再起動してくだ
さい。

（1） 書式
 
[Adaptor Connection]
adpt_connaddr=IPアドレスまたはホスト名
423



11.　定義ファイル
adpt_connport=ポート番号
adpt_connretry=リトライ回数
 
[SSO Adaptor]
ssoadpt_name=SSOアダプターの識別名称
ssoadpt_interval=メトリック値の回収間隔
ssoadpt_delcount=SSO収集データを削除する頻度
ssoadpt_cmdtimer= {Y｜N}
ssoadpt_cmdtimeout=タイムアウト時間
ssoadpt_maxcolperiod=一回の回収で対象とする最大期間
 
[PFM Adaptor]
pfmadpt_name=PFMアダプターの識別名称
pfmadpt_interval=メトリック値の回収間隔
pfmadpt_targetperiod=メトリック値の回収期間
pfmadpt_maxcolperiod=一回の回収で対象とする最大期間
pfmadpt_cluster_flag= {Y｜N}
pfmadpt_logical_host_name=論理ホスト名
 
[System Log]
printlog_flag={Y｜N}

（2） 定義内容

Adaptor Connectionセクション
PFM - Analysis Adaptorの接続先の PFM - Analysis Managerに関する項目を設定
します。

表 11-42　Adaptor Connectionセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

SSO Adaptorセクション
採取ツールとして JP1/SSOを使用する場合に設定します。JP1/SSOを使用しない
場合は，設定不要です。

キー名 必須 指定する値

adpt_connaddr
((255バイト以内 ))

○ 接続先の PFM - Analysis Managerの IPアドレスまたは
ホスト名を指定します。指定できる接続先は一つだけで
す。

adpt_connport
((1～ 65535))《20296》

－ 接続先の PFM - Analysis Managerの収集用ポート番号を
指定します。PFM - Analysis Manager動作条件定義ファ
イル（pam.conf）の srvport_coldと一致させてください。

adpt_connretry
((0～ 999))《480》

－ PFM - Analysis Managerへのリトライ回数を指定します。
指定した回数分，連続してリトライに失敗すると，アダプ
ターが停止します。
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11.　定義ファイル
表 11-43　SSO Adaptorセクションの定義内容

（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

PFM Adaptorセクション
採取ツールとして PFMを使用する場合に設定します。PFMを使用しない場合は，
設定不要です。

表 11-44　PFM Adaptorセクションの定義内容

キー名 必須 指定する値

ssoadpt_name
((31バイト以内の英数字
および半角の「(」「)」（丸
括弧），「-」（ハイフン），
「_」（アンダーバー）))

○ SSOアダプターの識別名称を指定します。ほかのアダプ
ターと重複しない名称を指定してください。PFM - 
Analysis Managerの採取ツール定義ファイル
（pamcoltool.conf）の adpt_nameと一致させてください。

ssoadpt_interval
((3～ 1440))《3》

－ SSOアダプターから，PFM - Analysis Managerへメト
リック値を送信する間隔を，分単位で指定します。

ssoadpt_delcount
((0～ 999))《480》

－ JP1/SSOおよび JP1/DSSOの DBに格納されているデー
タを削除する頻度を指定します。ここで指定した回数分，
SSOアダプターから PFM - Analysis Managerへのメト
リック値送信に成功すると，データが削除されます。デー
タの削除はメトリックごとに行います。
0を指定した場合は，データを削除しません。

ssoadpt_cmdtimer
((Yまたは N))《Y》

－ PFM - Analysis Adaptorから JP1/SSOにコマンドを実行
する場合，指定した時間内に行われるかどうかを監視しま
す。監視する場合は「Y」を，監視しない場合は「N」を
指定します。

ssoadpt_cmdtimeout
((5～ 1800))《60》

－ JP1/SSOへのコマンド実行を監視する時間を，秒単位で
指定します。指定した時間内にコマンドが実行されない場
合，監視条件の定義やデータ回収などの処理が失敗したと
判定します。
ssoadpt_cmdtimerに Nを指定した場合，この指定は無視
されます。

ssoadpt_maxcolperiod
((0～ 168))《24》

－ 1回の回収で回収対象とする最大期間を，時間単位で指定
します。0を指定した場合，未回収のデータをすべて回収
対象とします。
通常は，この値を変更しないでください。

キー名 必須 指定する値

pfmadpt_name
((31バイト以内の英数字
および半角の「(」「)」（丸
括弧），「-」（ハイフン），
「_」（アンダーバー）))

○ PFMアダプターの識別名称を指定します。ほかのアダプ
ターと重複しない名称を指定してください。PFM - 
Analysis Managerの採取ツール定義ファイル
（pamcoltool.conf）の adpt_nameと一致させてください。
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11.　定義ファイル
（凡例）
○：必須項目
－：オプション項目

System Logセクション
ログの出力に関する設定をします。

表 11-45　System Logセクションの定義内容

（凡例）
－：オプション項目

（3） 定義例

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの定義例を次に示します。

採取ツールが JP1/SSOの場合
この定義例では，SSOアダプターの識別名「SSO_01」でマネージャーサーバ

pfmadpt_interval
((3～ 1440))《3》

－ PFMアダプターから，PFM - Analysis Managerへメト
リック値を送信する間隔を，分単位で指定します。

pfmadpt_targetperiod
((1～ 365))《1》

－ 最大何日さかのぼった時点からのデータを回収するか，メ
トリック値の回収期間を，日単位で指定します。PFM - 
Agentの，Storeデータベースの保存条件にあわせて設定
することを推奨します。
通常は，この値を変更しないでください。

pfmadpt_maxcolperiod
((0～ 168))《3》

－ 1回の回収で回収対象とする最大期間を，時間単位で指定
します。0を指定した場合，未回収のデータをすべて回収
対象とします。
通常は，この値を変更しないでください。

pfmadpt_cluster_flag
((Yまたは N))《N》

－ 前提プログラムに PFM - Managerを使用する場合で，ク
ラスタ環境で運用するかどうかを指定します。
運用する場合は「Y」を，運用しない場合は「N」を指定
します。なお，前提プログラムに PFM - Baseを使用する
場合は，クラスタ環境での運用有無に関係なく「N」を指
定します。

pfmadpt_logical_host_na
me
((1～ 32バイトの文字列
))

－ クラスタ環境で使用する論理ホスト名を指定します。
pfmadpt_cluster_flagで指定する値が「Y」の場合には，
必ず指定します。「N」の場合，このキーで指定した値は
無視されます。
なお，指定したホスト名の妥当性はチェックされないた
め，指定誤りには注意してください。

キー名 必須 指定する値

printlog_flag
((Yまたは N))《N》

－ イベントログまたは syslogにログ情報を出力するかどう
か設定します。出力する場合は「Y」を，出力しない場合
は「N」を指定します。

キー名 必須 指定する値
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11.　定義ファイル
「MANAGER01」に接続するよう定義しています。
[Adaptor Connection]
adpt_connaddr=MANAGER01
adpt_connport=20296
adpt_connretry=480
 
[SSO Adaptor]
ssoadpt_name=SSO_01
ssoadpt_interval=3
ssoadpt_delcount=480
ssoadpt_cmdtimer=Y
ssoadpt_cmdtimeout=60
ssoadpt_maxcolperiod=24
 
[System Log]
printlog_flag=N

採取ツールが PFMの場合
この定義例では，PFMアダプター識別名「PFM_01」でマネージャーサーバ
「MANAGER01」に接続するよう定義しています。
[Adaptor Connection]
adpt_connaddr=MANAGER01
adpt_connport=20296
adpt_connretry=480
 
[PFM Adaptor]
pfmadpt_name=PFM_01
pfmadpt_interval=3
pfmadpt_targetperiod=1
pfmadpt_maxcolperiod=3
pfmadpt_cluster_flag=Y
pfmadpt_logical_host_name=logical
 
[System Log]
printlog_flag=N
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12　JP1/IMを使った監視
この章では，JP1/IMと連携して，JP1/IM - Viewから PFM - 
Analysisを監視する機能について説明します。JP1/IMは，
ネットワーク，サーバ，アプリケーションなどを一元管理する
製品です。また，システム内で発生したあらゆる事象を集中監
視します。JP1/IMの詳細については，マニュアル「JP1/
Integrated Management Manager システム構築・運用ガイ
ド」を参照してください。

12.1　JP1/IMを使った監視の概要

12.2　監視するオブジェクト

12.3　JP1/IMと連携する場合のセットアップ

12.4　JP1/IM連携の操作

12.5　JP1イベント
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12.1　JP1/IMを使った監視の概要

JP1/IMを使って，オブジェクトの状態などを監視できます。JP1/IMと PFM - Analysis
を連携させることで，PFM - Analysisとほかの JP1製品を同じ画面で監視できるように
なります。

JP1/IMでの監視には，PFM - Analysisが発行する JP1イベントが利用されます。

JP1/IMで PFM - Analysisを監視する方法は 2種類あり，監視対象や監視の目的などに
よって監視方法を選べます。

• JP1イベントによる監視
• オブジェクト・メトリックの状態を示すアイコンによる監視

（1） JP1イベントによる監視

PFM - Analysisやほかの JP1製品が出力する JP1イベントを，［イベントコンソール］
画面に一覧表示します。表示された JP1イベントから PFM - Analysisの画面を表示し，
事象が発生した原因を特定できます。

（2） オブジェクトの状態を示すアイコンによる監視

目的指向型統合ビューによって複雑なシステムをグループ化し，ツリーまたはマップで
監視できます。JP1/IMでは，監視対象を監視オブジェクトといいます。
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12.2　監視するオブジェクト
PFM - Analysisでは，次の監視オブジェクトを提供しています。

• オブジェクトのステータス変化を示すアイコン
• メトリックの危険度変化を示すアイコン

オブジェクトのステータス変化，およびメトリックの危険度変化を示す JP1イベントの
うち，重要度が「Warning」および「Error」のイベントが発生すると，オブジェクトの
状態を変化させます。

オブジェクトの状態変化の契機となる JP1イベントを，次の表に示します。

表 12-1　オブジェクトの状態変化の契機となる JP1イベント

注意事項
JP1/IMと連携して，採取ツール VPISで DHCPを監視する場合，監視条件の
DHCPサーバは明示的に指定してください。DHCPサーバの指定を省略すると，
DHCPサービスを表すオブジェクトについてのステータス変化やメトリックの危険
度変化が JP1/IMの監視オブジェクトに反映されません。

イベント ID イベント名称 イベント発行契機

00004600 危険度変化 正常域から警戒
域イベント

メトリックの危険度が正常域から警戒域に変化
したとき。

00004602 危険度変化 警戒域から危険
域イベント

メトリックの危険度が警戒域から危険域に変化
したとき。

00004603 危険度変化 危険域から警戒
域イベント

メトリックの危険度が危険域から警戒域に変化
したとき。

00004604 危険度変化 正常域から危険
域イベント

メトリックの危険度が正常域から危険域に変化
したとき。

00004609 危険度変化 不明から警戒域
イベント

メトリックの危険度が不明から警戒域に変化し
たとき。

0000460B 危険度変化 不明から危険域
イベント

メトリックの危険度が不明から危険域に変化し
たとき。

00004620 ステータス変化 動作中から
停止中イベント

オブジェクトのステータスが動作中から停止中
に変化したとき。

00004625 ステータス変化 対象外から
停止中イベント

オブジェクトのステータスが対象外から停止中
に変化したとき。
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12.3　JP1/IMと連携する場合のセットアップ

JP1/IMと連携する場合のシステム構成例を，次の図に示します。

図 12-1　JP1/IM連携時のシステム構成

JP1イベントの発行
JP1イベントを発行するためには，PFM - Analysis Managerと同じマシン上に
JP1/Baseが必要です。

Definerまたは Bottleneck Analyzerの起動
Definerまたは Bottleneck Analyzerを JP1/IM - Viewから起動するためには，JP1/
IM - Viewと同じマシン上に PFM - Analysis Viewが必要です。

次に，JP1/IMと連携する場合に必要なセットアップを説明します。

（1） JP1イベント発行定義ファイル（pamjp1evt.conf）の編集

JP1イベントを発行するためには，JP1イベント発行定義ファイルを編集します。設定
の詳細については，「11.2.4　JP1イベント発行定義ファイル（pamjp1evt.conf） 」を参
照してください。
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（2） PFM - Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）の編集

PFM - Analysis View接続先定義ファイルの「mgr_host」に，JP1イベント発行定義
ファイル（pamjp1evt.conf）で発行元に指定した PFM - Analysis Managerを定義しま
す。設定の詳細については，「11.2.7　PFM - Analysis View接続先定義ファイル
（pavdest.conf）」を参照してください。
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12.4　JP1/IM連携の操作

ここでは，JP1/IM連携する場合の操作手順について説明します。

12.4.1　JP1イベントを選択して分析する
1.［イベントコンソール］画面の［イベント一覧］で，分析したい JP1イベントを選択
し，［表示］－［モニター起動］を選択する。
JP1イベントを発行した PFM - Analysis Managerに自動的に接続します。接続が成
功すると，［データ取得設定］画面が表示されます。

2.［データ取得設定］画面の［取得］ボタンをクリックする。
JP1イベントが発行された時間の状態が設定されたメイン画面が表示されます。

3. 分析を実行する。

12.4.2　統合機能メニューから Bottleneck Analyzerを起動す
る

1.［イベントコンソール］画面で，［オプション］－［統合機能メニュー起動］を選択す
る。
［JP1 - 統合機能メニュー］画面が表示されます。

2. ツリーエリアから，［アベイラビリティ管理］－［稼働性能分析］－［稼働性能分析］
をクリックする。
Bottleneck Analyzerの［マネージャー接続］画面が表示されます。
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12.5　JP1イベント

PFM - Analysisが発行する JP1イベントについて説明します。

12.5.1　イベント一覧
PFM - Analysisが発行する JP1イベントには，メトリックの危険度が変化した場合に発
行される危険度変化イベントと，オブジェクトのステータスが変化した場合に発行され
るステータス変化イベントがあります。JP1イベントの一覧を，次の表に示します。

表 12-2　JP1イベント一覧

イベント ID イベント名称 イベント発行契機 重大度

00004600 危険度変化 正常域か
ら警戒域イベント

メトリックの危険度が正常域から
警戒域に変化したとき。

Warning

00004601 危険度変化 警戒域か
ら正常域イベント

メトリックの危険度が警戒域から
正常域に変化したとき。

Information

00004602 危険度変化 警戒域か
ら危険域イベント

メトリックの危険度が警戒域から
危険域に変化したとき。

Error

00004603 危険度変化 危険域か
ら警戒域イベント

メトリックの危険度が危険域から
警戒域に変化したとき。

Warning

00004604 危険度変化 正常域か
ら危険域イベント

メトリックの危険度が正常域から
危険域に変化したとき。

Error

00004605 危険度変化 危険域か
ら正常域イベント

メトリックの危険度が危険域から
正常域に変化したとき。

Information

00004606 危険度変化 正常域か
ら不明イベント

メトリックの危険度が正常域から
不明に変化したとき。

Information

00004607 危険度変化 不明から
正常イベント

メトリックの危険度が不明から正
常域に変化したとき。

Information

00004608 危険度変化 警戒域か
ら不明イベント

メトリックの危険度が警戒域から
不明に変化したとき。

Information

00004609 危険度変化 不明から
警戒域イベント

メトリックの危険度が不明から警
戒域に変化したとき。

Warning

0000460A 危険度変化 危険域か
ら不明イベント

メトリックの危険度が危険域から
不明に変化したとき。

Information

0000460B 危険度変化 不明から
危険域イベント

メトリックの危険度が不明から危
険域に変化したとき。

Error

00004620 ステータス変化 動作
中から停止中イベント

オブジェクトのステータスが動作
中から停止中に変化したとき。

Error

00004621 ステータス変化 停止
中から動作中イベント

オブジェクトのステータスが停止
中から動作中に変化したとき。

Information

00004622 ステータス変化 動作
中から対象外イベント

オブジェクトのステータスが動作
中から対象外に変化したとき。

Information
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12.5.2　JP1イベントの属性
JP1イベントの属性には基本属性と拡張属性があります。基本属性にはイベント IDや詳
細情報などの項目があります。拡張属性には重大度やユーザー名などの共通情報と，オ
ブジェクト名やメトリック名などの固有情報があります。

それぞれの項目について説明します。

（1） 基本属性

PFM - Analysisが発行する JP1イベントの基本属性を，次の表に示します。

表 12-3　JP1イベントの基本属性

（凡例）
－：値を設定しない。

（2） 拡張属性

PFM - Analysisが発行する JP1イベントの拡張属性を，共通項目と固有項目に分けて説
明します。拡張属性の共通項目を，次の表に示します。

表 12-4　JP1イベントの拡張属性（共通項目）

00004623 ステータス変化 対象
外から動作中イベント

オブジェクトのステータスが対象
外から動作中に変化したとき。

Information

00004624 ステータス変化 停止
中から対象外イベント

オブジェクトのステータスが停止
中から対象外に変化したとき。

Information

00004625 ステータス変化 対象
外から停止中イベント

オブジェクトのステータスが対象
外から停止中に変化したとき。

Error

項目 内容

イベント ID イベントごとのイベント ID。
詳細については，「12.5.1　イベント一覧」の表 12-2を参照。

メッセージ PFM - Analysisの警告メッセージと同じ。
詳細については，「9.3.12　［警告メッセージ］画面」を参照。

詳細情報 －

項目 属性名 内容

重大度 SEVERITY イベントごとに異なります。「12.5.1　イ
ベント一覧」の表 12-2を参照してくださ
い。

ユーザー名 USER_NAME －

プロダクト名 PRODUCT_NAME /HITACHI/JP1/PAM

イベント ID イベント名称 イベント発行契機 重大度
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（凡例）
－：属性を設定しない。

拡張属性の固有項目は，危険度変化イベントとステータス変化イベントで異なります。
それぞれの内容を，次の表に示します。

表 12-5　JP1イベントの拡張属性（固有項目－危険度変化）

オブジェクトタ
イプ

OBJECT_TYPE PAMOBJECT

オブジェクト名 OBJECT_NAME イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト名。PFM - Analysisの監視シス
テム構成定義で設定されているオブジェク
ト名が設定されます。

登録名タイプ ROOT_OBJECT_TYPE PAMOBJECT

登録名 ROOT_OBJECT_NAME イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト名。PFM - Analysisの監視シス
テム構成定義で設定されているオブジェク
ト名が設定されます。

オブジェクト ID OBJECT_ID イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト名。PFM - Analysisで管理され
ているオブジェクト IDが設定されます。

事象種別 OCCURRENCE CHANGE

開始時刻 START_TIME －

終了時刻 END_TIME －

終了コード RESULT_CODE －

プラットフォー
ム

PLATFORM －

アクションバー
ジョン

ACTION_VERSION 0700

項目 属性 内容

PA - Managerホ
スト

PAM_MGR イベントを送信した PFM - Analysis 
Managerのホスト名または IPアドレス。

発生時刻 PAM_TIMESTAMP イベントが示す事象が発生した時刻。
PFM - Analysisの時間粒度に合った時刻
になります。

ビュー ID※ 1，

※ 2

PAM_VIEWID イベントに関連するオブジェクトが所属す
るビュー ID。PFM - Analysisで定義した
IDが設定されます。

ビュー名※ 2 PAM_VIEWNAME イベントに関連するオブジェクトが所属す
るビュー名。PFM - Analysisで定義した
ビュー名が設定されます。

項目 属性名 内容
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12.　JP1/IMを使った監視
注※ 1
JP1/IMのイベント詳細情報には表示されません。

注※ 2

PAMオブジェ
クトタイプ ID※
1

PAM_OBJTTYPEID イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクトタイプ ID。PFM - Analysisで定
義した IDが設定されます。

PAMオブジェ
クトタイプ名

PAM_OBJTYPENAME イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクトタイプ名。PFM - Analysisで定
義したオブジェクトタイプ名が設定されま
す。

PAMオブジェ
クト ID※ 1

PAM_OBJID イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト ID。PFM - Analysisで定義した
IDが設定されます。

PAMオブジェ
クト名

PAM_OBJNAME イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト名。PFM - Analysisで定義した
オブジェクト名が設定されます。

ホスト名 PAM_HOSTNAME イベントに関連するオブジェクトに対応す
るホスト名。
• サービスオブジェクトの場合
サービスの監視条件として定義されてい
る監視対象のホスト名または IPアドレ
ス。

• ホストオブジェクトの場合
オブジェクトそのもののホスト名または
IPアドレス。

• アプリケーションオブジェクトの場合
アプリケーションが動作するホストのホ
スト名または IPアドレス。

メトリックタイ
プ ID※ 1

PAM_MTR_TYPEID イベントに関連するメトリックのメトリッ
クタイプ ID。

メトリック ID※
1

PAM_MTR_ID イベントに関連するメトリックのメトリッ
ク ID。

メトリック名 PAM_MTR_NAME イベントに関連するメトリック名。

インスタンスイ
ンデクス

PAM_MTR_INDX メトリックが複数インスタンスの場合のイ
ンスタンスインデックス。

メトリック値 PAM_MTR_VAL イベントに関連するメトリックの値。

しきい値判定条
件

PAM_THRE_FLAG イベントが発生した時点の，そのメトリッ
クに対するしきい値判定条件。「より大き
い」または「より小さい」のどちらかが設
定されます。

警戒しきい値条
件

PAM_THRE_WARNING イベントが発生した時点での，そのメト
リックに対する警戒しきい値条件。

危険しきい値条
件

PAM_THRE_CRITICAL イベントが発生した時点での，そのメト
リックに対する危険しきい値条件。

項目 属性 内容
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オブジェクトが複数のビューに属している場合は，ビューの数だけ JP1イベントが表示されま
す。

表 12-6　JP1イベントの拡張属性（固有項目－ステータス変化）

注※ 1
JP1/IMのイベント詳細情報には表示されません。

注※ 2
オブジェクトが複数のビューに属している場合は，ビューの数だけ JP1イベントが表示されま
す。

項目 属性 内容

PA - Managerホ
スト

PAM_MGR イベントを送信した PFM - Analysis 
Managerのホスト名または IPアドレス。

発生時刻 PAM_TIMESTAMP イベントが示す事象が発生した時刻。
PFM - Analysisの時間粒度に合った時刻
になります。

ビュー ID※ 1，

※ 2

PAM_VIEWID イベントに関連するオブジェクトが所属す
るビュー ID。PFM - Analysisで定義した
IDが設定されます。

ビュー名※ 2 PAM_VIEWNAME イベントに関連するオブジェクトが所属す
るビュー名。PFM - Analysisで定義した
ビュー名が設定されます。

PAMオブジェ
クトタイプ ID※
1

PAM_OBJTTYPEID イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクトタイプ ID。PFM - Analysisで定
義した IDが設定されます。

PAMオブジェ
クトタイプ名

PAM_OBJTYPENAME イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクトタイプ名。PFM - Analysisで定
義したオブジェクトタイプ名が設定されま
す。

PAMオブジェ
クト ID※ 1

PAM_OBJID イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト ID。PFM - Analysisで定義した
IDが設定されます。

PAMオブジェ
クト名

PAM_OBJNAME イベントに関連するオブジェクトのオブ
ジェクト名。PFM - Analysisで定義した
オブジェクト名が設定されます。

ホスト名 PAM_HOSTNAME イベントに関連するオブジェクトに対応す
るホスト名。
• サービスオブジェクトの場合
サービスの監視条件として定義されてい
る監視対象のホスト名または IPアドレ
ス。

• ホストオブジェクトの場合
オブジェクトそのもののホスト名または
IPアドレス。

• アプリケーションオブジェクトの場合
アプリケーションが動作するホストのホ
スト名または IPアドレス。
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13　クラスタシステムでの運用
PFM - Analysisは，Microsoft Cluster Serviceなどのクラスタ
ソフトに対応し，実行系の障害時にメトリックの収集や分析の
実行などを待機系に引き継ぎ，継続できます。この章では，こ
のための設定方法について説明します。この章では，クラスタ
システムの概要と，PFM - Analysisをクラスタ環境で運用す
るための環境設定の方法について説明します。なお，PFM - 
Analysisをクラスタ環境で運用される際には，ご使用になる
クラスタソフトへの対応をご確認ください。

13.1　クラスタ運用の概要

13.2　クラスタ運用の前提条件とサポート範囲

13.3　クラスタ運用のための環境設定の流れ

13.4　PFM - Analysis Managerの環境設定

13.5　PFM - Analysis Adaptorの環境設定

13.6　クラスタ環境でのアンインストール

13.7　クラスタ環境での上書きインストール

13.8　クラスタ環境での運用

13.9　クラスタ運用での注意事項
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13.　クラスタシステムでの運用
13.1　クラスタ運用の概要
ここでは，クラスタシステムの概要と，PFM - Analysisをクラスタシステムで運用する
場合の概要について説明します。

13.1.1　クラスタシステムの概要
クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用す
るシステムで，一つのサーバで障害が発生しても，別のサーバで業務を継続できるよう
にすることを目的としています。

クラスタシステムは，通常処理を実行するサーバと，障害の発生時に処理を引き継ぐよ
うに待機しているサーバで構成されています。通常処理を実行するサーバを実行系サー
バ，実行系サーバの障害時に処理を引き継ぐサーバを待機系サーバといいます。

障害時に実行系サーバから待機系サーバに処理を引き継ぐことをフェールオーバーとい
います。フェールオーバーする単位となる論理的なサーバのことを論理ホストといいま
す。クラスタシステムで実行されるアプリケーションは，フェールオーバーして業務を
継続するため，論理ホスト環境で動作させる必要があります。論理ホストで動作するア
プリケーションは，物理的なサーバに依存しないで任意のサーバで動作できます。

論理ホストは，サービスとして動作するアプリケーション，共有ディスク，および論理
IPアドレスの三つの要素で構成されています。サービスとして動作する JP1などのアプ
リケーションは，共有ディスクにデータを格納し，論理 IPアドレスで通信を行います。

フェールオーバーによって物理的なサーバが変わっても，共有ディスクと論理 IP アドレ
スを引き継ぐため，クライアントには同じ IPアドレスのサーバが動作しているように見
えます。

論理ホストを構成する三つの要素を次に示します。

表 13-1　論理ホストの構成要素

論理ホストの構成要素 説明

サービス クラスタシステムで実行する JP1などのアプリケーションで
す。実行系の論理ホストで障害が発生すると，待機系の論理
ホストで同じ名称のサービスを起動し，処理を引き継ぎます。

共有ディスク 実行系と待機系の両方に接続されたディスク装置です。系切
り替え時に引き継ぐ情報（定義情報，実行状況など）を保存
することで，実行系の論理ホストで障害が発生すると，待機
系のサーバが共有ディスクへの接続を引き継ぎます。

論理 IPアドレス 論理ホストの動作中に割り当てられる IPアドレスです。実行
系のサーバで障害が発生したときは，同じ論理 IPアドレスの
割り当てを待機系のサーバが引き継ぎます。そのため，クラ
イアントからは同じ IPアドレスでアクセスでき，一つのサー
バが常に動作しているように見えます。
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13.　クラスタシステムでの運用
論理ホストの構成要素を次の図に示します。

図 13-1　論理ホストの構成要素

なお，フェールオーバーの単位となる論理的なサーバを論理ホストというのに対し，物
理的なサーバを物理ホストといいます。物理ホストが使うホスト名（hostnameコマンド
を実行したときに表示されるホスト名）を物理ホスト名，物理ホスト名に対応した IPア
ドレスを物理 IPアドレスといいます。

13.1.2　PFM - Analysisのクラスタ運用の概要

（1） PFM - Analysis Managerの場合

PFM - Analysis Managerをクラスタ運用するためには，PFM - Analysis Managerを論
理ホスト環境で動作させてフェールオーバーに対応します。PFM - Analysis Managerを
実行している実行系ホストに障害が発生した場合は，待機系ホストにフェールオーバー
することで，メトリックの収集や分析の実行などを継続できます。

クラスタシステムでの PFM - Analysis Managerの動作には，次の特徴があります。

• 共有ディスクには，PAMDBが使用する領域を格納する。実行系と待機系の PAMDB
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13.　クラスタシステムでの運用
は同じ領域内のファイルを使用する。
• アクティブ・スタンバイ構成の運用に限る。アクティブ・アクティブ構成では運用で
きない。

• PFM - Analysis Viewや PFM - Analysis Adaptorから接続する場合は，PFM - 
Analysis Managerの論理ホスト名または論理 IPアドレスあてに接続する。

（2） PFM - Analysis Adaptorの場合

PFM - Analysis Adaptorをクラスタ運用するためには，PFM - Analysis Adaptorを論理
ホスト環境で動作させてフェールオーバーに対応します。

PFM - Analysis Adaptorを実行している実行系ホストに障害が発生した場合は，待機系
ホストにフェールオーバーすることで，採取ツールからのメトリックの回収などを継続
できます。

クラスタシステムでの PFM - Analysis Adaptorの動作には，次の特徴があります。

• クラスタ環境での運用の対象となる機能は，SSOアダプターと PFMアダプターであ
る。

• クラスタ環境では一つの PFM - Analysis Adaptorで，SSOアダプターと PFMアダプ
ターを両方同時に使用することもできる。

• SSOアダプターの前提となる NNMおよび JP1/SSOでは，次の三つの運用方式を用
意する。また，PFM - Analysis Adaptorは，次の三つの運用方式に対応している。
• 非データ共有方式
• バックアップ・リストア・データ共有方式
• 直接データ共有方式

• アクティブ・スタンバイ構成の運用に限る。アクティブ・アクティブ構成では運用で
きない。
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13.2　クラスタ運用の前提条件とサポート範囲
この節では，クラスタ運用するための前提条件および JP1のサポート範囲について説明
します。

注意事項
JP1がサポートしているクラスタソフトであっても，システム構成や環境設定に
よってはここで説明する前提条件を満たさない場合があります。前提条件を満たす
よう，システム構成や環境設定を検討してください。

（1） 論理ホスト環境の前提条件

JP1を論理ホスト環境で実行する場合，論理 IPアドレスと共有ディスクについて，次に
示す前提条件があります。

表 13-2　論理ホスト環境の前提条件

論理ホストの構成要素 前提条件

共有ディスク • 実行系から待機系へ引き継ぎ可能な共有ディスクが使用できる
こと。

• JP1を起動する前に，共有ディスクが割り当てられること。
• JP1を実行中に，共有ディスクの割り当てが解除されないこ
と。

• JP1を停止したあとに，共有ディスクの割り当てが解除される
こと。

• 共有ディスクが，不当に複数サーバから使用されないよう排他
制御されていること。

• システムダウンなどによってファイルが消えないよう，ジャー
ナル機能を持つファイルシステムなどでファイルを保護するこ
と。

• フェールオーバーしてもファイルに書き込んだ内容が保証され
て引き継がれること。

• フェールオーバー時に共有ディスクを使用中のプロセスがあっ
ても，強制的にフェールオーバーができること。

• 共有ディスクの障害を検知した場合の回復処置はクラスタソフ
トなどが制御し，回復処置を JP1が意識する必要がないこと。
回復処置の延長で JP1の起動や停止が必要な場合は，クラス
タソフトから JP1に起動や停止の実行要求をすること。

論理 IPアドレス • 引き継ぎ可能な論理 IPアドレスを使って通信できること。
• 論理ホスト名から論理 IPアドレスが一意に求まること。
• JP1を起動する前に，論理 IPアドレスが割り当てられること。
• JP1を実行中に，論理 IPアドレスが削除されないこと。
• JP1を実行中に，論理ホスト名と論理 IPアドレスの対応が変
更されないこと。

• JP1を停止したあとに，論理 IPアドレスが削除されること。
• ネットワーク障害を検知した場合の回復処置はクラスタソフト
などが制御し，JP1が回復処理を意識する必要がないこと。ま
た，回復処置の延長で JP1の起動や停止が必要な場合は，ク
ラスタソフトから JP1に起動や停止の実行要求をすること。
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表 13-2の内容が満たされていない場合，JP1の動作に次のような問題が発生することが
あります。

• 実行系で書き込んだデータが，フェールオーバーした時に壊れてしまう場合，JP1で
エラー・データ消失・起動失敗などの問題が発生し，正常に動作できない。

• LANボード障害が発生しても回復処理がされない場合，クラスタソフトなどの制御に
よって LANボードが切り替えられるか，またはほかのサーバへフェールオーバーす
るまで通信エラーが発生し，正常に動作できない。

（2） 物理ホスト環境の前提条件

物理ホスト環境で JP1を実行する場合は，次に示す前提条件があります。

表 13-3　物理ホスト環境の前提条件

（3） JP1がサポートする範囲

PFM - Analysisをクラスタ環境で運用する場合，PFM - Analysisがサポートする範囲
は，PFM - Analysis自身の動作だけとなります。論理ホスト環境（共有ディスクおよび
論理 IPアドレス）の制御はクラスタソフトに依存し，PFM - Analysisでは制御しませ
ん。

また，前述の論理ホスト環境および物理ホスト環境の前提条件が満たされていない，ま
たは論理ホスト環境の制御に問題がある場合は，PFM - Analysisの動作に発生した問題

物理ホストの構成要素 前提条件

サーバ本体 • 2台以上のサーバマシンによるクラスタ構成になっている
こと。

• 実行する処理に応じた CPU性能があること。
• 実行する処理に応じた実メモリー容量があること。

ディスク • システムダウンなどでファイルが消えないよう，ジャーナ
ル機能を持つファイルシステムなどでファイルを保護する
こと。

ネットワーク • ホスト名（hostnameコマンドの結果）に対応する IPアド
レスで通信ができること（クラスタソフトなどによって通
信ができない状態に変更されないこと）。

• JP1の動作中に，ホスト名と IPアドレスの対応が変更され
ないこと（クラスタソフトやネームサーバなどによって変
更されないこと）。

• Windowsの場合，バインド設定で最優先になっていること
（ハートビート用など，ほかの LANボードが優先になって
いないこと）。

OS，クラスタソフト • JP1がサポートしているクラスタソフトおよびバージョン
であること。

• JP1およびクラスタソフトが前提とするパッチやサービス
パックが適用済みであること。

• フェールオーバーしても同じ処理ができるよう，各サーバ
の環境が同じになっていること。
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13.　クラスタシステムでの運用
もサポートの対象外となります。この場合は，論理ホスト環境を制御しているクラスタ
ソフトや OSで問題に対処してください。
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13.　クラスタシステムでの運用
13.3　クラスタ運用のための環境設定の流れ
この節では，クラスタ運用のための環境設定の流れを PFM - Analysis Managerの場合
と PFM - Analysis Adaptorの場合とに分けて説明します。なお，このマニュアルでは，
環境設定時の二つの系（実行系・待機系）を区別するために，最初に実行系として起動
する系を現用系，最初に待機系として起動する系を予備系と呼んで説明します。系が変
わるたびに実行系，待機系は変化しますが，現用系・予備系は変化しません。

13.3.1　インストール・セットアップの流れ
（1） PFM - Analysis Managerのインストール・セットアップの流れ

PFM - Analysis Managerの環境設定の流れを次に示します。
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図 13-2　PFM - Analysis Managerの環境設定の流れ

（2） PFM - Analysis Adaptorのインストール・セットアップの流れ

PFM - Analysis Adaptorの環境設定の流れを次に示します。

（a）JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSOの運用方式が非
データ共有方式およびバックアップ・リストア・データ共有方式の場合

JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSOの運用方式が非デー
タ共有方式およびバックアップ・リストア・データ共有方式の場合，PFM - Analysis 
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Adaptorの環境設定の流れは，次のようになります。

なお，この場合の設定の流れはWindows・UNIX共通です。

図 13-3　非データ共有方式およびバックアップ・リストア・データ共有方式の場合
（Windows・UNIX共通）

（b）JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSOの運用方式が直
接データ共有方式の場合

JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSOの運用方式が直接
データ共有方式の場合，PFM - Analysis Adaptorの環境設定の流れは次のようになりま
す。

なお，この場合の設定の流れはWindows，UNIXで異なります。
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図 13-4　直接データ共有方式の場合（Windows）
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図 13-5　直接データ共有方式の場合（UNIX）

（c）PFMを採取ツールとして使用する場合

PFMを採取ツールとして使用する場合，PFM - Analysis Adaptorの環境設定の流れは，
次のようになります。

なお，この場合の設定の流れはWindows・UNIX共通です。
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図 13-6　PFMを採取ツールとする場合（Windows・UNIX共通）
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13.4　PFM - Analysis Managerの環境設定

13.4.1　環境設定前に必要な作業
クラスタシステム上で環境設定をする前に，現用系サーバおよび予備系サーバで次の設
定をしておく必要があります。

（1） MSCSのインストール確認

各サーバにMSCSがインストールされていることを確認してください。MSCSがインス
トールされていない状態でシステムを構築しても，クラスタ機能を使用できません。

（2） hostsファイルの確認

hostsファイルに現用系・予備系のホスト名，IPアドレス，および論理 IPアドレスとそ
れに対応する論理ホスト名が設定されていることを確認してください。

（3） システム時刻の統一

現用系サーバと予備系サーバでのシステム時刻を統一してください。PFM - Analysis 
Manager，PFM - Analysis Adaptorだけでなく使用するすべてのマシン間で統一してく
ださい。詳細については，「4.2.1(1)　システム時刻の統一について」を参照してくださ
い。

13.4.2　現用系サーバの環境設定

（1） MSCSの設定

クラスタシステムを使用するために，現用系サーバでクラスタアドミニストレータを起
動し，次の項目を作成・設定します。

（a）グループを作成する

1. クラスタアドミニストレータを起動する。

2. クラスタアドミニストレータの［グループ登録］画面で，名前，説明を設定する。

3.［優先所有者］画面を表示し，ノードの優先順位を設定する。
現用系，予備系の順に登録してください。

（b）共有ディスクをグループに登録する

共有ディスクのリソースを (a)で作成したグループに移動します。

（c） IPアドレスを MSCSに登録する

PFM - Analysis Managerがクラスタシステムで使用する論理 IPアドレスを，次の手順
で登録します。
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1. クラスタアドミニストレータの［リソース登録］画面で名前，説明を設定し，リソー
スの種類には「IPアドレス」を，グループには (a)で作成したグループ名を，それぞ
れプルダウンメニューから選択する。

2.［実行可能な所有者］画面を表示し，「実行可能な所有者」に現用系および予備系のコ
ンピュータ名があることを確認する。

3.［依存関係］画面を表示する。
PFM - Analysis Managerで使用する IPアドレスに依存関係はないため，ここでは何
もする必要はありません。

4.［TCP/IPアドレスパラメータ］画面で，「アドレス」に hostsファイルに登録した論理
IPアドレスを設定する。

（d）論理ホスト名を MSCSに登録する

PFM - Analysis Managerが使用する論理ホスト名を，次の手順で登録します。

1. クラスタアドミニストレータの［リソース登録］画面で名前，説明を設定し，リソー
スの種類にはネットワーク名を，グループには (a)で作成したグループ名を，それぞ
れプルダウンメニューから選択する。

2.［実行可能な所有者］画面を表示し，「実行可能な所有者」に現用系および予備系のコ
ンピュータ名があることを確認する。

3.［依存関係］画面を表示し，(c)で登録した IPアドレスを「リソースの依存関係」に追
加する。

4.［ネットワーク名パラメータ］画面を表示し，hostsファイルに登録した論理ホスト名
を設定する。

（e）リソースをオンラインにする

次のリソースをオンラインにします。

• 共有ディスク
• IPアドレス
• ネットワーク名

（2） PFM - Analysis Managerのインストール

現用系サーバに PFM - Analysis Managerをインストールします。PFM - Analysis 
Managerのインストールについては，「3.2.1　インストール」を参照してください。

注意事項
PFM - Analysis Managerのインストールの際には，次の点に注意してください。
• 共有ディスクには，PFM - Analysis Managerをインストールしないでください。
• 現用系および予備系には，同じバージョンの PFM - Analysis Managerをインス
トールしてください。PFM - Analysis Managerをバージョンアップする際は，必
ず現用系，予備系の両方の PFM - Analysis Managerをバージョンアップしてく
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ださい。
• 現用系および予備系それぞれのサーバマシンのローカルディスク上には，同じド
ライブ名，同じディレクトリ名でインストールしてください。また，ドライブ名
およびディレクトリ名は，大文字・小文字についても統一してください。

（3） PFM - Analysis Managerのセットアップ

（a）PAMDBをセットアップする

PFM - Analysis Managerで稼働情報を管理するために PAMDBのセットアップを実行
します。クラスタシステム上で PFM - Analysis Managerを稼働させる場合には，稼働
情報などを格納する PAMDBの領域を共有ディスク上に作成します。一方，PAMDBが
作業用として使用する領域は，現用系と予備系それぞれのローカルディスク上に作成し
ます。

クラスタシステム上で PAMDBのセットアップを実行する場合は，PAMDBセットアッ
プ定義ファイル（pamdbsetup.conf）をクラスタ環境に合わせて設定したあと，
pamdbsetupコマンドを実行します。クラスタシステムで現用系のセットアップを実行
する場合の，pamdbsetup.confの設定項目を次に示します。

クラスタシステム用の PAMDBセットアップ定義ファイルの設定個所
 
<ファイル名>
インストール先ディレクトリ¥manager¥conf¥pamdbsetup.conf
 
<クラスタシステム用の設定個所>
[Database Scale]
database_scale={S｜M｜L｜LL}
 
[Cluster]
cluster_flag=Y
cluster_mode=ONLINE
shared_directory=PAMDBの領域を格納する共有ディスク上のディレクトリ名
 

表 13-4　現用系のセットアップの PAMDBセットアップ定義ファイルの設定項目

セクション名 キー名 説明

[Database Scale] database_scale
((S，M，L，LLのどれか ))
《M》

PAMDBの容量を S，M，L，LLか
ら選択します。それぞれに必要なディ
スク容量に関しては「4.2.4(1)　
PAMDBのセットアップについて」を
参照してください。

[Cluster] cluster_flag
((Yまたは N))《N》

PAMDBをクラスタシステム用にセッ
トアップするかどうかを指定します。
クラスタシステム用のセットアップを
するので，「Y」を指定します。

cluster_mode
((ONLINEまたは STANDBY))

現用系のセットアップをするので
「ONLINE」を指定します（予備系の
セットアップの場合は「STANDBY」
を指定）。
456



13.　クラスタシステムでの運用
なお，PAMDBセットアップ定義ファイルの詳細については「11.2.5　PAMDBセット
アップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）」を，pamdbsetupコマンドの詳細については
「10.　コマンド」の「pamdbsetup（PAMDBをセットアップする）」を参照してくださ
い。また，PAMDBのセットアップを開始する前に「4.2.4　PAMDBの運用に関する注
意事項」を参照しておいてください。

（b）PFM - Analysis Managerの動作条件を設定する

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）を設定します。
［Command］セクションの auto_service_stopには，必ず「N」を指定してください。詳
細については，「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」
を参照してください。

（c）採取ツール定義ファイルを編集する

採取ツールとして使用するプログラムを定義します。詳細については，「11.2.2　採取
ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）」を参照してください。

注意事項
PFM - Analysis Managerの接続相手となる PFM - Analysis Adaptorの動作条件定
義ファイル（paa.conf）の adpt_connaddr，および JP1/ESPの初期設定ファイルの
hostnameには，論理 IPアドレスまたは論理ホスト名を指定してください。また，
PFM - Analysis Managerの接続相手となる PFM - Analysis Viewの PFM - 
Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）のmgr_hostおよびレポート定
義ファイルのmgr_hostには，論理 IPアドレスまたは論理ホスト名を指定してくだ
さい。

（d）PAMDBにテンプレート定義，採取ツール定義を登録する

PFM - Analysisでサポートしている監視対象の種類やメトリック種別，および採取ツー
ルを PAMDBに登録します。詳細については，「3.3.1(1)(d)　テンプレート定義，採取
ツール定義の PAMDB登録」および「10.　コマンド」の「pamloadtmpl（テンプレート
定義，採取ツール定義を登録する）」を参照してください。

（e）そのほかの設定をする

必要に応じて，自動コマンド実行の定義や JP1/IMとの連携機能などについて設定しま
す。

shared_directory
((50バイト以内の文字列 ))

PAMDBの領域を格納する共有ディス
ク上のディレクトリ名をフルパスで指
定します。空白を含んだパスを指定す
る場合でも，ディレクトリ名は「"
（ダブルクォーテーション）」で囲まな
いで指定してください。

セクション名 キー名 説明
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（4） PAMDBの正常停止

現用系のセットアップ後，予備系のセットアップを開始する前に PAMDBを正常停止さ
せる必要があります。クラスタシステム環境で PAMDBを正常停止させるためには，
pamdbstop.batコマンドを実行します。なお，PAM - PAMDBサービスは停止させない
でください。pamdbstop.batコマンドの詳細については，「10.　コマンド」の
「pamdbstop.bat（PAMDBを正常停止する）」を参照してください。

（5） 共有ディスクの切り替え

クラスタアドミニストレータで［グループの移動］を選択し，共有ディスクを現用系か
ら予備系に切り替えます。

13.4.3　予備系サーバの環境設定
（1） PFM - Analysis Managerのインストール

予備系サーバに PFM - Analysis Managerをインストールします。インストール方法に
ついては，「3.2.1　インストール」を参照してください。

注意事項
PFM - Analysis Managerのインストールの際には，次の点に注意してください。
• 共有ディスクには，PFM - Analysis Managerをインストールしないでください。
• 現用系および予備系には，同じバージョンの PFM - Analysis Managerをインス
トールしてください。PFM - Analysis Managerをバージョンアップする際は，必
ず現用系，予備系の両方の PFM - Analysis Managerをバージョンアップしてく
ださい。

• 現用系および予備系それぞれのサーバマシンのローカルディスク上には，同じド
ライブ名，同じディレクトリ名でインストールしてください。また，ドライブ名
およびディレクトリ名は，大文字・小文字についても統一してください。

（2） PFM - Analysis Managerの定義ファイルのコピー

クラスタ運用では，現用系サーバと予備系サーバの内容を同じ設定にする必要があるた
め，現用系サーバでのセットアップで編集した定義ファイルのすべてを予備系サーバに
コピーします。

（3） PFM - Analysis Managerのセットアップ

予備系サーバで PAMDBをセットアップします。pamdbsetup.confを現用系サーバから
予備系サーバにコピーしたあと，次の項目について予備系用の設定に変更します。
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表 13-5　pamdbsetup.confで予備系用に変更する項目

なお，上記の項目以外については，必ず現用系と予備系とで同じ設定内容にしてくださ
い。また，pamdbsetup.confを予備系用の設定に変更したあと，pamdbsetupコマンド
を実行してください。予備系サーバでのセットアップの際は，pamloadtmplコマンドの
実行は不要です。

（4） 共有ディスクの切り替え

クラスタアドミニストレータで［グループの移動］を選択し，共有ディスクを予備系か
ら現用系に切り替えます。

13.4.4　クラスタソフトへのサービスの登録（PFM - Analysis 
Manager）

論理ホストサービスの起動や停止など，クラスタソフトが論理ホストの PFM - Analysis
を制御できるようにするため，論理ホストに対応する PFM - Analysis Managerのサー
ビスをクラスタソフトに登録します。

次に示す名称のサービスの起動，停止，動作監視をクラスタソフトから制御できるよう
に登録する必要があります。

表 13-6　クラスタソフトに登録するサービス

クラスタシステムへ PFM - Analysis Managerのサービスを登録するには，クラスタア
ドミニストレータを使用し，リソースを新規に作成します。リソースは「13.4.2(1)　
MSCSの設定」の (a)で作成したグループに登録してください。なお，PAM - PAMDB 
Cluster Serviceサービスは，必ず最初に登録してください。また，PAM - PAMDBサー
ビスは登録しないでください。

各サービスで指定する項目について説明します。

（1） PAM - PAMDB Cluster Serviceの登録
•［リソースの種類］には「汎用サービス」を指定する。
•［リソースの依存関係］にはクラスタシステムで定義済みの「共有ディスク」，「論理ホ

セクション名 キー名 変更前 変更後

[Cluster] cluster_mode ONLINE STANDBY

サービス表示名 サービス名

PAM - PAMDB Cluster Service HiRDBClusterService_JP0

PAM - Analyze JP1PAM_Analyze

PAM - Collect JP1PAM_Collect

PAM - Define JP1PAM_Define
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スト」を指定する。
• 汎用サービスパラメーターの［サービス名］には「HiRDBClusterService_JP0」と入
力する。

（2） PAM - Analyzeの登録
•［リソースの種類］には「汎用サービス」を指定する。
•［リソースの依存関係］には「(1)　PAM - PAMDB Cluster Serviceの登録」で定義済
みの PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソースを指定する。

• 汎用サービスパラメーターの［サービス名］には「JP1PAM_Analyze」と入力する。

（3） PAM - Collectの登録
•［リソースの種類］には「汎用サービス」を指定する。
•［リソースの依存関係］にはクラスタシステムで定義済みの PAM - PAMDB Cluster 

Serviceのリソースを指定する。
• 汎用サービスパラメーターの［サービス名］には「JP1PAM_Collect」と入力する。

（4） PAM - Defineの登録
•［リソースの種類］には「汎用サービス」を指定する。
•［リソースの依存関係］にはクラスタシステムで定義済みの PAM - PAMDB Cluster 

Serviceのリソースを指定する。
• 汎用サービスパラメーターの［サービス名］には「JP1PAM_Define」と入力する。

注意事項
PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスは，クラスタシステムで PAMDBを制御す
るサービスです。クラスタシステム上で運用する場合，PAM - PAMDBサービスは，
PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスによって起動されます。
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13.5　PFM - Analysis Adaptorの環境設定

クラスタ運用では，採取ツールとして JP1/SSOを使用するか，PFMを使用するかで，
PFM - Analysis Adaptorの環境設定の手順が異なります。また，JP1/SSOを採取ツール
として使用する場合，NNMおよび JP1/SSOのデータ共有方式によっても手順が異なり
ます。

13.5.1　JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNM
および JP1/SSOが非データ共有方式およびバック
アップ・リストア・データ共有方式の場合

クラスタ運用では，次の手順で PFM - Analysis Adaptorの環境設定を実行することをお
勧めします。この項では，JP1/DSSOを使用していない場合を例に説明します。また，
すでに NNMおよび JP1/SSOのクラスタ環境の設定は完了しており，現時点でNNMお
よび JP1/SSOが現用系で動作していることを前提とします。

なお，手順はWindows・UNIX共通です。

（1） 予備系サーバの環境設定

（a）PFM - Analysis Adaptorをインストールする

予備系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては，「3.2.1　インストール」を参照してください。

（b）PFM - Analysis Adaptorをセットアップする

予備系サーバで PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の設定，
paassosetupコマンドの実行など，PFM - Analysis Adaptorのセットアップを実行しま
す。PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの内容は，通常の運用の場合と同じ
です。なお，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，クラスタを構成するマ
シンでそれぞれ同じ内容である必要があります。

（c）クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える

現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，予備系サーバのNNMおよび JP1/
SSOが動作するようにします。

（2） 現用系サーバの環境設定

（a）PFM - Analysis Adaptorをインストールする

現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては，「3.2.1　インストール」を参照してください。
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（b）PFM - Analysis Adaptorをセットアップする

現用系サーバで PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の設定，
paassosetupコマンドの実行など，PFM - Analysis Adaptorのセットアップを実行しま
す。PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルには，予備系で設定した内容と同じ
内容を設定してください。PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，クラスタ
を構成するマシンでそれぞれ同じ内容である必要があります。

（c）クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える

予備系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，現用系サーバの NNMおよび JP1/
SSOが動作するようにします。

（3） クラスタシステムへのサービスの登録

クラスタシステムに PFM - Analysis Adaptorのサービスを登録します。クラスタシステ
ムへの登録方法の詳細については，「13.5.4　クラスタソフトへのサービスの登録（PFM 
- Analysis Adaptor）」を参照してください。

13.5.2　JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNM
および JP1/SSOが直接データ共有方式の場合

クラスタ運用では，次の手順で PFM - Analysis Adaptorの環境設定を実行することをお
勧めします。この項では，JP1/DSSOを使用していない場合を例に説明します。また，
すでに NNMおよび JP1/SSOのクラスタ環境の設定は完了しており，現時点で NNMお
よび JP1/SSOが現用系で動作していることを前提とします。

なお，手順はWindowsの場合と UNIXの場合で異なるため，分けて説明します。

（1） Windowsの場合の環境設定

（a）現用系サーバで NNM Cluster Managerのリソースをオフラインにする

現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，NNM Cluster Manager
のリソースをオフラインにします。

（b）現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールする

現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては「3.2.1　インストール」を参照してください。

（c）現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする

現用系サーバで PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の設定，
paassosetupコマンドの実行など，PFM - Analysis Adaptorをセットアップします。
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの内容は，通常の運用の場合と同じです。
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なお，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，クラスタを構成するマシンで，
それぞれ同じ内容を設定する必要があります。

（d）クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える

（e）予備系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールする

予備系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては「3.2.1　インストール」を参照してください。

（f） 予備系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする

予備系サーバで PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の設定，
paassosetupコマンドの実行など，PFM - Analysis Adaptorをセットアップします。
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルには，現用系で設定した内容と同じ内容
を設定してください。なお，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，クラス
タを構成するマシンで，それぞれ同じ内容を設定する必要があります。

（g）クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える

（h）現用系サーバで NNM Cluster Managerのリソースをオンラインにする

現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，NNM Cluster Manager
のリソースをオンラインにします。

（i） クラスタシステムにサービスを登録する

クラスタシステムに PFM - Analysis Adaptorのサービスを登録します。クラスタシステ
ムへの登録方法の詳細については，「13.5.4　クラスタソフトへのサービスの登録（PFM 
- Analysis Adaptor）」を参照してください。

（j） PFM - Analysis Adaptorの接続相手となる PFM - Analysis Managerの環境設定をす
る

PFM - Analysis Adaptorの接続相手となる PFM - Analysis Managerの環境設定をしま
す。PFM - Analysis Adaptorの接続相手となる PFM - Analysis Managerの採取ツール
定義ファイル（pamcoltool.conf）の tool_servnameには，PFM - Analysis Adaptor側の
論理 IPアドレスまたは論理 IPアドレスに対応するホスト名を設定してください。

（2） UNIXの場合の環境設定

（a）現用系サーバで NNMプロセス制御スクリプトの監視処理一時中断用ファイルを作
成する

現用系サーバで，NNMプロセス制御スクリプトの監視処理一時中断用ファイルを作成し
ます。

実行例　touch /tmp/maint_NNM
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（b）現用系サーバの JP1/SSOのデーモンプロセスを停止する

現用系サーバで，JP1/SSOのデーモンプロセスを停止させます。

実行例　/opt/OV/bin/ovstop ssocollectd

（c）現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールする

現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては「3.2.1　インストール」を参照してください。

（d）現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする

現用系サーバで PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の設定，
paassosetupコマンドの実行など，PFM - Analysis Adaptorをセットアップします。
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの内容は，通常の運用の場合と同じです。
なお，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，クラスタを構成するマシンで，
それぞれ同じ内容を設定する必要があります。

（e）現用系サーバの JP1/SSOのデーモンプロセスを開始する

現用系サーバで，JP1/SSOのデーモンプロセスを起動させます。

実行例　/opt/OV/bin/ovstart -c

（f） 現用系サーバで監視処理一時中断用ファイルを削除する

現用系サーバで，監視処理一時中断用ファイルを削除します。

実行例　rm /tmp/maint_NNM

（g）クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える

現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，予備系サーバの NNMおよび JP1/
SSOが動作するようにします。

（h）予備系サーバで (a)～ (f)と同じ操作を実行する

予備系サーバで，手順 (a)～手順 (f)と同じ操作を実行します。

（i） クラスタシステムにサービスを登録する

クラスタシステムに PFM - Analysis Adaptorのサービスを登録します。クラスタシステ
ムへの登録方法の詳細については，「13.5.4　クラスタソフトへのサービスの登録（PFM 
- Analysis Adaptor）」を参照してください。

（j） PFM - Analysis Adaptorの接続相手となる PFM - Analysis Managerの環境設定をす
る

PFM - Analysis Adaptorの接続相手となる PFM - Analysis Managerの環境設定をしま
す。PFM - Analysis Adaptorの接続相手となる PFM - Analysis Managerの採取ツール
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定義ファイル（pamcoltool.conf）の tool_servnameには，PFM - Analysis Adaptor側の
論理 IPアドレスまたは論理 IPアドレスに対応するホスト名を設定してください。

13.5.3　PFMを採取ツールとして使用する場合
クラスタ運用では，次の手順で PFM - Analysis Adaptorの環境設定を実行することをお
勧めします。なお，すでに PFMのクラスタ環境の設定は完了しており，現時点で PFM
が現用系で動作していることを前提とします。

なお，手順はWindows・UNIX共通です。

（1） 現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールする

現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては「3.2.1　インストール」を参照してください。

（2） 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする

現用系サーバで PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の設定をし
ます。前提プログラムに PFM - Managerを使用している場合は，pfmadpt_cluster_flag
に Yを，また，pfmadpt_logical_host_nameに論理ホスト名を設定してください。

なお，PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，クラスタを構成するマシンで，
それぞれ同じ内容を設定する必要があります。

（3） 予備系に PFM - Analysis Adaptorをインストールする

予備系サーバに PFM - Analysis Adaptorをインストールします。PFM - Analysis 
Adaptorのインストールについては「3.2.1　インストール」を参照してください。

（4） 現用系から定義ファイルをコピーする

現用系サーバで設定した PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）
を，予備系サーバにコピーします。PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルは，
それぞれのサーバのローカルディスク上に保管されるため，現用系と予備系のホストそ
れぞれで同じ内容に設定しておく必要があります。

（5） クラスタシステムにサービスを登録する

クラスタシステムに PFM - Analysis Adaptorのサービスを登録します。PFMアダプ
ターのサービスを登録してください。登録の詳細は「13.5.4　クラスタソフトへのサービ
スの登録（PFM - Analysis Adaptor）」を参照してください。
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13.5.4　クラスタソフトへのサービスの登録（PFM - Analysis 
Adaptor）

論理ホストサービスの起動や停止など，クラスタソフトが論理ホストの PFM - Analysis
を制御できるようにするため，論理ホストに対応する PFM - Analysis Adaptorのサービ
スをクラスタソフトに登録します。

（1） Windowsの場合

Windowsの場合，次に示す名称のサービスの起動，停止，動作監視をクラスタソフトか
ら制御できるように登録する必要があります。

表 13-7　クラスタソフトに登録するサービス（PFM - Analysis Adaptor）

クラスタシステムへ PFM - Analysis Adaptorのサービスを登録するには，クラスタアド
ミニストレータを使用し，PFM - Analysis Adaptorのリソースを新規に作成します。

PAM - SSO Adaptorの場合，リソースは NNMと同じグループに登録してください。
PAM - SSO Adaptorは，NNMおよび JP1/SSOと同じホストで動作する必要がありま
す。

PAM - PFM Adaptorの場合，リソースは PFMと同じグループに登録してください。
PAM - PFM Adaptorは，PFMと同じホストで動作する必要があります。

各サービスで指定する項目について説明します。

（a）PAM - SSO Adaptorの登録
•「リソースの種類」は「汎用サービス」を指定する。
•「リソースの依存関係」にクラスタシステムで定義済みの論理 IPアドレスを指定する。
• 汎用サービスパラメーターの「サービス名」には「JP1PAM_SSO_Adaptor」と入力
する。

（b）PAM - PFM Adaptorの登録
•「リソースの種類」は「汎用サービス」を指定する。
•「リソースの依存関係」にクラスタシステムで定義済みの論理 IPアドレスを指定する。
• 汎用サービスパラメーターの「サービス名」には「JP1PAM_PFM_Adaptor」と入力
する。

サービス表示名 サービス名 説明

PAM - SSO Adaptor JP1PAM_SSO_Adaptor SSOアダプター。JP1/SSOを採取
ツールとする場合に使用するサービ
ス。

PAM - PFM Adaptor JP1PAM_PFM_Adaptor PFMアダプター。PFMを採取ツール
とする場合に使用するサービス。
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（2） UNIXの場合

UNIXの場合，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターまたは PFMアダプターをク
ラスタシステムに登録する必要があります。クラスタシステムに登録することで，クラ
スタソフトから PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターまたは PFMアダプターの
起動，停止，および監視ができるようになります。

SSOアダプターをクラスタシステムに登録する場合と PFMアダプターをクラスタシス
テムに登録する場合に分けて説明します。

（a）SSOアダプターのクラスタシステムへの登録

UNIXの場合，NNMのプロセス制御スクリプトをカスタマイズすることで間接的に
PFM - Analysis Adaptorをクラスタシステムへ登録します。NNMおよび JP1/SSOの起
動，停止に合わせて PFM - Analysis Adaptorも起動，停止するようにプロセス制御スク
リプトをカスタマイズし，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターが JP1/SSOと同
じホストで動作できるようにします。また，必要に応じてプロセス制御スクリプトの監
視対象プロセスに PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターのプロセスを追加して，
SSOアダプターに障害が発生したときにもフェールオーバーされるようにします。

NNMのプロセス制御スクリプトのカスタマイズは，次に示す事項を参考に行ってくださ
い。また，カスタマイズしたプロセス制御スクリプトは，十分に検証した上で適用して
ください。

● SSOアダプターの追加
NNMのプロセス制御スクリプトで NNM全体を起動している個所で，NNMを起動
したあとに PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターも起動するようカスタマイズ
してください。NNMの起動は，ovstartコマンドで実行されます。プロセス制御スク
リプト中で ovstartコマンドを使用している個所のうち，NNMの起動を表す
「nnm_start」などのメッセージ出力とともに ovstartコマンドを実行している個所が
該当します。その個所に，NNMの起動のあとに SSOアダプターを起動する処理を追
加します。SSOアダプターの起動には，/opt/jp1pam/adaptor/bin/paastart -sコマン
ドを使用します。

● SSOアダプターの停止の追加
NNMのプロセス制御スクリプトで NNM全体を停止している個所で，NNMを停止
する前に PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターも停止するようカスタマイズし
てください。NNMの停止は，ovstopコマンドで実行されます。プロセス制御スクリ
プト中で ovstopコマンドを使用している個所のうち，NNMの停止を表す
「nnm_stop」などのメッセージ出力とともに ovstopコマンドを実行している個所が該
当します。その個所に，NNMの停止の前に SSOアダプターを停止する処理を追加し
ます。SSOアダプターの停止には，/opt/jp1pam/adaptor/bin/paastop -sコマンドを使
用します。

● SSOアダプターの監視の追加
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NNMのプロセス制御スクリプトの「監視プロセス名」に，PFM - Analysis Adaptor
の SSOアダプターのプロセスである「paassoadptd」を追加してください。NNMの
プロセス制御スクリプトに「データベースに影響がある監視対象プロセス名」と
「データベースへの影響が少ない監視対象プロセス名」の区分がある場合，
paassoadptdは「データベースへの影響が少ない監視対象プロセス名」に追加するこ
とをお勧めします。
なお，SSOアダプターを監視プロセスに追加すると，SSOアダプターの停止によって
NNMおよび JP1/SSOもフェールオーバーされます。このようなフェールオーバーが
運用上必要かどうか十分に検討した上で適用してください。

（b）PFMアダプターのクラスタシステムへの登録

PFMをクラスタソフトに登録した方法に準じて，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダ
プターをクラスタシステムに登録します。PFMが起動したり，停止したりするのに合わ
せて，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターも起動したり，停止したりするよう
に設定します。また，必要に応じてクラスタソフトによる動作監視で，PFM - Analysis 
Adaptorの PFMアダプタープロセスを動作監視するようにして，PFM - Analysis 
Adaptorの PFMアダプターに障害が発生したときにもフェールオーバーを実行するよう
にします。

ここでは，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターをクラスタシステムへ登録する
ときに設定する内容を説明します。

● PFMアダプターの起動
PFMの起動にあわせて PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターも起動するよう
に設定します。起動の順序を指定できる場合には，PFMが起動したあとで PFMアダ
プターが起動するよう設定します。PFMアダプターの起動には /opt/jp1pam/adaptor/
bin/paastart -pコマンドを使用します。

● PFMアダプターの停止
PFMの停止にあわせて PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターも停止するよう
に設定します。停止の順序を指定できる場合には，PFMが停止する前に PFMアダプ
ターが停止するよう設定します。PFMアダプターの停止には /opt/jp1pam/adaptor/
bin/paastop -pコマンドを使用します。

● PFMアダプターの動作監視
PFMのプロセスの動作監視設定に加えて，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプ
ターも動作監視するように設定します。psコマンドを使用して，プロセス名
「paapfmadptd」が動作していることを確認します。
  ps -ef | grep paapfmadptd | grep -v grep

なお，PFMアダプターのプロセスを動作監視するように設定すると，PFMアダプ
ターの停止によって PFMもフェールオーバーされます。このようなフェールオー
バーが運用として必要かどうか十分に検討した上で適用することをお勧めします。
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● PFMアダプターの強制停止
PFMを強制停止する設定をしている場合でも，PFMアダプターを強制停止する設定
はしないことをお勧めします。PFMアダプターを強制停止するための専用のコマンド
はありません。
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13.6　クラスタ環境でのアンインストール

13.6.1　クラスタ環境での PFM - Analysis Managerのアンイ
ンストール

クラスタ環境では，次の手順で PFM - Analysis Managerをアンインストールすること
をお勧めします。ここでは現用系で PFM - Analysis Managerが稼働していることを前
提として説明します。なお，クラスタ環境で PAMDBをアンセットアップする際は，必
ず予備系サーバから実施してください。

1. 現用系サーバで PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースをオフラインにする。

2. 現用系サーバで pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。

3. 共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータで［グループの移動］を選択し，共有ディスクを現用系
から予備系に切り替えます。

4. 予備系サーバで PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースがオフラインになっていることを確認する。

5. 予備系サーバで pamdbunsetupコマンドを実行し，PAMDBをアンセットアップする。

6. 共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータで［グループの移動］を選択し，共有ディスクを予備系
から現用系に切り替えます。

7. 現用系サーバで PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースがオフラインになっていることを確認する。

8. 現用系サーバで pamdbunsetupコマンドを実行し，PAMDBをアンセットアップする。

9. 現用系サーバで PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソースをオフラインにする。

10.現用系サーバでクラスタシステムに登録した PFM - Analysis Managerのリソースを削
除する。

11.現用系サーバで PAM - PAMDBサービスを停止する。

12.現用系サーバで PFM - Analysis Managerをアンインストールする。

13.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータで［グループの移動］を選択し，共有ディスクを現用系
から予備系に切り替えます。

14.予備系サーバで PAM - PAMDBサービスを停止する。

15.予備系サーバで PFM - Analysis Managerをアンインストールする。
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注意事項
アンインストール後に PFM - Analysis Managerを再インストールする際は，必ず
マシンを再起動したあとで行ってください。

13.6.2　クラスタ環境での PFM - Analysis Adaptorのアンイン
ストール

クラスタ環境では，採取ツールとして JP1/SSOを使用するか，PFMを使用するかで，
PFM - Analysis Adaptorのアンインストールの手順が異なります。また，JP1/SSOを採
取ツールとして使用していた場合，NNMおよび JP1/SSOのデータ共有方式によっても
手順が異なります。

（1） JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSO
の運用方式が非データ共有方式およびバックアップ・リストア・
データ共有方式の場合

クラスタ環境では，次の手順で PFM - Analysis Adaptorをアンインストールすることを
お勧めします。なお，ここでは現用系でNNMおよび JP1/SSOが稼働していることを前
提として説明します。また，JP1/DSSOは使用していない場合を例とします。

なお，アンインストール手順はWindows，UNIXで異なります。

Windowsの場合

1. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，PFM - Analysis Adaptor
用に作成したリソースをオフラインにする。

2. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，PFM - Analysis Adaptor
用に作成したリソースを削除する。

3. 予備系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。

4. 予備系サーバで PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする。

5. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，予備系サーバのNNMおよび JP1/
SSOが動作します。

6. 現用系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。

7. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする。
アンインストールについては「3.2.2　アンインストール」を参照してください。

8. 必要に応じて，クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが動作し，予備系サーバのNNMおよび JP1/
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SSOが停止します。

UNIXの場合

1. NNMのプロセス制御スクリプトに対して実施した PFM - Analysis Adaptorのためのカ
スタマイズを解除する。

2. 予備系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。

3. 予備系サーバで Hitachi PP Installerを使用し，PFM - Analysis Adaptorをアンインス
トールする。

4. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，予備系サーバの NNMおよび JP1/
SSOが動作します。

5. 現用系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。

6. 現用系サーバで Hitachi PP Installerを使用し，PFM - Analysis Adaptorをアンインス
トールする。

7. 必要に応じて，クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが動作し，予備系サーバの NNMおよび JP1/
SSOが停止します。

（2） JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSO
の運用方式が直接データ共有方式の場合

クラスタ環境では，次の手順で PFM - Analysis Adaptorをアンインストールすることを
お勧めします。なお，ここでは現用系で NNMおよび JP1/SSOが稼働していることを前
提として説明します。また，JP1/DSSOは使用していない場合を例とします。

なお，アンインストール手順はWindows，UNIXで異なります。

Windowsの場合

1. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，PFM - Analysis Adaptor
用に作成したリソースをオフラインにする。

2. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，PFM - Analysis Adaptor
用に作成したリソースを削除する。

3. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，NNM Cluster Manager
のリソースをオフラインにする。

4. 現用系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。
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5. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする。
アンインストールについては「3.2.2　アンインストール」を参照してください。

6. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。

7. 予備系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。

8. 予備系サーバで PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする。
アンインストールについては「3.2.2　アンインストール」を参照してください。

9. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。

10.現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，NNM Cluster Manager
のリソースをオンラインにする。

UNIXの場合

1. NNMのプロセス制御スクリプトに対して実施した PFM - Analysis Adaptorのためのカ
スタマイズを解除する。

2. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，予備系サーバのNNMおよび JP1/
SSOが動作します。

3. 予備系サーバで NNM制御スクリプトの監視処理一時中断用ファイルを作成する。
実行例　touch /tmp/maint_NNM

4. 予備系サーバで JP1/SSOのデーモンプロセスを停止する。
実行例　/opt/OV/bin/ovstop ssocollectd

5. 予備系サーバで paassosetupコマンドの -uオプションなど，アンインストールに必
要な操作を実行する。

6. 予備系サーバで Hitachi PP Installerを使用し，PFM - Analysis Adaptorをアンインス
トールする。

7. 予備系サーバで JP1/SSOのデーモンプロセスを起動する。
実行例　/opt/OV/bin/ovstart -c

8. 予備系サーバで NNM制御スクリプトの監視処理一時中断用ファイルを削除する。
実行例　rm /tmp/maint_NNM

9. NNMのプロセス制御スクリプトに対して実施した PFM - Analysis Adaptorのためのカ
スタマイズを解除する。

10.クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
予備系サーバの NNMおよび JP1/SSOが停止し，現用系サーバのNNMおよび JP1/
SSOが動作します。

11.現用系サーバで手順 3～手順 8と同じ操作を行う。
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（3） PFMを採取ツールとして使用する場合

クラスタ環境では，次の手順で PFM - Analysis Adaptorをアンインストールすることを
お勧めします。

なお，アンインストール手順はWindows，UNIXで異なります。

Windowsの場合

1. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，PFM - Analysis Adaptor
用に作成したリソースをオフラインにする。

2. 現用系サーバのクラスタアドミニストレータのウィンドウで，PFM - Analysis Adaptor
用に作成したリソースを削除する。

3. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする。
アンインストールについては「3.2.2　アンインストール」を参照してください。

4. 予備系サーバで PFM - Analysis Adaptorをアンインストールする。
アンインストールについては「3.2.2　アンインストール」を参照してください。

UNIXの場合

1. クラスタソフトに登録した PFM - Analysis Adaptorのための設定を解除する。

2. 現用系で Hitachi PP Installerを使用し，PFM - Analysis Adaptorをアンインストールす
る。

3. 予備系で Hitachi PP Installerを使用し，PFM - Analysis Adaptorをアンインストールす
る。
474



13.　クラスタシステムでの運用
13.7　クラスタ環境での上書きインストール

13.7.1　クラスタ環境での PFM - Analysis Managerの上書き
インストール

クラスタ環境で PFM - Analysis Managerを上書きインストールする場合は，次の手順
で実行することをお勧めします。なお，ここでは現用系で PFM - Analysis Managerが
稼働していることを前提として説明します。予備系サーバで PFM - Analysis Manager
が稼働している場合は，クラスタソフトで現用系サーバに系を切り替えてください。

（1） バージョン 08-00以前から上書きする場合

1. 現用系サーバで pamdbls.batコマンドを実行し，アンロードデータ格納先に必要な
ディスクの空き容量を確保する。
PFM - Analysis Managerのバージョンアップでは，バックアップの取得のほか，
PAMDBに格納されているデータを一度アンロード（退避）するため，そのデータを
格納するためのディスク空き容量が必要です。「付録 J.1(1)(a)　アンロードデータ格
納先のディスク空き容量の確保」を参照し，アンロードデータ格納先に必要なディス
ク容量を見積もってください。

2. 現用系サーバで，HiRDB/ClusterService _JP0のリソース以外の JP1/PA - Managerの
リソースをオフラインにする。

3. 現用系サーバで，JP1/PA - Managerのバックアップを取得する。
JP1/PA - Managerの構成情報および PAMDBのバックアップを取得してください。
バックアップについては，「3.4.1　バックアップ」を参照してください。

4. 現用系サーバで，pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。
pamdbstop.batコマンドを実行後，イベントビューアに出力される「KFPS01850-I」
メッセージを参照し，終了モード（「mode=」の部分）が「NORMAL」であることを
確認してください。

5. 現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，HiRDB/ClusterService _JP0
のリソースをオフラインにする。

6. 現用系サーバで，HiRDB/EmbeddedEdition _JP0サービスを停止する。

7. 共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を現用系から予備系に切り替えてください。

8. 予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，HiRDB/ClusterService _JP0
のリソースをオンラインにする。

9. 予備系サーバで pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。
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10.予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，HiRDB/ClusterService _JP0
のリソースをオフラインにする。

11.予備系サーバで，HiRDB/EmbeddedEdition _JP0サービスを停止する。

12.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を予備系から現用系に切り替えてください。

13.現用系サーバに PFM - Analysis Managerを上書きインストールする。

14.現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオンラインにする。

15.現用系サーバで，PAMDBに格納されているデータをアンロードする。
現用系サーバで，pamdbunld.batコマンドを実行し，PAMDBに格納されているデー
タをアンロードします。pamdbunld.batコマンドの詳細については，「10.　コマン
ド」の「pamdbunld.bat（PAMDBに格納されているデータをアンロードする）」を
参照してください。

16.現用系サーバで，pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。

17.現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオフラインにする。

18.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を現用系から予備系に切り替えてください。

19.予備系サーバに PFM - Analysis Managerを上書きインストールする。

20.予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオンラインにする。

21.予備系サーバで，pamdbunsetupコマンドを実行し，PAMDBをアンセットアップす
る。

22.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を予備系から現用系に切り替えてください。

23.現用系サーバで，PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースがオフラインになっていることを確認する。

24.現用系サーバで，pamdbunsetupコマンドを実行し，PAMDBをアンセットアップす
る。

25.現用系サーバで，pamdbsetupコマンドを実行し，PAMDBをセットアップする。

26.現用系サーバで，PAMDBへデータロードする。
現用系サーバで，pamdbload.batコマンドを実行し，アンロードしたデータを
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PAMDBにデータロードしてください。pamdbload.batコマンドの詳細については，
「10.　コマンド」の「pamdbload.bat（PAMDBにデータをロードする）」を参照して
ください。

27.PAMDBへのテンプレート定義の登録を行う。
現用系サーバで，PAMDBのテンプレート定義を最新の状態にするため，
pamloadtmplコマンドを -tオプション（テンプレート定義ファイル登録オプション）
付きで実行してください。pamloadtmplコマンドの詳細については，「10.　コマン
ド」の「pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツール定義を登録する）」を参照し
てください。

28.現用系サーバで pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。 

29.現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオフラインにする。

30.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を現用系から予備系に切り替えてください。

31.予備系サーバで，pamdbsetupコマンドを実行し，PAMDBをセットアップする。

32.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を予備系から現用系に切り替えてください。

33.現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオンラインにする。

34.現用系サーバで，backup.batコマンドを実行し，PAMDBのバックアップを取得す
る。

注意事項
• バージョン 08-00以前からの上書きインストールの際に，共有ディスク上の

PAMDBの管理領域がバージョンアップされます。そのため，手順 (13)で，現用
系に PFM - Analysis Managerを上書きインストールした後は，予備系への上書
きインストールが完了するまで，予備系で PAM - PAMDB Cluster Serviceのリ
ソースをオンラインにしないでください。また，現用系から系を切り替える際に
は，必ず PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソースをオフラインにした上で行っ
てください。予備系への上書きインストールを行う前に PAM - PAMDB Cluster 
Serviceをオンラインにした場合，予備系での PAMDBの起動に失敗します。

• 手順 (31)で予備系の PAMDBをセットアップする際には，PAM - PAMDB 
Cluster Serviceのリソースがオフラインの状態で，pamdbsetupコマンドを実行
してください。また，PAM - PAMDBサービスに関しても本手順では動作させる
必要はありません。
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（2） バージョン 08-01以降から上書きする場合

1. 現用系サーバで，PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースをオフラインにする。

2. 現用系サーバで PFM - Analysis Managerのバックアップを取得する。
PFM - Analysis Managerの構成情報および PAMDBのバックアップを取得してくだ
さい。バックアップの詳細については，「3.4.1　バックアップ」を参照してください。

3. 現用系サーバで pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。
pamdbstop.batコマンドの実行後，イベントビューアに出力される「KFPS01850-I」
メッセージを参照し，終了モード（「mode=」の後続部分）が「NORMAL」であるこ
とを確認してください。

4. 現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオフラインにする。

5. 現用系サーバで，PAM - PAMDBサービスを停止する。

6. 共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を現用系から予備系に切り替えてください。

7. 予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオンラインにする。

8. 予備系サーバで，pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。

9. 予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオフラインにする。

10.予備系サーバで，PAM - PAMDBサービスを停止する。

11.予備系サーバに PFM - Analysis Managerを上書きインストールする。

12.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を予備系から現用系に切り替えてください。

13.現用系サーバに PFM - Analysis Managerを上書きインストールする。

14.現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオンラインにする。

15.PAMDBへのテンプレート定義の登録を行う。
現用系サーバで，PAMDBのテンプレート定義を最新の状態にするため，
pamloadtmplコマンドを -tオプション（テンプレート定義ファイル登録オプション）
付きで実行してください。pamloadtmplコマンドの詳細については，「10.　コマン
ド」の「pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツール定義を登録する）」を参照し
てください。
478



13.　クラスタシステムでの運用
16.現用系サーバで，backup.batコマンドを実行し，PAMDBのバックアップを取得す
る。

（3） 同一バージョンを上書きする場合

1. 現用系サーバで，PAM - PAMDB Cluster Serviceのリソース以外の PFM - Analysis 
Managerのリソースをオフラインにする。

2. 現用系サーバで，PFM - Analysis Managerのバックアップを取得する。
PFM - Analysis Managerの構成情報および PAMDBのバックアップを取得してくだ
さい。バックアップについては，「3.4.1　バックアップ」を参照してください。

3. 現用系サーバで，pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。
pamdbstop.batコマンドを実行後，イベントビューアに出力される「KFPS01850-I」
メッセージを参照し，終了モード（「mode=」の部分）が「NORMAL」であることを
確認してください。

4. 現用系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオフラインにする。

5. 現用系サーバで，PAM - PAMDBサービスを停止する。

6. 共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を現用系から予備系に切り替えてください。

7. 予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオンラインにする。

8. 予備系サーバで pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。

9. 予備系サーバで，クラスタアドミニストレータによって，PAM - PAMDB Cluster 
Serviceのリソースをオフラインにする。

10.予備系サーバで，PAM - PAMDBサービスを停止する。

11.予備系サーバに PFM - Analysis Managerを上書きインストールする。

12.共有ディスクを切り替える。
クラスタアドミニストレータによって，［グループの移動］を選択し，共有ディスク
を予備系から現用系に切り替えてください。

13.現用系サーバに PFM - Analysis Managerを上書きインストールする。

13.7.2　クラスタ環境での PFM - Analysis Adaptorの上書きイ
ンストール

クラスタ環境では，採取ツールとして JP1/SSOを使用するか，PFMを使用するかで，
PFM - Analysis Adaptorの上書きインストールの手順が異なります。また，JP1/SSOを
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採取ツールとして使用していた場合，NNMおよび JP1/SSOのデータ共有方式によって
も手順が異なります。

（1） JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSO
の運用方式が非データ共有方式およびバックアップ・リストア・
データ共有方式の場合

クラスタ環境で PFM - Analysis Adaptorをバージョンアップまたは上書きインストール
する場合は，次の手順で実行することをお勧めします。なお，ここでは現用系で NNM，
JP1/SSO，および PFM - Analysis Adaptorが稼働していることを前提として説明しま
す。また，JP1/DSSOは使用していない場合を例とします。

なお，上書きインストール手順はWindows，UNIXで共通です。

1. 予備系サーバに PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

2. 予備系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする。
予備系サーバで paassosetupコマンドを実行します。なお，PFM - Analysisが標準
で提供しているリソースカテゴリーは上書きされるため，PFM - Analysisが標準で提
供しているリソースカテゴリーに対してユーザー拡張を実行していた場合は，
paassosetupコマンドの実行後に再度ユーザー拡張を実行する必要があります。

3. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNM，JP1/SSO，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターが停
止し，予備系サーバの NNM，JP1/SSO，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプ
ターが動作します。

4. 現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

5. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする。
現用系サーバで paassosetupコマンドを実行します。なお，PFM - Analysisが標準
で提供しているリソースカテゴリーは上書きされるため，PFM - Analysisが標準で提
供しているリソースカテゴリーに対してユーザー拡張を実行していた場合は，
paassosetupコマンドの実行後に再度ユーザー拡張を実行する必要があります。

6. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
予備系サーバの NNM，JP1/SSO，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターが停
止し，現用系サーバの NNM，JP1/SSO，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプ
ターが動作します。

（2） JP1/SSOを採取ツールとして使用し，かつ，NNMおよび JP1/SSO
の運用方式が直接データ共有方式の場合

クラスタ環境で PFM - Analysis Adaptorをバージョンアップまたは上書きインストール
する場合は，次の手順で実行することをお勧めします。なお，ここでは現用系で NNM，
JP1/SSO，および PFM - Analysis Adaptorが稼働していることを前提として説明しま
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す。また，JP1/DSSOは使用していない場合を例とします。

なお，上書きインストール手順はWindows，UNIXで異なります。

Windowsの場合

1. PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプター，NNM Cluster Managerのリソースをオフ
ラインにする。

2. 現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

3. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする。
現用系サーバで paassosetupコマンドを実行します。なお，PFM - Analysisが標準
で提供しているリソースカテゴリーは上書きされるため，PFM - Analysisが標準で提
供しているリソースカテゴリーに対してユーザー拡張を実行していた場合は，
paassosetupコマンドの実行後に再度ユーザー拡張を実行する必要があります。

4. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。

5. 予備系サーバに PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

6. 予備系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする。
予備系サーバで paassosetupコマンドを実行します。なお，PFM - Analysisが標準
で提供しているリソースカテゴリーは上書きされるため，PFM - Analysisが標準で提
供しているリソースカテゴリーに対してユーザー拡張を実行していた場合は，
paassosetupコマンドの実行後に再度ユーザー拡張を実行する必要があります。

7. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。

8. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプター，NNM Cluster Manager
のリソースをオンラインにする。

UNIXの場合

1. 現用系サーバで NNM制御スクリプトの監視処理一時中断用ファイルを作成する。
実行例　touch /tmp/maint_NNM

2. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターを停止する。

3. 現用系サーバで JP1/SSOのデーモンプロセスを停止する。
実行例　/opt/OV/bin/ovstop ssocollectd

4. 現用系サーバに PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

5. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorをセットアップする。
現用系サーバで paassosetupコマンドを実行します。なお，PFM - Analysis Adaptor
が標準で提供しているリソースカテゴリーは上書きされるため，PFM - Analysis 
Adaptorが標準で提供しているリソースカテゴリーに対してユーザー拡張を実行して
いた場合は，paassosetupコマンドの実行後に再度ユーザー拡張をする必要がありま
す。
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6. 現用系サーバで JP1/SSOのデーモンプロセスを起動する。
実行例　/opt/OV/bin/ovstart -c

7. 現用系サーバで PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターを開始する。

8. 現用系サーバで NNM制御スクリプトの監視処理一時中断用ファイルを削除する。
実行例　rm /tmp/maint_NNM

9. クラスタシステムを操作し，アクティブなホストを切り替える。
現用系サーバの NNM，JP1/SSO，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターが停
止し，予備系サーバの NNM，JP1/SSO，PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプ
ターが動作します。

10.予備系サーバで手順 1～手順 8と同じ操作を行う。

（3） PFMを採取ツールとして使用する場合

クラスタ環境で PFM - Analysis Adaptorをバージョンアップまたは上書きインストール
する場合は，次の手順で実行することをお勧めします。

なお，上書きインストール手順はWindows，UNIXで共通です。

1. 予備系に PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

2. クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える。
現用系の PFM，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターが停止し，予備系の
PFM，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターが動作します。

3. 現用系に PFM - Analysis Adaptorを上書きインストールする。

4. クラスタシステムを操作してアクティブなホストを切り替える。
予備系の PFM，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターが停止し，現用系の
PFM，PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターが動作します。
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13.8　クラスタ環境での運用

13.8.1　PFM - Analysis Managerの運用方法

（1） PFM - Analysis Managerの起動方法

PFM - Analysis Managerのグループに登録したすべてのリソース（IPアドレス，ネッ
トワーク名，汎用サービス，および共有ディスク）をクラスタアドミニストレータでオ
ンライン状態にします。

（2） PFM - Analysis Managerの停止方法

1. クラスタシステムに登録した PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスのリソース以外
の PFM - Analysis Managerのリソースをオフライン状態にする。
PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスのリソースはオンラインになっている必要が
あります。

2. pamdbstop.batコマンドを実行し，PAMDBを正常停止する。
PAM - PAMDBサービスは停止しないでください。

3. PFM - Analysis Managerのグループに登録したすべてのリソース（IPアドレス，ネッ
トワーク名，汎用サービス，および共有ディスク）をクラスタアドミニストレータで
オフライン状態にする。

（3） PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerサービスの停止方法

コマンド実行などの手順で，PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerサービス
を停止し，PAM - PAMDBサービスは動作した状態にしておく必要がある場合は，クラ
スタシステムに登録した PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスのリソース以外の
PFM - Analysis Managerサービスのリソースをオフライン状態にします。クラスタ環境
では，PAM - PAMDBサービスを動作させておくために PAM - PAMDB Cluster Service
サービスを動作させておく必要があるため，PAM - PAMDB Cluster Serviceサービスの
リソースはオンライン状態のままにしてください。

（4） PAMDBの運用方法

PAMDBのバックアップ，リカバリー，再編成などを実行する場合は，クラスタシステ
ムの実行系でそれぞれの操作を実行してください。それぞれの操作で PAM - PAMDB以
外の PFM - Analysis Managerのサービスを停止する場合は，「(3)　PAM - PAMDB以外
の PFM - Analysis Managerサービスの停止方法」を参照してください。
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13.8.2　PFM - Analysis Adaptorの運用方法

（1） Windowsの場合

（a）PFM - Analysis Adaptorの起動方法

PFM - Analysis Adaptorのグループに登録したすべてのリソース（IPアドレス，ネット
ワーク名，汎用サービス，および共有ディスク）をクラスタアドミニストレータでオン
ライン状態にします。

（b）PFM - Analysis Adaptorの停止方法

PFM - Analysis Adaptorのグループに登録したすべてのリソース（IPアドレス，ネット
ワーク名，汎用サービス，および共有ディスク）をクラスタアドミニストレータでオフ
ライン状態にします。

（2） UNIXの場合

（a）SSOアダプターの起動・停止方法

PFM - Analysis Adaptorの SSOアダプターの起動や停止は，NNMのプロセス制御スク
リプトに PFM - Analysis Adaptorを起動する処理や，停止する処理を追加することで実
行されます。NNMおよび JP1/SSOの起動，停止にあわせて PFM - Analysis Adaptor
が起動，停止します。したがって，PFM - Analysis Adaptorの起動や停止は，NNMの
プロセス制御スクリプトをカスタマイズして実行します。NNMのプロセス制御スクリプ
トのカスタマイズ方法については「13.5.4(2)(a)　SSOアダプターのクラスタシステムへ
の登録」を参照してください。

（b）PFMアダプターの起動・停止方法

PFM - Analysis Adaptorの PFMアダプターの起動や停止は，クラスタソフトで制御し
ます。PFMが起動したり，停止したりするのに合わせて，PFM - Analysis Adaptorの
起動や停止が行われます。クラスタソフトへ登録する方法については「13.5.4(2)(b)　
PFMアダプターのクラスタシステムへの登録」を参照してください。
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13.9　クラスタ運用での注意事項
クラスタ運用での PFM - Analysis Managerおよび PFM - Analysis Adaptorの注意事項
について次に示します。

13.9.1　PFM - Analysis Managerの注意事項

（1） OS起動時のサービス起動について

クラスタ運用の場合，クラスタシステムに登録する PFM - Analysis Managerのサービ
スは，OS起動時に自動的に起動されないように設定しておく必要があります。デフォル
トでは，自動起動しないように設定されています。Windowsシステムのサービスの設定
で，サービスの起動方法を「手動」以外に変更している場合には「手動」に設定し直し
てください。なお，Windowsシステムのサービスの設定は，ホストごとに行う必要があ
ります。クラスタシステムに登録する PFM - Analysis Managerのサービスについては，
「13.4.4　クラスタソフトへのサービスの登録（PFM - Analysis Manager）」を参照して
ください。

13.9.2　PFM - Analysis Adaptorの注意事項

（1） OS起動時のサービスについて

クラスタ運用の場合，PAM - SSO Adaptorサービスおよび PAM - PFM Adaptorサービ
スは OS起動時に自動的に起動されないように設定しておく必要があります。デフォル
トでは，自動起動しないように設定されています。Windowsシステムのサービスの設定
で，PAM - SSO Adaptorサービスおよび PAM - PFM Adaptorサービスの起動方法を
「手動」以外に変更している場合には「手動」に設定し直してください。なお，Windows
システムのサービスの設定は，ホストごとに行う必要があります。

（2） データの引き継ぎについて（JP1/SSOを採取ツールとして使用して
いる場合）

PFM - Analysis Adaptorには，フェールオーバー時に引き継ぎが必要なデータはありま
せん。なお，JP1/SSOのデータが引き継がれる運用方式を適用している場合は，フェー
ルオーバーによって引き継がれた JP1/SSOのデータを PFM - Analysis Adaptorが回収
するため，システム全体としてはデータが引き継がれます。

（3） データの引き継ぎについて（PFMを採取ツールとして使用している
場合）

PFM - Analysis Adaptorには，フェールオーバー時に引き継ぎが必要なデータはありま
せん。なお，PFMでは，PFMのエージェント側にデータが蓄積されているため，
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フェールオーバーが発生してもシステム全体としてはデータが引き継がれます。

（4） インストールの注意事項
• 共有ディスクには，PFM - Analysis Adaptorをインストールしないでください。
• 現用系および予備系にインストールする PFM - Analysis Adaptorのバージョンを合わ
せてください。また，PFM - Analysis Adaptorをバージョンアップする場合には，必
ず現用系，予備系の両方ともバージョンアップしてください。

• 現用系および予備系それぞれのサーバマシンのローカルディスク上に，同じドライブ
名，同じディレクトリ名でインストールしてください。また，ドライブ名称および
ディレクトリ名称は，大文字小文字も統一してください。
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14　メッセージ
この章では，PFM - Analysisが出力するメッセージについて
説明します。

14.1　メッセージの形式

14.2　Windowsイベントログと syslogの一覧

14.3　メッセージ一覧
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14.1　メッセージの形式
PFM - Analysisが出力するメッセージの形式と，マニュ
アルでの記載形式を説明します。

なお，PFM - Analysis Adaptorでは，日本語のメッセー
ジと英語のメッセージをサポートしています。OSが
UNIXの場合に，どちらの言語で表示するかは，ユーザー
ごとに環境変数 LANGで設定できます。

14.1.1　メッセージの出力形
式

PFM - Analysisが出力するメッセージの形式を示します。
メッセージはメッセージ IDとそれに続くメッセージテキ
ストで構成されます。形式を次に示します。

KAVGnnnnn-Z メッセージテキスト

メッセージ IDは，次の内容を示しています。

K
システム識別子を示します。

AVG
PFM - Analysisのメッセージであることを示します。

nnnnn
メッセージの通し番号を示します。

Z
メッセージの種類を示します。
E：エラーメッセージを示します。処理は中断されま
す。 
W：警告メッセージを示します。メッセージ出力後，
処理は続行されます。 
I：通知メッセージを示します。ユーザーに情報を知
らせます。 

14.1.2　メッセージの記載形
式

このマニュアルでのメッセージの記載形式を次に示しま
す。

メッセージメッセージメッセージメッセージ ID ID ID ID 
英語メッセージテキスト
日本語メッセージテキスト

メッセージの説明文

（S） 
システムの処置を示します。 

（O） 
メッセージが出力されたときに，オペレーターのとる

処置を示します。 

14.1.3　システム管理者の方
へ

運用中にトラブルが発生した場合には，「15.　トラブル
シューティング」を参照してログ情報を採取し，初期調査
をしてください。

トラブル要因の初期調査をする場合は，OSのログ情報
（Windowsの場合はWindowsイベントログ，UNIXの場
合は syslog）や，PFM - Analysisが出力する各種ログ情
報を参照してください。これらのログ情報でトラブル発生
時間帯の内容を参照して，トラブルを回避したり，トラブ
ルに対処したりしてください。

また，トラブルが発生するまでの操作方法などを記録して
ください。同時に，できるだけ再現性の有無を確認するよ
うにしてください。
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14.2　Windowsイベントログと syslogの一覧
PFM - Analysisが出力するWindowsイベントログと
syslogの一覧を次に示します。なお PFM - Analysis View

ではWindowsイベントログは出力されません。

表 14-1　PFM - Analysis ManagerのWindowsイベントログ一覧

注 1
アプリケーションログのソース名は，「PA-Manager」で始まる名称になります。

注 2
表に示したイベントログ以外に，ソース名が PA-Manager(PAMDB)のイベントログが出力されます。このイベントロ
グは PAMDBが出力します。詳細については，「4.2.4　PAMDBの運用に関する注意事項」を参照してください。

表 14-2　PFM - Analysis AdaptorのWindowsイベントログと syslogの一覧

メッセージ ID アプリケーションログ

イベント ID 種類

KAVG01000-I 1 情報

KAVG01001-I 2 情報

KAVG01002-E 3 エラー

KAVG01003-E 4 エラー

KAVG02000-I 1 情報

KAVG02001-I 2 情報

KAVG02002-E 3 エラー

KAVG02003-E 4 エラー

KAVG03001-I 2 情報

KAVG03002-I 3 情報

KAVG03003-E 4 エラー

KAVG20002-I 3 情報

KAVG20004-I 5 情報

KAVG20005-E 6 エラー

KAVG23002-I 3 情報

KAVG23004-I 5 情報

KAVG23005-E 6 エラー

メッセージ ID Windows(アプリケーションログ ) UNIX(syslog)

イベント ID 種類 ファシリティ レベル

KAVG40000-I 1 情報 LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVG40001-E 2 エラー LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVG40002-I 3 情報 LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVG40003-E 4 エラー LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVG49000-I 1 情報 LOG_DAEMON LOG_INFO
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注
アプリケーションログのソース名は，「PA-Adaptor」で始まる名称になります。

KAVG49001-E 2 エラー LOG_DAEMON LOG_ERR

KAVG49002-I 3 情報 LOG_DAEMON LOG_INFO

KAVG49003-E 4 エラー LOG_DAEMON LOG_ERR

メッセージ ID Windows(アプリケーションログ ) UNIX(syslog)

イベント ID 種類 ファシリティ レベル
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KAVG01000-IKAVG01000-IKAVG01000-IKAVG01000-I    ～～～～    KAVG01007-EKAVG01007-EKAVG01007-EKAVG01007-E
14.3　メッセージ一覧
PFM - Analysisが発行するメッセージについて，プログ
ラム別に説明します。

14.3.1　PFM - Analysis 
Managerのメッセー
ジ

（1） 設定に関するメッセージ
（01000～ 01999）

KAVG01000-IKAVG01000-IKAVG01000-IKAVG01000-I
設定デーモンを起動しました。

設定デーモンを起動しました。

（S）
設定デーモンを起動します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG01001-IKAVG01001-IKAVG01001-IKAVG01001-I
設定デーモンを停止しました。

設定デーモンを停止しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG01002-EKAVG01002-EKAVG01002-EKAVG01002-E
設定デーモンが異常終了しました。

設定デーモンが異常終了しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーメッセージを参照してく
ださい。発生したエラーに対処したあと，設定デーモ
ンを再起動してください。

KAVG01003-EKAVG01003-EKAVG01003-EKAVG01003-E
設定デーモンの起動に失敗しました。

設定デーモンの起動に失敗しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーメッセージを参照してく
ださい。発生したエラーに対処したあと，設定デーモ
ンを再起動してください。

KAVG01004-EKAVG01004-EKAVG01004-EKAVG01004-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG01005-EKAVG01005-EKAVG01005-EKAVG01005-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）が読み込めませんでした。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG01006-EKAVG01006-EKAVG01006-EKAVG01006-E
インストールパスが取得できません。

レジストリーからインストールパスを取得できませんでし
た。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG01007-EKAVG01007-EKAVG01007-EKAVG01007-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=セク
ション名 : キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の内容が不正です。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
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KAVG01008-WKAVG01008-WKAVG01008-WKAVG01008-W    ～～～～    KAVG01016-WKAVG01016-WKAVG01016-WKAVG01016-W
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルを確
認してください。

KAVG01008-WKAVG01008-WKAVG01008-WKAVG01008-W
動作定義ファイルに値の指定が無かったのでデフォルト値
を利用します。セクション=セクション名 : キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）に値が指定されていないキーがあります。

（S）
処理を続行します。不正と判断したキーにはデフォル
トの値を使用します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG01009-WKAVG01009-WKAVG01009-WKAVG01009-W
データベースとの接続に失敗しました。

PAMDBに接続できませんでした。

（S）
処理を続行します。

（O）
PAMDBのサービスを確認してください。

KAVG01010-EKAVG01010-EKAVG01010-EKAVG01010-E
データベースとの切断に失敗しました。

PAMDBとの接続を切断できませんでした。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
PAMDBのサービスを確認してください。

KAVG01011-EKAVG01011-EKAVG01011-EKAVG01011-E
データベースの参照に失敗しました。

PAMDBの参照時にエラーが発生しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
PAMDBのサービスを確認してください。

KAVG01012-EKAVG01012-EKAVG01012-EKAVG01012-E
データベースの書き込みに失敗しました。

PAMDBの書き込み時にエラーが発生しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
PAMDBのサービスを確認してください。

KAVG01013-EKAVG01013-EKAVG01013-EKAVG01013-E
通信の初期化に失敗しました。

通信ソケットの初期化に失敗しました。PFM - Analysis 
Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）に記載され
たポート番号が，すでにほかのプロセスで使用されている
おそれがあります。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルで指
定したポート番号がほかのプロセスで使用されていな
いか確認したあと，再起動してください。

KAVG01014-WKAVG01014-WKAVG01014-WKAVG01014-W
通信でシステムコールエラーが発生しました。通信相手 :
システムコール名 : エラー番号 : 詳細情報

通信で使用するシステムコールでエラーが発生しました。

（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG01015-WKAVG01015-WKAVG01015-WKAVG01015-W
通信で予期せぬエラーが発生しました。エラーコード : 詳
細コード

通信の処理で，回復不能とみなされるエラーが発生しまし
た。

（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG01016-WKAVG01016-WKAVG01016-WKAVG01016-W
コネクションが切断されました。通信相手

接続先とのコネクションが切断されました。

（S）
処理を続行します。

（O）
接続先が停止したためにこのメッセージが出力される
場合は，問題ありません。接続先の動作中にこのメッ
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KAVG01017-WKAVG01017-WKAVG01017-WKAVG01017-W    ～～～～    KAVG02002-EKAVG02002-EKAVG02002-EKAVG02002-E
セージが繰り返し出力される場合は，ネットワーク環
境に問題がないか見直してください。

KAVG01017-WKAVG01017-WKAVG01017-WKAVG01017-W
クライアントの接続数が超過しています。

設定デーモンに接続できるクライアントの最大接続数を超
えています。

（S）
処理を続行します。

（O）
ほかのクライアントを終了させたあと，再接続してく
ださい。

KAVG01018-EKAVG01018-EKAVG01018-EKAVG01018-E
サービス制御が異常終了しました。エラーコード

サービス制御が異常終了しました。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。 問題が解決しない場合は，システム管理者に連
絡してください。

KAVG01019-WKAVG01019-WKAVG01019-WKAVG01019-W
入力補助情報ファイルの読み込みに失敗しました。詳細情
報

Definer入力補助ファイルの読み込みに失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG01020-WKAVG01020-WKAVG01020-WKAVG01020-W
IS用入力補助情報ファイルの内容が不正です。ファイル
名 : 誤りがあった個所

ファイルの定義内容に誤りがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
ファイルの設定内容を修正したあと，再度実行してく
ださい。 

KAVG01021-WKAVG01021-WKAVG01021-WKAVG01021-W
ESP用入力補助情報ファイルの内容が不正です。ファイル
名 : 誤りがあった個所

ファイルの定義内容に誤りがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
ファイルの設定内容を修正したあと，再度実行してく
ださい。

KAVG01022-EKAVG01022-EKAVG01022-EKAVG01022-E
PAMDBが最新の状態ではありません。

PAMDBが最新の状態ではありません。

（S）
設定デーモンを終了します。

（O）
バージョンアップのセットアップ手順を実施してくだ
さい。

（2） 収集に関するメッセージ
（02000～ 02999）

KAVG02000-IKAVG02000-IKAVG02000-IKAVG02000-I
収集デーモンを起動しました。

収集デーモンを起動しました。

（S）
収集デーモンを起動します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG02001-IKAVG02001-IKAVG02001-IKAVG02001-I
収集デーモンを停止しました。

収集デーモンを停止しました。

（S）
収集デーモンを停止します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG02002-EKAVG02002-EKAVG02002-EKAVG02002-E
収集デーモンが異常終了しました。

収集デーモンでエラーが発生したため，プロセスを終了し
ました。

（S）
収集デーモンを終了します。
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KAVG02003-EKAVG02003-EKAVG02003-EKAVG02003-E    ～～～～    KAVG02010-EKAVG02010-EKAVG02010-EKAVG02010-E
（O）
ログに出力されているエラーメッセージを参照してく
ださい。発生したエラーに対処したあと，収集デーモ
ンを再起動してください。

KAVG02003-EKAVG02003-EKAVG02003-EKAVG02003-E
収集デーモンの起動に失敗しました。

収集デーモンの起動時にエラーが発生したため，プロセス
を起動できませんでした。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーメッセージを参照してく
ださい。発生したエラーに対処したあと，収集デーモ
ンを再起動してください。

KAVG02004-EKAVG02004-EKAVG02004-EKAVG02004-E
メモリー不足が発生しました。詳細情報

処理中にメモリーの確保に失敗しました。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG02005-EKAVG02005-EKAVG02005-EKAVG02005-E
データベースとの接続に失敗しました。

PAMDBに接続できませんでした。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
PAMDBのサービスを確認してください。

KAVG02006-EKAVG02006-EKAVG02006-EKAVG02006-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込み時にエラーが発生して，読み込み
に失敗しました。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG02007-EKAVG02007-EKAVG02007-EKAVG02007-E
自動コマンド実行定義ファイルの読み込みに失敗しまし
た。

自動コマンド実行定義ファイル（pamaction.conf）の読み
込み処理時にエラーが発生して，読み込みに失敗しまし
た。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG02008-EKAVG02008-EKAVG02008-EKAVG02008-E
JP1イベント発行定義ファイルの読み込みに失敗しまし
た。

JP1イベント発行定義ファイル（pamjp1evt.conf）の読
み込み処理時にエラーが発生して，読み込みに失敗しまし
た。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG02009-EKAVG02009-EKAVG02009-EKAVG02009-E
インストールパスの取得に失敗しました。

製品がインストールされた場所を検出できません。レジス
トリーが壊れているおそれがあります。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG02010-EKAVG02010-EKAVG02010-EKAVG02010-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=セク
ション名 : キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。
指定できる範囲を超える値を設定した，数値を入力する個
所に文字を設定した，省略不可の項目を省略した，などの
誤りがあります。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
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KAVG02011-WKAVG02011-WKAVG02011-WKAVG02011-W    ～～～～    KAVG02017-EKAVG02017-EKAVG02017-EKAVG02017-E
い。

KAVG02011-WKAVG02011-WKAVG02011-WKAVG02011-W
自動コマンド実行定義ファイルの内容が不正です。セク
ション=セクション名 : キー=キー名

自動コマンド実行定義ファイル（pamaction.conf）の定義
内容に誤りがあります。
指定できる範囲を超える値を設定した，数値を入力する個
所に文字を設定した，省略不可の項目を省略した，などの
誤りがあります。

（S）
処理を続行します。不正と判断したキーにはデフォル
トの値を使用します。

（O）
ファイルの設定内容を見直してください。

KAVG02012-WKAVG02012-WKAVG02012-WKAVG02012-W
JP1イベント発行定義ファイルの内容が不正です。セク
ション=セクション名 : キー=キー名

JP1イベント定義ファイル（pamjp1evt.conf）の定義内
容に誤りがあります。
指定できる範囲を超える値を設定した，数値を入力する個
所に文字を設定した，省略不可の項目を省略した，などの
誤りがあります。

（S）
処理を続行します。不正と判断したキーにはデフォル
トの値を使用します。

（O）
ファイルの設定内容を見直してください。

KAVG02013-WKAVG02013-WKAVG02013-WKAVG02013-W
動作定義ファイルに値の指定が無かったのでデフォルト値
を利用します。セクション=セクション名 : キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）で値を指定していないキーがあります。

（S）
処理を続行します。値を指定していないキーにはデ
フォルトの値を使用します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG02014-WKAVG02014-WKAVG02014-WKAVG02014-W
自動コマンド実行定義ファイルに値の指定が無かったので
デフォルト値を利用します。セクション=セクション名 : 
キー=キー名

自動コマンド実行定義ファイル（pamaction.conf）で値を
指定していないキーがあります。

（S）
処理を続行します。値を指定していないキーにはデ
フォルトの値を使用します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG02015-WKAVG02015-WKAVG02015-WKAVG02015-W
JP1イベント発行定義ファイルに値の指定が無かったので
デフォルト値を利用します。セクション=セクション名 : 
キー=キー名

JP1イベント定義ファイル（pamjp1evt.conf）で値を指
定していないキーがあります。

（S）
処理を続行します。値を指定していないキーにはデ
フォルトの値を使用します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG02016-IKAVG02016-IKAVG02016-IKAVG02016-I
アダプターからの接続を受け付けました。識別名=アダプ
ター識別名（またはESP識別名）

アダプターまたは JP1/ESPからの新しい接続を正常に受
け付けました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG02017-EKAVG02017-EKAVG02017-EKAVG02017-E
アダプターの接続を拒否しました。識別名が不正です。識
別名=アダプター識別名（またはESP識別名）

アダプターまたは JP1/ESPからの接続を拒否しました。
接続を試みたアダプターまたは JP1/ESPの識別名が，
PFM - Analysis Managerに登録されていません。

（S）
エラーが発生した接続は拒否してクローズします。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
• アダプターまたは JP1/ESP側の識別名の設定内容
を確認してください。

• PFM - Analysis Manager側での採取ツール定義の
設定内容を確認してください。
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KAVG02018-EKAVG02018-EKAVG02018-EKAVG02018-E    ～～～～    KAVG02024-EKAVG02024-EKAVG02024-EKAVG02024-E
KAVG02018-EKAVG02018-EKAVG02018-EKAVG02018-E
アダプターの接続を拒否しました。採取ツールタイプが不
正です。識別名=アダプター識別名（またはESP識別名）

アダプターまたは JP1/ESPからの接続を拒否しました。
接続を試みたアダプターまたは JP1/ESPの採取ツールタ
イプが異なっています。
PFM - Analysis Managerで JP1/ESPとして定義した識
別名が SSOアダプターで使用されていた場合などに出力
されます。

（S）
エラーが発生した接続は拒否してクローズします。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
• アダプターまたは JP1/ESP側の識別名の設定内容
を確認してください。

• PFM - Analysis Manager側での採取ツール定義の
設定内容を確認してください。

KAVG02019-WKAVG02019-WKAVG02019-WKAVG02019-W
すでに接続されているアダプターと同じ識別名のアダプ
ターから新しい接続を受信しました。識別名=アダプター
識別名（またはESP識別名）

アダプター，または JP1/ESPからの新しい接続を受信し
ましたが，受信した接続と同じ識別名を使用した接続があ
りました。
アダプターもしくは JP1/ESPからの再接続があった，ま
たは同じ識別名が複数のアダプターもしくは JP1/ESPで
使用されているおそれがあります。

（S）
同じ識別名ですでに接続していた接続を拒否してク
ローズします。新しい接続を受け付けて処理を続行し
ます。

（O）
同じアダプターまたは JP1/ESPからの再接続を受け
付けた場合は，問題ないため対処は不要です。それ以
外の場合は，複数のアダプターまたは JP1/ESPで同
じ識別名を設定していないか確認してください。
識別名は，アダプターおよび JP1/ESPのプロセス単
位で重複しないよう設定する必要があります。同一ホ
ストで動作する SSOアダプター，ISアダプター，お
よび PFMアダプターにも，異なる識別名を設定する
必要があります。

KAVG02020-WKAVG02020-WKAVG02020-WKAVG02020-W
監視条件設定時にアダプター側でエラーが発生しました。
識別名=アダプター識別名（またはJP1/ESP識別名）

アダプターまたは JP1/ESPの監視条件設定時にエラーが
返されました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーを通知したアダプターまたは JP1/ESP側のロ
グを参照し，必要に応じて適切な対処をしてくださ
い。

KAVG02021-WKAVG02021-WKAVG02021-WKAVG02021-W
メトリック回収時にアダプター側でエラーが発生しまし
た。識別名=アダプター識別名（またはJP1/ESP識別名）

メトリックの回収実行時にアダプターまたは JP1/ESPか
らエラーが通知されました。アダプターまたは JP1/ESP
側で何らかのエラーが発生したおそれがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーを通知したアダプターまたは JP1/ESP側のロ
グを参照し，必要に応じて適切な対処をしてくださ
い。

KAVG02022-EKAVG02022-EKAVG02022-EKAVG02022-E
サービス制御への起動通知に失敗しました。

収集デーモンからサービス制御への起動通知の通信でエ
ラーが発生しました。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
サービスを停止したためにこのメッセージが出力され
た場合は，問題ありません。必要に応じてサービスを
再起動してください。

KAVG02023-EKAVG02023-EKAVG02023-EKAVG02023-E
サービス制御とのコネクションが失われました。

収集デーモンとサービス制御との間のコネクションが切断
されました。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
サービスを停止したためにこのメッセージが出力され
た場合は問題ありません。必要に応じてサービスを再
起動してください。

KAVG02024-EKAVG02024-EKAVG02024-EKAVG02024-E
通信でシステムコールエラーが発生しました。システム
コール名 エラー番号 詳細情報 アダプター識別名（または
ESP識別名）

通信で使用するシステムコールでエラーが発生しました。
なお，「アダプター識別名（または ESP識別名）」は，接
続先がアダプターまたは JP1/ESPの場合に出力されま
す。
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KAVG02025-EKAVG02025-EKAVG02025-EKAVG02025-E    ～～～～    KAVG02032-WKAVG02032-WKAVG02032-WKAVG02032-W
（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG02025-EKAVG02025-EKAVG02025-EKAVG02025-E
通信で予期せぬエラーが発生しました。エラーコード 詳
細コード

通信の処理で，回復不能とみなされるエラーが発生しまし
た。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。
必要に応じて収集デーモンを再起動してください。

KAVG02026-WKAVG02026-WKAVG02026-WKAVG02026-W
コネクションが切断されました。アダプター識別名（また
はESP識別名）

接続先とのコネクションが切断されました。
なお，「アダプター識別名（または ESP識別名）」は，接
続先がアダプターまたは JP1/ESPの場合に出力されま
す。

（S）
処理を続行します。

（O）
接続先が停止したためにこのメッセージが出力される
場合は，問題ありません。
接続先の動作中にこのメッセージが繰り返し出力され
る場合は，ネットワーク環境に問題がないか見直して
ください。

KAVG02027-EKAVG02027-EKAVG02027-EKAVG02027-E
データベースへのアクセスでエラーが発生しました。詳細
情報

PAMDBへのアクセス時にエラーが発生しました。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
PAMDBのサービスの動作を確認してください。

KAVG02028-WKAVG02028-WKAVG02028-WKAVG02028-W
データベースへのアクセスで警告が発生しました。詳細情
報

PAMDBへのアクセスで警告が発生しました。データ書き

込みが正しく実行されなかったおそれがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，システ
ムのリソースが不足していないか確認してください。

KAVG02029-EKAVG02029-EKAVG02029-EKAVG02029-E
JP1イベントの発行でエラーが発生しました。オペレー
ション 詳細コード

JP1イベントの発行でエラーが発生しました。JP1/IMの
APIからエラーが返されました。

（S）
JP1イベントの発行機能は停止します。そのほかの
処理は続行します。

（O）
• JP1イベント発行の前提となる JP1/Baseの動作を
確認してください。

• JP1イベントの発行を再開するためには，収集
デーモンを再起動してください。

KAVG02030-WKAVG02030-WKAVG02030-WKAVG02030-W
JP1イベントの発行で警告が発生しました。オペレーショ
ン 詳細コード

JP1イベントの発行で警告が発生しました。JP1イベン
トが，正しく発行されなかったおそれがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，システ
ムのリソースが不足していないか確認してください。

KAVG02031-EKAVG02031-EKAVG02031-EKAVG02031-E
自動コマンド実行でエラーが発生しました。詳細情報

自動コマンド実行時に，メモリー不足など回復不能とみな
されるエラーが発生しました。

（S）
自動コマンド実行の機能は停止します。そのほかの処
理は続行します。

（O）
• システムのリソースが不足していないか確認してく
ださい。

• 自動コマンド実行を再開するためには，収集デーモ
ンを再起動してください。

KAVG02032-WKAVG02032-WKAVG02032-WKAVG02032-W
自動コマンド実行で警告が発生しました。詳細情報
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KAVG02033-EKAVG02033-EKAVG02033-EKAVG02033-E    ～～～～    KAVG02039-IKAVG02039-IKAVG02039-IKAVG02039-I
コマンドが正しく実行できなかったおそれがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
自動コマンド実行定義ファイル（pamaction.conf）を
見直してください。また，指定したコマンドがない場
合や，コマンドを相対パスで指定している場合にもこ
のメッセージが出力されます。自動コマンド実行定義
ファイルの見直し後もこのメッセージが繰り返し出力
される場合は，システムのリソースが不足していない
か確認してください。

KAVG02033-EKAVG02033-EKAVG02033-EKAVG02033-E
通信で受信リトライアウトが発生しました。アダプター識
別名（またはESP識別名）

接続相手からのデータ受信時にエラーが発生したため，リ
トライしましたが，リトライも成功しませんでした。
なお，「アダプター識別名（または ESP識別名）」は，接
続先がアダプターまたは JP1/ESPの場合に出力されま
す。

（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG02034-EKAVG02034-EKAVG02034-EKAVG02034-E
通信で送信リトライアウトが発生しました。アダプター識
別名（またはESP識別名）

接続相手へのデータ送信時にエラーが発生したため，リト
ライを試みましたが，リトライも成功しませんでした。
なお，「アダプター識別名（または ESP識別名）」は，接
続先がアダプターまたは JP1/ESPの場合に出力されま
す。

（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG02035-EKAVG02035-EKAVG02035-EKAVG02035-E
通信でその他のエラーが発生しました。エラーコード 詳
細コード アダプター識別名（またはESP識別名）

通信でエラーが発生しました。
なお，「アダプター識別名（または ESP識別名）」は，接
続先がアダプターまたは JP1/ESPの場合に出力されま
す。

（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG02036-EKAVG02036-EKAVG02036-EKAVG02036-E
サーバポートの確保に失敗しました。

収集デーモンのサーバポートのバインドに失敗しました。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
収集デーモンのサーバポートとして指定したポート番
号が，ほかのプログラムで使用するポート番号と重複
していないか確認してください。

KAVG02037-EKAVG02037-EKAVG02037-EKAVG02037-E
データベースが初期化されていません。

PAMDBが初期化されていないため，収集デーモンの動作
に必要な情報が PAMDBから取得できませんでした。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
PAMDBを初期化していない場合は，pamloadtmpl
コマンドを実行してください。

KAVG02038-EKAVG02038-EKAVG02038-EKAVG02038-E
PAMDBが最新の状態ではありません。

PAMDBが最新の状態ではありません。

（S）
収集デーモンを終了します。

（O）
バージョンアップのセットアップ手順を実施してくだ
さい。

KAVG02039-IKAVG02039-IKAVG02039-IKAVG02039-I
保持期間を超過したデータの自動削除処理を開始します。

保持期間を超過したデータの自動削除処理を開始します。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため対処する必要はありません。
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KAVG02040-IKAVG02040-IKAVG02040-IKAVG02040-I    ～～～～    KAVG03007-EKAVG03007-EKAVG03007-EKAVG03007-E
KAVG02040-IKAVG02040-IKAVG02040-IKAVG02040-I
保持期間を超過したデータの自動削除処理が終了しまし
た。

保持期間を超過したデータの自動削除処理が終了しまし
た。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため対処する必要はありません。
ただし，直前に出力された KAVG02039-Iメッセージ
との出力間隔が PFM - Analysis Manager動作条件定
義ファイル（pam.conf）で指定したメトリック値の
自動削除の実行間隔より大きい場合は，PAMDBの再
編成または PAMDBの空きページ解放を行ってくだ
さい。

（3） 分析に関するメッセージ
（03000～ 03999）

KAVG03000-EKAVG03000-EKAVG03000-EKAVG03000-E
メモリー不足が発生しました。エラー詳細情報

処理中にメモリーの確保に失敗しました。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG03001-IKAVG03001-IKAVG03001-IKAVG03001-I
分析デーモンを起動しました。

分析デーモンを起動しました。

（S）
分析デーモンを起動します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG03002-IKAVG03002-IKAVG03002-IKAVG03002-I
分析デーモンを停止しました。

分析デーモンが停止しました。

（S）
分析デーモンを停止します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG03003-EKAVG03003-EKAVG03003-EKAVG03003-E
分析デーモンが異常終了しました。

分析デーモンでエラーが発生したため，プロセスを終了し
ました。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーメッセージを参照してく
ださい。発生したエラーに対処したあと，分析デーモ
ンを再起動してください。

KAVG03005-EKAVG03005-EKAVG03005-EKAVG03005-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込み処理時にエラーが発生して，読み
込みに失敗しました。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG03006-EKAVG03006-EKAVG03006-EKAVG03006-E
動作定義ファイルの定義内容に誤りがあります。設定項目
名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の，分析デーモンの IPアドレスやポート番
号などの記載に誤りがあります。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルの内
容を確認し，再度実行してください。

KAVG03007-EKAVG03007-EKAVG03007-EKAVG03007-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。
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KAVG03008-EKAVG03008-EKAVG03008-EKAVG03008-E    ～～～～    KAVG03052-EKAVG03052-EKAVG03052-EKAVG03052-E
KAVG03008-EKAVG03008-EKAVG03008-EKAVG03008-E
通信の初期化に失敗しました。

通信ソケットの初期化に失敗しました。PFM - Analysis 
Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）に記載され
たポート番号が，すでにほかのプロセスで使用されている
おそれがあります。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルで指
定したポート番号がほかのプロセスで使用されていな
いか確認し，再起動してください。

KAVG03009-EKAVG03009-EKAVG03009-EKAVG03009-E
コネクションの確立に失敗しました。デーモン名

設定デーモン，または収集デーモンに接続できませんでし
た。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
設定デーモン，または収集デーモンが起動しているこ
とを確認してください。また，ネットワークインター
フェース，およびネットワークの負荷状況を確認して
ください。

KAVG03010-EKAVG03010-EKAVG03010-EKAVG03010-E
コネクションの切断に失敗しました。デーモン名

設定デーモン，または収集デーモンの接続を切断できませ
んでした。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
設定デーモン，または収集デーモンが起動しているこ
とを確認してください。また，ネットワークインター
フェース，およびネットワークの負荷状況を確認して
ください。

KAVG03047-EKAVG03047-EKAVG03047-EKAVG03047-E
データベースとの接続に失敗しました。

PAMDBに接続できませんでした。

（S）
処理を続行します。

（O）
Bottleneck Analyzerからの接続時にこのメッセージ
が出力された場合は，PAMDBの起動処理が完了して
いないおそれがあるため，しばらくしてから再度実行
してください。再度実行してもこのメッセージが繰り

返し出力される場合は，PAMDBのサービスの動作を
確認してください。

KAVG03048-EKAVG03048-EKAVG03048-EKAVG03048-E
データベースの参照に失敗しました。

PAMDBの参照に失敗しました。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
• PAMDBのサービスが起動しているか確認してく
ださい。

• PAMDBに十分な領域が確保されているか確認し
てください。

KAVG03049-WKAVG03049-WKAVG03049-WKAVG03049-W
他の処理がデータベースにアクセス中のため，処理を実行
できません。

設定デーモンが構成情報を PAMDBに登録している，ま
たはほかの Bottleneck Analyzerの処理を行っています。

（S）
処理を続行します。

（O）
しばらくしてから，再度実行してください。

KAVG03050-IKAVG03050-IKAVG03050-IKAVG03050-I
データベースに該当する情報がありません。

PAMDBに該当する情報がありません。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG03051-EKAVG03051-EKAVG03051-EKAVG03051-E
通信でシステムコールエラーが発生しました。システム
コール名  エラー番号  詳細情報

通信で使用するシステムコールでエラーが発生しました。

（S）
エラーが発生した接続をクローズします。そのほかの
処理は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG03052-EKAVG03052-EKAVG03052-EKAVG03052-E
通信で予期せぬエラーが発生しました。エラーコード  詳
細コード
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KAVG03053-WKAVG03053-WKAVG03053-WKAVG03053-W    ～～～～    KAVG10002-EKAVG10002-EKAVG10002-EKAVG10002-E
通信の処理でエラーが発生しました。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。
必要に応じて分析デーモンを再起動してください。

KAVG03053-WKAVG03053-WKAVG03053-WKAVG03053-W
コネクションが切断されました。接続先デーモン

接続相手とのコネクションが切断されました。

（S）
処理を続行します。

（O）
接続先が停止したためにこのメッセージが出力される
場合は，問題ありません。接続先の動作中にこのメッ
セージが繰り返し出力される場合は，ネットワーク環
境に問題がないか見直してください。

KAVG03054-EKAVG03054-EKAVG03054-EKAVG03054-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=セク
ション 名: キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。
指定できる範囲を超える値を設定した，数値を入力する個
所に文字を設定した，省略不可の項目を省略した，などの
誤りがあります。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。

KAVG03055-WKAVG03055-WKAVG03055-WKAVG03055-W
動作定義ファイルに値の指定が無かったのでデフォルト値
を利用します。セクション=セクション名 : キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）で値を指定していないキーがあります。

（S）
処理を続行します。値を指定していないキーにはデ
フォルトの値を使用します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG03056-EKAVG03056-EKAVG03056-EKAVG03056-E
PAMDBが最新の状態ではありません。

PAMDBが最新の状態ではありません。

（S）
分析デーモンを終了します。

（O）
バージョンアップのセットアップ手順を実施してくだ
さい。

（4） コマンドに関するメッセージ
（10000～ 27999）

KAVG10000-EKAVG10000-EKAVG10000-EKAVG10000-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
サービス制御を終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG10001-EKAVG10001-EKAVG10001-EKAVG10001-E
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
サービス制御を終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG10002-EKAVG10002-EKAVG10002-EKAVG10002-E
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド, 詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
要求された処理を中断し，サービスを操作前の状態に
戻します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。
501



KAVG10003-EKAVG10003-EKAVG10003-EKAVG10003-E    ～～～～    KAVG11005-EKAVG11005-EKAVG11005-EKAVG11005-E
KAVG10003-EKAVG10003-EKAVG10003-EKAVG10003-E
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名, エラー番号, エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
要求された処理を中断し，サービスを操作前の状態に
戻します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG10004-EKAVG10004-EKAVG10004-EKAVG10004-E
プロセス名との接続に失敗しました。

デーモンと接続できませんでした。

（S）
要求された処理を中断し，サービスを操作前の状態に
戻します。

（O）
デーモンプロセスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG10005-EKAVG10005-EKAVG10005-EKAVG10005-E
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
アウトしました。

（S）
要求された処理を中断し，サービスを操作前の状態に
戻します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG11000-EKAVG11000-EKAVG11000-EKAVG11000-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG11001-EKAVG11001-EKAVG11001-EKAVG11001-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG11002-EKAVG11002-EKAVG11002-EKAVG11002-E
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG11003-EKAVG11003-EKAVG11003-EKAVG11003-E
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド,詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG11004-EKAVG11004-EKAVG11004-EKAVG11004-E
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名,エラー番号,エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG11005-EKAVG11005-EKAVG11005-EKAVG11005-E
プロセス名の起動に失敗しました。

プロセスを起動できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
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KAVG11006-EKAVG11006-EKAVG11006-EKAVG11006-E    ～～～～    KAVG12005-EKAVG12005-EKAVG12005-EKAVG12005-E
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG11006-EKAVG11006-EKAVG11006-EKAVG11006-E
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
アウトしました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG11007-IKAVG11007-IKAVG11007-IKAVG11007-I
プロセス名を正常に起動しました。

デーモンを正常に起動しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG11008-EKAVG11008-EKAVG11008-EKAVG11008-E
プロセス名の起動に失敗しました。

デーモンの起動に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
対応するプロセスのエラーメッセージに従って対処し
てください。

KAVG12000-EKAVG12000-EKAVG12000-EKAVG12000-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG12001-EKAVG12001-EKAVG12001-EKAVG12001-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG12002-EKAVG12002-EKAVG12002-EKAVG12002-E
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG12003-EKAVG12003-EKAVG12003-EKAVG12003-E
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド,詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG12004-EKAVG12004-EKAVG12004-EKAVG12004-E
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名,エラー番号,エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG12005-EKAVG12005-EKAVG12005-EKAVG12005-E
プロセス名との接続に失敗しました。

デーモンと接続できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンプロセスが起動しているか確認してくださ
い。
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KAVG12006-EKAVG12006-EKAVG12006-EKAVG12006-E    ～～～～    KAVG13006-EKAVG13006-EKAVG13006-EKAVG13006-E
KAVG12006-EKAVG12006-EKAVG12006-EKAVG12006-E
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
アウトしました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG12007-IKAVG12007-IKAVG12007-IKAVG12007-I
プロセス名を正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG12008-EKAVG12008-EKAVG12008-EKAVG12008-E
プロセス名の停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
対応するプロセスのエラーメッセージに従って対処し
てください。

KAVG13000-EKAVG13000-EKAVG13000-EKAVG13000-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG13001-EKAVG13001-EKAVG13001-EKAVG13001-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG13002-EKAVG13002-EKAVG13002-EKAVG13002-E
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG13003-EKAVG13003-EKAVG13003-EKAVG13003-E
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド,詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG13004-EKAVG13004-EKAVG13004-EKAVG13004-E
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名,エラー番号,エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG13005-EKAVG13005-EKAVG13005-EKAVG13005-E
プロセス名との接続に失敗しました。

デーモンと接続できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンプロセスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG13006-EKAVG13006-EKAVG13006-EKAVG13006-E
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
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KAVG13007-IKAVG13007-IKAVG13007-IKAVG13007-I    ～～～～    KAVG14006-IKAVG14006-IKAVG14006-IKAVG14006-I
アウトしました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG13007-IKAVG13007-IKAVG13007-IKAVG13007-I
プロセス名は稼働中です。

デーモンは稼働中です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG13008-IKAVG13008-IKAVG13008-IKAVG13008-I
プロセス名は停止中です。

デーモンは停止中です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
対応するプロセスのエラーメッセージに従って対処し
てください。

KAVG14000-EKAVG14000-EKAVG14000-EKAVG14000-E
統合トレース機能の起動に失敗しました。エラーコード:
エラーコード

統合トレース機能を起動できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
統合トレースのサービスが起動しているか確認してく
ださい。

KAVG14001-EKAVG14001-EKAVG14001-EKAVG14001-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG14002-EKAVG14002-EKAVG14002-EKAVG14002-E
インストールパスが取得できません。

インストールパスが取得できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG14003-EKAVG14003-EKAVG14003-EKAVG14003-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。 

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。 

KAVG14004-IKAVG14004-IKAVG14004-IKAVG14004-I
コマンドの実行に成功しました。

コマンドが正常に実行されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG14005-EKAVG14005-EKAVG14005-EKAVG14005-E
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドが異常終了しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたエラーメッセージに従って対処した
あと，コマンドを再実行してください。

KAVG14006-IKAVG14006-IKAVG14006-IKAVG14006-I
コマンドの実行を中止しました。

ユーザーの要求に従って，コマンドの実行を中断しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。
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KAVG14007-EKAVG14007-EKAVG14007-EKAVG14007-E    ～～～～    KAVG14015-EKAVG14015-EKAVG14015-EKAVG14015-E
KAVG14007-EKAVG14007-EKAVG14007-EKAVG14007-E
テンプレート定義ファイルの読み込みに失敗しました。

テンプレート定義ファイルの読み込み時にエラーが発生し
ました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたエラーメッセージに従って対処した
あと，コマンドを再実行してください。

KAVG14008-EKAVG14008-EKAVG14008-EKAVG14008-E
採取ツール定義ファイルの読み込みに失敗しました。

採取ツール定義ファイルの読み込み時にエラーが発生しま
した。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたエラーメッセージに従って対処した
あと，コマンドを再実行してください。

KAVG14009-EKAVG14009-EKAVG14009-EKAVG14009-E
データベースの読み込みに失敗しました。

PAMDBの参照時にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG14010-EKAVG14010-EKAVG14010-EKAVG14010-E
データベースの書き込みに失敗しました。

PAMDBの書き込み時にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG14011-EKAVG14011-EKAVG14011-EKAVG14011-E
ファイルのオープンに失敗しました。ファイル名:ファイ
ル名 理由:理由

ファイルのオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）

• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG14012-EKAVG14012-EKAVG14012-EKAVG14012-E
セクション名またはキー名が省略されています。省略せず
にすべて記述してください。

定義ファイル内で，セクション名またはキー名が省略され
ています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
セクション名およびキー名は省略しないで，すべて記
載してください。

KAVG14013-EKAVG14013-EKAVG14013-EKAVG14013-E
不正な値が指定されています。キー名:キー名 値:値

定義ファイルに記載された値が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい値を記載したあと，コマンドを再実行してくだ
さい。

KAVG14014-EKAVG14014-EKAVG14014-EKAVG14014-E
採取ツールIDが重複しています。ほかの採取ツールと重
複しないIDを指定してください。値:値

採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）内で，採取
ツール IDが重複しています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
採取ツール IDを重複しない値に変更したあと，コマ
ンドを再実行してください。

KAVG14015-EKAVG14015-EKAVG14015-EKAVG14015-E
アダプターの識別名称が重複しています。すべての採取
ツールでユニークな値を設定してください。値:値

採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）内で，アダ
プター識別名称が重複しています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
識別名称は，すべての採取ツールでユニークな値を設
定してください。なお，採取ツールが JP1/DSSOの
場合は，JP1/DSSOが接続する JP1/SSOと同じ識別
名称を指定します。
506



KAVG14016-EKAVG14016-EKAVG14016-EKAVG14016-E    ～～～～    KAVG14024-EKAVG14024-EKAVG14024-EKAVG14024-E
KAVG14016-EKAVG14016-EKAVG14016-EKAVG14016-E
データベースとの接続に失敗しました。

PAMDBに接続できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG14017-EKAVG14017-EKAVG14017-EKAVG14017-E
データベースとの切断に失敗しました。

PAMDBとの接続を切断できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG14018-EKAVG14018-EKAVG14018-EKAVG14018-E
現在採取ツールとして使用されているため，採取ツールの
種類は変更できません。tool_id:採取ツールID tool_type:
採取ツールタイプ

採取ツールとして使用している場合，採取ツールの種類は
変更できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
採取ツールの種類を変更したい場合は，別の採取ツー
ル IDで再登録してください。

KAVG14019-EKAVG14019-EKAVG14019-EKAVG14019-E
現在採取ツールとして使用されているため，定義ファイル
から削除しないでください。tool_id:採取ツールID 
adpt_name:アダプター識別名

オブジェクトの採取ツールとして使用している場合，採取
ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）から定義を削除
できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
採取ツール定義ファイルから削除する場合は，採取
ツールから外してください。

KAVG14020-EKAVG14020-EKAVG14020-EKAVG14020-E
ファイルの内容が不正です。ファイル名:ファイル名 場所:
場所

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14021-EKAVG14021-EKAVG14021-EKAVG14021-E
ファイルの内容が不正です。ファイル名:ファイル名 場所:
場所 理由:理由

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14022-EKAVG14022-EKAVG14022-EKAVG14022-E
オブジェクトタイプ定義ファイルでは，すでに監視システ
ム構成定義で使用しているオブジェクトタイプの
ObjectCategoryID，ServiceTypeIDを変更することはで
きません。ObjectTypeID:オブジェクトタイプID

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14023-EKAVG14023-EKAVG14023-EKAVG14023-E
オブジェクトタイプ定義ファイルでは，すでに監視システ
ム構成定義で使用しているオブジェクトタイプは削除でき
ません。ObjectTypeID:オブジェクトタイプID

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14024-EKAVG14024-EKAVG14024-EKAVG14024-E
メトリックタイプ定義ファイルでは，すでに監視システム
構成定義で使用しているメトリックタイプの
MetricUnit，MetricAdjustFlag，MetricStatusFlagを変
更することはできません。MetricTypeID:メトリックタイ
プID

定義ファイルの内容が不正です。
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KAVG14025-EKAVG14025-EKAVG14025-EKAVG14025-E    ～～～～    KAVG14033-IKAVG14033-IKAVG14033-IKAVG14033-I
（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14025-EKAVG14025-EKAVG14025-EKAVG14025-E
メトリックタイプ定義ファイルでは，すでに監視システム
構成定義で使用しているメトリックタイプは削除できませ
ん。MetricTypeID:メトリックタイプID

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14026-EKAVG14026-EKAVG14026-EKAVG14026-E
オブジェクト・メトリック関連定義ファイルでは，すでに
監視システム構成定義で使用しているオブジェクトタイプ
のメトリックタイプとの関連づけを追加しないでくださ
い。ObjectTypeID:オブジェクトタイプID MetricTypeID:
メトリックタイプID

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14027-EKAVG14027-EKAVG14027-EKAVG14027-E
オブジェクト・メトリック関連定義ファイルでは，すでに
監視システム構成定義で使用しているオブジェクトタイプ
のメトリックタイプとの関連づけを削除しないでくださ
い。ObjectTypeID:オブジェクトタイプID MetricTypeID:
メトリックタイプID

定義ファイルの内容が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルを修正したあと，コマンドを再実行して
ください。

KAVG14028-IKAVG14028-IKAVG14028-IKAVG14028-I
テンプレート定義ファイルおよび採取ツール定義ファイル
をPAMDBに登録します。

定義ファイルを PAMDBに登録します。

（S）

定義ファイルを PAMDBに登録します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG14029-IKAVG14029-IKAVG14029-IKAVG14029-I
テンプレート定義ファイルをPAMDBに登録します。

定義ファイルを PAMDBに登録します。

（S）
定義ファイルを PAMDBに登録します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG14030-IKAVG14030-IKAVG14030-IKAVG14030-I
採取ツール定義ファイルをPAMDBに登録します。

定義ファイルを PAMDBに登録します。

（S）
定義ファイルを PAMDBに登録します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG14031-WKAVG14031-WKAVG14031-WKAVG14031-W
採取ツールがPAMDBに登録されていません。

採取ツールが PAMDBに登録されていません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
採取ツールを登録してください。

KAVG14032-EKAVG14032-EKAVG14032-EKAVG14032-E
テンプレート定義ファイルの登録がまだ行われていませ
ん。テンプレート定義ファイルの登録を先に行ってくださ
い。

テンプレート定義ファイルの読み込みが行われていないた
め，採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）を登録
できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
pamloadtmplコマンドを実行して，テンプレート定
義ファイルを登録してください。

KAVG14033-IKAVG14033-IKAVG14033-IKAVG14033-I
本コマンドを実行する前に，必ずPAM - PAMDB以外の本
製品のサービスを停止してください。

コマンド実行の確認メッセージです。
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KAVG14034-IKAVG14034-IKAVG14034-IKAVG14034-I    ～～～～    KAVG14041-EKAVG14041-EKAVG14041-EKAVG14041-E
（S）
コマンド実行を確認します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG14034-IKAVG14034-IKAVG14034-IKAVG14034-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

PAM - PAMDBサービス以外の PFM - Analysis Manager
のサービスが稼働中です。

（S）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は，PAM - PAMDBサービス以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスを停止し，コマンドを
実行します。

（O）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合，停止した PAM - PAMDBサービス以外の
PFM - Analysis Managerのサービスは，再起動しま
せん。運用を開始する前に手動で開始してください。

KAVG14035-EKAVG14035-EKAVG14035-EKAVG14035-E
pamstatus.exeの実行に失敗しました。サービス名 : サー
ビス名

pamstatusコマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG14036-IKAVG14036-IKAVG14036-IKAVG14036-I
サービス名 サービスを正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG14037-EKAVG14037-EKAVG14037-EKAVG14037-E
サービス名 サービスの停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ

い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG14038-IKAVG14038-IKAVG14038-IKAVG14038-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービ
スが稼働中のため，コマンドを中止します。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスを停止した上で，再度実行してください。

KAVG14039-EKAVG14039-EKAVG14039-EKAVG14039-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG14040-EKAVG14040-EKAVG14040-EKAVG14040-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG14041-EKAVG14041-EKAVG14041-EKAVG14041-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=定義
ファイル内のセクション名 : キー=定義ファイル内のキー
名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。 
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KAVG18000-EKAVG18000-EKAVG18000-EKAVG18000-E    ～～～～    KAVG18008-EKAVG18008-EKAVG18008-EKAVG18008-E
KAVG18000-EKAVG18000-EKAVG18000-EKAVG18000-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正な値が指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG18001-EKAVG18001-EKAVG18001-EKAVG18001-E
指定した定義ファイルファイル名のオープンに失敗しまし
た。

定義ファイルのオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 定義ファイルがあるか確認してください。
• 定義ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG18002-EKAVG18002-EKAVG18002-EKAVG18002-E
指定したインポート対象ファイルファイル名のオープンに
失敗しました。

インポート対象ファイルのオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG18003-EKAVG18003-EKAVG18003-EKAVG18003-E
指定した定義ファイルファイル名の読み込みに失敗しまし
た。

定義ファイルの読み込み中にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルのアクセス権を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG18004-EKAVG18004-EKAVG18004-EKAVG18004-E
指定したインポート対象ファイルファイル名の読み込みに
失敗しました。

インポート対象ファイルの読み込み中にエラーが発生しま
した。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルの権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG18005-EKAVG18005-EKAVG18005-EKAVG18005-E
定義ファイル内に項目が指定されていません。セクション
=セクション名 : キー=キー名

定義ファイル内の定義項目が不十分です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を確認してください。

KAVG18006-EKAVG18006-EKAVG18006-EKAVG18006-E
定義ファイル内の内容が不正です。セクション=セクショ
ン名 : キー=キー名

定義ファイル内の定義項目が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を確認してください。

KAVG18007-EKAVG18007-EKAVG18007-EKAVG18007-E
定義ファイル内に指定されたオブジェクト(オブジェクト
名)がデータベース内に存在しません。

定義ファイル内で指定されたオブジェクトが，PAMDBに
ありません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を確認してください。指定する
オブジェクトは，あらかじめ監視システム構成定義に
登録しておいてください。

KAVG18008-EKAVG18008-EKAVG18008-EKAVG18008-E
定義ファイル内に指定されたメトリック(メトリック名)が
データベース内に存在しません。

定義ファイル内に指定されたメトリックが PAMDBにあ
りません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。指定す
るメトリックは，あらかじめ監視システム構成定義に
登録しておいてください。
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KAVG18009-EKAVG18009-EKAVG18009-EKAVG18009-E    ～～～～    KAVG18017-EKAVG18017-EKAVG18017-EKAVG18017-E
KAVG18009-EKAVG18009-EKAVG18009-EKAVG18009-E
インポート対象ファイルの解析に失敗しました。

インポート対象ファイルの解析に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を確認してください。また，イ
ンポート対象ファイルのフォーマットが，PFM - 
Analysisでサポートしている形式かどうか確認して
ください。

KAVG18010-EKAVG18010-EKAVG18010-EKAVG18010-E
メモリー不足が発生しました。詳細情報

処理中にメモリー不足が発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• インポート対象ファイル内のデータが大きい場合，
分割してインポートしてください。

• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

KAVG18011-EKAVG18011-EKAVG18011-EKAVG18011-E
データベースへの接続に失敗しました。

PAMDBの接続に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBが正常に動作しているか確認してください。

KAVG18012-EKAVG18012-EKAVG18012-EKAVG18012-E
データベース書き込み中にエラーが発生しました。

データの書き込み中にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスを確認してください。

KAVG18013-IKAVG18013-IKAVG18013-IKAVG18013-I
インポートを開始します。

pamimportコマンドを開始しました。

（S）
コマンドを開始します。

（O）

エラーではないため，対処は不要です。

KAVG18014-IKAVG18014-IKAVG18014-IKAVG18014-I
インポートが完了しました。

pamimportコマンドが終了しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG18015-EKAVG18015-EKAVG18015-EKAVG18015-E
インポートに失敗しました。

pamimportコマンドが失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
出力されたエラーメッセージを確認し，対処してくだ
さい。

KAVG18016-EKAVG18016-EKAVG18016-EKAVG18016-E
定義ファイル内に指定されたメトリック(メトリック名)は
インポート用のメトリックではありません。

定義ファイル内に指定されたメトリックがインポート対象
となるメトリックではありません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目および監視システム構成定義を
再確認してください。指定するメトリックの採取ツー
ルを，「インポート」に設定しておく必要があります。

KAVG18017-EKAVG18017-EKAVG18017-EKAVG18017-E
インスタンスの値が出力されている列として同じ列番号が
重複して定義されています。

定義ファイル内で，インスタンスの値が出力されている列
に，同じ列番号が定義されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。複数の
インスタンスが同じ行に出力される形式の場合は，各
インスタンスの値は異なる列に出力されるようにして
ください。
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KAVG18018-EKAVG18018-EKAVG18018-EKAVG18018-E    ～～～～    KAVG18025-EKAVG18025-EKAVG18025-EKAVG18025-E
KAVG18018-EKAVG18018-EKAVG18018-EKAVG18018-E
インスタンスを識別するための文字列として同じ文字列が
重複して定義されています。

定義ファイル内で，インスタンスを識別するための文字列
に同じ文字列が定義されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。複数の
インスタンスがある場合，インスタンスごとに異なる
文字列を指定してください。

KAVG18019-EKAVG18019-EKAVG18019-EKAVG18019-E
不正に複数個の値を設定しています。

複数個の値を指定できない場合に，一つのキーに複数個の
値を指定しています。例えば，instance_flagに 0を設定
した場合，instance_columnに指定できる列番号の個数は
一つだけです。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。

KAVG18020-EKAVG18020-EKAVG18020-EKAVG18020-E
項目に指定した値の個数がほかの項目の個数と不一致で
す。

ある項目に指定した値の個数が，ほかの項目の個数と一致
していません。例えば，複数のインスタンスが同じ行に出
力されている形式の場合，instance_columnと
instance_indexに指定する値の個数は一致している必要
があります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。

KAVG18021-IKAVG18021-IKAVG18021-IKAVG18021-I
インポート対象ファイル ファイル名 にデータがありませ
ん。

インポート対象ファイルにデータがないため，何もイン
ポートされませんでした。

（S）
pamimportコマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG18022-WKAVG18022-WKAVG18022-WKAVG18022-W
インポート対象ファイルの日時フォーマットが不正な行を
無視しました。詳細情報

日時のカラムに日時として解析できないデータが入ってい
たため，行を無視しました。

（S）
問題があった行のデータを無視して処理を続行しま
す。

（O）
インポート定義ファイルに指定した日時のカラムや日
時の指定形式を確認してください。

KAVG18023-WKAVG18023-WKAVG18023-WKAVG18023-W
インポート対象ファイルの日時が重複している行を無視し
ました。詳細情報

日時がほかの行と重複していたため，行を無視しました。

（S）
問題があった行のデータを無視して処理を続行しま
す。

（O）
インポート対象ファイルの内容に問題がないか確認し
てください。

KAVG18024-EKAVG18024-EKAVG18024-EKAVG18024-E
定義ファイル内に指定されたオブジェクト（オブジェクト
名）は非監視です。

オブジェクトが監視対象外のため，インポートできません
でした。

（S）
pamimportコマンドを終了します。

（O）
• インポート対象ファイルの内容に問題がないか確認
してください。

• オブジェクトを監視対象にするには，Definerで監
視対象から外す設定を解除してください。

KAVG18025-EKAVG18025-EKAVG18025-EKAVG18025-E
定義ファイル内に指定されたメトリック（メトリック名）
はステータスメトリックです。

メトリックがステータスメトリックのため，インポートで
きませんでした。

（S）
pamimportコマンドを終了します。

（O）
• インポート対象ファイルの内容に問題がないか確認
してください。

• ステータスメトリックはインポートできません。別
のメトリックを指定してください。
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KAVG18026-EKAVG18026-EKAVG18026-EKAVG18026-E    ～～～～    KAVG19005-EKAVG19005-EKAVG19005-EKAVG19005-E
KAVG18026-EKAVG18026-EKAVG18026-EKAVG18026-E
時間粒度がデータベースに登録されていません。

時間粒度が PAMDBに登録されていないためインポート
できませんでした。

（S）
pamimportコマンドを終了します。

（O）
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）で時間粒度を設定したあと，収集デーモ
ンを起動してください。詳細については，「11.2.1　
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）」を参照してください。

KAVG18027-EKAVG18027-EKAVG18027-EKAVG18027-E
データベース読み込み中にエラーが発生しました。

PAMDBのデータの読み込み中にエラーが発生しました。

（S）
pamimportコマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスが動作しているか確認してくださ
い。

KAVG18028-EKAVG18028-EKAVG18028-EKAVG18028-E
日時フォーマットと列番号の設定が不一致です。

定義ファイルに指定されている日時フォーマット IDの設
定と，日付の列番号，時刻の列番号の組み合わせに誤りが
あります。

（S）
pamimportコマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。

KAVG19000-EKAVG19000-EKAVG19000-EKAVG19000-E
オプション（"-"含む）オプションはサポートされていま
せん。

サポートしていないオプションが入力されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドのオプションを確認してください。

KAVG19001-EKAVG19001-EKAVG19001-EKAVG19001-E
コマンドラインのオプションが誤っています。：オプショ
ン（"-"含む）

コマンドラインの書式が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドのオプションを確認してください。

KAVG19002-EKAVG19002-EKAVG19002-EKAVG19002-E
オプション（"-"含む）オプションは必須です。必ず指定
してください。

必須のオプションが省略されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドの書式を確認してください。

KAVG19003-EKAVG19003-EKAVG19003-EKAVG19003-E
指定した開始日時が，現在日時よりあとです。

コマンドを実行した時刻よりあとの開始日時が指定されて
います。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時に，コマンド実行時以前の日時を指定してく
ださい。

KAVG19004-EKAVG19004-EKAVG19004-EKAVG19004-E
指定した開始日時が，指定した終了日時よりあとです。

開始日時に，指定した終了日時よりあとの日時が指定され
ています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時に，終了日時以前の日時を指定してくださ
い。

KAVG19005-EKAVG19005-EKAVG19005-EKAVG19005-E
指定した開始日時が，有効範囲外です。

指定した開始日時が有効範囲外です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時に，有効範囲内の日時を指定してください。
有効範囲は，1980年 1月 1日から 2029年 12月 31
日までです。
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KAVG19006-EKAVG19006-EKAVG19006-EKAVG19006-E    ～～～～    KAVG19015-EKAVG19015-EKAVG19015-EKAVG19015-E
KAVG19006-EKAVG19006-EKAVG19006-EKAVG19006-E
指定した開始日時の形式が不正です。

指定した開始日時の形式が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時の形式を確認してください。

KAVG19007-EKAVG19007-EKAVG19007-EKAVG19007-E
指定した終了日時が，有効範囲外です。

指定した終了日時が有効範囲外です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
終了日時に，有効範囲内の日時を指定してください。
有効範囲は，1980年 1月 1日から 2029年 12月 31
日までです。

KAVG19008-EKAVG19008-EKAVG19008-EKAVG19008-E
指定した終了日時の形式が不正です。

指定した終了日時の形式が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
終了日時の形式を確認してください。

KAVG19009-EKAVG19009-EKAVG19009-EKAVG19009-E
指定した定義ファイルファイル名が見つかりません。

定義ファイルが見つかりません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルがあるか，確認してください。

KAVG19010-EKAVG19010-EKAVG19010-EKAVG19010-E
指定した定義ファイルファイル名の読み込み中にエラーが
発生しました。

定義ファイルの読み込み時にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG19011-EKAVG19011-EKAVG19011-EKAVG19011-E
定義ファイルファイル名のセクション名セクションで，
キー名が指定されていません。

定義ファイル内に，必要な項目が指定されていません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 定義ファイル内に，指定項目の記述があるか，確認
してください。

• 指定項目の形式に誤りがないか，確認してくださ
い。

KAVG19012-EKAVG19012-EKAVG19012-EKAVG19012-E
定義ファイルファイル名のセクション名セクションで指定
したキー名が有効範囲外です。

定義ファイル内で指定した項目が有効範囲外です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内で指定した項目の範囲に誤りがない
か，確認してください。

KAVG19013-EKAVG19013-EKAVG19013-EKAVG19013-E
定義ファイルファイル名のセクション名セクションで指定
したキー名の形式が不正です。

定義ファイル内で指定した項目の形式が誤っています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内で指定した項目の形式に誤りがない
か，確認してください。

KAVG19014-EKAVG19014-EKAVG19014-EKAVG19014-E
定義ファイルファイル名のセクション名セクションで指定
したキー名の文字数が制限を超えています。

定義ファイル内で指定した項目の文字数が，制限を超えて
います。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルで指定した項目の文字数が制限を超えて
いないか，確認してください。

KAVG19015-EKAVG19015-EKAVG19015-EKAVG19015-E
出力するデータの取得に失敗しました。

PAMDBからのデータの取得に失敗しました。
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KAVG19016-WKAVG19016-WKAVG19016-WKAVG19016-W    ～～～～    KAVG19024-IKAVG19024-IKAVG19024-IKAVG19024-I
（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG19016-WKAVG19016-WKAVG19016-WKAVG19016-W
指定された期間において，オブジェクト名のメトリック名
の値が存在しません。

PAMDBに，指定した時刻範囲内の指定したメトリックの
値がありません。

（S）
処理を続行します。

（O）
• 指定した期間内に，指定したメトリックの値が

PAMDBにあるか，確認してください。
• 指定した開始日時，終了日時を確認してください。

KAVG19017-WKAVG19017-WKAVG19017-WKAVG19017-W
データベースに，オブジェクト名のメトリック名の情報が
存在しません。

指定したメトリックの情報が，PAMDBにありません。

（S）
処理を続行します。

（O）
• 指定したメトリックが PAMDBにあるか，確認し
てください。

• 指定したメトリック名，オブジェクト名が間違って
いないか，確認してください。

KAVG19018-EKAVG19018-EKAVG19018-EKAVG19018-E
既存のディレクトリが，出力ファイルとして指定されまし
た。（ファイル名）

すでにあるディレクトリを，出力ファイル名に指定しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
既存のファイル（ディレクトリ）を削除する，または
別の名前を指定してコマンドを再実行してください。

KAVG19019-EKAVG19019-EKAVG19019-EKAVG19019-E
指定した出力ファイル名が不正です。（出力ファイル名）

指定した出力ファイル名が不正です。最後に「¥」または

「/」があります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）

正しい名前を出力ファイル名に指定してください。

KAVG19020-EKAVG19020-EKAVG19020-EKAVG19020-E
指定されたファイルの出力に失敗しました。指定された出
力ファイルファイル名のパスが存在しません。

出力ファイル名に指定したファイルパスがありません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定したファイルパスがあるか確認してください。

KAVG19021-EKAVG19021-EKAVG19021-EKAVG19021-E
指定されたファイルの出力に失敗しました。指定された出
力ファイルファイル名のアクセス権がありません。

指定した出力ファイルのアクセス権がありません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG19022-EKAVG19022-EKAVG19022-EKAVG19022-E
指定されたファイルの出力に失敗しました。ディスクの容
量が不足しています。 : ファイル名

ディスク容量が不足しています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
不要なファイルを削除する，またはディスクを増設し
たあと，再度実行してください。

KAVG19023-IKAVG19023-IKAVG19023-IKAVG19023-I
指定した出力ファイルファイル名はすでに存在します。上
書きしてよいですか？（y/n [n]）

指定した出力ファイルがすでにあります。

（S）
「y」が入力されると上書き保存を実行します。「n」
が入力されると保存処理前の状態に戻ります。

（O）
上書き保存する場合は「y」を，上書き保存しない場
合は「n」を入力してください。

KAVG19024-IKAVG19024-IKAVG19024-IKAVG19024-I
ファイルファイル名を上書きしました。

指定した出力ファイル名のファイルがすでにあり，-fオプ
ションまたは上書き確認入力で，上書きが許可されまし
た。
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KAVG19025-WKAVG19025-WKAVG19025-WKAVG19025-W    ～～～～    KAVG20000-EKAVG20000-EKAVG20000-EKAVG20000-E
（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG19025-WKAVG19025-WKAVG19025-WKAVG19025-W
指定した出力ファイルファイル名はすでに存在するので，
ファイル出力を中止します。

指定した出力ファイルがすでにあり，上書き確認プロンプ
トで「Y」または「y」が入力されませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
別のファイル名を指定してください。ファイルを上書
きする場合は，-fオプションを指定してください。

KAVG19026-EKAVG19026-EKAVG19026-EKAVG19026-E
メモリー不足が発生しました。

処理中にメモリー不足が発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG19027-EKAVG19027-EKAVG19027-EKAVG19027-E
システムでエラーが発生しました。

システムコールなどでエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決しない場合は，システム管理者に連
絡してください。

KAVG19028-EKAVG19028-EKAVG19028-EKAVG19028-E
予期せぬエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG19029-EKAVG19029-EKAVG19029-EKAVG19029-E
RASの初期化に失敗しました。

RASの初期化に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG19030-IKAVG19030-IKAVG19030-IKAVG19030-I
コマンドの実行に成功しました。

コマンドが成功しました。

（S）
pamexportコマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG19031-EKAVG19031-EKAVG19031-EKAVG19031-E
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドが失敗しました。

（S）
pamexportコマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたエラー内容に従って対処したあと，
コマンドを再実行してください。

KAVG19032-IKAVG19032-IKAVG19032-IKAVG19032-I
コマンドの実行を中止しました。

ユーザーの要求に従って，コマンドの実行を中断しまし
た。

（S）
pamexportコマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG20000-EKAVG20000-EKAVG20000-EKAVG20000-E
統合トレース機能の起動に失敗しました。エラーコード:
詳細なエラー内容

統合トレース機能を起動できませんでした。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
統合トレースのサービスを確認してください。
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KAVG20001-EKAVG20001-EKAVG20001-EKAVG20001-E    ～～～～    KAVG20010-EKAVG20010-EKAVG20010-EKAVG20010-E
KAVG20001-EKAVG20001-EKAVG20001-EKAVG20001-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドのオプションが誤っています。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
コマンドのオプションを確認してください。

KAVG20002-IKAVG20002-IKAVG20002-IKAVG20002-I
PAMDBのセットアップを開始しました。

PAMDBのセットアップを開始しました。

（S）
PAMDBのセットアップを開始します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG20003-IKAVG20003-IKAVG20003-IKAVG20003-I
PAMDBのセットアップを中止しました。

PAMDBのセットアップを中止しました。

（S）
PAMDBのセットアップを中止します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG20004-IKAVG20004-IKAVG20004-IKAVG20004-I
PAMDBのセットアップが完了しました。

PAMDBのセットアップが完了しました。

（S）
PAMDBのセットアップを完了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG20005-EKAVG20005-EKAVG20005-EKAVG20005-E
PAMDBのセットアップが中断されました。原因:原因

PAMDBのセットアップが中断されました。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
エラーの原因を解決したあと，PAMDBを再セット
アップしてください。

KAVG20006-EKAVG20006-EKAVG20006-EKAVG20006-E
インストールパスが取得できません。

インストールパスを取得できません。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG20007-EKAVG20007-EKAVG20007-EKAVG20007-E
メモリー不足が発生しました。

処理中にメモリー不足が発生しました。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
不要なアプリケーションを終了したあと，PAMDBを
再セットアップしてください。

KAVG20008-IKAVG20008-IKAVG20008-IKAVG20008-I
本コマンドを実行する前に，必ずPAM - PAMDB以外の本
製品のサービスを停止してください。

コマンド実行の確認メッセージです。

（S）
コマンド実行を確認します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG20009-EKAVG20009-EKAVG20009-EKAVG20009-E
PAMDBセットアップ定義ファイル内に項目が指定されて
いません。セクション=セクション名 : キー=キー名

定義ファイル内の定義項目が不十分です。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。

KAVG20010-EKAVG20010-EKAVG20010-EKAVG20010-E
PAMDBセットアップ定義ファイル内の内容が不正です。
セクション=セクション名 : キー=キー名

定義ファイル内の定義項目が不正です。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
定義ファイル内の項目を再確認してください。
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KAVG20011-IKAVG20011-IKAVG20011-IKAVG20011-I    ～～～～    KAVG20018-EKAVG20018-EKAVG20018-EKAVG20018-E
KAVG20011-IKAVG20011-IKAVG20011-IKAVG20011-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

PAM - PAMDBサービス以外の PFM - Analysis Manager
のサービスが稼働中です。

（S）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は，PAM - PAMDBサービス以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスを停止し，コマンドを
実行します。

（O）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は，停止した PAM - PAMDBサービス以外の
PFM - Analysis Managerのサービスは，再起動しま
せん。運用を開始する前に手動で開始してください。

KAVG20012-EKAVG20012-EKAVG20012-EKAVG20012-E
pamstatus.exeの実行に失敗しました。サービス名:サービ
ス名

pamstatusコマンドの実行に失敗しました。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG20013-IKAVG20013-IKAVG20013-IKAVG20013-I
サービス名サービスを正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG20014-EKAVG20014-EKAVG20014-EKAVG20014-E
サービス名サービスの停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG20015-EKAVG20015-EKAVG20015-EKAVG20015-E
PAMDBセットアップ定義ファイルのオープンに失敗しま
した。

PAMDBセットアップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）
のオープンに中にエラーが発生しました。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
• PAMDBセットアップ定義ファイルがあるかどう
か確認してください。

• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG20016-EKAVG20016-EKAVG20016-EKAVG20016-E
PAMDBセットアップ定義ファイルの読み込みに失敗しま
した。

PAMDBセットアップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）
の読み込み中にエラーが発生しました。

（S）
PAMDBのセットアップを中断します。

（O）
• PAMDBセットアップ定義ファイルがあるかどう
か確認してください。

• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG20017-IKAVG20017-IKAVG20017-IKAVG20017-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービ
スが稼働中のため，コマンドを中止します。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスを停止した上で，再度実行してください。

KAVG20018-EKAVG20018-EKAVG20018-EKAVG20018-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
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KAVG20019-EKAVG20019-EKAVG20019-EKAVG20019-E    ～～～～    KAVG22007-EKAVG22007-EKAVG22007-EKAVG22007-E
KAVG20019-EKAVG20019-EKAVG20019-EKAVG20019-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG20020-EKAVG20020-EKAVG20020-EKAVG20020-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=定義
ファイル内のセクション名 : キー=定義ファイル内のキー
名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。 

KAVG22000-EKAVG22000-EKAVG22000-EKAVG22000-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG22001-EKAVG22001-EKAVG22001-EKAVG22001-E
指定されたオブジェクト(オブジェクト名)がデータベース
内に存在しません。

引数で指定されたオブジェクトが PAMDBにありません。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
削除するオブジェクト名を確認してください。

KAVG22002-EKAVG22002-EKAVG22002-EKAVG22002-E
指定されたメトリック(メトリック名)がデータベース内に
存在しません。

引数で指定されたメトリックが PAMDBにありません。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
削除するメトリック名を確認してください。

KAVG22003-EKAVG22003-EKAVG22003-EKAVG22003-E
データベースへの接続に失敗しました。

PAMDBの接続に失敗しました。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
PAMDBが正常に動作しているか確認してください。

KAVG22004-EKAVG22004-EKAVG22004-EKAVG22004-E
データ削除中にエラーが発生しました。

PAMDBのデータの削除中にエラーが発生しました。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
PAMDBが正常に動作しているか確認してください。

KAVG22005-IKAVG22005-IKAVG22005-IKAVG22005-I
データの削除を開始します。

pamdbdeldataコマンドを開始します。

（S）
pamdbdeldataコマンドを開始します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG22006-IKAVG22006-IKAVG22006-IKAVG22006-I
データの削除が完了しました。

pamdbdeldataコマンドが終了しました。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG22007-EKAVG22007-EKAVG22007-EKAVG22007-E
データの削除に失敗しました。

pamdbdeldataコマンドが失敗しました。

（S）
pamdbdeldataコマンドが失敗しました。

（O）
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KAVG22008-EKAVG22008-EKAVG22008-EKAVG22008-E    ～～～～    KAVG22016-EKAVG22016-EKAVG22016-EKAVG22016-E
ログ出力されているエラーを確認し，対処してくださ
い。

KAVG22008-EKAVG22008-EKAVG22008-EKAVG22008-E
メモリー不足が発生しました。詳細情報

メモリー不足が発生しました。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG22009-EKAVG22009-EKAVG22009-EKAVG22009-E
指定されたメトリック（メトリック名）はインポート用の
メトリックではありません。

指定されたメトリックがインポート用のメトリックでない
ため，削除できませんでした。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
• 削除するメトリック名を確認してください。
• インポート用以外のメトリックを削除する場合は，
オプションを正しく指定しているか確認してくださ
い。

KAVG22010-EKAVG22010-EKAVG22010-EKAVG22010-E
データベース読み込み中にエラーが発生しました。

PAMDBのデータを読み込み中にエラーが発生しました。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
PAMDBが正常に動作しているか確認してください。

KAVG22011-EKAVG22011-EKAVG22011-EKAVG22011-E
インストールパスが取得できません。

インストールパスが取得できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG22012-IKAVG22012-IKAVG22012-IKAVG22012-I
データの削除を中止しました。

pamdbdeldataコマンドが中止されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG22013-IKAVG22013-IKAVG22013-IKAVG22013-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

PAM - PAMDBサービス以外の PFM - Analysis Manager
のサービスが稼働中です。

（S）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は，PAM - PAMDBサービス以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスを停止させ，コマンド
を実行します。

（O）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は，停止された PAM - PAMDBサービス以外
の PFM - Analysis Managerのサービスは，再起動さ
れません。運用を開始する前に，手動で開始してくだ
さい。

KAVG22014-EKAVG22014-EKAVG22014-EKAVG22014-E
pamstatus.exeの実行に失敗しました。サービス名:サービ
ス名

pamstatusコマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG22015-IKAVG22015-IKAVG22015-IKAVG22015-I
サービス名サービスを正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG22016-EKAVG22016-EKAVG22016-EKAVG22016-E
サービス名サービスの停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
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KAVG22017-IKAVG22017-IKAVG22017-IKAVG22017-I    ～～～～    KAVG23001-EKAVG23001-EKAVG23001-EKAVG23001-E
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG22017-IKAVG22017-IKAVG22017-IKAVG22017-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービ
スが稼働中のため，コマンドを中止します。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスを停止した上で，再度実行してください。

KAVG22018-EKAVG22018-EKAVG22018-EKAVG22018-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG22019-EKAVG22019-EKAVG22019-EKAVG22019-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG22020-EKAVG22020-EKAVG22020-EKAVG22020-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=定義
ファイル内のセクション名 : キー=定義ファイル内のキー
名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。

KAVG22021-EKAVG22021-EKAVG22021-EKAVG22021-E
指定されたインスタンス(インスタンスインデックス)が
データベース内に存在しません。

引数で指定されたインスタンスが PAMDBにありません。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
削除するインスタンスインデックスを確認してくださ
い。

KAVG22022-EKAVG22022-EKAVG22022-EKAVG22022-E
指定されたオブジェクト(オブジェクト名)にはインポート
用以外のメトリックが含まれています。

指定されたオブジェクトにはインポート用以外のメトリッ
クが含まれていたため，削除できませんでした。

（S）
pamdbdeldataコマンドを終了します。

（O）
削除するオブジェクト名を確認してください。一つで
もインポート用以外のメトリックを含んでいるオブ
ジェクトを削除する場合は，オプションが正しく指定
されているか確認してください。

KAVG22023-IKAVG22023-IKAVG22023-IKAVG22023-I
指定されたオブジェクト(オブジェクト名)のメトリック(メ
トリック名)のデータ削除が完了しました。

引数で指定されたオブジェクトのメトリックのデータ削除
が完了しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため対処する必要はありません。

KAVG23000-EKAVG23000-EKAVG23000-EKAVG23000-E
統合トレース機能の起動に失敗しました。エラーコード:
詳細なエラー内容

統合トレース機能を起動できませんでした。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
統合トレースのサービスの起動を確認してください。

KAVG23001-EKAVG23001-EKAVG23001-EKAVG23001-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドのオプションが誤っています。
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KAVG23002-IKAVG23002-IKAVG23002-IKAVG23002-I    ～～～～    KAVG23010-EKAVG23010-EKAVG23010-EKAVG23010-E
（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
コマンドのオプションを確認してください。

KAVG23002-IKAVG23002-IKAVG23002-IKAVG23002-I
PAMDBのアンセットアップを開始しました。

PAMDBのアンセットアップを開始しました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを開始します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG23003-IKAVG23003-IKAVG23003-IKAVG23003-I
PAMDBのアンセットアップを中止しました。

PAMDBのアンセットアップを中止しました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中止します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG23004-IKAVG23004-IKAVG23004-IKAVG23004-I
PAMDBのアンセットアップが完了しました。

PAMDBのアンセットアップが完了しました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを完了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG23005-EKAVG23005-EKAVG23005-EKAVG23005-E
PAMDBのアンセットアップが中断されました。原因:原
因

PAMDBのアンセットアップが中断されました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
発生したエラーに対処したあと，PAMDBを再度アン
セットアップしてください。

KAVG23006-EKAVG23006-EKAVG23006-EKAVG23006-E
インストールパスが取得できません。

インストールパスを取得できません。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG23007-EKAVG23007-EKAVG23007-EKAVG23007-E
メモリー不足が発生しました。

処理中にメモリー不足が発生しました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
不要なアプリケーションを終了したあと，PAMDBを
再度アンセットアップしてください。

KAVG23008-IKAVG23008-IKAVG23008-IKAVG23008-I
本コマンドを実行する前に，必ずPAM - PAMDB以外の本
製品のサービスを停止してください。

コマンド実行の確認メッセージです。

（S）
コマンド実行を確認します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG23009-IKAVG23009-IKAVG23009-IKAVG23009-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

PAM - PAMDBサービス以外の PFM - Analysis Manager
のサービスが稼働中です。

（S）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合，PAM - PAMDBサービス以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスを停止し，コマンドを
実行します。

（O）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合，停止した PAM - PAMDBサービス以外の
PFM - Analysis Managerのサービスは，再起動しま
せん。運用を開始する前に手動で開始してください。

KAVG23010-EKAVG23010-EKAVG23010-EKAVG23010-E
pamstatus.exeの実行に失敗しました。サービス名:サービ
ス名

pamstatusコマンドの実行に失敗しました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。
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KAVG23011-IKAVG23011-IKAVG23011-IKAVG23011-I    ～～～～    KAVG25002-EKAVG25002-EKAVG25002-EKAVG25002-E
KAVG23011-IKAVG23011-IKAVG23011-IKAVG23011-I
サービス名サービスを正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG23012-EKAVG23012-EKAVG23012-EKAVG23012-E
サービス名サービスの停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
PAMDBのアンセットアップを中断します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG23013-IKAVG23013-IKAVG23013-IKAVG23013-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービ
スが稼働中のため，コマンドを中止します。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスを停止した上で，再度実行してください。

KAVG23014-EKAVG23014-EKAVG23014-EKAVG23014-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG23015-EKAVG23015-EKAVG23015-EKAVG23015-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG23016-EKAVG23016-EKAVG23016-EKAVG23016-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=定義
ファイル内のセクション名 : キー=定義ファイル内のキー
名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。 

KAVG25000-EKAVG25000-EKAVG25000-EKAVG25000-E
統合トレース機能の起動に失敗しました。エラーコード:
エラーコード

統合トレース機能を起動できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
トレースのサービスが起動しているか確認してくださ
い。 

KAVG25001-EKAVG25001-EKAVG25001-EKAVG25001-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG25002-EKAVG25002-EKAVG25002-EKAVG25002-E
メモリー不足が発生しました。詳細情報

メモリー不足が発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。
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KAVG25003-EKAVG25003-EKAVG25003-EKAVG25003-E    ～～～～    KAVG25012-EKAVG25012-EKAVG25012-EKAVG25012-E
KAVG25003-EKAVG25003-EKAVG25003-EKAVG25003-E
インストールパスが取得できません。

インストールパスが取得できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG25004-IKAVG25004-IKAVG25004-IKAVG25004-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

PAM - PAMDBサービス以外の PFM - Analysis Manager
のサービスが稼働中です。

（S）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合，PAM - PAMDBサービス以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスを停止し，コマンドを
実行します。

（O）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合，停止した PAM - PAMDBサービス以外の
PFM - Analysis Managerのサービスは，再起動しま
せん。運用を開始する前に手動で開始してください。

KAVG25005-EKAVG25005-EKAVG25005-EKAVG25005-E
pamstatus.exeの実行に失敗しました。サービス名:サービ
ス名

pamstatusコマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG25006-IKAVG25006-IKAVG25006-IKAVG25006-I
サービス名サービスを正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG25007-EKAVG25007-EKAVG25007-EKAVG25007-E
サービス名サービスの停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG25008-IKAVG25008-IKAVG25008-IKAVG25008-I
オブジェクト名の変更を開始します。

pamchgobjnameコマンドを開始します。

（S）
コマンドを開始します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG25009-IKAVG25009-IKAVG25009-IKAVG25009-I
オブジェクト名の変更を中止しました。

pamchgobjnameコマンドを中止しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG25010-IKAVG25010-IKAVG25010-IKAVG25010-I
オブジェクト名の変更に成功しました。

pamchgobjnameコマンドが終了しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG25011-EKAVG25011-EKAVG25011-EKAVG25011-E
オブジェクト名の変更に失敗しました。

pamchgobjnameコマンドが失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
出力されたエラーメッセージを確認し，対処してくだ
さい。

KAVG25012-EKAVG25012-EKAVG25012-EKAVG25012-E
データベースとの接続に失敗しました。

PAMDBとの接続に失敗しました。

（S）
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KAVG25013-EKAVG25013-EKAVG25013-EKAVG25013-E    ～～～～    KAVG25020-EKAVG25020-EKAVG25020-EKAVG25020-E
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスの動作を確認してください。

KAVG25013-EKAVG25013-EKAVG25013-EKAVG25013-E
データベース書き込み中にエラーが発生しました。

PAMDBへのデータの書き込み中にエラーが発生しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスの動作を確認してください。

KAVG25014-EKAVG25014-EKAVG25014-EKAVG25014-E
データベースへのアクセスでエラーが発生しました。

PAMDBへのアクセス時にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスの動作を確認してください。

KAVG25015-EKAVG25015-EKAVG25015-EKAVG25015-E
変更前のオブジェクト名と変更後のオブジェクト名が同じ
です。

変更前オブジェクト名と変更後オブジェクト名が同じで
す。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
変更後オブジェクト名には，変更前オブジェクト名と
異なる名称を指定してください。

KAVG25016-EKAVG25016-EKAVG25016-EKAVG25016-E
指定された変更前のオブジェクト（変更前オブジェクト
名）がデータベース内に存在しません。

指定された変更前オブジェクト名が PAMDBにありませ
ん。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
変更前オブジェクト名には，過去に登録したオブジェ
クト名を指定してください。

KAVG25017-EKAVG25017-EKAVG25017-EKAVG25017-E
指定された変更後のオブジェクト名（変更後オブジェクト
名）はすでにデータベース内で使用されています。

指定された変更後オブジェクト名は，すでに PAMDBで
使用されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
変更後オブジェクト名には，過去に登録していないオ
ブジェクト名を指定してください。

KAVG25018-IKAVG25018-IKAVG25018-IKAVG25018-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerのサービ
スが稼働中のため，コマンドを中止します。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスを停止した上で，再度実行してください。

KAVG25019-EKAVG25019-EKAVG25019-EKAVG25019-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG25020-EKAVG25020-EKAVG25020-EKAVG25020-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。
525



KAVG25021-EKAVG25021-EKAVG25021-EKAVG25021-E    ～～～～    KAVG26009-EKAVG26009-EKAVG26009-EKAVG26009-E
KAVG25021-EKAVG25021-EKAVG25021-EKAVG25021-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=定義
ファイル内のセクション名 : キー=定義ファイル内のキー
名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。 

KAVG26001-IKAVG26001-IKAVG26001-IKAVG26001-I
コマンドの実行に成功しました。

コマンドの実行に成功しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG26002-EKAVG26002-EKAVG26002-EKAVG26002-E
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたメッセージに従って対処してくださ
い。

KAVG26003-IKAVG26003-IKAVG26003-IKAVG26003-I
コマンドの実行を中断しました。

コマンドが中止されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG26004-EKAVG26004-EKAVG26004-EKAVG26004-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG26005-EKAVG26005-EKAVG26005-EKAVG26005-E
データベースへの接続に失敗しました。

PAMDBへの接続に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAMDBが正常に動作しているか確認してください。

KAVG26006-EKAVG26006-EKAVG26006-EKAVG26006-E
データベースへのアクセスでエラーが発生しました。詳細
情報

PAMDBへのアクセス時にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドの注意事項に記載されている，コマンド失敗
時の回復手順に従って回復してください。

KAVG26007-EKAVG26007-EKAVG26007-EKAVG26007-E
インストールパスが取得できません。

インストールパスが取得できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG26008-EKAVG26008-EKAVG26008-EKAVG26008-E
動作定義ファイルのオープンに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG26009-EKAVG26009-EKAVG26009-EKAVG26009-E
動作定義ファイルの読み込みに失敗しました。

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の読み込みに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。
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KAVG26010-EKAVG26010-EKAVG26010-EKAVG26010-E    ～～～～    KAVG27000-EKAVG27000-EKAVG27000-EKAVG27000-E
（O）
• ファイルがあるか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG26010-EKAVG26010-EKAVG26010-EKAVG26010-E
動作定義ファイルの内容が不正です。セクション=セク
ション名 : キー=キー名

PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）の定義内容に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの設定内容を修正し，再度実行してくださ
い。

KAVG26011-IKAVG26011-IKAVG26011-IKAVG26011-I
%1サービスを正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG26012-EKAVG26012-EKAVG26012-EKAVG26012-E
%1サービスの停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合はシステム管理者に連絡し
てください。

KAVG26013-EKAVG26013-EKAVG26013-EKAVG26013-E
pamstatus.exeの実行に失敗しました。サービス名:サービ
ス名

pamstatus.exeの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG26014-IKAVG26014-IKAVG26014-IKAVG26014-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中です。

（S）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は PAM - PAMDBサービス以外の PFM - 
Analysis Managerのサービスを停止させ，コマンド
を実行します。

（O）
このメッセージが出力された上でコマンドを続行させ
た場合は，停止された PAM - PAMDBサービス以外
の PFM - Analysis Managerのサービスは再起動され
ません。運用を開始する前に，手動で開始してくださ
い。

KAVG26015-IKAVG26015-IKAVG26015-IKAVG26015-I
PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

PAM - PAMDB以外の本製品のサービスが稼働中のため，
コマンドを中止します。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
PAM - PAMDB以外の PFM - Analysis Managerの
サービスを停止した上で再度実行してください。

KAVG26016-IKAVG26016-IKAVG26016-IKAVG26016-I
削除処理を開始します。

削除処理を開始します。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG26017-IKAVG26017-IKAVG26017-IKAVG26017-I
削除処理が正常に終了しました。

削除処理が正常に終了しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG27000-EKAVG27000-EKAVG27000-EKAVG27000-E
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。
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KAVG27002-EKAVG27002-EKAVG27002-EKAVG27002-E    ～～～～    KAVG27010-IKAVG27010-IKAVG27010-IKAVG27010-I
（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG27002-EKAVG27002-EKAVG27002-EKAVG27002-E
データベースとの接続に失敗しました。

PAMDBとの接続に失敗しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスの動作を確認してください。

KAVG27003-EKAVG27003-EKAVG27003-EKAVG27003-E
データベースから監視定義情報の取得に失敗しました。

PAMDBから監視定義情報の取得時にエラーが発生しまし
た。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
PAMDBのサービスの動作を確認してください。

KAVG27004-EKAVG27004-EKAVG27004-EKAVG27004-E
既存のディレクトリが，出力ファイルとして指定されまし
た。 ファイル名:ファイル名

すでにあるディレクトリを出力ファイル名に指定していま
す。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
既存のファイルまたはディレクトリを削除してくださ
い。または，別の名前を指定してください。

KAVG27005-EKAVG27005-EKAVG27005-EKAVG27005-E
指定されたファイルの出力に失敗しました。パスが存在し
ません。 ファイル名:ファイル名

出力ファイル名に指定したファイルパスがありません。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
指定したファイルパスがあるか確認してください。

KAVG27006-EKAVG27006-EKAVG27006-EKAVG27006-E
指定されたファイルの出力に失敗しました。アクセス権が
ありません。 ファイル名:ファイル名

指定した出力ファイルのアクセス権がありません。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG27007-EKAVG27007-EKAVG27007-EKAVG27007-E
指定されたファイルの出力に失敗しました。ディスクの容
量が不足しています。 ファイル名:ファイル名

ディスクの容量が不足しています。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
不要なファイルを削除する，またはディスクを増設し
たあと，再度実行してください。

KAVG27008-IKAVG27008-IKAVG27008-IKAVG27008-I
指定した出力ファイルはすでに存在します。 ファイル名:
ファイル名

指定した出力ファイルがすでに存在した場合に表示されま
す。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG27009-IKAVG27009-IKAVG27009-IKAVG27009-I
ファイルを上書きします。

指定した出力ファイル名のファイルがすでにあり，-fオプ
ションまたは上書き確認入力で，上書きが許可されまし
た。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG27010-IKAVG27010-IKAVG27010-IKAVG27010-I
ファイル出力を中止します。

指定した出力ファイルがすでにあり，上書き確認プロンプ
トで「Y」または「y」が入力されませんでした。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。
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KAVG27011-WKAVG27011-WKAVG27011-WKAVG27011-W    ～～～～    KAVG27019-IKAVG27019-IKAVG27019-IKAVG27019-I
（O）
別のファイル名を指定してコマンドを再実行してくだ
さい。ファイルを上書きする場合は，コマンドに -f
オプションを指定してください。

KAVG27011-WKAVG27011-WKAVG27011-WKAVG27011-W
出力対象となる定義情報が存在しません。

出力対象となる定義情報が，データベースに存在しませ
ん。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
出力対象とする範囲や対象が正しいか確認してくださ
い。

KAVG27012-EKAVG27012-EKAVG27012-EKAVG27012-E
メモリー不足が発生しました。

処理中にメモリー不足が発生しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG27013-EKAVG27013-EKAVG27013-EKAVG27013-E
システムでエラーが発生しました。

システムコールなどでエラーが発生しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決しない場合は，システム管理者に連
絡してください。

KAVG27014-EKAVG27014-EKAVG27014-EKAVG27014-E
予期せぬエラーが発生しました。

PAM内部で予想外のエラーが発生しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG27015-EKAVG27015-EKAVG27015-EKAVG27015-E
RASの初期化に失敗しました。

RASの初期化に失敗しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG27016-IKAVG27016-IKAVG27016-IKAVG27016-I
コマンドの実行に成功しました。

コマンドが成功しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG27017-EKAVG27017-EKAVG27017-EKAVG27017-E
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドが失敗しました。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたエラー内容に従って対処したあと，
コマンドを再実行してください。

KAVG27018-IKAVG27018-IKAVG27018-IKAVG27018-I
コマンドの実行を中止しました。

ユーザーの要求に従って，コマンドの実行を中断しまし
た。

（S）
pamdumpdefコマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG27019-IKAVG27019-IKAVG27019-IKAVG27019-I
ファイルを上書きしますか？ [Y:N]:

指定した出力ファイルがすでに存在し，かつ，-fオプショ
ン（強制的に上書き）を指定しなかった場合に表示されま
す。

（S）
ユーザーの入力待ちになります。

（O）
「Y」または「N」を入力してください。
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KAVG30000-EKAVG30000-EKAVG30000-EKAVG30000-E    ～～～～    KAVG30011-EKAVG30011-EKAVG30011-EKAVG30011-E
14.3.2　PFM - Analysis View
のメッセージ

（1） Definerに関するメッセージ
（30000～ 30999）

KAVG30000-EKAVG30000-EKAVG30000-EKAVG30000-E
ファイル名ファイルのオープンに失敗しました。

ファイルがないか，または権限がないため，ファイルを
オープンできません。

（S）
起動時の場合は Definerを終了します。一時保存ファ
イルをオープンできなかった場合は，システム構成画
面に戻ります。

（O）
• ファイルが所定のディレクトリにあることを確認し
てください。

• ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG30001-EKAVG30001-EKAVG30001-EKAVG30001-E
ファイル名ファイルから情報を取得できません。

ファイルの記載に誤りがあるため，データの読み込みに失
敗しました。

（S）
起動時の場合は Definerを終了します。一時保存ファ
イルをオープンできなかった場合は，システム構成画
面に戻ります。

（O）
ファイルの内容を確認してください。

KAVG30005-EKAVG30005-EKAVG30005-EKAVG30005-E
保存データの読み込みに失敗しました。データが破損して
いる可能性があります。

保存データの読み込み中に不正なデータを検出しました。

（S）
ファイルの読み込みを中止します。そのほかの処理は
続行します。

（O）
「接続先ホスト名 .ser」（一時保存ファイル）を破棄し
てください。

KAVG30007-EKAVG30007-EKAVG30007-EKAVG30007-E
保存データの書き込みに失敗しました。

ファイルにデータを書き込めません。

（S）

ファイルの書き込みを中止します。そのほかの処理は
続行します。

（O）
•「接続先ホスト名 .ser」（一時保存ファイル）へのア
クセス権限を確認してください。

• 保存ディレクトリの権限を確認してください。

KAVG30008-EKAVG30008-EKAVG30008-EKAVG30008-E
システムエラーが発生しました。

システムコールなどでエラーが発生しました。

（S）
Definerを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決しない場合は，システム管理者へ連
絡してください。

KAVG30009-EKAVG30009-EKAVG30009-EKAVG30009-E
予期せぬエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。

（S）
Definerを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG30010-EKAVG30010-EKAVG30010-EKAVG30010-E
メモリー不足が発生しました。

オブジェクト生成，文字列操作などの処理中に，メモリー
の確保に失敗しました。

（S）
Definerを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG30011-EKAVG30011-EKAVG30011-EKAVG30011-E
ディスクの容量が不足しています。

ディスクに必要な空き容量がありません。

（S）
ファイルの書き込みを中止します。そのほかの処理は
続行します。

（O）
不要なファイルを削除して再度実行する，またはディ
スクを増設してください。
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KAVG30012-EKAVG30012-EKAVG30012-EKAVG30012-E    ～～～～    KAVG30026-WKAVG30026-WKAVG30026-WKAVG30026-W
KAVG30012-EKAVG30012-EKAVG30012-EKAVG30012-E
有効な保存データが見付かりませんでした。

接続先マネージャーの現在のシステム構成情報に上書きで
きるデータが見つかりませんでした。ファイルがないか，
PAMDBのデータより古いデータを保存しています。

（S）
保存データの読み込みを中止します。そのほかの処理
は続行します。

（O）
PAMDBから読み込んだシステム構成情報で設定して
ください。

KAVG30020-EKAVG30020-EKAVG30020-EKAVG30020-E
インストールパスが取得できません。

製品がインストールされた場所を検出できないため，
Definerを起動できません。レジストリーが壊れているお
それがあります。

（S）
Definerを起動しません。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG30021-WKAVG30021-WKAVG30021-WKAVG30021-W
権限がないためDefinerは起動できません。

PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）
で，Definerを起動させない設定になっているため，起動
できません。

（S）
Definerを起動しません。

（O）
PFM - Analysis View動作条件定義ファイルで，起動
制限を解除してください。詳細については，「11.2.6
　PFM - Analysis View動作条件定義ファイル
（pav.conf）」を参照してください。

KAVG30022-EKAVG30022-EKAVG30022-EKAVG30022-E
Definerの起動に失敗しました。

Definerの起動に失敗しました。

（S）
Definerを起動しません。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処置を実行してくださ
い。

KAVG30023-EKAVG30023-EKAVG30023-EKAVG30023-E
Definerが異常終了しました。

Definerが異常終了しました。

（S）
Definerを終了します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処置を実行してくださ
い。

KAVG30024-EKAVG30024-EKAVG30024-EKAVG30024-E
ファイル名 ファイルの読み込みに失敗しました。Definer
を起動できません。

ファイルがない，または権限がないため，ファイルにアク
セスできません。

（S）
Definerを起動しません。

（O）
• ファイルが所定のディレクトリにあるか確認してく
ださい。

• ファイルのアクセス権限を確認してください。

KAVG30025-EKAVG30025-EKAVG30025-EKAVG30025-E
ファイル名ファイルの必須項目に値の指定がありませんで
した。Definerを起動できません。セクション=セクショ
ン名: キー=キー名

ファイルの記載に誤りがある，またはデータの読み込みに
失敗したため，ファイルから設定内容を正しく読み込めま
せんでした。

（S）
Definerを起動しません。

（O）
ファイルの内容を確認してください。

KAVG30026-WKAVG30026-WKAVG30026-WKAVG30026-W
ファイル名ファイルの項目が誤っています。セクション=
セクション名:キー=キー名

ファイルの定義内容に誤りがあります。

（S）
デフォルト値を使用できる場合は使用します。それ以
外の場合はその定義を無視して続行します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。
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KAVG30027-WKAVG30027-WKAVG30027-WKAVG30027-W    ～～～～    KAVG30048-EKAVG30048-EKAVG30048-EKAVG30048-E
KAVG30027-WKAVG30027-WKAVG30027-WKAVG30027-W
ファイル名ファイルの項目が未設定です。デフォルト値を
使用します。セクション=セクション名:キー=キー名

ファイルの定義内容で省略できる項目が省略されたため，
デフォルト値を使用します。

（S）
デフォルト値を使用して処理を続行します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG30028-WKAVG30028-WKAVG30028-WKAVG30028-W
ファイル名ファイルの項目が繰り返し定義できる上限を超
えました。これよりあとの項目は無視します。セクション
=セクション名:上限=上限回数

複数回定義できる項目の場合，上限数を超えたものより後
ろの定義は無視されます。

（S）
上限数を超えた定義は無視して処理を続行します。

（O）
ファイルの設定内容を見直してください。

KAVG30040-EKAVG30040-EKAVG30040-EKAVG30040-E
マネージャーへの接続に失敗しました。ホスト名：ホスト
名 ポート番号：接続先ホストのポート番号

次の原因でマネージャーに接続できませんでした。
• 接続ホスト名の入力に誤りがある
• 接続先マネージャープログラムがダウンしている
• 接続先マネージャーとの通信で障害が発生している

（S）
［マネージャー接続］画面に戻ります。

（O）
• ホスト名およびポート番号が正しいか確認してくだ
さい。

• マネージャーが起動しているか確認してください。

KAVG30043-EKAVG30043-EKAVG30043-EKAVG30043-E
マネージャーから強制的に切断されました。一時保存を実
行してください。

マネージャー側のプログラムで，通信を終了しました。

（S）
［Definer］（システム構成）画面に戻ります。

（O）
• 一時保存を実行し，Definerを終了してください。
• マネージャー側のプログラムが正しく動作している
か確認してください。

KAVG30044-EKAVG30044-EKAVG30044-EKAVG30044-E
内部通信エラーを検知しました。

内部通信エラーを検知しました。

（S）
Definerを終了します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG30045-EKAVG30045-EKAVG30045-EKAVG30045-E
通信エラーを検知しました。

通信エラーを検知しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• システム構成定義中の場合は，一時保存を実行し，

Definerを終了してください。
• このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネッ
トワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG30046-EKAVG30046-EKAVG30046-EKAVG30046-E
マネージャーが予期せぬエラーの応答を返しました。

マネージャーとの通信で，マネージャーがエラー応答を返
しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• システム構成定義中の場合は，一時保存を実行し，

Definerを終了してください。
• システム管理者に連絡してください。

KAVG30047-EKAVG30047-EKAVG30047-EKAVG30047-E
通信エラーが発生しました。

マネージャーとの通信で，通信エラーが発生しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• システム構成定義中の場合は，一時保存を実行し，

Definerを終了してください。
• このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネッ
トワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG30048-EKAVG30048-EKAVG30048-EKAVG30048-E
DBエラーが発生しました。ホスト名=ホスト名 : ポート番
号=ポート番号

マネージャーとの通信で，PAMDBのエラーが発生しまし
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KAVG30049-EKAVG30049-EKAVG30049-EKAVG30049-E    ～～～～    KAVG30067-IKAVG30067-IKAVG30067-IKAVG30067-I
た。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• PAMDBの起動処理が完了していないおそれがあ
るため，しばらくしてから再度実行してください。

• システム構成定義中の場合は，一時保存を実行し，
Definerを終了してください。

再度実行してもこのメッセージが繰り返し出力される
場合は，マネージャー側でエラーが発生していないか
確認してください。

KAVG30049-EKAVG30049-EKAVG30049-EKAVG30049-E
マネージャーから不正な応答パケットを受信しました。

マネージャーとの通信で，マネージャーから不正な応答パ
ケットを受信しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• システム構成定義中の場合は，一時保存を実行し，

Definerを終了してください。
• このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネッ
トワーク環境に問題がないか見直してください。

• 問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡し
てください。

KAVG30050-EKAVG30050-EKAVG30050-EKAVG30050-E
マネージャーが接続を拒否しました。ホスト名=ホスト名 
: ポート番号=ポート番号

マネージャーが接続を拒否しました。

（S）
［マネージャー接続］画面に戻ります。

（O）
設定デーモンのログを確認してください。

KAVG30051-EKAVG30051-EKAVG30051-EKAVG30051-E
接続先にはほかのDefinerが接続しています。ホスト名=
ホスト名 : ポート番号=ポート番号

ほかの Definerが接続しています。

（S）
［マネージャー接続］画面に戻ります。

（O）
しばらくしてから接続を再度実行してください。

KAVG30052-EKAVG30052-EKAVG30052-EKAVG30052-E
マネージャーへの要求の送信に失敗しました。

設定デーモンとの通信で，要求の送信に失敗しました。

（S）
マネージャーへの要求を中止して，元の画面に戻りま
す。

（O）
• システム構成定義中の場合は，一時保存を実行し，

Definerを終了してください。
• このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネッ
トワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG30063-IKAVG30063-IKAVG30063-IKAVG30063-I
データの登録は完了しました。

設定したシステム構成情報を，接続先マネージャーの
PAMDBに登録できました。

（S）
メイン画面に戻ります。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG30064-EKAVG30064-EKAVG30064-EKAVG30064-E
データの登録に失敗しました。

設定したシステム構成情報を接続先マネージャーの
PAMDBに登録できませんでした。

（S）
メイン画面に戻ります。

（O）
• システム構成定義中の場合は，構成情報を一時保存
したあとに終了してください。

• マネージャー側でエラーが発生していないか確認し
てください。

• このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネッ
トワーク環境に問題がないか見直してください。

• 問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡し
てください。

KAVG30065-I KAVG30065-I KAVG30065-I KAVG30065-I 
データの登録を中止しました。

設定したシステム構成情報を接続先マネージャーの
PAMDBに登録する処理を中止しました。

（S）
メイン画面に戻ります。 

（O）
登録を中止しても，PAMDBにシステム構成情報が登
録されていることがあります。必要に応じて，
Definerで PAMDBに登録されているシステム構成情
報を確認してください。

KAVG30067-IKAVG30067-IKAVG30067-IKAVG30067-I
データの保存は完了しました。
533



KAVG30073-IKAVG30073-IKAVG30073-IKAVG30073-I    ～～～～    KAVG30092-WKAVG30092-WKAVG30092-WKAVG30092-W
設定したシステム構成情報を一時的に監視端末のディレク
トリに保存しました。

（S）
メイン画面に戻ります。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG30073-IKAVG30073-IKAVG30073-IKAVG30073-I
選択したアプリケーションオブジェクトはリンクオブジェ
クトです。リンク先のオブジェクトもすべて削除します。

削除するアプリケーションオブジェクトはリンクオブジェ
クトのため，リンクされているアプリケーションオブジェ
クトもすべてホストオブジェクトから削除されます。

（S）
ユーザーの入力を待ちます。

（O）
［OK］または［キャンセル］をクリックしてくださ
い。

KAVG30074-IKAVG30074-IKAVG30074-IKAVG30074-I
削除処理を実行しますか？

選択したオブジェクトを削除しようとしています。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，削除処理を
中断します。［OK］ボタンをクリックすると，選択
したオブジェクトを削除します。

（O）
［OK］または［キャンセル］をクリックしてくださ
い。

KAVG30080-IKAVG30080-IKAVG30080-IKAVG30080-I
設定項目のエラーは見つかりませんでした。

設定項目には誤りがありませんでした。PAMDBへ登録で
きます。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
PAMDBに登録してください。

KAVG30081-EKAVG30081-EKAVG30081-EKAVG30081-E
設定項目にエラーがあります。エラー項目一覧を参照し修
正してください。

設定項目に誤りがあるため，PAMDBに登録できません。
一時保存はできます。

（S）
エラー項目一覧画面を表示します。

（O）
エラー項目一覧画面を参照し，設定項目を修正してく
ださい。

KAVG30090-WKAVG30090-WKAVG30090-WKAVG30090-W
変更したシステム構成情報は破棄されます。処理を続行し
ますか？

設定したシステム構成情報を登録しないで接続先を変更し
ようとしています。必要に応じて，PAMDBに登録してく
ださい。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，メイン画面
に戻ります。［OK］ボタンをクリックすると，［マ
ネージャー接続］画面を表示します。

（O）
システム構成情報の登録を忘れていた場合は，［キャ
ンセル］ボタンをクリックして，メイン画面から
PAMDBに登録してください。

KAVG30091-IKAVG30091-IKAVG30091-IKAVG30091-I
現在のシステム構成情報は破棄されます。

［マネージャー接続］画面を表示すると，マネージャーと
のコネクションは切断されて，現在表示している情報が失
われます。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，もとのメイ
ン画面に戻ります。［OK］ボタンをクリックすると，
［マネージャー接続］画面が表示されます。

（O）
［OK］ボタンまたは［キャンセル］ボタンをクリッ
クしてください。

KAVG30092-WKAVG30092-WKAVG30092-WKAVG30092-W
現在のシステム構成情報はPAMDBに登録されていませ
ん。終了処理を実行しますか？

設定したシステム構成情報を登録しないで終了しようとし
ています。必要に応じて，PAMDBに登録してください。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，元のメイン
画面に戻ります。［OK］ボタンをクリックすると，
Definerを終了します。

（O）
システム構成情報の登録を忘れていた場合は，［キャ
ンセル］ボタンをクリックして，［Definer］（メイン）
画面から PAMDBに登録してください。
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KAVG30093-WKAVG30093-WKAVG30093-WKAVG30093-W    ～～～～    KAVG30106-EKAVG30106-EKAVG30106-EKAVG30106-E
KAVG30093-WKAVG30093-WKAVG30093-WKAVG30093-W
配下のオブジェクトをすべて監視対象から外します。処理
を続行しますか？

配下のオブジェクトをすべて監視対象から外そうとしてい
ます。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，処理を中断
します。［OK］ボタンをクリックすると，配下のオ
ブジェクトをすべて監視対象から外します。

（O）
［OK］ボタンまたは［キャンセル］ボタンをクリッ
クしてください。

KAVG30094-WKAVG30094-WKAVG30094-WKAVG30094-W
配下のオブジェクトをすべて監視対象にします。処理を続
行しますか？

配下のオブジェクトをすべて監視対象にしようとしていま
す。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，処理を中断
します。［OK］ボタンをクリックすると，配下のオ
ブジェクトをすべて監視対象にします。

（O）
［OK］ボタンまたは［キャンセル］ボタンをクリッ
クしてください。

KAVG30100-EKAVG30100-EKAVG30100-EKAVG30100-E
設定項目名の入力値のサイズが設定可能バイト数バイトを
超えています。

設定項目の入力値が，指定できるバイト数を超えていま
す。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30101-EKAVG30101-EKAVG30101-EKAVG30101-E
設定項目名は入力可能最小値～入力可能最大値の範囲で設
定してください。

設定項目に指定可能範囲外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30102-EKAVG30102-EKAVG30102-EKAVG30102-E
設定項目名は入力可能最小値～入力可能最大値の範囲の整
数で設定してください。

設定項目に指定可能範囲外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30103-EKAVG30103-EKAVG30103-EKAVG30103-E
設定項目名は入力可能最小値～入力可能最大値の範囲の倍
精度実数で設定してください。

設定項目に指定可能範囲外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30104-EKAVG30104-EKAVG30104-EKAVG30104-E
設定項目名は入力可能最小値以上の倍精度実数で設定して
ください。

設定項目に指定可能範囲外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30105-EKAVG30105-EKAVG30105-EKAVG30105-E
設定項目名に誤った文字が設定されています。

設定項目に指定できる文字以外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30106-EKAVG30106-EKAVG30106-EKAVG30106-E
設定項目名が誤っています。

設定項目に指定できる文字以外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。
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KAVG30107-EKAVG30107-EKAVG30107-EKAVG30107-E    ～～～～    KAVG30250-EKAVG30250-EKAVG30250-EKAVG30250-E
KAVG30107-EKAVG30107-EKAVG30107-EKAVG30107-E
設定項目名の値が長過ぎます。

設定項目の入力値が，指定できるバイト数を超えていま
す。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30108-EKAVG30108-EKAVG30108-EKAVG30108-E
設定項目名が未設定です。

設定項目が入力されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定の範囲内の値を設定してください。

KAVG30220-EKAVG30220-EKAVG30220-EKAVG30220-E
システム構成ツリー上に同じ名前のオブジェクトが存在し
ます。

システム構成ツリー上に同じ名前のオブジェクトがありま
す。オブジェクト名は重複しない名称にしてください。

（S）
ウィザード，またはメイン画面に戻ります。

（O）
システム構成ツリー上で重複しない名称を設定してく
ださい。

KAVG30221-EKAVG30221-EKAVG30221-EKAVG30221-E
ツリーの同一階層上に同じ名前のツリー構成要素名
（ビュー，システム，グループ）が存在します。

システム構成ツリー上の同一階層上に同じ名前のツリー構
成要素があります。ビュー，システム，およびグループの
名前は同一階層上で重複しない名称にしてください。

（S）
ウィザード，またはメイン画面に戻ります。

（O）
同一階層上で重複しない名称を設定してください。

KAVG30222-EKAVG30222-EKAVG30222-EKAVG30222-E
同じ採取ツールサーバから同じ監視項目を二重に監視する
設定になっています。

オブジェクトタイプ，ホスト名，および採取ツール
（SSO）も同じという設定になっています。

（S）
ウィザード，またはメイン画面に戻ります。

（O）
採取ツール，または監視するホスト名を変更してくだ
さい。

KAVG30223-EKAVG30223-EKAVG30223-EKAVG30223-E
過去に登録したオブジェクトと名前が重複しています。

オブジェクトの名前が，過去に PAMDBへ登録したもの
と重複しています。

（S）
ウィザード，またはメイン画面に戻ります。

（O）
別のオブジェクト名を設定してください。

KAVG30230-EKAVG30230-EKAVG30230-EKAVG30230-E
変更可能な採取ツールは採取ツール定義ファイルに登録さ
れていません。

採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）に，選択し
たオブジェクトを監視できるツールが一つしか登録されて
いません。

（S）
メイン画面に戻ります。

（O）
採取ツール定義ファイルに，選択中のオブジェクトを
監視できる採取ツールを二つ以上登録してください。
詳細については，「11.2.2　採取ツール定義ファイル
（pamcoltool.conf）」を参照してください。

KAVG30240-EKAVG30240-EKAVG30240-EKAVG30240-E
追加オブジェクトを監視する採取ツールが採取ツール定義
ファイルに登録されていません。

採取ツール定義ファイル（pamcoltool.conf）に，追加オ
ブジェクトを監視できるツールが登録されていません。

（S）
ウィザードに戻ります。

（O）
追加オブジェクトを監視できる採取ツールを，採取
ツール定義ファイルに登録してください。

KAVG30250-EKAVG30250-EKAVG30250-EKAVG30250-E
しきい値が倍精度実数の範囲外です。変更前の値に戻しま
す。

指定したしきい値が倍精度実数の範囲ではありません。

（S）
しきい値入力フィールドを，変更前の値に戻します。

（O）
倍精度実数を指定してください。
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KAVG30264-EKAVG30264-EKAVG30264-EKAVG30264-E    ～～～～    KAVG30400-EKAVG30400-EKAVG30400-EKAVG30400-E
KAVG30264-EKAVG30264-EKAVG30264-EKAVG30264-E
すでに登録済みのインデックスです。

フィルターリストに登録済みのインスタンスフィルターを
追加しようとしています。

（S）
一覧に追加しません。

（O）
設定項目を確認してください。

KAVG30265-EKAVG30265-EKAVG30265-EKAVG30265-E
メトリック名メトリックは既に必要インスタンスとして設
定されているため，不要インスタンスには設定できませ
ん。

必要インスタンスで設定されたメトリックを不要インスタ
ンスに設定しようとしています。

（S）
メッセージダイアログを閉じると，もとの画面に戻り
ます。

（O）
不要インスタンスを設定する場合は，メトリックに設
定された必要インスタンスをすべて削除してくださ
い。

KAVG30266-EKAVG30266-EKAVG30266-EKAVG30266-E
メトリック名メトリックは既に不要インスタンスとして設
定されているため，必要インスタンスには設定できませ
ん。

不要インスタンスで設定されたメトリックを必要インスタ
ンスに設定しようとしています。

（S）
メッセージダイアログを閉じると，もとの画面に戻り
ます。

（O）
必要インスタンスを設定する場合は，メトリックに設
定された不要インスタンスをすべて削除してくださ
い。

KAVG30267-EKAVG30267-EKAVG30267-EKAVG30267-E
インスタンスインデックスが指定されていません。

インスタンスインデックスが指定されていません。

（S）
メッセージダイアログを閉じると，もとの画面に戻り
ます。

（O）
インデックスに値を指定してください。

KAVG30300-IKAVG30300-IKAVG30300-IKAVG30300-I
Definerを起動しました。

Definerが正常に起動しました。

（S）
Definerを起動します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG30301-IKAVG30301-IKAVG30301-IKAVG30301-I
Definerを停止しました。

Definerが正常に終了しました。

（S）
Definerを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG30302-WKAVG30302-WKAVG30302-WKAVG30302-W
統合トレース機能の起動に失敗しました。

統合トレース機能が使用できません。

（S）
統合トレース機能を使用しないで，Definerを起動し
ます。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG30321-EKAVG30321-EKAVG30321-EKAVG30321-E
バージョンダイアログを開けません。

バージョンダイアログボックスを開けません。バージョン
ダイアログボックスの表示に必要なファイルが破損してい
るおそれがあります。

（S）
バージョンダイアログを表示しません。そのほかの処
理は続行します。

（O）
ファイルシステムでエラーが発生していないか確認し
てください。問題が解決しない場合は，システム管理
者に連絡してください。

KAVG30400-EKAVG30400-EKAVG30400-EKAVG30400-E
データベースに誤りがあります。

テンプレート定義，または採取ツール定義に誤りがありま
す。

（S）
Definerを終了します。
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KAVG30450-EKAVG30450-EKAVG30450-EKAVG30450-E    ～～～～    KAVG31002-WKAVG31002-WKAVG31002-WKAVG31002-W
（O）
マネージャー側でエラーが発生していないか確認して
ください。問題が解決しない場合は，システム管理者
へ連絡してください。

KAVG30450-EKAVG30450-EKAVG30450-EKAVG30450-E
WebRecorderの起動に失敗しました。

Web Recorderの起動に失敗しました。

（S）
Web Recorderの起動を中断します。そのほかの処理
は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決しない場合は，システム管理者に連
絡してください。

KAVG30451-EKAVG30451-EKAVG30451-EKAVG30451-E
Webトランザクションファイルの構文に誤りがあります。
ファイル名=Webトランザクションファイル名

Webトランザクションファイルの構文に誤りがあります。

（S）
処理を続行します。

（O）
ファイルの記載形式に誤りがないか確認してくださ
い。

KAVG30452-EKAVG30452-EKAVG30452-EKAVG30452-E
Webトランザクションファイルの読み込みに失敗しまし
た。ファイル名=Webトランザクションファイル名

Webトランザクションファイルの読み込みに失敗しまし
た。

（S）
処理を続行します。

（O）
ファイルシステムでエラーが発生していないか確認し
てください。問題が解決しない場合は，システム管理
者に連絡してください。

KAVG30453-WKAVG30453-WKAVG30453-WKAVG30453-W
指定されたWebトランザクション定義は存在しません。処
理を続行しますか？

指定されたWebトランザクション定義は，ローカルマシ
ン上にありません。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，元の画面に
戻ります。［OK］ボタンをクリックすると，変更を
確定します。ウィザード画面の［次へ］ボタンをク

リックすると，次のウィザードに進みます。

（O）
オブジェクトは登録できますが，JP1/ESPでの計測
時には該当する JP1/ESP側にも定義されている必要
があります。JP1/ESP側に定義されていない場合は，
Web Recorderで新規に定義を作成し，JP1/ESP側に
反映してください。

KAVG30454-WKAVG30454-WKAVG30454-WKAVG30454-W
指定されたWebトランザクション名はすでに定義されてい
ます。処理を続行しますか？

指定されたWebトランザクション名はすでに定義されて
います。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，元の画面に
戻ります。［OK］ボタンをクリックすると，Web 
Recorderを起動します。

（O）
［OK］ボタンまたは［キャンセル］ボタンをクリッ
クしてください。

（2） Bottleneck Analyzerに関する
メッセージ（31000～ 31999）

KAVG31000-EKAVG31000-EKAVG31000-EKAVG31000-E
Bottleneck Analyzerの起動に失敗しました。

Bottleneck Analyzerの起動に失敗しました。

（S）
Bottleneck Analyzerを起動しません。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処置を実行してくださ
い。

KAVG31001-EKAVG31001-EKAVG31001-EKAVG31001-E
Bottleneck Analyzerが異常終了しました。

Bottleneck Analyzerが異常終了しました。

（S）
Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処置を実行してくださ
い。

KAVG31002-WKAVG31002-WKAVG31002-WKAVG31002-W
権限がないためBottleneck Analyzerは起動できません。
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KAVG31003-EKAVG31003-EKAVG31003-EKAVG31003-E    ～～～～    KAVG31018-EKAVG31018-EKAVG31018-EKAVG31018-E
PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）
で起動が制限されています。

（S）
Bottleneck Analyzerを起動しません。

（O）
PFM - Analysis View動作条件定義ファイルで起動制
限を解除してください。詳細については，「11.2.6　
PFM - Analysis View動作条件定義ファイル
（pav.conf）」を参照してください。

KAVG31003-EKAVG31003-EKAVG31003-EKAVG31003-E
ファイル名ファイルの読み込みに失敗しました。
Bottleneck Analyzerを起動できません。

ファイルが見つからない，または権限がないため，ファイ
ルをオープンできません。

（S）
Bottleneck Analyzerを起動しません。

（O）
• ファイルが所定のディレクトリにあることを確認し
てください。

• ファイルのアクセス権を確認してください。

KAVG31004-EKAVG31004-EKAVG31004-EKAVG31004-E
ファイル名ファイルの必須項目に値の指定がありませんで
した。Bottleneck Analyzerを起動できません。セクショ
ン=セクション名 : キー=キー名

ファイルの記載に誤りがある，またはデータの読み込みに
失敗しました。

（S）
Bottleneck Analyzerを起動しません。

（O）
ファイルの記載形式に誤りがないか確認してくださ
い。

KAVG31005-WKAVG31005-WKAVG31005-WKAVG31005-W
ファイル名ファイルの項目が誤っています。セクション=
セクション名 : キー=キー名

ファイルの記載に誤りがあります。

（S）
デフォルト値を使用できる場合は使用します。それ以
外の場合はその定義を無視して続行します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG31006-WKAVG31006-WKAVG31006-WKAVG31006-W
ファイル名ファイルの項目が未設定です。デフォルト値を
使用します。セクション=セクション名 : キー=キー名

ファイルの定義内容で項目が省略されたため，デフォルト
値を使用します。

（S）
デフォルト値を使用して，処理を続行します。

（O）
デフォルト値を使用して問題ないか確認してくださ
い。このメッセージを出力させないためには，値を指
定してください。

KAVG31007-WKAVG31007-WKAVG31007-WKAVG31007-W
ファイル名ファイルの項目が繰り返し定義できる上限を超
えました。これよりあとの項目は無視します。セクション
セクション名 : 上限=上限回数

複数回定義できる項目の場合，上限数を超えたものより後
ろの定義は無視されます。

（S）
上限数を超えた定義は無視して処理を続行します。

（O）
ファイルの設定内容を見直してください。

KAVG31013-EKAVG31013-EKAVG31013-EKAVG31013-E
インストールパスが取得できません。

製品がインストールされた場所を検出できません。

（S）
Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG31017-EKAVG31017-EKAVG31017-EKAVG31017-E
マネージャーへの接続に失敗しました。ホスト名：ホスト
名，ポート番号：ポート番号

指定されたマネージャーホストへの接続に失敗しました。

（S）
［マネージャー接続］画面を表示します。

（O）
ホスト名，ポート番号が正しいか，およびマネー
ジャーが起動しているかを確認して，再度接続してく
ださい。

KAVG31018-EKAVG31018-EKAVG31018-EKAVG31018-E
マネージャー側の処理でタイムアウトが発生しました。

マネージャー側の処理でタイムアウトになりました。

（S）
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KAVG31020-EKAVG31020-EKAVG31020-EKAVG31020-E    ～～～～    KAVG31028-WKAVG31028-WKAVG31028-WKAVG31028-W
Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
• マネージャー側でエラーが発生していないか確認し
てください。

• このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネッ
トワーク環境に問題がないか見直してください。

• 問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡し
てください。

KAVG31020-EKAVG31020-EKAVG31020-EKAVG31020-E
マネージャーから強制的に切断されました。

マネージャーから強制的に切断されました。

（S）
Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
マネージャー側が正しく動作しているか確認してくだ
さい。

KAVG31021-EKAVG31021-EKAVG31021-EKAVG31021-E
データベースに参照可能なビューが存在しません。

PAMDBに，参照できるビューがありません。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
• 接続先マネージャーが間違っていないか確認してく
ださい。

• 参照しようとしたビューが，ビュー制限定義ファイ
ルで制限されている場合は，定義ファイルを修正し
たあと，Bottleneck Analyzerを再起動してくださ
い。詳細については，「11.2.8　ビュー制限定義
ファイル（pavlimit.conf）」を参照してください。

KAVG31022-EKAVG31022-EKAVG31022-EKAVG31022-E
指定した期間に有効なデータがありません。開始時刻=開
始時刻 : 終了時刻=終了時刻

［データ取得設定］画面で入力した期間で有効なビューが
ありませんでした。

（S）
分析データがない状態で Bottleneck Analyzerを起動
します。

（O）
• データ取得期間を確認してください。
• ビューが，ビュー制限定義ファイル
（pavlimit.conf）で制限されている場合は，定義
ファイルを修正したあと，Bottleneck Analyzerを
再起動してください。詳細については，「11.2.8　
ビュー制限定義ファイル（pavlimit.conf）」を参照
してください。

KAVG31024-IKAVG31024-IKAVG31024-IKAVG31024-I
外部プログラムを実行しました。実行パス

外部プログラムを正常に実行しました。

（S）
外部プログラムを実行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG31025-EKAVG31025-EKAVG31025-EKAVG31025-E
外部プログラムの実行に失敗しました。実行パス

外部プログラムの実行に失敗しました。

（S）
外部プログラムの実行を中断します。そのほかの処理
は続行します。

（O）
• 外部プログラム定義ファイルでパスが正しく定義さ
れているか確認してください。

• 実行権限があるか確認してください。

KAVG31026-IKAVG31026-IKAVG31026-IKAVG31026-I
Bottleneck Analyzerを起動しました。

Bottleneck Analyzerが正常に起動しました。

（S）
Bottleneck Analyzerを起動します

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG31027-IKAVG31027-IKAVG31027-IKAVG31027-I
Bottleneck Analyzerを停止しました。

Bottleneck Analyzerが正常に終了しました。

（S）
Bottleneck Analyzerを終了します

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG31028-WKAVG31028-WKAVG31028-WKAVG31028-W
統合トレース機能の起動に失敗しました。

統合トレース機能が使用できません。

（S）
統合トレース機能を使用しないで，Bottleneck 
Analyzerを起動します。

（O）
システム管理者に連絡してください。
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KAVG31029-EKAVG31029-EKAVG31029-EKAVG31029-E    ～～～～    KAVG31038-WKAVG31038-WKAVG31038-WKAVG31038-W
KAVG31029-EKAVG31029-EKAVG31029-EKAVG31029-E
指定されたマネージャーに対するポート番号の取得に失敗
しました。ホスト名=ホスト名

指定されたマネージャーに対するポート番号を，PFM - 
Analysis View接続先定義ファイル（pavdest.conf）から
取得できませんでした。

（S）
Bottleneck Analyzerを起動しません。

（O）
PFM - Analysis View接続先定義ファイルを確認して
ください。

KAVG31030-EKAVG31030-EKAVG31030-EKAVG31030-E
項目名の入力値のサイズが入力可能バイト数バイトを超え
ています。

設定項目の入力値が，指定できるバイト数を超えていま
す。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
入力できる範囲内で値を設定してください。

KAVG31031-EKAVG31031-EKAVG31031-EKAVG31031-E
項目名は入力可能最小値～入力可能最大値の範囲で設定し
てください。

設定項目に指定可能範囲外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
入力できる範囲内で値を設定してください。

KAVG31032-EKAVG31032-EKAVG31032-EKAVG31032-E
項目名に誤った文字が設定されています。

設定項目に指定できる文字以外の値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
入力できる文字を設定してください。

KAVG31033-EKAVG31033-EKAVG31033-EKAVG31033-E
項目名が誤っています。

設定項目に不正な値が入力されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）

入力できる範囲内で値を設定してください。

KAVG31034-EKAVG31034-EKAVG31034-EKAVG31034-E
項目名が未設定です。

項目が設定されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
入力できる範囲内で値を設定してください。

KAVG31035-EKAVG31035-EKAVG31035-EKAVG31035-E
項目名に該当するオブジェクトが存在しません。設定を見
直してください。

分析条件設定画面で設定したオブジェクトの条件に一致す
るオブジェクトがありません。

（S）
分析条件設定画面に戻ります。

（O）
分析の条件設定を確認してください。

KAVG31036-EKAVG31036-EKAVG31036-EKAVG31036-E
項目名に該当するメトリックが存在しません。設定を見直
してください。

分析条件設定画面で設定したメトリックの条件に一致する
メトリックがありません。

（S）
分析条件設定画面に戻ります。

（O）
分析の条件設定を確認してください。

KAVG31037-WKAVG31037-WKAVG31037-WKAVG31037-W
分析にかかる時間が長くなる可能性がありますが処理を続
行しますか？

分析の条件設定画面で設定した入力データが多いため，分
析に時間がかかるおそれがあります。

（S）
［OK］を選択すると分析を続行します。［キャンセ
ル］を選択すると分析を中止します。

（O）
分析時間を短くしたい場合は，分析の条件設定画面
で，分析条件を絞り込んでください。

KAVG31038-WKAVG31038-WKAVG31038-WKAVG31038-W
接続先を変更すると，現在の分析内容は破棄されます。処
理を続行しますか？

分析中のデータがありますが，接続先を変更しようとして
います。
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KAVG31039-WKAVG31039-WKAVG31039-WKAVG31039-W    ～～～～    KAVG31047-EKAVG31047-EKAVG31047-EKAVG31047-E
（S）
［OK］を選択すると分析内容を破棄して，［マネー
ジャー接続］画面を開きます。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31039-WKAVG31039-WKAVG31039-WKAVG31039-W
データ取得を実行すると，現在の分析内容は破棄されま
す。処理を続行しますか？

分析中のデータがありますが，データ取得を実行しようと
しています。

（S）
［OK］を選択すると分析内容を破棄して，［データ取
得設定］画面を開きます。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31040-EKAVG31040-EKAVG31040-EKAVG31040-E
マネージャーが予期せぬエラーの応答を返しました。

マネージャーとの通信で，マネージャーがエラーの応答を
返しました。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG31041-EKAVG31041-EKAVG31041-EKAVG31041-E
通信エラーが発生しました。

マネージャーとの通信で，通信エラーが発生しました。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG31042-EKAVG31042-EKAVG31042-EKAVG31042-E
DBエラーが発生しました。

マネージャーとの通信で，PAMDBのエラーが発生しまし
た。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
PAMDBの起動処理が完了していないおそれがあるた

め，しばらくしてから再度実行してください。再度実
行してもこのメッセージが繰り返し出力される場合
は，マネージャー側でエラーが発生していないか確認
してください。問題が解決しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG31043-EKAVG31043-EKAVG31043-EKAVG31043-E
マネージャーが接続を拒否しました。ホスト名=ホスト名 
: ポート番号=ポート番号

マネージャーが接続を拒否しました。

（S）
マネージャー接続画面を表示します。

（O）
分析デーモンのログを確認してください。

KAVG31044-EKAVG31044-EKAVG31044-EKAVG31044-E
構成定義中です。

Definerが構成定義をしているため，PAMDBにアクセス
できませんでした。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
しばらく待ってから，再度実行してください。

KAVG31045-WKAVG31045-WKAVG31045-WKAVG31045-W
該当するデータがありません。

要求した条件に該当するデータがありませんでした。

（S）
要求を中断します。そのほかの処理は続行します。

（O）
設定条件などを確認してください。

KAVG31046-EKAVG31046-EKAVG31046-EKAVG31046-E
分析処理でエラーが発生しました。

分析処理中にエラーが発生したため，処理を中断します。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
分析デーモンのログを確認してください。

KAVG31047-EKAVG31047-EKAVG31047-EKAVG31047-E
マネージャーから不正な応答パケットを受信しました。

マネージャーとの通信で，マネージャーから不正な応答パ
ケットを受信しました。
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KAVG31048-EKAVG31048-EKAVG31048-EKAVG31048-E    ～～～～    KAVG31057-EKAVG31057-EKAVG31057-EKAVG31057-E
（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG31048-EKAVG31048-EKAVG31048-EKAVG31048-E
内部通信エラーを検知しました。

内部通信エラーを検知しました。

（S）
Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG31049-EKAVG31049-EKAVG31049-EKAVG31049-E
通信エラーを検知しました。

通信エラーを検知しました。

（S）
実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG31050-WKAVG31050-WKAVG31050-WKAVG31050-W
指定したツリー構成要素は見つかりませんでした。ツリー
構成要素名=ツリー構成要素名

指定したツリー構成要素は見つかりませんでした。

（S）
処理を続行します。

（O）
指定に誤りがないか確認してください。

KAVG31051-EKAVG31051-EKAVG31051-EKAVG31051-E
項目名 は 時刻 以前の時刻を設定してください。

設定可能時刻の上限よりもあとの時刻を設定しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
指定できる範囲内の値を設定してください。

KAVG31052-EKAVG31052-EKAVG31052-EKAVG31052-E
項目名 は時刻 以降の時刻を設定してください。

設定可能時刻の下限よりも前の時刻を設定しようとしまし
た。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
指定できる範囲内の値を設定してください。

KAVG31053-EKAVG31053-EKAVG31053-EKAVG31053-E
項目名 と項目名 が一致しています。

設定しようとした開始時刻と終了時刻が一致しています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
開始時刻と終了時刻には異なる値を設定してくださ
い。

KAVG31054-EKAVG31054-EKAVG31054-EKAVG31054-E
項目名 が項目名 よりもあとに設定されています。

設定しようとした開始時刻と終了時刻の前後が逆になって
います。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
終了時刻には，開始時刻よりあとの時刻を設定してく
ださい。

KAVG31055-WKAVG31055-WKAVG31055-WKAVG31055-W
要求期間が取得可能期間の範囲外ですが，続行しますか？

要求期間が取得可能期間の範囲外です。

（S）
［OK］を選択すると，指定した期間でデータを要求
します。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31057-EKAVG31057-EKAVG31057-EKAVG31057-E
バージョンダイアログを開けません。

バージョンダイアログボックスを開けません。バージョン
ダイアログボックスの表示に必要なファイルが破損してい
るおそれがあります。

（S）
バージョンダイアログボックスの表示を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
ファイルシステムでエラーが発生していないか確認し
てください。問題が解決しない場合は，システム管理
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KAVG31058-EKAVG31058-EKAVG31058-EKAVG31058-E    ～～～～    KAVG31065-IKAVG31065-IKAVG31065-IKAVG31065-I
者に連絡してください。

KAVG31058-EKAVG31058-EKAVG31058-EKAVG31058-E
指定先にジャンプすることができません。

指定先の時刻が取得期間内にない，またはビューがないた
め，ジャンプできません。

（S）
指定先へのジャンプを中断します。そのほかの処理は
続行します。

（O）
• 指定先の時刻が取得期間内にあるか確認してくださ
い。

• 指定先のビューがビュー制限定義ファイルで制限さ
れていないか確認してください。

KAVG31059-WKAVG31059-WKAVG31059-WKAVG31059-W
ジャンプ先のメトリックは表示フィルターでフィルタリン
グされています。表示フィルターを解除しますか？

フィルタリングされているメトリックを指定しました。

（S）
［OK］を選択すると，メトリック表示フィルターを
解除して，対象のメトリックを選択します。［キャン
セル］を選択すると，システム構成ツリー上でオブ
ジェクトを選択します。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31060-EKAVG31060-EKAVG31060-EKAVG31060-E
マネージャーへの要求の送信に失敗しました。

分析デーモンとの通信で，要求の送信に失敗しました。

（S）
マネージャーへの要求を中止します。そのほかの処理
は続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG31061-EKAVG31061-EKAVG31061-EKAVG31061-E
項目名 は一つ以上選択してください。

設定項目は一つ以上選択する必要があります。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
設定内容を見直してください。

KAVG31062-WKAVG31062-WKAVG31062-WKAVG31062-W
メトリック名 は指定した期間に有効なデータが見つかり
ませんでした。開始時刻=開始時刻 : 終了時刻=終了時刻

［単一メトリックグラフ］画面起動時に，指定期間内で有
効なデータが見つかりませんでした。

（S）
グラフ表示を中断します。そのほかの処理は続行しま
す。

（O）
選択したメトリックおよび指定した期間を確認してく
ださい。

KAVG31063-WKAVG31063-WKAVG31063-WKAVG31063-W
指定した期間に有効なデータの見つからないメトリックが
ありました。開始時刻=開始時刻 : 終了時刻=終了時刻

［複数メトリックグラフ］画面起動時に，データが見つか
らないメトリックがありました。対象期間内にメトリック
を採取できていなかったおそれがあります。

（S）
処理を続行します。データの見つからなかったメト
リックは，リストには表示しますが，グラフの線は描
画しません。

（O）
選択したメトリックおよび指定した期間を確認してく
ださい。

KAVG31064-WKAVG31064-WKAVG31064-WKAVG31064-W
選択したすべてのメトリックについて指定した期間に有効
なデータが見つかりませんでした。開始時刻=開始時刻 : 
終了時刻=終了時刻

［複数メトリックグラフ］画面起動時に，データが見つか
らないメトリックがありました。対象期間内にメトリック
を採取できていなかったおそれがあります。

（S）
グラフ表示を中断します。そのほかの処理は続行しま
す。

（O）
選択したメトリックおよび指定した期間を確認してく
ださい。

KAVG31065-IKAVG31065-IKAVG31065-IKAVG31065-I
レポートファイルが出力されました。（レポートファイル
名）

レポートファイルが正常に出力されました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。
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KAVG31066-EKAVG31066-EKAVG31066-EKAVG31066-E    ～～～～    KAVG31075-IKAVG31075-IKAVG31075-IKAVG31075-I
KAVG31066-EKAVG31066-EKAVG31066-EKAVG31066-E
レポートファイルの出力に失敗しました。（レポートファ
イル名）

レポートファイルの出力に失敗しました。指定したファイ
ルがディレクトリである，または書き込み権限がないなど
の原因が考えられます。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
指定したファイルおよびファイルのアクセス権限を確
認してください。

KAVG31067-EKAVG31067-EKAVG31067-EKAVG31067-E
レポートファイルの出力中に内部エラーが発生しました。
（レポートファイル名）

レポートファイルの出力に失敗しました。

（S）
レポート出力の処理を中断し，元の画面に戻ります。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG31068-EKAVG31068-EKAVG31068-EKAVG31068-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。 

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。 

KAVG31069-EKAVG31069-EKAVG31069-EKAVG31069-E
ファイル名は絶対パスで指定してください。

不正なパスが入力されました。ファイル名はフルパスで指
定してください。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
ファイルパスを確認してください。

KAVG31070-EKAVG31070-EKAVG31070-EKAVG31070-E
マネージャーがビジー状態です。

マネージャーがビジー状態のため，要求を受け付けられま
せん。

（S）

実行中の通信処理を中断します。そのほかの処理は続
行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，マネー
ジャーサーバに問題がないか見直してください。

KAVG31071-IKAVG31071-IKAVG31071-IKAVG31071-I
CSVファイルが出力されました。(CSVファイル名)

CSVファイルが正常に出力されました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG31072-EKAVG31072-EKAVG31072-EKAVG31072-E
CSVファイルの出力に失敗しました。(CSVファイル名)

CSVファイルの出力に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
指定したファイルに書き込み権限があるか確認してく
ださい。

KAVG31073-WKAVG31073-WKAVG31073-WKAVG31073-W
上書きしてよいですか？（CSVファイル名）

すでにファイルがあるため，上書き可否の確認をします。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，CSVファイ
ル出力を中止します。［OK］ボタンをクリックする
と，CSVファイルを既存のファイルに上書き出力し
ます。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31074-EKAVG31074-EKAVG31074-EKAVG31074-E
表示対象を一つ以上選択してください。

表示対象を選択していないため，次の画面を開けません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
表示対象のチェックボックスを一つ以上選択してくだ
さい。

KAVG31075-IKAVG31075-IKAVG31075-IKAVG31075-I
終了してよろしいですか？
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KAVG31076-WKAVG31076-WKAVG31076-WKAVG31076-W    ～～～～    KAVG31082-IKAVG31082-IKAVG31082-IKAVG31082-I
Bottleneck Analyzerを終了させるかどうかを確認しま
す。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，Bottleneck 
Analyzerの終了を中止します。［OK］ボタンをク
リックすると，Bottleneck Analyzerを終了します。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31076-WKAVG31076-WKAVG31076-WKAVG31076-W
ファイル名ファイルの更新に失敗しました。設定は
Bottleneck Analyzerが終了するまで有効です。

ファイルが見当たらない，権限がなくファイルをオープン
できない，ファイルの記載に誤りがある，データ読み込み
または書き込みに失敗したなどの理由で，ファイルの内容
を更新できません。

（S）
設定内容は，現在起動中の Bottleneck Analyzerが終
了するまでの間だけ有効です。

（O）
• ファイルが所定のディレクトリに配置されているこ
とを確認してください。

• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルの記載形式に誤りがないか見直してくださ
い。

KAVG31077-WKAVG31077-WKAVG31077-WKAVG31077-W
分析を実行すると，古い分析結果のウィンドウが閉じられ
ます。続行してもよろしいですか？

古い分析結果の画面を閉じてよいかどうかを確認します。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，新規画面の
作成を中止します。［OK］ボタンをクリックすると，
最も古い分析結果の画面を閉じます。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31078-WKAVG31078-WKAVG31078-WKAVG31078-W
グラフを実行すると，古いグラフのウィンドウが閉じられ
ます。続行してもよろしいですか？

古いグラフの画面を閉じてよいかどうかを確認します。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，新規画面の
作成を中止します。［OK］ボタンをクリックすると，
最も古いグラフの画面を閉じます。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31079-WKAVG31079-WKAVG31079-WKAVG31079-W
分析を実行すると，古い分析結果がレポート出力対象から
削除されます。続行してもよろしいですか？

［レポート出力設定］画面を開いている状態で新規に分析
を実行しようとしたとき，レポート出力対象から削除され
そうな古い分析結果の画面がある場合に，処理を続行して
よいかどうかを確認します。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，新規画面の
作成を中止します。［OK］ボタンをクリックすると，
最も古い分析結果の画面をレポート出力の対象から削
除します。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31080-WKAVG31080-WKAVG31080-WKAVG31080-W
グラフを実行すると，古いグラフがレポート出力対象から
削除されます。続行してもよろしいですか？

［レポート出力設定］画面を開いている状態で新規にグラ
フを実行しようとしたとき，レポート出力対象から削除さ
れそうな古いグラフの画面がある場合に，処理を続行して
よいかどうかを確認します。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，新規画面の
作成を中止します。［OK］ボタンをクリックすると，
最も古いグラフの画面をレポート出力の対象から削除
します。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31081-IKAVG31081-IKAVG31081-IKAVG31081-I
分析結果のウィンドウをクリアします。続行してもよろし
いですか？

分析結果のクリアを実行してよいかどうかを確認します。

（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，分析結果の
クリアを中止します。［OK］ボタンをクリックする
と，それまでに生成した分析結果のウィンドウをすべ
て閉じて削除します。履歴のメニューやレポート出力
の対象からも削除されるため，二度と参照できなくな
ります。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31082-IKAVG31082-IKAVG31082-IKAVG31082-I
グラフのウィンドウをクリアします。続行してもよろしい
ですか？

グラフのクリアを実行してよいかどうかを確認します。
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KAVG31083-WKAVG31083-WKAVG31083-WKAVG31083-W    ～～～～    KAVG37100-EKAVG37100-EKAVG37100-EKAVG37100-E
（S）
［キャンセル］ボタンをクリックすると，グラフのク
リアを中止します。［OK］ボタンをクリックすると，
それまでに生成したグラフのウィンドウをすべて閉じ
て削除します。履歴のメニューやレポート出力の対象
からも削除されるため，二度と参照できなくなりま
す。

（O）
［OK］または［キャンセル］を選択してください。

KAVG31083-WKAVG31083-WKAVG31083-WKAVG31083-W
ファイル名ファイルの項目が繰り返し定義できる上限を超
えました。これより後の項目は無視します。セクション=
セクション名 : キー=キー名 : 上限=上限回数

複数回定義できる項目について，上限数を超えたもの以降
の定義は無視されます。

（S）
上限を超えた定義については無視して，処理を続行し
ます。

（O）
ファイルの設定内容を見直してください。

KAVG31084-WKAVG31084-WKAVG31084-WKAVG31084-W
ファイル名ファイルの項目が一つだけ定義されました。複
数メトリックグラフは表示できません。セクション=セク
ション名：キー=キー名

ファイルの定義内容でグラフの色として 1色だけ定義さ
れました。複数のメトリックグラフは表示できません。

（S）
Bottleneck Analyzerの動作中，［単一メトリックグ
ラフ］画面は表示できますが，［複数メトリックグラ
フ］画面は表示できません。

（O）
［複数メトリックグラフ］画面を表示したい場合は，
ファイルに複数のグラフの色を定義してください。

KAVG31085-WKAVG31085-WKAVG31085-WKAVG31085-W
グラフの横軸の目盛りが細か過ぎます。オプション画面で
設定を見直してください。

グラフの横軸目盛りの表示方法として指定された固定幅の
値が細か過ぎるため，グラフが描画できません。

（S）
グラフの描画を中断します。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
［オプション］画面で，［横軸目盛りの表示方法］の設
定を見直してください。適切な設定値がわからない場
合は，表示方法に［固定幅指定］以外を選択してくだ
さい。

（3） Web Recorderに関するメッ
セージ（37000～ 37999）

KAVG37000-EKAVG37000-EKAVG37000-EKAVG37000-E
Web Recorderの起動に失敗しました。

Web Recorderの起動に失敗しました。

（S）
Web Recorderを起動しません。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37001-EKAVG37001-EKAVG37001-EKAVG37001-E
Web Recorderが異常終了しました。

Web Recorderが異常終了しました。

（S）
Web Recorderを終了します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37002-EKAVG37002-EKAVG37002-EKAVG37002-E
統合トレース機能の起動に失敗しました。

統合トレース機能が使用できません。

（S）
Web Recorderを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG37100-EKAVG37100-EKAVG37100-EKAVG37100-E
PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの内容に誤り
があります。（セクション名 セクション：キー名）

PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）
の記載に誤りがあります。

（S）
デフォルト値を使用して処理を続行します。

（O）
• ファイルの記載内容に誤りがないか確認してくださ
い。

• デフォルトの値を使用して問題ないか確認してくだ
さい。
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KAVG37101-EKAVG37101-EKAVG37101-EKAVG37101-E    ～～～～    KAVG37110-EKAVG37110-EKAVG37110-EKAVG37110-E
KAVG37101-EKAVG37101-EKAVG37101-EKAVG37101-E
PFM - Analysis View動作条件定義ファイルの読み込みに
失敗しました。

PFM - Analysis View動作条件定義ファイル（pav.conf）
が見つかりません。または，権限がないためファイルを
オープンできません。

（S）
デフォルト値を使用して処理を続行します。

（O）
• PFM - Analysis View動作条件定義ファイルが所定
のディレクトリに配置されていることを確認してく
ださい。

• PFM - Analysis View動作条件定義ファイルのアク
セス権限を確認してください。

KAVG37102-EKAVG37102-EKAVG37102-EKAVG37102-E
Webトランザクション情報の読み込みに失敗しました。
（ファイル名：ファイル名）

WebトランザクションファイルからWebトランザクショ
ン情報を読み込むことができません。

（S）
Webトランザクションの読み込みを中止します。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37103-EKAVG37103-EKAVG37103-EKAVG37103-E
Webトランザクション情報の処理中に修復できないエラー
が発生しました。Webトランザクション情報は失われま
す。

読み込んだWebトランザクション情報を処理中に，修復
できないエラーが発生しました。

（S）
読み込んだWebトランザクション情報を破棄し，ア
プリケーションを初期状態に戻します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37104-EKAVG37104-EKAVG37104-EKAVG37104-E
Webトランザクションファイル格納ディレクトリが存在し
ません。

Webトランザクションファイル格納ディレクトリがあり
ません。

（S）

Webトランザクションの読み込みを中止します。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
Webトランザクション格納ディレクトリが所定の
ディレクトリに配置されていることを確認してくださ
い。

KAVG37105-EKAVG37105-EKAVG37105-EKAVG37105-E
Webトランザクション名の一覧の取得に失敗しました。
（ファイル名：Webトランザクションファイル名）

指定されたファイルのWebトランザクション名一覧の取
得に失敗しました。

（S）
ファイルの読み込みを中止します。そのほかの処理は
続行します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，指定されたファイルのWeb
トランザクションファイルの記載内容に誤りがないか
確認してください。

KAVG37107-EKAVG37107-EKAVG37107-EKAVG37107-E
Webトランザクションファイルの一覧の取得に失敗しまし
た。

Webトランザクションファイル一覧の取得に失敗しまし
た。

（S）
Webトランザクションファイル一覧の取得を中止し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
Webトランザクション格納ディレクトリが所定の
ディレクトリに配置されていることを確認してくださ
い。

KAVG37109-EKAVG37109-EKAVG37109-EKAVG37109-E
システムコールによりエラーが発生しました。

システムコールでエラーが発生しました。

（S）
ファイル操作を中止します。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37110-EKAVG37110-EKAVG37110-EKAVG37110-E
指定されたディレクトリへのアクセス権限がありません。
（ディレクトリ名：ディレクトリ名）

指定されたディレクトリのアクセス権限がありません。
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KAVG37111-EKAVG37111-EKAVG37111-EKAVG37111-E    ～～～～    KAVG37120-EKAVG37120-EKAVG37120-EKAVG37120-E
（S）
ファイルの読み込みを中止します。そのほかの処理は
続行します。

（O）
指定したディレクトリのアクセス権限を確認してくだ
さい。

KAVG37111-EKAVG37111-EKAVG37111-EKAVG37111-E
指定されたファイルへのアクセス権限がありません。
（ファイル名：ファイル名）

指定されたファイルのアクセス権限がありません。

（S）
ファイルの操作を中止します。そのほかの処理は続行
します。

（O）
指定したファイルのアクセス権限を確認してくださ
い。

KAVG37113-EKAVG37113-EKAVG37113-EKAVG37113-E
Webトランザクション名が指定されていません。

Webトランザクション名が指定されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
Webトランザクション名を指定してください。

KAVG37114-EKAVG37114-EKAVG37114-EKAVG37114-E
Webトランザクションファイル名が指定されていません。

Webトランザクションファイル名が指定されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
Webトランザクションファイル名を指定してくださ
い。

KAVG37115-EKAVG37115-EKAVG37115-EKAVG37115-E
指定されたWebトランザクションファイルがXML形式で
はありません。

指定されたWebトランザクションファイルは XML形式
でありません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
Webトランザクションファイルには，XML形式の
ファイルを指定してください。

KAVG37116-EKAVG37116-EKAVG37116-EKAVG37116-E
Webトランザクションファイル名の取得に失敗しました。

Webトランザクションファイルの格納ディレクトリにあ
るWebトランザクションファイル名の取得に失敗しまし
た。

（S）
そのほかの処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37117-EKAVG37117-EKAVG37117-EKAVG37117-E
Webトランザクション名の取得に失敗しました。

WebトランザクションファイルからWebトランザクショ
ン名の取得に失敗しました。

（S）
そのほかの処理を続行します。

（O）
Webトランザクションファイルに，同じWebトラン
ザクション名を持つWebトランザクションが定義さ
れていないか確認してください。

KAVG37118-EKAVG37118-EKAVG37118-EKAVG37118-E
一時書き込みファイルが見つかりません。（ファイル名： 
ファイル名 ）

一時書き込みファイルへの書き込み中に，一時ファイル格
納ディレクトリから一時書き込みファイルがなくなりまし
た。

（S）
ファイルの書き込み処理を中断します。そのほかの処
理は続行します。

（O）
Webトランザクションファイルの書き込み中に，一
時ファイル格納ディレクトリ内のファイルを操作して
いなかったか確認してください。

KAVG37120-EKAVG37120-EKAVG37120-EKAVG37120-E
削除する対象が見つかりません。

指定されたWebトランザクションファイルに，削除対象
のWebトランザクション定義がありません。

（S）
Webトランザクションの削除処理を中断します。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
削除対象のWebトランザクションが指定したWebト
ランザクションファイルに定義されているか確認して
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KAVG37124-EKAVG37124-EKAVG37124-EKAVG37124-E    ～～～～    KAVG37134-EKAVG37134-EKAVG37134-EKAVG37134-E
ください。

KAVG37124-EKAVG37124-EKAVG37124-EKAVG37124-E
ディスク容量が不足しています。

ディスクの容量が書き出すファイルの容量よりも小さく
なっています。

（S）
Webトランザクションの書き込みを中断します。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
ディスクの空き容量を増やしてください。

KAVG37125-EKAVG37125-EKAVG37125-EKAVG37125-E
指定されたWebトランザクション情報がありません。

指定されたWebトランザクションの定義が，指定された
Webトランザクションファイルにありません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
読み込み対象のWebトランザクションがWebトラン
ザクションファイルに定義されているか確認してくだ
さい。

KAVG37127-EKAVG37127-EKAVG37127-EKAVG37127-E
Webトランザクションファイル名の表示に失敗しました。

Webトランザクションファイル一覧にWebトランザク
ションファイル名を表示できませんでした。

（S）
そのほかの処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37130-EKAVG37130-EKAVG37130-EKAVG37130-E
Webトランザクション名の一覧の表示に失敗しました。

Webトランザクション名一覧にWebトランザクション名
の一覧を表示できませんでした。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37131-EKAVG37131-EKAVG37131-EKAVG37131-E
Webトランザクション情報の作成に失敗しました。

新規にWebトランザクション情報を作成するのに失敗し
ました。

（S）
Webトランザクションの新規作成を中断します。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37132-EKAVG37132-EKAVG37132-EKAVG37132-E
指定されたファイル（ファイル名）が存在しません。

指定されたディレクトリがありません。または，指定され
たファイルもしくはヘルプファイルがありません。

（S）
ファイルの読み込みまたは書き込み処理を中断しま
す。そのほかの処理は続行します。

（O）
指定したファイルが，指定したディレクトリにあるか
確認してください。

KAVG37133-EKAVG37133-EKAVG37133-EKAVG37133-E
指定されたWebトランザクションの保存に失敗しました。
（ファイル名：ファイル名）

書き込み処理中にエラーが発生したため，Webトランザ
クション情報の保存に失敗しました。

（S）
Webトランザクション情報の保存処理を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37134-EKAVG37134-EKAVG37134-EKAVG37134-E
指定されたWebトランザクションの削除に失敗しました。

WebトランザクションファイルからのWebトランザク
ション情報の削除に失敗しました。

（S）
Webトランザクション情報の削除処理を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。直前にメッセージが出力されなかった場合は，シ
ステムのリソースが不足していないか確認してくださ
い。
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KAVG37135-EKAVG37135-EKAVG37135-EKAVG37135-E    ～～～～    KAVG37144-EKAVG37144-EKAVG37144-EKAVG37144-E
KAVG37135-EKAVG37135-EKAVG37135-EKAVG37135-E
Webトランザクションファイルがありません。

Webトランザクション格納ディレクトリにWebトランザ
クションファイルがありません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
Webトランザクション格納ディレクトリにWebトラ
ンザクションファイルがあるか確認してください。

KAVG37137-EKAVG37137-EKAVG37137-EKAVG37137-E
ファイル名に不正な文字が含まれています。

ファイル名にファイル名として使用できない文字が含まれ
ています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
ファイル名を指定する場合，ファイル名に使用できな
い文字は含めないでください。

KAVG37138-EKAVG37138-EKAVG37138-EKAVG37138-E
指定されたWebトランザクション名はすでに使用されてい
ます。

新規にWebトランザクションを作成する際，Webトラン
ザクション名としてすでに使用されているWebトランザ
クション名を指定しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
Webトランザクション名には，一つのWebトランザ
クション定義ファイル内で一意の名前を指定してくだ
さい。

KAVG37139-EKAVG37139-EKAVG37139-EKAVG37139-E
ステップが定義されていません。

Webトランザクションを保存しようとした際，ステップ
情報が定義されていませんでした。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
ステップ情報が定義されているか確認してください。

KAVG37140-EKAVG37140-EKAVG37140-EKAVG37140-E
スコープの定義が不正です。

Webトランザクションを保存しようとした際，スコープ
定義が不十分であるか，または誤っていました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
スコープ定義が正しいことを確認してください。

KAVG37141-EKAVG37141-EKAVG37141-EKAVG37141-E
Webトランザクション名の値のサイズが 入力可能最大バ
イト数 バイトを超えました。

指定されたWebトランザクション名が，入力できるバイ
ト数を超えています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定範囲内の文字列でWebトランザクション名を指
定してください。

KAVG37142-EKAVG37142-EKAVG37142-EKAVG37142-E
Webトランザクションファイル名の値のサイズが 入力可
能最大バイト数 バイトを超えました。

指定されたWebトランザクションファイル名が，入力で
きるバイト数を超えています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
規定範囲内の文字列でWebトランザクションファイ
ル名を指定してください。

KAVG37143-EKAVG37143-EKAVG37143-EKAVG37143-E
バージョンダイアログを開けません。

バージョンダイアログボックスを開けません。バージョン
ダイアログボックスを表示するために必要なファイルが破
損しているおそれがあります。

（S）
バージョンダイアログボックスの表示を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
ファイルシステムでエラーが発生していないか確認し
てください。

KAVG37144-EKAVG37144-EKAVG37144-EKAVG37144-E
有効なWebトランザクションファイルがありません。

読み込めるWebトランザクションファイルがありません。
または，Webトランザクションファイル格納ディレクト
リにあるすべてのWebトランザクションファイルが不正
です。

（S）
元の画面に戻ります。
551



KAVG37145-EKAVG37145-EKAVG37145-EKAVG37145-E    ～～～～    KAVG37207-EKAVG37207-EKAVG37207-EKAVG37207-E
（O）
Webトランザクションファイル格納ディレクトリに
格納されているWebトランザクションファイルに間
違いがないか確認してください。

KAVG37145-EKAVG37145-EKAVG37145-EKAVG37145-E
Webトランザクション名に不正な文字が含まれています。

Webトランザクション名に使用できない文字が含まれて
います。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
Webトランザクション名に使用できない文字が含ま
れていないか確認してください。

KAVG37200-EKAVG37200-EKAVG37200-EKAVG37200-E
一行目にXML宣言文がありません。

指定された XMLファイルの 1行目に XML宣言文があり
ません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XMLファイルの 1行目には，所定の XML宣言文を
設定してください。

KAVG37201-EKAVG37201-EKAVG37201-EKAVG37201-E
XML宣言文が閉じられていません。

指定された XMLファイルの XML宣言文が閉じられてい
ません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XMLファイルの XML宣言文が閉じられているか確
認してください。

KAVG37202-EKAVG37202-EKAVG37202-EKAVG37202-E
XML宣言文中にversion属性がありません。

XML宣言文の中に version属性がありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文中に version属性があるか確認してくだ
さい。

KAVG37203-EKAVG37203-EKAVG37203-EKAVG37203-E
XML宣言文中の項目間はスペースで区切られている必要
があります。

XML宣言文の中の各項目間がスペースで区切られていま
せん。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の各項目間をスペースで区切ってくださ
い。

KAVG37204-EKAVG37204-EKAVG37204-EKAVG37204-E
XML宣言文中のversion属性の指定が不正です。

XML宣言文の version属性の指定が誤っています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の version属性を正しく設定してくださ
い。

KAVG37205-EKAVG37205-EKAVG37205-EKAVG37205-E
XML宣言文中のversion番号が不正です。

XML宣言文の version番号が誤っています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の version属性の番号を正しく設定して
ください。

KAVG37206-EKAVG37206-EKAVG37206-EKAVG37206-E
XML宣言文中にencoding属性がありません。

XML宣言文の中に encoding属性がありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の中に encoding属性があるか確認して
ください。

KAVG37207-EKAVG37207-EKAVG37207-EKAVG37207-E
XML宣言文中のencoding属性の指定が不正です。

XML宣言文の encoding属性が誤っています。
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KAVG37208-EKAVG37208-EKAVG37208-EKAVG37208-E    ～～～～    KAVG37215-EKAVG37215-EKAVG37215-EKAVG37215-E
（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の encoding属性を正しく設定してくだ
さい。

KAVG37208-EKAVG37208-EKAVG37208-EKAVG37208-E
XML宣言文中にstandalone属性がありません。

XML宣言文の中に standalone属性がありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の中に standalone属性があるか確認し
てください。

KAVG37209-EKAVG37209-EKAVG37209-EKAVG37209-E
XML宣言文中のstandalone属性の指定が不正です。

XML宣言文の standalone属性の指定が誤っています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XML宣言文の standalone属性の指定を正しく設定
してください。

KAVG37210-EKAVG37210-EKAVG37210-EKAVG37210-E
二行目に文書型宣言文がありません。

XMLファイルの 2行目に文書型宣言文がありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
XMLファイルの 2行目に XML宣言文があるか確認
してください。

KAVG37211-EKAVG37211-EKAVG37211-EKAVG37211-E
文書型宣言文が閉じられていません。

文書型宣言文が閉じられていません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
文書型宣言文が閉じられているか確認してください。

KAVG37212-EKAVG37212-EKAVG37212-EKAVG37212-E
文書型宣言文の中に 項目 がありません。

文書型宣言文の中に定められた項目がありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
文書型宣言内に出力された項目を設定してください。

KAVG37213-EKAVG37213-EKAVG37213-EKAVG37213-E
文書型宣言文中の項目間はスペースで区切られている必要
があります。

文書型宣言文の中の各項目がスペースで区切られていませ
ん。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
文書型宣言文の各項目間をスペースで区切ってくださ
い。

KAVG37214-EKAVG37214-EKAVG37214-EKAVG37214-E
トランザクションリストの開始タグ（トランザクションリ
スト開始タグ）がありません。

XMLファイル内にトランザクションリストの開始タグが
ありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
トランザクションリストの開始タグを設定してくださ
い。

KAVG37215-EKAVG37215-EKAVG37215-EKAVG37215-E
トランザクションリストの終了タグ（トランザクションリ
スト終了タグ）がありません。

XMLファイル内にトランザクションリストの終了タグが
ありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
トランザクションリストの終了タグを設定してくださ
い。
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KAVG37216-EKAVG37216-EKAVG37216-EKAVG37216-E    ～～～～    KAVG37225-EKAVG37225-EKAVG37225-EKAVG37225-E
KAVG37216-EKAVG37216-EKAVG37216-EKAVG37216-E
コメントが閉じられていません。

XMLファイル内のコメントが閉じられていません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
コメントを正しく閉じてください。

KAVG37217-EKAVG37217-EKAVG37217-EKAVG37217-E
コメント中に不正な文字列（ -- ）があります。

XMLファイル内のコメント内に，コメント内では使用で
きない文字列「--（ハイフン二つ）」が使用されています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
不正な文字列を修正してください。

KAVG37218-EKAVG37218-EKAVG37218-EKAVG37218-E
不正な文字列（ 不正な文字列 ）が検出されました。

不正な文字列が検出されました。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
不正な文字列を修正してください。

KAVG37219-EKAVG37219-EKAVG37219-EKAVG37219-E
このタグ（ 開始タグ ）の内容が指定されていません。

内容が設定されていなければならないタグに内容が設定さ
れていません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このタグの内容を設定してください。

KAVG37220-EKAVG37220-EKAVG37220-EKAVG37220-E
このタグ（ 開始タグ ）の内容は空でないといけません。

内容が設定されていてはいけないタグに値が設定されてい
ます。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このタグに設定した内容を削除してください。

KAVG37221-EKAVG37221-EKAVG37221-EKAVG37221-E
開始タグ（ 開始タグ ）がありません。

開始タグがありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
この開始タグを正しく設定してください。

KAVG37222-EKAVG37222-EKAVG37222-EKAVG37222-E
終了タグ（ 終了タグ ）がありません。

終了タグがありません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
この終了タグを正しく設定してください。

KAVG37223-EKAVG37223-EKAVG37223-EKAVG37223-E
XML文書内で不正な文字（ & ）がありました。

XML文書内のデータフィールドで「&」が不正に使われ
ています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
「&」は，「&amp;」に置き換えてください。

KAVG37224-EKAVG37224-EKAVG37224-EKAVG37224-E
XML文書内で不正な文字（ 不正な文字 ）がありました。

XML文書内のデータフィールドで，使用できない文字が
使用されています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
マニュアルを参照し，使用できない文字を指定の特殊
文字列に置き換えてください。

KAVG37225-EKAVG37225-EKAVG37225-EKAVG37225-E
このタグ（ 開始タグ ）の内容のサイズが 入力可能最大バ
イト数 を超えました。
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KAVG37226-EKAVG37226-EKAVG37226-EKAVG37226-E    ～～～～    KAVG37233-EKAVG37233-EKAVG37233-EKAVG37233-E
このタグ内の内容が，指定できるバイト数を超えていま
す。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このタグの内容は，指定された文字数以内で設定して
ください。

KAVG37226-EKAVG37226-EKAVG37226-EKAVG37226-E
このタグ（ 開始タグ ）の内容の値が不正です。入力可能
最小バイト数 ～ 入力可能最大バイト数 の範囲で設定して
ください。

このタグの内容に整数値以外が指定された。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このタグの内容の値は指定された範囲内で設定してく
ださい。

KAVG37227-EKAVG37227-EKAVG37227-EKAVG37227-E
このタグ（ 開始タグ ）の内容に整数以外が指定されまし
た。

このタグの内容に整数値以外が指定されました。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このタグの内容には整数を設定してください。

KAVG37228-EKAVG37228-EKAVG37228-EKAVG37228-E
このタグ（ 開始タグ ）を処理することはできません。

処理できない不正なタグがあります。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このタグを削除してください。

KAVG37229-EKAVG37229-EKAVG37229-EKAVG37229-E
このタグ内（ 開始タグ ）のスコープ名の指定が不正で
す。

このタグ内のスコープ名の指定が不正です。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し

ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
スコープ名を正しく設定してください。

KAVG37230-EKAVG37230-EKAVG37230-EKAVG37230-E
このタグ内（ 開始タグ ）のスコープ番号の指定が不正で
す。スコープ番号は 1 ～ スコープ番号の最大値 番までで
指定してください。

このタグ内のスコープ番号の指定が不正です。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
スコープ名を正しく設定してください。また，スコー
プ番号は指定の範囲内で設定してください。

KAVG37231-EKAVG37231-EKAVG37231-EKAVG37231-E
同じスコープ起点がすでに定義されています。（スコープ
番号：スコープ番号）

このタグ内で指定されたスコープ起点は，すでに定義され
ています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
スコープ起点の定義を見直し，修正してください。

KAVG37232-EKAVG37232-EKAVG37232-EKAVG37232-E
対応するスコープ起点が定義されていません。（スコープ
番号：スコープ番号）

指定したスコープ終点に対するスコープ起点が定義されて
いません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
スコープの定義を見直してください。

KAVG37233-EKAVG37233-EKAVG37233-EKAVG37233-E
同じスコープ終点がすでに定義されています。（スコープ
番号：スコープ番号）

このタグ内で指定されたスコープ終点は，すでに定義され
ています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
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KAVG37234-EKAVG37234-EKAVG37234-EKAVG37234-E    ～～～～    KAVG37300-EKAVG37300-EKAVG37300-EKAVG37300-E
スコープ終点の定義を見直し，修正してください。

KAVG37234-EKAVG37234-EKAVG37234-EKAVG37234-E
Cookieに「;」を使用してはいけません。

<COOKIE>タグの内容に「;（セミコロン）」が使用され
ています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
<COOKIE>タグ内で不正に使用されている「;」を削
除してください。

KAVG37235-EKAVG37235-EKAVG37235-EKAVG37235-E
Cookieの指定が不正です。

Cookieの指定が誤っています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
Cookieの指定を修正してください。

KAVG37236-EKAVG37236-EKAVG37236-EKAVG37236-E
<RESPONSE_PATTERN>の内容が不正です。（エラー
の内容）

<RESPONSE_PATTERN>タグの内容が誤っています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このメッセージに表示されたの括弧内の内容を参考
に，<RESPONSE_PATTERN>タグの内容を修正し
てください。

KAVG37237-EKAVG37237-EKAVG37237-EKAVG37237-E
指定されたXMLファイルの解析に失敗しました。（ファ
イル名）

指定された XMLファイルの解析に失敗しました。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37238-EKAVG37238-EKAVG37238-EKAVG37238-E
<COOKIE>タグの数が多過ぎます。

<COOKIE>タグの数が多過ぎます。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
<COOKIE>タグの内容を見直し，指定した
<COOKIE>タグの数を減らしてください。

KAVG37239-EKAVG37239-EKAVG37239-EKAVG37239-E
<URL>タグ内のURLのプロトコル識別子が不正です。

<URL>タグの URLのプロトコル識別子が誤っています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
<URL>タグのURLのプロトコル識別子を修正して
ください。

KAVG37240-EKAVG37240-EKAVG37240-EKAVG37240-E
対応するスコープ終点が定義されていません。（スコープ
番号：スコープ番号）

指定したスコープ起点に対するスコープ終点が定義されて
いません。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
スコープの定義を見直し，修正してください。

KAVG37241-EKAVG37241-EKAVG37241-EKAVG37241-E
この空タグ（空タグ）を指定することはできません。

内容が設定されていなければならないタグを空タグで指定
しています。

（S）
XMLファイルの読み込み，または書き込みを中断し
ます。そのほかの処理は続行します。

（O）
タグに内容を設定してください。

KAVG37300-EKAVG37300-EKAVG37300-EKAVG37300-E
メモリー不足が発生しました。

処理中にメモリーの確保に失敗しました。

（S）
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KAVG37301-EKAVG37301-EKAVG37301-EKAVG37301-E    ～～～～    KAVG37401-WKAVG37401-WKAVG37401-WKAVG37401-W
Web Recorderを終了します。

（O）
不要なアプリケーションを終了し，再度実行してくだ
さい。

KAVG37301-EKAVG37301-EKAVG37301-EKAVG37301-E
URLリストのポップアップメニューの作成に失敗しまし
た。

URLリストのポップアップメニューの作成に失敗しまし
た。URLリストのポップアップメニューの作成処理は起
動時に 1回しか行われないため，以降の操作では URLリ
ストのポップアップメニューは使用できません。

（S）
URLリストのポップアップメニューの作成処理を中
断します。そのほかの処理は続行します。

（O）
URLリストのポップアップメニューがなくても問題
がないか確認してください。また，システムのリソー
スが不足していないか確認してください。

KAVG37302-EKAVG37302-EKAVG37302-EKAVG37302-E
Webトランザクション一覧を表示するリストを作成するの
に失敗しました。

Webトランザクション名一覧を表示するリストの作成に
失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37303-EKAVG37303-EKAVG37303-EKAVG37303-E
設定できるスコープ起点の一覧表示に失敗しました。

指定されているステップに設定できるスコープ起点の一覧
の表示に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37304-EKAVG37304-EKAVG37304-EKAVG37304-E
設定できるスコープ終点の一覧表示に失敗しました。

指定されているステップに設定できるスコープ終点の一覧
の表示に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37305-EKAVG37305-EKAVG37305-EKAVG37305-E
設定できるスコープの起点はありません。

指定されているステップに設定できるスコープ起点があり
ません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• スコープの定義を見直してください。
• 不要なスコープ起点の定義を削除してください。

KAVG37306-EKAVG37306-EKAVG37306-EKAVG37306-E
設定できるスコープの終点はありません。

指定されているステップに設定できるスコープ終点があり
ません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• スコープの定義を見直してください。
• 設定したいスコープ終点に対応するスコープ起点が
正しく定義されているか確認してください。

KAVG37400-WKAVG37400-WKAVG37400-WKAVG37400-W
メイン画面上のIEウィンドウが閉じられようとしました
が，キャンセルしました。メイン画面上のIEウィンドウ
は閉じられません。

［Web Recorder］（メイン）画面上の［IEウィンドウ］で
開いたページ上で，［IEウィンドウ］が閉じられようとし
ました。

（S）
［IEウィンドウ］のクローズを取り消します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
［Web Recorder］（メイン）画面上の［IEウィンド
ウ］は閉じることができないので，そのまま操作を続
行してください。

KAVG37401-WKAVG37401-WKAVG37401-WKAVG37401-W
IEウィンドウが閉じられようとしましたが，キャンセル
しました。IEウィンドウを閉じたい場合は，右上の閉じ
るボタンで行ってください。

新たに開かれた［IEウィンドウ］で開いたページ上で，
［IEウィンドウ］が閉じられようとしました。

（S）
［IEウィンドウ］のクローズを取り消します。そのほ
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KAVG37402-EKAVG37402-EKAVG37402-EKAVG37402-E    ～～～～    KAVG37409-EKAVG37409-EKAVG37409-EKAVG37409-E
かの処理は続行します。

（O）
新たに開いた［IEウィンドウ］を閉じる場合は，右
上の閉じるボタンをクリックしてください。

KAVG37402-EKAVG37402-EKAVG37402-EKAVG37402-E
IEウィンドウからのデータの取得に失敗しました。

［IEウィンドウ］から自動収集されるデータの取得に失敗
しました。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの取得を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37403-EKAVG37403-EKAVG37403-EKAVG37403-E
入力されたURLの値のサイズが 入力可能最大バイト数 を
超えました。

［IEウィンドウ］から自動収集した URLが指定できるバ
イト数を超えています。

（S）
［IEウィンドウ］を操作中にこのメッセージが表示さ
れた場合は，［IEウィンドウ］からのデータの取得を
中断します。そのほかの処理は続行します。

（O）
移動先の URLまたは入力した URLを見直してくだ
さい。

KAVG37404-EKAVG37404-EKAVG37404-EKAVG37404-E
入力されたURLが不正です。

IEウィンドウから自動収集した URLが誤っています。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの取得を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
移動先の URLを見直してください。

KAVG37405-EKAVG37405-EKAVG37405-EKAVG37405-E
URLが入力されていません。

［IEウィンドウ］から自動収集した URLがありません。
または，［プロパティ］画面で URLが設定されていませ
ん。

（S）
［IEウィンドウ］を操作中にこのメッセージが表示さ

れた場合は，［IEウィンドウ］からのデータの自動収
集を中断します。そのほかの処理は続行します。
［プロパティ］画面で表示された場合は，メッセージ
ダイアログを閉じると元の画面に戻ります。

（O）
URLが入力されているか確認してください。

KAVG37406-EKAVG37406-EKAVG37406-EKAVG37406-E
入力されたフレーム名の値のサイズが 入力可能最大バイ
ト数 バイトを超えました。

［IEウィンドウ］から自動収集したフレーム名が指定でき
るバイト数を超えています。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの取得を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
移動先のページのフレーム名または入力したフレーム
名を見直してください。

KAVG37407-EKAVG37407-EKAVG37407-EKAVG37407-E
入力されたフレーム名が不正です。

［IEウィンドウ］から自動収集したフレーム名が誤ってい
ます。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの取得を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
移動先のフレーム名を見直してください。必要に応じ
て，ステップ情報の編集でフレーム名を入力してくだ
さい。

KAVG37408-EKAVG37408-EKAVG37408-EKAVG37408-E
入力されたメッセージボディのサイズが 入力可能最大バ
イト数 バイトを超えました。

［IEウィンドウ］から自動収集したメッセージボディが指
定できるバイト数を超えています。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの処理を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
［IEウィンドウ］から送られるリクエストのメッセー
ジボディを見直してください。

KAVG37409-EKAVG37409-EKAVG37409-EKAVG37409-E
不正なメッセージボディが入力されました。

［IEウィンドウ］から自動収集したメッセージボディが
誤っています。
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KAVG37410-EKAVG37410-EKAVG37410-EKAVG37410-E    ～～～～    KAVG37503-EKAVG37503-EKAVG37503-EKAVG37503-E
（S）
［IEウィンドウ］からのデータの処理を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
［IEウィンドウ］から送られるリクエストのメッセー
ジボディを見直してください。

KAVG37410-EKAVG37410-EKAVG37410-EKAVG37410-E
入力されたコンテントタイプの値のサイズが 入力可能最
大バイト数 バイトを超えました。

［IEウィンドウ］から自動収集したコンテントタイプが指
定できるバイト数を超えています。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの処理を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
［IEウィンドウ］から送られるリクエストの
Content-Typeを見直してください。

KAVG37411-EKAVG37411-EKAVG37411-EKAVG37411-E
不正なコンテントタイプが入力されました。

［IEウィンドウ］から自動収集したコンテントタイプが
誤っています。

（S）
［IEウィンドウ］からのデータの処理を中断します。
そのほかの処理は続行します。

（O）
［IEウィンドウ］から送られるリクエストの
Content-Typeを見直してください。

KAVG37412-EKAVG37412-EKAVG37412-EKAVG37412-E
セパレータ（boundary）の値が入力されていません。

［IEウィンドウ］から自動収集したコンテントタイプがマ
ルチパート形式で，バウンダリーが空です。

（S）
［IEウィンドウ］を操作中にこのメッセージが表示さ
れた場合は，［IEウィンドウ］からのデータの自動収
集を中断します。

（O）
［IEウィンドウ］から送られるリクエストの
Content-Typeの boundaryを見直してください。

KAVG37413-EKAVG37413-EKAVG37413-EKAVG37413-E
入力されたセパレータ（boundary）の値のサイズが 入力
可能最大バイト数 バイトを超えました。

［IEウィンドウ］から自動収集したコンテントタイプがマ
ルチパート形式で，バウンダリーが指定できるバイト数を

超えています。

（S）
［IEウィンドウ］を操作中にこのメッセージが表示さ
れた場合は，［IEウィンドウ］からのデータの自動収
集を中断します。

（O）
［IEウィンドウ］から送られるリクエストの
Content-Typeの boundaryを見直してください。

KAVG37500-EKAVG37500-EKAVG37500-EKAVG37500-E
ステップ情報の挿入に失敗しました。

ステップ情報の挿入に失敗しました。

（S）
ステップ情報の挿入処理を中断します。そのほかの処
理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37501-EKAVG37501-EKAVG37501-EKAVG37501-E
ステップ情報の追加に失敗しました。

ステップ情報の追加に失敗しました。

（S）
ステップ情報の追加処理を中断します。そのほかの処
理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37502-EKAVG37502-EKAVG37502-EKAVG37502-E
ステップ情報の編集に失敗しました。

ステップ情報の編集に失敗しました。

（S）
ステップ情報の編集処理を中断します。そのほかの処
理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37503-EKAVG37503-EKAVG37503-EKAVG37503-E
ステップ情報の作成に失敗しました。

ステップ情報の新規作成に失敗しました。

（S）
ステップ情報の挿入または追加処理を中断します。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
559



KAVG37504-EKAVG37504-EKAVG37504-EKAVG37504-E    ～～～～    KAVG37511-EKAVG37511-EKAVG37511-EKAVG37511-E
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37504-EKAVG37504-EKAVG37504-EKAVG37504-E
ステップ情報の追加処理で修復できないエラーが発生しま
した。作業中のデータは失われます。

ステップ情報の追加に失敗し，URLリスト上の表示と内
部で保持している情報との間に不整合が起こりました。

（S）
ステップ情報の追加処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37505-EKAVG37505-EKAVG37505-EKAVG37505-E
ステップ情報の削除処理で修復できないエラーが発生しま
した。作業中のデータは失われます。

ステップ情報の削除に失敗し，URLリスト上の表示と内
部で保持している情報との間に不整合が起こりました。

（S）
ステップ情報の削除処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37506-EKAVG37506-EKAVG37506-EKAVG37506-E
ステップ情報の編集処理で修復できないエラーが発生しま
した。作業中のデータは失われます。

ステップ情報の編集に失敗し，URLリスト上の表示と内
部で保持している情報との間に不整合が起こりました。

（S）
ステップ情報の編集処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37507-EKAVG37507-EKAVG37507-EKAVG37507-E
スコープ起点情報の追加に失敗しました。

スコープ起点情報の追加に失敗しました。

（S）
スコープ起点情報の追加処理を中断します。そのほか
の処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37508-EKAVG37508-EKAVG37508-EKAVG37508-E
スコープ終点情報の追加に失敗しました。

スコープ終点情報の追加に失敗しました。

（S）
スコープ終点情報の追加処理を中断します。そのほか
の処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37509-EKAVG37509-EKAVG37509-EKAVG37509-E
スコープ起点情報の削除に失敗しました。

スコープ起点情報の削除に失敗しました。

（S）
スコープ起点情報の削除処理を中断します。そのほか
の処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37510-EKAVG37510-EKAVG37510-EKAVG37510-E
スコープ終点情報の削除に失敗しました。

スコープ終点情報の削除に失敗しました。

（S）
スコープ終点情報の削除処理を中断します。そのほか
の処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37511-EKAVG37511-EKAVG37511-EKAVG37511-E
対応するスコープ情報の削除に失敗しました。

削除したスコープに対応するスコープ情報の削除に失敗し
ました。

（S）
削除したスコープに対応するスコープ情報の削除処理
を中断します。そのほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。
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KAVG37512-EKAVG37512-EKAVG37512-EKAVG37512-E    ～～～～    KAVG37518-EKAVG37518-EKAVG37518-EKAVG37518-E
KAVG37512-EKAVG37512-EKAVG37512-EKAVG37512-E
スコープ起点情報の追加処理で修復できないエラーが発生
しました。作業中のデータは失われます。

スコープ起点情報の追加に失敗し，URLリスト上の表示
と内部で保持している情報との間に不整合が起こりまし
た。

（S）
スコープ起点情報の追加処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37513-EKAVG37513-EKAVG37513-EKAVG37513-E
スコープ終点情報の追加処理で修復できないエラーが発生
しました。作業中のデータは失われます。

スコープ終点情報の追加に失敗し，URLリスト上の表示
と内部で保持している情報との間に不整合が起こりまし
た。

（S）
スコープ終点情報の追加処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37514-EKAVG37514-EKAVG37514-EKAVG37514-E
スコープ起点情報の削除処理で修復できないエラーが発生
しました。作業中のデータは失われます。

スコープ起点情報の削除に失敗し，URLリスト上の表示
と内部で保持している情報との間に不整合が起こりまし
た。

（S）
スコープ起点情報の削除処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37515-EKAVG37515-EKAVG37515-EKAVG37515-E
スコープ終点情報の削除処理で修復できないエラーが発生
しました。作業中のデータは失われます。

スコープ終点情報の削除に失敗し，URLリスト上の表示

と内部で保持している情報との間に不整合が起こりまし
た。

（S）
スコープ終点情報の削除処理を中断します。［Web 
Recorder］（メイン）画面上のデータおよび保持して
いるデータをクリアします。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37516-EKAVG37516-EKAVG37516-EKAVG37516-E
対応するスコープ情報の削除処理で修復できないエラーが
発生しました。作業中のデータは失われます。

削除したスコープに対応するスコープ情報の削除に失敗
し，URLリスト上の表示と内部で保持している情報との
間に不整合が起こりました。

（S）
削除したスコープに対応するスコープ情報の削除処理
を中断します。［Web Recorder］（メイン）画面上の
データおよび保持しているデータをクリアします。そ
のほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37517-EKAVG37517-EKAVG37517-EKAVG37517-E
URLリストでスコープが選択されています。ステップを
選択してください。

ステップを処理するコマンドを実行しましたが，URLリ
スト上ではスコープが選択されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上で URLを選択してください。

KAVG37518-EKAVG37518-EKAVG37518-EKAVG37518-E
URLリストでステップが選択されています。スコープを
選択してください。

スコープを処理するコマンドを実行しましたが，URLリ
スト上ではステップが選択されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上でスコープを選択してください。
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KAVG37519-EKAVG37519-EKAVG37519-EKAVG37519-E    ～～～～    KAVG37527-EKAVG37527-EKAVG37527-EKAVG37527-E
KAVG37519-EKAVG37519-EKAVG37519-EKAVG37519-E
URLリストの項目が選択されていません。スコープを選
択してください。

スコープを処理するコマンドを実行しましたが，URLリ
スト上で何も選択されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上でスコープを選択してください。

KAVG37520-EKAVG37520-EKAVG37520-EKAVG37520-E
URLリストの項目が選択されていません。ステップを選
択してください。

ステップを処理するコマンドを実行しましたが，URLリ
スト上で何も選択されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上でステップを選択してください。

KAVG37521-EKAVG37521-EKAVG37521-EKAVG37521-E
URLリストでスコープを選択してください。

スコープを処理するコマンドを実行しましたが，URLリ
スト上で不正な個所が選択されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上でスコープを選択してください。

KAVG37522-EKAVG37522-EKAVG37522-EKAVG37522-E
URLリストでステップを選択してください。

ステップを処理するコマンドを実行しましたが，URLリ
スト上で不正な個所が選択されています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上でステップを選択してください。

KAVG37523-EKAVG37523-EKAVG37523-EKAVG37523-E
ステップ情報がありません。

［プロパティ］画面を呼び出しましたが，選択したステッ
プ情報が空です。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
URLリスト上でステップを選択しているか確認して
ください。

KAVG37524-EKAVG37524-EKAVG37524-EKAVG37524-E
セパレータ（boundary）が入力されていません。

［プロパティ］画面の［リクエスト情報］タブで，メソッ
ドに［POST］が，コンテントタイプに［マルチパート形
式］が選択されていますが，バウンダリーが入力されてい
ません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• メソッド，コンテントタイプの選択項目を確認して
ください。

• セパレータが入力されているか確認してください。

KAVG37525-EKAVG37525-EKAVG37525-EKAVG37525-E
コンテントタイプが入力されていません。

［プロパティ］画面の［リクエスト情報］タブで，メソッ
ドに［POST］，コンテントタイプに［その他］が選択さ
れていますが，［その他］のエディットボックスに何も入
力されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
• メソッド，コンテントタイプの選択項目を確認して
ください。

•［その他］を入力してください。

KAVG37526-EKAVG37526-EKAVG37526-EKAVG37526-E
メッセージボディが入力されていません。

［プロパティ］画面の［リクエスト情報］タブで，メソッ
ドに［POST］が選択されていますが，メッセージボディ
が入力されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
メソッド，コンテントタイプの選択項目を確認してく
ださい。
メッセージボディを入力してください。

KAVG37527-EKAVG37527-EKAVG37527-EKAVG37527-E
Web認証ユーザー名が入力されていません。

［プロパティ］画面の［Web認証］タブで，［Web認証を
行う］がチェックされていますが，Web認証ユーザー名
が入力されていません。

（S）
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KAVG37528-EKAVG37528-EKAVG37528-EKAVG37528-E    ～～～～    KAVG37702-EKAVG37702-EKAVG37702-EKAVG37702-E
元の画面に戻ります。

（O）
•［Web認証を行う］のチェックを確認してくださ
い。

• Web認証ユーザー名が入力されているか確認して
ください。

KAVG37528-EKAVG37528-EKAVG37528-EKAVG37528-E
URLのプロトコル識別子が不正です。

［プロパティ］画面の［ページ情報］タブで，URLに入力
されているURLのプロトコル識別子が誤っています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
入力した URLのプロトコル識別子を確認してくださ
い。

KAVG37602-EKAVG37602-EKAVG37602-EKAVG37602-E
ホスト名が入力されていません。

［監視条件の設定］画面の［デフォルトプロキシ］タブで，
［プロキシを利用する］がチェックされていますが，プロ
キシホスト名が入力されていません。または，［プロパ
ティ］画面の［プロキシ］タブで，［このプロパティの値
を使用］が選択されていますが，プロキシホスト名が入力
されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
•［監視条件の設定］画面の［デフォルトプロキシ］
タブで，［プロキシを利用］のチェックを確認し，
プロキシホスト名が入力されているか確認してくだ
さい。

•［プロパティ］画面の［プロキシ］タブで，プロキ
シ設定の選択項目を確認し，プロキシホスト名が入
力されているか確認してください。

KAVG37603-EKAVG37603-EKAVG37603-EKAVG37603-E
ポート番号が不正です。1～65535の整数を入力してくだ
さい。

［監視条件の設定］画面の［デフォルトプロキシ］タブに
設定されているプロキシポート番号が誤っています。また
は，［プロパティ］画面の［プロキシ］タブに設定されて
いるプロキシポート番号が誤っています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
プロキシポート番号の設定を確認してください。

KAVG37604-EKAVG37604-EKAVG37604-EKAVG37604-E
プロキシユーザー名が入力されていません。

［監視条件の設定］画面の［デフォルトプロキシ］タブ，
または［プロパティ］画面の［プロキシ］タブで，［プロ
キシ認証を行う］がチェックされていますが，プロキシ
ユーザー名が入力されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
［プロキシ認証を行う］のチェックを確認し，プロキ
シユーザー名が入力されているか確認してください。

KAVG37605-EKAVG37605-EKAVG37605-EKAVG37605-E
クライアント証明書ファイル名が入力されていません。

［監視条件の設定］画面の［SSL認証］タブで，［クライ
アント認証を行う］がチェックされていますが，クライア
ント証明書ファイル名が入力されていない。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
［クライアント認証を行う］のチェックを確認し，ク
ライアント証明書ファイル名が入力されているか確認
してください。

KAVG37700-EKAVG37700-EKAVG37700-EKAVG37700-E
レスポンス判定情報の解析に失敗しました。

レスポンス判定情報の解析に失敗しました。

（S）
［レスポンス判定］タブを表示します。

（O）
このメッセージの直後に出力される KAVGnnnnn-Z 
のメッセージを参照して，適切な処理を実行してくだ
さい。

KAVG37701-EKAVG37701-EKAVG37701-EKAVG37701-E
レスポンス判定情報の解析中にエラーが発生しました。

レスポンス判定情報の表示に失敗しました。

（S）
［レスポンス判定］タブを表示します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37702-EKAVG37702-EKAVG37702-EKAVG37702-E
演算子の位置に不正な文字があります。

レスポンス判定情報内で，演算子の位置に不正な文字があ
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KAVG37703-EKAVG37703-EKAVG37703-EKAVG37703-E    ～～～～    KAVG37711-EKAVG37711-EKAVG37711-EKAVG37711-E
ります。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報の，演算子の部分を見直してくだ
さい。

KAVG37703-EKAVG37703-EKAVG37703-EKAVG37703-E
閉じ括弧「}」が足りません。

レスポンス判定情報内で「｝」の数が足りない，または
「｛」の数が多過ぎます。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報で「｛」および「｝」の設定を見直
してください。

KAVG37704-EKAVG37704-EKAVG37704-EKAVG37704-E
不正な文字，または，不正な空白があります。

レスポンス判定情報内に，不正な文字または空白がありま
す。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報内に，不正な文字または空白がな
いか確認してください。

KAVG37705-EKAVG37705-EKAVG37705-EKAVG37705-E
閉じ括弧「)」の数が多過ぎます。

レスポンス判定情報内の「)」の数が多過ぎる，または
「(」の数が足りません。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報内で「（」および「）」の設定を見
直してください。

KAVG37706-EKAVG37706-EKAVG37706-EKAVG37706-E
閉じ括弧「)」の数が足りません。

レスポンス判定情報内の「)」の数が足りない，または
「(」の数が多過ぎます。

（S）

レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報内で「（」および「）」の設定を見
直してください。

KAVG37707-EKAVG37707-EKAVG37707-EKAVG37707-E
項目が足りません。

レスポンス判定情報内の項目の数が足りません。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報を見直してください。

KAVG37708-EKAVG37708-EKAVG37708-EKAVG37708-E
レスポンス判定情報の作成に失敗しました。

レスポンス判定条件一覧からのレスポンス判定情報の作成
に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処理を実行してくださ
い。

KAVG37709-EKAVG37709-EKAVG37709-EKAVG37709-E
その項目は削除できません。

レスポンス判定条件一覧の削除できない項目を削除しよう
としました。または，レスポンス判定条件一覧で 1行目
を選択し，［削除］ボタンがクリックされました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
レスポンス判定条件一覧で 1行目が選択されていな
いことを確認してください。

KAVG37711-EKAVG37711-EKAVG37711-EKAVG37711-E
リストの項目の削除処理で修復できないエラーが発生しま
した。リスト上の項目はすべて失われます。

レスポンス判定条件一覧の項目の削除に失敗し，レスポン
ス判定条件一覧の表示が不正になりました。

（S）
レスポンス判定条件一覧の項目の削除処理を中断しま
す。また，レスポンス判定条件一覧をクリアします。
そのほかの処理は続行します。

（O）
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KAVG37712-EKAVG37712-EKAVG37712-EKAVG37712-E    ～～～～    KAVG37722-EKAVG37722-EKAVG37722-EKAVG37722-E
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37712-EKAVG37712-EKAVG37712-EKAVG37712-E
リストの項目の修正処理で修復できないエラーが発生しま
した。リスト上の項目はすべて失われます。

レスポンス判定条件一覧の項目の修正に失敗し，レスポン
ス判定条件一覧の表示が不正になりました。

（S）
レスポンス判定条件一覧の項目の修正処理を中断しま
す。また，レスポンス判定条件一覧をクリアします。
そのほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37713-EKAVG37713-EKAVG37713-EKAVG37713-E
リストの項目の操作中に修復できないエラーが発生しまし
た。リスト上の項目はすべて失われます。

レスポンス判定条件一覧の項目の操作に失敗し，レスポン
ス判定条件一覧の表示が不正になりました。

（S）
レスポンス判定条件一覧の項目の操作を中断します。
また，レスポンス判定条件一覧をクリアします。その
ほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37714-EKAVG37714-EKAVG37714-EKAVG37714-E
リストの項目が選択されていません。

［修正］ボタン，［移動］ボタンのうちのどれかがクリック
されましたが，レスポンス判定条件一覧の項目が選択され
ていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
レスポンス判定条件一覧で操作対象の項目を選択して
ください。

KAVG37715-EKAVG37715-EKAVG37715-EKAVG37715-E
その項目は変更できません。

レスポンス判定条件一覧の変更できない項目を変更しよう
としました。1行目を選択し，［修正］ボタンまたは移動
ボタンをクリックしました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）

レスポンス判定条件一覧で変更できる項目を選択して
ください。

KAVG37718-EKAVG37718-EKAVG37718-EKAVG37718-E
この項目の階層をこれ以上上げることはできません。

レスポンス判定条件一覧で，それ以上階層を上げることが
できない項目の階層を上げようとしました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
レスポンス判定条件一覧で，選択している項目の階層
を確認してください。

KAVG37719-EKAVG37719-EKAVG37719-EKAVG37719-E
この項目の階層をこれ以上下げることはできません。

レスポンス判定条件一覧で，それ以上階層を下げることが
できない項目の階層を下げようとしました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
レスポンス判定条件一覧で，選択している項目の階層
を確認してください。

KAVG37720-EKAVG37720-EKAVG37720-EKAVG37720-E
条件の文字列が入力されていません。

［追加］ボタンまたは［修正］ボタンがクリックされまし
たが，条件の文字列が入力されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
条件の文字列を入力してください。

KAVG37721-EKAVG37721-EKAVG37721-EKAVG37721-E
条件の接続が選択されていません。

［追加］ボタンまたは［修正］ボタンがクリックされまし
たが，条件の接続が選択されていません。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
条件の接続を選択してください。

KAVG37722-EKAVG37722-EKAVG37722-EKAVG37722-E
条件の判定が選択されていません。

［追加］ボタンまたは［修正］ボタンがクリックされまし
たが，条件の判定が選択されていません。

（S）
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KAVG37723-EKAVG37723-EKAVG37723-EKAVG37723-E    ～～～～    KAVG37730-EKAVG37730-EKAVG37730-EKAVG37730-E
元の画面に戻ります。

（O）
条件の判定を選択してください。

KAVG37723-EKAVG37723-EKAVG37723-EKAVG37723-E
不正な括弧があります。

レスポンス判定情報内で，一つの項目が括弧「（ ）」で囲
まれています。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報内に，一つの項目を括弧「（ ）」
で囲んでいる部分がないか確認してください。

KAVG37724-EKAVG37724-EKAVG37724-EKAVG37724-E
リストへの条件項目の追加に失敗しました。

レスポンス判定条件一覧への項目の追加に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37725-EKAVG37725-EKAVG37725-EKAVG37725-E
リストの条件項目の削除に失敗しました。

レスポンス判定条件一覧の項目の削除に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37726-EKAVG37726-EKAVG37726-EKAVG37726-E
リストの条件項目の削除処理で修復できないエラーが発生
しました。リスト上の項目はすべて失われます。

レスポンス判定条件一覧の項目の削除に失敗し，レスポン
ス判定条件一覧の表示が不正になりました。

（S）
レスポンス判定条件一覧の項目の削除を中断します。
また，レスポンス判定条件一覧をクリアします。その
ほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37727-EKAVG37727-EKAVG37727-EKAVG37727-E
リストの条件項目の修正に失敗しました。

レスポンス判定条件一覧の項目の修正に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37728-EKAVG37728-EKAVG37728-EKAVG37728-E
リストの条件項目の操作に失敗しました。

レスポンス判定条件一覧の項目の操作に失敗しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37729-EKAVG37729-EKAVG37729-EKAVG37729-E
リストの条件項目の操作中に修復できないエラーが発生し
ました。リスト上の項目はすべて失われます。

レスポンス判定条件一覧の項目の操作に失敗し，レスポン
ス判定条件一覧の表示が不正になりました。

（S）
レスポンス判定条件一覧の項目の操作を中断します。
また，レスポンス判定条件一覧をクリアします。その
ほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。

KAVG37730-EKAVG37730-EKAVG37730-EKAVG37730-E
リストの条件項目の修正処理で修復できないエラーが発生
しました。リスト上の項目はすべて失われます。

レスポンス判定条件一覧の項目の修正に失敗し，レスポン
ス判定条件一覧の表示が不正になりました。

（S）
レスポンス判定条件一覧の項目の修正を中断します。
また，レスポンス判定条件一覧をクリアします。その
ほかの処理は続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。
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KAVG37731-EKAVG37731-EKAVG37731-EKAVG37731-E    ～～～～    KAVG37804-IKAVG37804-IKAVG37804-IKAVG37804-I
KAVG37731-EKAVG37731-EKAVG37731-EKAVG37731-E
レスポンス判定情報の値のサイズが 入力可能最大値 バイ
トを超えました。

レスポンス判定情報が指定できるバイト数を超えました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
レスポンス判定条件一覧に指定した項目を減らしてく
ださい。

KAVG37732-EKAVG37732-EKAVG37732-EKAVG37732-E
空の文字列が指定されました。

レスポンス判定情報の条件に，空の文字列が指定されてい
ます。

（S）
レスポンス判定情報の解析処理を中断します。そのほ
かの処理は続行します。

（O）
レスポンス判定情報の条件に，空の文字列が指定され
ていないか確認してください。

KAVG37733-EKAVG37733-EKAVG37733-EKAVG37733-E
移動できません。

レスポンス判定条件一覧の 2行目を上に移動させようと
したか，または最後の行を下に移動させようとしました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
レスポンス判定条件一覧で，移動させる項目を正しく
選択しているか確認してください。

KAVG37734-EKAVG37734-EKAVG37734-EKAVG37734-E
文字列に「｛，｝（波括弧）」が含まれています。

条件を追加または修正しようとしましたが，条件の文字列
に「｛」または「｝」が含まれています。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
条件の文字列に「｛，｝（波括弧）」は使用できません。
条件の文字列に指定した「｛，｝（波括弧）」を削除して
ください。

KAVG37800-IKAVG37800-IKAVG37800-IKAVG37800-I
同じ名前のWebトランザクションがすでに定義されていま
す。上書きしますか？

Webトランザクションファイル名，Webトランザクショ

ン名を指定して保存しようとしましたが，同じ名前の
Webトランザクションが保存先Webトランザクション
ファイルにすでに定義されていたため，上書き確認をしま
す。

（S）
［いいえ］を選択すると，上書き処理を中断します。
［はい］を選択すると，指定したWebトランザクショ
ンを上書きします。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37801-IKAVG37801-IKAVG37801-IKAVG37801-I
選択中のステップ情報を削除します。よろしいですか？

選択したステップ情報を削除するか確認します。

（S）
［いいえ］を選択すると，ステップの削除処理を中断
します。［はい］を選択すると，選択したステップ情
報を削除します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37802-IKAVG37802-IKAVG37802-IKAVG37802-I
スコープ情報（ START(END) スコープ名 ）を削除しま
す。

スコープ情報を削除します。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37803-IKAVG37803-IKAVG37803-IKAVG37803-I
スコープ情報（ START(END) スコープ名 ）を削除しま
す。よろしいですか？

スコープ情報を削除するかどうか確認します。

（S）
［いいえ］を選択すると，スコープの削除処理を中断
します。［はい］を選択すると，指定したスコープ情
報を削除します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37804-IKAVG37804-IKAVG37804-IKAVG37804-I
対応するスコープ情報（ START(END) スコープ名 ）を削
除しますか？

削除したスコープ情報に対応するスコープ情報を削除する
かどうか確認します。

（S）
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KAVG37805-IKAVG37805-IKAVG37805-IKAVG37805-I    ～～～～    KAVG33003-EKAVG33003-EKAVG33003-EKAVG33003-E
［いいえ］を選択すると，対応するスコープ情報の削
除処理を中断します。［はい］を選択すると，対応す
るスコープ情報を削除します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37805-IKAVG37805-IKAVG37805-IKAVG37805-I
（ START(END) スコープ名 ）に対応する（ 
END(START) スコープ名 ）がありません。

対応するスコープがありません。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37806-IKAVG37806-IKAVG37806-IKAVG37806-I
（ ENDスコープ名 ）が（ STARTスコープ名 ）よりも前
にあります。修正してください。

スコープの終点が起点よりも前に設定されています。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37807-IKAVG37807-IKAVG37807-IKAVG37807-I
スコープチェックが終了しました。

スコープチェックが終了しました。

（S）
元の画面に戻ります。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37808-IKAVG37808-IKAVG37808-IKAVG37808-I
現在編集中のWebトランザクション情報をWebトランザク
ションファイルから削除します。よろしいですか？

Webトランザクションファイルから，現在編集中のWeb
トランザクション情報を削除するかどうか確認します。

（S）
［いいえ］を選択すると，Webトランザクション削除
処理を中断します。［はい］を選択すると，現在編集
中のWebトランザクションをWebトランザクション
ファイルから削除します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG37809-IKAVG37809-IKAVG37809-IKAVG37809-I
現在編集中のWebトランザクション情報は破棄されます。
よろしいですか？

処理を続行すると，現在編集中のWebトランザクション
が破棄されるため，続行するかどうか確認します。

（S）
［いいえ］を選択すると，処理を中断して元の画面に
戻ります。［はい］を選択すると，処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

（4） レポート出力に関するメッセー
ジ（33000～ 33999）

KAVG33000-EKAVG33000-EKAVG33000-EKAVG33000-E
オプション（"-"含む）オプションはサポートされていま
せん。

サポートしていないオプションが入力されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドの書式を確認してください。

KAVG33001-EKAVG33001-EKAVG33001-EKAVG33001-E
コマンドのオプションが誤っています：オプション（"-"
含む）。

コマンドラインの書式が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドのオプションを確認してください。

KAVG33002-EKAVG33002-EKAVG33002-EKAVG33002-E
オプション（"-"含む）オプションは必須です。必ず指定
してください。

必須のオプションが省略されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドのオプションを確認してください。

KAVG33003-EKAVG33003-EKAVG33003-EKAVG33003-E
指定した開始日時が，現在日時よりあとです。

指定した開始日時は，コマンドを実行した時刻よりあとで
す。
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KAVG33004-EKAVG33004-EKAVG33004-EKAVG33004-E    ～～～～    KAVG33012-EKAVG33012-EKAVG33012-EKAVG33012-E
（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時に，コマンド実行時の時刻より前の時刻を指
定してください。

KAVG33004-EKAVG33004-EKAVG33004-EKAVG33004-E
指定した開始日時が，指定した終了日時よりあとです。

指定した開始日時が，指定した終了日時よりあとです。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時に，終了日時より前の時刻を指定してくださ
い。

KAVG33005-EKAVG33005-EKAVG33005-EKAVG33005-E
指定した開始日時が，有効範囲外です。

指定した開始日時が，有効範囲外です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時に，有効範囲内の時刻を指定してください。
有効範囲は，1980年 1月 1日から 2029年 12月 31
日までです。

KAVG33006-EKAVG33006-EKAVG33006-EKAVG33006-E
指定した開始日時の形式が不正です。

指定した開始日時の形式が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
開始日時の形式を確認してください。

KAVG33007-EKAVG33007-EKAVG33007-EKAVG33007-E
指定した終了日時が，有効範囲外です。

指定した終了日時が，有効範囲外です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
終了日時に，有効範囲内の時刻を指定してください。
有効範囲は，1980年 1月 1日から 2029年 12月 31
日までです。

KAVG33008-EKAVG33008-EKAVG33008-EKAVG33008-E
指定した終了日時の形式が不正です。

指定した終了日時の形式が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
終了日時の形式を確認してください。

KAVG33009-EKAVG33009-EKAVG33009-EKAVG33009-E
指定した定義ファイル定義ファイル名が見つかりません。

定義ファイルが見つかりません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定した定義ファイルがあるか，確認してください。

KAVG33010-EKAVG33010-EKAVG33010-EKAVG33010-E
指定した定義ファイル定義ファイル名の読み込み中にエ
ラーが発生しました。

定義ファイルの読み込み時にエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定した定義ファイルのアクセス権を確認してくださ
い。

KAVG33011-EKAVG33011-EKAVG33011-EKAVG33011-E
定義ファイル定義ファイル名のセクション名セクション
で，キー名が指定されていません。

定義ファイル内に，必要な項目が指定されていません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 定義ファイル内に，指定項目の記述があるか，確認
してください。

• 指定項目の形式に誤りがないか，確認してくださ
い。

KAVG33012-EKAVG33012-EKAVG33012-EKAVG33012-E
定義ファイル定義ファイル名のセクション名セクションで
指定したキー名が有効範囲外です。

定義ファイル内で指定した項目が有効範囲外です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内で指定した項目の範囲に誤りがない
か，確認してください。
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KAVG33013-EKAVG33013-EKAVG33013-EKAVG33013-E    ～～～～    KAVG33021-WKAVG33021-WKAVG33021-WKAVG33021-W
KAVG33013-EKAVG33013-EKAVG33013-EKAVG33013-E
定義ファイル定義ファイル名のセクション名セクションで
指定したキー名の形式が不正です。

定義ファイル内で指定した項目の形式に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内で指定した項目の形式に誤りがない
か，確認してください。

KAVG33014-EKAVG33014-EKAVG33014-EKAVG33014-E
定義ファイル定義ファイル名のセクション名セクションで
指定したキー名の文字数が制限を超えています。

定義ファイル内で指定した項目の文字数が，制限を超えて
います。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイルで指定した項目の文字数が制限を超えて
いないか，確認してください。

KAVG33015-EKAVG33015-EKAVG33015-EKAVG33015-E
出力するデータの取得に失敗しました。

通信データ内に，予想外のコードが含まれています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に相談してください。

KAVG33016-EKAVG33016-EKAVG33016-EKAVG33016-E
通信でシステムコールエラーが発生しました。システム
コール名，エラー番号，エラーストリング

分析デーモンとの通信で，システムコールエラーが発生し
ました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
出力されたエラーコードに従って対処してください。

KAVG33017-EKAVG33017-EKAVG33017-EKAVG33017-E
通信で予期せぬエラーが発生しました。エラーコード，詳
細エラーコード

分析デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
出力されたエラーコードに従って対処してください。

KAVG33018-EKAVG33018-EKAVG33018-EKAVG33018-E
コネクションが切断されました。

コネクションが切断されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
コマンドを再実行してください。

KAVG33019-EKAVG33019-EKAVG33019-EKAVG33019-E
分析デーモンが，データベースからのデータの取得に失敗
しました。

分析デーモンが，PAMDBからのデータ取得に失敗しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
分析デーモンが出力したログに従って対処してくださ
い。

KAVG33020-WKAVG33020-WKAVG33020-WKAVG33020-W
指定された期間で，オブジェクト名のメトリック名の値が
存在しません。

指定した時刻範囲内に，指定したメトリックの値が，
PAMDBにありません。

（S）
処理を続行します。

（O）
指定した期間内に，指定したメトリックの値が
PAMDBにあるか，確認してください。
また，指定した開始日時，終了日時を確認してくださ
い。

KAVG33021-WKAVG33021-WKAVG33021-WKAVG33021-W
データベースに，オブジェクト名のメトリック名の情報が
存在しません。

指定したメトリックの情報が，PAMDBにありません。

（S）
処理を続行します。

（O）
指定したメトリックが，PAMDBにあるか，確認して
ください。
また，指定したメトリック名，オブジェクト名が間
違っていないか，確認してください。
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KAVG33022-EKAVG33022-EKAVG33022-EKAVG33022-E    ～～～～    KAVG33030-EKAVG33030-EKAVG33030-EKAVG33030-E
KAVG33022-EKAVG33022-EKAVG33022-EKAVG33022-E
既存のディレクトリが，出力ファイルとして指定されまし
た。（ファイル名）

すでにあるディレクトリを出力ファイル名に指定していま
す。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
既存のファイルまたはディレクトリを削除してくださ
い。または，別の名前を指定してください。

KAVG33023-EKAVG33023-EKAVG33023-EKAVG33023-E
指定した出力ファイルが不正です。（ファイル名）

指定した出力ファイル名が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
別の名前を指定してください。

KAVG33024-EKAVG33024-EKAVG33024-EKAVG33024-E
指定されたファイルの出力に失敗しました：出力ファイル
名（詳細なエラー内容）。

次の原因でファイル出力に失敗しました。
• ファイルパスが存在しない
• ファイルがすでに存在し，アクセス権または書き込み権
がない

• システムの入出力エラー
• ディスクの容量不足

（S）
コマンドを終了します。

（O）
出力された詳細なメッセージの内容に従って対処して
ください。

KAVG33025-IKAVG33025-IKAVG33025-IKAVG33025-I
指定した出力ファイル出力ファイル名はすでに存在しま
す。上書きしてよいですか？（y/n [n]）

指定した出力ファイルがすでに存在します。

（S）
「y」が入力されると上書き保存を実行します。「n」
が入力されると保存処理前の状態に戻ります。

（O）
上書き保存する場合は「y」を，上書き保存しない場
合は「n」を入力してください。

KAVG33026-IKAVG33026-IKAVG33026-IKAVG33026-I
ファイルファイル名を上書きしました。

指定した出力ファイル名のファイルがすでに存在します
が，上書きしました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG33027-WKAVG33027-WKAVG33027-WKAVG33027-W
指定した出力ファイル出力ファイル名はすでに存在するの
で，ファイル出力を中止します。

上書きが指定されなかったため，ファイル出力を中止しま
した。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定したファイルを上書きする場合は，-fオプション
を指定するか，または上書き確認メッセージが出力さ
れたときに「y」を入力してください。

KAVG33028-WKAVG33028-WKAVG33028-WKAVG33028-W
指定したメトリックが，グラフ出力の制限値を超えまし
た。先頭から制限値分だけを出力します。

定義ファイルで指定したメトリックの数が最大値を超えま
した。

（S）
処理を続行します。

（O）
メトリックの数を，上限数以下に減らしてください。

KAVG33029-EKAVG33029-EKAVG33029-EKAVG33029-E
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG33030-EKAVG33030-EKAVG33030-EKAVG33030-E
システムでエラーが発生しました。

システムコールなどでエラーが発生しました。

（S）
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KAVG33031-EKAVG33031-EKAVG33031-EKAVG33031-E    ～～～～    KAVG33039-EKAVG33039-EKAVG33039-EKAVG33039-E
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決できない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG33031-EKAVG33031-EKAVG33031-EKAVG33031-E
予期せぬエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG33032-EKAVG33032-EKAVG33032-EKAVG33032-E
RASの初期化に失敗しました。

RASの初期化に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG33033-IKAVG33033-IKAVG33033-IKAVG33033-I
コマンドの実行に成功しました。

コマンドが正常に実行されました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG33034-EKAVG33034-EKAVG33034-EKAVG33034-E
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドが異常終了しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
直前に出力されたエラーメッセージに従って対処した
あと，コマンドを再実行してください。

KAVG33035-IKAVG33035-IKAVG33035-IKAVG33035-I
コマンドの実行を中止しました。

ユーザーの要求に従って，コマンドの実行を中断しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG33036-EKAVG33036-EKAVG33036-EKAVG33036-E
分析デーモンがビジー状態です。

マネージャーがビジー状態のため要求を受け付けられませ
ん。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
しばらくしてから，コマンドを再実行してください。
このメッセージが繰り返し出力される場合は，マネー
ジャーサーバに問題がないか見直してください。

KAVG33037-EKAVG33037-EKAVG33037-EKAVG33037-E
定義ファイル -dオプションで指定した定義ファイル名 の 
定義ファイルで指定する項目のセクション名 セクション
で指定した 定義ファイルで指定する項目のキー名 の項目
が誤っています。

定義ファイル内に指定されている項目が誤っています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内に指定した内容を確認してください。

KAVG33038-EKAVG33038-EKAVG33038-EKAVG33038-E
定義ファイル -dオプションで指定した定義ファイル名 の 
定義ファイルで指定する項目のセクション名 セクション
で指定したgraph_vscalemaxとgraph_vscaleminが，
graph_vscalemax > graph_vscalemin の条件に適合しま
せん。

graph_vscalemaxに指定されているグラフ縦軸の上限値
より graph_vscaleminに指定されているグラフ縦軸の下
限値の方が大きい，または等しく，不適切です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
graph_vscalemax > graph_vscaleminとなるように
値を設定してください。

KAVG33039-EKAVG33039-EKAVG33039-EKAVG33039-E
定義ファイル -dオプションで指定した定義ファイル名 の 
定義ファイルで指定する項目のセクション名 セクション
で指定したgraph_vscalemaxが，自動的に決定した縦軸の
下限値以下です。グラフは描画されません。

graph_vscalemaxに指定されているグラフ縦軸の上限値
が，自動的に決定したグラフ縦軸の下限値以下であるた
め，グラフを描画できません。
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KAVG33040-EKAVG33040-EKAVG33040-EKAVG33040-E    ～～～～    KAVG33046-EKAVG33046-EKAVG33046-EKAVG33046-E
（S）
処理を続行します。

（O）
graph_vscalemaxの値がレポート出力対象の全メト
リックの最小値より大きくなるように，設定を見直し
てください。

KAVG33040-EKAVG33040-EKAVG33040-EKAVG33040-E
定義ファイル -dオプションで指定した定義ファイル名 の 
定義ファイルで指定する項目のセクション名 セクション
で指定したgraph_vscaleminが，自動的に決定した縦軸の
上限値以上です。グラフは描画されません。

graph_vscaleminに指定されているグラフ縦軸の下限値
が，自動的に決定したグラフ縦軸の上限値以上であるた
め，グラフを描画できません。

（S）
処理を続行します。

（O）
graph_vscaleminの値がレポート出力対象の全メト
リックの最大値より小さくなるように，設定を見直し
てください。

KAVG33041-WKAVG33041-WKAVG33041-WKAVG33041-W
グラフの縦軸の範囲を超えるメトリック値が存在します。

graph_vscalemaxおよび graph_vscaleminに指定されて
いるグラフ縦軸の上限値・下限値を超えるメトリック値が
存在するため，グラフに表示されないメトリックがありま
す。（ただし，マージンの領域に表示される場合もありま
す）。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
graph_vscalemaxまたは graph_vsacleminの値を修
正し，すべてのメトリック値がグラフ縦軸の上限・下
限を超えないようにしてください。

KAVG33042-EKAVG33042-EKAVG33042-EKAVG33042-E
定義ファイル -dオプションで指定した定義ファイル名 の 
定義ファイルで指定する項目のセクション名 セクション
で指定した 定義ファイルで指定する項目のキー名 の定義
数が制限を超えています。

指定されたキーの個数が，制限数を超えています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義数を制限以内にしてください。

KAVG33043-EKAVG33043-EKAVG33043-EKAVG33043-E
指定したテンプレートファイル -tオプションで指定したテ
ンプレートファイル名 が読み込めませんでした。

指定されたテンプレートファイルがありません。または，
読み込みができません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 指定されたテンプレートファイルがあることを確認
してください。

• 読み込みができるファイル名を指定してください。

KAVG33044-EKAVG33044-EKAVG33044-EKAVG33044-E
レポートテンプレートに不備がある可能性があります。

テンプレートファイルがないか，またはテンプレートの文
法に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しいテンプレートファイルを用意してください。

KAVG33045-EKAVG33045-EKAVG33045-EKAVG33045-E
グラフの縦軸の目盛りが細か過ぎます。定義ファイル-dオ
プションで指定した定義ファイル名の設定を見直してくだ
さい。

グラフの縦軸目盛りの表示方法として指定された固定幅の
値が細か過ぎるため，グラフが描画できません。

（S）
グラフの描画を中断します。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
graph_vscalevalキーの値を見直し，目盛りの間隔に
適切な値を設定してください。適切な設定値がわから
ない場合は，graph_vscaletypeキーに FIX以外を指
定してください。

KAVG33046-EKAVG33046-EKAVG33046-EKAVG33046-E
グラフの横軸の目盛りが細か過ぎます。定義ファイル-dオ
プションで指定した定義ファイル名の設定を見直してくだ
さい。

グラフの横軸目盛りの表示方法として指定された固定幅の
値が細か過ぎるため，グラフが描画できません。

（S）
グラフの描画を中断します。そのほかの処理は続行し
ます。

（O）
graph_hscalevalキーと graph_hscaleunitキーの値
を見直し，目盛りの間隔に適切な値を設定してくださ
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KAVG33047-EKAVG33047-EKAVG33047-EKAVG33047-E    ～～～～    KAVG40001-EKAVG40001-EKAVG40001-EKAVG40001-E
い。適切な設定値がわからない場合は，
graph_hscaletypeキーに FIX以外を指定してくださ
い。

KAVG33047-EKAVG33047-EKAVG33047-EKAVG33047-E
定義ファイル(定義ファイル名)に，メトリックまたはイン
スタンスが一つも指定されていません。

定義ファイル内に，メトリックまたはインスタンスが指定
されていません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
定義ファイル内に，メトリックまたはインスタンス項
目の記述があるか，確認してください。

  KAVG33048-W  KAVG33048-W  KAVG33048-W  KAVG33048-W
グラフ表示最大数の上限に達しています。指定されたメト
リックは表示されません。
オブジェクト名=オブジェクト名 メトリック名=メトリッ
ク名

定義ファイルで指定したメトリックの数が表示最大数を超
えています。

（S）
処理を続行します。

（O）
メトリックの数を，表示最大数以下に減らしてくださ
い。

KAVG33049-WKAVG33049-WKAVG33049-WKAVG33049-W
グラフ表示最大数の上限に達しています。指定されたイン
スタンスは表示されません。オブジェクト名=オブジェク
ト名 メトリック名=メトリック名 インスタンスインデッ
クス=インスタンス識別子

定義ファイルで指定したインスタンスの数が表示最大数を
超えています。

（S）
処理を続行します。

（O）
メトリックの数を，表示最大数以下に減らしてくださ
い。

KAVG33050-WKAVG33050-WKAVG33050-WKAVG33050-W
指定されたメトリックはインスタンスを保存していませ
ん。オブジェクト名=オブジェクト名 メトリック名=メト
リック名

定義ファイルでインスタンスの出力対象として指定したメ
トリックは，インスタンスを保存していません。

（S）
処理を続行します。

（O）
指定したメトリック名，オブジェクト名が間違ってい
ないか確認してください。

KAVG33051-WKAVG33051-WKAVG33051-WKAVG33051-W
指定されたインスタンスの情報が存在しません。オブジェ
クト名=オブジェクト名
メトリック名=メトリック名 インスタンスインデックス=
インスタンス識別子

定義ファイルでインスタンスの出力対象として指定したイ
ンスタンスが存在しません。

（S）
処理を続行します。

（O）
指定したメトリック名，オブジェクト名，インスタン
ス識別子が間違っていないか確認してください。

14.3.3　PFM - Analysis 
Adaptorのメッセージ

（1） SSOアダプターに関するメッ
セージ（40000～ 40999）

KAVG40000-IKAVG40000-IKAVG40000-IKAVG40000-I
paassoadptd has started.
SSOアダプターを起動しました。

SSOアダプターが起動しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG40001-EKAVG40001-EKAVG40001-EKAVG40001-E
An attempt to start paassoadptd has failed.
SSOアダプターの起動に失敗しました。

SSOアダプターの起動に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーの内容を表すメッセージ
を参照してください。発生したエラーに対処したあ
と，SSOアダプターを再起動してください。
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KAVG40002-IKAVG40002-IKAVG40002-IKAVG40002-I    ～～～～    KAVG40010-EKAVG40010-EKAVG40010-EKAVG40010-E
KAVG40002-IKAVG40002-IKAVG40002-IKAVG40002-I
paassoadptd has ended normally.
SSOアダプターを停止しました。SSOアダプターが正常
に終了しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG40003-E KAVG40003-E KAVG40003-E KAVG40003-E 
paassoadptd has ended abnormally.
SSOアダプターが異常終了しました。

SSOアダプターが異常終了しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーの内容を表すメッセージ
を参照してください。発生したエラーに対処したあ
と，SSOアダプターを再起動してください。

KAVG40004-EKAVG40004-EKAVG40004-EKAVG40004-E
Memory became insufficient. プロセス名
メモリー不足が発生しました。 プロセス名

メモリーの確保に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG40005-EKAVG40005-EKAVG40005-EKAVG40005-E
An attempt to initialize paassoadptd has failed.
SSOアダプターの初期化に失敗しました。

SSOアダプターの初期化に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
再度実行しても回復しない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG40006-EKAVG40006-EKAVG40006-EKAVG40006-E
An attempt to initialize the condition has failed. プロセス
名
監視条件の初期化に失敗しました。 プロセス名

監視条件の初期化に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
再度実行しても回復しない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG40007-EKAVG40007-EKAVG40007-EKAVG40007-E
The installation path could not be acquired. プロセス名
インストールパスの取得に失敗しました。 プロセス名

SSOアダプターのインストールパスの取得に失敗しまし
た。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG40008-EKAVG40008-EKAVG40008-EKAVG40008-E
An attempt to temporarily save the monitoring 
conditions has failed. プロセス名
監視条件の一時保存に失敗しました。 プロセス名

監視条件の一時保存に失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。このメッセージが繰り返し出力される場合は，
システム管理者に連絡してください。

KAVG40009-EKAVG40009-EKAVG40009-EKAVG40009-E
An attempt to lock has failed.
ロックに失敗しました。

プロセス間のロックに失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG40010-EKAVG40010-EKAVG40010-EKAVG40010-E
The PFM - Analysis Adaptor action condition definition 
file does not exist.
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルが存在しま
せん。

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）がありません。
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KAVG40011-EKAVG40011-EKAVG40011-EKAVG40011-E    ～～～～    KAVG40021-WKAVG40021-WKAVG40021-WKAVG40021-W
（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルを作
成してください。詳細については，「11.2.13　PFM - 
Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）」を参照してください。

KAVG40011-EKAVG40011-EKAVG40011-EKAVG40011-E
An attempt to open the PFM - Analysis Adaptor action 
condition definition file has failed.
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルのオープン
に失敗しました。

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）のオープンに失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
ファイルシステムでエラーが発生していないか確認し
てください。問題が解決しない場合は，システム管理
者に連絡してください。

KAVG40012-EKAVG40012-EKAVG40012-EKAVG40012-E
The specification of the PFM - Analysis Adaptor action 
condition definition file is invalid. Section name: セク
ション名, Key name: キー名, Value: 指定した値
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの指定が不
正です。セクション名:セクション名 キー名:キー名 値:指
定した値

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の指定に誤りがあります。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの記
述を確認してください。

KAVG40013-EKAVG40013-EKAVG40013-EKAVG40013-E
A required item in the PFM - Analysis Adaptor action 
condition definition file is not specified. Section name: セ
クション名, Key name: キー名
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの必須項目
が指定されていません。セクション名:セクション名 キー
名:キー名

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の必須項目が指定されていません。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの記
述を見直してください。

KAVG40014-EKAVG40014-EKAVG40014-EKAVG40014-E
paassoadptd has already started.
SSOアダプターはすでに起動しています。

SSOアダプターはすでに起動しています。このメッセー
ジは，Windowsで動作する場合は出力されません。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
起動中の SSOアダプターが終了したあと，再度起動
してください。

KAVG40020-EKAVG40020-EKAVG40020-EKAVG40020-E
An attempt to acquire the installation path of the 
collection tool (SSO) has failed.
採取ツール(SSO)のインストールパスの取得に失敗しまし
た。

JP1/SSOのインストールパスの取得に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
JP1/SSOをインストールしてください。

KAVG40021-WKAVG40021-WKAVG40021-WKAVG40021-W
An attempt to delete a collection condition and the 
collection data from the collection tool (SSO) has failed. 
Collection tool: 採取ツール名, Target server: 監視対象
サーバ名, Resource ID: 収集対象リソースID
採取ツール(SSO)からの収集条件および収集データの削除
に失敗しました。採取ツール:採取ツール名 対象サーバ:監
視対象サーバ名 対象リソースID:収集対象リソースID

JP1/SSOから収集条件および収集データの削除を実施し
ましたが，コマンドでエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
JP1/SSOの GUIまたはコマンドで，該当する収集条
件と収集データを削除してください。削除方法につい
ては，マニュアル「JP1/Performance Management/
SNMP System Observer」を参照してください。
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KAVG40022-WKAVG40022-WKAVG40022-WKAVG40022-W    ～～～～    KAVG40040-EKAVG40040-EKAVG40040-EKAVG40040-E
KAVG40022-WKAVG40022-WKAVG40022-WKAVG40022-W
The deletion of the collection condition and the collection 
data from collection tool (SSO) timed out. Collection tool: 
採取ツール名, Target server: 監視対象サーバ名, Resource 
ID: 収集対象リソースID
採取ツール(SSO)からの収集条件および収集データの削除
でタイムアウトが発生しました。採取ツール:採取ツール
名 対象サーバ:監視対象サーバ名 対象リソースID:収集対
象リソースID

JP1/SSOから収集条件および収集データの削除を実施し
ましたが，コマンドがタイムアウトしました。

（S）
処理を続行します。

（O）
JP1/SSOの GUIまたはコマンドで，該当する収集条
件と収集データを削除してください。削除方法につい
ては，マニュアル「JP1/Performance Management/
SNMP System Observer」を参照してください。

KAVG40030-EKAVG40030-EKAVG40030-EKAVG40030-E
An error occurred in a system call of communication 
processing. エラー発生システムコール名, エラー番号, エ
ラー詳細
通信処理のシステムコールでエラーが発生しました。 エ
ラー発生システムコール名 エラー番号 エラー詳細

通信処理で，システムコールエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG40031-EKAVG40031-EKAVG40031-EKAVG40031-E
An unexpected error occurred in the communication. エ
ラー番号, 詳細エラー番号
通信処理で予期しないエラーが発生しました。 エラー番
号 詳細エラー番号

通信処理でエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，システ
ム管理者に連絡してください。

KAVG40032-EKAVG40032-EKAVG40032-EKAVG40032-E
The connection with SCM was closed.
SCMとの接続が切断されました。

SCMとの接続に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決できない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG40033-EKAVG40033-EKAVG40033-EKAVG40033-E
A retry was attempted but recovery from the error in 
communication processing was not possible. エラー番号, 
エラー詳細
通信処理でのエラーに対して再試行しましたが，回復しま
せんでした。エラー番号 詳細エラー番号

通信処理のエラーに対して再試行しましたが，回復できま
せんでした。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。問題が
解決できない場合は，システム管理者に連絡してくだ
さい。

KAVG40034-EKAVG40034-EKAVG40034-EKAVG40034-E
The abnormal termination of SCM was detected.
SCMの異常終了を検知しました。

通信処理のエラーに対して再試行しましたが，回復できま
せんでした。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決できない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG40040-EKAVG40040-EKAVG40040-EKAVG40040-E
An error occurred in the start processing of the child 
process.
子プロセスの起動処理でエラーが発生しました。

子プロセスの起動に失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。問題が解決できない場合は，システム管理者に
連絡してください。
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KAVG40050-EKAVG40050-EKAVG40050-EKAVG40050-E    ～～～～    KAVG40062-EKAVG40062-EKAVG40062-EKAVG40062-E
KAVG40050-EKAVG40050-EKAVG40050-EKAVG40050-E
An attempt to authenticate with pamcold has failed. プロ
セス名
収集デーモンとの認証に失敗しました。 プロセス名

pamcoldとの認証に失敗しました。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の SSOアダプターの識別名を見直してく
ださい。

KAVG40051-EKAVG40051-EKAVG40051-EKAVG40051-E
A retry was attempted but recovery from the connection 
failure with pamcold was not possible. プロセス名
収集デーモンとの接続失敗に対してリトライしましたが，
回復できませんでした。 プロセス名

pamcoldとの接続失敗に対してリトライをしましたが，
接続できませんでした。

（S）
SSOアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル
（paa.conf）の PFM - Analysis Managerの定義を見
直してください。

KAVG40054-WKAVG40054-WKAVG40054-WKAVG40054-W
The received monitoring condition is invalid. The 
collection tool name cannot be recognized. Collection tool: 
採取ツール名
受信した監視条件が不正です。採取ツール名が認識できま
せん。 採取ツール名:採取ツール名

監視条件の採取ツール名が認識できません。

（S）
処理を続行します。 

（O）
システム構成定義の内容を見直してください。

KAVG40055-WKAVG40055-WKAVG40055-WKAVG40055-W
The received monitoring condition is invalid. The 
hostname cannot be recognized. Hostname: 監視対象ホス
ト名
受信した監視条件が不正です。監視対象ホスト名が認識で
きません。 監視対象ホスト名:監視対象ホスト名

監視条件の監視対象ホスト名が認識できません。

（S）
処理を続行します。

（O）
システム構成定義の内容を見直してください。

KAVG40056-WKAVG40056-WKAVG40056-WKAVG40056-W
The received monitoring condition is invalid. The 
resource ID is invalid. Resource ID: 収集リソースID
受信した監視条件が不正です。収集リソースIDが不正で
す。 収集リソースID:収集リソースID

監視条件の収集リソース IDが不正です。

（S）
処理を続行します。

（O）
• システム構成定義の内容を見直してください。
• ユーザー拡張している場合は，テンプレート定義の
内容を見直してください。

KAVG40060-EKAVG40060-EKAVG40060-EKAVG40060-E
An attempt to make the temporary file for the condition 
registration to collection tool (SSO) has failed.
採取ツール（SSO）への条件登録用一時ファイルの作成
に失敗しました。

採取ツール（JP1/SSO）への条件登録用一時ファイルの
作成に失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。このメッセージが繰り返し出力される場合は，
システム管理者に連絡してください。

KAVG40061-EKAVG40061-EKAVG40061-EKAVG40061-E
An attempt to analyze the metric extracted from the 
collection tool (SSO) has failed.
採取ツール（SSO）から抽出したメトリックの解析に失
敗しました。

採取ツール（JP1/SSO）から抽出したメトリックの解析
に失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。このメッセージが繰り返し出力される場合は，
システム管理者に連絡してください。

KAVG40062-EKAVG40062-EKAVG40062-EKAVG40062-E
An attempt to analyze the condition extracted from the 
collection tool (SSO) has failed.
採取ツール（SSO）から抽出した監視条件の解析に失敗
しました。
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KAVG40063-IKAVG40063-IKAVG40063-IKAVG40063-I    ～～～～    KAVG42002-EKAVG42002-EKAVG42002-EKAVG42002-E
採取ツール（JP1/SSO）から抽出した監視条件の解析に
失敗しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。このメッセージが繰り返し出力される場合は，
システム管理者に連絡してください。

KAVG40063-IKAVG40063-IKAVG40063-IKAVG40063-I
Collection processing will now start. Collection tool: 採取
ツール, Time of collection data: 時刻
回収処理を開始します。 採取ツール:採取ツール, 回収デー
タの時刻:時刻

採取ツールの SSOから時刻までのデータを回収します。
時刻と現在時刻の差が大きい場合は，PFM - Analysis 
Managerや PFM - Analysis Adaptorを長時間停止してい
たことが考えられます。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG40064-IKAVG40064-IKAVG40064-IKAVG40064-I
Data was send to pamcold. Collection tool: 採取ツール
収集デーモンに情報を送信します。 採取ツール:採取ツー
ル

採取ツールの SSOから回収したデータを収集デーモンに
送信します。採取ツールが停止してる場合は，このメッ
セージの直前に KAVG40063-Iメッセージが出力されませ
ん。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG40065-IKAVG40065-IKAVG40065-IKAVG40065-I
An acceptance message was received from pamcold.
収集デーモンから応答メッセージを受信しました。

収集デーモンから応答メッセージを受信しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG40066-IKAVG40066-IKAVG40066-IKAVG40066-I
Connecting to pamcold has been completed.
収集デーモンとの接続が完了しました。

収集デーモンとの接続が完了しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG40067-WKAVG40067-WKAVG40067-WKAVG40067-W
The connection with pamcold was closed.
収集デーモンとの接続が切断されました。

収集デーモンとの接続が切断されました。

（S）
処理を続行します。

（O）
収集デーモンが停止していない場合は，ネットワーク
環境に問題が無いか見直してください。

（2） コマンドに関するメッセージ
（42000～ 48999）

KAVG42000-EKAVG42000-EKAVG42000-EKAVG42000-E
Insufficient memory occurred.
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
サービス制御を終了します。

（O）
不要なアプリケーションを終了する，またはメモリー
を増設してください。

KAVG42001-EKAVG42001-EKAVG42001-EKAVG42001-E
An internal error occurred.
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
サービス制御を終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG42002-EKAVG42002-EKAVG42002-EKAVG42002-E
An error occurred in communication with プロセス名. エ
ラーコード, 詳細エラーコード
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド，詳細エラーコード
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KAVG42003-EKAVG42003-EKAVG42003-EKAVG42003-E    ～～～～    KAVG43004-EKAVG43004-EKAVG43004-EKAVG43004-E
デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
処理を中断し，サービスを操作前の状態に戻します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG42003-EKAVG42003-EKAVG42003-EKAVG42003-E
A system call error occurred in communication with プロ
セス名. システムコール名, エラー番号, エラーストリング
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名，エラー番号，エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
処理を中断し，サービスを操作前の状態に戻します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG42004-EKAVG42004-EKAVG42004-EKAVG42004-E
Connection with プロセス名 has failed.
プロセス名との接続に失敗しました。

デーモンと接続できませんでした。

（S）
処理を中断し，サービスを操作前の状態に戻します。

（O）
デーモンプロセスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG42005-EKAVG42005-EKAVG42005-EKAVG42005-E
プロセス名 did not return a response.
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
アウトしました。

（S）
要求された処理を中断し，サービスを操作前の状態に
戻します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG43000-EKAVG43000-EKAVG43000-EKAVG43000-E
An option is invalid.
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG43001-EKAVG43001-EKAVG43001-EKAVG43001-E
Insufficient memory occurred.
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG43002-EKAVG43002-EKAVG43002-EKAVG43002-E
An internal error occurred.
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG43003-EKAVG43003-EKAVG43003-EKAVG43003-E
An error occurred in communication with プロセス名. エ
ラーコード, 詳細エラーコード
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド，詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG43004-EKAVG43004-EKAVG43004-EKAVG43004-E
A system call error occurred in communication with プロ
セス名. システムコール名, エラー番号, エラーストリング
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名，エラー番号，エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。
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KAVG43005-EKAVG43005-EKAVG43005-EKAVG43005-E    ～～～～    KAVG44003-EKAVG44003-EKAVG44003-EKAVG44003-E
（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG43005-EKAVG43005-EKAVG43005-EKAVG43005-E
Starting of プロセス名 has failed.
プロセス名の起動に失敗しました。

プロセスを起動できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG43006-EKAVG43006-EKAVG43006-EKAVG43006-E
プロセス名 did not return a response.
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
アウトしました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG43007-IKAVG43007-IKAVG43007-IKAVG43007-I
プロセス名 was started normally.
プロセス名を正常に起動しました。

デーモンを正常に起動しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG43008-EKAVG43008-EKAVG43008-EKAVG43008-E
Starting of プロセス名 has failed.
プロセス名の起動に失敗しました。

デーモンの起動に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
対応するプロセスのエラーメッセージに従って対処し

てください。

KAVG44000-EKAVG44000-EKAVG44000-EKAVG44000-E
An option is invalid.
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG44001-EKAVG44001-EKAVG44001-EKAVG44001-E
Insufficient memory occurred.
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG44002-EKAVG44002-EKAVG44002-EKAVG44002-E
An internal error occurred.
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG44003-EKAVG44003-EKAVG44003-EKAVG44003-E
An error occurred in communication with プロセス名. エ
ラーコード, 詳細エラーコード
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド，詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。
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KAVG44004-EKAVG44004-EKAVG44004-EKAVG44004-E    ～～～～    KAVG45003-EKAVG45003-EKAVG45003-EKAVG45003-E
KAVG44004-EKAVG44004-EKAVG44004-EKAVG44004-E
A system call error occurred in communication with プロ
セス名. システムコール名, エラー番号, エラーストリング
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名，エラー番号，エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG44005-EKAVG44005-EKAVG44005-EKAVG44005-E
Connection with プロセス名 has failed.
プロセス名との接続に失敗しました。

デーモンと接続できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンプロセスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG44006-EKAVG44006-EKAVG44006-EKAVG44006-E
プロセス名 did not return a response.
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったため，タイム
アウトしました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG44007-IKAVG44007-IKAVG44007-IKAVG44007-I
プロセス名 was stopped normally.
プロセス名を正常に停止しました。

デーモンを正常に停止しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG44008-EKAVG44008-EKAVG44008-EKAVG44008-E
The stop of プロセス名 has failed.
プロセス名の停止に失敗しました。

デーモンの停止に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
対応するプロセスのエラーメッセージに従って対処し
てください。

KAVG45000-EKAVG45000-EKAVG45000-EKAVG45000-E
An option is invalid.
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG45001-EKAVG45001-EKAVG45001-EKAVG45001-E
Insufficient memory occurred.
メモリー不足が発生しました。

メモリー不足が発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG45002-EKAVG45002-EKAVG45002-EKAVG45002-E
An internal error occurred.
内部でエラーが発生しました。

内部でエラーが発生しました。処理を継続できません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG45003-EKAVG45003-EKAVG45003-EKAVG45003-E
An error occurred in communication with プロセス名. エ
ラーコード, 詳細エラーコード
プロセス名との通信でエラーが発生しました。エラーコー
ド，詳細エラーコード

デーモンとの通信でエラーが発生しました。
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KAVG45004-EKAVG45004-EKAVG45004-EKAVG45004-E    ～～～～    KAVG46002-EKAVG46002-EKAVG46002-EKAVG46002-E
（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG45004-EKAVG45004-EKAVG45004-EKAVG45004-E
A system call error occurred in communication with プロ
セス名. システムコール名, エラー番号, エラーストリング
プロセス名との通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。システムコール名，エラー番号，エラーストリング

デーモンとの通信でシステムコールエラーが発生しまし
た。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG45005-EKAVG45005-EKAVG45005-EKAVG45005-E
Connection with プロセス名 has failed.
プロセス名との接続に失敗しました。

デーモンと接続できませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンプロセスが起動しているか確認してくださ
い。

KAVG45006-EKAVG45006-EKAVG45006-EKAVG45006-E
プロセス名 did not return a response.
プロセス名は応答を返しませんでした。

要求に対してデーモンが応答を返さなかったためタイムア
ウトしました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
デーモンでエラーが発生していないか確認してくださ
い。問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡
してください。

KAVG45007-IKAVG45007-IKAVG45007-IKAVG45007-I
プロセス名 is active.
プロセス名は稼働中です。

デーモンは稼働中です。

（S）

コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG45008-IKAVG45008-IKAVG45008-IKAVG45008-I
プロセス名 is inactive.
プロセス名は停止中です。

デーモンは停止中です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
対応するプロセスのエラーメッセージに従って対処し
てください。

KAVG46000-EKAVG46000-EKAVG46000-EKAVG46000-E
The paausrrsc command has already started.
paausrrscコマンドはすでに実行中です。

paausrrscコマンドはすでに実行されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
実行中の paausrrscコマンドが終了してから，再度
実行してください。

KAVG46001-EKAVG46001-EKAVG46001-EKAVG46001-E
Memory became insufficient.
メモリーの確保に失敗しました。

メモリーの確保に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
不要なアプリケーションを終了して再度実行してくだ
さい。

KAVG46002-EKAVG46002-EKAVG46002-EKAVG46002-E
There is insufficient disk space. File-name: ファイル名
ディスクの容量が不足しています。ファイル名:ファイル
名

ディスクの容量が不足しています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
不要なファイルを削除して再度実行してください。
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KAVG46003-EKAVG46003-EKAVG46003-EKAVG46003-E    ～～～～    KAVG46012-EKAVG46012-EKAVG46012-EKAVG46012-E
KAVG46003-EKAVG46003-EKAVG46003-EKAVG46003-E
The file was not found. File-name: ファイル名, 
Error-number: エラー番号
ファイルが見つかりませんでした。ファイル名:ファイル
名 エラー番号:エラー番号

ファイルが見つかりませんでした。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定したファイルパスがあるか確認してください。

KAVG46004-EKAVG46004-EKAVG46004-EKAVG46004-E
The access to the working file failed. File-name: ファイル
名, Error-number: エラー番号
ファイルへのアクセス権がありませんでした。ファイル名
:ファイル名 エラー番号:エラー番号

ファイルへのアクセスに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルの属性を確認してください。

KAVG46005-EKAVG46005-EKAVG46005-EKAVG46005-E
An attempt to initialize the lock has failed. Reason: 理由
, Location: 場所
ロックの初期化に失敗しました。 理由:理由 場所:場所

ファイルのロックに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
ファイルがあるかどうか，および属性を確認してくだ
さい。

KAVG46006-EKAVG46006-EKAVG46006-EKAVG46006-E
An error occurred in a system call. Operation: 操作, 
Error-number: エラー番号
システムコールでエラーが発生しました。操作:操作 エ
ラー番号:エラー番号

システムコールでエラーが発生しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG46007-EKAVG46007-EKAVG46007-EKAVG46007-E
An attempt to initialize the resource category list has 
failed.
リソースカテゴリー一覧の初期化に失敗しました。

リソースカテゴリー一覧の初期化に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG46008-EKAVG46008-EKAVG46008-EKAVG46008-E
An attempt to lock has failed.
ロックに失敗しました。

プロセス間のロックに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG46010-EKAVG46010-EKAVG46010-EKAVG46010-E
An option is invalid.
コマンドのオプションが誤っています。

オプションの指定に誤りがあります。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

KAVG46011-EKAVG46011-EKAVG46011-EKAVG46011-E
The specified template definition file does not exist.
指定したテンプレート定義ファイルが存在しません。

指定したテンプレート定義ファイルがありません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しいテンプレート定義ファイルを指定してコマンド
を再実行してください。

KAVG46012-EKAVG46012-EKAVG46012-EKAVG46012-E
The specified resource category name is invalid.
指定したリソースカテゴリー名が不正です。

指定したリソースカテゴリー名が不正です。
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KAVG46013-EKAVG46013-EKAVG46013-EKAVG46013-E    ～～～～    KAVG46051-EKAVG46051-EKAVG46051-EKAVG46051-E
（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しいリソースカテゴリー名を指定してコマンドを再
実行してください。

KAVG46013-EKAVG46013-EKAVG46013-EKAVG46013-E
A resource configuration file with the specified resource 
category name does not exist.
指定したリソースカテゴリー名のリソース設定ファイルが
存在しません。

指定したリソースカテゴリー名のリソース設定ファイルが
ありません。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しいリソースカテゴリー名を指定してコマンドを再
実行してください。

KAVG46020-EKAVG46020-EKAVG46020-EKAVG46020-E
An attempt to acquire the installation path of SSO has 
failed.
SSOのインストールパスの取得に失敗しました。

JP1/SSOのインストールパスの取得に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
JP1/SSOをインストールしてください。

KAVG46021-EKAVG46021-EKAVG46021-EKAVG46021-E
An attempt to execute the ssocolconf command has 
failed. Exit-code: ssocolconfコマンドの終了コード
ssocolconfコマンドの実行に失敗しました。Exitコード
:ssocolconfコマンドの終了コード

ssocolconfコマンドが失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定したテンプレート定義ファイルの記述を見直して
ください。

KAVG46022-EKAVG46022-EKAVG46022-EKAVG46022-E
An error occurred in the start processing of the child 
process.
子プロセスの起動処理でエラーが発生しました。

子プロセスの起動に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG46030-EKAVG46030-EKAVG46030-EKAVG46030-E
The specification of a resource ID is invalid. Lines: テン
プレート定義ファイルの行番号
リソースIDの指定が不正です。行番号:テンプレート定義
ファイルの行番号

テンプレート定義ファイルに記載しているリソース IDの
指定が不正です。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定したテンプレート定義ファイルの記述を見直して
ください。

KAVG46031-EKAVG46031-EKAVG46031-EKAVG46031-E
Two or more subresources are specified for one resource. 
Lines: テンプレート定義ファイルの行番号
一つのリソースにサブリソースが複数個指定されていま
す。行番号:テンプレート定義ファイルの行番号

テンプレート定義ファイルで，一つのリソースにサブリ
ソースが二つ以上指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
指定したテンプレート定義ファイルの記述を見直して
ください。

KAVG46050-IKAVG46050-IKAVG46050-IKAVG46050-I
The execution of the command has succeeded.
コマンドの実行に成功しました。

コマンドの実行に成功しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG46051-EKAVG46051-EKAVG46051-EKAVG46051-E
An attempt to execute the command has failed.
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
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KAVG48000-EKAVG48000-EKAVG48000-EKAVG48000-E    ～～～～    KAVG48007-EKAVG48007-EKAVG48007-EKAVG48007-E
メッセージを参照して，適切な処置を実行してくださ
い。

KAVG48000-EKAVG48000-EKAVG48000-EKAVG48000-E
The paassosetup command has already started.
paassosetupコマンドはすでに実行中です。

paassosetupコマンドはすでに実行されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
実行中の paassosetupコマンドが終了したあと，再
実行してください。

KAVG48001-IKAVG48001-IKAVG48001-IKAVG48001-I
The execution of the command has succeeded.
コマンドの実行に成功しました。

コマンドの実行に成功しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
エラーではないため，対処は不要です。

KAVG48002-EKAVG48002-EKAVG48002-EKAVG48002-E
An attempt to execute the command has failed.
コマンドの実行に失敗しました。

コマンドの実行に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
このメッセージの前に出力された KAVGnnnnn-Z の
メッセージを参照して，適切な処置を実行してくださ
い。

KAVG48003-EKAVG48003-EKAVG48003-EKAVG48003-E
Memory became insufficient.
メモリーの確保に失敗しました。

メモリーの確保に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• 不要なアプリケーションを終了して再度実行してく
ださい。

• 仮想メモリーの領域を増やすか，メモリーを増設し
てください。

KAVG48004-EKAVG48004-EKAVG48004-EKAVG48004-E
An attempt to lock has failed.
ロックに失敗しました。

プロセス間のロックに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG48005-EKAVG48005-EKAVG48005-EKAVG48005-E
An attempt to initialize the resource category list has 
failed.
リソースカテゴリー一覧の初期化に失敗しました。

リソースカテゴリー一覧の初期化に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。再度実行しても回復しない場合は，システム管
理者に連絡してください。

KAVG48006-EKAVG48006-EKAVG48006-EKAVG48006-E
An attempt to set up the collection tool (SSO) has failed.
採取ツール（SSO）のセットアップに失敗しました。

JP1/SSOのセットアップに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
• JP1/SSOが正しくインストールされているか確認
してください。

• JP1/SSOがインストールされているディスクに空
きがあるか確認してください。

再度実行しても回復しない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG48007-EKAVG48007-EKAVG48007-EKAVG48007-E
An attempt to unset up the collection tool (SSO) has 
failed.
採取ツール（SSO）のアンセットアップに失敗しまし
た。

JP1/SSOのアンセットアップに失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
JP1/SSOが正しくインストールされているか確認し
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KAVG48008-EKAVG48008-EKAVG48008-EKAVG48008-E    ～～～～    KAVG49005-EKAVG49005-EKAVG49005-EKAVG49005-E
てください。
再度実行しても回復しない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG48008-EKAVG48008-EKAVG48008-EKAVG48008-E
An attempt to acquire the SSO installation path has 
failed.
SSOのインストールパスの取得に失敗しました。

JP1/SSOのインストールパスの取得に失敗しました。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
JP1/SSOが正しくインストールされているか確認し
てください。

KAVG48009-EKAVG48009-EKAVG48009-EKAVG48009-E
An option is invalid.
コマンドのオプションが誤っています。

コマンドの引数に不正なオプションが指定されています。

（S）
コマンドを終了します。

（O）
正しい引数を指定してコマンドを再実行してくださ
い。

（3） PFMアダプターに関するメッ
セージ（49000～ 49999）

KAVG49000-IKAVG49000-IKAVG49000-IKAVG49000-I
paapfmadptd has started.
PFMアダプターを起動しました。

PFMアダプターが起動しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG49001-EKAVG49001-EKAVG49001-EKAVG49001-E
An attempt to start paapfmadptd has failed.
PFMアダプターの起動に失敗しました。

PFMアダプターの起動に失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーの内容を表すメッセージ
を参照してください。発生したエラーに対処した上で

PFMアダプターを再起動してください。

KAVG49002-IKAVG49002-IKAVG49002-IKAVG49002-I
paapfmadptd has ended normally.
PFMアダプターを停止しました。

PFMアダプターが正常に終了しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG49003-EKAVG49003-EKAVG49003-EKAVG49003-E
paapfmadptd has ended abnormally.
PFMアダプターが異常終了しました。

PFMアダプターが異常終了しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーの内容を表すメッセージ
を参照してください。発生したエラーに対処した上で
PFMアダプターを再起動してください。

KAVG49004-EKAVG49004-EKAVG49004-EKAVG49004-E
Memory became insufficient. プロセス名
メモリー不足が発生しました。 プロセス名

メモリーの確保に失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
不要なアプリケーションを終了して，再度実行してく
ださい。メモリーを増設するか，仮想メモリーの領域
を増やしてください。

KAVG49005-EKAVG49005-EKAVG49005-EKAVG49005-E
An attempt to initialize paapfmadptd has failed.
PFMアダプターの初期化に失敗しました。

PFMアダプターの初期化に失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
ログに出力されているエラーの内容を表すメッセージ
を参照してください。発生したエラーに対処した上で
PFMアダプターを再起動してください。再度実行し
ても回復しない場合は，システム管理者に連絡してく
ださい。
587



KAVG49006-EKAVG49006-EKAVG49006-EKAVG49006-E    ～～～～    KAVG49012-EKAVG49012-EKAVG49012-EKAVG49012-E
KAVG49006-EKAVG49006-EKAVG49006-EKAVG49006-E
The installation path could not be acquired. プロセス名
インストールパスの取得に失敗しました。 プロセス名

PFMアダプターのインストールパスの取得に失敗しまし
た。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
システム管理者に連絡してください。

KAVG49007-EKAVG49007-EKAVG49007-EKAVG49007-E
An attempt to lock has failed.
ロックに失敗しました。

プロセス間のロックに失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。
再度実行しても回復しない場合は，システム管理者に
連絡してください。

KAVG49008-EKAVG49008-EKAVG49008-EKAVG49008-E
The PFM - Analysis Adaptor action condition definition 
file does not exist.
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルが存在しま
せん。

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルが存在し
ません。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルを作
成してください。

KAVG49009-EKAVG49009-EKAVG49009-EKAVG49009-E
An attempt to open the PFM - Analysis Adaptor action 
condition definition file has failed.
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルのオープン
に失敗しました。

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルのオープ
ンに失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
ファイルシステムでエラーが発生していないか確認し
てください。

問題が解決しない場合は，システム管理者に連絡して
ください。

KAVG49010-EKAVG49010-EKAVG49010-EKAVG49010-E
A specification in the PFM - Analysis Adaptor action 
condition definition file is invalid. Section name: セク
ション名, Key name: キー名, Value: 指定した値
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの指定が不
正です。セクション名:セクション名 キー名:キー名 値:指
定した値

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの指定に
誤りがあります。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの記
述を見直してください。

KAVG49011-EKAVG49011-EKAVG49011-EKAVG49011-E
A required item in the PFM - Analysis Adaptor action 
condition definition file is not specified. Section name: セ
クション名, Key name: キー名
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの必須項目
が指定されていません。セクション名:セクション名 キー
名:キー名

PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの必須項
目が指定されていません。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの記
述を見直してください。

KAVG49012-EKAVG49012-EKAVG49012-EKAVG49012-E
paapfmadptd has already started.
PFMアダプターはすでに起動しています。

PFMアダプターはすでに起動しています。本メッセージ
は，Windowsで動作する場合は，出力されません。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
すでに起動中の PFMアダプターが終了してから，再
度起動してください。
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KAVG49014-EKAVG49014-EKAVG49014-EKAVG49014-E    ～～～～    KAVG49022-WKAVG49022-WKAVG49022-WKAVG49022-W
KAVG49014-EKAVG49014-EKAVG49014-EKAVG49014-E
An error occurred in a communication processing system 
call. エラー発生システムコール名, エラー番号, エラー詳
細
通信処理のシステムコールでエラーが発生しました。 エ
ラー発生システムコール名 エラー番号 エラー詳細

通信処理のシステムコールでエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。

KAVG49015-EKAVG49015-EKAVG49015-EKAVG49015-E
An unexpected error occurred during communication. エ
ラー番号, 詳細エラー番号
通信処理で予期しないエラーが発生しました。 エラー番
号 詳細エラー番号

通信処理で，予期しないエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，システ
ム管理者に連絡してください。

KAVG49016-EKAVG49016-EKAVG49016-EKAVG49016-E
The connection with SCM was closed.
SCMとの接続が切断されました。

SCMとの接続に失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。 問題が解決できない場合，システム管理者に連
絡してください。

KAVG49017-EKAVG49017-EKAVG49017-EKAVG49017-E
A retry was attempted but recovery from the 
communication processing error was not possible. エラー
番号, エラー番号詳細
通信処理でのエラーに対して再試行しましたが，回復しま
せんでした。エラー番号 エラー番号詳細

通信処理のエラーに対して再試行しましたが，回復できま
せんでした。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット

ワーク環境に問題がないか見直してください。問題が
解決できない場合，システム管理者に連絡してくださ
い。

KAVG49018-EKAVG49018-EKAVG49018-EKAVG49018-E
The abnormal termination of SCM was detected.
SCMの異常終了を検知しました。

SCMが異常終了しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
システムのリソースが不足していないか確認してくだ
さい。 問題が解決できない場合，システム管理者に連
絡してください。

KAVG49019-EKAVG49019-EKAVG49019-EKAVG49019-E
An attempt to authenticate with pamcold has failed. プロ
セス名
収集デーモンとの認証に失敗しました。 プロセス名

pamcoldとの認証に失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの
PFMアダプターの識別名を見直してください。

KAVG49020-EKAVG49020-EKAVG49020-EKAVG49020-E
A retry was attempted but recovery from the connection 
failure with pamcold was not possible. プロセス名
収集デーモンとの接続失敗に対してリトライしましたが，
回復できませんでした。 プロセス名

pamcoldとの接続失敗に対してリトライしましたが，接
続できませんでした。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの
PFM - Analysis Managerに関する定義を見直してく
ださい。

KAVG49022-WKAVG49022-WKAVG49022-WKAVG49022-W
The received monitoring condition is invalid. The 
resource ID is invalid. Resource ID: リソースID
受信した監視条件が不正です。収集リソースIDが不正で
す。 収集リソースID:リソースID

pamcoldから通知された監視条件の収集リソース IDが不
正でした。
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KAVG49023-EKAVG49023-EKAVG49023-EKAVG49023-E    ～～～～    KAVG49029-EKAVG49029-EKAVG49029-EKAVG49029-E
（S）
出力されている監視条件については，回収されませ
ん。

（O）
システム構成定義の内容を見直してください。また，
ユーザー拡張を行っている場合は，テンプレート定義
の内容を見直してください。

KAVG49023-EKAVG49023-EKAVG49023-EKAVG49023-E
The received monitoring condition is invalid. The 
number of Instance values exceeds ODBC Key Field 
Name count. Resource ID: リソースID, Service ID: サービ
スID
受信した監視条件が不正です。インスタンスフィルターの
インデックスの数がODBCキーフィールドの数を超えてい
ます。収集リソースID:リソースID, サービスID:サービス
ID

pamcoldから通知された監視条件のインスタンスフィル
ターのインデックス数が不正だった。

（S）
出力されている監視条件については，回収されませ
ん。

（O）
インスタンスフィルターの設定内容を見直してくださ
い。

KAVG49024-IKAVG49024-IKAVG49024-IKAVG49024-I
Collection processing will now start. Service ID: サービス
ID, Time of collection data: 時刻
回収処理を開始します。 サービスID:サービスID, 回収
データの時刻:時刻

サービス IDの PFM - Agentから時刻までのデータを回収
します。時刻と現在時刻の差が大きい場合は，PFM - 
Analysis Managerや PFM - Analysis Adaptorを長時間
停止していたことが考えられます。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG49025-IKAVG49025-IKAVG49025-IKAVG49025-I
Data was send to pamcold. Service ID: サービスID
収集デーモンに情報を送信します。 サービスID:サービス
ID

サービス IDの PFM - Agentから回収したデータを収集
デーモンに送信します。

（S）
処理を続行します。

（O）

エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG49026-IKAVG49026-IKAVG49026-IKAVG49026-I
An acceptance message was received from pamcold.
収集デーモンから応答メッセージを受信しました。

収集デーモンから応答メッセージを受信しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG49027-IKAVG49027-IKAVG49027-IKAVG49027-I
Connecting to pamcold has been completed.
収集デーモンとの接続が完了しました。

収集デーモンとの接続が完了しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
エラーではないため，対処する必要はありません。

KAVG49028-WKAVG49028-WKAVG49028-WKAVG49028-W
The connection with pamcold was closed.
収集デーモンとの接続が切断されました。

収集デーモンとの接続が切断されました。

（S）
処理を続行します。

（O）
収集デーモンが停止していない場合は，ネットワーク
環境に問題が無いか見直してください。

KAVG49029-EKAVG49029-EKAVG49029-EKAVG49029-E
The content of the PFM resource definition file is invalid. 
File name: (PFMアダプターリソース定義ファイルのファ
イル名), Lines: (行番号)
PFMアダプターリソース定義ファイルの内容が不正で
す。 ファイル名:(PFMアダプターリソース定義ファイル
のファイル名), 行番号:(行番号)

PFMアダプターリソース定義ファイルの内容が不正で
す。

（S）
不正な定義は無視して処理を続行します。

（O）
• 必須項目が指定されているか見直してください。
• 範囲外のリソース IDが指定されていないか見直し
てください。

• 不正な文字が使用されていないか見直してくださ
い。
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KAVG49030-EKAVG49030-EKAVG49030-EKAVG49030-E    ～～～～    KAVG49034-WKAVG49034-WKAVG49034-WKAVG49034-W
KAVG49030-EKAVG49030-EKAVG49030-EKAVG49030-E
An attempt to read the PFM resource definition file has 
failed. File name: (PFMアダプターリソース定義ファイル
のファイル名)
PFMアダプターリソース定義ファイルの読み込みに失敗
しました。 ファイル名:(PFMアダプターリソース定義
ファイルのファイル名)

PFMアダプターリソース定義ファイルの読み取り処理
で，エラーが発生して読み取りに失敗しました。

（S）
PFMアダプターを終了します。

（O）
• ファイルが存在するか確認してください。
• ファイルのアクセス権限を確認してください。
• ファイルが破損していないか確認してください。

KAVG49031-EKAVG49031-EKAVG49031-EKAVG49031-E
An attempt to initialize communication with PFM has 
failed.
PFMとの通信の初期化に失敗しました。

PFMとの通信の初期化に失敗しました。

（S）
PFMアダプター起動時にこのメッセージが出た場合
は，アダプターを終了します。
それ以外の場合は処理を続行します。

（O）
• PFMアダプターと同居する PFM - Managerまた
は PFM - Baseが正しく動作しているか確認してく
ださい。

• クラスタ環境で運用している場合は，PFM - 
Analysis Adaptor動作条件定義ファイルの
pfmadpt_logical_host_nameの記述を確認してく
ださい。

• ネットワーク環境に問題がないか見直してくださ
い。

KAVG49032-EKAVG49032-EKAVG49032-EKAVG49032-E
An error occurred in communication with PFM. Service 
ID: (サービスID), Resource ID: (リソースID)
PFMとの通信でエラーが発生しました。 サービスID:(
サービスID), リソースID:(リソースID)

PFMとの通信でエラーが発生しました。

（S）
処理を続行します。

（O）
このメッセージが繰り返し出力される場合は，ネット
ワーク環境に問題がないか見直してください。また，
ユーザー拡張をしている場合，PFMアダプターリ
ソース定義ファイルの設定内容が正しいか見直してく
ださい。

KAVG49033-EKAVG49033-EKAVG49033-EKAVG49033-E
Service ID is not registered. Service ID: (サービスID)
サービスIDが登録されていません。 サービスID:(サービ
スID)

サービス IDで指定された PFM - Agentが認識できませ
ん。

（S）
処理を続行します。

（O）
サービス IDで指定された PFM - Agentが正しく動作
しているか確認してください。

KAVG49034-WKAVG49034-WKAVG49034-WKAVG49034-W
Agent is inactive. Service ID: (サービスID)
PFM - Agentが停止中です。 サービスID:(サービスID)

サービス IDで指定された PFM - Agentが停止中です。

（S）
処理を続行します。

（O）
サービス IDで指定された PFM - Agentが正しく動作
しているか確認してください。
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15　トラブルシューティング
この章では，PFM - Analysisの運用中に，トラブルが発生し
た場合の対処方法について説明します。

15.1　トラブル発生時の対処手順

15.2　トラブル事例と対処方法

15.3　ログ情報の種類

15.4　トラブル発生時に採取が必要な資料
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15.　トラブルシューティング
15.1　トラブル発生時の対処手順
PFM - Analysisでトラブルが発生した場合は，次の手順で対処してください。

1. 現象の確認
トラブルが発生したときの現象を確認してください。メッセージが出力されている場
合は，メッセージの内容を確認してください。
また，一般的に想定されるトラブルの対処法については，「15.2　トラブル事例と対
処方法」を参照してください。

2. 資料の採取
1.でトラブルが解消されない場合，または内部エラー，通信エラーなどの場合は，ト
ラブルの要因を調べるために資料の採取が必要です。「15.3　ログ情報の種類」を参
照して，必要な資料を採取してください。

3. 問題の調査
採取した資料を基に問題の要因を調査し，問題が発生している部分，または問題の範
囲を切り分けてください。
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15.　トラブルシューティング
15.2　トラブル事例と対処方法
この節では，PFM - Analysisを使用しているときに発生したトラブルの対処方法を説明
します。

（1） PAMDBセットアップ時または PAMDB起動時にアプリケーション
エラーが表示される

PAMDBセットアップ時または PAMDB起動時に「アプリケーションを正しく初期化で
きませんでした。」という内容のアプリケーションエラーが表示された場合，OSのデス
クトップヒープが不足している可能性があります。デスクトップヒープの値を変更する
手順を次に示します。

注意事項
レジストリーエディターは，使い方を誤ると問題が発生することがあるため，十分
注意して変更してください。

 

1. PFM - Analysisのすべてのサービスを停止する。

2. レジストリーエディターを使用して，非対話型デスクトップ（サービス）のデスク
トップヒープのレジストリー値を修正する。
レジストリーキー
HKEY_LOCAL_MACHINE
  +SYSTEM
    +CurrentControlSet
      +Control
        +Session Manager
          +SubSystems

レジストリー値
Windows

値
%SystemRoot%¥system32¥csrss.exe ObjectDirectory
=¥Windows SharedSection=1024,3072,512
  …
Windows=On SubSystemType=Windows ServerDll=basesrv,1
ServerDll=winsrv:UserServerDllInitialization,3
ServerDll=winsrv:ConServerDllInitialization,2
ProfileControl=Off MaxRequestThreads=16
 

デスクトップヒープの値は，SharedSectionの 3番目のパラメーターです（下線部）。
3番目のパラメーターが省略されている場合は，2番目のパラメーターの値がデスク
トップヒープに割り当てられます。下線部を，1024に変更してください。変更して
も不足する場合は，さらに大きい値を指定してください。
なお，デスクトップヒープの値は，システム全体で最大 48メガバイトです。大きな
値を指定すると，ほかのプログラムが起動できなくなるおそれがあります。

3. OSを再起動する。
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15.　トラブルシューティング
各Windows Stationで使用するデスクトップヒープの量を簡単に調べることができない
ため，ご使用の環境に合わせて調整してください。
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15.　トラブルシューティング
15.3　ログ情報の種類
PFM - Analysisでは，共通メッセージログ，統合トレースログおよびプロセス別ログの
3種類のログを出力します。

共通メッセージログ
システム管理者向けのログ情報のことです。PFM - Analysisでは，プロセスの開始
および終了に関する情報をWindowsの場合はWindows イベントログに，UNIXの
場合は syslogに出力します。

統合トレースログ
各プログラムが出力するトレース情報を，統合トレース機能（HNTRLib2）を通じ
て，一つの出力先ファイルにまとめて採取するログ情報のことです。なお，統合ト
レースログに出力されるメッセージは，共通メッセージログに出力されるメッセー
ジと同じものです。ただし，PAMDBが共通メッセージログに出力するメッセージ
は出力されません。
各プログラムの統合トレースログの出力先を，次の表に示します。

表 15-1　各プログラムの統合トレースログの出力先

注※
nには，1～ 4までの数字が入ります。

プロセス別ログ
プロセス別ログとは，PFM - Analysisの各機能が出力するログ情報のことです。各
機能によって異なるログファイルに出力されます。プロセス別ログファイルには，
プロセスの起動・終了通知，致命的な障害など，障害調査に必要な第一次切り分け
情報が出力され，システム管理者による PFM - Analysisの稼働管理を容易にしま
す。
各プログラムのプロセス別ログの出力先を，次の表に示します。

プログラム 出力ファイル 容量

PFM - Analysis 
Manager

• HNTRLib2インストール先ディレクトリ
¥spool¥hntr2n.log※

256キロバ
イト

PFM - Analysis View 統合トレースログには出力されません。 なし

PFM - Analysis 
Adaptor

Windowsの場合
• HNTRLib2インストール先ディレクトリ

¥spool¥hntr2n.log※

UNIXの場合
• /var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool/hntr2n.log※

256キロバ
イト
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15.　トラブルシューティング
表 15-2　各プログラムのプロセス別ログの出力先

注※
nには，1または 2の数字が入ります。

プログラム 出力ファイル名 容量

PFM - Analysis 
Manager

• インストール先ディレクトリ ¥manager¥log¥プロ
セス名 n.log※

64キロバ
イト

PFM - Analysis View • インストール先ディレクトリ ¥view¥log¥プロセス
名 n.log※

64キロバ
イト

PFM - Analysis 
Adaptor

Windowsの場合
• インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥log¥プロセ
ス名 n.log※

UNIXの場合
• /var/opt/jp1pam/adaptor/log/プロセス名 n.log※

64キロバ
イト
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15.　トラブルシューティング
15.4　トラブル発生時に採取が必要な資料
トラブル発生時に採取が必要な資料を次に示します。

（1） PFM - Analysisのログ情報

資料採取ツールを実行して，ログファイルを採取します。PFM - Analysisの資料採取
ツールでは，次のログファイルを採取します。

• 統合トレースログ
• hostsファイル
• servicesファイル
• ワトソン博士ログファイル（Windowsの場合，ただしWindows 2008は除く）
• 定義ファイル，ログファイル
• レジストリー情報（Windowsの場合）
• 環境変数情報
• 新修正パッチ適用ログファイル
• 新修正パッチ適用履歴ファイル（UNIXの場合）
• 監視定義情報一覧ファイル

　

表 15-3　採取ツールで採取できるログファイル一覧

情報の種類 デフォルトのファイル名

統合トレースログ Windows(x86)の場合
システムドライブ ¥Program 

Files¥hitachi¥HNTRLib2¥spool¥hntr2n.log※
Windows(x64)の場合

システムドライブ ¥Program Files 

(x86)¥hitachi¥HNTRLib2¥spool¥hntr2n.log※
UNIXの場合

/var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool/hntr2n.log※

hostsファイル Windowsの場合
システムフォルダ ¥system32¥drivers¥etc¥hosts

UNIXの場合
/etc/hosts

servicesファイル Windowsの場合
システムフォルダ ¥system32¥drivers¥etc¥services

UNIXの場合
/etc/services
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15.　トラブルシューティング
ワトソン博士ログファ
イル（Windowsの場
合，ただしWindows 
2008は除く）

Windows XPの場合
システムドライブ ¥Documents and Setting¥All 
Users¥Application Data¥Microsoft¥Dr 
Watson¥drwtsn32.log

Windows 2003の場合
システムドライブ ¥Documents and Settings¥ユーザー名
¥Local Settings¥Application Data¥Microsoft¥Dr 
Watson¥drwtsn32.log

定義ファイル，ログ
ファイル

PFM - Analysis Managerの場合
• インストール先ディレクトリ¥manager¥db¥pamdb¥spool以下の
全ファイル

• インストール先ディレクトリ ¥manager¥db¥pamdb¥uxpldir以
下の全ファイル

• インストール先ディレクトリ ¥manager¥db¥pamdb¥tmp以下の全
ファイル

• インストール先ディレクトリ
¥manager¥db¥tmp¥pamdbinstall.out

• インストール先ディレクトリ
¥manager¥db¥pamdb¥unsetup.err

• インストール先ディレクトリ
¥manager¥db¥pamdb¥pdistup¥spool¥pdi_err.txt

• インストール先ディレクトリ
¥manager¥db¥pamdb¥pdistup¥spool¥pdirst_err.txt

• インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf以下の全ファイル
• インストール先ディレクトリ ¥manager¥log以下の全ファイル

PFM - Analysis Viewの場合
• インストール先ディレクトリ ¥view¥conf以下の全ファイル
• インストール先ディレクトリ ¥view¥log以下の全ファイル
• インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans以下の全ファイル

PFM - Analysis Adaptorの場合（Windowsの場合）
• インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥conf以下の全ファイル
• インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥log以下の全ファイル

PFM - Analysis Adaptorの場合（UNIXの場合）
• /etc/opt/jp1pam/adaptor/conf以下の全ファイル
• /var/opt/jp1pam/adaptor/log以下の全ファイル

レジストリー情報
（Windowsの場合）

HKEY_LOCAL_MACHINE¥SOFTWARE¥HITACHI

環境変数情報 －

新修正パッチ適用ログ
ファイル

PFM - Analysis Managerの場合
• インストール先ディレクトリ ¥manager¥PATCHLOG.TXT

PFM - Analysis Viewの場合
• インストール先ディレクトリ ¥view¥PATCHLOG.TXT

PFM - Analysis Adaptorの場合（Windowsの場合）
• インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥PATCHLOG.TXT

PFM - Analysis Adaptorの場合（UNIXの場合）
• /opt/jp1pam/adaptor/PATCHLOG.TXT

情報の種類 デフォルトのファイル名
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15.　トラブルシューティング
注※
nには 1～ 4までの数字が入ります。

資料採取ツールを実行する前に，「3.3.5　ログ情報の採取設定」を参照して，資料採取
ツールをセットアップしてください。

資料採取ツールの実行例を，プログラムごとに示します。

PFM - Analysis Managerの場合
インストール先ディレクトリ¥manager¥usertools¥pamlog.bat［資料格納ディ
レクトリ］

PFM - Analysis Adaptorの場合

Windowsの場合
インストール先ディレクトリ¥adaptor¥usertools¥paalog.bat［資料格納
ディレクトリ］

UNIXの場合
/opt/jp1pam/adaptor/usertools/paalog.sh［-f 出力ファイル名］

PFM - Analysis Viewの場合
インストール先ディレクトリ¥view¥usertools¥pavlog.bat［資料格納ディレク
トリ］

注意事項
資料格納ディレクトリおよび出力ファイルはフルパスで指定してください。なお，
パスには「Program Files」など，スペースを含むディレクトリは指定しないでくだ
さい。

（2） OSのログ情報

Windowsイベントログまたは syslogを採取します。また，coreファイルが出力されて
いる場合は，coreファイルも採取します。なお，PFM - Analysisは，デフォルトでは
Windowsイベントログや syslogにログを出力しません。ログを出力させる設定について
は，「3.3.5　ログ情報の採取設定」を参照してください。採取手順を次に示します。

（a）Windowsイベントログの採取手順

Windows 2003の場合は［イベントビューア］ウィンドウ－［アプリケーションログ］

新修正パッチ適用履歴
ファイル（UNIXの場
合）

PFM - Analysis Adaptorの場合

• /opt/jp1pam/adaptor/patch_history

監視定義情報一覧ファ
イル

PFM - Analysis Managerの場合
• 次に示すコマンド実行結果の出力ファイル
pamdumpdef -c detail -t inst -s now

pamdumpdef -c detail -t inst -s del

pamdumpdef -c count -t inst -s all

情報の種類 デフォルトのファイル名
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15.　トラブルシューティング
の内容をエクスポートしてください。

Windows 2008の場合は［イベントビューア］ウィンドウ－［Windows ログ］－［アプ
リケーションログ］の内容をエクスポートしてください。

詳細情報は，個々のログウィンドウの内容をクリップボードにコピーしたあと，テキス
トファイルなどに貼り付けて採取してください。

（b）syslogの採取手順

次に示すディレクトリから採取してください。

HP-UXの場合
/var/adm/syslog/syslog.log

Solarisの場合
/var/adm/messages

（c） coreファイルの採取手順

次に示すディレクトリに coreファイルが出力されている場合は採取してください。

• /opt/jp1pam以下の任意のディレクトリ
• ユーザーのホームディレクトリ
• コマンドを実行したカレントディレクトリ

（3） オペレーション内容

トラブル発生時のオペレーション内容を確認し，記録しておいてください。確認が必要
な情報を次に示します。

• オペレーション内容の詳細
• 発生時刻
• 再現性
• マシン構成（各 OSのバージョン，ホスト名，システム構成）

（4） 画面上のエラー情報

画面にエラーが表示された場合は，その情報も採取します。次に示すハードコピーを採
取してください。

• エラーダイアログボックスのハードコピー
• 操作画面のハードコピー（アプリケーションエラーの場合）
•［コマンドプロンプト］ウィンドウのハードコピー（コマンド実行時にトラブルが発生
した場合）
［コマンドプロンプト］のハードコピーを採取する場合は，［プロパティ］で次の設定
をしてください。
•［オプション］タブ：［簡易編集モード］をチェックする。
•［レイアウト］タブ：［画面バッファのサイズ］の［高さ］に「500」を指定する。
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15.　トラブルシューティング
（5） ユーザーダンプ（Windows Server 2008限定）

Windows Server 2008で JP1/PAMのプロセスがアプリケーションエラーで停止した場
合は，図 15-1のようなダイアログボックスが表示されている状態で，次の手順でユー
ザーダンプを採取します。

図 15-1　アプリケーションエラーダイアログボックス

ユーザーダンプ採取手順

1. タスクマネージャを起動する。
タスクマネージャは次のどちらかの手順で起動してください。
• タスクバーの空いている場所で右クリックをして「タスクマネージャ」を選択
•［Ctrl］＋［Shift］＋［Esc］キーを押してタスクマネージャを起動

2.［プロセス］タブをクリックする。

3. アプリケーションエラーで停止した JP1/PAMのプロセス名を右クリックし，「ダンプ
ファイルの生成」を選択する。

4. ユーザーダンプの出力先パスを示すダイアログボックス（図 15-2）が表示されるの
で，表示された場所からダンプファイルを採取する。
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15.　トラブルシューティング
図 15-2　ダンプのプロセス

注意事項
エラーダイアログボックスを閉じてしまうと正常なダンプは取得されないため，
ユーザーダンプを採取できなくなります。

（6） 問題レポートの採取（Windows Server 2008限定）

Windows Server 2008で JP1/PAMのプロセスがアプリケーションエラーで停止した場
合，次の手順で問題レポートを採取してください。

1.［問題のレポートと解決策］を開く。
［問題のレポートと解決策］を次のどちらかの手順で起動してください。
•［コントロールパネル］－［問題のレポートと解決策］をクリックする。
•［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに「wercon」と入力し，［OK］
ボタンをクリックする。

2.［問題とレポートと解決策］画面の［タスク］で，［問題の履歴の表示］をクリックす
る。
問題の履歴が表示されます。

3. 該当する問題をダブルクリックする。
問題レポートの詳細が表示されます。

4.「クリップボードにコピー」を選択する。

5. コピーした内容を，テキストファイルにコピーして保存する。
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
ここでは，PFM - Analysisの各プログラムで使用するディレクトリの一覧を示します。

付録 A.1　PFM - Analysis Managerのディレクトリ一覧

表 A-1　PFM - Analysis Managerで使用するディレクトリ一覧

付録 A.2　PFM - Analysis Viewのディレクトリ一覧

表 A-2　PFM - Analysis Viewで使用するディレクトリ一覧

内容 ディレクトリ名

コマンド・プロセス格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥manager¥bin¥

設定ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥manager¥conf¥

ログファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥manager¥log¥

テンプレート定義格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥manager¥template¥

組み込み DB格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥manager¥db¥

標準設定ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥manager¥newconfig¥

サンプルファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥manager¥usertools¥

一時ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥manager¥tmp¥

入力補助機能用ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ¥manager¥assist¥

PAMDBデータ領域格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥rd¥

統合トレースログ格納ディレクトリ Windows(x86)の場合
システムドライブ ¥Program 
Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥

Windows(x64)の場合
システムドライブ ¥Program Files 
(x86)¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥

内容 ディレクトリ名

コマンド・プロセス格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥bin¥

設定ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥conf¥

ログファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥log¥

標準設定ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ¥view¥newconfig¥

サンプルファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ¥view¥usertools¥

一時ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥tmp¥
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付録 A　ファイルおよびディレクトリ一覧
付録 A.3　PFM - Analysis Adaptorのディレクトリ一覧

（1） Windowsの場合

表 A-3　PFM - Analysis Adaptorで使用するディレクトリ一覧（Windowsの場合）

一時保存ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥data¥

Java実行環境ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥jre¥

Webトランザクションファイル格納ディ
レクトリ

インストール先ディレクトリ ¥view¥webtrans¥

文字列取得コマンド格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥view¥webtranscmd¥

分析条件定義ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥view¥reportex

統合トレースログ格納ディレクトリ Windows(x86)の場合
システムドライブ ¥Program 
Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥

Windows(x64)の場合
システムドライブ ¥Program Files 
(x86)¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥

内容 ディレクトリ名

コマンド・プロセス格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥bin¥

設定ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥conf¥

SSOリソース定義格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥adaptor¥conf¥ssorsc¥

PFMアダプターリソース定義ファイル格
納ディレクトリ

インストール先ディレクトリ
¥adaptor¥conf¥pfmrsc¥

ログファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥log¥

標準設定ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥adaptor¥newconfig¥

サンプルファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ
¥adaptor¥usertools¥

一時ファイル格納ディレクトリ インストール先ディレクトリ ¥adaptor¥tmp¥

統合トレースログ格納ディレクトリ Windows(x86)の場合
システムドライブ ¥Program 
Files¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥

Windows(x64)の場合
システムドライブ ¥Program Files 
(x86)¥Hitachi¥HNTRLib2¥spool¥

内容 ディレクトリ名
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（2） UNIXの場合

表 A-4　PFM - Analysis Adaptorで使用するディレクトリ一覧（UNIXの場合）

内容 ディレクトリ名

コマンド・プロセス格納ディレクトリ /opt/jp1pam/adaptor/bin

設定ファイル格納ディレクトリ /etc/opt/jp1pam/adaptor/conf

SSOリソース定義格納ディレクトリ /etc/opt/jp1pam/adaptor/conf/ssorsc

PFMアダプターリソース定義ファイル格
納ディレクトリ

/etc/opt/jp1pam/adaptor/conf/pfmrsc

ログファイル格納ディレクトリ /var/opt/jp1pam/adaptor/log

標準設定ファイル格納ディレクトリ /opt/jp1pam/adaptor/newconfig

サンプルファイル格納ディレクトリ /opt/jp1pam/adaptor/usertools

一時ファイル格納ディレクトリ /var/opt/jp1pam/adaptor/tmp

カタログファイル格納ディレクトリ /opt/jp1pam/adaptor/nls

ライブラリーファイル格納ディレクトリ /opt/jp1pam/adaptor/lib

統合トレースログ格納ディレクトリ /var/opt/hitachi/HNTRLib2/spool
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付録 B　プロセス一覧
PFM - Analysisのプロセスを次に示します。

付録 B.1　Windowsの場合
Windowsのタスクマネージャのプロセスに表示されるプロセス名を次に示します。

（1） PFM - Analysis Managerのプロセス一覧

表 B-1　PFM - Analysis Managerのプロセス一覧

（2） PFM - Analysis Adaptorのプロセス一覧

表 B-2　PFM - Analysis Adaptorのプロセス一覧

付録 B.2　UNIXの場合
psコマンドを使用したときに表示されるプロセス名を次に示します。

（1） PFM - Analysis Adaptorのプロセス一覧

表 B-3　PFM - Analysis Adaptorのプロセス一覧

プロセス名 機能

pamcold.exe 稼働性能情報の収集および管理

pamalsd.exe 分析の実行

pamdefd.exe システム構成の管理

プロセス名 機能

paassoadptd.exe SSOアダプター

paapfmadptd.exe PFMアダプター

プロセス名 機能

paassoadptd SSOアダプター

paapfmadptd PFMアダプター
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付録 C　PFM - Analysisがサポートする監視対象
PFM - Analysisが標準でサポートしている監視対象を次に示します。ここで示す監視対
象以外の稼働性能情報を収集する場合は，ユーザー拡張が必要です。

付録 C.1　監視対象 OS
監視対象 OSを次に示します。

（1） 採取ツールが JP1/SSOの場合

採取ツールが JP1/SSOの場合の監視対象 OSを次に示します。なお，サポートしている
バージョンは JP1/Cm2/Extensible Agentまたは JP1/Cm2/Extensible SNMP Agentに
準じます。JP1/Cm2/Extensible SNMP Agentのバージョンは 07-00以上をお勧めしま
す。

表 C-1　監視対象 OS（JP1/SSOの場合）

（2） 採取ツールが PFMの場合

採取ツールが PFMの場合の監視対象 OSを次に示します。なお，サポートしているバー
ジョンは PFM - Agent for Platformに準じます。PFM - Agent for Platformのバージョ
ンは，08-00以上をお勧めします。

表 C-2　監視対象 OS（PFMの場合）

オブジェクトカテゴリー オブジェクトタイプ 製品名

一般サーバ Windows Windows

Solaris Solaris

Linux Linux（ESAのサポートプラット
フォームに従う）

HP-UX HP-UX

AIX AIX

Tru64_UNIX HP Tru64 UNIX

オブジェクトカテゴリー オブジェクトタイプ 製品名

一般サーバ Windows Windows

Solaris Solaris

Linux Linux

HP-UX HP-UX

AIX AIX
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付録 C.2　監視対象アプリケーション
監視対象アプリケーションを次に示します。

（1） 採取ツールが JP1/SSOの場合

採取ツールが JP1/SSOの場合の監視対象アプリケーションを次に示します。

表 C-3　監視対象アプリケーション（JP1/SSOの場合）

監視対象から PFM - Analysisが収集する稼働性能情報が取得できるかどうか，十分に確
認してから適用してください。特に，採取ツールとして JP1/SSOを使用して収集する場
合には，「付録 D.4　SSOアダプターで収集するメトリックの詳細」で示すMIBを監視
対象から取得できるかどうか確認してください。対応バージョン以外のバージョンや，
製品名が異なる後継製品などの場合でも，対象製品でサポートされているMIBに互換性
があれば，監視対象にすることができます。なお，互換性がない場合は，ユーザー拡張

オブジェクトカ
テゴリー

オブジェクトタ
イプ

製品名 対応バージョン

Webサーバ Hitachi_WEB Hitachi Web Server 02-00以降

Apache Apache HTTP Server 1.3.26，1.3.27

Sun_ONE_WE
B

Sun ONE Web Server 6.0

IIS Microsoft Internet 
Information Services

5.0

APサーバ Cosminexus Cosminexus Application 
Server Version 5

05-05以降

Cosminexus Application 
Server Standard Version 6

06-00以降

Cosminexus Application 
Server Enterprise Version 6

uCosminexus Application 
Server Standard

06-70以降

uCosminexus Application 
Server Enterprise

WebLogic BEA WebLogic Server 7.0J，8.1J

DBサーバ Oracle Oracle 8i Enterprise Edition R8.1.7

Oracle 9i Database Enterprise 
Edition

R9.2.0

Oracle 9i Database Standard 
Edition

Oracle Database 10g 
Enterprise Edition

R10.1.0

SQL_Server Microsoft SQL Server 2000
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してください。

（2） 採取ツールが PFMの場合

採取ツールが PFMの場合の監視対象アプリケーションを次に示します。

表 C-4　監視対象アプリケーション（PFMの場合）

オブジェクトカ
テゴリー

オブジェクトタ
イプ

製品名 対応バージョン

APサーバ Cosminexus uCosminexus Application 
Server Standard

対応バージョンは，
PFM - Agent for 
Cosminexusに準拠
する。

uCosminexus Application 
Server Enterprise

WebLogic BEA WebLogic Server 対応バージョンは，
PFM - Agent for 
WebLogicに準拠す
る。

DBサーバ Oracle Oracle Database Standard 
Edition

対応バージョンは，
PFM - Agent for 
Oracleに準拠する。

Oracle Database Standard 
Edition One

Oracle Database Enterprise 
Edition

Oracle Workgroup Server

SQL_Server Microsoft SQL Server 対応バージョンは，
PFM - Agent for SQL 
Serverに準拠する。

HiRDB HiRDB 対応バージョンは，
PFM - Agent for 
HiRDBに準拠する。

DB2_UDB DB2 対応バージョンは，
PFM - Agent for DB2
に準拠する。

ERP SAP_R/3 SAP R/3 Enterprise 対応バージョンは，
PFM - Agent for EAP
に準拠する。

SAP Business Information 
Warehouse

mySAP ERP

OLTP OpenTP1 OpenTP1 対応バージョンは，
PFM - Agent for 
OpenTP1に準拠す
る。
612



付録 C　PFM - Analysisがサポートする監視対象
付録 C.3　監視対象ホスト
監視対象ホストの機器および対応バージョンを次の表に示します。

表 C-5　監視対象ホストの機器および対応バージョン

注※ 1
搭載している OSおよびファイアウォール製品のバージョンを示します。

注※ 2
搭載している OSのバージョンを示します。

注※ 3
CacheFlow,Inc.製。

注※ 4
Volera,Inc.製。

ジョブ管理サー
バ

JP1/AJS2 JP1/Automatic Job 
Management System2 - 
Manager

対応バージョンは，
PFM - Agent for 
AJS2に準拠する。

グループウェア Domino Lotus Domino 対応バージョンは，
PFM - Agent for 
Dominoに準拠する。

オブジェクトカ
テゴリー

オブジェクトタ
イプ

製品名 対応バージョン

ファイアウォー
ル

Firewall-1 HA8000-ie/SecureTop Firewall-1
モデル
（Check Point 
VPN-1&FireWall-1）

Red Hat Linux 
6.2J + Firewall-1 
V4.1(VPN)※ 1

NetScreen NetScreenシリーズ NetScreenOS 2.6.1
※ 2

ロードバラン
サー

ServerIron HA8000-ie/Loadflowbal
（ServerIron）

Version 
07.1.12T12

CSS Cisco CSS11150 Content Service 
Switch

Version 4.01 Build 
29

キャッシュサー
バ

CacheFlow CacheFlow610※ 3 Version 3.1.03

WebMax HA8000-ie/WebMax Volera Excelerater
※ 4 V2.1※ 2

SSLアクセラ
レーター

NetStructure HA8000-ie/SecureSpace
（NetStructure7110/7115）

Version 2.3.2.0.129

ルーター Router SNMP（MIB-2）対応機種 MIB-2対応機種

オブジェクトカ
テゴリー

オブジェクトタ
イプ

製品名 対応バージョン
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付録 C　PFM - Analysisがサポートする監視対象
監視対象から PFM - Analysisが収集する稼働性能情報が取得できるかどうか，十分に確
認してから適用してください。特に，採取ツールとして JP1/SSOを使用して収集する場
合には，「付録 D.4　SSOアダプターで収集するメトリックの詳細」で示すMIBを監視
対象から取得できるかどうか確認してください。対応バージョン以外のバージョンや，
製品名が異なる後継製品などの場合でも，対象製品でサポートされているMIBに互換性
があれば，監視対象にすることができます。なお，互換性がない場合は，ユーザー拡張
してください。
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
PFM - Analysisで収集するメトリックについて説明します。メトリックを収集するオブ
ジェクトの種類と，一覧および詳細への参照先を次の表に示します。メトリックのデ
フォルトの重要度やしきい値は一覧を，採取ツールが採取する値やメトリックの計算方
法については詳細を参照してください。

表 D-1　メトリックを収集するオブジェクトの種類

オブジェクト
レイヤー

オブジェク
トカテゴ
リー

オブジェク
トタイプ

参照先

一覧 詳細

JP1/
ESP

IS JP1/
SSO

PFM

サービス インター
ネットサー
ビス

HTTP 表 D-2
表 D-3

表 D-61 表 D-62 － 表 D-85

HTTPS 表 D-4
表 D-5

表 D-86

SMTP 表 D-6
表 D-7

表 D-87

POP3 表 D-8
表 D-9

表 D-88

IMAP4 表 D-10
表 D-11

表 D-89

DNS 表 D-12
表 D-13

表 D-90

DHCP 表 D-14
表 D-15

表 D-91

FTP 表 D-16
表 D-17

表 D-92

TCP 表 D-18
表 D-19

表 D-93

WEBTRAN
S

表 D-20
表 D-21

－ 表 D-94

そのほかの
サービス

USERSER
V

表 D-22
表 D-23

表 D-95

ホスト
（サービスを
提供するネッ
トワーク機
器）

一般サーバ Windows 表 D-24
表 D-25

－ － 表 D-63 表 D-96
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
Solaris 表 D-26
表 D-27

表 D-64 表 D-97

Linux 表 D-28
表 D-29

表 D-65

HP-UX 表 D-30
表 D-31

表 D-66

AIX 表 D-32
表 D-33

表 D-67

Tru64_UNI
X

表 D-34 表 D-68 －

ファイア
ウォール

Firewall-1 表 D-35 表 D-69

NetScreen 表 D-36 表 D-70

ロードバラ
ンサー

ServerIron 表 D-37 表 D-71

CSS 表 D-38 表 D-72

キャッシュ
サーバ

CacheFlow 表 D-39 表 D-73

WebMax 表 D-40 表 D-74

SSLアクセ
ラレーター

NetStructu
re

表 D-41 表 D-75

ルーター Router 表 D-42 表 D-76

アプリケー
ション

Webサーバ Hitachi_W
EB

表 D-43 － － 表 D-77 －

（サービスを
提供するアプ
リケーショ
ン）

Apache 表 D-44 表 D-78

Sun_ONE_
WEB

表 D-45 表 D-79

IIS 表 D-46 表 D-80

APサーバ Cosminexu
s

表 D-47
表 D-48

表 D-81 表 D-98

WebLogic 表 D-49
表 D-50

表 D-82 表 D-99

オブジェクト
レイヤー

オブジェク
トカテゴ
リー

オブジェク
トタイプ

参照先

一覧 詳細

JP1/
ESP

IS JP1/
SSO

PFM
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（凡例）
－：該当なし

付録 D.1　メトリック一覧
PFM - Analysisが収集するすべてのメトリックについて説明します。この項で説明する
項目を次に示します。

メトリック名
太字太字太字太字のメトリックは，ステータスメトリックを示します。

重要度
各メトリックの重要度のデフォルトを示します。重要度は［システム構成］画面の
［メトリックしきい値］タブで変更できます。

平滑化方法
複数のインスタンスがある場合に，複数のインスタンスの値からメトリックを算出
する方法を表示します。

しきい値
デフォルトのしきい値を表示します。

DBサーバ Oracle 表 D-51
表 D-52

表 D-83 表
D-100

SQL_Serve
r

表 D-53
表 D-54

表 D-84 表
D-101

HiRDB 表 D-55 － 表
D-102

DB2_UDB 表 D-56 － 表
D-103

ERP SAP_R/3 表 D-57 － 表
D-104

OLTP OpenTP1 表 D-58 － 表
D-105

ジョブ管理
サーバ

JP1/AJS2 表 D-59 － 表
D-106

グループ
ウェア

Domino 表 D-60 － 表
D-107

オブジェクト
レイヤー

オブジェク
トカテゴ
リー

オブジェク
トタイプ

参照先

一覧 詳細

JP1/
ESP

IS JP1/
SSO

PFM
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
判定種別
どのような場合にしきい値を超えたと判定するかを示します。
「U」：しきい値を上回ったとき
「L」：しきい値を下回ったとき
「－」：しきい値による判定はしない

警戒
警戒しきい値を示します。

危険
危険しきい値を示します。

詳細
メトリックのしきい値のデフォルトや，採取ツールでの計算式の参照先などを示し
ます。

（1） サービスオブジェクトのメトリックの一覧

サービスオブジェクトのメトリック一覧をオブジェクトタイプごとに表で示します。な
お，サービス稼働率とは，サービスの応答時間を計測できたかどうかを基準として，
PFM - Analysis Managerで決定するメトリックです。

（a）HTTPから取得するメトリック一覧

表 D-2　HTTPから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-3　HTTPから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-85

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（b）HTTPSから取得するメトリック一覧

表 D-4　HTTPSから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-5　HTTPSから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（c）SMTPから取得するメトリック一覧

表 D-6　SMTPから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-86

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-7　SMTPから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（d）POP3から取得するメトリック一覧

表 D-8　POP3から取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-9　POP3から取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（e） IMAP4から取得するメトリック一覧

表 D-10　IMAP4から取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-87

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-88

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-11　IMAP4から取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（f） DNSから取得するメトリック一覧

表 D-12　DNSから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-13　DNSから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-89

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-90

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（g）DHCPから取得するメトリック一覧

表 D-14　DHCPから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-15　DHCPから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（h）FTPから取得するメトリック一覧

表 D-16　FTPから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-17　FTPから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-91

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-92

セットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（i） TCPから取得するメトリック一覧

表 D-18　TCPから取得するメトリック一覧（JP1/ESP，ISの場合）

表 D-19　TCPから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（j） WEBTRANSから取得するメトリック一覧

表 D-20　WEBTRANSから取得するメトリック一覧（JP1/ESPの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61
表
D-62

DNSセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

TCPセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-93

DNSセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

TCPセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －
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表 D-21　WEBTRANSから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-61

DNSセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

TCPセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

サーバ処理時間 [sec] 平均値 一般 － － －

データ転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

総応答時間 (スコープ 1)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 2)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 3)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 4)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 5)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 6)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 7)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 8)[sec] 平均値 最重要 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec] 平均値 最重要 － － － 表
D-94

DNSセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

TCPセットアップ時間 [sec] 平均値 一般 － － －

サーバ処理時間 [sec] 平均値 一般 － － －

データ転送時間 [sec] 平均値 一般 － － －

総応答時間 (スコープ 1)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 2)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 3)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 4)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 5)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 6)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 7)[sec] 平均値 最重要 － － －

総応答時間 (スコープ 8)[sec] 平均値 最重要 － － －

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（k）USERSERVから取得するメトリック一覧

表 D-22　USERSERVから取得するメトリック一覧（JP1/ESPの場合）

注※
JP1/ESPのユーザー定義サービスを使用する。

表 D-23　USERSERVから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

注※
PFM - Agent for SRのユーザー定義サービスを使用する。

（2） ホストオブジェクトのメトリックの一覧

ホストオブジェクトのメトリック一覧をオブジェクトタイプごとに表で示します。

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率サービス稼働率 [%][%][%][%] 平均値 一般 － － － －

総応答時間 [sec]※ 平均値 最重要 － － － 表
D-61

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

総応答時間 [sec]※ 平均値 最重要 － － － 表
D-95

リザルトコード 最大値 一般 U 1 1
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（a）Windowsから取得するメトリック一覧

表 D-24　Windowsから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

注※
コミットチャージの使用率

表 D-25　Windowsから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

注※
コミットチャージの使用率

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-63

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%]※ 平均値 一般 U 75 90

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

プロセスインコアページ数
[pages]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90 表
D-96

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%]※ 平均値 一般 U 75 90

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

ディスクビジー率 [%] 最大値 重要 U 75 90

送信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（b）Solarisから取得するメトリック一覧

表 D-26　Solarisから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

表 D-27　Solarisから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-64

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

プロセスインコアページ数
[pages]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90 表
D-97

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ページイン数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ページアウト数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

ディスクビジー率 [%] 最大値 重要 U 75 90

送信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（c） Linuxから取得するメトリック一覧

表 D-28　Linuxから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

表 D-29　Linuxから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-65

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90 表
D-97

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ページイン数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ページアウト数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

ディスクビジー率 [%] 最大値 重要 U 75 90

送信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（d）HP-UXから取得するメトリック一覧

表 D-30　HP-UXから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

表 D-31　HP-UXから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-66

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ページイン回数 [times/sec] 平均値 一般 － － －

ページアウト回数 [times/sec] 平均値 一般 － － －

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

ディスクビジー率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

プロセスインコアページ数
[pages]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90 表
D-97

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ページイン数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ページアウト数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

ディスクビジー率 [%] 最大値 重要 U 75 90

送信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（e）AIXから取得するメトリック一覧

表 D-32　AIXから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

表 D-33　AIXから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-67

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ページイン回数 [times/sec] 平均値 一般 － － －

ページアウト回数 [times/sec] 平均値 一般 － － －

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90 表
D-97

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ページイン数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ページアウト数 [pages/sec] 平均値 一般 － － －

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

ディスクビジー率 [%] 最大値 重要 U 75 90

送信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（f） Tru64_UNIXから取得するメトリック一覧

表 D-34　Tru64_UNIXから取得するメトリック一覧

（g）Firewall-1から取得するメトリック一覧

表 D-35　Firewall-1から取得するメトリック一覧

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-68

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

スワップ使用率 [%] 平均値 一般 U 75 90

ディスク使用率 [%] 最大値 一般 U 75 90

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

稼働プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-69

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

拒絶パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

破棄パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

エラーパケット数 [packets/
sec]

平均値 一般 － － －

ログ記録パケット数 [packets/
sec]

平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（h）NetScreenから取得するメトリック一覧

表 D-36　NetScreenから取得するメトリック一覧

（i） ServerIronから取得するメトリック一覧

表 D-37　ServerIronから取得するメトリック一覧

注※ 1
実Webサーバと ServerIronとの接続数を示します。

注※ 2
実Webサーバとの送受信量を示します。

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-70

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

受信パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

破棄パケット数 [packets/sec] 平均値 一般 － － －

エラーパケット数 [packets/
sec]

平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-71

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

分散Webサーバコネクション
数 [counts/sec]※ 1

最大値 重要 － － －

分散Webサーバパケット数
[counts/sec] ※ 2

最大値 一般 － － －

仮想サーバコネクション数
[counts/sec]※ 3

最大値 一般 － － －

リソース不足指数 [counts] ※ 4 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
注※ 3
クライアントから ServerIronへの接続数を示します。

注※４
ServerIronのリソース不足を示します。

（j） CSSから取得するメトリック一覧

表 D-38　CSSから取得するメトリック一覧

注※ 1
実Webサーバと CSSとの接続数を示します。

注※ 2
CSS側から見た実Webサーバの負荷状態を示します。

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-72

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

分散Webサーバコネクション
確立数 [counts]※ 1

最大値 重要 － － －

分散Webサーバ負荷指数
[counts]※ 2

最大値 一般 － － －

サーバオーバーロード回数
[times/sec]

最大値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（k）CacheFlowから取得するメトリック一覧

表 D-39　CacheFlowから取得するメトリック一覧

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-73

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

メモリー使用量 [KB] 平均値 重要 － － －

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

キャッシュヒット率 [%] 平均値 重要 － － －

キャッシュデータサイズ [KB] 平均値 一般 － － －

受信 HTTPリクエスト数
[times/sec]

平均値 一般 － － －

送信 HTTPレスポンス数
[times/sec]

平均値 一般 － － －

エラー数 [times/sec] 平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（l） WebMaxから取得するメトリック一覧

表 D-40　WebMaxから取得するメトリック一覧

（m）NetStructureから取得するメトリック一覧

表 D-41　NetStructureから取得するメトリック一覧

注※

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-74

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

TCPコネクション新規接続数
[counts/sec]

平均値 重要 － － －

クライアントコネクション稼
働率 [%]

平均値 一般 － － －

サーバコネクション稼働率
[%]

平均値 一般 － － －

キャッシュヒット率 [%] 平均値 重要 － － －

キャッシュサーバディスク使
用率 [%]

平均値 一般 － － －

受信 HTTPリクエスト数
[times/sec]

平均値 一般 － － －

エラー数 [times/sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-75

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90

TCPコネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

SSLコネクション数 [counts/
sec]

平均値 重要 － － －

SSL処理エラー数 [times/sec] 
※

平均値 一般 － － －
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認証失敗，暗号方式不一致などを示します。

（n）Router（MIB-2）から取得するメトリック一覧

表 D-42　Router（MIB-2）から取得するメトリック一覧

（3） アプリケーションオブジェクトのメトリック一覧

アプリケーションオブジェクトのメトリック一覧をオブジェクトタイプごとに表で示し
ます。

（a）Hitachi_WEBから取得するメトリック一覧

表 D-43　Hitachi_WEBから取得するメトリック一覧

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定
種別

警戒 危険

ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率ホスト稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表
D-76

回線使用率 [%] 最大値 重要 U 75 90

回線稼働率 [%] 最小値 重要 L 95 75

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-77

受信リクエスト数 [times/sec] 最大値 一般 － － －

送信バイト数 [bytes/sec] 最大値 一般 － － －

平均レスポンス時間 [msec] 平均値 重要 － － －

最大レスポンス時間 [msec] 平均値 重要 － － －

正常終了率 [%] 平均値 重要 L 95 75

プロセス数 [counts] 平均値 一般 － － －

リクエスト処理中プロセスの割
合 [%]

平均値 一般 － － －

NotFoundエラー数 [times/sec] 平均値 重要 － － －

401/403エラー数 [times/sec] 最大値 重要 － － －
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（b）Apacheから取得するメトリック一覧

表 D-44　Apacheから取得するメトリック一覧

（c）Sun_ONE_WEBから取得するメトリック一覧

表 D-45　Sun_ONE_WEBから取得するメトリック一覧

注※
HTTPで 401および 403のエラーが発生した回数を示す。

（d） IISから取得するメトリック一覧

表 D-46　IISから取得するメトリック一覧

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-78

受信リクエスト数 [times/sec] 最大値 一般 － － －

送信バイト数 [bytes/sec] 最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-79

受信リクエスト数 [times/sec] 最大値 一般 － － －

送信バイト数 [bytes/sec] 最大値 一般 － － －

スレッド数 [counts] 最大値 一般 － － －

リクエスト処理中スレッドの割
合 [%]

最大値 一般 － － －

401/403エラー数 [times/sec]※ 最大値 重要 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-80

受信リクエスト数 [times/sec]※
1

最大値 一般 － － －

受信リクエスト数
(WEBDAV)[times/sec] ※ 2

最大値 一般 － － －
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注※ 1
HTTP 1.1のメソッド群を受信した回数を示す。

注※ 2
WEBDAV固有のメソッド群を受信した回数を示す。

注※ 3
注※ 1および注※ 2以外のメソッドを受信した回数を示す。

（e）Cosminexusから取得するメトリック一覧

表 D-47　Cosminexusから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

受信リクエスト数 (その他
)[times/sec] ※ 3

最大値 一般 － － －

送信バイト数 [bytes/sec] 最大値 一般 － － －

コネクション数 [counts] 平均値 重要 － － －

ブロックされたリクエスト数
[times/sec]

平均値 一般 － － －

棄却されたリクエスト数
[counts]

平均値 重要 － － －

NotFoundエラー数 [times/sec] 平均値 重要 － － －

ロックエラー数 [times/sec] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-81

JVMメモリー使用率 [%] 最大値 重要 － － －

セッション数 [counts] 最大値 一般 － － －

アクティブスレッド数 [counts/
sec]

最大値 一般 － － －

実行待ちリクエスト数 [counts] 最大値 一般 － － －

DB使用中コネクション数
[counts]

最大値 一般 － － －

DB未使用コネクション数
[counts]

最大値 一般 － － －

DB平均トランザクション時間
[msec]

最大値 一般 － － －

servlet実行回数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
638



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-48　Cosminexusから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

servlet実行エラー数 [counts/
sec]

最大値 一般 － － －

servlet実行平均時間 [msec] 最大値 一般 － － －

EJB(Stateless) Remote I/F 平均
応答時間 [msec]

最大値 一般 － － －

EJB(Stateful) Remote I/F 平均
応答時間 [msec]

最大値 一般 － － －

EJB(Entity) Remote I/F平均応
答時間 [msec]

最大値 一般 － － －

JSP実行数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －

JSP実行エラー数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

Javaヒープの最大使用率 [%] 最大値 重要 － － － 表 D-98

フルガベージコレクションの発
生回数 [counts]

合計値 重要 － － －

セッション数の最大値 [counts] 最大値 一般 － － －

同時実行スレッド数の最大値
(Webコンテナ ) [counts]

最大値 一般 － － －

同時実行スレッド数の最大値
(Webアプリケーション ) 
[counts]

最大値 一般 － － －

同時実行スレッド数の最大値
(URLグループ ) [counts]

最大値 一般 － － －

実行待ちリクエスト数の最大値
(Webコンテナ ) [counts]

最大値 一般 － － －

実行待ちリクエスト数の最大値
(Webアプリケーション ) 
[counts]

最大値 一般 － － －

実行待ちリクエスト数の最大値
(URLグループ ) [counts]

最大値 一般 － － －

使用中コネクション数の最大値
[counts]

最大値 一般 － － －

空きコネクション数の最小値
[counts]

最小値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
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（f） WebLogicから取得するメトリック一覧

表 D-49　WebLogicから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

使用中インスタンス数の最大値 (
ステートレスセッション Bean) 
[counts]

最大値 一般 － － －

実行待ちリクエスト数の最大値 (
ステートレスセッション Bean) 
[counts]

最大値 一般 － － －

接続セッション数の最大値 (ス
テートフルセッション Bean) 
[counts]

最大値 一般 － － －

空きセッション数の最小値 (ス
テートフルセッション Bean) 
[counts]

最小値 一般 － － －

使用中インスタンス数の最大値 (
メッセージドリブン Bean) 
[counts]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-82

JVMメモリー使用率 [%] 最大値 重要 － － －

アクティブセッション数
[counts/sec]

最大値 一般 － － －

実行待ちリクエスト数 [counts] 最大値 一般 － － －

処理済リクエスト数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －

EJBリクエスト数 [times/sec] 最大値 一般 － － －

DBコネクションプール使用率
[%]

最大値 重要 L 95 75

DBコネクションプール最大待ち
時間 [sec]

最大値 一般 － － －

DBコネクションプール待ち数
[counts]

最大値 一般 － － －

servlet/JSP最大応答時間 [sec] 最大値 一般 － － －

servlet/JSP平均応答時間 [sec] 最大値 一般 － － －

servlet実行回数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
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表 D-50　WebLogicから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（g）Oracleから取得するメトリック一覧

表 D-51　Oracleから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

Javaヒープの使用率 [%] 平均値 重要 － － － 表 D-99

ガベージコレクションの実行時
間 [msec]

平均値 重要 － － －

オープンしているセッション数
[counts]

平均値 一般 － － －

キューに滞留中のリクエスト数
[counts]

平均値 一般 － － －

1秒当たりの完了リクエスト数
[counts/sec]

平均値 一般 － － －

待機中のスレッド数 (ステートレ
ス EJB)[counts]

平均値 一般 － － －

待機中のスレッド数 (ステートフ
ル EJB)[counts]

平均値 一般 － － －

待機中のスレッド数 (エンティ
ティ EJB)[counts]

平均値 一般 － － －

キャッシュヒット率 (ステートフ
ル EJB)[%]

平均値 一般 － － －

キャッシュヒット率 (エンティ
ティ EJB)[%]

平均値 一般 － － －

接続に要した平均時間 [msec] 平均値 一般 － － －

待機している接続要求の数
[counts]

平均値 一般 － － －

サーブレットが呼び出された回
数 [counts]

平均値 一般 － － －

サーブレットの平均実行時間
[msec]

平均値 一般 － － －

スレッドプールの使用率 [%] 平均値 重要 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-83

トランザクション数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －
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注※ 1
物理アクセス数を示す。

注※ 2
REDOログバッファにエントリーを書き込むときに待機した割合を示す。

注※ 3
データファイルへのアクセス数である。

表 D-52　Oracleから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

ディスクアクセス数 [times/sec]
※ 1

最大値 重要 － － －

DBキャッシュヒット率 [%] 最大値 一般 － － －

ロールバック率 [%] 最大値 重要 － － －

DBスペース使用率 [%] 最大値 一般 － － －

ソートオーバーフロー率 [%] 最大値 一般 － － －

ライブラリーキャッシュミス率
[%]

最大値 一般 － － －

REDOログ空き領域待ち率 [%] 
※ 2

最大値 一般 － － －

テーブルスキャン回数 [tables/
sec]

最大値 一般 － － －

データファイル I/O回数 [times/
sec] ※ 3

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

トランザクション数 [counts/sec] 最大値 一般 － － － 表
D-100

ディスクアクセス数 [times/sec]
※ 1

最大値 重要 － － －

DBキャッシュヒット率 [%] 最大値 一般 － － －

ロールバック率 [%] 最大値 重要 － － －

DBスペース空き率 [%] 最小値 一般 － － －

ソートオーバーフロー率 [%] 最大値 一般 － － －

ライブラリーキャッシュミス率
[%]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
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注※ 1
物理アクセス数を示す。

注※ 2
REDOログバッファにエントリーを書き込むときに待機した割合を示す。

注※ 3
データファイルへのアクセス数である。

（h）SQL_Serverから取得するメトリック一覧

表 D-53　SQL_Serverから取得するメトリック一覧（JP1/SSOの場合）

注※
物理アクセス数を示す。

REDOログ空き領域待ち率 [%] 
※ 2

最大値 一般 － － －

テーブルスキャン率 [%] 最大値 一般 － － －

データファイル I/O回数 [times/
sec] ※ 3

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率アプリケーション稼働率 [%][%][%][%] 平均値 重要 － － － 表 D-84

トランザクション数 [counts/sec] 最大値 一般 － － －

ディスクアクセス数 [times/sec] 
※

最大値 重要 － － －

DBキャッシュヒット率 [%] 最大値 一般 － － －

DBスペース使用率 [%] 最大値 一般 － － －

ロック数 [counts] 最大値 一般 － － －

DBコネクション数 [counts] 最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
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表 D-54　SQL_Serverから取得するメトリック一覧（PFMの場合）

（i） HiRDBから取得するメトリック一覧

表 D-55　HiRDBから取得するメトリック一覧

（j） DB2_UDBから取得するメトリック一覧

表 D-56　DB2_UDBから取得するメトリック一覧

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

CPU使用率 [%] 平均値 重要 U 75 90 表
D-101

DBキャッシュヒット率 [%] 最大値 一般 － － －

DBスペース空き率 [%] 最小値 一般 － － －

トランザクションログスペース
使用率 [%]

最大値 一般 － － －

パケットエラー数 [counts] 最大値 一般 － － －

ブロックされているプロセス数
[counts]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

トランザクション数 [counts/sec] 最大値 一般 － － － 表
D-102

ディスクアクセス数 [times/sec] 最大値 重要 － － －

グローバルバッファヒット率 [%] 最大値 一般 － － －

ロールバック率 [%] 最大値 重要 － － －

ＲＤエリア使用率 [%] 最大値 一般 － － －

排他資源管理テーブル使用率 [%] 最大値 一般 － － －

クライアントプロセス数
[counts]

最大値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

ステータス 平均値 一般 U 99 99 表
D-103
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（k）SAP_R/3から取得するメトリック一覧

表 D-57　SAP_R/3から取得するメトリック一覧

カタログ・キャッシュ・ヒット
率 [%]

平均値 一般 － － －

パッケージ・キャッシュ・ヒッ
ト率 [%]

平均値 一般 － － －

データベースの共有ソート・メ
モリー使用率 [%]

平均値 一般 － － －

共有ワークスペース・ヒット率
[%]

平均値 一般 － － －

ソート・ヒープを使い果たした
ソートの割合 [%]

平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

データベース要求処理時間
[msec]

平均値 重要 － － － 表
D-104

ダイアログステップ平均処理時
間 [msec]

平均値 重要 － － －

平均待ち時間 [msec] 平均値 重要 － － －

拡張メモリー使用率 [%] 平均値 重要 － － －

ヒープ領域使用率 [%] 平均値 重要 － － －

PRIVモードワークプロセス数
[counts]

平均値 重要 － － －

Programバッファヒット率 [%] 平均値 重要 － － －

Generic Keyバッファヒット率
[%]

平均値 重要 － － －

Screenバッファヒット率 [%] 平均値 重要 － － －

ログインユーザー数 [counts] 平均値 重要 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（l） OpenTP1から取得するメトリック一覧

表 D-58　OpenTP1から取得するメトリック一覧

（m）JP1/AJS2から取得するメトリック一覧

表 D-59　JP1/AJS2から取得するメトリック一覧

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

トランザクション数 (分平均 ) 
[counts/min]

平均値 一般 － － － 表
D-105

RPCコール発生件数（分平均）
[counts/min]

平均値 一般 － － －

ジャーナルバッファへのバッ
ファリング失敗回数（分平均）
[counts/min]

平均値 一般 － － －

ジャーナルバッファの空き待ち
回数（分平均）[counts/min]

平均値 一般 － － －

ジャーナルファイルスワップ回
数（分平均）[counts/min]

平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

開始・終了遅延ジョブネット数
[counts]

平均値 重要 － － － 表
D-106

開始・終了遅延ルートジョブ
ネット数 [counts]

平均値 重要 － － －

異常終了ジョブネット数
[counts]

平均値 最重要 － － －

異常終了ジョブ数 [counts] 平均値 最重要 － － －

異常終了ルートジョブネット数
[counts]

平均値 最重要 － － －

正常終了ジョブネット数
[counts]

平均値 一般 － － －

正常終了ジョブ数 [counts] 平均値 一般 － － －

正常終了ルートジョブネット数
[counts]

平均値 一般 － － －

実行開始ジョブネット数
[counts]

平均値 一般 － － －

実行開始ルートジョブネット数
[counts]

平均値 一般 － － －
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（n）Dominoから取得するメトリック一覧

表 D-60　Dominoから取得するメトリック一覧

付録 D.2　JP1/ESPで収集するメトリックの詳細
JP1/ESPでは，サービスオブジェクトのメトリックを収集します。PFM - Analysisのメ
トリックと JP1/ESPの監視項目の対応を，次の表に示します。JP1/ESPの監視項目の
詳細については，マニュアル「JP1/Extensible Service Probe」を参照してください。

表 D-61　メトリックと JP1/ESPの監視項目の対応

実行開始ジョブ数 [counts] 平均値 一般 － － －

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険

サーバの利用可能率 [%] 平均値 一般 － － － 表
D-107

データベースキャッシュの使用
率 [%]

平均値 一般 － － －

データディレクトリドライブの
使用率 [%]

平均値 一般 － － －

デッドメール数 [counts] 平均値 一般 － － －

滞留メール数 [counts] 平均値 一般 － － －

トランザクション数 [counts/sec] 平均値 一般 － － －

サービスタイプ メトリック名［単位］ ESPの監視項目

HTTP 総応答時間 [sec] 総応答時間

セットアップ時間 [sec] セットアップ時間

転送時間 [sec] HTTP時間

HTTPS 総応答時間 [sec] 総応答時間

セットアップ時間 [sec] セットアップ時間

転送時間 [sec] HTTP時間

SMTP 総応答時間 [sec] 総応答時間

セットアップ時間 [sec] セットアップ時間

転送時間 [sec] SMTP時間

メトリック名 平滑化方法 重要度 しきい値 詳細

［単位］ 判定種
別

警戒 危険
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
付録 D.3　ISアダプターで収集するメトリックの詳細
ISアダプターでは，JP1/ESPと同じサービスオブジェクトのメトリックを収集します。
ここでは，ISアダプターで収集するメトリックの詳細について説明します。

POP3 総応答時間 [sec] 総応答時間

セットアップ時間 [sec] セットアップ時間

転送時間 [sec] POP時間

IMAP4 総応答時間 [sec] 総応答時間

セットアップ時間 [sec] セットアップ時間

転送時間 [sec] IMAP時間

DNS 総応答時間 [sec] 総応答時間

DHCP 総応答時間 [sec] 総応答時間

FTP 総応答時間 [sec] 総応答時間

セットアップ時間 [sec] セットアップ時間

転送時間 [sec] FTP時間

TCP 総応答時間 [sec] 総応答時間

DNSセットアップ時間 [sec] DNS時間

TCPセットアップ時間 [sec] TCP接続時間

Webトランザクション 総応答時間 [sec] 総応答時間

DNSセットアップ時間 [sec] DNS時間

TCPセットアップ時間 [sec] TCP接続時間

サーバ処理時間 [sec] サーバ処理時間

データ転送時間 [sec] データ転送時間

総応答時間 (スコープ 1)[sec] 総応答時間 (スコープ 1)

総応答時間 (スコープ 2)[sec] 総応答時間 (スコープ 2)

総応答時間 (スコープ 3)[sec] 総応答時間 (スコープ 3)

総応答時間 (スコープ 4)[sec] 総応答時間 (スコープ 4)

総応答時間 (スコープ 5)[sec] 総応答時間 (スコープ 5)

総応答時間 (スコープ 6)[sec] 総応答時間 (スコープ 6)

総応答時間 (スコープ 7)[sec] 総応答時間 (スコープ 7)

総応答時間 (スコープ 8)[sec] 総応答時間 (スコープ 8)

ユーザー定義サービス 総応答時間 [sec] 総応答時間

サービスタイプ メトリック名［単位］ ESPの監視項目
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-62　VPISで収集するメトリックの詳細

サービス
タイプ

メトリック値 メトリック値の採取場
所

説明

HTTP 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME Webページアクセスの合計時
間

セットアップ時間
[sec]

SETUP_TIME アドレスを解決して接続を確立
するまでの時間

転送時間 [sec] TRANSFER_TIME 要求を受信し，応答パケットを
すべて受信するまでの時間

HTTPS 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME セキュアWebページアクセス
の合計時間

セットアップ時間
[sec]

SETUP_TIME アドレスを解決して接続を確立
するまでの時間

転送時間 [sec] TRANSFER_TIME 要求を受信し，応答パケットを
すべて受信するまでの時間

SMTP 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME SMTPメール要求の合計応答時
間

セットアップ時間
[sec]

SETUP_TIME アドレスの解決と接続確立の所
要時間

転送時間 [sec] TRANSFER_TIME メール要求を転送するのに掛
かった時間

POP3 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME POP3メール配信の合計応答時
間

セットアップ時間
[sec]

SETUP_TIME アドレスを解決して接続を確立
するまでの時間

転送時間 [sec] TRANSFER_TIME メールボックス内のすべての
メッセージを読み込み，IOPS
テストメッセージを削除するの
に掛かった合計時間

IMAP4 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME IMAP4サービスの合計応答時
間

セットアップ時間
[sec]

SETUP_TIME アドレスを解決して接続を確立
するまでの時間

転送時間 [sec] METRIC_5 データ転送だけの合計所要時間

DNS 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME ホスト名 /IPアドレスに対する
問い合わせの実行時間

DHCP 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME DHCPサービスの合計応答時
間

FTP 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME FTP要求の合計応答時間

セットアップ時間
[sec]

SETUP_TIME アドレスを解決して接続を確立
するまでの時間

転送時間 [sec] TRANSFER_TIME データ転送用接続で，データ受
信に要した合計時間
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
付録 D.4　SSOアダプターで収集するメトリックの詳細
SSOアダプターでは，ホストオブジェクトおよびアプリケーションオブジェクトのメト
リックを収集します。ここでは，SSOに定義するリソースの詳細を，メトリックごとに
説明します。

●特定のMIBオブジェクト IDについては以下のように省略して表記します。

MIBオブジェクトを太字太字太字太字で記載しているものは，Counter型のMIBを表します。この
MIB値は計算する場合に，前回取得したMIB値との差分を用いることになります。

（1） ホストオブジェクトのメトリック詳細

表 D-63　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（Windowsの場合）

TCP 総応答時間 [sec] RESPONSE_TIME TCPサービスの合計応答時間

DNSセットアップ
時間 [sec]

METRIC_1 DNSによるホスト名解決の所
要時間

TCPセットアップ時
間 [sec]

METRIC_2 アドレスを解決して接続を確立
するまでの時間

表記 MIBオブジェクト ID

.mib-2 .iso(1).org(3).dod(6).internet(1).mgmt(2).mib-2(1)

.enterprises .iso(1).org(3).dod(6).internet(1).private(4).enterprises(1)

.experimental .iso(1).org(3).dod(6).internet(1).experimental(3)

PFM - Analysis 
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30000 PAMWindo
ws；
Windows

HostOperati
ngRatio<%>

a mib-2.1.3 Gau
ge

100

CPU使用率 30001 CPURatio 
<%>

a enterprises.11enterprises.11enterprises.11enterprises.11
6.5.1.2.2.1.26.5.1.2.2.1.26.5.1.2.2.1.26.5.1.2.2.1.2

CounCounCounCoun
terterterter

b c + b c a + 
+ / 100 *

b enterprises.11enterprises.11enterprises.11enterprises.11
6.5.1.2.2.1.16.5.1.2.2.1.16.5.1.2.2.1.16.5.1.2.2.1.1

CounCounCounCoun
terterterter

c enterprises.11enterprises.11enterprises.11enterprises.11
6.5.1.2.2.1.36.5.1.2.2.1.36.5.1.2.2.1.36.5.1.2.2.1.3

CounCounCounCoun
terterterter

サービス
タイプ

メトリック値 メトリック値の採取場
所

説明
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
注※
ディスク使用率のインスタンスインデックスは，enterprises.11.2.3.1.2.2.1.10のMIBの値（文
字列）となります。

メモリー使用
率

30002 MemoryRati
o <%>

a enterprises.11.
2.3.1.1.7

Gau
ge

b a - b / 100 
*

b enterprises.11.
2.3.1.1.8

Integ
er

スワップ使用
率

30003 SwapRatio 
<%>

a enterprises.11
6.5.1.2.1.7.1

Integ
er

a b - a / 100 
*

b enterprises.11
6.5.1.2.1.7.3

Gau
ge

ディスク使用
率※

30004 DiskRatio 
<%>

a enterprises.11.
2.3.1.2.2.1.5

Integ
er

c a - b c a - + 
/ 100 *

b enterprises.11.
2.3.1.2.2.1.6

Integ
er

c enterprises.11.
2.3.1.2.2.1.4

Integ
er

回線使用率 30005 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Gau
ge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CounCounCounCoun

terterterter

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CounCounCounCoun
terterterter

回線稼働率 30006 CircuitOper
atingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Integ
er

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

稼働プロセス
数

30007 Processes 
<processes>

a enterprises.11.
2.3.1.4.1

Gau
ge

a

プロセスイン
コアページ数

30008 ProcessInco
rePages 
<pages>

a enterprises.11.
2.3.1.4.2.1.28

Gau
ge

a

PFM - Analysis 
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-64　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（Solarisの場合）

注※
ディスク使用率のインスタンスインデックスは，enterprises.11.2.3.1.2.2.1.10のMIBの値（文
字列）となります。

PFM - Analysis 
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30030 PAMSolaris
；Solaris

HostOperati
ngRatio  
<%>

a mib-2.1.3 Gau
ge

100

CPU使用率 30031 CPURatio 
<%>

a enterprises.116
.5.1.2.4.1.1

Gau
ge

a b +

b enterprises.116
.5.1.2.4.1.2

Gau
ge

メモリー使用
率

30032 MemoryRati
o <%>

a enterprises.11.
2.3.1.1.7

Gau
ge

b a - b / 100 
*

b enterprises.11.
2.3.1.1.8

Inte
ger

スワップ使用
率

30033 SwapRatio 
<%>

a enterprises.11.
2.3.1.1.10

Inte
ger

a b - a / 100 
*

b enterprises.11.
2.3.1.1.12

Gau
ge

ディスク使用
率※

30034 DiskRatio 
<%>

a enterprises.11.
2.3.1.2.2.1.5

Inte
ger

c a - b c a - + 
/ 100 *

b enterprises.11.
2.3.1.2.2.1.6

Inte
ger

c enterprises.11.
2.3.1.2.2.1.4

Inte
ger

回線使用率 30035 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Gau
ge

c b + 8 * a 
SamplingTi
me * / 100 *

b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou
nternternternter

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
nternternternter

回線稼働率 30036 CircuitOper
atingRatio  
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Inte
ger

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

稼働プロセス
数

30037 Processes 
<processes>

a enterprises.11.
2.3.1.4.1

Gau
ge

a

プロセスイン
コアページ数

30038 ProcessInco
rePages 
<pages>

a enterprises.11.
2.3.1.4.2.1.28

Gau
ge

a
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-65　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（Linuxの場合）

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

リソース
カテゴ
リー名；
グループ
名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30060 PAMLin
ux；
Linux

HostOperatin
gRatio <%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30061 CPURatio 
<%>

a enterprises.116.5.
1.2.5.1.1

Ga
uge

a b +

b enterprises.116.5.
1.2.5.1.2

Ga
uge

メモリー使用
率

30062 MemoryRatio 
<%>

a enterprises.11.2.3.
1.1.7

Ga
uge

b a - b / 100 
*

b enterprises.11.2.3.
1.1.8

Int
ege
r

スワップ使用
率

30063 SwapRatio 
<%>

a enterprises.11.2.3.
1.1.10

Int
ege
r

a b - a / 100 
*

b enterprises.11.2.3.
1.1.12

Ga
uge

ディスク使用
率※

30064 DiskRatio 
<%>

a enterprises.11.2.3.
1.2.2.1.5

Int
ege
r

c a - b c a - + 
/ 100 *

b enterprises.11.2.3.
1.2.2.1.6

Int
ege
r

c enterprises.11.2.3.
1.2.2.1.4

Int
ege
r

回線使用率 30065 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30066 CircuitOpera
tingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

稼働プロセス
数

30067 Processes 
<processes>

a enterprises.11.2.3.
1.4.1

Ga
uge

a

653



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
注※
ディスク使用率のインスタンスインデックスは，enterprises.11.2.3.1.2.2.1.10のMIBの値（文
字列）となります。

表 D-66　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（HP-UXの場合）

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30090 PAMHpux；
HP-UX

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30091 CPURatio 
<%>

a enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2
.3.1.1.15.3.1.1.15.3.1.1.15.3.1.1.15

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

b c d + + a b 
c d + + + / 
100 *

b enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2
.3.1.1.14.3.1.1.14.3.1.1.14.3.1.1.14

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

c enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2
.3.1.1.16.3.1.1.16.3.1.1.16.3.1.1.16

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

d enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2enterprises.11.2
.3.1.1.13.3.1.1.13.3.1.1.13.3.1.1.13

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

メモリー使用
率

30092 MemoryRati
o <%>

a enterprises.11.2
.3.1.1.7

Ga
uge

b a - b / 100 
*

b enterprises.11.2
.3.1.1.8

Int
ege
r

スワップ使用
率

30093 SwapRatio 
<%>

a enterprises.116.
5.1.2.1.6.1

Ga
uge

a b - a / 100 
*

b enterprises.116.
5.1.2.1.6.3

Ga
uge

ページイン回
数

30094 PageIns 
<times/sec>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.1.2.1.2.245.1.2.1.2.245.1.2.1.2.245.1.2.1.2.24

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

ページアウト
回数

30095 PageOuts 
<times/sec>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.1.2.1.2.255.1.2.1.2.255.1.2.1.2.255.1.2.1.2.25

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
注※
ディスク使用率のインスタンスインデックスは，enterprises.11.2.3.1.2.2.1.10のMIBの値（文
字列）となります。

ディスク使用
率※

30096 DiskRatio 
<%>

a enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.5

Int
ege
r

c a - b c a - 
+ / 100 *

b enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.6

Int
ege
r

c enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.4

Int
ege
r

ディスクビ
ジー率

30097 DiskBusyRa
tio <%>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.1.2.1.5.2.1.45.1.2.1.5.2.1.45.1.2.1.5.2.1.45.1.2.1.5.2.1.4

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime 100 * / 
100 *

回線使用率 30098 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30099 CircuitOper
atingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

稼働プロセス
数

30100 Processes 
<processes>

a enterprises.11.2
.3.1.4.1

Ga
uge

a

プロセスイン
コアページ数

30101 ProcessInco
rePages 
<pages>

a enterprises.11.2
.3.1.4.2.1.28

Ga
uge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-67　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（AIXの場合）

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30120 PAMAix；
AIX

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30121 CPURatio 
<%>

a enterprises.116.
5.1.2.3.1.1

Ga
uge

a b +

b enterprises.116.
5.1.2.3.1.2

Ga
uge

メモリー使用
率

30122 MemoryRati
o <%>

a enterprises.11.2
.3.1.1.7

Ga
uge

b a - b / 100 
*

b enterprises.11.2
.3.1.1.8

Int
ege
r

スワップ使用
率

30123 SwapRatio 
<%>

a enterprises.116.
5.1.2.1.7.1

Int
ege
r

a b - a / 100 
*

b enterprises.116.
5.1.2.1.7.3

Ga
uge

ページイン回
数

30124 PageIns 
<times/sec>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.1.2.1.2.245.1.2.1.2.245.1.2.1.2.245.1.2.1.2.24

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

ページアウト
回数

30125 PageOuts 
<times/sec>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.1.2.1.2.255.1.2.1.2.255.1.2.1.2.255.1.2.1.2.25

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

ディスク使用
率※

30126 DiskRatio 
<%>

a enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.5

Int
ege
r

c a - b c a - 
+ / 100 *

b enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.6

Int
ege
r

c enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.4

Int
ege
r

回線使用率 30127 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
注※
ディスク使用率のインスタンスインデックスは，enterprises.11.2.3.1.2.2.1.10のMIBの値（文
字列）となります。

表 D-68　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（Tru64_UNIXの場合）

回線稼働率 30128 CircuitOper
atingRatio  
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

稼働プロセス
数

30129 Processes 
<processes>

a enterprises.11.2
.3.1.4.1

Ga
uge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30150 PAMTru64；
Tru64_UNI
X

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30151 CPURatio 
<%>

a enterprises.116.
5.1.2.6.1.1

Ga
uge

a b +

b enterprises.116.
5.1.2.6.1.2

Ga
uge

メモリー使用
率

30152 MemoryRati
o <%>

a enterprises.11.2
.3.1.1.7

Ga
uge

b a - b / 100 
*

b enterprises.11.2
.3.1.1.8

Int
ege
r

スワップ使用
率

30153 SwapRatio 
<%>

a enterprises.11.2
.3.1.1.10

Int
ege
r

a b - a / 100 
*

b enterprises.11.2
.3.1.1.12

Ga
uge

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
注※
ディスク使用率のインスタンスインデックスは，enterprises.11.2.3.1.2.2.1.10のMIBの値（文
字列）となります。

表 D-69　オブジェクトカテゴリー「ファイアウォール」のメトリック（Firewall-1の場
合）

ディスク使用
率※

30154 DiskRatio 
<%>

a enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.5

Int
ege
r

c a - b c a - 
+ / 100 *

b enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.6

Int
ege
r

c enterprises.11.2
.3.1.2.2.1.4

Int
ege
r

回線使用率 30155 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30156 CircuitOper
atingRatio  
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

稼働プロセス
数

30157 Processes 
<processes>

a enterprises.11.2
.3.1.4.1

Ga
uge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30180 PAMFirewa
ll1；
FireWall-1

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Gau
ge

100

TCPコネク
ション数

30181 TCPConnec
tions 
<counts>

a mib-2.6.9 Gau
ge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
658



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-70　オブジェクトカテゴリー「ファイアウォール」のメトリック（NetScreenの場
合）

回線稼働率 30182 CircuitOper
atingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Integ
er

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

受信パケット
数

30183 ReceivePack
ets 
<packets/
sec>

a enterprises.26enterprises.26enterprises.26enterprises.26
20.1.1.420.1.1.420.1.1.420.1.1.4

CounCounCounCoun
terterterter

a 
SamplingT
ime /

拒絶パケット
数

30184 RejectPacke
ts <packets/
sec>

a enterprises.26enterprises.26enterprises.26enterprises.26
20.1.1.520.1.1.520.1.1.520.1.1.5

CounCounCounCoun
terterterter

a 
SamplingT
ime /

破棄パケット
数

30185 CancelPack
ets 
<packets/
sec>

a enterprises.26enterprises.26enterprises.26enterprises.26
20.1.1.620.1.1.620.1.1.620.1.1.6

CounCounCounCoun
terterterter

a 
SamplingT
ime /

エラーパケッ
ト数

30186 ErrorPacket
s <packets/
sec>

a mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14 CounCounCounCoun
terterterter

a b + 
SamplingT
ime /

b mib-2.2.2.1.20mib-2.2.2.1.20mib-2.2.2.1.20mib-2.2.2.1.20 CounCounCounCoun
terterterter

ログ記録パ
ケット数

30187 LogPackets 
<packets/
sec>

a enterprises.26enterprises.26enterprises.26enterprises.26
20.1.1.720.1.1.720.1.1.720.1.1.7

CounCounCounCoun
terterterter

a 
SamplingT
ime /

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30210 PAMNetscre
en；
NetScreen

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

TCPコネク
ション数

30211 TCPConnect
ions 
<counts>

a mib-2.6.9 Ga
uge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
回線使用率 30212 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30213 CircuitOper
atingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

受信パケット
数

30214 ReceivePack
ets<packets/
sec>

a mib-2.2.2.1.11mib-2.2.2.1.11mib-2.2.2.1.11mib-2.2.2.1.11 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b c d e + + 
+ + 
SamplingT
ime /

b mib-2.2.2.1.12mib-2.2.2.1.12mib-2.2.2.1.12mib-2.2.2.1.12 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.13mib-2.2.2.1.13mib-2.2.2.1.13mib-2.2.2.1.13 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

d mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

e mib-2.2.2.1.15mib-2.2.2.1.15mib-2.2.2.1.15mib-2.2.2.1.15 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

破棄パケット
数

30215 CancelPack
ets<packets/
sec>

a mib-2.2.2.1.13mib-2.2.2.1.13mib-2.2.2.1.13mib-2.2.2.1.13 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingT
ime /

b mib-2.2.2.1.19mib-2.2.2.1.19mib-2.2.2.1.19mib-2.2.2.1.19 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

エラーパケッ
ト数

30216 ErrorPacket
s

a mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14mib-2.2.2.1.14 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingT
ime /

<packets/
sec>

b mib-2.2.2.1.20mib-2.2.2.1.20mib-2.2.2.1.20mib-2.2.2.1.20 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-71　オブジェクトカテゴリー「ロードバランサー」のメトリック（ServerIronの場
合）

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30240 PAMSvriron
；ServerIron

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30241 CPURatio 
<%>

a enterprises.199
1.1.1.2.1.35

Ga
uge

a

TCPコネク
ション数

30242 TCPConnect
ions 
<counts>

a mib-2.6.9 Ga
uge

a

回線使用率 30243 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*bbbb mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

cccc mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30244 CircuitOper
atingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

分散Webサー
バコネクショ
ン数

30245 WebConnect
ions 
<counts/
sec>

a enterprises.199enterprises.199enterprises.199enterprises.199
1.1.1.4.24.1.1.81.1.1.4.24.1.1.81.1.1.4.24.1.1.81.1.1.4.24.1.1.8

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

分散Webサー
バパケット数

30246 WebPackets 
<packets/
sec>

a enterprises.199enterprises.199enterprises.199enterprises.199
1.1.1.4.24.1.1.91.1.1.4.24.1.1.91.1.1.4.24.1.1.91.1.1.4.24.1.1.9

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingT
ime /

b enterprises.199enterprises.199enterprises.199enterprises.199
1.1.1.4.24.1.1.101.1.1.4.24.1.1.101.1.1.4.24.1.1.101.1.1.4.24.1.1.10

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

仮想サーバコ
ネクション数

30247 VSConnecti
ons <counts/
sec>

a enterprises.199enterprises.199enterprises.199enterprises.199
1.1.1.4.26.1.1.51.1.1.4.26.1.1.51.1.1.4.26.1.1.51.1.1.4.26.1.1.5

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-72　オブジェクトカテゴリー「ロードバランサー」のメトリック（CSSの場合）

リソース不足
指数

30248 ResourceIns
ufficient 
<counts>

a enterprises.199
1.1.1.2.1.30

Int
ege
r

a b c + +

b enterprises.199
1.1.1.2.1.31

Int
ege
r

c enterprises.199
1.1.1.2.1.32

Int
ege
r

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30270 PAMCss；
CSS

HostOperati
ngRatio<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30271 CPURatio 
<%>

a enterprises.246
7.1.34.17.1.14

Ga
uge

a

TCPコネク
ション数

30272 TCPConnect
ions 
<counts>

a mib-2.6.9 Ga
uge

a

回線使用率 30273 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30274 CircuitOper
atingRatio<
%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

分散Webサー
バコネクショ
ン確立数

30275 WebConnect
ions 
<counts>

a enterprises.246
7.1.15.2.1.20

Int
ege
r

a

分散Webサー
バ負荷指数

30276 WebLoads 
<counts>

a enterprises.246
7.1.15.2.1.18

Int
ege
r

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-73　オブジェクトカテゴリー「キャッシュサーバ」のメトリック（CacheFlowの場
合）

サーバオー
バーロード回
数

30277 ServerOverl
oads <times/
sec>

a enterprises.246enterprises.246enterprises.246enterprises.246
7.1.16.4.1.227.1.16.4.1.227.1.16.4.1.227.1.16.4.1.22

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30300 PAMCachefl
ow；
CacheFlow

HostOperati
ngRatio 
<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30301 CPURatio 
<%>

a experimental.25
.17.3.1.1

Ga
uge

a

メモリー使用
量

30302 MemoryUsa
ge <KB>

a experimental.25
.17.1.1

Ga
uge

a

TCPコネク
ション数

30303 TCPConnect
ions 
<counts>

a mib-2.6.9 Ga
uge

a

回線使用率 30304 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30305 CircuitOper
atingRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

キャッシュ
ヒット率

30306 CacheHitRa
tio <%>

a experimental.25experimental.25experimental.25experimental.25
.17.3.2.1.2.17.3.2.1.2.17.3.2.1.2.17.3.2.1.2

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b / 100 *

b experimental.25experimental.25experimental.25experimental.25
.17.3.2.1.1.17.3.2.1.1.17.3.2.1.1.17.3.2.1.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

キャッシュ
データサイズ

30307 CacheSize 
<KB>

a experimental.25
.17.1.2

Ga
uge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-74　オブジェクトカテゴリー「キャッシュサーバ」のメトリック（WebMaxの場
合）

受信 HTTPリ
クエスト数

30308 ReceiveReq
uests 
<times/sec>

a mib-2.wwwMIBmib-2.wwwMIBmib-2.wwwMIBmib-2.wwwMIB
(65).1.2.1.1.1(65).1.2.1.1.1(65).1.2.1.1.1(65).1.2.1.1.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

送信 HTTPレ
スポンス数

30309 SendRespon
ses <times/
sec>

a mib-2.wwwMIBmib-2.wwwMIBmib-2.wwwMIBmib-2.wwwMIB
(65).1.2.1.1.4(65).1.2.1.1.4(65).1.2.1.1.4(65).1.2.1.1.4

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

エラー数 30310 Errors 
<times/sec>

a experimental.25experimental.25experimental.25experimental.25
.17.3.2.1.3.17.3.2.1.3.17.3.2.1.3.17.3.2.1.3

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingT
ime /

b experimental.25experimental.25experimental.25experimental.25
.17.3.2.2.2.17.3.2.2.2.17.3.2.2.2.17.3.2.2.2

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30330 PAMWebma
x；WebMax

HostOperati
ngRatio<%>

a enterprises.23.8
9.1.2.1.1.3

Ga
uge

100

CPU使用率 30331 CPURatio 
<%>

a enterprises.23.8
9.1.2.1.2.16.2

Ga
uge

a

TCPコネク
ション数

30332 TCPConnect
ions 
<counts>

a mib-2.6.9 Ga
uge

a

TCPコネク
ション新規接
続数

30333 TCPNewCo
nnections 
<times/sec>

a enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.7.19.1.2.1.2.7.19.1.2.1.2.7.19.1.2.1.2.7.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

クライアント
コネクション
稼働率

30334 ActiveClient
Ratio <%>

a enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.7.39.1.2.1.2.7.39.1.2.1.2.7.39.1.2.1.2.7.3

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a a b + / 100 
*

b enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.7.49.1.2.1.2.7.49.1.2.1.2.7.49.1.2.1.2.7.4

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-75　オブジェクトカテゴリー「SSLアクセラレーター」のメトリック
（NetStructureの場合）

サーバコネク
ション稼働率

30335 ActiveServe
rRatio <%>

a enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.7.59.1.2.1.2.7.59.1.2.1.2.7.59.1.2.1.2.7.5

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a a b + / 100 
*

b enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.7.69.1.2.1.2.7.69.1.2.1.2.7.69.1.2.1.2.7.6

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

キャッシュ
ヒット率

30336 CacheHitRa
tio <%>

a enterprises.23.8
9.1.2.1.2.2.9

Ga
uge

a

キャッシュ
サーバディス
ク使用率

30337 DiskRatio 
<%>

a enterprises.23.8
9.1.2.1.2.2.14

Ga
uge

a

受信 HTTPリ
クエスト数

30338 ReceiveReq
uests 
<times/sec>

a enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.4.19.1.2.1.2.4.19.1.2.1.2.4.19.1.2.1.2.4.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

エラー数 30339 Errors 
<times/sec>

a enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.4.89.1.2.1.2.4.89.1.2.1.2.4.89.1.2.1.2.4.8

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b c + + 
SamplingT
ime /

b enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.4.39.1.2.1.2.4.39.1.2.1.2.4.39.1.2.1.2.4.3

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

c enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8enterprises.23.8
9.1.2.1.2.7.89.1.2.1.2.7.89.1.2.1.2.7.89.1.2.1.2.7.8

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30360 PAMNetstrc
tr；
NetStructur
e

HostOperati
ngRatio<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

CPU使用率 30361 CPURatio 
<%>

a enterprises.343.
6.100.1.1.17

Ga
uge

a

TCPコネク
ション数

30362 TCPConnect
ions 
<counts>

a mib-2.6.9 Ga
uge

a

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-76　オブジェクトカテゴリー「ルーター」のメトリック（Routerの場合）

回線使用率 30363 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

回線稼働率 30364 CircuitOper
atingRatio<
%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

SSLコネク
ション数

30365 SSLConnect
ions 
<counts/
sec>

a enterprises.343.enterprises.343.enterprises.343.enterprises.343.
6.100.1.1.286.100.1.1.286.100.1.1.286.100.1.1.28

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

SSL処理エ
ラー数

30366 SSLErrors 
<times/sec>

a enterprises.343.enterprises.343.enterprises.343.enterprises.343.
6.100.1.1.506.100.1.1.506.100.1.1.506.100.1.1.50

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingT
ime /

b enterprises.343.enterprises.343.enterprises.343.enterprises.343.
6.100.1.1.516.100.1.1.516.100.1.1.516.100.1.1.51

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

ホスト稼働率 30390 PAMRouter
；Router

HostOperati
ngRatio<%>

a mib-2.1.3 Ga
uge

100

回線使用率 30391 CircuitRatio 
<%>

a mib-2.2.2.1.5 Ga
uge

c b + 8 * a 
SamplingT
ime * / 100 
*b mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16mib-2.2.2.1.16 CouCouCouCou

ntententente
rrrr

c mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10mib-2.2.2.1.10 CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（2） アプリケーションオブジェクトのメトリック詳細

表 D-77　オブジェクトカテゴリー「Webサーバ」のメトリック（Hitachi_WEBの場合）

回線稼働率 30392 CircuitOper
atingRatio<
%>

a mib-2.2.2.1.8 Int
ege
r

a 1 - a 1 - / 
-1 * 1 + 100 
*

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

30420 PAMHws；
Hitachi_WE
B

OperatingR
atio<%>

a mib-2.65.1.1.1.1
.8

Ga
uge

a 2 - a 2 - / 
-1 * 1 + 100 
*

受信リクエス
ト数

30421 Receives 
<times/sec>

a mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1
.1.1.1.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

送信バイト数 30422 SendBytes 
<bytes/sec>

a mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1
.8.8.8.8

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

平均レスポン
ス時間

30423 ResponseAv
gTime 
<msec>

a enterprises.116.
5.31.1.1.1.6

Int
ege
r

a

最大レスポン
ス時間

30424 ResponseMa
xTime 
<msec>

a enterprises.116.
5.31.1.1.1.7

Int
ege
r

a

正常終了率 30425 NormalRati
o <%>

a mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1
.1.1.1.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

b a / 100 *

b enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.31.1.2.1.55.31.1.2.1.55.31.1.2.1.55.31.1.2.1.5

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

プロセス数 30426 Processes 
<processes>

a enterprises.116.
5.31.1.3.1.1

Ga
uge

a

リクエスト処
理中プロセス
の割合

30427 RequestProc
essRatio<%
>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.31.1.3.1.15.31.1.3.1.15.31.1.3.1.15.31.1.3.1.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

b a / 100 *

b enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.31.1.3.1.25.31.1.3.1.25.31.1.3.1.25.31.1.3.1.2

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-78　オブジェクトカテゴリー「Webサーバ」のメトリック（Apacheの場合）

表 D-79　オブジェクトカテゴリー「Webサーバ」のメトリック（Sun_ONE_WEBの場
合）

NotFoundエ
ラー数

30428 NotFoundEr
rors <times/
sec>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.31.1.2.1.105.31.1.2.1.105.31.1.2.1.105.31.1.2.1.10

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

401/403エ
ラー数

30429 Errors_401_
403<times/
sec>

a enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.31.1.2.1.85.31.1.2.1.85.31.1.2.1.85.31.1.2.1.8

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingT
ime /

b enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.enterprises.116.
5.31.1.2.1.95.31.1.2.1.95.31.1.2.1.95.31.1.2.1.9

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

30450 PAMApache
；Apache

OperatingR
atio<%>

a mib-2.65.1.1.1.1
.8

Ga
uge

a 2 - a 2 - / 
-1 * 1 + 100 
*

受信リクエス
ト数

30451 ReceiveReq
uests<times
/sec>

a mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1
.1.1.1.1

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

送信バイト数 30452 SendBytes<
bytes/sec>

a mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1mib-2.65.1.2.1.1
.8.8.8.8

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingT
ime /

PFM - 
Analysisでの

定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカテ
ゴリー名；グ
ループ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

3048
0

PAMSunonew
eb；
Sun_ONE_W
EB

OperatingR
atio<%>

a enterprises.145
0.1.60.1.1.8

Int
ege
r

a 1 - a 1 - / -1 
* 1 + 100 *

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー名；
グループ名

リソース名 <
単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-80　オブジェクトカテゴリー「Webサーバ」のメトリック（IISの場合）

受信リクエス
ト数

3048
1

ReceiveReq
uests 
<times/sec>

a enterprises.145enterprises.145enterprises.145enterprises.145
0.1.60.2.1.30.1.60.2.1.30.1.60.2.1.30.1.60.2.1.3

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

送信バイト数 3048
2

SendBytes 
<bytes/sec>

a enterprises.145enterprises.145enterprises.145enterprises.145
0.1.60.1.1.130.1.60.1.1.130.1.60.1.1.130.1.60.1.1.13

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

スレッド数 3048
3

Threads 
<counts>

a enterprises.145
0.1.60.3.1.3

Int
ege
r

a

リクエスト処
理中スレッド
の割合

3048
4

RequestThr
eadRatio 
<%>

a enterprises.145
0.1.60.3.1.3

Int
ege
r

a b - a / 100 *

b enterprises.145
0.1.60.3.1.4

Int
ege
r

401/403エ
ラー数

3048
5

Errors_401_
403 

a enterprises.145enterprises.145enterprises.145enterprises.145
0.1.60.1.1.230.1.60.1.1.230.1.60.1.1.230.1.60.1.1.23

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

<times/sec> b enterprises.145enterprises.145enterprises.145enterprises.145
0.1.60.1.1.240.1.60.1.1.240.1.60.1.1.240.1.60.1.1.24

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - 
Analysisで
の定義

JP1/SSOでの定義

メトリック
名

リ
ソー
ス ID

リソースカテゴ
リー名；グルー

プ名

リソース名
<単位 >

取得するMIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働
率

3051
0

PAMIis；IIS OperatingR
atio<%>

a enterprises.311.
1.7.3.1.13

Int
ege
r

100

PFM - 
Analysisでの

定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカテ
ゴリー名；グ
ループ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
受信リクエ
スト数

3051
1

ReceiveReq
uests<times
/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.181.7.3.1.181.7.3.1.181.7.3.1.18

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + c + d + 
e + f + g + 
SamplingTi
me /

b enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.191.7.3.1.191.7.3.1.191.7.3.1.19

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

c enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.201.7.3.1.201.7.3.1.201.7.3.1.20

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

d enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.171.7.3.1.171.7.3.1.171.7.3.1.17

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

e enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.211.7.3.1.211.7.3.1.211.7.3.1.21

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

f enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.221.7.3.1.221.7.3.1.221.7.3.1.22

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

g enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.231.7.3.1.231.7.3.1.231.7.3.1.23

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

PFM - 
Analysisで
の定義

JP1/SSOでの定義

メトリック
名

リ
ソー
ス ID

リソースカテゴ
リー名；グルー

プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
670



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
受信リクエ
スト数
(WEBDAV)

3051
2

ReceiveReq
uests_WEB
DAV<times/
sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.241.7.3.1.241.7.3.1.241.7.3.1.24

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + c + d + 
e + f + g + 
SamplingTi
me /

b enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.251.7.3.1.251.7.3.1.251.7.3.1.25

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

c enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.261.7.3.1.261.7.3.1.261.7.3.1.26

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

d enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.271.7.3.1.271.7.3.1.271.7.3.1.27

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

e enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.281.7.3.1.281.7.3.1.281.7.3.1.28

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

f enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.301.7.3.1.301.7.3.1.301.7.3.1.30

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

g enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.311.7.3.1.311.7.3.1.311.7.3.1.31

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

受信リクエ
スト数 (そ
の他 )

3051
3

ReceiveReq
uests_Other 
<times/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.291.7.3.1.291.7.3.1.291.7.3.1.29

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

b enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.321.7.3.1.321.7.3.1.321.7.3.1.32

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

送信バイト
数

3051
4

SendBytes 
<bytes/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.21.7.3.1.21.7.3.1.21.7.3.1.2

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

コネクショ
ン数

3051
5

Connections 
<counts>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.131.7.3.1.131.7.3.1.131.7.3.1.13

IntIntIntInt
egeegeegeege
rrrr

a

ブロックさ
れたリクエ
スト数

3051
6

BlockedReq
uests<times
/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.391.7.3.1.391.7.3.1.391.7.3.1.39

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

棄却された
リクエスト
数

3051
7

RejectedReq
uests<times
/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.421.7.3.1.421.7.3.1.421.7.3.1.42

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

PFM - 
Analysisで
の定義

JP1/SSOでの定義

メトリック
名

リ
ソー
ス ID

リソースカテゴ
リー名；グルー

プ名

リソース名
<単位 >

取得するMIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-81　オブジェクトカテゴリー「APサーバ」のメトリック（Cosminexusの場合）

NotFound
エラー数

3051
8

NotFoundE
rrors 
<times/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.431.7.3.1.431.7.3.1.431.7.3.1.43

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

ロックエ
ラー数

3051
9

Locked 
<times/sec>

a enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.enterprises.311.
1.7.3.1.441.7.3.1.441.7.3.1.441.7.3.1.44

CouCouCouCou
ntententente
rrrr

a 
SamplingTi
me /

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

30540 PAMCosmi
；
Cosminexus

OperatingR
atio<%>

a enterprises.116.5
.33.1.1.1.6

In
te
ge
r

100

JVMメモリー
使用率

30541 JVMMemor
yRatio <%>

a enterprises.116.5
.33.1.2.1.5

G
au
ge

b a - b / 100 *

b enterprises.116.5
.33.1.2.1.10

G
au
ge

セッション数 30542 Sessions 
<counts>

a enterprises.116.5
.33.1.5.1.5

G
au
ge

a

アクティブス
レッド数

30543 ActiveThrea
ds <counts/
sec>

a enterprises.116.5
.33.1.5.1.11

G
au
ge

a

実行待ちリク
エスト数

30544 WaitingReq
uests<count
s>

a enterprises.116.5
.33.1.5.1.15

G
au
ge

a

DB使用中コ
ネクション数

30545 DBActiveCo
nnections 
<counts>

a enterprises.116.5
.33.1.6.1.10

G
au
ge

a

DB未使用コ
ネクション数

30546 DBFreeCon
nections 
<counts>

a enterprises.116.5
.33.1.6.1.11

G
au
ge

a

PFM - 
Analysisで
の定義

JP1/SSOでの定義

メトリック
名

リ
ソー
ス ID

リソースカテゴ
リー名；グルー

プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
DB平均トラ
ンザクション
時間

30547 DBTransact
ionAvgTime 
<msec>

a enterprises.116.5
.33.1.3.1.5

G
au
ge

a

servlet実行回
数

30548 ServletServi
ceCount 
<counts/
sec>

a enterprises.116.5enterprises.116.5enterprises.116.5enterprises.116.5
.33.1.19.1.5.33.1.19.1.5.33.1.19.1.5.33.1.19.1.5

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

servlet実行エ
ラー数

30549 ServletServi
ceFailedCou
nt <counts/
sec>

a enterprises.116.5enterprises.116.5enterprises.116.5enterprises.116.5
.33.1.19.1.6.33.1.19.1.6.33.1.19.1.6.33.1.19.1.6

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

servlet実行平
均時間

30550 ServletServi
ceAvgTime 
<msec>

a enterprises.116.5
.33.1.19.1.9

G
au
ge

a

EJB(Stateless
)Remote I/F平
均応答時間

30551 EJBStateles
sRspAvgTi
me <msec>

a enterprises.116.5
.33.1.11.1.6

G
au
ge

a

EJB(Stateful)
Remote I/F平
均応答時間

30552 EJBStateful
RspAvgTim
e <msec>

a enterprises.116.5
.33.1.14.1.6

G
au
ge

a

EJB(Entity)R
emote I/F平均
応答時間

30553 EJBEntityR
spAvgTime 
<msec>

a enterprises.116.5
.33.1.17.1.6

G
au
ge

a

JSP実行数 30554 JSPService
Count 
<counts/
sec>

a enterprises.116.5
.33.1.18.1.5

Co
un
te
r

a 
SamplingTi
me /

JSP実行エ
ラー数

30555 JSPService
FailedCoun
t <counts/
sec>

a enterprises.116.5enterprises.116.5enterprises.116.5enterprises.116.5
.33.1.18.1.6.33.1.18.1.6.33.1.18.1.6.33.1.18.1.6

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-82　オブジェクトカテゴリー「APサーバ」のメトリック（WebLogicの場合）

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

30570 PAMWeblog
ic；
WebLogic

OperatingR
atio<%>

a enterprises.140.6
25.360.1.75

In
te
ge
r

100

JVMメモリー
使用率

30571 JVMMemor
yRatio <%>

a enterprises.140.6
25.340.1.25

In
te
ge
r

b a - b / 100 *

b enterprises.140.6
25.340.1.30

In
te
ge
r

アクティブ
セッション数

30572 ActiveSessi
ons<counts/
sec>

a enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6
25.430.1.6025.430.1.6025.430.1.6025.430.1.60

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

実行待ちリク
エスト数

30573 PendingReq
uests<count
s>

a enterprises.140.6
25.180.1.35

In
te
ge
r

a

処理済リクエ
スト数

30574 ServicedReq
uests 
<counts/
sec>

a enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6
25.180.1.4025.180.1.4025.180.1.4025.180.1.40

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

EJBリクエス
ト数

30575 EJBRequest
s <times/
sec>

a enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6
25.150.1.3525.150.1.3525.150.1.3525.150.1.35

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

b enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6
25.170.1.3525.170.1.3525.170.1.3525.170.1.35

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

DBコネク
ションプール
使用率

30576 JDBCConne
ctionPoolRa
tio <%>

a enterprises.140.6
25.190.1.25

In
te
ge
r

a b / 100 *

b enterprises.140.6
25.190.1.60

In
te
ge
r

674



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-83　オブジェクトカテゴリー「DBサーバ」のメトリック（Oracleの場合）

DBコネク
ションプール
最大待ち時間

30577 JDBCConne
ctionPoolMa
xWait <sec>

a enterprises.140.6
25.190.1.50

In
te
ge
r

a

DBコネク
ションプール
待ち数

30578 JDBCConne
ctionPoolWa
it <counts>

a enterprises.140.6
25.190.1.30

In
te
ge
r

a

servlet/JSP最
大応答時間

30579 ServletMax
Time <sec>

a enterprises.140.6
25.380.1.50

In
te
ge
r

a

servlet/JSP平
均応答時間

30580 ServletAvgT
ime <sec>

a enterprises.140.6
25.380.1.60

In
te
ge
r

a

servlet実行回
数

30581 ServletInvo
cationCount 
<counts/
sec>

a enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6enterprises.140.6
25.380.1.3525.380.1.3525.380.1.3525.380.1.35

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

30600 PAMOracle
；Oracle

OperatingR
atio<%>

a mib-2.27.1.1.6 G
au
ge

a 1 - a 1 - / -1 
* 1 + 100 *

トランザク
ション数

30601 Transaction
s <counts/
sec>

a mib-2.39.1.6.1.2mib-2.39.1.6.1.2mib-2.39.1.6.1.2mib-2.39.1.6.1.2 CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
ディスクアク
セス数

30602 DiskAccess
Count 
<times/sec>

a mib-2.39.1.6.1.7mib-2.39.1.6.1.7mib-2.39.1.6.1.7mib-2.39.1.6.1.7 CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

b mib-2.39.1.6.1.8mib-2.39.1.6.1.8mib-2.39.1.6.1.8mib-2.39.1.6.1.8 CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

DBキャッ
シュヒット率

30603 CacheHitRa
tio <%>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.2.1.1.1.2.1.1.1.2.1.1.1.2

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a b + c - a b + 
/ 100 *

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.4.1.1.1.4.1.1.1.4.1.1.1.4

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

c enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.8.1.1.1.8.1.1.1.8.1.1.1.8

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

ロールバック
率

30604 RollbackRat
io <%>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.24.1.1.1.24.1.1.1.24.1.1.1.24

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a a b + / 100 
*

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.23.1.1.1.23.1.1.1.23.1.1.1.23

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

DBスペース
使用率

30605 SpaceUsed
Ratio <%>

a enterprises.111.4
.1.2.1.3

In
te
ge
r

b a / 100 *

b enterprises.111.4
.1.2.1.4

In
te
ge
r

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
676



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
ソートオー
バーフロー率

30606 SortOverflo
wRatio <%>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.13.1.1.1.13.1.1.1.13.1.1.1.13

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a a b + / 100 
*

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.14.1.1.1.14.1.1.1.14.1.1.1.14

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

ライブラリー
キャッシュミ
ス率

30607 LibraryCac
heMissRati
o <%>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.4.1.5.1.4.1.5.1.4.1.5.1.4.1.5

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

b a / 100 *

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.4.1.7.1.4.1.7.1.4.1.7.1.4.1.7

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

REDOログ空
き領域待ち率

30608 REDOLogS
paceWaitRa
tio <%>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.10.1.1.1.10.1.1.1.10.1.1.1.10

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

b a / 100 *

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.11.1.1.1.11.1.1.1.11.1.1.1.11

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

テーブルス
キャン回数

30609 TableScans 
<tables/sec>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.20.1.1.1.20.1.1.1.20.1.1.1.20

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.1.1.21.1.1.1.21.1.1.1.21.1.1.1.21

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

データファイ
ル I/O回数

30610 DataFileIO
Count 
<times/sec>

a enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.3.1.4.1.3.1.4.1.3.1.4.1.3.1.4

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

b enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4enterprises.111.4
.1.3.1.5.1.3.1.5.1.3.1.5.1.3.1.5

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-84　オブジェクトカテゴリー「DBサーバ」のメトリック（SQL_Serverの場合）

付録 D.5　PFMアダプターで収集するメトリックの詳細
PFMアダプターでは，サービスオブジェクト，ホストオブジェクトおよびアプリケー
ションオブジェクトのメトリックを収集します。ここでは，PFMに定義するリソースの
詳細を，メトリックごとに説明します。

PFM - Analysis
での定義

JP1/SSOでの定義

メトリック名 リ
ソー
ス ID

リソースカ
テゴリー
名；グルー
プ名

リソース名
<単位 >

取得する MIBオブジェクト 計算式

アプリケー
ション稼働率

30630 PAMSqlsvr
；
SQL_Server

OperatingR
atio <%>

a enterprises.311.1
.4.1.1.1.1.5

G
au
ge

a 1 - a 1 - / -1 
* 1 + 100 *

トランザク
ション数

30631 Transaction
s <counts/
sec>

a enterprises.311.1enterprises.311.1enterprises.311.1enterprises.311.1
.4.1.1.2.1.3.4.1.1.2.1.3.4.1.1.2.1.3.4.1.1.2.1.3

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a 
SamplingTi
me /

ディスクアク
セス数

30632 DiskAccess
Count 
<times/sec>

a enterprises.311.1enterprises.311.1enterprises.311.1enterprises.311.1
.4.1.1.2.1.4.4.1.1.2.1.4.4.1.1.2.1.4.4.1.1.2.1.4

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

a b + 
SamplingTi
me /

b enterprises.311.1enterprises.311.1enterprises.311.1enterprises.311.1
.4.1.1.2.1.5.4.1.1.2.1.5.4.1.1.2.1.5.4.1.1.2.1.5

CoCoCoCo
unununun
tetetete
rrrr

DBキャッ
シュヒット率

30633 CacheHitRa
tio <%>

a enterprises.311.1
.4.1.1.2.1.11

G
au
ge

a

DBスペース
使用率

30634 SpaceUsed
Ratio <%>

a enterprises.311.1
.4.1.1.6.1.8

In
te
ge
r

a b / 100 *

b enterprises.311.1
.4.1.1.6.1.5

In
te
ge
r

ロック数 30635 Locks 
<counts>

a enterprises.311.1
.4.1.1.2.1.17

G
au
ge

a

DBコネク
ション数

30636 Connections 
<counts>

a enterprises.311.1
.4.1.1.2.1.16

G
au
ge

a
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（1） サービスオブジェクトのメトリック詳細

表 D-85　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（HTTPの
場合）

表 D-86　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（HTTPS
の場合）

表 D-87　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（SMTPの
場合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40000 HTTP
(PI_HTP)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_HTP_MSR_C
OND_ID

セットアップ時間
<sec>

40001 HTTP
(PI_HTP)

Setup Time
(SETUP_TIME)

PI_HTP_MSR_C
OND_ID

転送時間 <sec> 40002 HTTP
(PI_HTP)

HTTP Time
(HTTP_TIME)

PI_HTP_MSR_C
OND_ID

リザルトコード 40003 HTTP
(PI_HTP)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_HTP_MSR_C
OND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40020 HTTPS
(PI_HTPS)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_HTPS_MSR_C
OND_ID

セットアップ時間
<sec>

40021 HTTPS
(PI_HTPS)

Setup Time
(SETUP_TIME)

PI_HTPS_MSR_C
OND_ID

転送時間 <sec> 40022 HTTPS
(PI_HTPS)

HTTP Time
(HTTP_TIME)

PI_HTPS_MSR_C
OND_ID

リザルトコード 40023 HTTPS
(PI_HTPS)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_HTPS_MSR_C
OND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40040 SMTP
(PI_SMTP)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_SMTP_MSR_
COND_ID
679



付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-88　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（POP3の
場合）

表 D-89　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（IMAP4の
場合）

セットアップ時間
<sec>

40041 SMTP
(PI_SMTP)

Setup Time
(SETUP_TIME)

PI_SMTP_MSR_
COND_ID

転送時間 <sec> 40042 SMTP
(PI_SMTP)

SMTP Time
(SMTP_TIME)

PI_SMTP_MSR_
COND_ID

リザルトコード 40043 SMTP
(PI_SMTP)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_SMTP_MSR_
COND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40060 POP3
(PI_POP3)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_POP3_MSR_C
OND_ID

セットアップ時間
<sec>

40061 POP3
(PI_POP3)

Setup Time
(SETUP_TIME)

PI_POP3_MSR_C
OND_ID

転送時間 <sec> 40062 POP3
(PI_POP3)

POP3 Time
(POP3_TIME)

PI_POP3_MSR_C
OND_ID

リザルトコード 40063 POP3
(PI_POP3)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_POP3_MSR_C
OND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40080 IMAP4
(PI_IMP4)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_IMP4_MSR_C
OND_ID

セットアップ時間
<sec>

40081 IMAP4
(PI_IMP4)

Setup Time
(SETUP_TIME)

PI_IMP4_MSR_C
OND_ID

転送時間 <sec> 40082 IMAP4
(PI_IMP4)

IMAP Time
(IMAP4_TIME)

PI_IMP4_MSR_C
OND_ID

リザルトコード 40083 IMAP4
(PI_IMP4)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_IMP4_MSR_C
OND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-90　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（DNSの場
合）

表 D-91　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（DHCPの
場合）

表 D-92　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（FTPの場
合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40100 DNS
(PI_DNS)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_DNS_MSR_C
OND_ID

リザルトコード 40101 DNS
(PI_DNS)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_DNS_MSR_C
OND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40120 DHCP
(PI_DHCP)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_DHCP_MSR_
COND_ID

リザルトコード 40121 DHCP
(PI_DHCP)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_DHCP_MSR_
COND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40140 FTP
(PI_FTP)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_FTP_MSR_CO
ND_ID

セットアップ時間
<sec>

40141 FTP
(PI_FTP)

Setup Time
(SETUP_TIME)

PI_FTP_MSR_CO
ND_ID

転送時間 <sec> 40142 FTP
(PI_FTP)

FTP Time
(FTP_TIME)

PI_FTP_MSR_CO
ND_ID

リザルトコード 40143 FTP
(PI_FTP)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_FTP_MSR_CO
ND_ID
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-93　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック（TCPの場
合）

表 D-94　オブジェクトカテゴリー「インターネットサービス」のメトリック
（WEBTRANSの場合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40160 TCP
(PI_TCP)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_TCP_MSR_CO
ND_ID

DNSセットアップ
時間 <sec>

40161 TCP
(PI_TCP)

DNS Time
(DNS_TIME)

PI_TCP_MSR_CO
ND_ID

TCPセットアップ
時間 <sec>

40162 TCP
(PI_TCP)

TCP Connection Time
(TCP_CON_TIME)

PI_TCP_MSR_CO
ND_ID

リザルトコード 40163 TCP
(PI_TCP)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_TCP_MSR_CO
ND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40180 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

DNSセットアップ
時間 <sec>

40181 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

DNS Time
(DNS_TIME)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

TCPセットアップ
時間 <sec>

40182 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

TCP Connection Time
(TCP_CON_TIME)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

サーバ処理時間
<sec>

40183 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Server Processing Time
(SERV_PROCESS_TIME)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

データ転送時間
<sec>

40184 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Data Transfer Time
(DATA_TRANS_TIME)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 1)<sec>

40185 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 1
(TOTAL_RESP_TIME_1)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-95　オブジェクトカテゴリー「その他のサービス」のメトリック（USERSERVの
場合）

総応答時間 (スコー
プ 2)<sec>

40186 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 2
(TOTAL_RESP_TIME_2)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 3)<sec>

40187 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 3
(TOTAL_RESP_TIME_3)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 4)<sec>

40188 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 4
(TOTAL_RESP_TIME_4)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 5)<sec>

40189 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 5
(TOTAL_RESP_TIME_5)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 6)<sec>

40190 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 6
(TOTAL_RESP_TIME_6)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 7)<sec>

40191 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 7
(TOTAL_RESP_TIME_7)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

総応答時間 (スコー
プ 8)<sec>

40192 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Total Response Time 8
(TOTAL_RESP_TIME_8)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

リザルトコード 40193 Web 
Transaction 
Overview
(PI_WTO)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_WTO_MSR_C
OND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

総応答時間 <sec> 40200 User Defined 
Service
(PI_UDEF)

Total Response Time
(TOTAL_RESP_TIME)

PI_UDEF_MSR_
COND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（2） ホストオブジェクトのメトリック詳細

表 D-96　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（Windowsの場合）

リザルトコード 40201 User Defined 
Service
(PI_UDEF)

Result Code
(RESULT_CODE)

PI_UDEF_MSR_
COND_ID

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

CPU使用率 <%> 40300 Processor 
Overview
(PI_PCSR)

CPU %
(PCT_PROCESSOR_TIME
)

PI_PCSR_INSTA
NCE

メモリー使用率
<%>

40301 System 
Overview
(PI)

% Physical Mem
(PCT_PHYSICAL_MEMO
RY)

－

スワップ使用率
<%>

40302 System 
Overview
(PI)

% Committed Bytes in Use
(PCT_COMMITTED_BYT
ES_IN_USE)

－

ディスク使用率
<%>

40303 Logical Disk 
Overview
(PI_LOGD)

% Disk Usage
(PCT_DISK_USAGE)

PI_LOGD_INSTA
NCE

ディスクビジー率
<%>

40304 Logical Disk 
Overview
(PI_LOGD)

% Disk Time
(PCT_DISK_TIME)

PI_LOGD_INSTA
NCE

送信パケット数
<packets/sec>

40305 Network 
Interface 
Overview
(PI_NETI)

Pkts Sent/sec
(PACKETS_SENT_PER_S
EC)

PI_NETI_INSTA
NCE

受信パケット数
<packets/sec>

40306 Network 
Interface 
Overview
(PI_NETI)

Pkts Rcvd/sec
(PACKETS_RECEIVED_P
ER_SEC)

PI_NETI_INSTA
NCE

稼働プロセス数
<counts>

40307 System 
Overview
(PI)

Current Processes
(CURRENT_PROCESSES)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-97　オブジェクトカテゴリー「一般サーバ」のメトリック（UNIX（Solaris，
HP-UX，AIX，Linux）の場合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

CPU使用率 <%> 40350 CPU - Per 
Processor 
Detail
(PI_CPUP)

CPU %
(KERNELMODE_USERM
ODE_PERCENT)

PI_CPUP_LOGIC
AL_PROCESSOR
_ID

メモリー使用率
<%>

40351 System 
Summary 
Overview
(PI)

Alloc Mem %
(ALLOCATED_MEMORY_
PERCENT)

－

スワップ使用率
<%>

40352 System 
Summary 
Overview
(PI)

Alloc Swap %
(ALLOCATED_SWAP_PER
CENT)

－

ページイン数
<pages/sec>

40353 System 
Summary 
Overview
(PI)

Pages In/sec
(PAGE_IN_COUNT_PER_
SECOND)

－

ページアウト数
<pages/sec>

40354 System 
Summary 
Overview
(PI)

Pages Out/sec
(PAGE_OUT_COUNT_PE
R_SECOND)

－

ディスク使用率
<%>

40355 File System 
Detail - Local
(PD_FSL)

Mbytes in Use %
(TOTAL_MBYTES_IN_US
E_PERCENT)

PD_FSL_FILESY
STEM_NAME

ディスクビジー率
<%>

40356 Device Detail
(PI_DEVD)

busy %
(BUSY_PERCENT)

PI_DEVD_DEVIC
E_NAME

送信パケット数
<packets/sec>

40357 Network 
Interface Detail
(PI_NIND)

Pkts Xmitd/sec
(PACKETS_TRANSMITTE
D_PER_SECOND)

PI_NIND_INTER
FACE_NAME
PI_NIND_IP_AD
DRESS

受信パケット数
<packets/sec>

40358 Network 
Interface Detail
(PI_NIND)

Pkts Rcvd/sec
(PACKETS_RECEIVED_P
ER_SECOND)

PI_NIND_INTER
FACE_NAME
PI_NIND_IP_AD
DRESS

稼働プロセス数
<counts>

40359 System 
Summary 
Overview
(PI)

Processes
(CURRENT_PROCESS_C
OUNT)

－
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
（3） アプリケーションオブジェクトのメトリック詳細

表 D-98　オブジェクトカテゴリー「APサーバ」のメトリック（Cosminexusの場合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

Javaヒープの最大
使用率 <%>

40576 Java VM
(PI_JVM)

Max Using JavaHeap %
(MAX_USING_JAVA_HEA
P_RATE)

－

フルガベージコレク
ションの発生回数
<counts>

40577 Java VM
(PI_JVM)

FullGC Count
(FULL_GC_COUNT)

－

セッション数の最大
値 <counts>

40578 Web 
Application
(PI_WEBM)

Max Session Count
(MAX_SESSION_COUNT)

PI_WEBM_INST
ANCE_NAME

同時実行スレッド数
の最大値 (Webコン
テナ )<counts>

40579 Web Container
(PI_WEBC)

Max Active Thread Count
(MAX_ACTIVE_THREAD_
COUNT)

－

同時実行スレッド数
の最大値 (Webアプ
リケーション
)<counts>

40580 Web 
Application
(PI_WEBM)

Max Active Thread Count
(MAX_ACTIVE_THREAD_
COUNT)

PI_WEBM_INST
ANCE_NAME

同時実行スレッド数
の最大値 (URLグ
ループ )<counts>

40581 URL Group
(PI_WEBU)

Max Active Thread Count
(MAX_ACTIVE_THREAD_
COUNT)

PI_WEBU_INST
ANCE_NAME

実行待ちリクエスト
数の最大値 (Webコ
ンテナ )<counts>

40582 Web Container
(PI_WEBC)

Max Waiting Request 
Count
(MAX_WAITING_REQUE
ST_COUNT)

－

実行待ちリクエスト
数の最大値 (Webア
プリケーション
)<counts>

40583 Web 
Application
(PI_WEBM)

Max Waiting Request 
Count
(MAX_WAITING_REQUE
ST_COUNT)

PI_WEBM_INST
ANCE_NAME

実行待ちリクエスト
数の最大値 (URLグ
ループ )<counts>

40584 URL Group
(PI_WEBU)

Max Waiting Request 
Count
(MAX_WAITING_REQUE
ST_COUNT)

PI_WEBU_INST
ANCE_NAME

使用中コネクション
数の最大値
<counts>

40585 JCA Resource
(PI_JCAR)

Max Active Connection 
Count
(MAX_ACTIVE_CONNEC
TION_COUNT)

PI_JCAR_INSTA
NCE_NAME

空きコネクション数
の最小値 <counts>

40586 JCA Resource
(PI_JCAR)

Min Free Connection Count
(MIN_FREE_CONNECTI
ON_COUNT)

PI_JCAR_INSTA
NCE_NAME
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-99　オブジェクトカテゴリー「APサーバ」のメトリック（WebLogicの場合）

使用中インスタンス
数の最大値 (ステー
トレスセッション
Bean)<counts>

40587 Stateless 
Session Bean
(PI_SLSB)

Max Active Instance Count
(MAX_ACTIVE_INSTANC
E_COUNT)

PI_SLSB_INSTA
NCE_NAME

実行待ちリクエスト
数の最大値 (ステー
トレスセッション
Bean)<counts>

40588 Stateless 
Session Bean
(PI_SLSB)

Max Waiting Request 
Count
(MAX_WAITING_REQUE
ST_COUNT)

PI_SLSB_INSTA
NCE_NAME

接続セッション数の
最大値 (ステートフ
ルセッション
Bean)<counts>

40589 Stateful Session 
Bean
(PI_SFSB)

Max Active Session Count
(MAX_ACTIVE_SESSION
_COUNT)

PI_SFSB_INSTA
NCE_NAME

空きセッション数の
最小値 (ステートフ
ルセッション
Bean)<counts>

40590 Stateful Session 
Bean
(PI_SFSB)

Min Free Session Count
(MIN_FREE_SESSION_C
OUNT)

PI_SFSB_INSTA
NCE_NAME

使用中インスタンス
数の最大値 (メッ
セージドリブン
Bean)<counts>

40591 Message-driven 
Bean
(PI_MDB)

Max Active Instance Count
(MAX_ACTIVE_INSTANC
E_COUNT)

PI_MDB_INSTA
NCE_NAME

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

Javaヒープの使用
率 <%>

40592 Java VM
(PI_JVM)

Heap Size %
(HEAP_SIZE_PERCENT)

－

ガベージコレクショ
ンの実行時間
<msec>

40593 Java VM
(PI_JVM)

Total Garbage Collection 
Time
(TOTAL_GARBAGE_COL
LECTION_TIME)

－

オープンしている
セッション数
<counts>

40594 Web 
Applications
(PI_WEBA)

Open Sessions Current 
Count
(OPEN_SESSIONS_CURR
ENT_COUNT)

PI_WEBA_APPLI
CATION_NAME
PI_WEBA_CONT
EXT_ROOT

キューに滞留中のリ
クエスト数
<counts>

40595 Thread Pool
(PI_THRP)

Queue Length
(QUEUE_LENGTH)

－

1秒当たりの完了リ
クエスト数 <counts/
sec>

40596 Thread Pool
(PI_THRP)

Throughput
(THROUGHPUT)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
待機中のスレッド数
(ステートレス
EJB)<counts>

40597 Stateless EJBs
(PI_SLE)

Waiter Current Count
(WAITER_CURRENT_CO
UNT)

PI_SLE_APPLIC
ATION_NAME
PI_SLE_EJB_NA
ME

待機中のスレッド数
(ステートフル
EJB)<counts>

40598 Stateful EJBs
(PI_SFE)

Waiter Current Count
(WAITER_CURRENT_CO
UNT)

PI_SFE_APPLIC
ATION_NAME
PI_SFE_EJB_NA
ME

待機中のスレッド数
(エンティティ
EJB)<counts>

40599 Entity EJBs
(PI_ENTE)

Waiter Current Count
(WAITER_CURRENT_CO
UNT)

PI_ENTE_APPLI
CATION_NAME
PI_ENTE_EJB_N
AME

キャッシュヒット率
(ステートフル
EJB)<%>

40600 Stateful EJBs
(PI_SFE)

Cache Hit %
(CACHE_HIT_PERCENT)

PI_SFE_APPLIC
ATION_NAME
PI_SFE_EJB_NA
ME

キャッシュヒット率
(エンティティ
EJB)<%>

40601 Entity EJBs
(PI_ENTE)

Cache Hit %
(CACHE_HIT_PERCENT)

PI_ENTE_APPLI
CATION_NAME
PI_ENTE_EJB_N
AME

接続に要した平均時
間 <msec>

40602 JDBC Data 
Sources
(PI_JDBC)

Conn Delay Time
(CONN_DELAY_TIME)

PI_JDBC_JDBC_
DATA_SOURCE

待機している接続要
求の数 <counts>

40603 JDBC Data 
Sources
(PI_JDBC)

Waiting For Conn Count
(WAITING_FOR_CONN_C
OUNT)

PI_JDBC_JDBC_
DATA_SOURCE

サーブレットが呼び
出された回数
<counts>

40604 Servlets
(PI_SVLT)

Invocation Total Count
(INVOCATION_TOTAL_C
OUNT)

PI_SVLT_APPLI
CATION_NAME
PI_SVLT_CONTE
XT_ROOT
PI_SVLT_SERVL
ET_NAME

サーブレットの平均
実行時間 <msec>

40605 Servlets
(PI_SVLT)

Execution Time Avg
(EXECUTION_TIME_AVG
)

PI_SVLT_APPLI
CATION_NAME
PI_SVLT_CONTE
XT_ROOT
PI_SVLT_SERVL
ET_NAME

スレッドプールの使
用率 <%>

40606 Thread Pool
(PI_THRP)

Thread Pool Using Percent
(THREAD_POOL_USING_
PERCENT)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-100　オブジェクトカテゴリー「DBサーバ」のメトリック（Oracleの場合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

トランザクション数
<counts/sec>

40500 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

Trans/sec
(TRANSACTION_RATE)

－

ディスクアクセス数
<times/sec>

40501 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

I/O Ops/sec
(IO_RATE)

－

DBキャッシュヒッ
ト率 <%>

40502 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

Cache Hit %
(CACHE_HIT_PERCENTA
GE)

－

ロールバック率
<%>

40503 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

User Rollback %
(USER_ROLLBACK_PER
CENTAGE)

－

DBスペース空き率
<%>

40504 Tablespace
(PD_PDTS)

Free %
(PERCENT_FREE)

PD_PDTS_TABL
ESPACE_NAME

ソートオーバーフ
ロー率 <%>

40505 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

Sort Overflow %
(SORT_OVERFLOW_PER
CENTAGE)

－

ライブラリーキャッ
シュミス率 <%>

40506 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

Lib Cache Miss %
(LIBRARY_CACHE_MISS
_PERCENTAGE)

－

REDOログ空き領
域待ち率 <%>

40507 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

Redo Log Space Wait %
(REDO_LOG_SPACE_WAI
T_PERCENTAGE)

－

テーブルスキャン率
<%>

40508 System Stat 
Summary 
Interval
(PI)

Non－ Index Lookups %
(NON_INDEX_LOOKUPS)

－

データファイル I/O
回数 <times/sec>

40509 Data File 
Interval
(PI_PIDF)

I/O Ops/sec
(IO_RATE)

PI_PIDF_FILE_N
UM
PI_PIDF_NAME
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-101　オブジェクトカテゴリー「DBサーバ」のメトリック（SQL_Serverの場合）

表 D-102　オブジェクトカテゴリー「DBサーバ」のメトリック（HiRDBの場合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

CPU使用率 <%> 40561 Global Server 
Summary
(PI)

CPU %
(PERC_BUSY)

－

DBキャッシュヒッ
ト率 <%>

40560 Server 
Overview
(PI_SERV)

Cache Hit %
(CACHE_HIT_RATIO)

－

DBスペース空き率
<%>

40562 Database Space 
Detail
(PD_DS)

Free %
(PERC_FREE)

PD_DS_DB_NAM
E
PD_DS_DBID

トランザクションロ
グスペース使用率
<%>

40563 Transaction Log 
Overview
(PI_TLOG)

Log Space Used %
(LOG_SPACE_USED_PCT
)

PI_TLOG_DB_N
AME

パケットエラー数
<counts>

40564 Global Server 
Summary
(PI)

Pkt Errors
(PACKET_ERRORS)

－

ブロックされている
プロセス数
<counts>

40565 Server Detail
(PD)

Blocked Processes
(BLOCKED)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

トランザクション数
<counts/sec>

40540 HiRDB 
Statistical 
Information 
SYS
(PI_SSYS)

Trans/sec
(TRANS_RATE)

PI_SSYS_SERVE
R_NAME

ディスクアクセス数
<times/sec>

40541 RDAREA 
HiRDB File 
System Area
(PI_RDFS)

I/O Ops/sec
(IO_RATE)

PI_RDFS_FS_NA
ME
PI_RDFS_RDAR
EA_NAME
PI_RDFS_SERVE
R_NAME

グローバルバッファ
ヒット率 <%> ※

40542 DB Global 
Buffer Status 
for version 
06-00，or later
(PI_GBUF)

Buffer Pool Hit Rate
(BUFPOOL_HITRATE)

PI_GBUF_BUFF
ER_NAME
PI_GBUF_SERV
ER_NAME
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注※
メトリック「グローバルバッファヒット率」は，HiRDBのバージョンが 06-00以降の場合に取
得できます。

表 D-103　オブジェクトカテゴリー「DBサーバ」のメトリック（DB2_UDBの場合）

ロールバック率
<%>

40543 HiRDB 
Statistical 
Information 
SYS
(PI_SSYS)

Rollback Rate
(ROLLBACK_RATE)

PI_SSYS_SERVE
R_NAME

RDエリア使用率
<%>

40544 RDAREA 
Status
(PI_RDST)

Used %
(PERCENT_USED)

PI_RDST_RDAR
EA_NAME

排他資源管理テーブ
ル使用率 <%>

40545 Server Lock 
Control Status
(PI_LKST)

Utilization %
(UTILIZATION_PERCEN
T)

PI_LKST_HOST
PI_LKST_SERVE
R_NAME

クライアントプロセ
ス数 <counts>

40546 System 
Summary 
Record
(PI)

Client Processes
(CLIENT_PROCESSES)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

ステータス 40570 Basic 
Information on 
Database 
Manager
(PD)

DB2 Status
(DB2_STATUS)

－

カタログ・キャッ
シュ・ヒット率
<%>

40571 Cache on 
Database 
Interval
(PI_DCAI)

Catcache Hit Rate
(CATCACHE_HIT_RATE)

－

パッケージ・キャッ
シュ・ヒット率
<%>

40572 Cache on 
Database 
Interval
(PI_DCAI)

Pkg Cache Hit Rate
(PKG_CACHE_HIT_RATE
)

－

データベースの共有
ソート・メモリー使
用率 <%>

40573 Sort Status on 
Database
(PD_DSOD)

Sort Shrheap Allocated 
Rate
(SORT_SHRHEAP_ALLO
CATED_RATE)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-104　オブジェクトカテゴリー「ERP」のメトリック（SAP_R/3の場合）

共有ワークスペー
ス・ヒット率 <%>

40574 SQL Statement 
on Database
(PD_DSQD)

Shr Workspace Hit Rate
(SHR_WORKSPACE_HIT_
RATE)

－

ソート・ヒープを使
い果たしたソートの
割合 <%>

40575 Sort Status on 
Database
(PD_DSOD)

Sort Overflows Rate
(SORT_OVERFLOWS_RA
TE)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

データベース要求処
理時間 <msec>

40630 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

DBRequestTime
(DB_REQUEST_TIME)

－

ダイアログステップ
平均処理時間
<msec>

40631 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

ResponseTime
(RESPONSE_TIME)

－

平均待ち時間
<msec>

40632 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

QueueTime
(QUEUE_TIME)

－

拡張メモリー使用率
<%>

40633 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

EsAct %
(ES_ACT)

－

ヒープ領域使用率
<%>

40634 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

HeapAct %
(HEAP_ACT)

－

PRIVモードワーク
プロセス数
<counts>

40635 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

PrivWpNo
(PRIV_WP_NO)

－

Programバッファ
ヒット率 <%>

40636 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

Program HitRatio %
(PROGRAM_HIT_RATIO)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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表 D-105　オブジェクトカテゴリー「OLTP」のメトリック（OpenTP1の場合）

Generic Keyバッ
ファヒット率 <%>

40637 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

GenericKey HitRatio %
(GENERIC_KEY_HIT_RA
TIO)
(GENERIC_KEY_HIT_RAI
O)

－

Screenバッファ
ヒット率 <%>

40638 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

Screen HitRatio %
(SCREEN_HIT_RATIO)

－

ログインユーザー数
<counts>

40639 WorkLoad 
Summary 
Interval
(PI)

UsersLoggedIn
(USERS_LOGGED_IN)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

トランザクション数
(分平均 )<counts/
min>

40550 System 
Summary
(PI)

Trans/min
(TRANS_MIN)

－

RPCコール発生件
数（分平均）
<counts/min>

40551 System 
Summary
(PI)

RPC Calls/min
(RPC_CALLS_MIN)

－

ジャーナルバッファ
へのバッファリング
失敗回数（分平均）
<counts/min>

40552 System 
Summary
(PI)

JNL Buf Fulls/min
(JNL_BUF_FULLS_MIN)

－

ジャーナルバッファ
の空き待ち回数（分
平均）<counts/
min>

40553 System 
Summary
(PI)

JNL Buf Waits/min
(JNL_BUF_WAITS_MIN)

－

ジャーナルファイル
スワップ回数（分平
均）<counts/min>

40554 System 
Summary
(PI)

JNL Swaps/min
(JNL_SWAPS_MIN)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-106　オブジェクトカテゴリー「ジョブ管理サーバ」のメトリック（JP1/AJS2の場
合）

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

開始・終了遅延ジョ
ブネット数
<counts>

40610 AJS2 System 
Overview
(PI)

Delay Jobnet
(DELAY_JOBNET)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

開始・終了遅延ルー
トジョブネット数
<counts>

40611 AJS2 System 
Overview
(PI)

Delay Root-Jobnet
(DELAY_ROOT_JOBNET)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

異常終了ジョブネッ
ト数 <counts>

40612 AJS2 System 
Overview
(PI)

End Error Jobnet
(END_ERROR_JOBNET)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

異常終了ジョブ数
<counts>

40613 AJS2 System 
Overview
(PI)

End Error Jobs
(END_ERROR_JOBS)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

異常終了ルートジョ
ブネット数
<counts>

40614 AJS2 System 
Overview
(PI)

End Error Root-Jobnet
(END_ERROR_ROOT_JO
BNET)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

正常終了ジョブネッ
ト数 <counts>

40615 AJS2 System 
Overview
(PI)

End Normaly Jobnet
(END_NORMALY_JOBNE
T)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

正常終了ジョブ数
<counts>

40616 AJS2 System 
Overview
(PI)

End Normaly Jobs
(END_NORMALY_JOBS)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

正常終了ルートジョ
ブネット数
<counts>

40617 AJS2 System 
Overview
(PI)

End Normaly Root-Jobnet
(END_NORMALY_ROOT_
JOBNET)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
表 D-107　オブジェクトカテゴリー「グループウェア」のメトリック（Dominoの場合）

実行開始ジョブネッ
ト数 <counts>

40618 AJS2 System 
Overview
(PI)

Jobnet Executing
(JOBNET_EXECUTING)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

実行開始ルートジョ
ブネット数
<counts>

40619 AJS2 System 
Overview
(PI)

Root-Jobnet Executing
(ROOT_JOBNET_EXECU
TING)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

実行開始ジョブ数
<counts>

40620 AJS2 System 
Overview
(PI)

Started Jobs
(STARTED_JOBS)

PI_SCHEDULER
_SERVICE_NAM
E
PI_AGENT_HOS
T_NAME

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド

サーバの利用可能率
<%>

40640 System 
Overview
(PI)

AvailabilityIndex
(AVAILABILITYINDEX)

－

データベースキャッ
シュの使用率 <%>

40641 System 
Overview
(PI)

DbCache Entries Usage
(DBCACHE_ENTRIES_US
AGE)

－

データディレクトリ
ドライブの使用率
<%>

40642 System 
Overview
(PI)

Disk Datadir Drive Usage
(DISK_DATADIRDRIVE_
USAGE)

－

デッドメール数
<counts>

40643 System 
Overview
(PI)

Mail Dead UserCustom
(MAIL_DEAD_USERCUS
TOM)

－

滞留メール数
<counts>

40644 System 
Overview
(PI)

Mail Waiting UserCustom
(MAIL_WAITING_USERC
USTOM)

－

トランザクション数
<counts/sec>

40645 System 
Overview
(PI)

Trans Tot
(TRANS_TOT)

－

PFM - Analysisでの定義 PFMでの定義

メトリック名 リソー
ス ID

レコード
レコード名 (レ
コード ID)

フィールド
View名 (Manager名 )

固有の ODBCキー
フィールド
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付録 D　PFM - Analysisで収集するメトリック
付録 D.6　標準でインポートできるメトリック
PFM - Analysisでは，メトリックの一部を標準でインポートできるメトリックとして定
義しています。PFM - Analysisの標準でインポートできるメトリックを，次の表に示し
ます。

表 D-108　標準でインポートできるメトリック

（凡例）
○：標準でインポートできるメトリック
－：標準でインポートできないメトリック
標準でインポートできないメトリック，または表に載っていないメトリックであっても，ユー
ザー拡張で定義すれば任意のメトリックとしてインポートできます。

メトリック Windows Solaris Linux HP-UX AIX Tru64_UNI
X

CPU使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○

メモリー使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○

スワップ使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ページイン回数 － － － ○ ○ －

ページアウト回数 － － － ○ ○ －

ディスク使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ディスクビジー率 － － － ○ － －

回線使用率 ○ ○ ○ ○ ○ ○

稼働プロセス数 ○ ○ ○ ○ ○ ○

プロセスインコアページ数 ○ ○ － ○ － －
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付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
JP1/ESPまたは VPISを採取ツールにした場合に，計測できるサービス種別を説明しま
す。

付録 E.1　採取ツールが JP1/ESPの場合
採取ツールが JP1/ESPの場合のサービス計測項目を次の表に示します。PFM - Analysis
が標準でサポートしているメトリックではない計測項目を監視したい場合は，ユーザー
拡張が必要です。

表 E-1　採取ツールが JP1/ESPの場合のサービス計測項目

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID

HTTP 101 総応答時間 1

セットアップ時間 2

HTTP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

サーバ処理時間 6

データ転送時間 7

総データ量 8

リクエスト回数 9

総リソースサイズ 10

スループット 11

HTTPS 102 総応答時間 1

セットアップ時間 2

HTTP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

サーバ処理時間 6

データ転送時間 7

総データ量 8

リクエスト回数 9

総リソースサイズ 10

スループット 11

SMTP 103 総応答時間 1
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付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
セットアップ時間 2

SMTP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

前処理時間 6

データ転送時間 7

総データ量 8

スループット 9

POP3 104 総応答時間 1

セットアップ時間 2

POP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

前処理時間 6

データ転送時間 7

削除時間 8

総データ量 9

総メールサイズ 10

ダウンロードメール数 11

スループット 12

IMAP4 105 総応答時間 1

セットアップ時間 2

IMAP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

前処理時間 6

データ転送時間 7

削除時間 8

総データ量 9

総メールサイズ 10

ダウンロードメール数 11

スループット 12

DNS 106 総応答時間 1

総データ量 2

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID
698



付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
DHCP 107 総応答時間 1

アドレス提示時間 2

アドレス確保時間 3

総データ量 4

FTP 108 総応答時間 1

セットアップ時間 2

FTP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

前処理時間 6

データ転送時間 7

転送ファイルサイズ 8

総データ量 9

スループット 10

TCP 109 総応答時間 1

DNS時間 2

TCP時間 3

Webトランザク
ション

110 総応答時間 1

セットアップ時間 2

HTTP時間 3

DNS時間 4

TCP接続時間 5

サーバ処理時間 6

データ転送時間 7

総データ量 8

リクエスト回数 9

総リソースサイズ 10

スループット 11

総応答時間 (スコープ 1) 12

セットアップ時間 (スコープ 1) 13

HTTP時間 (スコープ 1) 14

DNS時間 (スコープ 1) 15

TCP接続時間 (スコープ 1) 16

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID
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付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
サーバ処理時間 (スコープ 1) 17

データ転送時間 (スコープ 1) 18

総データ量 (スコープ 1) 19

リクエスト回数 (スコープ 1) 20

総リソースサイズ (スコープ 1) 21

スループット (スコープ 1) 22

総応答時間 (スコープ 2) 23

セットアップ時間 (スコープ 2) 24

HTTP時間 (スコープ 2) 25

DNS時間 (スコープ 2) 26

TCP接続時間 (スコープ 2) 27

サーバ処理時間 (スコープ 2) 28

データ転送時間 (スコープ 2) 29

総データ量 (スコープ 2) 30

リクエスト回数 (スコープ 2) 31

総リソースサイズ (スコープ 2) 32

スループット (スコープ 2) 33

総応答時間 (スコープ 3) 34

セットアップ時間 (スコープ 3) 35

HTTP時間 (スコープ 3) 36

DNS時間 (スコープ 3) 37

TCP接続時間 (スコープ 3) 38

サーバ処理時間 (スコープ 3) 39

データ転送時間 (スコープ 3) 40

総データ量 (スコープ 3) 41

リクエスト回数 (スコープ 3) 42

総リソースサイズ (スコープ 3) 43

スループット (スコープ 3) 44

総応答時間 (スコープ 4) 45

セットアップ時間 (スコープ 4) 46

HTTP時間 (スコープ 4) 47

DNS時間 (スコープ 4) 48

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID
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付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
TCP接続時間 (スコープ 4) 49

サーバ処理時間 (スコープ 4) 50

データ転送時間 (スコープ 4) 51

総データ量 (スコープ 4) 52

リクエスト回数 (スコープ 4) 53

総リソースサイズ (スコープ 4) 54

スループット (スコープ 4) 55

総応答時間 (スコープ 5) 56

セットアップ時間 (スコープ 5) 57

HTTP時間 (スコープ 5) 58

DNS時間 (スコープ 5) 59

TCP接続時間 (スコープ 5) 60

サーバ処理時間 (スコープ 5) 61

データ転送時間 (スコープ 5) 62

総データ量 (スコープ 5) 63

リクエスト回数 (スコープ 5) 64

総リソースサイズ (スコープ 5) 65

スループット (スコープ 5) 66

総応答時間 (スコープ 6) 67

セットアップ時間 (スコープ 6) 68

HTTP時間 (スコープ 6) 69

DNS時間 (スコープ 6) 70

TCP接続時間 (スコープ 6) 71

サーバ処理時間 (スコープ 6) 72

データ転送時間 (スコープ 6) 73

総データ量 (スコープ 6) 74

リクエスト回数 (スコープ 6) 75

総リソースサイズ (スコープ 6) 76

スループット (スコープ 6) 77

総応答時間 (スコープ 7) 78

セットアップ時間 (スコープ 7) 79

HTTP時間 (スコープ 7) 80

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID
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付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
付録 E.2　採取ツールが VPISの場合
採取ツールが VPISの場合のサービス計測項目を次の表に示します。

表 E-2　採取ツールが VPISの場合のサービス計測項目

DNS時間 (スコープ 7) 81

TCP接続時間 (スコープ 7) 82

サーバ処理時間 (スコープ 7) 83

データ転送時間 (スコープ 7) 84

総データ量 (スコープ 7) 85

リクエスト回数 (スコープ 7) 86

総リソースサイズ (スコープ 7) 87

スループット (スコープ 7) 88

総応答時間 (スコープ 8) 89

セットアップ時間 (スコープ 8) 90

HTTP時間 (スコープ 8) 91

DNS時間 (スコープ 8) 92

TCP接続時間 (スコープ 8) 93

サーバ処理時間 (スコープ 8) 94

データ転送時間 (スコープ 8) 95

総データ量 (スコープ 8) 96

リクエスト回数 (スコープ 8) 97

総リソースサイズ (スコープ 8) 98

スループット (スコープ 8) 99

ユーザー定義サー
ビス

199 総応答時間 1

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID

HTTP 101 総応答時間 1

セットアップ時間 2

転送時間 3

HTTPS 102 総応答時間 1

セットアップ時間 2

転送時間 3

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID
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付録 E　サービスタイプ・計測項目一覧
SMTP 103 総応答時間 1

セットアップ時間 2

転送時間 3

POP3 104 総応答時間 1

セットアップ時間 2

転送時間 3

IMAP4 105 総応答時間 1

セットアップ時間 2

転送時間 3

DNS 106 総応答時間 1

DHCP 107 総応答時間 1

FTP 108 総応答時間 1

セットアップ時間 2

転送時間 3

TCP 109 総応答時間 1

DNSセットアップ時間 2

TCPセットアップ時間 3

サービスタイプ サービスタイプ
ID

計測項目 計測項目 ID
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付録 F　ポート番号一覧
付録 F　ポート番号一覧
プログラムで使用するデフォルトのポート番号と，ファイアウォールの通過方向の設定
について説明します。なお，使用するプロトコルは TCPです。

付録 F.1　PFM - Analysis Managerのポート番号
PFM - Analysisが使用するポート番号を次に示します。ポート番号に対して，TCP/IP
のバインド処理を行うため，ほかのプログラムが使用するポート番号と重複しないよう
にしてください。重複する場合は，PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルで
ポート番号を変更してください。

表 F-1　PFM - Analysis Managerのポート番号

付録 F.2　ファイアウォールの通過方向
ファイアウォールの通過方向を，次の表に示します。ポート番号に対して確立されたコ
ネクションについて，双方向に通信できるように設定してください。

表 F-2　ファイアウォールの通過方向

（凡例）

プロセス名 ポート番号 説明

pamcold 20296 稼働性能情報の収集，管理を行います。PFM - Analysis 
Adaptor，JP1/ESPからの接続を受け付けます。

pamalsd 20297 データ分析処理を行います。PFM - Analysis Viewからの接
続を受け付けます。

pamdefd 20298 構成定義を行います。PFM - Analysis Viewからの接続を受
け付けます。

PAMDB 20309 PAMDBのデータ操作です。PFM - Analysis Managerの各
プロセスからの接続を受け付けます。PFM - Analysis 
Managerのローカルマシン内で使用されます。

サーバ側製品 ポート番号 ファイアウォール
の通過方向

クライアント側製品 ポート
番号

PFM - Analysis 
Manager

20296 ←→ PFM - Analysis 
Adaptor

ANY

PFM - Analysis 
Manager

20296 ←→ JP1/ESP ANY

PFM - Analysis 
Manager

20297 ←→ PFM - Analysis View ANY

PFM - Analysis 
Manager

20298 ←→ PFM - Analysis View ANY
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付録 F　ポート番号一覧
←→：左項から右項，および右項から左項の両方向を表す。 
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付録 G　制限値一覧
付録 G　制限値一覧

付録 G.1　文字の制限
PFM - Analysisでは，監視条件を設定する場合などに使用できない文字があります。
PFM - Analysisで使用できない文字を次に示します。なお，PFM - Analysisと連携する
VPISの監視条件を設定する場合にも，次の文字は使用しないでください。

●シフト JISと SJISで，UCS-2に対してマッピングが異なる文字

●丸付き数字（シフト JISのコード番号：8740～ 8753）

●ローマ数字の大文字（シフト JISのコード番号：8754～ 875D）

●単位の記号類（シフト JISのコード番号：875F～ 8775）

●そのほかの記号類（シフト JISのコード番号：877E～ 879C）

● IBM 拡張文字コード表（シフト JISのコード番号：FA40～ FC4B）
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付録 G　制限値一覧
● NEC 選定 IBM 拡張文字コード表（シフト JISのコード番号：ED40～ EEFC）
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付録 G　制限値一覧
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付録 H　性能と見積もり
付録 H　性能と見積もり
PFM - Analysisのメモリー使用量およびディスク使用量については，各プログラムの
Readmeファイルまたはソフトウェア添付資料を参照してください。
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付録 I　カーネルパラメーター一覧
付録 I　カーネルパラメーター一覧
UNIX環境で PFM - Analysis Adaptorを使用する場合，PFM - Analysis Adaptorの実
行処理に必要なリソースを割り当てるために，OSのカーネルパラメーターを調整する必
要があります。ここでは，調整が必要なカーネルパラメーターを OSごとに説明します。

付録 I.1　HP-UXの場合
HP-UXの場合に，PFM - Analysis Adaptorが必要とするシステムリソースを次に示し
ます。

表 I-1　HP-UXの場合のカーネルパラメーター一覧

付録 I.2　Solarisの場合
Solarisの場合に，PFM - Analysis Adaptorが必要とするシステムリソースを次に示しま
す。

表 I-2　Solarisの場合のカーネルパラメーター一覧

システムリソース パラメーター 見積もり

ファイルシステム maxfiles 20以上

maxfiles_lim maxfiles以上の値

nfile maxfiles，maxfiles_limを超える値

プロセス nproc SSOアダプター分として 3
PFMアダプター分として 2

システムリソース パラメーター 見積もり

ファイルシステム rlim_fd_cur 20以上

rlim_fd_max rlim_fd_curの値以上

プロセス maxuprcmax_nprocs SSOアダプター分として 3
PFMアダプター分として 2
710



付録 J　移行手順と移行時の注意事項
付録 J　移行手順と移行時の注意事項
ここでは，PFM - Analysisをバージョンアップする方法について説明します。

付録 J.1　PFM - Analysis Managerのバージョンアップ
PFM - Analysis Managerのバージョンアップ時のインストールとセットアップの手順を
次に示します。

（1） バージョンアップの前準備

PFM - Analysis Managerをバージョンアップするには，PAMDBに格納されているデー
タを，一度アンロード（退避）し，再セットアップした PAMDBにデータロード（格納）
する必要があります。前準備の作業は次のとおりです。

1. アンロードデータ格納先のディスク空き容量の確保
2. バックアップの取得
3. PAMDBの停止

次にそれぞれの手順について説明します。

（a）アンロードデータ格納先のディスク空き容量の確保

PAMDBのデータをアンロードする際には，アンロードデータ格納先のディスクに十分
な空き容量が必要です。次に示す見積もり式からアンロードデータ格納先に必要な空き
容量求め，そのディスク容量を確保してください。なお，見積もり式から求めた必要と
なる空き容量と実際にアンロードしたデータの容量が一致しない場合がありますが，見
積もり式から算出した空き容量がディスクにあれば，ディスク容量不足にはなりません。
見積もり式は，目安としてご利用ください。PAMDBの再編成直後の場合，見積もり式
から算出した空き容量は，より正確な値になります。

必要な空き容量を見積もるには，pamdbls.batコマンドを実行します。コンソールの出
力結果のうち，RDDATA10の SEGMENTの個所を参照して，「未使用セグメント数」
「全セグメント数」を次に示す式に代入し，必要になるディスク容量の目安を見積もって
ください。

 
アンロードデータ格納先のディスクに必要となる空き容量の目安（バイト）=(B - A) 
× 10 × 4096 ＋ 1024
 

（凡例）
A：RDDATA10の未使用セグメント数
B：RDDATA10の全セグメント数

 

pamdbls.batコマンドについては，「10.　コマンド」の「pamdbls.bat（PAMDBの空き
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付録 J　移行手順と移行時の注意事項
容量を確認する）」を参照してください。

（b）バックアップを取得する

バージョンアップ時の何らかのトラブルに備えて，PFM - Analysis Managerの設定情報
および PAMDBのバックアップを取得します。バックアップについては，「3.4.1　バッ
クアップ」を参照してください。

（c）PAMDBを停止する

PAM - PAMDBサービス※を停止して，PAMDBを正常停止します。バージョンアップ
する場合，PAMDBが正常終了している必要があります。サービスの停止を行った後，
PAMDBが正常に終了しているかを確認してください。サービスを停止すると，イベン
トログに「KFPS01850-I」メッセージが出力されます。このメッセージを参照し，終了
モード（「mode=」の後続部分）が「NORMAL」であることを確認してください。なお，
PAMDBが正常に終了していなかった場合は，PAM - PAMDBサービス※を再度起動し
てから停止の操作を行ってください。

注※　PAM - PAMDBサービスのサービス表示名は，07-10以前の PFM - Analysis 
Managerの場合「HiRDB/EmbeddedEdition _JP0」で表示されます。08-00以降の
PAM - PAMDBサービスのサービス表示名は「PAM - PAMDB」と表示されます。

（2） PFM - Analysis Managerのインストール

インストール方法は新規インストール時と同じです。インストール方法については，
「3.2.1　インストール」を参照してください。

（3） PAMDBに格納されているデータのアンロード

PAMDBに格納されているデータをアンロードします。08-00以前からバージョンアップ
する場合には，この作業が必要です。

データをアンロードするには，pamdbunld.batコマンドを実行します。pamdbunld.bat
コマンドについては，「10.　コマンド」の「pamdbunld.bat（PAMDBに格納されてい
るデータをアンロードする）」を参照してください。

（4） PAMDBのアンセットアップ

PAMDBをアンセットアップします。08-00以前からバージョンアップする場合には，こ
の作業が必要です。

アンセットアップするには，pamdbunsetupコマンドを実行します。pamdbunsetupコ
マンドについては，「10.　コマンド」の「pamdbunsetup（PAMDBをアンセットアップ
する）」を参照してください。
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付録 J　移行手順と移行時の注意事項
（5） PAMDBのセットアップ

PAMDBをセットアップします。08-00以前からバージョンアップする場合には，この作
業が必要です。

セットアップするには，pamdbsetupコマンドを実行します。pamdbsetupコマンドに
ついては，「10.　コマンド」の「pamdbsetup（PAMDBをセットアップする）」を参照
してください。

なお，PAMDBのセットアップを開始する前に，「4.2.4　PAMDBの運用に関する注意事
項」を参照してください。

（6） PAMDBへのデータロード

アンロードしたデータを PAMDBにデータロードします。08-00以前からバージョン
アップする場合には，この作業が必要です。

データロードするには，pamdbload.batコマンドを実行します。pamdbload.batコマン
ドについては，「10.　コマンド」の「pamdbload.bat（PAMDBにデータをロードする）」
を参照してください。

（7） テンプレート定義の PAMDB登録

PAMDBのテンプレート定義を最新の状態にするため，pamloadtmplコマンドを -tオプ
ション（テンプレート定義ファイル登録オプション）付きで実行します。なお，
pamloadtmplコマンドについては，「10.　コマンド」の「pamloadtmpl（テンプレート
定義，採取ツール定義を登録する）」を参照してください。

（8） PAMDBのバックアップ

万一システム障害が発生した場合でも PAMDBの内容を復元できるように，セットアッ
プ完了後には，PAMDBのバックアップを取得しておくことをお勧めします。バック
アップするには，backup.batコマンドを実行します。backup.batコマンドについては，
「10.　コマンド」の「backup.bat（PAMDBをバックアップする）」を参照してくださ
い。

付録 J.2　PFM - Analysis Viewのバージョンアップ
PFM - Analysis Viewのバージョンアップ時のインストールとセットアップの手順を次
に示します。

（1） PFM - Analysis Viewのインストール

インストール方法は新規インストール時と同じです。インストール方法については，
「3.2.1　インストール」を参照してください。
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付録 J　移行手順と移行時の注意事項
（2） PFM - Analysis Viewのセットアップ

バージョンアップの場合，PFM - Analysis Viewのセットアップは不要です。

付録 J.3　PFM - Analysis Adaptorのバージョンアップ
PFM - Analysis Adaptorのバージョンアップ時のインストールとセットアップの手順を
次に示します。

（1） PFM - Analysis Adaptorのインストール

インストール方法は新規インストール時と同じです。インストール方法については，
「3.2.1　インストール」を参照してください。

（2） paassosetupコマンドの実行

PFM - Analysis Adaptorが提供する最新の PAMリソース設定ファイルを登録するため，
paassosetupコマンドを -fオプション付きで実行します。なお，PFM - Analysisが標準
で提供しているリソースカテゴリーは上書きされるため，このリソースカテゴリーに対
してユーザー拡張をしている場合は，paassosetupコマンドの実行後，再度ユーザー拡
張してください。paassosetupコマンドについては，「10.　コマンド」の「paassosetup
（JP1/SSOに PFM - Analysis標準のリソースを登録する）」を参照してください。

（3） PAMリソース設定ファイルの配布

JP1/SSOに登録された最新の PAMリソース設定ファイルを JP1/DSSOに配布します。
PAMリソース設定ファイルは，JP1/SSOのユーザーリソース設定ファイルを格納する
ディレクトリ内に，「pam」で始まるファイル名で格納されています。格納ディレクトリ
については，マニュアル「JP1/Performance Management/SNMP System Observer」を
参照してください。

（4） JP1/SSOおよび JP1/DSSOの再起動

採取ツールが JP1/SSOまたは JP1/DSSOの場合は，それぞれの ssocollectdおよび
ssocolmngを再起動してください。再起動の方法については，マニュアル「JP1/
Performance Management/SNMP System Observer」を参照してください。

付録 J.4　バージョンアップに関する注意事項
ここでは，PFM - Analysisをバージョンアップする際の注意事項について説明します。

（1） バージョンアップ前の PAMDBのバックアップについて

万一，バージョンアップにトラブルが発生した場合でも，PAMDBの内容を作業前に戻
せるように，バージョンアップ作業前には PAMDBのバックアップを取得してください。
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付録 J　移行手順と移行時の注意事項
（2） バージョンアップ完了後の PAMDBのバックアップについて

08-01より前のバージョンで取得した PAMDBのバックアップファイルを使用して
PAMDBをリカバリーしないでください。誤ってリカバリーした場合，PFM - Analysis 
Managerの各サービスが起動できなくなったり，起動できた場合でも極端な性能劣化が
発生したりする可能性があります。

万一，システム障害が発生した場合でも，バージョンアップ後の PAMDBを復元できる
ように，バージョンアップ作業の完了後には PAMDBのバックアップを取得してくださ
い。

（3） アンロードデータ格納先，およびデータロード時の作業用ディレク
トリについて

アンロードデータの格納先を指定する pamdbunld.bat，pamdbload.batの
UNLD_DIR_PAMDB，およびデータロード時の作業用ディレクトリを指定する
pamdbload.batのWORK_DIR_PAMDB には，NTFS上のディレクトリ名を指定してく
ださい。FAT，FAT32上のディレクトリ名を指定した場合，ご使用の環境によっては
ファイルシステムの制限によって，データのアンロード，データロードに失敗する場合
があります。

（4） バージョンアップ時の PAMDBの領域サイズの変更について

バージョンアップは，バージョンアップ前の PAMDBの領域サイズと同じサイズ，また
はより大きなサイズでセットアップされた環境に対して実行できます。例えば，PAMDB
の領域サイズがMの環境で取得したアンロードデータを，PAMDBの領域サイズをM，
または Lでセットアップされた環境にデータロードできます。PAMDBの領域サイズを
既存のサイズより大きくしたい場合には，PAMDBのセットアップ前に
pamdbsetup.confの database_scaleの値を変更してください。なお，pamdbsetup.conf
については，「11.2.5　PAMDBセットアップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）」を参照
してください。

次の表にバージョンアップ前の PAMDB領域サイズとバージョンアップ後の PAMDB領
域サイズの変更可否を示します。

表 J-1　バージョンアップ時の PAMDBの領域サイズ変更可否

バージョンアップの PAMDBの領域サイズ
(database_scaleキーの値 )

バージョンアップ時の PAMDBの領域サイズ変更可否

S M L LL

S ○ ○ ○ ○

M × ○ ○ ○

L × × ○ ○

LL × × × ○
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付録 J　移行手順と移行時の注意事項
（凡例）○：変更できる　×：変更できない

（5） ソース名が HiRDBEmbeddedEdition_JP0のメッセージについて
（08-00より前からバージョンアップした場合）

PFM - Analysis Managerの上書きインストール後，PAMDBがイベントログに出力する
メッセージのソース名は，「PA-Manager（PAMDB）」に変更されます。バージョンアッ
プ以前にイベントログに出力されたソース名が HiRDBEmbeddedEdition_JP0のメッ
セージは，アンインストールした状態の表示になります。

（6） 不要インスタンスの再設定について（07-00からバージョンアップ
した場合）

PFM - Analysis Adaptorを JP1/PA - Adaptor 07-00からバージョンアップした場合で，
メトリック「ディスク使用率」の不要インスタンスを定義している場合は，不要インス
タンスの再設定が必要になります。08-00以降の PFM - Analysis Adaptorでは，ディス
ク使用率のインスタンスインデックスは，Windowsの場合ディスクのドライブ名（C:¥
など），UNIXの場合ディスクのマウントポイント名（/optなど）になるため，不要イン
スタンスインデックスもそれらの値で指定するようにしてください。

（7） backup.bat，recovery.bat，reorganization.batについて

backup.bat，recovery.bat，および reorganization.batは，PAMDBの再セットアップに
よって再作成されます。これらのバッチファイルをカスタマイズしていた場合には，
バージョンアップ後，再度環境に合わせてカスタマイズする必要があります。
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付録 K　バージョン間の接続性に関する注意事項
付録 K　バージョン間の接続性に関する注意事項
PFM - Analysis Managerと JP1/ESP，PFM - Analysis Adaptor，PFM - Analysis View
の異なるバージョン間での接続性について次に示します。

なお，古いバージョンと組み合わせた場合，使用できる機能は，基本的に古いバージョ
ンが持つ範囲になります。また，以下の機能を使用する場合は，PFM - Analysis 
Manager，PFM - Analysis View，PFM - Analysis Adaptorのバージョンをすべて
08-01以降にしてください。

●採取ツールとして PFMを使用する。

●インスタンスフィルターで必要インスタンスを設定・使用する。

（1） PFM - Analysis Managerと JP1/ESP間の接続可否

表 K-1　PFM - Analysis Managerと JP1/ESP間の接続可否

（凡例）
○：接続できる

注※
JP1/ESPで監視するサービスの設定で，Definerからパスワードを設定した場合にだけ影響が
あります。Definerから設定したパスワードにスペースが含まれていると PFM - Analysis 
Managerと JP1/ESP間の通信が停止してしまうため，パスワードにはスペースを含めないで
ください。または，Definerではなく，JP1/ESPのパスワードファイルを使用して設定してく
ださい。

（2） PFM - Analysis Managerと PFM - Analysis Adaptor間の接続可否

表 K-2　PFM - Analysis Managerと PFM - Analysis Adaptor間の接続可否

PFM - Analysis Managerのバージョン JP1/ESPのバージョン

07-00 07-10

07-00 ○※ ○※

07-10 ○※ ○

08-00 ○※ ○

08-01 ○※ ○

08-10 ○※ ○

PFM - Analysis Managerの
バージョン

PFM - Analysis Adaptorのバージョン

07-00 07-10 08-00 08-01 08-10

07-00 ○ ○ × × ×
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（凡例）
○：接続できる　×：接続できない

（3） PFM - Analysis Managerと PFM - Analysis View間の接続可否

PFM - Analysis Managerと PFM - Analysis View間の接続可否については次の表のとお
りですが，一つの PFM - Analysis Managerに対し，複数の PFM - Analysis Viewを接
続する場合は，PFM - Analysis Viewのバージョンを統一してください。

表 K-3　PFM - Analysis Managerと PFM - Analysis View間の接続可否

（凡例）
○：接続できる

（4） Version 7と Version 8間の接続性

Version 7と Version 8の，PFM - Analysisおよび採取ツール間での接続性について次の
図に示します。線でつながれている場合，接続できます。

07-10 ○ ○ × × ×

08-00 ○ ○ ○ × ×

08-01 ○ ○ ○ ○ ○

08-10 ○ ○ ○ ○ ○

PFM - Analysis Managerの
バージョン

PFM - Analysis Viewのバージョン

07-00 07-10 08-00 08-01 08-10

07-00 ○ ○ ○ ○ ○

07-10 ○ ○ ○ ○ ○

08-00 ○ ○ ○ ○ ○

08-01 ○ ○ ○ ○ ○

08-10 ○ ○ ○ ○ ○

PFM - Analysis Managerの
バージョン

PFM - Analysis Adaptorのバージョン

07-00 07-10 08-00 08-01 08-10
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付録 K　バージョン間の接続性に関する注意事項
図 K-1　Version 7と Version 8間の接続性
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付録 L　各バージョンの変更内容
付録 L　各バージョンの変更内容

付録 L.1　08-01の変更内容
●採取ツールとして使用できる製品に PFMを追加した（PFM連携）。

●アプリケーションオブジェクトを構成ツリー上，システム，グループの直下にも配置
できるようにした。

●詳細メトリック，サマライズメトリックの時間粒度に設定できる値を変更（拡張）し
た。

●警告メッセージの保持期間を設定できるようにした。

● PFM - Analysis Adaptorを UNIX対応にした。

●インスタンスのフィルタリングを不要インスタンスだけでなく，必要インスタンスで
もフィルタリングできるようにした。

●インポートに関する注意事項を追加した。

●ユーザー追加のメトリック定義の表示順序を変更できるようにした。

●下記画面のタイトルバーを変更した。
•［ホスト追加］ウィザード
•［アプリケーション追加］ウィザード

●［Bottleneck Analyzer］（メイン）画面から複数インスタンスを表示（展開）したり，
非表示（折りたたみ）にしたりできるようにした。

●複数インスタンスを持つメトリックのインスタンスインデックス表示について説明を
追加した。

● PAMDBからデータを削除する仕様を改善した（pamdbdeldataコマンドに -a，-iオ
プションを追加）。

●下記メッセージを追加した。
KAVG49000-I，KAVG49001-E，KAVG49002-I，KAVG49003-E，KAVG02039-I，
KAVG02040-I，KAVG22021-E，KAVG22022-E，KAVG22023-E，KAVG30265-E，
KAVG30266-E，KAVG30267-E，KAVG40063-I，KAVG40064-I，KAVG40065-I，
KAVG40066-I，KAVG40067-W，KAVG49000-I，KAVG49001-E，KAVG49002-I，
KAVG49003-E，KAVG49004-E，KAVG49005-E，KAVG49006-E，KAVG49007-E，
KAVG49008-E，KAVG49009-E，KAVG49010-E，KAVG49011-E，KAVG49012-E，
KAVG49014-E，KAVG49015-E，KAVG49016-E，KAVG49017-E，KAVG49018-E，
KAVG49019-E，KAVG49020-E，KAVG49022-W，KAVG49023-E，KAVG49024-I，
KAVG49025-I，KAVG49026-I，KAVG49027-I，KAVG49028-W

●公開ログ，採取ログを追加した。
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付録 L　各バージョンの変更内容
● JP1/SSOの監視対象アプリケーションに Oracle Database 10g Enterprise Editionを
追加した。

●バージョン間の接続性に関する注意事項を変更した。

付録 L.2　08-00の変更内容
● JP1/Performance Analysisの製品名が JP1/Performance Management - Analysisに
変更になった。

● PFM - Analysis Adaptorで VPISはサポート対象外になった。

● PAMDBを利用するためのサービスの名称が「PAM - PAMDB」に変更になった。

●クラスタ環境で運用するためのサービスの名称が「PAM - PAMDB Cluster Service」
に変更になった。

●次のコマンドが削除になった。
• pamupdateコマンド
• pamdbextend.batコマンド
• paaisconfコマンド

● PAMDBセットアップ定義ファイル（pamdbsetup.conf）で，次のパラメーターが編
集できないようになった。
• online_unit_std_host_name
• online_unit_host_name

● PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）で，[IS Adaptor]セク
ションが削除になった。

●メッセージに変更，追加，削除があった。

付録 L.3　07-10の変更内容
●しきい値が連続で超過した回数でメトリックの危険度を判定する機能を追加した。

● JP1/ESPのWebトランザクションを監視する機能を追加した。

● Bottleneck Analyzerの表示オプションを設定する［オプション］画面を追加した。

●Webトランザクションを定義するための GUIであるWeb Recorderを追加した。

●クラスタ運用している場合に PAMDBを正常停止させるコマンド pamdbstop.batを
追加した。

●バージョンアップ用のコマンド pamupdateを追加した。

●過去に使用されたオブジェクト名を変更するためのコマンド pamchgobjnameを追加
した。

● PAMDBのセットアップ時に必要な項目を定義する PAMDBセットアップ定義ファイ
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付録 L　各バージョンの変更内容
ル（pamdbsetup.conf）を追加した。

●クラスタシステムに対応した。

●次のコマンドが追加になった。
• pamdbreclaim.batコマンド
• pamdbunld.batコマンド
• pamdbload.batコマンド
• pamdbcleanupコマンド

●レポート定義ファイルに，[Instance]セクションが追加になった。

● PFM - Analysis Adaptor動作条件定義ファイル（paa.conf）の [SSO Adaptor]セク
ションに，ssoadpt_maxcolperiodパラメーターが追加になった。

● PFM - Analysisがサポートする監視対象の監視アプリケーションに，次を追加した。
• uCosminexus Application Server Standard
• uCosminexus Application Server Enterprise
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付録 M　（3020-3-K77-41）の変更内容
付録M　（3020-3-K77-41）の変更内容
表 M-1　（3020-3-K77-41）の変更内容

# 変更個所 追加・変更内容

1 1.3.2 採取ツールのシステム構成
［訂正前］
採取ツールサーバのシステム構成で注意する点を次に示します。
［訂正後］
採取ツールサーバのシステム構成で注意する点を次に示します。なお，各採取
ツールを一つのマシンで動作させることも，それぞれ別のマシンで動作させるこ
ともできます。

2 3.2.3 (1) Hitachi PP Installerの起動
3. 次のコマンドを実行して，Hitachi PP Installerをインストールおよび起動す
る。
［削除］
なお，すでに Hitachi PP Installerがインストールされている場合は，次のコマン
ドを実行して Hitachi PP Installerを起動します。
/etc/hitachi_setup -i /cdrom

3 4.2.2 PFM - Analysisの機能に関する注意事項
［追加］
(23) コマンドの同時実行について

PFM - Analysis Managerのサービスが正しく動作している状態では，次に示
すコマンドを同時に実行できる数は最大 5つです。同時に 5つを超える数の
コマンドを実行した場合は，エラー終了する場合があります。
• pamdbdeldata
• pamdbls.bat
• pamdbreclaim.bat
• pamdumpdef
• pamexport
• pamimport

4 4.2.3 (21) PFMを採取ツールとした場合に指定するサービス ID（ServiceID）について
表 4-6　オブジェクトタイプと Agent Storeのサービス IDの対応
［追加］

5 4.2.4 (1) PAMDBのセットアップについて
(a) PAMDBの初期セットアップ時の容量見積もり
変更個所
［訂正前］
database_scaleには，S，M，Lのうちのどれかを指定できます。デフォルト
はMです。S，M，Lで監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目安と，
必要なディスク容量を次の表に示します。
［訂正後］
database_scaleには，S，M，L，LLのうちのどれかを指定できます。デフォ
ルトはMです。S，M，L，LLで監視できるオブジェクト数およびメトリック数
の目安と，必要なディスク容量を次の表に示します。
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付録 M　（3020-3-K77-41）の変更内容
6 4.2.4 (1) PAMDBのセットアップについて
(a) PAMDBの初期セットアップ時の容量見積もり
表 4-7　監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目安と必要なディスク容
量
［追加］

7 4.2.4 (1) PAMDBのセットアップについて
(a) PAMDBの初期セットアップ時の容量見積もり
［追加］
表 4-8　最大構成を監視する際の時間粒度と保持期間の推奨値

# 変更個所 追加・変更内容
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付録 M　（3020-3-K77-41）の変更内容
8 4.2.4 (1) PAMDBのセットアップについて
(a) PAMDBの初期セットアップ時の容量見積もり
注意事項
［訂正前］
• 監視できるオブジェクト数およびメトリック数の上限は，S，M，Lそれぞれ，
表 4-7に示す「監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目安」の 2倍
の数値になります。上限を超える環境には，対応できません。

• 詳細メトリックの時間粒度およびサマライズメトリックの時間粒度の双方を，
デフォルト（詳細メトリック：3分，サマライズメトリック：1時間）より長い
値（詳細メトリック：6分以上，かつサマライズメトリック：3時間以上）に変
更した場合は，表 4-7に示す数値の 2倍まで対応できます。なお，詳細メト
リックの時間粒度を 1分とした場合，監視できるオブジェクト数およびメト
リック数は，表 4-7に示す数値の 3分の 1になります。

• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの保持期間を，デフォルト（詳細
メトリック：30日，サマライズメトリック：365日）より短い値に変更した場
合，監視できるオブジェクト数およびメトリック数は，表 4-7に示す数値より
も大きくなります。一方，詳細メトリックおよびサマライズメトリックの保持
期間をデフォルトより長い値に変更した場合，監視できるオブジェクト数およ
びメトリック数は，表 4-7に示す数値より小さくなります。詳細メトリックお
よびサマライズメトリックの保持期間を変更した場合に，システムが対応でき
る監視オブジェクト数および監視メトリック数は，次の式で見積もることがで
きます。
監視できるオブジェクト数＝
  表 4-7の監視オブジェクト数×デフォルトの保持期間÷変更後の保持期間
監視できるメトリック数＝
  表 4-7の監視メトリック数×デフォルトの保持期間÷変更後の保持期間
ただし，表 4-7に示す数値の 2倍（上限）を超える環境には，対応できません。
なお，詳細メトリックの保持期間とサマライズメトリックの保持期間を，それ
ぞれ異なる比率で変更した場合は，対応できる監視オブジェクト数，監視メト
リック数が小さくなる方を基準に見積もってください。

• PAMDBをセットアップしたあとで，PAMDBのデータを保持したまま
database_scaleの値を変更してセットアップし直すことはできません。あとか
ら database_scaleの値を変更する場合は，PAMDBをアンセットアップし，運
用を始めからやり直す必要があります。オブジェクトを随時追加していくよう
な運用の場合には，database_scaleの値は想定される最終的なオブジェクトの
最大数を基準にして見積もってください。なお，database_scaleに Lを指定し
て，想定される運用環境よりもさらに大規模なシステムを監視する場合は，複
数台の PFM - Analysis Managerを使用してシステムを監視することをお勧め
します。

# 変更個所 追加・変更内容
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［訂正後］
• 監視できるオブジェクト数およびメトリック数の上限は，S，M，L，LLそれ
ぞれ，表 4-7に示す「監視できるオブジェクト数およびメトリック数の目安」
の 2倍の数値になります。上限を超える環境には，対応できません。監視でき
る数の上限となる数のオブジェクトおよびメトリックを監視する場合の時間粒
度と保持期間の推奨値を表 4-8に示します。なお，時間粒度と保持期間の設定
については，「11.2.1　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル
（pam.conf）」を参照してください。
• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの時間粒度を，デフォルト（詳細
メトリック：3分，サマライズメトリック：1時間）より短い値に変更した場
合，監視できるオブジェクト数およびメトリック数は，表 4-7に示す数値より
も小さくなります。一方，詳細メトリックおよびサマライズメトリックの時間
粒度をデフォルトより長い値に変更した場合，監視できるオブジェクト数およ
びメトリック数は，表 4-7に示す数値より大きくなります。

• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの保持期間を，デフォルト（詳細
メトリック：30日，サマライズメトリック：365日）より短い値に変更した場
合，監視できるオブジェクト数およびメトリック数は，表 4-7に示す数値より
も大きくなります。一方，詳細メトリックおよびサマライズメトリックの保持
期間をデフォルトより長い値に変更した場合，監視できるオブジェクト数およ
びメトリック数は，表 4-7に示す数値より小さくなります。

• 詳細メトリックおよびサマライズメトリックの時間粒度または保持期間を変更
した場合に，システムが対応できる監視オブジェクト数および監視メトリック
数は，次の式で見積もることができます。
監視できるオブジェクト数＝
　表 4-7の監視オブジェクト数×（デフォルトの保持期間÷変更後の保持期間）
　　　　　　　　　　　　　　×（変更後の時間粒度÷デフォルトの時間粒度）
監視できるメトリック数＝
　表 4-7の監視メトリック数×（デフォルトの保持期間÷変更後の保持期間）
　　　　　　　　　　　　　×（変更後の時間粒度÷デフォルトの時間粒度）
ただし，表 4-7に示す数値の 2倍（上限）を超える環境には，対応できません。
なお，上記の見積もり式は，詳細メトリックとサマライズメトリックの両方で
計算し，その結果算出された監視できるオブジェクト数，監視できるメトリッ
ク数が小さくなる方を基準に見積もってください。

• PAMDBをセットアップしたあとで，PAMDBのデータを保持したまま
database_scaleの値を変更してセットアップし直すことはできません。あとか
ら database_scaleの値を変更する場合は，PAMDBをアンセットアップし，運
用を始めからやり直す必要があります。オブジェクトを随時追加していくよう
な運用の場合には，database_scaleの値は想定される最終的なオブジェクトの
最大数を基準にして見積もってください。なお，database_scaleに LLを指定
して，想定される運用環境よりもさらに大規模なシステムを監視する場合は，
複数台の PFM - Analysis Managerを使用してシステムを監視することをお勧
めします。

9 4.2.4 (1) PAMDBのセットアップについて
(a) PAMDBの初期セットアップ時の容量見積もり
表 4-9　クラスタ運用で必要なディスク容量
［追加］

# 変更個所 追加・変更内容
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10 5.5.7 ［追加］
5.5.7　インポートした過去のデータを Bottleneck Analyzerで表示する

監視システム構成定義を作成した日時より以前のデータをインポートし，
Bottleneck Analyzerで表示させる場合は，次の手順を実施してください。
ただし，最新の監視システム構成定義（Definerで表示されているもの）にイ
ンポート対象となるオブジェクトが存在している必要があります。
＜手順＞
　1.　PAM - Analyzeサービスを停止する。
　2.　PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）の
　　　Analysisセクションに system_config_tree_unify=Yを定義する。
　3.　PAM - Analyzeサービスを起動する。
　4.　Bottleneck Analyzerを起動し，インポートしたデータが存在する
　　　期間の情報を表示する。
これにより，過去の期間の情報を表示する場合でも，最新のシステム構成定
義に従って表示されるため，インポートしたデータを参照することができま
す。
ただし，最新の監視システム構成定義に存在しない（削除済み）オブジェク
トは，Bottleneck Analyzerでどの期間を表示しても表示されません。
PFM - Analysis Manager動作条件定義ファイルについては，「11.2.1　PFM - 
Analysis Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してください。

11 6.5.5 (2) 複数のインスタンス値が異なる行に出力されている場合のインポート定義ファ
イル
［追加］
なお，複数のインスタンス値が異なる時刻で出力されている場合は，収集のタイ
ミングが異なる別々のデータとして扱います。図 6-5のような場合は，2006/04/
18 10:00:00には，インスタンスが 1と 2だけ，2006/04/18 10:00:01にはインス
タンスが 3だけが収集できたものとして扱います。
図 6-5　複数のインスタンスが異なる時刻で出力されている例

12 6.5.6 (5) 監視システム構成定義の登録より前のデータについて
［訂正前］
PFM - Analysisでインポートできるのは，監視システム構成定義の登録以降の
データです。インポートするファイルに，監視システム構成定義の登録以前の
データがある場合は，その部分のデータを削除してからインポートしてください。
［訂正後］
監視システム構成定義にインポート対象となるオブジェクトを登録した日時より
前のデータをインポートする場合，通常の運用では，Bottleneck Analyzerでデー
タを表示することができません。このような場合は，「5.5.7　インポートした過去
のデータを Bottleneck Analyzerで表示する」を参照してください。

# 変更個所 追加・変更内容
727



付録 M　（3020-3-K77-41）の変更内容
13 6.5.6 ［追加］
(10) インポート対象となるメトリックにデータが存在する場合

インポート対象となるメトリックにデータが存在する場合，存在するデータ
の最新日時以前のデータはインポートできません。

14 6.5.6 ［追加］
(11) インポートするデータの時間間隔が詳細メトリックの時間粒度と異なる場合

インポートするデータの時間間隔が，詳細メトリックの時間粒度と異なる場
合は，インポート定義ファイルで時間粒度の補正方法を指定してください。
時間粒度の補正方法には，「サンプリング粒度補正」と「平均粒度補正」があ
り，インポート定義ファイルの Optionセクションの particle_size_correction
キーで指定できます。指定しない場合は，「サンプリング粒度補正」が仮定さ
れます。各補正方法について以下に説明します。
なお，以下の説明で使用している「メトリック時刻」とは，詳細メトリック
の時間粒度で補正された時刻のことです。
詳細メトリックの時間粒度の設定については，「11.2.1　PFM - Analysis 
Manager動作条件定義ファイル（pam.conf）」を参照してください。
• サンプリング粒度補正について

(a)有効となるインポートデータの時刻範囲
　メトリック時刻を中心に前後「詳細メトリックの時間粒度× 0.8」の
　間に含まれるもの
(b)メトリック値の選定方法
　(a)の範囲に含まれる一番過去の（古い）時刻のデータ
　

• 平均粒度補正について
(a)有効となるインポートデータの時刻範囲
　メトリック時刻から「メトリック時刻＋詳細メトリックの時間粒度
　－１秒」の間に含まれるもの
(b)メトリック値の選定方法
　(a)の範囲に含まれるデータの時刻ごとに平滑化された値の平均値
　なお，個々のインスタンスの値は，(a)の範囲に含まれる当該インス
　タンスのデータの平均値になる。

15 10 pamdbcleanup（保持期間を超過したデータを一括して削除する）
注意事項
［追加］
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

16 10 pamdbsetup（PAMDBをセットアップする）
注意事項
［追加］
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

17 10 pamdbunsetup（PAMDBをアンセットアップする）
注意事項
［追加］
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

18 10 pamloadtmpl（テンプレート定義，採取ツール定義を登録する）
注意事項
［追加］
• このコマンドは，同時に複数実行しないでください。 

# 変更個所 追加・変更内容
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19 11.2.1 (1) 書式
［訂正前］
[Analysis]
number_of_BAs=Bottleneck Analyzerの同時接続数

［訂正後］
[Analysis]
number_of_BAs=Bottleneck Analyzerの同時接続数
system_config_tree_unify={Y｜N}

20 11.2.1 (2) 定義内容
Analysisセクション
表 11-8　Analysisセクションの定義内容
［追加］

21 11.2.5 (1) 書式
［訂正前］
[Database Scale]
database_scale={S｜M｜L}

［訂正後］
[Database Scale]
database_scale={S｜M｜L｜LL}

22 11.2.5 (2) 定義内容
Database Scaleセクション 
表 11-17　Database Scaleセクションの定義内容
［訂正前］

［訂正後］

23 13.1.2 PFM - Analysisのクラスタ運用の概要
(2) PFM - Analysis Adaptorの場合
［訂正前］
• クラスタ環境では一つの PFM - Analysis Adaptorで SSOアダプターか，PFM
アダプターのどちらか一方を使用できる。両方同時には使用できない。運用上，
クラスタ環境で JP1/SSOと PFMを併用する場合，それぞれ別のクラスタシス
テム上に構築すること。

［訂正後］
• クラスタ環境では一つの PFM - Analysis Adaptorで，SSOアダプターと PFM
アダプターを両方同時に使用することもできる。

# 変更個所 追加・変更内容
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24 付録 F ポート番号一覧
［訂正前］
プログラムで使用するデフォルトのポート番号と，ファイアウォールの通過方向
の設定について説明します。
［訂正後］
プログラムで使用するデフォルトのポート番号と，ファイアウォールの通過方向
の設定について説明します。なお，使用するプロトコルは TCPです。

25 付録 J.4 (4) バージョンアップ時の PAMDBの領域サイズの変更について
表 J-1　バージョンアップ時の PAMDBの領域サイズ変更可否
［訂正前］

［訂正後］

26 付録 N 用語解説
［追加］
サンプリング粒度補正

インポートを行う際の時間粒度の補正方法の一つです。インポートデータを
サンプリングしてメトリック値を決定する方法です。

平滑化
メトリックに複数のインスタンスが存在する場合に，メトリック値を算出す
る方法。
メトリックごとに最大値，平均値，最小値，合計値のいずれかを選択する。

平均粒度補正
インポートを行う際の時間粒度の補正方法の一つです。インポートデータの
平均値をメトリック値とする方法です。

27 索引 さ
［追加］
サンプリング粒度補正
サンプリング粒度補正（用語解説）

28 索引 へ
［追加］
平滑化（用語解説）
平滑化方法
平均粒度補正
平均粒度補正（用語解説）

# 変更個所 追加・変更内容
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付録 N　（3020-3-K77-42）の変更内容
表 N-1　（3020-3-K77-42）の変更内容

# 変更個所 追加・変更内容

1 3.2 インストール手順は，PFM - Analysis（PFM - Analysis Manager，PFM - 
Analysis Adaptor，PFM - Analysis View）の各プログラムで共通です。この節で
は，インストールおよびアンインストールの手順を示します。なお，PFM - 
Analysisの各プログラムをインストールすると，統合トレース機能
（HNTRLib2）もインストールされます。
［追加］
Windows Server 2008の環境で，インストール／アンインストールする場合の注
意事項

OSのユーザアカウント制御機能（UAC）を有効にしている場合は，インス
トール／アンインストール中にユーザアカウント制御のダイアログボックス
が表示される場合があります。ダイアログボックスが表示された場合は，［続
行］ボタンをクリックしてインストール／アンインストールを続行してくだ
さい。［キャンセル］ボタンをクリックした場合は，インストール／アンイン
ストールが中止されます。

2 3.3.5(1) 表 3-2　バッチファイルのデフォルト値
注※ 2

Windows 2003の場合のデフォルトです。Windows XPを使用している場合
は，次の値に変更してください。
Windows XPの場合：
@set LOG_DIR_DRWTSN=%ALLUSERSPROFILE%¥Application 
Data¥Microsoft¥Dr Watson

［追加］
Windows 2008では，ワトソンログは取得できないので，LOG_DIR_DRWTSNの
値を変更する必要はありません。

3 3.3.5(4) ［訂正前］
(a) メモリーダンプの出力設定
1. Windowsの［コントロールパネル］で，［システム］をダブルクリックする。
［システムのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［詳細］タブの［起動 /回復］ボタンをクリックする。
［起動 /回復］ダイアログボックスが表示されます。

［訂正後］
(a) メモリーダンプの出力設定（Windows 2003，Windows 2008）
1. Windowsの［コントロールパネル］で，［システム］をダブルクリックする。

Windows 2008の場合は，表示された［システム］画面の［タスク］から［シ
ステムの詳細設定］をクリックする。
［システムのプロパティ］ダイアログボックスが表示されます。

2. ［詳細設定］タブの［起動と回復］－「設定」ボタンをクリックする。
［起動／回復］ダイアログボックスが表示されます。

4 3.3.5(4) ［訂正前］
(b) クラッシュダンプの出力設定
［訂正後］
(b) クラッシュダンプの出力設定（Windows 2003）
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5 3.3.5(4)(b) 注意事項
クラッシュダンプファイルには，PFM - Analysis以外のアプリケーションのトラ
ブル情報も出力されます。また，クラッシュダンプが出力されると，ディスク容
量が少なくなるため，十分なディスク領域を確保しておいてください。
［追加］
Windows 2008では，クラッシュダンプの出力設定を行う必要はありません。

6 4.1.1(3) JP1/Baseの起動管理機能については，マニュアル「JP1/Base　運用ガイド」を
参照してください。
［追加］
Windows 2008でコマンドラインから起動する場合の注意事項

ユーザアカウント制御（UAC）機能が有効な場合，Administrators権限を持
つユーザでも Administrator以外のユーザでは，net start, net stopコマンド
の実行が失敗することがあります。この場合，次のどちらかの手順でコマン
ドを実行してください。
• AdministratorでWindows 2008にログインしてから，コマンドを実行す
る。

•［コマンドプロンプト］を右クリックし，「管理者として実行」を選択して
から，コマンドを実行する。

7 10 コマンドの詳細
コマンドの説明順序
各コマンドの文法詳細は，コマンドのアルファベット順で説明しています。
［追加］
Windows Server 2008で，Administrators権限が必要なコマンドを実行する方法
ユーザーアカウント制御（UAC）機能が有効で，Administrator以外の
Administrators権限を持つユーザーの場合，次の手順でコマンドを実行してくだ
さい。
1. ［コマンドプロンプト］を右クリックし［管理者として実行］を選択する。
管理者権限のコマンドプロンプトが起動します。

2. 1で起動したコマンドプロンプトでコマンドを実行する。

8 11.1 ［追加］
11.1.6　定義ファイルを編集するときの注意事項（Windows Server 2008限定）
ユーザーアカウント制御（UAC）機能が有効で，Administrator以外の
Administrators権限を持つユーザーで定義ファイルを編集した場合，上書き保存
に失敗することがあります。
このような場合，次の手順で定義ファイルを編集，保存してください。
1. ［メモ帳］を右クリックし，［管理者として実行］を選択する。
メモ帳が起動します。

2. 1で起動したメモ帳で，定義ファイルを開き，編集した後，保存する。

# 変更個所 追加・変更内容
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9 13.4.2(3)(a) ［訂正前］
<クラスタシステム用の設定個所 >
[Database Scale]
database_scale={S｜M｜L}
 
[Cluster]
cluster_flag=Y
cluster_mode=ONLINE
shared_directory=PAMDBの領域を格納する共有ディスク上のディレクトリ名

［訂正後］
<クラスタシステム用の設定個所 >
[Database Scale]
database_scale={S｜M｜L｜LL}
 
[Cluster]
cluster_flag=Y
cluster_mode=ONLINE
shared_directory=PAMDBの領域を格納する共有ディスク上のディレクトリ名

10 13.4.2(3)(a) 表 13-4　現用系のセットアップの PAMDBセットアップ定義ファイルの設定項目
［訂正前］

［訂正後］

11 15.4(1) (1) PFM - Analysisのログ情報
資料採取ツールを実行して，ログファイルを採取します。PFM - Analysisの資料
採取ツールでは，次のログファイルを採取します。
［訂正前］
• ワトソン博士ログファイル（Windowsの場合）

［訂正後］
• ワトソン博士ログファイル（Windowsの場合，ただしWindows 2008は除く）

# 変更個所 追加・変更内容
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12 15.4(1) 表 15-3　採取ツールで採取できるログファイル一覧
［訂正前］

［訂正後］

13 15.4(2)(a) ［訂正前］
Windowsの［イベントビューア］ウィンドウ－［アプリケーションログ］の内容
をエクスポートしてください。詳細情報は，個々のログウィンドウの内容をク
リップボードにコピーしたあと，テキストファイルなどに貼り付けて採取してく
ださい。詳細情報は，個々のログウィンドウの内容をクリップボードにコピーし
たあと，テキストファイルなどに貼り付けて採取してください。
［訂正後］
Windows 2003の場合は［イベントビューア］ウィンドウ－［アプリケーション
ログ］の内容をエクスポートしてください。
Windows 2008の場合は［イベントビューア］ウィンドウ－［Windows ログ］－
［アプリケーションログ］の内容をエクスポートしてください。
詳細情報は，個々のログウィンドウの内容をクリップボードにコピーしたあと，
テキストファイルなどに貼り付けて採取してください。

# 変更個所 追加・変更内容
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14 15.4 ［追加］
(5) ユーザーダンプ（Windows Server 2008限定）
Windows Server 2008で JP1/PAMのプロセスがアプリケーションエラーで停止
した場合は，図 15-1のようなダイアログボックスが表示されている状態で，次の
手順でユーザーダンプを採取します。
図 15－ 1　アプリケーションエラーダイアログボックス

ユーザーダンプ採取手順
1. タスクマネージャを起動する。
タスクマネージャは次のどちらかの手順で起動してください。
・タスクバーの空いている場所で右クリックをして「タスクマネージャ」を選
択
・［Ctrl］＋［Shift］＋［Esc］キーを押してタスクマネージャを起動

2. ［プロセス］タブをクリックする。
3. アプリケーションエラーで停止した JP1/PAMのプロセス名を右クリックし，
「ダンプファイルの生成」を選択する。

4. ユーザーダンプの出力先パスを示すダイアログボックス（図 15-2）が表示さ
れるので，表示された場所からダンプファイルを採取する。

図 15－ 2　ダンプのプロセス

注意事項
エラーダイアログボックスを閉じてしまうと正常なダンプは取得されないため，
ユーザーダンプを採取できなくなります。

# 変更個所 追加・変更内容
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15 15.4 ［追加］
(6) 問題レポートの採取（Windows Server 2008限定）
Windows Server 2008で JP1/PAMのプロセスがアプリケーションエラーで停止
した場合，次の手順で問題レポートを採取してください。
1. ［問題のレポートと解決策］を開く。
［問題のレポートと解決策］を次のどちらかの手順で起動してください。
・［コントロールパネル］－［問題のレポートと解決策］をクリックする。
・［ファイル名を指定して実行］のテキストボックスに「wercon」と入力し，
［OK］ボタンをクリックする。

2. ［問題とレポートと解決策］画面の［タスク］で，［問題の履歴の表示］をク
リックする。
問題の履歴が表示されます。

3. 該当する問題をダブルクリックする。
問題レポートの詳細が表示されます。

4. 「クリップボードにコピー」を選択する。
5. コピーした内容を，テキストファイルにコピーして保存する。

16 付録 A.3(1) 表 A-3　PFM - Analysis Adaptorで使用するディレクトリ一覧（Windowsの場
合）
［訂正前］

［訂正後］

# 変更個所 追加・変更内容
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17 付録 C.2(2) 表 C-4　監視対象アプリケーション（PFMの場合）
［訂正前］

［訂正後］

# 変更個所 追加・変更内容
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付録 O　用語解説

（英字）

Agent Store
PFM - Agentのサービスの一つです。パフォーマンスデータを格納するサービスのことです。Agent 
Storeサービスは，パフォーマンスデータの記録のためにデータベースを使用します。各 PFM - 
Agentに対応して，各 Agent Storeサービスがあります。

Bottleneck Analyzer
PFM - Analysis Viewの GUIです。この画面から，稼働性能を分析できます。

Definer
PFM - Analysis Viewの GUIです。この画面から，監視システム構成定義を実行できます。

ODBCキーフィールド
PFM - Managerまたは PFM - Baseで，SQLを使用して Storeデータベースに格納されているレ
コードのデータを利用する場合に必要な ODBCキーフィールドを示します。ODBCキーフィールド
には，各レコード共通のものと各レコード固有のものとがあります。

PAMDB
PFM - Analysisが収集した稼働性能情報を格納するデータベースです。

PFM
システムのパフォーマンスに関する問題を監視および分析するために必要なソフトウェア群の総称
です。PFMは，次の四つのプログラムプロダクトで構成されます。
• PFM - Manager
• PFM - Web Console
• PFM - Base
• PFM - Agent

PFM - Analysisは，上記 PFM - Managerまたは PFM - Baseを採取ツールとして使用することで，
PFM - Agentが収集するパフォーマンスデータをメトリックとして回収できます。

PFM - Analysis
Webシステムを含めたシステム全体の稼働性能状況を把握し，分析するプログラム群です。PFM - 
Analysis Manager，PFM - Analysis View，PFM - Analysis Adaptorの三つのプログラムで構成さ
れます。

PFM - Analysis Adaptor
監視対象から情報を収集する監視プログラム（採取ツール）と連携するプログラムです。採取ツー
ルが JP1/SSO，または PFMの場合に必要です。

PFM - Analysis Manager
PFM - Analysisのマネージャープログラムです。稼働性能情報を収集し，PAMDBに格納します。
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稼働性能の分析，監視システム構成の定義，データのインポートとエクスポートなどを実行します。

PFM - Analysis View
PFM - Analysisの GUIを提供するプログラムです。PFM - Analysisの GUIには，監視システム構
成を定義するための Definerと稼働性能を分析するための Bottleneck Analyzerがあります。また，
稼働性能情報や分析結果のレポート出力も実行します。

Storeデータベース
Agent Collectorサービスが収集したパフォーマンスデータが格納されるデータベースのことです。

Web Recorder
PFM - Analysis Viewの GUIです。JP1/ESPを採取ツールとして使用する場合で，かつ複数の
HTTP(S)のリクエスト・レスポンスをトランザクションとして監視する場合は，この画面でWeb
トランザクション情報および監視システム構成を定義します。

Webトランザクション監視
複数の HTTP(S)のリクエスト・レスポンスから成る一連の処理をWebトランザクションとして監
視する JP1/ESPの機能です。Webトランザクション監視をする場合は，Webトランザクション
ファイルを作成してWebトランザクション情報を定義し，その内容に従って HTTP(S)リクエスト
を発行して応答時間などを計測します。トランザクションの再生・計測は，Internet Explorerなど
のブラウザーソフトでの連続した操作をシミュレーションして行われます。また，Webトランザク
ション監視では，Webトランザクション全体の監視のほか，任意のページ遷移の応答性能や，トラ
ンザクション監視中の応答内容をチェックして監視対象の異常検知などもできます。

（ア行）

インスタンス
一つのオブジェクト内で，あるメトリックを複数取得できるような場合の，それぞれの監視対象の
ことです。例えば，回線を四つ接続しているホストの場合，そのホストでは回線使用率の値が四つ
取得できることになります。このような場合，それぞれの回線をインスタンスといいます。PFM - 
Analysisでは，インスタンスが複数ある場合，それぞれの値を平滑化して，一つのメトリック値と
して扱えます。

インポート
任意の監視プログラムで収集した稼働性能情報を，PFM - Analysisで分析するために PAMDBに取
り込むことです。

エクスポート
PAMDB内のデータを，ほかのプログラムで利用できるように出力することです。

オブジェクト
PFM - Analysisで監視するシステムの構成要素の一つで，PFM - Analysisの監視対象です。
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（カ行）

稼働性能情報
サービスの応答時間，ホストの CPU利用率，アプリケーションの受信リクエスト数など，システム
の稼働性能情報を表す情報です。PFM - Analysisでは，これらの情報を収集し，稼働性能を分析し
ます。

監視端末
PFM - Analysis Viewをインストールしたマシンです。監視システム構成定義や稼働性能の分析は，
監視端末から操作します。

監視プログラム
監視対象から情報を収集するプログラムのことです。監視プログラムのうち，PFM - Analysisがサ
ポートしているものを採取ツールといいます。採取ツール以外の監視プログラムの場合は，稼働性
能情報を PAMDBにインポートします。

危険域到達時刻予測
メトリックの危険度が危険域に到達する時刻を，統計学的手法を用いて予測し，到達予測時刻が早
いメトリックから順番に表示する手法です。

危険度
メトリックの状態を示すものです。正常域，警戒域，危険域，不明，対象外の 5種類があり，メト
リックごとに指定されたしきい値を超えているかどうかで判定されます。

危険度分析
指定した危険度に達しているオブジェクトやメトリックを一覧表示する分析手法です。

クラスタシステム
クラスタシステムとは，複数のサーバシステムを連携して一つのシステムとして運用するシステム
で，障害が発生しても業務を継続できるようにすることを目的としています。業務を実行中のサー
バ（実行系）で障害が発生すると，待機していた別のサーバ（待機系）が業務の処理を引き継ぎま
す。実行「系」から待機「系」へ業務を切り替えるので，「系切り替えシステム」とも呼びます。な
お，クラスタシステムという用語には，並列処理による負荷分散機能という意味もありますが，こ
のマニュアルでは，系を切り替えて業務の中断を防ぐ機能のことだけを指します。

グループ
PFM - Analysisで監視するシステムの構成要素の一つで，複数のオブジェクトをまとめたものです。
Webサーバグループや，DBサーバグループなど，機能で共通している複数のオブジェクトをまと
めて管理できます。グループは，システムの下位，またはグループの下位に作成できます。

（サ行）

サービス ID
Performance Managementプログラムのサービスに付加された，一意の IDのことです。コマンド
を使用して Performance Managementのシステム構成を確認する場合，または個々のエージェント
のパフォーマンスデータをバックアップする場合などは，Performance Managementプログラムの
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サービス IDを指定してコマンドを実行します。サービス IDは，次の四つから構成されます。
• プロダクト ID
• 機能 ID
• インスタンス番号
• デバイス ID

採取ツール
監視対象から直接情報を収集する監視プログラムのことです。PFM - Analysisでは，採取ツールと
して JP1/ESP，VPIS，JP1/SSO，および PFMをサポートしています。

採取ツールサーバ
採取ツールをインストールしたサーバのことです。

サマライズメトリック
時間粒度の粗いメトリックです。時間粒度内の詳細メトリックを平均化した値になります。

サンプリング粒度補正
インポートを行う際の時間粒度の補正方法の一つです。インポートデータをサンプリングしてメト
リック値を決定する方法です。

時間粒度
稼働性能情報を収集する間隔のことです。PFM - Analysisは，時間粒度が異なる 2種類のメトリッ
ク（詳細メトリックとサマライズメトリック）を管理します。

しきい値連続超過回数
しきい値が警戒域または危険域を連続で超過した回数によってメトリックの危険度を判定する場合
に設定します。メトリックには，メトリックタイプごとに特有の動きがあり，一時的にしきい値を
超える状態になっても問題視しなくてよいメトリックに対しては，しきい値連続超過回数を設定す
ることによって，より的確に危険度を判定できます。

システム
PFM - Analysisで監視するシステムの構成要素の一つで，複数のオブジェクトまたはグループをま
とめたものです。Webシステムやメールシステムなど，業務上関連がある複数のオブジェクトをま
とめて管理できます。

システム構成ツリー
PFM - Analysisで稼働性能を監視するシステムをツリー形式で表示したものです。Definerや
Bottleneck Analyzerに表示されます。

重要度
メトリックごとに付与された，そのメトリックが監視・分析上重要であるかどうかを示す情報です。
最重要，重要，一般の 3段階に分けられ，メトリックを検索したり，分析時に対象とするメトリッ
クをフィルタリングしたりする際の条件として指定できます。

詳細メトリック
時間粒度の細かいメトリックです。採取ツールで採取した値とほぼ同じになります。
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ステータス
オブジェクトの動作状態を表す情報です。動作中，停止中，対象外の 3種類があります。

ステータス分析
ステータスが，停止中など，特定のステータスになっているオブジェクトを一覧表示する手法です。

ステータスメトリック
オブジェクトが動作中か停止中かを表すメトリックです。PFM - Analysisが情報を収集できたとき
のステータスメトリックの値は 100，情報を収集できなかった場合のステータスメトリックの値は 0
になります。

相関分析
指定したメトリックと相関関係があるメトリックを表示する手法です。

（タ行）

ツリー構成要素
システム構成ツリーを構成する要素のことです。ビュー，システム，グループ，オブジェクトがあ
ります。

テンプレート定義ファイル
ユーザー拡張用に PFM - Analysisが提供している定義ファイルです。ユーザー任意の監視対象や監
視項目を追加できます。

トレンド表示
メトリック値が増加傾向か，減少傾向かを示すトレンド線を表示する手法です。

（ハ行）

パフォーマンスデータ
監視対象システムから収集したリソースの稼働状況データのことです。

ビュー
PFM - Analysisで監視するシステムの構成要素の一つで，Definerや Bottleneck Analyzerで表示さ
れる単位です。

フィールド
レコードを構成するパフォーマンスデータの集まりのことです。

プロダクト ID
該当する Performance Managementプログラムのサービスが，Performance Managementのどの
プログラムプロダクトのものかを示す 1バイトの識別子のことです。サービス IDの一部です。

平滑化
メトリックに複数のインスタンスが存在する場合に，メトリック値を算出する方法。
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メトリックごとに最大値，平均値，最小値，合計値のいずれかを選択する。

平均粒度補正
インポートを行う際の時間粒度の補正方法の一つです。インポートデータの平均値をメトリック値
とする方法です。

（マ行）

マネージャーサーバ
PFM - Analysis Managerをインストールしたサーバです。稼働性能の分析を実行します。

メトリック
PFM - Analysisが採取ツールから回収する稼働性能情報のことです。稼働性能情報の中で，分析に
使うデータ項目をメトリックといいます。メトリックには，時間粒度の違いによって，詳細メト
リックとサマライズメトリックの 2種類があります。

メトリック値の予測
将来のメトリックの値を予測し，予測線を表示する手法です。

メトリック値ランキング
複数のオブジェクトのメトリックを，値が大きい順，または小さい順に表示する手法です。

（ヤ行）

ユーザー拡張
PFM - Analysisが標準でサポートしている監視項目のほかに，ユーザー任意の監視対象や監視項目
を追加することです。

（ラ行）

レコード
収集したパフォーマンスデータを格納する形式のことです。レコードの種類は，Storeデータベース
の各データベースによって異なります。
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ソフトウェアマニュアルのサービス ご案内 

１．マニュアル情報ホームページ 
ソフトウェアマニュアルの情報をインターネットで公開しています。 

URL  http://www.hitachi.co.jp/soft/manual/ 

ホームページのメニューは次のとおりです。 

■マニュアル一覧 日立コンピュータ製品マニュアルを製品カテゴリ，マニュアル名称，資料番号の

いずれかから検索できます。 

■CD-ROMマニュアル 日立ソフトウェアマニュアルと製品群別CD-ROMマニュアルの仕様について記載

しています。 

■マニュアルのご購入 マニュアルご購入時のお申し込み方法を記載しています。 

■オンラインマニュアル 一部製品のマニュアルをインターネットで公開しています。 

■サポートサービス ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開サービス

を記載しています。 

■ご意見・お問い合わせ マニュアルに関するご意見，ご要望をお寄せください。 

２．インターネットでのマニュアル公開 
2 種類のマニュアル公開サービスを実施しています。 

(1) マニュアル情報ホームページ「オンラインマニュアル」での公開 

製品をよりご理解いただくためのご参考として，一部製品のマニュアルを公開しています。 

(2) ソフトウェアサポートサービスお客様向けページでのマニュアル公開 

ソフトウェアサポートサービスご契約のお客様向けにマニュアルを公開しています。公開しているマニ 

ュアルの一覧，本サービスの対象となる契約の種別などはマニュアル情報ホームページの「サポートサ 

ービス」をご参照ください。 

３．マニュアルのご注文 

①  マニュアル情報ホームページの「マニュアルのご購入」にアクセスし，お申し込み方法をご確認の

うえ WEB からご注文ください。ご注文先は日立インターメディックス(株)となります。 

②  ご注文いただいたマニュアルについて請求書をお送りします。 

③  請求書の金額を指定銀行へ振り込んでください。 

④  入金確認後 7日以内にお届けします。在庫切れの場合は，納期を別途ご案内いたします。 

お客様

B A N K

請求書

マニュアル

日立インターメディックス(株)

② 請求書をご送付

③ 銀行振込でご入金

④ マニュアルをお届け

  ①ご注文はWEBで

WEB
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